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【

】
内
は
キ
ー
ワ
ー
ド
）

海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
の
系
譜
と
寓
意

北
斎
画
「
蛸
と
海
女
」
か
ら
み
る
春
画
表
現
の

世
界
」と

趣
向
」

鈴
木

堅
弘

本
論
は
、
春
画
と
し
て
最
も
有
名
な
北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
画

図
を
中
心
に
春
画
・
艶
本
表
現
に
お
け
る
図
像
分
析
を
試
み
た
。
ま
ず
具
体
的
な
図
像
分

析
に
先
駆
け
て
、
同
種
の
モ
チ
ー
フ
が
「
あ
ぶ
な
絵
」
や
「
浮
世
絵
」
に
も
描
か
れ
て
い

る
背
景
を
追
う
こ
と
で
、
近
世
期
の
絵
画
表
現
史
に
お
け
る
「
蛸
と
海
女
」
の
画
系
譜
を

作
成
し
た
。
そ
し
て
そ
の
画
系
譜
を
踏
ま
え
て
、
北
斎
画
を
中
心
と
し
た
春
画
・
艶
本

「
蛸
と
海
女
」
の
図
像
表
現
の
な
か
に
、
同
時
代
の
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
戯
作
な
ど
に
用

い
ら
れ
た
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
と
い
う
表
現
構
造
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
春
画
・
艶

本
分
野
に
お
い
て
も
同
種
の
演
出
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
図
像
分
析
を
通
じ
て
、
北
斎
画
を
中
心
と
し
た
春
画
・
艶
本
「
蛸
と
海

女
」
の
表
現
構
造
が
、
太
古
よ
り
連
綿
と
続
く
「
海
女
の
珠
取
物
語
」
の
伝
承
要
素
や
、

江
戸
時
代
の
巷
間
に
流
布
し
た
奇
談
・
怪
談
の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
解

い
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
り
、
春
画
・
艶
本
の
性
表
現
の
み
に
注
視
し
な
い
、
新
た

な
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。

【
春
画

艶
本

浮
世
絵

怪
談

北
斎

勝
川
春
章

北
尾
重
政

笑
ひ

世
界

趣

向

謡
曲
】

「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
の
誕
生

福
原
信
三
と
銀
座
イ
メ
ー
ジ
の
構
築

戸
矢
理
衣
奈

銀
座
に
有
名
店
は
多
々
あ
る
が
、
資
生
堂
は
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
。「
東
京
銀
座
資

生
堂
」
と
い
う
商
標
は
海
外
も
含
め
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
八
七
二
年
に

福
原
有あり
信のぶ
が
日
本
初
の
西
洋
調
剤
薬
局
と
し
て
創
業
し
て
以
来
、
資
生
堂
は
「
東
京
新
橋

資
生
堂
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
有
信
の
三
男
、
福
原
信しん
三ぞう
は
経
営
に
参
画
す
る
と
共

に
化
粧
品
販
売
に
本
格
的
に
参
入
し
、
意
匠
部
を
設
立
す
る
な
ど
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
の

一
新
を
図
っ
た
。
一
九
二
一
年
に
「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
の
商
標
を
採
用
し
、
短
期
間
に

「
資
生
堂
と
い
え
ば
銀
座
」
と
い
う
、
強
力
な
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
。
本
稿
で
は
信

三
が
五
十
名
を
超
え
る
文
化
人
ら
の
寄
稿
を
得
て
完
成
し
た
『
銀
座
』
を
は
じ
め
、
信
三

に
よ
る
銀
座
に
ま
つ
わ
る
著
作
を
検
討
し
、
信
三
と
銀
座
と
の
か
か
わ
り
や
、
資
生
堂
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
。

福
原
信
三
は
当
時
、
東
京
の
都
市
計
画
を
主
導
し
て
い
た
東
京
市
や
内
務
省
に
対
し
て
、

銀
座
の
商
店
の
声
を
代
弁
す
る
い
わ
ば
銀
座
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
精
力
的
に
活
動

し
た
。
当
時
の
銀
座
は
一
九
一
四
年
の
東
京
駅
の
開
業
に
伴
う
新
橋
駅
の
閉
鎖
や
、
三
越

を
筆
頭
に
し
た
日
本
橋
の
デ
パ
ー
ト
の
興
隆
の
な
か
で
、
か
つ
て
な
い
危
機
的
な
状
況
に

お
か
れ
て
い
た
。
信
三
は
こ
れ
ま
で
正
式
な
町
名
と
し
て
は
四
丁
目
ま
で
し
か
な
か
っ
た

銀
座
を
八
丁
目
ま
で
拡
大
す
る
「
大
銀
座
」
計
画
や
、
銀
座
全
体
を
ア
ー
ケ
ー
ド
化
し
、

建
物
や
通
り
の
景
観
を
整
え
る
と
と
も
に
銀
座
の
商
店
が
協
力
し
て
共
同
入
荷
を
行
う
提

案
な
ど
、
銀
座
の
商
店
が
共
存
共
栄
で
き
る
よ
う
に
様
々
な
画
期
的
な
提
案
を
行
っ
た
。

信
三
の
提
案
は
新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。「
大
銀
座
」
計
画

を
筆
頭
に
い
く
つ
か
は
実
現
さ
れ
て
、
現
在
の
銀
座
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
一
方
で
信

三
は
銀
座
の
商
店
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
性
を
高
め
て
、
独
自
の
個
性
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
。
銀
座
が
特
色
あ
る
店
舗
の
集
合
体
に
な
っ
て
こ
そ
、
デ
パ
ー
ト
に
対
抗

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

資
生
堂
で
も
化
粧
品
の
販
売
ば
か
り
で
な
く
、
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
資
生
堂
パ
ー
ラ

ー
を
開
く
な
ど
、
銀
座
そ
し
て
資
生
堂
の
独
自
の
雰
囲
気
を
重
視
し
た
様
々
な
活
動
を
通

し
て
銀
座
へ
の
集
客
に
努
め
た
。

福
原
信
三
は
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
企
業
や
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
に
与
え
る
力
を
明
確
に
意

識
し
、
化
粧
品
の
製
造
や
デ
ザ
イ
ン
と
同
時
に
、
銀
座
と
い
う
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
い
ま
や
「
銀
座
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
資
生
堂
が
も
つ
最
大
の
無

形
資
産
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
が
、
福
原
信
三
に
よ
る
銀
座
全
体
を
見
据
え
た
活
動
が
そ
の

原
点
と
な
っ
て
い
る
。

【
資
生
堂

銀
座

新
橋

福
原
信
三

福
原
有
信

東
京
の
都
市
計
画

後
藤
新
平

7

論 文 要 旨



ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
】

一
九
二
五
年
近
代
中
国
東
北
部
（
旧
満
洲
）
で
開
催
さ
れ
た

大
連
勧
業
博
覧
会
の
歴
史
的
考
察

視
聴
化
さ
れ
た
満
蒙

竹
村

民
郎

大
連
勧
業
博
覧
会
（
以
下
大
連
勧
業
博
と
略
す
）
が
一
九
二
五
年
八
月
十
日
に
、
大
連

市
で
幕
を
あ
け
た
。
こ
れ
は
博
覧
会
と
植
民
地
主
義
と
の
結
合
と
い
う
も
の
の
輪
郭
を
し

め
す
の
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時
期
は
、
大
連
市
で
新
市
制
が
施

行
さ
れ
た
年
（
一
九
二
五
年
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
中
国
上
海
市
に
お
け
る

五
・
三
〇
事
件
勃
発
及
び
満
洲
に
お
け
る
国
際
資
本
戦
が
激
化
し
始
め
た
時
代
で
も
あ
る
。

こ
の
帝
国
の
危
機
は
合
理
的
な
満
蒙
政
策
と
結
び
つ
い
た
「
文
化
主
義
的
支
配
」
と
称
さ

れ
て
い
る
も
の
へ
の
転
換
を
導
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ま
さ
に
大
連
勧
業
博
は
こ
れ
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
博
覧
会
を
契
機
と
し
て
、
日

満
鮮
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
映
画
、
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
の
新
し
い
形

態
、
都
市
空
間
を
彩
る
夜
間
電
飾
等
の
情
報
・
文
化
装
置
が
一
斉
に
出
現
し
た
。
経
済
的

に
も
大
連
勧
業
博
開
催
期
は
、
大
連
市
に
お
け
る
政
商
的
企
業
家
層
の
退
潮
と
、
満
鉄
及

び
日
本
の
一
流
企
業
、
実
務
的
知
識
人
等
に
よ
る
大
連
市
経
済
界
へ
の
進
出
に
特
徴
づ
け

ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
大
連
勧
業
博
開
催
期
は
、
大
連
市
の
み
な
ら
ず
、
満
洲
の

日
本
人
社
会
に
満
蒙
統
合
や
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
満
蒙
認
識
を
呼
ぶ
世
論
が
沸
騰
し
は
じ
め

た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

【
大
連
市

博
覧
会

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社

植
民
地

ツ
ー
リ
ズ
ム

ラ
ジ
オ
放
送
】

古
丁
に
お
け
る
翻
訳

そ
の
思
想
的
変
遷
を
さ
ぐ
る

梅

定

古
丁
は
生
涯
日
本
語
作
品
の
翻
訳
を
行
っ
た
。
そ
の
翻
訳
は
北
平

北
京
）時
代
、「
満

洲
国
」
時
代
、
中
華
人
民
共
和
国
時
代
と
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論

文
は
主
に
「
満
洲
国
」
時
代
の
翻
訳
を
対
象
と
し
、
翻
訳
態
度
の
変
化
を
考
察
す
る
た
め

に
北
平
時
代
に
は
触
れ
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
時
代
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

満
洲
事
変
で
北
平
に
亡
命
し
た
古
丁
は
、
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
に
入
り
、
中
国

の
労
働
者
革
命
運
動
を
応
援
す
る
た
め
に
岩
藤
雪
夫
の
小
説
や
蔵
原
惟
人
の
論
文
等
日
本

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
品
を
翻
訳
し
た
。
し
か
し
、
逮
捕
さ
れ
て
「
転
向
」、
故
郷
の
長
春
へ

帰
り
、「
満
洲
国
」
の
官
吏
と
な
っ
た
。

「
満
洲
国
」
で
の
古
丁
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
七
年
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四

一
年
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四
五
年
と
い
う
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
考
察
す
る
。
第
一

段
階
で
は
、
石
川
啄
木
「
悲
し
き
玩
具
」
等
現
実
社
会
に
反
抗
す
る
作
品
を
翻
訳
し
た
。

こ
れ
ら
に
は
、
苦
悶
し
な
が
ら
希
望
を
見
出
そ
う
と
す
る
古
丁
像
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

そ
の
原
文
の
中
の
左
翼
的
な
内
容
に
対
す
る
処
理
の
仕
方
に
よ
り
「
満
洲
国
」
の
左
翼
に

対
す
る
厳
し
い
取
締
り
が
う
か
が
え
る
。
第
二
段
階
で
は
夏
目
漱
石
の
『
心
』
等
文
学
作

品
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
翻
訳
に
は
、
古
丁
の
文
学
技
術
を
学
び
、
漢
語
を
改
革
し
よ
う
と

す
る
意
欲
が
読
み
取
れ
る
。

第
三
段
階
で
は
、
大
川
周
明
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
等
、
主
に
時
局
的
と
思
わ
れ
る
も

の
を
翻
訳
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
複
雑
な
心
境
を
抱
え
な
が
ら
「
大
東
亜
戦
争
」
の
流
れ
に

乗
る
古
丁
像
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、『
芸
文
志
』
に
掲
載
さ
れ
た
吉
川
英
治
「
宮
本

武
蔵
」
の
部
分
訳
か
ら
は
、
古
丁
の
「
満
人
」
の
民
度
に
対
す
る
批
判
が
続
い
て
い
る
こ

と
も
分
か
る
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
か
ら
、
古
丁
は
、
漢
語
の
注
音
符
号
の
使
用
や
国
立

編
訳
館
の
設
立
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
に
、「
満
洲
国
」
の
「
民
族
協
和
」
の
旗
の
下

で
、
日
本
文
化
へ
の
同
化
を
強
い
る
政
策
に
対
し
て
は
漢
語
と
漢
語
文
化
を
守
ろ
う
と
す

る
彼
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

【
古
丁

翻
訳

中
国
左
翼
作
家
聯
盟

「
満
洲
国
」

「
民
族
協
和
」

「
大
東
亜
戦

争
」】

野
口
米
次
郎
の
ラ
ジ
オ
と
刊
行
書
籍
に
見
る
「
戦
争
詩
」

『
宣
戦
布
告
』
と
『
八
紘
頌
一
百

』
を
中
心
に

堀

ま
ど
か

野
口
米
次
郎
が
「
戦
争
詩
」
を
書
い
た
事
実
は
、
野
口
自
身
や
彼
の
日
本
語
詩
歌
に
対

す
る
否
定
的
評
価
を
決
定
づ
け
て
き
た
。「
戦
争
詩
」
に
、
犯
罪
性
や
「
声
の
暴
力
性
」

の
所
在
、
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
有
効
性
を
み
る
方
法
は
、
長
く
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
。「
戦
争
詩
」
が
量
産
さ
れ
た
時
代
は
、
戦
争
の
時
代
と
重
な
り
、
ラ
ジ
オ
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普
及
の
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
新
メ
デ
ィ
ア
と
戦
時
期
詩
歌
の
相
関
関
係
と

い
っ
た
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、「
声
の
暴
力
性
」
や
政
治
性
が
濃
厚
に
表
出
し
、
決
ま
り

切
っ
た
語
句
の
羅
列
に
過
ぎ
な
い
「
屑
詩
」
し
か
拾
え
な
い
の
は
事
実
だ
が
、
そ
れ
ら
が

そ
の
時
代
の
、
そ
の
詩
人
の
表
現
の
、
総
体
で
は
な
い
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
戦
争

詩
」
と
い
う
用
語
に
は
、
当
時
「
愛
国
詩
」「
国
民
詩
」「
戦
争
詩
」
と
使
い
分
け
ら
れ
て

い
た
も
の
を
一
括
し
て
い
る
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
当
時
の
詩
人
た
ち
が
戦
時
期
詩
歌
に

担
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
役
割
や
そ
の

議
論
、
そ
し
て
検
閲
の
表
現
規
制

の
中
で
「
抵
抗
」
を
示
そ
う
と
し
た
詩
人
達
の
姿
を
無
視
し
て
き
た
事
実
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
野
口
米
次
郎
の
知
ら
れ
て
い
る
側
面
と
知
ら
れ
て
い
な
い
側
面
を
い
く
つ

か
具
体
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
国
策
宣
撫
に
関
与
し
た
面
と
、

そ
れ
に
抵
抗
を
示
す
詩
を
書
い
て
「
削
除
処
分
」
を
受
け
た
り
、
若
い
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
か

ら
賞
讃
さ
れ
て
い
た
り
す
る
と
い
う
面
で
あ
る
。
敗
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
没
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
『
宣
戦
布
告
』
と
『
八
紘
頌
一
百
集
』
を
中
心
に
し
て
、
野
口
が
そ
こ
に
何
を
表
現

し
た
の
か
、「
声
の
権
力
者
」
の
抱
え
た
両
義
性
と
矛
盾
と
を
、
解
明
す
る
。

【
戦
争
詩

愛
国
詩

国
民
詩

ラ
ジ
オ

メ
デ
ィ
ア

モ
ダ
ニ
ズ
ム

朗
読

『
宣
戦

布
告
』（
一
九
四
二
）

『
伝
統
に
つ
い
て
』（
一
九
四
三
）

『
八
紘
頌
一
百
篇
』（
一

九
四
四
）】異

郷
で
の
彷
徨

「
上
海
」
の
一
解
法

中
川

智
寛

横
光
利
一
「
上
海
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
登
場
人
物
の
分
析
を
行
っ
た
。

参
木
に
つ
い
て
は
、
虚
無
的
な
要
素
と
女
性
へ
の
定
ま
り
な
い
心
理
と
い
う
背
反
的
造

型
が
な
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
が
、
同
時
に
か
な
り
複
雑
な
人
物
と
し
て
も
描
か
れ

て
い
る
と
見
た
。

他
の
人
物
達
に
つ
い
て
も
概
観
し
た
が
、
特
に
宮
子
に
着
目
し
、
彼
女
だ
け
が
上
海
と

い
う
土
地
に
執
着
し
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
人
物
を
相
対
化
す
る
役
割
と
読
み
込
ん
だ
。

ま
た
、
作
中
に
度
々
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
掛
詞
的
言
辞
を
指
摘
し
、
登
場
人
物
の
造
型

と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
点
を
注
視
し
た
。

【
横
光
利
一

「
上
海
」

異
郷

彷
徨

帰
属

国
際
情
勢

唯
物

改
稿
】

松
村
謙
三
グ
ル
ー
プ
‥
自
民
党
政
権
の
対
中
パ
イ
プ

一
九
五
九
｜
一
九
七
二

新

日
本
自
民
党
衆
議
院
議
員
で
あ
る
松
村
謙
三
ら
が
国
交
回
復
前
の
対
中
関
係
の
局
面
を

打
開
す
る
た
め
に
結
成
し
た
政
策
グ
ル
ー
プ
は
、
対
中
経
済
お
よ
び
文
化
交
流
活
動
に
努

め
た
こ
と
を
通
し
て
日
中
両
国
の
政
府
と
与
党
の
間
で
政
治
意
思
を
疎
通
さ
せ
る
パ
イ
プ

の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
保
守
陣
営
で
日
中
関
係
正
常
化
に
対
す
る
貢
献
の

最
も
顕
著
な
政
治
勢
力
に
な
り
、
ま
た
彼
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
日
米
安
保
体
制
の
も

と
に
長
期
で
安
定
す
る
対
中
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
国
益
を
最
大
限
に

実
現
さ
せ
る
と
い
う
戦
略
的
意
図
と
目
標
は
、
根
本
的
に
そ
の
対
中
政
策
の
特
質
と
射
程

を
制
約
し
た
の
で
あ
る
。

【
松
村
謙
三
グ
ル
ー
プ

自
民
党
政
権

対
中
パ
イ
プ

日
中
関
係
正
常
化
】

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
著

「
日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お
け
る
伝
統
」
全
訳
と
解
題

秋
沢
美
枝
子
╱
山
田
奨
治

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
が
戦
時
中
に
出
版
し
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
未
翻
訳
エ
ッ
セ
イ
を
研
究
資
料
と
し
て
訳
出
す
る
。
ヘ
リ
ゲ
ル
の
エ
ッ

セ
イ
は
、
日
本
文
化
の
伝
統
性
、
精
神
性
、
花
見
の
美
学
、
輪
廻
、
天
皇
崇
拝
、
犠
牲
死

の
賛
美
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
彼
の
信
念
で
あ
っ
た
は

ず
の
日
本
文
化＝

禅
仏
教
論
に
は
触
れ
ず
に
、
そ
の
か
わ
り
に
国
家
神
道
を
日
本
文
化
の

精
神
的
な
支
柱
に
位
置
づ
け
た
点
に
あ
る
。

【
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル

弓
と
禅

ナ
チ
ズ
ム

文
化
大
国
】
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ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
と
俳
句
再
評
価

依
岡

隆
児

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
「
ハ
イ
ク
」
生
成
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
影
響
を
、
近
代
と
伝

統
の
相
互
関
連
も
加
味
し
て
、
双
方
向
的
に
論
じ
た
。
ド
イ
ツ

ハ
イ
ク
は
十
九
世
紀
末

か
ら
の
ド
イ
ツ
人
日
本
学
者
に
よ
る
俳
句
紹
介
と
一
九
一
〇
年
代
か
ら
の
ド
イ
ツ
に
お
け

る
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
受
容
に
始
ま
り
、
や
が
て
ド
イ
ツ
に
お
け
る
短
詩
形
式
の
抒

情
詩
と
融
合
、
独
自
の
「
ハ
イ
ク
」
と
な
り
、
近
代
詩
の
表
現
形
式
に
も
刺
激
を
与
え
て

い
っ
た
。
一
方
、
日
本
の
俳
句
に
触
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
い
う
「
モ
ダ

ン
」
な
詩
が
、
今
度
は
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
、「
情
調
」
や
「
象
徴
」
と
い
う
概
念
と
の

関
連
で
日
本
の
伝
統
的
な
概
念
を
顕
在
化
さ
せ
、
日
本
の
文
学
に
受
容
さ
れ
、
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
交
流
か
ら
、
新
た
に
「
ハ
イ
ク
」
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

の
可
能
性
も
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

【
ハ
イ
ク

文
化
交
流

象
徴
主
義

情
調

ド
イ
ツ
文
学

比
較
文
学

モ
ダ
ニ
ズ
ム

文
芸
ジ
ャ
ン
ル

概
念

近
代
詩
】

歴
史
書
の
剽
窃

田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小
史
』
偽
版
訴
訟
事
件
の
考
察

甘
露

純
規

明
治
二
十
四
年
、
明
石
孫
太
郎
は
田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小
史
』
剽
窃
の
理
由
で
告
発

さ
れ
た
。
問
題
の
図
書
『
新
体
支
那
歴
史
』
は
、
著
作
権
に
関
す
る
伝
統
的
な
考
え
方
と

新
し
い
そ
れ
と
の
違
い
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
田
口
と
明
石
の
主
張
に

基
づ
き
、
こ
の
剽
窃
問
題
の
文
化
的
意
味
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

【
著
作
権

剽
窃
】

岡
田
美
知
代
と
花
袋
「
蒲
団
」
に
つ
い
て

小
谷
野

敦

田
山
花
袋
の
「
蒲
団
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
評
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
は
、
伝

記
的
事
実
を
知
ら
ず
、
た
だ
作
品
の
み
を
読
ん
で
感
想
を
述
べ
る
類
の
も
の
が
少
な
く
な

く
、
ま
た
伝
記
的
研
究
も
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
本
稿
で
は
啓
蒙

的
意
味
を
こ
め
、
こ
こ
十
数
年
の
間
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
手
紙
類
を
含
め
て
、
そ
の
成
立

経
緯
を
改
め
て
纏
め
、「
横
山
芳
子
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
岡
田
美
知
代
と
花
袋
の
関
係
を

纏
め
な
お
し
、
花
袋
が
ど
の
程
度
美
知
代
に
「
恋
」
し
て
い
た
の
か
を
査
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

「
蒲
団
」
は
、
作
家
の
竹
中
時
雄
が
、
女
弟
子
だ
っ
た
横
山
芳
子
へ
の
恋
慕
と
情
欲
を

告
白
す
る
内
容
だ
が
、
芳
子
の
モ
デ
ル
は
実
際
に
花
袋
の
弟
子
だ
っ
た
岡
田
美
知
代
で
あ

る
。
発
表
以
後
、
こ
れ
が
ど
の
程
度
事
実
な
の
か
、
論
争
が
続
い
て
き
た
。
戦
後
、
平
野

謙
は
、「
蒲
団
」
発
表
後
も
、
岡
田
家
と
花
袋
の
間
で
手
紙
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
虚
構
だ
っ
た
と
し
、
半
ば
定
説
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
館
林
市
の
田

山
花
袋
記
念
館
が
一
九
九
三
年
に
刊
行
し
た
、
花
袋
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
小
林
一
郎

の
編
纂
に
な
る
『「
蒲
団
」
を
め
ぐ
る
書
簡
集
』
に
よ
り
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
美
知
代
が
弟
子
入
り
し
て
ほ
ど
な
く
、
花
袋
は
日
露
戦
争
の
従
軍
記
者
と
し
て
出

征
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
実
は
「
蒲
団
」
で
は
省
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
際
美
知
代

か
ら
花
袋
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、
恋
文
め
い
た
も
の
が
あ
っ
た
。
妻
の
目
に
触
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
花
袋
は
冷
静
な
返
事
を
し
て
い
た
が
、
花
袋
が
帰
国
し
た
後
、
美
知
代
は

一
時
帰
省
し
、
神
戸
で
英
語
教
師
を
し
て
い
た
兄
の
実
麿
の
許
に
あ
っ
て
、
神
戸
教
会
の

催
し
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
永
代
静
雄
と
出
会
い
、
恋
に
落
ち
る
。
そ
し
て
神
戸
を
発
っ

て
東
京
へ
帰
る
の
に
三
日
か
か
り
、
途
次
に
静
雄
と
会
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ

れ
、
美
知
代
が
肉
体
関
係
を
告
白
し
た
た
め
に
親
元
へ
帰
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
「
蒲
団
」
は

終
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
手
紙
を
み
る
と
、
永
代
と
知
り
合
っ
て
か
ら
、
花
袋
宛
の
熱
っ
ぽ
い
手
紙
が
な

く
な
り
、
花
袋
は
も
と
は
さ
ほ
ど
に
思
っ
て
い
な
か
っ
た
美
知
代
に
急
に
恋
着
を
感
じ
始

め
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
花
袋
の
美
知
代
宛
の
手
紙
に
恋
を
歌
っ
た
詩
が
い
く
つ
か
あ
る
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こ
と
か
ら
分
か
る
。
つ
ま
り
真
相
は
、
美
知
代
か
ら
の
恋
文
が
あ
っ
た
た
め
に
花
袋
も
そ

の
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
永
代
と
い
う
恋
人
が
で
き
た
た
め
美
知
代
の
働
き
か
け
が
な

く
な
っ
て
花
袋
が
煩
悶
し
始
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
分
か
り
、「
蒲
団
」
は
決
し
て

虚
構
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

美
知
代
は
花
袋
と
の
縁
が
切
れ
て
か
ら
は
、
繰
り
返
し
「
蒲
団
」
に
お
け
る
、
主
と
し

て
「
田
中
」
つ
ま
り
永
代
の
描
き
方
に
不
満
を
述
べ
て
い
る
が
、
晩
年
に
は
、
永
代
と
の

関
西
で
の
同
衾
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
三
日
の
遅
延
は
う
ま
く
説
明
で

き
て
お
ら
ず
、
説
得
力
は
な
い
。

【
蒲
団

田
山
花
袋

岡
田
美
知
代

永
代
静
雄

虚
構

私
小
説

手
紙

伝
記
】

和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
、
生
命
観
、
芸
術
観

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
を
め
ぐ
っ
て

鈴
木

貞
美

和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
｜
一
九
六
〇
）
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』（
一
九
一
三
）
は
、
彼

の
哲
学
者
と
し
て
の
出
発
点
を
な
す
書
物
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
は
じ
め
て

の
ま
と
ま
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー
チ
ェ
（F

ried
rich

 
W
il-

h
elm

 
N
ietzsch

e ,1844-1900

）
の
研
究
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
に

示
さ
れ
た
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
彼
の
歩
み
に
、
か
な
り
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。

本
稿
第
一
章
で
は
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
立
場
、
方
法
、
意
図
を
分
析
し
、「
宇
宙
生

命
」
を
原
理
と
す
る
初
期
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
が
大
正
生
命
主
義
の
一
典
型
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
「『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
ま
で
」
で
は
、
和
辻
哲
郎
の
最
初
期

の
著
作
に
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
接
近
の
跡
を
た
ど
り
、
第
三
章
で
は
、
内
的
経
験
、
暗
示
象
徴
、

永
遠
回
帰
、
宇
宙
生
命
な
ど
の
キ
イ
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
考
察
し
、
ま
た
同
時
代
思
潮
と
の

関
連
を
さ
ぐ
る
。
第
二
章
、
第
三
章
を
あ
わ
せ
て
、
初
期
和
辻
の
哲
学
観
、
世
界
観
（
狭

義
の
哲
学
観
、
表
現
観
）
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。「
結
語
」
で
は
、
各
章
の
結

論
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
和
辻
哲
郎
の
初
期
哲
学
が
、
そ
の
後
の
歩
み
に
、
ど
の
よ
う

に
働
い
て
い
る
か
を
展
望
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
和
辻
哲
郎
の
「
哲
学
」「
芸
術
」
観
を
め
ぐ
っ
て
、「
修
養
」
お
よ
び

「
人
生
論
」
と
の
関
係
を
探
る
点
で
、
二
十
世
紀
初
頭
の
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
概
念
編
成
の
解

明
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
和
辻
哲
郎
の
「
宇
宙
生
命
」
観
念
と
、
そ
の
形
成
過

程
を
探
る
点
に
お
い
て
、
二
十
世
紀
初
頭
の
生
命
観
、
と
り
わ
け
大
正
生
命
主
義
研
究
を

増
補
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
和
辻
哲
郎

ニ
ー
チ
ェ

生
の
哲
学

宇
宙
生
命

内
的
経
験

暗
示
象
徴

永
遠
回

帰

哲
学
観

芸
術
観

大
正
生
命
主
義

修
養

人
生
論
】
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は
じ
め
に

日
本
の
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
春
画
・
艶
本
の
な
か
で
、
世
界
中
の
芸
術
家

や
評
論
家
を
、
恍
惚
と
愛
欲
の
幻
想
の
な
か
へ
引
き
ず
り
込
ん
だ
一
画
が
あ
る
。

葛
飾
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」《『
喜き
能の
会え
之の
故こ
真ま
通つ
』》
で
あ
る
（
図
１
）。

北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
十
九
世
紀
後
半
の
時
代
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
へ
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
作
品
の
怪
奇
的
か
つ
情
欲
的
な
表
現
が
、

当
時
の
西
欧
社
会
の
文
壇
や
画
壇
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
そ
の
西
欧

人
の
衝
撃
の
大
き
さ
を
、
彼
ら
の
言
説
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
北
斎
に
つ
い
て
の
著
作
を
記
し
た
エ
ド
モ
ン＝

ド＝

ゴ
ン
ク
ー
ル
は
蛸

の
情
事
に
溺
れ
る
海
女
の
姿
に
快
楽
死
の
境
地
を
見
い
だ
し
、
あ
る
い
は
フ
ラ

ン
ス
の
人
文
学
者
ロ
ジ
ェ＝

カ
イ
ヨ
ワ
は
、
蛸
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
著
作

の
な
か
で
、
こ
の
画
に
描
か
れ
た
悲
壮
な
好
色
性
に
注
目
し
、
そ
の
恐
怖
と
忘

我
の
表
現
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る１

）
。
な
か
で
も
、
十
九
世
紀
後
半
の
パ
リ
で
名

の
知
ら
れ
た
耽
美
派
小
説
家
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
は
、
こ
の
画
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
言
説
を
の
こ
し
て
い
る
。

ぼ
く
の
知
っ
て
い
る
、
も
っ
と
も
美
し
い
版
画
は
実
に
怖
ろ
し
い
。
そ
れ

は
蛸
に
の
し
か
か
ら
れ
た
日
本
の
女
で
あ
る
。
浅
ま
し
い
動
物
は
吸
盤
で

乳
房
を
吸
い
、
口
を
さ
ぐ
り
、
一
方
で
は
首
が
下
腹
部
を
す
す
る
。
ピ
エ

ロ
の
よ
う
に
長
い
鉤
鼻
の
女
の
顔
を
ひ
き
つ
ら
せ
た
激
し
い
不
安
と
苦
痛

の
表
情
、
と
同
時
に
、
そ
の
額
や
固
く
と
ざ
し
た
死
人
の
よ
う
な
眼
か
ら

に
じ
み
出
る
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
喜
び
は
素
晴
ら
し
い２

）
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
化
の
渦
中
に
置
か
れ
て
い
た
当
時
の
西
欧
人
は
、
北
斎

画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
つ
い
て
、
エ
ロ
ス
と
タ
ナ
ト
ス
が
混
淆
す
る
神
秘
的
な

海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
の
系
譜
と
寓
意

北
斎
画
「
蛸
と
海
女
」
か
ら
み
る
春
画
表
現
の
「
世
界
」
と
「
趣
向
」

鈴

木

堅

弘
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表
象
と
し
て
、
耽
美
主

義
の
幻
想
性
の
な
か
で

讃
美
し
た
。
ま
た
彼
ら

は
、
こ
う
し
た
死
を
も

予
感
さ
せ
る
陵
辱
的
な

怪
奇
表
現
が
、
脱
西
欧

化
・
脱
近
代
化
の
文
化

嗜
好
に
裏
打
ち
さ
れ
た

異
国
趣
味
を
満
足
さ
せ

る
表
現
で
あ
る
が
ゆ
え

に
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
結
果
、
北

斎
の
「
蛸
と
海
女
」
は
日
本
の
春
画
・
艶
本
文
化
を
代
表
す
る
一
画
と
な
り
、

さ
ら
に
は
、
北
斎
の
名
声
が
西
欧
社
会
に
広
が
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
画
を
北
斎

自
身
の
独
創
性
に
由
来
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。

今
日
に
お
い
て
も
な
お
、
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」
は
、
性
的
な
怪
奇
表
現
の
ひ

な
形
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
画
に
は
、
こ
う
し
た
西
欧
人
の
眼
差
し
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
、

そ
の
魅
力
が
潜
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
よ
う
に
神
秘
的
な
性
表
現
の
み
に
注
視
し

た
だ
け
で
は
、
北
斎
が
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
に
込
め
た
多
彩
な
寓
意
的
世
界

は
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
画
の
魅
力
を
さ
ぐ
る
に
は
、
西
洋
か
ら
東
洋

を
遠
望
す
る
神
秘
的
な
眼
差
し
だ
け
で
な
く
、
北
斎
が
生
き
た
時
代
に
立
ち
返

っ
て
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
人
び
と
と
同
じ
目
線
に
立
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
人
び
と
が
北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
何
を
見
て
い
た
の
か
、
そ

の
よ
う
な
目
線
に
立
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
北
斎
が
こ
の
画
に
込
め
た
多
彩
な

寓
意
的
世
界
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
論
に
お
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
人
び
と
と
同
じ
目
線
に
立
つ
た
め

に
、
同
時
代
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
「
世
界
」
と
「
趣
向
」

と
い
う
表
現
技
法

表
現
の
構
図

を
用
い
て
、
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」

（
図
１
）
に
描
か
れ
た
寓
意
的
世
界
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
う
し

た
画
図
の
表
現
構
成
の
読
み
解
き
を
通
じ
て
、
春
画
・
艶
本
文
化
の
性
表
現
の

み
に
注
視
し
て
き
た
従
来
の
言
説
と
は
異
な
る
、
あ
ら
た
な
春
画
・
艶
本
の
見

方
を
示
し
て
み
た
い
と
お
も
う
。

こ
こ
で
、
本
論
の
考
察
の
流
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず

は
じ
め
に
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
画
系
譜
に
つ
い
て
ふ
り
返

っ
て
み
た
い
。
こ
の
考
察
を
通
じ
て
、
北
斎
画
が
近
世
絵
画
史
に
散
見
で
き
る

「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
表
現
の
一
端
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
は
そ
の
画
図
か
ら
、
中
世

期
よ
り
受
け
継
が
れ
る
説
話
伝
承
を
参
考
に
し
て
、「
世
界
」
を
構
成
す
る
表

現
要
素
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
一
方
、「
趣
向
」
の
読
み
解
き
に
つ
い
て

は
、
近
世
期
の
巷
間
に
流
布
し
た
奇
談
・
民
話
を
参
考
と
し
、「
趣
向
」
を
構

成
す
る
表
現
要
素
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
北
斎

図１ 葛飾北斎「蛸と海女」（『喜能会之故真通』）
（『江戸名作艶本５葛飾北斎』〔学習研究社 1996年〕より転載）

14



画
を
中
心
と
し
た
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
を
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
の
表
現
要

素
に
分
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
既
存
の
物
語
や
巷
間
の
民
談
を
当
て
は
め

て
み
る
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
人
び
と
が
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
の
ウ
ラ
に
何

を
見
て
い
た
の
か
、
彼
ら
の
鑑
賞
眼
の
世
界
へ
分
け
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

な
お
、
北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
限
ら
ず
、
近
世
期
の
春
画
・
艶
本
表
現

か
ら
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
の
構
図
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
春

画
・
艶
本
の
創
作
志
向
が
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
戯
作
本
な
ど
の
同
時
代
の
芸

能
・
文
芸
表
現
と
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
表
現
ジ
ャ
ン
ル
を
跨
ぐ
よ
う
な
広
角
的
な
視
野
か
ら
日
本
の
春
画
・

艶
本
を
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
、
性
表
現
以
外
に
も
、
じ
つ
に
多
彩

な
文
化
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
春
画
・
艶
本
を
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
断
定
し
、
男

女
の
性
表
現
の
解
釈
に
固
執
し
た
見
方
を
批
判
的
に
捉
え
直
す
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。一

蛸
と
海
女
が
描
か
れ
た
図
像

１

「
世
界
」
と
「
趣
向
」

そ
こ
で
ま
ず
は
じ
め
に
、「
世
界
」
と
「
趣
向
」
の
定
義
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。

「
世
界
」
と
「
趣
向
」
は
、
近
世
期
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
な
ど
の
芸
能
分
野

で
、
そ
の
作
品
世
界
を
構
成
す
る
た
め
の
重
要
な
演
出
理
念
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
、
こ
う
し
た
理
念
は
芸
能
分
野
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
戯
作
を
は
じ
め

と
し
た
文
芸
分
野
に
も
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た３

）
。
特
に
こ
の
演
出
理
念
は
、

近
世
期
を
通
じ
て
、
浮
世
草
子
、
黄
表
紙
、
洒
落
本
、
読
本
な
ど
へ
波
及
し
、

「
笑
ひ
」
を
と
も
な
う
戯
作
文
芸
の
表
現
技
法
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

本
論
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
演
出
理
念
の
浸
透
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
、
浮

世
絵
や
春
画
・
艶
本
の
分
野
ま
で
も
そ
の
範
疇
に
組
み
込
ん
で
考
察
し
て
い
き

た
い
。

そ
れ
で
は
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
念
で
あ
る

の
か
、
ま
ず
は
「
世
界
」
の
定
義
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、

「
世
界
」
に
つ
い
て
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
で
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
用
語
。
脚
本
の
執
筆
に
当
た
っ
て
、
筋
や
事
件
を
展

開
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
な
い
し
時
代
背
景
と
し
て
利
用
さ
せ
る
、
既
知
の

伝
説
・
物
語
・
先
行
作
、
も
し
く
は
一
定
の
人
物
群
を
い
う
。

【
効
果
】
人
々
に
親
し
ま
れ
た
正
史
や
稗
史
を
世
界
と
し
て
設
定
し
、

人
々
を
容
易
に
劇
の
中
に
誘
い
込
む
と
と
も
に
、
そ
の
安
定
し
た
枠
組
の

助
け
を
か
り
て
、
思
い
切
り
大
胆
に
新
奇
な
趣
向
を
働
か
せ
、
劇
の
内
容

を
複
雑
に
し
た
り
、
劇
の
状
況
に
意
外
性
を
与
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た４
）

。
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こ
の
解
説
文
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、「
世
界
」
と
は
、
人
び
と
に
親
し
ま

れ
た
既
存
の
伝
説
や
物
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
「
太
平
記
」
の

世
界
、「
忠
臣
蔵
」
の
世
界
、「
源
氏
物
語
」
の
世
界
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
「
世

界
」
と
は
、
既
知
の
物
語
世
界
の
首
尾
一
貫
し
た
プ
ロ
ッ
ト
を
用
い
た
「
作
品

の
中
心
支
柱
」
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
作
品
の
縦
軸
を
構
成
す
る

「
世
界
」
は
、
そ
の
作
品
の
読
み
手
が
す
で
に
知
り
得
て
い
る
内
容
で
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
奇
抜
な
「
趣
向
」
の
導
入
に
も
動
じ
な
い
「
お
決
ま
り
型
」
と
い

う
安
定
性
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、「
趣
向
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
）

に
記
さ
れ
た
つ
ぎ
の
項
目
が
参
考
と
な
る
。

芸
術
ま
た
は
遊
芸
等
で
、
味
わ
い
や
面
白
み
が
出
る
よ
う
に
凝
ら
す
工

夫
。
俳
諧
で
は
句
作
以
前
の
段
階
で
の
、
作
品
の
構
想
や
具
体
的
組
み
立

て
方
の
工
夫
を
い
い
、
演
劇
で
は
作
品
全
体
を
縦
に
通
す
中
心
の
筋
を

「
世
界
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
こ
れ
に
新
し
く
加
え
る
奇
抜
な
横
筋
の
工

夫
を
「
趣
向
」
と
い
う
。（
中
略
）
い
わ
ば
既
成
の
固
定
化
し
た
「
世
界
」

に
、
新
し
い
興
趣
を
も
た
ら
す
の
が
「
趣
向
」
で
、
狂
言
作
者
の
苦
心
も

そ
こ
に
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
「
趣
向
」
は
戯
作
作
家
達
に
と
っ
て
も
重

大
な
関
心
事
で
あ
っ
た５

）

す
な
わ
ち
「
趣
向
」
と
は
、
奇
を
衒
う
奇
抜
な
表
現
で
あ
り
、
と
同
時
に
、

そ
の
作
品
に
対
し
て
新
し
い
気
韻
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。「
世
界
」
が
作
品
を
構
成
す
る
う
え
で
固
定
化
さ
れ
た
安
定
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
逆
に
「
趣
向
」
は
自
由
な
発
想
を
許
さ
れ
た
独
自
性
を
示

す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
鶴
屋
南
北
の
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
で
は
、
そ

の
「
世
界
」
は
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
物
語
世
界
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に

思
わ
れ
な
い
ほ
ど
に
、
当
時
の
巷
間
に
流
布
し
た
「
小
仏
小
平
の
咄
」
や
「
隠

亡
堀
に
心
中
し
た
男
女
咄
」
な
ど
の
奇
談
・
民
話
が
「
趣
向
」
と
し
て
随
所
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
趣
向
」
は
、
時
世
の
人
情
に
か
な
い
、

ま
た
自
由
自
在
に
し
て
可
笑
し
み
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
の
流
行
に

合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た６

）
。
し
た
が
っ
て
「
趣
向
」
は
、
作
品
の

縦
軸
で
あ
る
「
世
界
」
に
対
し
て
「
横
や
り
」
と
も
い
え
る
横
軸
の
構
成
要
素

を
示
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
近
世
期
の
演
劇
作
者
や
戯
作
者
な
ど
は
、
動
き
の
な
い
「
世
界
」
よ

り
も
、
動
き
の
あ
る
「
趣
向
」
の
ほ
う
に
、
創
作
志
向
の
重
点
を
お
い
た
よ
う

で
あ
る７

）
。
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
戯
作
、
浮
世
絵
な
ど
江
戸
時
代
の
文
化
表
現
は
、

つ
ね
に
作
者
と
読
者
の
共
犯
協
力
関
係
の
う
え
で
成
り
立
ち
、
作
者
が
創
作
し

た
意
図
を
読
者
が
探
り
出
す
と
い
う
関
係
性
の
う
え
で
、
作
品
が
愉
し
ま
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
作
者
は
、
そ
の
表
現
か
ら
思
い
付
く
読
者
の
共
通

認
識

ひ
と
つ
の
「
世
界
」

を
予
測
し
、
そ
う
し
た
認
識
を
い
く
つ
か

の
新
奇
な
話
題

複
数
の
「
趣
向
」

に
よ
っ
て
裏
切
っ
た
り
、
変
化
さ
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せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
読
み
手
に
新
た
な
感
興
を
お
こ
さ
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
読

者
の
ほ
う
も
、
自
ら
の
認
識
を
裏
切
る
よ
う
な
機
知
に
富
ん
だ
作
品
を
求
め
、

新
奇
な
「
趣
向
」
を
不
動
の
「
世
界
」
に
組
み
込
む
手
腕
を
持
っ
て
し
て
、
作

者
の
才
能
を
評
価
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
近
世
期
の
演
劇
作
者
や
戯
作
者
は
、
読
者
の
期
待
を

い
か
に
裏
切
る
か
、
あ
る
い
は
読
者
の
情
感
を
い
か
に
刺
激
す
る
か
、
そ
の
よ

う
な
感
興
を
引
き
お
こ
す
新
た
な
「
趣
向
」
を
考
え
る
こ
と
に
表
現
者
と
し
て

の
本
領
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
春
画
・
艶
本
の
表
現
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
春
画
・
艶

本
の
作
者
は
、
読
み
手
に
新
た
な
感
興
を
お
こ
す
趣
向
作
為
を
意
識
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
世
後
期
の
美
人
画
絵
師
・
渓
斎
英

泉
が
艶
本
『
春
情
指
人
形
』（
天
保
九
年
〔
一
八
三
八
頃
〕）
の
序
文
で
記
し
た

言
説
が
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
英
泉
は
、
古
今
の
春
画
を
比
較
し
て
、「
古
い

春
画
に
は
男
女
の
情
交
の
傍
ら
で
朝
顔
が
残
ら
ず
咲
い
て
い
る
情
態
を
描
い
て

い
る
の
に
」
と
記
し
た
あ
と
で
、
当
世
の
春
画
・
艶
本
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

况ましてや

笑わら
画ひゑ
を
和わじ
印るし
な
ん
ぞ
と
洒
落
し
や
れ

て
呼よび
な
す
冊さう
子し
な
ん
ど
ハ

書
肆
ふ
ミ
や

が

好このミに
任まか
す
れ
バ

急きふ
案あん
を
旨むね
と
し
て

趣しゆ
向かう
をう
鑿がつ
遑いとまも
あ
ら
ず

東え
都ど
の

青
楼
く
る
わ

の
遊あそびの
体てい
を

浪
花
な
に
ハ

堀ほり
江へ

の
芸げい
子こ

立だて
に
傚なら
ひ

彼の

開ぼ
ゞ
八はち
が
指ゆび
人にん

形ぎやう
優いう
美び
の
字じ
音おん
で
表へう
題だい
に
号なづけし
侭まゝ
に

其
図
そ
の
づ

の
上うへ
に
せ
り
ふ
を
誌しる
し
て

口くち
画ゑ
に
換かゆ
る
の
類
たぐひなんぞ

巧たくミの
縁ゆゑ
故よし
あ
ら
ん

夫それ
是これ
を
査さつ
し
た
ま
へ
と８

）

こ
こ
で
英
泉
は
、「
和
印
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
春
画
・
艶
本
に
つ
い
て
批
判

的
に
捉
え
て
い
る
。
当
世
の
春
画
・
艶
本
は
、
書
籍
屋
の
要
望
に
従
う
ば
か
り

に
安
易
な
表
現
を
本
望
と
し
、
新
し
い
「
趣
向
」
を
考
え
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、

江
戸
の
廓
で
の
遊
戯
を
浪
花
の
芸
子
に
倣
っ
て
描
い
て
い
る
、
と
酷
評
し
て
い

る
。
英
泉
が
活
躍
し
た
天
保
期
（
十
九
世
紀
後
半
）
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

草
紙
屋
が
こ
ぞ
っ
て
新
た
な
春
画
・
艶
本
を
刊
行
す
る
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
盛
行

期
に
あ
た
り
、
読
者
の
情
感
や
感
興
を
刺
激
す
る
機
知
な
「
趣
向
」
を
作
品

「
世
界
」
に

つ
ゆ
と
り
が
、
作
者
側
に
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
英
泉
は
、
古
き
春
画
の
創
作
ス
タ
イ
ル
に
立
ち
戻
る
べ
く
指
人
形
と
名
づ
け

た
艶
本
を
上
梓
し
、
こ
こ
に
描
い
て
み
せ
た
台
詞
や
画
図
に
は
ど
の
よ
う
な
巧

み
な
趣
向
作
為
が
あ
る
の
か
、
さ
あ
読
者
よ
、
探
し
て
み
た
ま
え
と
、
そ
の
序

文
に
意
気
込
み
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
序
文
か
ら
、
作
者
が
読
者
に
自
ら
の
創

作
意
図
を
探
ら
せ
る
表
現
者
の
趣
向
主
義
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と

同
時
に
、
近
世
期
の
春
画
・
艶
本
の
作
者
が
「
趣
向
」
を
意
識
し
て
作
品
を
描

い
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
英
泉
の
序
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

17

海女にからみつく蛸の系譜と寓意



２

北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」

と
こ
ろ
で
、
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」
は
西
洋
絵
画
の
よ
う
な
一
枚
の
独
立
し

た
画
で
は
な
い
。
こ
の
画
は
、
北
斎
筆
に
よ
る
艶
本
『
喜
能
会
之
故
真
通
』

（
文
化
十
一
年
〔
一
八
一
四
〕）
に
描
か
れ
た
一
枚
の
挿
絵
で
あ
る
。
本
論
に
お

い
て
は
、「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
艶
本
の
他

の
挿
絵
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
機
会
が
な
い
。
と
は
い
え
、「
蛸
と
海

女
」
の
画
図
は
、
あ
く
ま
で
も
艶
本
『
喜
能
会
之
故
真
通
』
を
構
成
す
る
挿
絵

の
ひ
と
つ
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
艶
本
の
書
誌
的
な
側
面
に
も
少
し
ば
か
り
触

れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

艶
本
『
喜
能
会
之
故
真
通
』
は
文
化
十
一
年
の
春
に
刊
行
さ
れ
た
色
摺
半
紙

本
三
冊
で
あ
る
。
画
図
に
つ
い
て
は
、
一
巻
に
扉
絵
と
後
扉
絵
を
含
め
て
九
図

が
描
か
れ
て
お
り
、
三
巻
と
も
に
同
じ
構
成
で
あ
る
。
各
巻
の
扉
絵
に
は
大
首

の
美
人
画
が
描
か
れ
、
中
ほ
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
が
異
な
る
春
画
を
七
図
挟

み
込
み
、
巻
末
の
後
扉
絵
に
は
画
面
一
杯
に
男
女
の
性
器
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
艶
本
の
構
成
は
、
喜
多
川
歌
麿
の
艶
本
『
絵
本

笑
上
戸
』（
享
和
三
年
〔
一
八
〇
三
〕）
の
ス
タ
イ
ル
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る

た
め
、
歌
麿
の
先
行
作
な
ど
を
参
考
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る９

）
。
ま
た
、
上
巻
の
画
図
は
ほ
と
ん
ど
が
北
斎
筆
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中

巻
、
下
巻
は
「
蛸
と
海
女
」
な
ど
の
一
、
二
図
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
大
部
分

は
北
斎
派
の
門
人
が
代
筆
し
て
い
る
。
画
図
の
テ
ー
マ
も
「
屋
形
船
で
の
逢

瀬
」
や
「
炬
燵
で
の
戯
れ
」
な
ど
、
春
画
・
艶
本
表
現
と
し
て
は
定
石
的
な
モ

チ
ー
フ
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
艶
本
の
序
文
は
北
斎
自
身
の
筆
で

は
な
く
、
弟
子
の
渓
斎
英
泉
が
代
筆
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る10

）
。
な
お
下

巻
に
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
構
図
の
絵
が
二
図
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
版

元
の
要
請
に
応
え
て
急
い
で
作
画
し
た
よ
う
す
が
窺
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
艶
本
『
喜
能
会
之
故
真
通
』
は
、
春
画
・
艶
本
と
し
て
は
比

較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
作
品
形
態
を
も
つ
、
江
戸
後
期
に
描
か
れ
た
枕
絵
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

３

蛸
と
海
女
が
描
か
れ
た
図
像
の
系
譜

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
西
欧
人
は
こ
の
「
蛸
と
海

女
」
を
北
斎
の
独
創
性
が
生
み
出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
と
し
て
扱
っ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
じ
つ
は
、
こ
の
「
蛸
と
海
女
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
決
し
て

北
斎
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
の
絵
画
文
化
を
通
観
し
て

み
れ
ば
、
じ
つ
に
多
彩
に
「
蛸
と
海
女
」
を
描
い
た
浮
世
絵
や
春
画
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
春
画
・
艶
本
の
分
野
に
お
い
て
は
、
す
で
に
先
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
」
の
図
像
は
北
斎
画
が
成
立
す
る

以
前
に
す
で
に
二
図
ほ
ど
が
世
に
出
ま
わ
っ
て
い
た11

）
。
も
っ
と
も
早
い
時
期
に

刊
行
さ
れ
た
の
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
北
尾
重
政12

）
に
よ
る
艶
本
『
謡

曲
色
番
組
』（
墨
摺
半
紙
本
三
冊
）
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
２
）。
こ
の
艶
本
は

「
謡
曲
」
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
性
秘
画
に
読
み
替
え
た
も
の
で
、
各
巻
に
八
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点
の
挿
絵
が
あ
り
、
合
計
で
二
十
四
点
の
謡
曲
の
主
題
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
な
か
「
海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
」
の
画
図
は
、
謡
曲
『
海
人
』
を
春
画
調

に
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
こ
の
艶
本
で
は
、

「
女
郎
花
」
や
「
七
人
猩
々
」
な
ど
謡
曲
の
お
馴
染
み
の
テ
ー
マ
が
つ
ぎ
つ
ぎ

と
性
表
現
に
顚
倒
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
後
江
戸
の
人
び
と
の
あ
い
だ
で
、
こ
の
「
海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
」
の

主
題
が
評
判
を
よ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
刊
行
さ

れ
た
勝
川
春
潮

生
没
年
不
明
）
の
艶
本
『
艶
本
千
夜
多
女
志
』（
墨
摺
半
紙
本
三

冊
）
に
よ
っ
て
同
様
の
画
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
艶
本
は
、
狐
狸
と
女
性

の
情
事
を
描
い
た
獣
姦
画
や
、

「
鬼
の
念
仏
」
の
手
淫
を
描

い
た
滑
稽
画
な
ど
怪
奇
的
な

性
表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
、

春
画
・
艶
本
に
お
け
る
怪
異

表
現
を
考
え
る
う
え
で
貴
重

な
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

な
お
、
北
斎
は
「
蛸
と
海

女
」
の
画
図
を
描
く
に
あ
た

っ
て
、
あ
き
ら
か
に
こ
れ
ら

二
画
を
参
考
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
と
く
に
春
潮
画

《『
艶
本
千
夜
多
女
志
』》
と
北
斎
画
は
、「
岩
場
で
大
蛸
が
海
女
に
か
ら
み
つ

き
」、「
海
女
は
蛸
ど
も
に
接
吻
を
求
め
ら
れ
」、「
小
蛸
が
大
蛸
の
援
軍
を
し
て

い
る
」
点
な
ど
、
図
像
の
素
材
、
画
面
構
成
の
上
で
、
多
く
の
類
似
点
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
艶
本
の
刊
行
年
代
か
ら
考
え
て
、
重
政
画
や
春
潮
画
の
方
が
北
斎

画
よ
り
も
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
斎
が
こ
れ
ら
の
二
画
を
参
考
に
し

て
「
蛸
と
海
女
」
の
作
画
を
試
み
た
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
一
方
、
浮
世
絵
の
世
界
に
お
い
て
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
は

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
見
す
る
限
り
に
お
い
て
、
も
っ

と
も
早
い
時
期
に
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
た
の
は
、
山
本
義
信

（
生
没
年
不
明
・
宝
暦
期
活
躍
）
に
よ
る
『
海
女
』（
細
紅
摺
絵
）（
図
３
）
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
、
お
よ
そ
延
享
期
か
ら
宝
暦
期
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
磯
で
腰
巻
き
を
絞
る
海
女
と
、
そ
の
後
方
で
岩
場
か
ら
海
女
を
う
か
が

う
蛸
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
絵
は
「
あ
ぶ
な
絵
」
と
し
て
描
か
れ

た
た
め
に
、
蛸
と
海
女
の
か
ら
み
は
描
か
れ
て
い
な
い
。「
あ
ぶ
な
絵
」
と
は
、

享
保
の
改
革
に
と
も
な
う
美
人
画
・
性
秘
画
の
禁
圧
政
策
に
よ
っ
て
女
性
の
裸

体
美
が
描
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
絵
師
た
ち
が
苦
肉
の
策
と
し
て
女
性
の
生

活
風
俗
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
女
絵
で
あ
る13

）
。
そ
の
た
め
、
日
常
生
活
の

な
か
で
人
目
に
裸
体
を
さ
ら
す
こ
と
の
多
か
っ
た
「
海
女
」
や
「
湯
上
が
り

女
」
な
ど
が
好
ん
で
描
か
れ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
「
あ
ぶ
な
絵
」
の
制
作
を

通
じ
て
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
る
海
女
は
、
そ
の
後
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
磯
で
濡
れ

図２ 北尾重政「蛸と海女」（『謡曲色番組』）
（『絵入春画艶本目録』〔平凡社 2007年〕より転載）
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た
腰
巻
き
を
絞
る
女
性
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
半
身
を
露
わ
に
し

て
腰
巻
き
を
絞
る
行
為
そ
の
も
の
が
「
海
女
」
を
示
す
記
号
と
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
あ
ぶ
な
絵
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
錦
絵
の
創
始

者
・
鈴
木
春
信
が
「
蛸
と
海
女
」
を
描
い
た
柱
絵
判
錦
絵
を
描
い
て
い
る
。
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
海
女
』
で
あ
る
（
図
４
）。
こ
の
絵
に

つ
い
て
は
「
磯
で
腰
巻
き
を
絞
る
海
女
」
や
「
岩
場
の
陰
か
ら
海
女
を
見
つ
め

る
蛸
」
な
ど
、
義
信
画
の
「
蛸
と
海
女
」
と
の
類
似
点
も
数
多
く
指
摘
で
き
る
。

は
た
し
て
春
信
が
義
信
画
を
参
考
に
し
て
こ
の
絵
を
描
い
た
の
か
、
そ
の
影
響

関
係
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
富
裕
町
人
た
ち
に
よ
る
俳
諧
連
歌
会
を

模
し
た
錦
絵
の
絵
解
会
な
ど
で
、
こ
の
春
信
画
が
画
図
の
典
拠
を
当
て
る
遊
戯

に
用
い
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば

柱
絵
で
は
あ
る
が

、
こ
の
ふ
た
つ
の

作
品
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
因
果
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
蛸
が
裸
体
の
海
女
を
窺
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
で
に
近
松
門
左
衛
門
の

『
平
家
女
護
島
』（
初
演
享
保
四
年
〔
一
七
一
九
〕）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
俊

寛
が
、
桐
島
の
漁
夫
の
娘
、
千
鳥
と
い
う
海
女
か
ら
生
業
の
よ
う
す
を
聞
く
場

面
に
描
か
れ
て
い
る
。

ゆ
ふ
波
に
か
は
い
や
女
の
丸まる
裸はだか
腰
に
浮う
け
桶をけ

手
に
は
鎌かま

千ち
尋ひろ
の
底

の
波
間
を
わ
け
て
海み
松る
布め
刈か
る

若
布
わ
か
め

荒
布
あ
ら
め

あ
ら
れ
も
な
い
裸はだ
身かみ
に

鱧はも
が
ぬ
ら
付
き

鯔ぼら
が
こ
そ
ぐ
る

がざみが
つ
め
る

餌ゑ
か
と
思
う
て
小
鯛
こ
だ
ひ

が
乳ちち
に
食
ひ
付
く
や
ら

腰
の
一
重
が
波
に
浸ひた
れ
て
肌はだへも
見
え
透す
く

壺つぼ

か
と
心
得

蛸たこ
め
が
臍へそ
を
う
か
ゞ
ふ14

）

こ
れ
は
、
浄
瑠
璃
世
界
に
よ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、
裸
体
の
海
女
が
海
底
に

巣
く
う
魔
物
た
ち
か
ら
侵
害
を
受
け
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
、

海
女
の
臍
を
う
か
が
う
蛸
の
表
象
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
浄
瑠
璃
表
現
と
、
義
信
画
・
春
信
画
の
「
蛸
と
海
女
」
の
関
連
性
に
つ
い
て

は
不
明
瞭
な
点
も
多
い
が
、「
腰
の
一
重
が
波
に
浸ひた
れ
て
肌はだへも
見
え
透す

く

壺つぼ

か
と
心
得

蛸たこ
め
が
臍へそ
を
う
か
ゞ
ふ
」
と
い
う
描
写
な
ど
は
、
義
信
画
の
「
腰

巻
き
を
絞
る
海
女
を
岩
場
で
う
か
が
う
蛸
」
の
図
像
と
重
な
る
表
現
で
あ
り
、

図３ 山本義信「海女」（『あぶ
な絵（上巻）』〔緑園書房1962
年〕より転載）

図４ 鈴木春信「海女」
（東京国立博物館蔵・『青春の浮
世絵師 鈴木春信－江戸のカラ
リスト登場』〔千葉市美術館他
2002年〕より転載）
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双
方
の
類
似
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
「
壺
か
と
心
得
」
と

は
「
蛸
壺
の
心
得
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
こ
で
は
「
壺
」
は
、
海
女

の
女
性
器
の
こ
と
を
象
徴
し
て
お
り
、
そ
の
「
壺
」
を
う
か
が
い
狙
う
蛸
の
エ

ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
状
況
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
話
を
浮
世
絵
に
戻
す
が
、
こ
の
よ
う
に
義
信
画
か
ら
春
信
画
へ
の
モ

チ
ー
フ
の
移
行
が
推
測
さ
れ
る
「
蛸
と
海
女
」
の
画
系
譜
は
、
さ
ら
に
明
和
期

か
ら
天
明
期
に
か
け
て
役
者
絵
な
ど
で
世
に
知
ら
れ
た
浮
世
絵
師
・
勝
川
春
章

の
画
図
に
ま
で
続
い
て
い
く
。
勝
川
春
章
は
中
判
錦
絵
に
お
い
て
「
蛸
と
海

女
」
の
モ
チ
ー
フ
《『
鮑
取
り
の
海
女
に
絡
む
大
蛸
』》
を
描
い
て
い
る
（
図

５
）。
こ
の
春
章
の
画
を
し
て
は
じ
め
て
、
蛸
と
海
女
が
か
ら
み
始
め
る
の
で

あ
る
が
、
蛸
が
鮑
を
持
つ
海
女
の
足
首
に
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
巻
き
つ
く
表
象

で
は
、
ま
だ
春
画
・
艶
本
に
お
け
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
好
色
表
現
に
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
画
図
に
お
い
て
、
義
信
画
や
春
信
画
に
描

か
れ
た
よ
う
な
蛸
と
海
女
の
空
間
的
距
離
が
一
気
に
縮
ま
っ
た
と
い
え
る
。
い

う
な
ら
ば
、
春
章
の
画
を
し
て
は
じ
め
て
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
「
蛸
」
と

「
海
女
」
が
絡
み
合
う
の
で
あ
る
。
こ
の
表
象
に
お
い
て
、
春
画
・
艶
本
の

「
蛸
と
海
女
」
の
妖
艶
な
性
表
現
が
成
立
す
る
一
歩
手
前
ま
で
接
近
し
た
と
い

え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
は
、
そ
の
後
、
浮
世
絵
の
舞
台
か

ら
春
画
・
艶
本
の
舞
台
へ
転
じ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う

に
そ
の
後
、
天
明
元
年
に
重
政
画
《『
謡
曲
色
番
組
』》
が
描
か
れ
、
春
潮
画

《『
艶
本
千
夜
多
女
志
』》、
北
斎
画
《『
喜
能
会
之
故
真
通
』》
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
春
画
・
艶
本
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
春
画
・
艶
本
に
お
い
て
「
蛸
と
海

女
」
を
描
い
た
絵
師
た
ち
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
勝
川
春
章
と
何
か
し
ら
の
接

点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
春
潮
と
北
斎
は
、
春
章
の
直
弟
子
筋

に
あ
た
る
。
春
潮
は
、
そ
の
筆
風
は
鳥
居
清
長
の
美
人
画
に
近
似
し
て
い
る
が
、

も
と
も
と
は
春
章
の
弟
子
で
あ
り
、
北
斎
の
兄
弟
子
に
当
た
る
。
ま
た
北
斎
も
、

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
「
勝
川
春
朗
」
と
し
て
浮
世
絵
界
に
デ
ビ
ュ
ー
し

て
以
来
、
春
章
の
弟
子
筋
と
し
て
、
こ
の
号
を
約
十
五
年
間
に
わ
た
り
使
い
つ

づ
け
た
。

他
方
、
北
尾
重
政
は
勝
川
春
章
の
親
し
い
画
人
仲
間
で
あ
り
、
両
者
で
共
作

し
た
草
紙
本
『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』
な
ど
が
い
く
つ
か
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
ま

図５ 勝川春章「鮑取りの海女に絡む大蛸」（『浮
世絵ベベールコレクション（上巻）』〔日本経済新
聞社 1976年〕より転載）
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た
春
画
・
艶
本
の
分
野
で
は
、
安
永
二
年
（
一
七

七
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
艶
本
『
さ
か
り
の
花
の
久

し
き
栄

姿
名
鏡
』
が
ふ
た
り
の
合
作
と
し
て
世

に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
双
方
の
筆
風
は

極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
美
人
画
の
人
物
表
現
な

ど
は
、
春
章
画
な
の
か
、
そ
れ
と
も
重
政
画
な
の

か
、
判
断
が
難
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
を
通
じ
て
、
春
画
・
艶
本
に
描

か
れ
た
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
を
考
え
て
み

る
な
ら
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
勝
川
派
の
範
疇
の

な
か
で
描
か
れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
か
ら
勝
川
春
章
の
「
蛸
と
海
女
」
の
作
画
が
、

春
画
・
艶
本
に
お
い
て
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
を

描
か
せ
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味

で
も
、
勝
川
春
章
の
「
蛸
と
海
女
」
は
、
そ
の
モ

チ
ー
フ
が
浮
世
絵
か
ら
春
画
・
艶
本
へ
と
そ
の
舞

台
を
移
行
さ
せ
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

作
品
で
あ
る
。
ま
た
図
像
表
現
に
関
し
て
も
、
春

章
の
「
蛸
と
海
女
」
の
表
象
は
、「
あ
ぶ
な
絵
」

の
よ
う
な
艶
の
あ
る
美
人
画
か
ら
、
春
画
・
艶
本

表
１
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の
よ
う
な
色
事
を
描
く
性
秘
画
へ
と
移
る
、
ま
さ
に
そ
の
過
渡
期
の
位
置
に
あ

た
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
「
蛸
と
海
女
」
の
画
系
譜
を
図
式
化
し
て
み
る
と
、
お

お
よ
そ
表
１
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
絵
師
た
ち
に
と
っ
て
は
、

「
蛸
」
と
「
海
女
」
の
図
像
的
な
組
み
合
わ
せ
そ
の
も
の
が
す
で
に
、
新
奇
な

可
笑
し
み
を
与
え
る
「
趣
向
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
春
画
・
艶
本
に
「
蛸
と
海
女
」
が
描
か
れ
る
時
期
に
並

行
し
て

あ
る
い
は
そ
れ

以
降
に

、
大
判
錦
絵
の

分
野
で
も
「
蛸
と
海
女
」
の

モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
の
お
も
な
作
品
を
挙
げ
れ

ば
、
歌
川
豊
国
の
『
あ
わ
び

を
見
て
』（
制
作
年
不
明
）、

歌
川
国
芳
の
『
玉
葛
』（
天

保
十
四
年
〔
一
八
四
三
〕
以

降
）、
楊
洲
周
延
の
『
海
女

と
蛸
』（
明
治
前
半
？
）
な
ど

が
あ
る
。
美
人
画
、
風
物
画
、

源
氏
絵
に
お
い
て
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
、「
主
題
」
と
し
て
で
は
な

く
「
趣
向
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
こ
う
し
た
趣
向
作
為
の
構
図
を
も
っ
と
も
端
的
に
示
し
た
作
品

と
し
て
、
歌
川
芳
員
の
『
東
海
道
五
十
三
次
内
（
由
井
）』（
嘉
永
六
年
〔
一
八

五
三
〕）
が
あ
る
。
こ
の
小
判
錦
絵
は
、
東
海
道
の
宿
場
街
を
描
い
た
街
道
絵

の
な
か
の
一
枚
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
こ
の
手
の
風
景
画
は
手
垢

が
つ
く
ほ
ど
数
多
く
描
か
れ
た
。
芳
員
の
『
東
海
道
五
十
三
次
内
』
も
、
そ
う

し
た
街
道
絵
の
型
式
に
則
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
場
街
に
伝
わ
る
民

談
・
奇
談
・
名
物
を
も
と
に
し
た
「
趣
向
」
を
描
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「
小
田
原
」
で
は
河
童
の
表
象
が
描
か
れ
、「
亀
山
」
で
は
見
越
し
入
道
の
玩
具

が
描
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
由
井
」
を
描
い
た
錦
絵
で
は
、
由
井
の
浜
で
複

数
の
海
女
が
大
蛸
に
襲
わ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
（
図
６
）、「
蛸
と
海

女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
「
趣
向
」
と
し
て
街
道
絵
に
描
か
れ
る
例
を
そ
こ
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
じ
っ
さ
い
に
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
が
「
由

井
」
を
主
題
と
し
た
街
道
絵
に
「
趣
向
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め
に
は
、

「
由
井
」
と
「
蛸
と
海
女
」
の
あ
い
だ
に
何
か
し
ら
の
関
係
性
が
成
立
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
に
記
さ
れ
た

地
誌
類
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
浅
井
了
意
の
仮

名
草
子
『
東
海
道
名
所
記
』（
万
治
三
年
〔
一
六
六
〇
〕）
の
「
由
井
」
の
項
に

は
「
い
や
し
き
あ
ま
の
し
ほ
や
き
な
れ
ば

し
り
申
さ
ぬ
よ
と
て

過
ゆ
き
た

り
」
と
記
さ
れ
て
お
り15

）
、
あ
る
い
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』（
寛
政
九
年
〔
一
七

図６ 歌川芳員「由井」（『東海道五十三次内』）
（『妖怪曼陀羅』〔国書刊行会 2007年〕より転載）
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九
七
〕）
に
は
「
こ
の
ほ
と
り
の
賤
女
出
汐
を

み

あ
る
は
鮑
拾
ふ
体

風

流
に
し
て
奇
観
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る16

）
。
こ
う
し
た
「
由
井
」
に
ま
つ
わ
る

叙
述
は
、
芳
員
の
時
代
よ
り
も
や
や
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
び
と

は
こ
れ
ら
の
文
献
記
述
を
通
じ
て
由
井
の
浜
に
は
貧
し
い
海
士
や
海
女
が
生
活

し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
得
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
地
誌
類
の

民
間
へ
の
伝
播
が
、
し
だ
い
に
そ
の
土
地
の
名
所
・
旧
跡
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
徐
々
に
文
献
世
界
を
飛
び
出
し
て
、
絵
画

文
化
に
お
い
て
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
例
を
春
画
・
艶
本
に
見
る

な
ら
ば
、
恋
川
笑
山
の
『
旅
枕
五
十
三
次
』（
嘉
永
期
〔
一
八
四
八
｜
五
四
〕）
で

あ
る
。
こ
の
艶
本
の
「
由
井
」
の
項
で
は
、
海
浜
で
鮑
を
捕
る
海
女
が
登
場
し
、

そ
の
海
女
と
男
性
の
情
事
が
描
か
れ
て
い
る17

）
。

同
様
に
絵
師
芳
員
も
、
由
井
の
浜
に
は
海
女
が
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
知

り
得
た
う
え
で
、
街
道
絵
と
い
う
「
世
界
」
に
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
を

「
趣
向
」
と
し
て
織
り
交
ぜ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
「
蛸
と
海
女
」
に
関
わ
る
浮
世
絵
は
い
く
つ
か
存
在
す

る
が
、
近
世
期
に
描
か
れ
た
同
種
の
図
像
を
私
見
す
る
限
り
に
お
い
て
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
制
作
年
代
順
に
並
べ
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
に
絞
っ
て
、
そ
の
画
系
譜
を
通
観

し
て
み
る
な
ら
ば
、
春
画
・
艶
本
に
描
か
れ
た
「
蛸
と
海
女
」
が
、
決
し
て
性

表
現
に
閉
じ
た
世
界
の
な
か
だ
け
で
描
か
れ
て
き
た
表
象
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
浮
世
絵

あ
ぶ
な
絵
・
美
人
画

な
ど
の
絵
画
文

化
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
な
か
で
創
り
出
さ
れ
て
き
た
表
現
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
画
は
絵
師
の
独
創
性
に
由
来
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
写
し
出
さ
れ
た
虚
構
の
表
象
は
、
図
像
の
伝
達
、
表
現
舞
台
の
移

行
、
絵
師
の
師
弟
関
係
な
ど
、
近
世
絵
画
史
の
大
き
な
潮
流
の
な
か
で
し
だ
い

表
２

作
品
名

絵
師
名

刊
行
年

技
法
判
型

ジ
ャ
ン
ル

蛸
と
海
女
の
絡
み

『
海
女
』

山
本
義
信

延
享
か
ら
宝
暦
期

細
紅
摺
絵

あ
ぶ
な
絵

×

『
海
女
』

鈴
木
春
信

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

柱
絵
判
錦
絵

柱
絵

×

『
鮑
取
り
の
海
女
に
絡
む
大
蛸
』
勝
川
春
章

不
明

中
判
錦
絵

錦
絵

△

『
謡
曲
色
番
組
』

北
尾
重
政

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

墨
摺
半
紙
本

艶
本

○

『
艶
本
千
夜
多
女
志
』

勝
川
春
潮

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

墨
摺
半
紙
本

艶
本

○

『
喜
能
会
之
故
真
通
』

葛
飾
北
斎

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

色
摺
半
紙
本

艶
本

○

『
あ
わ
び
を
見
て
』

歌
川
豊
国

不
明
（
改
巳
五
）

大
判
二
枚

錦
絵

×

『
海
女
と
蛸
』

渓
斎
英
泉

文
政
期

半
紙
本
端
本

艶
本

○

『
玉
葛
』

歌
川
国
芳

天
保
十
四
年
以
降

大
判

錦
絵

×

『
玉
取
り
』

歌
川
国
芳

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

大
判
三
枚

錦
絵

×

『
竜
宮
玉
取
姫
之
図
』

歌
川
国
芳

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

大
判
三
枚

錦
絵

×

『
東
海
道
五
十
三
次
内
由
井
）』
歌
川
芳
員

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

小
判
錦
絵

錦
絵

×

『
海
女
と
蛸
』

楊
洲
周
延

明
治
前
半
？

大
判
錦
絵

錦
絵

△

『
海
女
と
蛸
』

月
岡
芳
年

明
治
前
半
？

肉
筆
絵

肉
筆
画

○

『
海
女
と
蛸
』

正
治

明
治
前
半
？

彫

根
付

○
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に
形
づ
く
ら
れ
て
い
き
、
ま
た
そ
の
一
端
で
勢
い
よ
く
描
出
さ
れ
た
も
の
に
す

ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

二

「
世
界
」
と
し
て
の
「
海
女
の
珠
取
り
」
の
説
話

１

謡
曲
『
海
人
』
と
春
画
・
艶
本
に
描
か
れ
た
「
海
女
」
た
ち

ず
い
ぶ
ん
と
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
さ
っ
そ
く
北
斎
画
の

「
蛸
と
海
女
」
か
ら
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
の
構
図
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。そ

こ
で
ま
ず
は
こ
の
画
に
お
け
る
「
世
界
」
と
は
な
に
か
を
考
え
て
み
た
い
。

画
図
は
演
劇
や
文
学
と
異
な
り
、
そ
の
作
品
世
界
の
形
象
は
少
数
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
に
、
そ
の
限
定
さ
れ
た
情
報
量
の
な
か
で
時
間
的
要
素
を
含
ん
だ
物

語
性
を
読
み
取
る
の
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
作
者
や
読
者
が
そ
の
作
品
か
ら

ど
の
よ
う
な
物
語
世
界
を
読
み
取
っ
て
い
た
の
か
、
彼
ら
の
認
識
の
よ
う
す
を

知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
現
に
当
時
の
春
画
・
艶
本
の
読
者
は
、
性
表
現

の
背
後
に
「
源
氏
物
語
」
や
「
伊
勢
物
語
」
な
ど
の
物
語
世
界
を
読
み
取
り
、

描
か
れ
た
秘
画
が
自
分
の
認
識
と
ど
れ
だ
け
ズ
レ
て
い
る
か
を
愉
し
ん
だ
。

と
は
い
え
、
北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
か
ら
既
存
の
物
語
世
界
を
抽
出
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
そ
の
画
図
の
典
拠
と
さ
れ
る
重
政
画
《『
謡
曲
色
番
組
』》

か
ら
読
み
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
政
画
の
「
蛸
と
海
女
」
は
、
謡
曲
『
海
人
』
の
モ
チ
ー
フ
を
春
画
調
に
パ

ロ
デ
ィ
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
浮
世
絵
師
の
あ
い
だ
で
、
鈴
木
春
信

の
作
品
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
謡
曲
の
主
題
を
連
想
さ
せ
る
見
立
て
錦
絵
を
描
く

ス
タ
イ
ル
が
流
行
し
た
。
重
政
の
『
謡
曲
色
番
組
』
も
、
そ
う
し
た
文
化
的
な

流
行
の
な
か
で
描
か
れ
た
と
い
え
よ
う
。

画
面
の
中
央
に
は
蛸
と
海
女
の
絡
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は

「
竜
宮
の
玉
殿
」、「
珠
」、「
利
剣
」、「
千
尋
の
縄
」、「
縄
を
引
く
人
び
と
の
船
」

の
表
象
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
２
）。
こ
れ
ら
は
読
み
手
に
、
謡
曲
『
海
人
』

の
「
海
女
が
竜
宮
か
ら
宝
珠
を
盗
み
出
す
場
面
」
を
連
想
さ
せ
る
記
号
的
要
素

で
あ
る
。
そ
し
て
作
者
は
、
読
者
が
連
想
す
る
既
知
の
場
面
を
蛸
と
海
女
が
絡

み
合
う
シ
ー
ン
に
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
春
画
と
し
て
の
「
笑
ひ
」
を
演
出
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
海
底
で
の
蛸
と
海
女
の
戯
れ
も
知
ら
ず
に

春
画
表

現

、
船
上
で
は
人
び
と
が
「
な
に
か
も
ち
や
げ
る

持

ち

上

げ

る

）

や
う
に

よ

う

に

）

な
は

縄

）

が

う
ご
き

動

き

）

ま
す
」
と
、
海
女
の
救
出
に
四
苦
八
苦
す
る
よ
う
す

既
知
表
現

が
い
っ
そ
う
笑
い
を
誘
う
。

春
画
・
艶
本
が
「
笑
ひ
」
の
文
化
と
共
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
先

行
の
研
究
で
く
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
が18

）
、
そ
の
「
笑
ひ
」
を
味
わ
う
た
め

に
、
こ
の
画
図
の
背
後
に
謡
曲
『
海
人
』
の
作
品
世
界
を
十
分
に
読
み
取
っ
て

い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
春
画
・
艶
本
の
読
者
は
、
謡
曲
『
海

人
』
の
物
語
が
画
図
の
「
世
界
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
こ
か
ら
「
笑
ひ
」
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」
を
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、

こ
の
画
が
重
政
画
の
よ
う
な
「
世
界
」
を
、
そ
の
表
現
の
背
後
に
控
え
さ
せ
て
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い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
北
斎
画
も
重
政
画
同
様
に
、
そ
の

表
現
の
目
的
は
「
笑
ひ
」
に
あ
り
、
重
政
画
か
ら
そ
の
図
像
興
趣
を
借
用
し
た

と
す
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
た
だ
北
斎
画
は
、
重
政
画
に
比
べ
て

「
世
界
」
の
読
み
取
り
が
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
北
斎
画
は
重
政
画
よ
り
も
後

年
に
描
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、
先
行
す
る
画
図
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
れ
ば
「
お

っ
か
ぶ
せ
」
と
し
て
安
易
な
表
現
の
烙
印
を
押
さ
れ
、
読
者
か
ら
非
難
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
北
斎
は
、
謡
曲
『
海
人
』
を
連
想
さ
せ
る
記
号
的
要
素
を
直
接
用
い

て
、
そ
の
「
世
界
」
を
春
画
調
に
パ
ロ
デ
ィ
化
し
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
北
斎
の
「
蛸
と
海
女
」
か
ら
、
重
政
画
同
様
の
「
世
界
」
を
読

み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
ヒ
ン
ト
が
図
像
に
添
え
ら
れ
た

詞
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
ぞ
ハ
〳
〵
と

ね
ら
い

狙

い

）
す
ま
し
て
ゐ
た
か
い
が
あ
つ
て

け
う

今
日
）

と

い
ふ
け
う

今
日
）

と
う
〳
〵

と
ら
ま
へ
た

捕

ら

ま

え

た

）

ァ

て
も
む
つ
く
り

む

っ

く

り

）

と
し
た

い
ゝ

良
い
）

ぼ
ゝ

ぼ
ぼ
）

だ

い
も

芋

）

よ
り
は
な
を

な
お
）

こ
う
ぶ
つ

好

物

）

サ
ァ
〳
〵

す
つ
て

吸

っ

て

）
〳
〵

す
い

吸
い
）

つ
く
し
て

尽

く

し

て

）

た
ん
の
ふ

堪

能

）

さ

せ

て

か

ら

い
つ
そ

い

っ

そ

）

り
う
ぐ
う

龍

宮

）

へ

つ
れ
て
い
つ
て

連

れ

て

い

っ

て

）

か
こ
つ
て

囲

っ

て

）
お
こ
う
ス

こ
こ
で
北
斎
は
、
海
女
に
か
ら
み
つ
く
蛸
に
「
い
っ
そ
竜
宮
へ
連
れ
て
行
っ

て
囲
っ
て
お
こ
う
」
と
語
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
蛸
の
語
り
に
こ
そ
、
こ
の
画
図

か
ら
重
政
画
同
様
の
「
世
界
」
を
連
想
さ
せ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
北
斎
の

描
い
た
図
像
か
ら
で
は
、
な
に
ひ
と
つ
「
竜
宮
」
と
の
関
わ
り
を
示
唆
で
き
な

い
が
、
こ
の
詞
書
を
読
む
こ
と
で
は
じ
め
て
、
こ
の
画
図
の
背
後
に
「
竜
宮
」

の
世
界
が
控
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
台
詞
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
海
女

に
か
ら
む
蛸
は
、
竜
宮
へ
彼
女
を
誘
う
龍
王
の
眷
属
か
、
あ
る
い
は
龍
王
自
身

で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
北
斎
自
身
、
こ
の
画
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
重
政
画
の
表
現
を

借
用
し
た
こ
と
を
読
者
に
悟
ら
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
と
「
竜
宮
」
に
関
わ
る
詞

書
を
加
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
読
者
は
先
行
す
る
重
政

画
を
知
り
得
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
そ
の
画
に
謡
曲
『
海
人
』
の
「
世
界
」
が
控

え
て
い
た
こ
と
も
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
北
斎
の
作
意
を
十
分
に

く
み
取
っ
た
う
え
で
、
こ
の
絵
の
ト
リ
ッ
ク
を
愉
し
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。
も

し
仮
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
蛸
に
よ
る
「
い
っ
そ
竜
宮
へ
連
れ

て
行
っ
て
囲
っ
て
お
こ
う
」
と
い
う
台
詞
の
可
笑
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
。

作
者
の
作
意
と
読
者
の
読
み
が
ひ
と
つ
の
画
図
を
通
じ
て
一
致
し
、
描
か
れ

た
表
象
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
認
識
を
互
い
に
共
有
で
き
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
そ

の
図
像
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
者
と
読
者
の
あ
い
だ
に
抱
か
れ
る

共
通
認
識
こ
そ
、
ま
さ
に
演
劇
や
戯
作
の
表
現
方
法
で
用
い
ら
れ
た
「
世
界
」

の
理
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

北
斎
は
、
春
画
表
現
に
お
い
て
性
的
情
感
を
助
長
さ
せ
る
た
め
に
執
拗
な
ま

で
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
詞
書
き
を
記
す
が
、
そ
う
し
た
性
擬
音
語
の
く
り
返
し
の
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な
か
に
、
北
斎
が
そ
の
画
に
込
め
た
「
世
界
」、
す
な
わ
ち
「
竜
宮
」
に
ま
つ

わ
る
物
語
世
界
の
シ
グ
ナ
ル
を
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

海
女
の
珠
取
り
説
話

そ
れ
で
は
謡
曲
『
海
人
』
か
ら
導
か
れ
る
「
世
界
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
物
語
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
く
と
に
し
よ
う
。

た
め
し
に
謡
曲
『
海
人
』
の
内
容
を
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

時
の
大
臣
藤
原
房
前
は
亡
き
母
の
追
善
の
た
め
に
讃
岐
国
の
志
度
浦
を
従
者
と

と
も
に
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
ひ
と
り
の
海
女
に
出
逢
い
、
む
か
し
こ
の

浦
で
海
中
か
ら
宝
珠
を
取
り
上
げ
た
咄
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
海
女
が

語
る
に
は
、
唐
土
か
ら
興
福
寺
へ
贈
ら
れ
た
三
つ
の
宝
の
う
ち
、
宝
珠
だ
け
が

海
上
を
運
搬
す
る
途
中
で
龍
王
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
藤
原
淡
海
公

と
い
う
御
方
が
、
龍
王
か
ら
宝
珠
を
奪
い
返
す
た
め
に
身
を
や
つ
し
て
志
度
浦

に
や
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
淡
海
公
は
、
そ
の
浦
の
海
女
と
契
り
を
結
び
、
御
子

を
儲
け
た
。
そ
の
御
子
こ
そ
房
前
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
藤
原
淡
海
公
は
、

そ
の
子
を
世
継
ぎ
と
す
る
か
わ
り
に
、
海
中
に
あ
る
竜
宮
か
ら
奪
わ
れ
た
宝
珠

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
海
女
に
依
頼
す
る
。
海
女
は
そ
の
頼
み
を
受
け
る
べ

く
、
千
尋
の
縄
を
腰
に
つ
け
、
利
剣
を
手
に
持
ち
、
海
の
な
か
へ
と
潜
っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
竜
宮
か
ら
宝
珠
を
盗
み
取
り
、
海
上
へ
逃
れ
よ
う
と
す
る
、
ま

さ
に
そ
の
時
に
、
怖
ろ
し
い
龍
王
が
海
女
に
襲
い
か
か
っ
た
。
海
女
は
龍
王
と

の
壮
絶
な
格
闘
の
末
、
利
剣
で
自
ら
の
乳
の
下
を
か
き
切
り
、
そ
こ
に
珠
を
押

し
込
め
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
船
上
に
て
千
尋
の
縄
を
引
き
あ
げ
て
み
る
と
、

す
で
に
海
女
の
命
は
失
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
乳
の
下
に
宝
珠
が
隠
さ
れ
て
お
り
、

彼
女
の
命
と
引
き
替
え
に
珠
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

語
り
手
の
海
女
は
、
そ
の
潜
女
こ
そ
自
分
自
身
で
あ
る
と
告
白
す
る
。
母
と
し

て
、
あ
る
い
は
幽
霊
と
し
て
、
房
前
の
前
に
現
れ
た
海
女
は
、
そ
の
語
り
を
終

え
る
と
彼
の
目
の
前
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
房
前
は
亡
き
母
の
霊
を

弔
う
た
め
に
荘
厳
な
供
養
を
お
こ
な
っ
た
。

な
お
、
謡
曲
『
海
人
』
の
物
語
は
、
先
行
の
研
究
に
よ
っ
て
、
幸
若
舞
曲

『
大
織
冠
』
と
の
物
語
性
の
類
似
と
差
異
が
指
摘
さ
れ
て
い
る19

）
。
現
に
『
謡
曲

拾
葉
抄
』（
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
〕
刊
）
に
は
、
謡
曲
『
海
人
』
に
つ
い
て

「
世
に
大
織
冠
物
語
と
い
へ
る
古
き
草
紙
あ
り
、
此
謡
は
彼
の
物
語
を
以
て
作

る
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
謡
曲
『
海
人
』
が
幸
若
舞
曲

『
大
織
冠
』
の
「
テ
キ
ス
ト
」

古
き
草
紙

を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
の
研
究
の
上
で
は
両
作
品
の
内
容

や
設
定
に
つ
い
て
多
く
の
差
異
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
直
接
的
な
繫
が
り
は

否
定
さ
れ
て
い
る20

）
。
と
は
い
え
、
同
時
に
謡
曲
『
海
人
』
と
幸
若
舞
曲
『
大
職

冠
』
が
同
根
の
海
女
の
珠
取
伝
承
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
近
代
的
な
研
究
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
両
作
品

が
庶
民
感
覚
あ
る
い
は
大
衆
認
識
に
お
い
て
近
し
い
存
在

同
一
的
な
作
品

で
あ
っ
た
こ
と
は
『
謡
曲
拾
葉
抄
』
の
叙
述
か
ら
推
測
で
き
よ
う
。
と
な

れ
ば
、
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
の
テ
キ
ス
ト
の
「
竜
宮
の
場
面
」
を
引
用
し
て
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お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

海
女
も
出
立

（いで）たち
を
構
へ
け
り
（
身
ご
し
ら
え
し
た
）。
五
色
の
綾
を
も
っ
て

身
を
纏
ひ

（まと）
、
夜
光
の
玉
を
額ひたひに
当
て
、
布ぬの
綱
の
端
を
腰
に
つ
け
、
鉄かね
よ
き

刀
わ
き
ば
さ
み
、
波
間
を
分
け
て
つ
っ
と
入
る
。
た
と
ひ
男（な
子んし）の
身
な
り

と
も
、
一
人
海
へ
入
ら
ん
こ
と
は
、
毒
の
魚
、
竜
、
亀
、
大
蛇
の
恐
れ
も

あ
る
べ
き
に
、
申
さ
ん
や
（
ま
し
て
）、
女
の
身
と
あ
っ
て
、
一
人
海
へ

入
る
事
は
、
類
たぐひ

少
な
き
心
か
な
。〔
数
千
万
里
の
海
路
を
過
ぎ
、
竜
宮
の

都
に
着
く
。
夜
光
の
玉
に
照
ら
さ
れ
て
、
暗
き
所
は
な
か
り
け
り
。
こ
と

さ
ら
〕
見
置
き
た
り
し
道
な
れ
ば
、
迷
ふ
べ
き
に
て
候
は
ず
。
竜
宮
の
宝

殿
に
あ
が
め
置
く
水
晶
の
玉
、
思
ひ
の
ま
ま
盗
み
取
っ
て
、
腰
に
付
け
た

る
約
束
の
布
綱
を
引
け
ば
、
船
中
の
人
々
、「
あ
は
、
約
束
こ
こ
な
り
」

と
、
て
ん
で
に
綱
を
引
き
に
け
り
。
海
女
は
、
勇
み
て
潜
け

（かづ）
ば
、
上
よ
り

も
、
い
と
ど
引
き
上
ぐ
る
。
今
は
か
う
よ
と
思
ふ
所
に
、
玉
を
守まぼ
る
小
竜

王
、
此
の
由
を
見
付
け
、
跡あと
を
求
め
て
追
ふ
事
は
、
只
、
三みつ
羽ば
の
征そ
矢や
を

射
る
ご
と
し
。
既
に
は
や
、
こ
の
綱
残
り
少
な
く
見
え
し
時
、
船
中
の

人
々
、「
あ
は
や
、
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
は
。
取
り
上
げ
よ
」
と
下
知
す
る

に
、
海
女
の
跡
に
つ
い
て
、
一
つ
の
大
蛇
追
う
て
来
る
。
た
け
は
十
丈
ば

か
り
に
て
、
鰭ひれ
に
剣
を
は
さ
み
た
て
、
眼まなこは
只
、
夕
日
の
水
に
映うつ
ろ
ふ
ご

と
く
な
り
。く
紅れなゐの
ご
と
く
な
る
舌
の
先
を
振
り
た
て
、
隙すき
間ま
な
く
追
っ
か

く
る
。（
中
略
）

船
中
の
人
々
左ゆん
手で

右
手
め
て

に
す
が
っ
て
、「
こ
は
い
か

に
」
と
て
、
止とど
め
け
り
。
す
で
に
は
や
、
此
の
綱
残
り
少
な
く
見
え
し
時
、

大
蛇
走
り
か
か
っ
て
、（
情なさけ）な
く
も
か
の
海
女
の
、
二
つ
の
足
を
け
ち
ぎ

れ
ば
（
食
い
ち
ぎ
っ
た
の
で
）、
水
の
泡あは
と
ぞ
消
え
に
け
る
。
空
し
き
死
骸

を
取
り
上
げ
、
諸
人
の
中
に
是
を
置
き
、
一
度
に
わ
っ
と
叫
ぶ
。
鎌
足
御

覧
じ
て
、「
玉
は
取
り
得
ぬ
も
の
ゆ
ゑ
に
、
二
世
の
機き
縁えん
は
尽
き
果
て
ぬ
。

胸
の
間
に
傷
有
り
。
大
蛇
の
裂
け
る
の
み
な
ら
ず
」
と
、
怪
し
め
御
覧
あ

り
け
れ
ば
、
此
の
傷
の
中
よ
り
も
、
水
晶
の
玉
出
で
さ
せ
給
ふ
。21

）

唱
い
と
し
て
の
謡
曲
と
、
テ
キ
ス
ト
化
さ
れ
た
幸
若
舞
曲
を
比
較
し
て
み
る

と
、
や
は
り
物
語
の
言
語
化
と
い
う
知
見
し
や
す
い
形
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
た
め
に
、
舞
曲
の
方
が
細
部
ま
で
よ
り
綿
密
に
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
か

れ
て
い
る
。
珠
取
り
の
海
女
と
珠
を
護
る
小
龍
王
（「
大
蛇
」）
と
の
交
戦
の
場

面
で
は
、
そ
の
生
死
を
か
け
た
壮
絶
な
格
闘
シ
ー
ン
が
目
の
前
に
浮
か
ぶ
よ
う

で
あ
る
。
当
時
の
舞
曲
は
、
こ
の
海
女
と
大
蛇
の
戦
い
を
躍
動
感
溢
れ
る
舞
い

で
情
熱
的
に
演
じ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
謡
曲
と
幸
若
舞
曲
を
物
語
を
彩
る
素

材
要
素
（「
記
号
」）
を
抜
き
出
し
て
比
較
し
て
み
る
と
、「
刀
を
手
に
し
て
潜

る
海
女
」、「
縄
を
引
き
あ
げ
る
船
中
の
人
び
と
」、「
腰
に
付
け
た
る
約
束
の
布

綱
」、「
宝
殿
に
あ
が
め
置
く
水
晶
の
珠
」
と
、
様
々
な
類
似
点
を
見
つ
け
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
両
作
品
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
芸
能
文

化
史
の
な
か
で
姉
妹
関
係
を
示
す
演
目
と
し
て
、
人
び
と
に
認
知
さ
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
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ま
た
、
こ
こ
で
特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
が
、
こ
れ
ら
の
海
女
物
語
に
関

す
る
描
写
要
素
が
す
べ
て
重
政
画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
お
い
て
図
像
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
逆
に
、
重
政
画
の
「
蛸
と
海
女
」
の
「
世
界
」

は
、
謡
曲
『
海
人
』
に
留
ま
ら
ず
、
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
に
ま
で
そ
の
範
疇

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
海
女
と
宝
珠
の
ド
ラ
マ
は
、
先
達
の
研

究
に
よ
っ
て
、
中
世
よ
り
続
く
「
海
女
の
珠
取
伝
承
」
と
い
う
説
話
世
界
の
流

れ
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る22

）
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
鎌
倉

末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
志
度
寺
縁
起
』《
第
二
巻
「
讃
州
志
度
道
場
縁

起23
）

」》
が
研
究
者
の
あ
い
だ
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。
こ
の
讃
岐
国
志
度
寺
に

ま
つ
わ
る
寺
院
建
立
の
由
来
譚
は
、
ま
さ
に
面
向
不
背
の
宝
珠
に
関
わ
る
海
女

の
伝
説
で
あ
る
。
中
国
唐
の
高
宗
皇
帝
か
ら
贈
ら
れ
た
面
向
不
背
の
珠
が
志
度

沖
で
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
藤
原
不
比
等
は
志
度
に
来
て
、
海
女
に
頼

ん
で
海
中
か
ら
そ
の
珠
を
取
り
戻
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か
し
海
女
は
命
を
落
と

し
た
の
で
、
そ
の
追
善
供
養
の
た
め
に
当
寺
を
建
立
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ

の
縁
起
譚
は
『
志
度
寺
縁
起
絵
図
』（
南
北
朝
時
代
初
期
）
と
し
て
絵
画
化
さ
れ

て
お
り
、
讃
岐
の
観
音
霊
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
志
度
寺
で
は
古
く
か
ら
唱
導
の

た
め
の
絵
解
説
法
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、
当
世
に
お
い
て
も
、
こ
の
縁

起
譚
に
ま
つ
わ
る
海
女
の
墓
が
志
度
寺
に
は
遺
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
の
唱
導
伝
流
が
、
さ
ら
に
時
代
を
経
る
こ
と
で
興
福
寺
の
春
日

神
社
の
唱
導
活
動
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
か
ら
謡
曲
『
海
人
』
や
幸
若
舞
曲
『
大

職
冠
』
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る24

）
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
海
女
が
海
底
へ
宝
珠
を
取
り
に
行
き
、
宝
珠

を
護
る
龍
王
と
争
い
、
そ
し
て
命
を
落
と
す
、
と
い
う
珠
取
物
語

ド
ラ
マ

を
中
心
に
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
文
化
表
現
史
を
通
観
し
て
い
け

ば
、『
志
度
寺
縁
起
』（
鎌
倉
末
期
）
↓
興
福
寺
縁
起
（
中
世
後
半
）
↓
謡
曲

『
海
人
』・
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』（
近
世
前
半
）
↓
艶
本
『
謡
曲
色
番
組
』
↓

北
斎
画
の
「
蛸
と
海
女
」
と
、
中
世
か
ら
近
世
末
期
に
か
け
て
の
時
代
を
、
そ

の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
タ
テ
に
貫
く
「
海
女
の
珠
取
伝
承
」
と
い
う
ひ
と

つ
の
「
世
界
」
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

３

海
女
の
珠
取
り
の
説
話
の
図
像

そ
れ
で
は
一
方
、
近
世
の
図
像
史
に
お
い
て
「
海
女
の
珠
取
伝
承
」
は
ど
の

よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
に
『
志
度
寺
縁
起

絵
図
』（
絹
本
画
軸
六
幅
）
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
中
世
期
の
絵
解
図
で
は
、
海

中
に
漂
う
海
女
の
姿
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
海
女
と
龍
王
が
宝
珠
を
奪
い
合

う
シ
ー
ン
は
図
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
中
世
の
絵
解
図
の
よ
う
な
寺
社
勧
進
を

目
的
と
し
た
唱
導
段
階
で
は
、
ま
だ
こ
の
シ
ー
ン
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
志
度
寺
縁
起
』
に
は
「
龍
王
惜ヲシン
デ

玉
ヲ

成ナシ
イカリ
ヲ

追ヲツ
テ

海ア

人マ
ヲ

切
ル

四
支シ
ヲ

、
海ア
人マ

忽
タチマチ

死シ
ス

」
の
文
言
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
が

図
像
化
さ
れ
る
の
は
お
そ
ら
く
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
が
成
立
し
た
後
の
室
町

後
期
か
ら
桃
山
時
代
で
あ
ろ
う
。「
海
女
の
珠
取
り
伝
承
」
の
語
り
場
が
、
寺
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社
縁
起
を
中
心
と
し
た
唱
導
活
動
か
ら
舞
曲
や
謡
曲
な
ど
の
芸
能
活
動
へ
変
遷

し
て
い
く
過
程
の
な
か
で
、
海
女
と
龍
王
が
宝
珠
を
奪
い
合
う
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ

ー
ン
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
場
面
の
図
像
化
の
流
れ

の
な
か
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
、
中
世
末
期
の
時
代
に
お
い
て
も
、
な
お
「
図
像
」
は
物
語
を
語

り
伝
え
る
た
め
の
補
助
的
な
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
近
世
を
迎
え
、
語
り
と
し
て
の
物
語
は
し
だ
い
に
文
字
を
失
い
は
じ
め
、

徐
々
に
視
覚
世
界
だ
け
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
前

期
に
入
り
、
既
存
の
物
語
世
界
（「
源
氏
物
語
」「
伊
勢
物
語
」「
御
伽
草
子
」）
を

絵
巻
や
屛
風
絵
に
描
く
物
語
絵
が
し
だ
い
に
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
状
況
か

ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
物
語
絵

視
覚
表
現

の
流
行
こ
そ
が
、
口
承
や
文
字
に
頼
ら
な
く
て
も
図
像
と
し
て
そ
の
プ
ロ

ッ
ト
を
理
解
で
き
る
共
通
認
識
が
人
び
と
の
あ
い
だ
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
お
り
、
そ
の
絵
巻
や
屛
風
絵
の
担
い
手
が
貴
族
階
級
だ
け
で
な
く
富

裕
町
人
を
は
じ
め
と
し
た
庶
民
階
級
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
文

化
史
に
お
け
る
「
世
界
」

テ
キ
ス
ト
に
依
ら
な
い
物
語
の
共
通
認
識

の
確
立
を
見
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
唱
導
表
現
↓
芸
能
表
現
↓
絵
画
表
現
の
流
れ

の
な
か
で
、
海
女
の
珠
取
物
語
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
は
絵
巻
や
屛
風
絵
の
舞

台
で
劇
的
に
視
覚
化
さ
れ
て
い
っ
た
（
図
７
）。
こ
の
結
果
、
近
世
前
期
の
段

階
で
す
で
に
、
こ
の
場
面
は
「
刀
を
手
に
し
て
潜
る
海
女
」、「
縄
を
引
き
あ
げ

る
船
中
の
人
び
と
」、「
海
女
を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
龍
王
」
と
い
う
物
語
的
な

「
世
界
」
を
裏
切
ら
な
い
定
石
化
し
た
記
号
的
要
素
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
江
戸
時
代
も
中
期
に
差
し
か
か
る
と
、
こ
の
場
面
の
浮
世
絵
へ
の
展

開
が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
海
女
と
龍
王
の
場
面
が
奥
村
政
信
や
田
中

益
信
に
よ
っ
て
「
浮
絵
」
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
浮
絵
」
は
一
枚

版
画
で
あ
る
以
上
、
そ
の
絵
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
物
語
的
な
時
間
軸

は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
当
時
、
そ
の
浮
絵
を
手
に
し
た
人

び
と
は
、
す
で
に
そ
の
場
面
が
幸
若
舞
曲
や
謡
曲
で
お
な
じ
み
の
海
女
の
珠
取

物
語
の
見
せ
場
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
表
象
か
ら
お
の

図７「大職冠図」（ケルン東洋美術館蔵）
（『秘蔵日本美術大観8』〔講談社 1992年〕より転載）
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ず
と
物
語
的
な
時
間
軸
を
割
り
出
し
、
そ
の
絵
を
理
解
し
た
と
い
え
よ
う
。
す

な
わ
ち
こ
の
あ
た
り
で
、
テ
キ
ス
ト
を
離
れ
た
図
像
表
現
と
し
て
の
「
海
女
の

珠
取
り
伝
承
」
の
「
世
界
」
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
海
女
と
龍
王

が
宝
珠
を
奪
い
合
う
シ
ー
ン
を
図
像
化
し
た
画
図
を
制
作
年
代
順
に
な
ら
べ
て

み
る
と
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

こ
と
に
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
世
界
」
の
演
出
が
、「
動
き
の
な
い
」

常
識
的
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
そ
の
定
義
は
そ
の
ま
ま
「
海
女
の
珠
取

り
伝
承
」
の
図
像
表
現
に
も
当
て
嵌
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

図
像
群
は
、
中
世
よ
り
続
く
物
語
世
界
を
け
っ
し
て
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、

戯
作
や
艶
本
の
演
出
に
比
べ
て
極
め
て
ス
ト
イ
ッ
ク
な
表
現
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
れ
ら
の
正
統
的
な
絵
画
表
現
は
、
戯
作
や
艶
本
と
は
異
な
り
、「
笑
ひ
」

の
演
出
を
目
的
に
し
て
い
な
い
た
め
に
「
趣
向
」
を

つ
必
要
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
太
古
よ
り
つ
づ
く
物
語
の
「
世
界
」
を
美
し
く
描
き
出
す
だ
け
で
事
足

り
た
と
い
え
よ
う
。

４

海
女
の
珠
取
り
の
「
世
界
」
と
「
笑
ひ
」

で
は
こ
こ
で
、
海
女
の
珠
取
物
語
が
狂
歌
や
笑
咄
な
ど
の
滑
稽
譚
へ
展
開
し

て
い
く
事
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ょ
う
。

ま
ず
は
狂
歌
か
ら
で
あ
る
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
｜
四
四
）
に
編
ま
れ
た

『
仁
勢
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
狂
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

玉たま
殿どの
を
海あ
人ま
の
寄よ
り
つ
ゝ
盗ぬす
め
れ
ど

竜たつ
が
追お
ひ
来き
て
食く
は
ん
と
ぞ
思おも
ふ25

）

こ
の
狂
歌
が
詠
ま
れ
た
時
代
は
、
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
や
謡
曲
『
海
人
』

が
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
、
か
つ
海
女
の
珠
取
物
語
の
絵
巻
物
や
屛
風
絵
が
た
く
さ

ん
制
作
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
狂
歌
は
、
そ
う
し
た
芸
能

や
絵
画
表
現
の
流
行
性
と
連
動
し
な
が
ら
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、
既
存
の
珠
取

伝
承
の
「
世
界
」
を
滑
稽
表
現
の
舞
台
で
顚
倒
さ
せ
た
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
古
朴
な
伝
承
世
界
を
ひ
ね
る
こ
と
で
「
笑
ひ
」
を
演
出
す
る
「
遊

び
」
は
、
ま
ず
俳
諧
や
狂
歌
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
し
だ
い
に
そ
の
表
現
の
場
を

表
３

作
品
名

絵
師
名

制
作
年
代

形
態

所
蔵

『
志
度
寺
縁
起
絵
図
』

無
款

不
明

南
北
朝
時
代
初
期

絹
本
画
軸
六
幅

志
度
寺

『
大
職
冠
絵
巻
』

藤
原
行
長
印

室
町
時
代
後
期
〜
桃
山
時
代

巻
子
一
巻

大
英
図
書
館

『
大
職
冠
図
屛
風
』

山
本
元
休

江
戸
時
代
前
期

六
曲
一
双

ア
シ
ュ
モ
リ
ア
ン
美
術
館

『
大
職
冠
図
』

無
款

江
戸
時
代
前
期

全
十
二
枚

ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館

『
大
職
冠
』

重
賢

十
七
世
紀
中
頃

巻
子
全
三
巻

ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

『
舞
の
本
絵
巻
』

無
款

不
明

寛
文
期
か
ら
元
禄
期

巻
子
全
六
巻

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

『
浮
絵
龍
宮
玉
取
之
図
』

奥
村
政
信

元
文
期
か
ら
寛
延
期

横
大
判
紅
絵

ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館

『
玉
取
り
龍
宮
の
て
い
』

田
中
益
信

不
明

横
大
判

神
戸
市
立
博
物
館

『
面
向
不
背
珠
』

鳥
居
清
満

不
明

黒
本
全
五
巻

国
立
国
会
図
書
館

『
龍
宮
珠
と
り
』

鳥
居
清
重

不
明

柱
絵

不
明

『
玉
取
女
』

勝
川
春
亭

文
化
・
文
政
頃

続
物
一
枚

ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
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草
紙
本
、
浮
世
絵
、
春
画
・
艶
本
な
ど
の
舞
台
に
ま
で
広
げ
て
い
っ
た
。

な
お
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
編
ま
れ
た
『
銀
葉
夷
歌
集
』
に
は
、
す

で
に
既
存
の
珠
取
伝
承
の
世
界
を
離
れ
て
「
海
女
」
と
「
蛸
」
の
絡
み
を
連
想

さ
せ
る
狂
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
よ
り
も
生
死
の
海
を
離
ね
は

あ
ま
の
手
に
入
た
こ
の
入
道26

）

こ
の
狂
歌
の
背
後
に
海
女
の
珠
取
物
語
の
「
世
界
」
が
控
え
て
い
る
の
か
、

こ
の
描
写
か
ら
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、「
海
女
」
と
「
蛸
」
の
絡
み
を
示
唆

す
る
表
現
例
と
し
て
は
、
最
も
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
憶
測
で
は
あ
る
が
、「
海
女
」
と
「
蛸
」
を
重
ね
た
滑
稽
表
現
は
ま

ず
は
じ
め
に
こ
の
よ
う
な
雑
俳
文
化
か
ら
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
こ
う
し
た
狂
歌

の
趣
致
を
借
用
す
る
か
た
ち
で
、「
蛸
と
海
女
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
あ
ぶ
な

絵
や
浮
世
絵
が
描
か
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
滑
稽
表
現
の
趣
意
が

俳
諧
・
狂
歌
な
ど
の
詩
文
表
現
か
ら
風
俗
画
・
浮
世
絵
な
ど
の
視
覚
表
現
へ
移

行
す
る
流
れ
は
日
本
近
世
の
文
化
的
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
大
胆
な
発
想
で

は
あ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
春
画
・
艶
本
の
滑
稽
表
現
の
源
流
は
俳
諧
・
狂
歌

な
ど
の
雑
俳
文
化
の
戯
作
精
神
に
求
め
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
狂
歌
が
詠
わ
れ
た
そ
の
後
に
、
こ
ん
ど
は
海
女
の

珠
取
物
語
の
「
世
界
」
が
笑
咄
の
舞
台
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
貞
享
四

年
（
一
六
八
七
）
刊
行
の
笑
咄
集
『
鹿
の
巻
筆
』
に
は
、「
湯
屋
の
海
士
」
と

題
し
た
滑
稽
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
笑
咄
は
、
謡
曲
『
海
人
』
や
幸
若

舞
曲
『
大
職
冠
』
の
プ
ロ
ッ
ト
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
、
そ
の
舞
台
を
「
千
尋
の

海
底
」
か
ら
「
湯
屋
」
に
転
換
し
た
パ
ロ
デ
ィ
話
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

暮
ら
し
む
き
豊
か
な
大
臣
と
呼
ば
れ
る
男
が
い
た
。
こ
の
男
は
色
事
を
好
み
、

つ
ね
に
り
ん
玉
（
淫
具
）
を
持
ち
歩
い
て
い
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、
湯
屋
へ
出

向
い
た
お
り
に
、
大
切
な
り
ん
玉
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
手
拭
い
に
繰
み
な
が

ら
湯
壺
に
入
っ
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
男
は
、
う
っ
か
り
そ
の
玉
を
湯
の
な
か

へ
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
失
態
を
嘆
き
悲
し
ん
だ
男
は
、
自
ら

が
雇
い
育
て
た
「
あ
ま
〳
〵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
少
女
に
、
次
の
よ
う
に
頼
む
。

う
ち
に
か
い
そ
だ
て
の
十
四
五
な
る
女おんなの
童わらはあ
り
し
に
、
い
ま
だ
名
も

つ
け
ず
、「
あ
ま
〳
〵
」
と
の
み
よ
び
し
に
、
是
を
ふ
か
く
た
の
み
、「
此

湯ゆ
壺つぼ
の
中
へ
、
面めん
妖よう
不ふ
思し
議ぎ
の
玉
を
落おと
し
た
り
。
あ
わ
れ
取と
り
得ゑ
た
ら
ば
、

汝なんぢ、
わ
れ
が
夫ふ
妻さい
に
せ
ん
」
と
い
ゝ
け
れ
ば
、「
や
す
き
ほ
ど
の
事
な
り
。

し
か
し
夜よる
は
見み
へ
が
た
し
。
ま
た
、

晝ひる
女
の
身
に
て
大
ぜ
い
の
男
入
こ

（いり）

み
の
う
ち
へ
入
た
ら
ば
、
よ
も
そ
の
ま
ゝ
は
かへ

す
ま
じ
。
い
か
ゞ
」
と
思おも

ひ
わ
づ
ら
へ
ば
、
此
人
申
や
う
、「
さ
ら
ば
、な
汝んじ
裸はだかに
て
、
湯ゆ

具ぐ

に
此
繩なわ

結ゆ
い
つ
け
よ
。
夫おつとそ
と
に
ひ
か
へ
た
り
と
お
も
ひ
な
ば
、
さ
の
み
人
の
よ

も
せ
ま
じ
」
と
、
か
た
く
契けい
約やく
定さだ
め
つ
ゝ
、「
も
し
、
か
の
玉たま
を
取と

り
得ゑ

た
ら
ば
、
此
繩なわ
を
動うご
か
せ
。
我
爰
元

（ここ）
に
て
ひ
か
ん
」
と
て
、
上あが
り
場ば
に
ひ
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か
へ
居い
る27

）
。

こ
う
し
て
少
女
は
、
大
勢
の
男
た
ち
が
い
る
湯
壺
に
入
る
。
こ
こ
で
海
女
の

珠
取
物
語
に
描
か
れ
た
海
獣
ど
も
が
湯
壺
に
つ
か
る
男
た
ち
に
見
立
て
ら
れ
て

い
る
部
分
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
少
女
は
湯
壺
の
中
で
男
た
ち
に
襲
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
湯
具
に
縄
を
付
け
さ
せ
、
そ
の
縄
を
動
か
し
て
助
け
を
求

め
る
よ
う
手
配
を
整
え
る
。
そ
し
て
少
女
は
湯
壺
か
ら
玉
を
取
り
戻
す
の
で
あ

る
が
、そ

の
ひ
ま
に
約やく
束そく
の
繩なわ
を
動うご
か
せ
ば
、
そ
の
人
喜よろこび
、
引ひ
き
出だ
し
た
り
。

さ
れ
ど
も
強つよ
く
引ひ
き
た
る
ゆ
へ
に
、
上あが
り
場ば
に
て
胸むね
を
や
う
つ
て
、
五ご
體たい

も
す
く
み
う
ち
ふ
し
ぬ
。
か
の
人
嘆なげ
き
の
た
ま
ふ
や
う
、「
玉
も
い
た
づ

ら
に
な
り
、
主
も
む
な
し
く
な
り
た
り
」
と
、
と
も
に
う
ち
ふ
し
給
ふ
と

き
、
か
の
あ
ま
息いき
の
下した
に
て
申
や
う
、「
わ
が
臍へそ
の
あ
た
り
を
見
た
ま
へ
」

と
い
ふ
。
げ
に
も
臍へそ
の
下
に
穴あな
あ
り
。
か
の
穴あな
よ
りか
光うみ
明やう
赫かく
奕やく
た
る
玉
を

と
り
い
だ
し
て
、
か
の
あ
ま
も
や
う
〳
〵
介かい
錯しやくし
、
つ
い
に
身
う
け
し
て

女
房
に
せ
ら
れ
た28

）
。

と
、
こ
の
笑
咄
は
終
わ
る
。
最
後
に
「
あ
ま
」
が
生
き
返
り
、
そ
の
男
の
妻

と
な
る
部
分
な
ど
は
舞
曲
や
謡
曲
と
は
異
な
る
大
団
円
の
結
末
で
あ
る
。
少
女

が
顚
倒
し
て
虫
の
息
と
な
る
場
面
な
ど
は
、
海
女
の
珠
取
物
語
の
愁
嘆
場
を
知

り
得
て
い
れ
ば
こ
そ
、
湯
屋
で
の
哀
惜
の
状
況
が
よ
り
い
っ
そ
う
滑
稽
に
感
じ

ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
笑
咄
（『
鹿
の
巻
筆
』「
湯
屋
の

海
士
」）
は
、
海
女
の
珠
取
物
語
と
い
う
「
世
界
」
を
「
湯
屋
」
と
い
う
「
趣

向
」
で
顚
倒
さ
せ
た
滑
稽
表
現
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
演
出
方
法
は
重
政
画

《『
謡
曲
色
番
組
』》
を
は
じ
め
と
す
る
「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
・
艶
本
表
現
と

同
じ
文
法
文
脈
上
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
な
れ
ば
、『
鹿
の
巻
筆
』
の

成
立
年
代
か
ら
考
え
て
、
こ
の
笑
咄
は
同
主
題
の
艶
本
表
現
の
先
駆
的
な
作
品

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う29

）
。

５

「
海
人
」
と
「
珠
」
の
神
話
的
世
界

と
こ
ろ
で
、『
志
度
寺
縁
起
』
の
系
譜
を
引
く
海
女
の
珠
取
物
語
は
、
じ
つ

は
太
古
よ
り
続
く
「
海
人
」
と
「
珠
」
に
関
わ
る
神
話
伝
承
の
傍
系
の
ひ
と
つ

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
す
で
に
先
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る30

）
。
死
の
運
命
に

あ
る
海
人
が
海
底
か
ら
宝
珠
を
奪
い
取
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
は
、
す
で
に
『
日
本

書
紀
』（
七
二
〇
年
成
立
）
に
記
さ
れ
て
い
る31

）
。
そ
の
神
話
を
要
約
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。
九
月
の
こ
ろ
、
天
皇
（
允
恭
帝
）
は
淡
路
島
で
猟
を
行
わ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
幾
多
の
獣
を
目
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
猟
で
は
一
頭

も
仕
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
皇
は
猟
を
中
止
し
、
占
い
を

催
し
、
獣
が
獲
れ
な
い
理
由
を
神
に
尋
ね
た
。
す
る
と
嶋
の
神
か
ら
、「
獣
を

獲
り
た
け
れ
ば
、
赤
石
の
海
底
に
あ
る
真
珠
を
我
に
祀
れ
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、

こ
と
ご
と
く
獣
を
獲
ら
せ
て
や
ろ
う
」
と
の
託
宣
が
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
天
皇
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一
行
は
在
地
の
白
水
郎
（
海
人
）
を
集
め
、
海
底
へ
真
珠
を
取
り
に
行
く
者
を

募
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
赤
石
の
海
は
と
て
も
深
い
た
め
、
誰
一
人
海
底
に
至
る

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
す
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
男
狭
磯
と
い
う
白
水
郎
だ

け
が
潜
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
声
が
上
が
り
、
そ
の
白
水
郎
が
腰
に
縄
を
つ

け
て
海
底
へ
潜
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
白
水
郎
は
海
面

に
上
が
り
「
海
の
底
に
大
き
な
鮑
が
あ
り
、
そ
の
処
が
光
っ
て
い
る
」
と
皆
に

伝
え
た
。
す
る
と
皆
が
「
嶋
の
神
が
求
め
る
珠
は
そ
の
鮑
の
中
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
白
水
郎
は
ふ
た
た
び
潜
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

大

を
抱
い
て
海
面
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
男
狭
磯
は
、
そ
の

後
す
ぐ
に
息
絶
え
、
波
の
上
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
そ
の
大

を

割
く
と
な
か
か
ら
真
珠
が
現
れ
、
そ
の
珠
を
嶋
の
神
に
祀
る
と
、
獣
が
獲
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
人
び
と
は
男
狭
磯
の
死
を
悲
し
み
、
そ
の
墓
を
つ

く
り
手
厚
く
葬
っ
た
。

こ
の
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
に
は
、
海
女
が
竜
宮
か
ら
宝
珠
を
奪
う
シ
ー
ン

や
、
海
女
が
龍
王
と
争
う
場
面
な
ど
は
い
っ
さ
い
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
貴
人

が
海
人
に
珠
取
り
の
難
儀
を
依
頼
し
、
そ
れ
を
決
行
し
た
海
人
が
亡
く
な
る
と

い
う
「
海
女
の
珠
取
り
伝
承
」
の
元
型
プ
ロ
ッ
ト
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
海
女
と
宝
珠
に
ま
つ
わ
る
神
話
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
允
恭
帝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り

も
遥
か
太
古
に
太
平
洋
周
辺
に
分
布
し
て
い
た
海
洋
民
族
の
神
話
伝
承
の
世
界

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
海
女
の
珠
取
伝
承
の

起
源
探
し
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
話
を
江
戸
時
代
に
戻
す
。

な
お
、
近
世
期
に
お
い
て
、
こ
の
神
話
的
世
界
観
が
、
そ
の
ま
ま
草
紙
本
に

表
現
さ
れ
た
例
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に

刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
女
貞
木
』
に
は
、
西
川
祐
信
画
に
よ
る
「
海
女
の
鮑
取

り
」
の
画
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
８
）。
し
か
も
そ
の
詞
書
き
に
は
、『
日
本

書
紀
』
の
允
恭
帝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
。

淡あわ
路ぢ
嶋しま
に
て
い

允んぎ
恭やう
帝

御み
狩かり
の
時とき

え
も
の
な
か
り
し
か
ば
卜うら
兆かた
あ
り

け
る
に

嶋しま
の
神かみ
託たく
宣せん
し
て

此
海かい
底てい
に
玉たま
あ
り

是これ
を
我われ
に
ま
つ
り
給

わ
く

え
も
の
を
多をゝ
く
あ
た
へ
ん
と
有
し
に
よ
り
（
中
略
）
其
夫をつ
男とお
狭さ
涕し

を
こ
ろ
さ
ん
と
の
願
ひ
し
か
ば

妻つま
こ
れ
を
な
げ
き
て

千
尋
ち
ひ
ろ

の
海かい
底てい
に

入
り
て

大おゝ
あはびを

取とり
あ
が
り
て

息いき
た
え
た
り

其その
内うち
に
明めい
珠しゆ
有
〳
〵
と

な
り

夫をつとの
た
め
に
身
を
す
て
た
る
貞てい
心しん

い
や
し
き
身み
に
は
い
み
じ
か

り
し
女
な
り
と
ぞ32

）

こ
の
こ
と
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
神
話
的
世
界
が
よ
り
元
型
に
近

い
か
た
ち
で
近
世
期
の
草
紙
本
に
描
か
れ
、
太
古
の
物
語
が
江
戸
時
代
に
お
い

て
も
な
お
画
工
文
化
を
通
じ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ほ
か
に
も
近
世
期
の
随
筆
集
『
煙
霞
綺
談
』（
安
永
二
年
〔
一
七
七
三
〕）

に
も
、
同
種
の
内
容
の
神
話
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る33

）
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
物
語
を
記
号
的
要
素
に
分
類
し
て
そ
の
一
部
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を
取
り
だ
し
て
み
る
と
、「
男
女
と
も
に
褌
姿
」「
縄
を
つ
け
た
海
人
が
潜
る
」

「
海
女
が
鮑
を
取
る
」「
そ
の
日
暮
ら
し
の
生
活
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く

に
「
海
女
が
鮑
を
取
る
」
と
い
う
記
号
的
要
素
な
ど
は
、
先
に
見
た
勝
川
春
章

の
『
鮑
取
り
の
海
女
に
絡
む
大
蛸
』（
図
５
）
の
図
像
要
素
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
。
た
と
え
ば
、
鈴
木
春
信
に
し
て
も
、
勝
川
春
章
に
し
て
も
、
近
世
中
頃
の

江
戸
の
浮
世
絵
師
は
み
な
、
そ
の
作
風
を
上
方
の
西
川
祐
信
の
画
図
に
倣
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
祐

信
が
太
古
の
神
話
物
語
を
図
像
化
し
、
そ
の
視
覚
化
さ
れ
た
表
象
を
そ
の
ま
ま

春
信
や
春
章
が
図
像
と
し
て
受
け
継
い
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
近
世
前
期
ま
で
は

口
頭
伝
承
も
し
く
は
文
献
記
述

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た

神
話
世
界
が
、
祐
信
あ
た
り
か

ら
図
像
表
現
と
し
て
民
衆
に
伝

承
さ
れ
る
第
三
の
形
態
が
芽
生

え
た
と
い
え
よ
う34

）
。
そ
こ
に
は

版
本
の
技
術
向
上
と
草
紙
本
の

民
間
普
及
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
長
編
物
語

を
描
い
た
絵
巻
物
と
は
異
な
り
、

短
編
の
神
話
や
説
話
が
民
間
レ

ベ
ル
に
浸
透
す
る
と
き
に
、
視

覚
表
現
も
そ
の
伝
承
形
態
と
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
勝
川
春
章
が
「
海
女
と
蛸
」（
図
５
）
の
作
画
に
あ
た
っ
て
、

「
海
女
と
鮑
」
の
図
像
要
素
を
西
川
祐
信
の
画
（
図
８
）
か
ら
記
号
的
に
受
け

継
ぎ
、
と
同
時
に
「
海
女
と
蛸
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
鈴
木
春
信
の
画

（
図
４
）
に
倣
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
北
尾
重
政
の
「
蛸
と
海
女
」《『
謡
曲
色

番
組
』》
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
春
章
画
の
「
蛸
と
海
女
」
に
お
い
て
す
で
に
、

太
古
よ
り
続
く
「
海
女
の
珠
取
り
伝
承
」
の
神
話
的
世
界
と
、
近
世
的
な
「
蛸

と
海
女
」
の
諧
謔
モ
チ
ー
フ
が
結
合
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

三

人
を
取
る
蛸

１

人
を
取
る
蛸
の
咄

そ
れ
で
は
一
方
、
春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
に
お
け
る
「
趣
向
」
と
は

な
に
か
を
考
え
て
み
た
い
。
先
ほ
ど
も
記
し
た
よ
う
に
北
斎
画
《『
喜
能
会
之

故
真
通
』》
は
、
重
政
画
《『
謡
曲
色
番
組
』》
の
趣
意
と
形
象
を
借
用
し
て
描

か
れ
た
と
推
測
で
き
る
た
め
に
、
先
に
み
た
海
女
の
珠
取
物
語
の
「
世
界
」
に

さ
ま
ざ
ま
な
「
趣
向
」
を

っ
た
手
柄
は
、
北
斎
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
重
政

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
ひ
と
り
の
絵
師
の
作
品
の
み
を
考
察
の
対

象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
重
政
画
か
ら
北
斎
画
ま
で
の
「
蛸
と
海
女
の
絡
み
」

が
描
か
れ
た
春
画
・
艶
本
表
現
の
「
趣
向
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
滑
稽
と
洒
落
は
「
趣
向
」
の
産
物
で
あ
る
が
、
歌
舞
伎
に
し
て

も
、
戯
作
に
し
て
も
、
作
品
の
タ
テ
軸
を
構
成
す
る
「
世
界
」
が

ひ
と
つ

図８ 西川祐信画『絵本女貞木』（東北大狩野文庫蔵）
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で
あ
る
の
に
対
し
て
、
作
品
の
ヨ
コ
軸
を
構
成
す
る
「
趣
向
」
は

複
数

存

在
す
る
。
と
く
に
読
本
な
ど
の
長
編
小
説
の
場
合
は
物
語
の
展
開
が
進
む
に
つ

れ
て
、
新
奇
な
「
趣
向
」
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
導
入
さ
れ
、
既
存
の
認
識
で
成
り
立

つ
「
世
界
」
を
狂
わ
せ
な
い
程
度
に
そ
の
軸
を
揺
ら
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
読
者
は
、
作
者
の
仕
組
ん
だ
複
数
の
「
趣
向
」
を
見
抜
く
こ
と
を
愉
し
ん

だ
。
彼
ら
は
お
の
れ
の
見
識
や
経
験
を
駆
使
し
て
、
作
者
が
そ
の
作
品
に
仕
掛

け
た
「
趣
向
」（
ヨ
コ
軸
）
を
探
ろ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
う
し
た
「
趣
向
」
の
理
解
は
謎
解
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
作
者
が

自
ら
そ
の
答
え
を
提
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
仮
に
作
者
が
趣
向
作
意
を
暴

露
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
こ
そ
野
暮
な
行
為
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
読
者
の
目
に
な
っ
て
、

春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
に
描
か
れ
た
メ
タ
言
語
と
し
て
の
「
趣
向
」
を

見
抜
い
て
み
た
い
と
お
も
う
。
た
だ
し
「
趣
向
」
が
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
含

ん
だ
秘
さ
れ
た
意
図
で
あ
る
以
上
、
そ
の
作
品
の
「
趣
向
」
の
認
定
は
憶
測
の

範
疇
を
出
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
こ
と
だ
け
は
ま
ず
初
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
実
際
に
春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
の
「
趣
向
」
を
探
り

出
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
最
初
に
そ
の
候
補
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
の
が
、
先
述
し
た
「
蛸
と
海

女
」
の
画
図
群
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
「
蛸
」
と
「
海
女
」
の
組
み
合
わ

せ
そ
の
も
の
が
す
で
に
「
趣
向
」
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
た
と
え
ば

重
政
画
《『
謡
曲
色
番
組
』》
は
、
謡
曲
『
海
人
』
の
「
世
界
」
に
、
義
信
画
・

春
信
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
を
「
趣
向
」
と
し
て

用
い
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
複
雑
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
江
戸
時
代
の
人
び
と
は
「
蛸
」
を
人
を
襲
う
怪
物
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
き
た
。

現
に
、
近
世
期
に
お
い
て
「
人
を
取
る
蛸
」
の
奇
談
が
描
か
れ
た
図
像
が
い

く
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
黄
表
紙
『
鮹
入
道
佃
沖
』（
天
明

五
年
〔
一
七
八
五
〕）
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
（
図
９
）。
こ
の
画
図
は
喜
多
川
歌

麿
の
筆
に
よ
る
も
の
だ
が
、
佃
沖
の
漁
師
が
大
蛸
に
肝
を
吸
い
取
ら
れ
る
場
面

が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
詞
書
き
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

む
か
し

昔

）

つ
く
だ
嶋

佃

嶋

）

の
を
き

沖

）

に

大
き
な
る
た
こ

蛸

）

あ
り
て

り
や
う
し

漁

師

）

の

ふ
ね

舟

）
を
め
か
け

め

が

け

）

人
を
す
い
こ
み

吸

い

込

み

）

き
も

肝

）
を
と
り
て

取

り

て

）
く
ひ
け
る

喰

い

け

る

）

此
事
た

び
〳
〵
に
て

あ
ま
た

数

多

）
の
り
や
う
し

漁

師

）
き
も

肝

）
を
ぬ
か
れ

抜

か

れ

）
け
れ
ば

そ
の
う
ち

は
り
や
う

漁

）

に
出
る
も
の
な
く

つ
く
だ
じ
ま

佃

嶋

）

の
身
つ
ぎ

継
ぎ
）

な
く

大
き
に

な
げ
き

嘆

き

）
け
る35

）

こ
こ
で
、
大
蛸
が
漁
師
を
襲
い
、
人
の
肝
を
取
っ
て
食
べ
る
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
奇
談
が
ま
こ
と
し
や
か
に
市
井
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
草
書
の
以
下
の
記
述
が
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
と
え

ば
『
本
朝
食
鑑
』（
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕）
に
は
「
大
者
八
九
尺
、
及
一
二

36



丈
、
若
斯
者
長
足
巻

取
人

、
入

水
而
食
」
と
記
さ
れ
て
お
り36

）
、『
大
和
本

草
』（
宝
永
六
年
〔
一
七
〇
九
〕）
に
は
「
諸
州
ニ
テ
大
ダ
コ
人
ヲ
ト
ル
事
ア
リ
」

と
記
さ
れ
て
い
る37

）
。
こ
の
虚
構
と
も
い
え
る
「
蛸
」
の
認
識
が
、
江
戸
時
代
の

食
物
図
鑑
に
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
当
時
の
人
び
と
は
そ
の
奇
談
を
そ
の
ま
ま
真

実
と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
と
く
に
興
味
深
い
の
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』
の
「
章
魚
」
に
関
す
る
叙
述
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、﹇

章た

魚こ
﹈

（
省
略
）

又
北
国
邊
の
物
至
て
大
な
り
。
大
抵
八
九
尺
よ

り
一
、
二
丈
に
し
て
や
や
も
す
れ
ば
人
を
巻
き
て
取
て
食
ふ
。
其
足
の
疣

ひ
と
の
肌
膚
に
あ
た
れ
ば
血
を
吸
う
こ
と
甚
は
だ
急
に
し
て
、
乍
ち
斃
る
。

犬
鼠
猿
馬
を
捕
る
に
も
亦
然
り38

）
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
北
国
周
辺
に
い
る
大
蛸
は
、
人
を
巻
い
て
取
っ
て
食
べ

る
と
い
う
。
さ
ら
に
血
を
吸
い
取
り
、
犬
や
馬
な
ど
の
動
物
ま
で
捕
ら
え
る
と

い
う
。
ま
っ
た
く
化
物
の
よ
う
な
「
蛸
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
項

目
で
お
も
し
ろ
い
の
が
、
そ
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
10
）。「
越
中
滑
川
之
大
蛸
」

と
記
さ
れ
た
挿
絵
に
は
、
川
で
漁
を
す
る
漁
師
が
漁
船
ご
と
大
蛸
に
襲
わ
れ
る

シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
川
に
大
蛸
が
い
る
こ
と
自
体
が
虚
構
な

の
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
こ
の
挿
絵
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
は
、
一

枚
の
画
の
な
か
に
「
虚
構
と
し
て
の
日
常
」（
上
部
）
と
「
実
像
と
し
て
の
日

常
」（
下
部
）
が
同
時
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
雲
の
表
象
を
仕
切
板
と

し
て
、
上
部
に
は
大
蛸
と
争
う
漁
師
の
勇
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
下
部
に
は
旅

図９ 喜多川歌麿画 『鮹入道佃沖』
（国立国会図書館蔵）

図10 『日本山海名産図会』（『近世歴史資料集成
第二期第一巻』 科学書院 1992年>より転載）
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人
が
行
き
交
う
日
常
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
上
部
の
場
面
で
は
、
大
蛸

の
足
が
漁
師
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
一
方
、
下
部

の
場
面
で
は
、「
酒
蛸
」
の
店
先
に
そ
の
切
断
さ
れ
た
蛸
の
足
が
つ
り
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
街
道
沿
い
の
店
の
軒
先
に
吊
ら
れ
た
蛸
の
足
が
漁

師
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
た
物
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
虚
実
の
事
柄
が
混
在
し
た
見
識
が
諸
文
献
に
堂
々
と
記
載
さ
れ

る
こ
と
が
近
世
文
化
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、「
人
を
取
る
蛸
」
の
認
識

に
つ
い
て
は
、
本
草
書
の
記
述
が
先
か
、
そ
れ
と
も
巷
間
に
流
布
し
た
伝
聞
が

先
か
、
そ
の
辺
り
の
事
情
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、

大
蛸
は
人
や
動
物
を
襲
い
、
そ
の
血
や
肝
を
好
ん
で
吸
い
取
る
と
い
う
記
述
の

多
さ
か
ら
、
こ
う
し
た
伝
聞
・
奇
談
が
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
あ
い
だ
で
広
が

っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る39

）
。

さ
て
、
話
を
「
人
を
取
る
蛸
」
の
図
像
表
現
に
戻
す
が
、
極
め
て
単
純
に
黄

表
紙
の
図
像
《『
鮹
入
道
佃
沖
』》
と
、
春
画
・
艶
本
の
図
像
《「
蛸
と
海
女
」》

を
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
違
い
は
そ
こ
に
性
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
で

あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
か
ら
性
的
表
現

を
抜
き
取
れ
ば
、
双
方
の
図
像
は
と
も
に
「
人
を
取
る
蛸
」
の
咄
を
図
像
化
し

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
そ
の
「
人
を
取
る
蛸
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
蛸
」
に
付
随
し
た
奇
怪

な
る
イ
メ
ー
ジ
を
通
り
越
し
、
烏
滸
者
と
し
て
人
を
奪
う
「
笑
ひ
」
の
対
象
と

な
る
。
た
と
え
ば
名
所
図
の
名
手
で
あ
っ
た
上
方
の
竹
原
春
潮
斎
は
『
鳥
羽
絵

欠
び
留
』（
初
版
享
保
五
年
〔
一
七
二
〇
〕）
と
い
う
版
本
に
、
ま
な
板
の
う
え
の

蛸
が
逆
に
板
前
を
奪
お
う
と
す
る
戯
画
を
描
い
て
い
る
（
図
11
）。
ほ
か
に
も

蛸
が
人
に
取
り
付
く
戯
画
は
『
滑
稽
浪
花
名
所
』
な
ど
の
錦
絵
に
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
人
を
取
る
蛸
」
の
奇
談
が
市
井
に
流
布
す
る
こ
と
で
、
化
物

と
し
て
の
蛸
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
り
出
さ
れ
、
そ
の
一
方
で
図
像
表
現
の
上
で

は
、
化
物
と
し
て
の
蛸
を
道
化
者
の
蛸
に
顚
倒
さ
せ
る
こ
と
で
「
笑
ひ
」
を
演

出
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
近
世
期
の
蛸
に
ま
つ
わ
る
図
像
表
現
史
の
流
れ
の
な
か
か
ら
春

画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
黄
表
紙
や
鳥
羽
絵
と
同
様
の

文
脈
か
ら
、
当
時
、
巷
間
に
流
布
し
た
「
人
を
取
る
蛸
」
の
奇
談
を
「
趣
向
」

と
し
て
取
り
扱
い
、
そ
の
「
趣
向
」
を
物
語
世
界
に

つ
際
に
、
人
を
取
る
蛸

の
殺
戮
行
為
を
女
人
と
戯
れ
る
蛸
の
性
行
為
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
春
画
・
艶

図11 竹原春潮斎画『鳥羽絵欠び留』（東北大狩
野文庫蔵）
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本
的
な
性
表
現
の
「
笑
ひ
」
を
演
出
し
た
と
い
え
よ
う
。

２

女
を
取
る
蛸
の
咄

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
「
人
を
取
る
蛸
」
の
咄
の
図
像
表
現
へ
の
展
開
に
つ
い

て
見
て
き
た
が
、
次
に
、
こ
の
奇
談
的
要
素
が
浮
世
草
子
の
な
か
に
描
か
れ
て

い
る
例
を
見
て
み
た
い
。
西
鶴
の
後
継
者
と
さ
れ
る
北
條
團
水
の
『
色
道
大

鼓
』（
貞
享
四
年
〔
一
六
八
七
〕「
巻
五
・
女
房
三
人
の
行
衛
」）
に
大
き
な
蛸
入
道

が
女
性
を
連
れ
去
る
民
間
奇
談
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
先
達
の
研
究
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る40

）
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
記
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

遠
江
の
国
に
、
住
鍬
祖
父
と
い
う
男
が
い
た
。
夫
婦
が
楽
に
暮
ら
す
以
上
の

蓄
え
は
な
く
、
六
十
歳
に
な
っ
た
が
、
前
の
女
房
は
ふ
た
り
と
も
ど
こ
か
へ
い

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
三
人
目
の
女
房
も
、
男
が
畑
に
出
て
い
る
あ
い
だ
に

ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
。
住
鍬
祖
父
は
悲
し
み
、
同
じ
里
の
男
た
ち
が
、

松
明
を
焚
い
て
海
辺
を
捜
し
歩
い
た
。
そ
し
て
、
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

榎ゑ
の
潟かた
の
岸きし
根
に
。
か
な
し
や
と
女
の
声
た
つ
る
を
聞
て
。
其
方
を
尋
ね

見
る
に
。
七
尺
ば
か
り
の
入
道
女
を
脇わき
に
は
さ
み
て
逃にげ
行
を
。
あ
た
り
に

声
合
せ
て
頼
み
。
十
四
五
人
熊くま
手
棒ぼう
山
拐あふこも
つ
て
た
ゝ
き
ふ
せ
。
ま
づ
女

を
と
り
か
へ
し
見
れ
ば
か
た
息いき
に
な
つ
て
。
前
わ
た
り
は
や
子
を
産うみ
し
程

そ
こ
ね
て
か
な
し
。
気
付
水
の
ま
せ
て
や
う
〳
〵
に
引
た
て
。
さ
て
此
入

道
を
よ
く
見
れ
ば
海
に
す
む
大
蛸たこ
な
り41

）
。

な
ん
と
大
蛸
が
、
そ
の
女
房
を
奪
い
取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
12
）。
里

人
は
そ
の
蛸
を
棒
で
叩
き
殺
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
住
鍬
祖
父
が
こ

れ
ま
で
の
女
房
も
お
前
の
仕
業
か
と
入
道
に
問
え
ば
、
い
ま
ま
で
奪
い
取
っ
た

女
の
数
を
答
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
蛸
は
里
人
に
よ
っ
て
伐
ち
捨
て
ら
れ
、

そ
の
場
所
に
い
ま
蛸
塚
が
の
こ
る
と
い
う
。
最
後
は
、
民
間
に
流
布
す
る
「
蛸

塚
」
の
由
来
譚
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
が
、
浮
世
草
子
が
リ
ア
リ
ズ
ム
を
演

出
す
る
た
め
に
市
井
に
流
布
す
る
民
談
を
創
作
世
界
に
用
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
お
そ
ら
く
蛸

に
付
随
す
る
好
色
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
こ
の
よ
う
な
民

間
奇
談
を
生
み
出
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
故
事

譚
が
『
色
道
大
鼓
』
と
い

う
世
上
の
色
事
を
テ
ー
マ

に
し
た
浮
世
草
子
に
挿
入

さ
れ
て
い
た
、
ま
さ
に
こ

の
点
に
こ
そ
、
春
画
・
艶

本
（「
蛸
と
海
女
」）
の
趣

向
作
意
の
源
流
を
見
る
の

図12 北條團水 『色道大鼓』（『北條團水集 第一巻』〔古典文庫
1980年〕より転載）

39

海女にからみつく蛸の系譜と寓意



で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
浮
世
草
子
と
春
画
・
艶
本
が
、
単
に

「
大
蛸
が
女
性
を
奪
う
」
と
い
う
意
味
レ
ベ
ル
の
類
似
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
民
間
奇
談
を
「
趣
向
」
と
し
て
用
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
創
作

意
図
や
表
現
構
成
に
お
い
て
も
非
常
に
似
通
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
仮

に
春
画
・
艶
本
が
そ
の
創
作
意
図
と
し
て
『
色
道
大
鼓
』
の
挿
話
を
用
い
た
と

し
て
も
、
こ
れ
ら
の
民
間
奇
談
が
「
蛸
と
海
女
」
の
画
図
に
「
趣
向
」
と
し
て

用
い
ら
れ
た
表
現
構
造
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

３

性
器
と
し
て
の
蛸

も
っ
と
も
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、「
蛸
」
そ
の
も
の
が
つ
ね
に
好
色
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
好
色
本
（
浮
世
草
子
等
）
的

文
芸
様
式
か
ら
春
画
・
艶
本
的
図
像
様
式
へ
性
の
表
現
の
流
行
が
移
り
変
わ
る

ち
ょ
う
ど
交
接
点
に
あ
た
る
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』（
吉
田

半
兵
衛
画

貞
享
三
年
〔
一
六
八
六
〕）
に
は
、「
章
魚
開
」（
た
こ
つ
び
）
な
る
一

項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
書
物
は
『
訓
蒙
図
彙
』

（
中
村

斎
）
の
博
物
学
的
な
図
鑑
形
式
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
「
性
」
に
関
す

る
百
科
事
典
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
「
章
魚
開
」
な
る
女
性
器
が
絵
入
り
で
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
女
性
器
を
「
蛸
」
に
見
立
て
た
よ
う
で
、
吸

い
つ
く
よ
う
な
女
性
器
を
「
蛸
」
や
「
蛸
壺
」
と
言
い
表
し
た
。

じ
っ
さ
い
に
春
画
・
艶
本
の
な
か
に
は
「
蛸
開
」
や
「
蛸
な
す
び
」
と
い
う

言
葉
が
女
性
器
の
隠
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
渓
斎
英
泉
の
艶

本
『
絵
本
美
多
礼
嘉
見
』（
文
化
十
二
年
〔
一
八
一
五
〕）
に
は
、
女
性
器
を
次

の
よ
う
に
形
容
し
て
い
る
。

〔
蛸たこ
毬ぐり
児じ
〕

多た
子こぎ
玉よく
門
は
世よ
に
云いう
巾きん
着ちやくぼ
〳
〵
の（に）
類るひ
す

毛け
も
ほ
ど
よ

く
は
へ
出いで

常つね
にう
温るおいあ
つ
て

熱ねつ
気き
つ
よ
く

塵ま
物ら
を
入い
れ
る
時とき
は

い

ぼ
の
如ごと（く）の
者もの

多お
くゝ

有あつ
て

ま
ら
を
吸すい
込こむ

深
突

ふかくつく
時とき
は

小
宮
こ
つ
ぼ

ひ
ら

き
て

亀かり
頭あたはに
お
〳
〵
い
か
ぶ
さ
る
上
品

しやうもの
也なり
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そ
の
ほ
か
、
川
嶋
信
清
の
艶
本
『
好
色
松
の
香
』（
刊
年
不
明
）
に
は
「
是

は
飯いゝ
蛸だこ
と
い
ふ
も
の
に
て

後ご
家け
の
海かい
中ちう
に
く
い

喰
い
）

付つき
居ゐ
た
り
け
り

こ
れ
ぞ
蛸たこ

開
の
は
じ
め
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り43

）
、
歌
川
国
芳
の
艶
本
『
葉
奈
伊
嘉
多
』

（
天
保
三
年
〔
一
八
三
二
〕）
に
は
「
ど
う
も
ゑ
も
い
は
れ
ぬ

云

わ

れ

ぬ

）

妙みやう
〳
〵
開かい
ゆ
へ
（ゑ）

眼め
が
さ
め
た
ら

醒

め

た

ら

）
ま
ゝ
の
皮かハ
と
二
三
遍べん
出だ
し
入いれ
す
る
と
中なか
指ゆび
が
勘かん
甚ぢん
の
所ところへ
吸すひ
付つい

て
ぬ
け

抜
け
）

ぬ
ゆ
へ（ゑ）
さ
て
こ
そ
蛸たこ
開つび
一いち
物もつ
で
は
こ
ら
へ
て
は
居ゐ
ら
れ
ぬ
は
づ（ず）」
と

の
記
述
も
み
ら
れ
る44

）
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
、「
蛸
」
そ
の
も
の
が

「
女
性
器
」
を
示
す
「
記
号
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

「
蛸
」
は
粘
液
を
伴
う
そ
の
柔
軟
な
姿
態
か
ら
、
古
今
和
洋
問
わ
ず
、
好
色

性
を
象
徴
す
る
生
き
物
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る45

）
。
こ
う
し
た

「
蛸
」
と
「
性
」
が
重
な
る
普
遍
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
背
景
に
は
、

や
は
り
「
蛸
」
に
備
わ
る
吸
引
性
の
生
物
機
能
が
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
実
見
で
き
る
蛸
の
機
能
が
男
性
器
を
引
き
込
ん
で
し
ま
う
女
性
器
の
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イ
メ
ー
ジ
と
容
易
に
結
び
つ
き
、「
蛸
」
が
女
性
器
を
示
す
「
記
号
」
と
し
て

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
「
蛸
」
に
は
、
巷

談
・
民
話
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
・
馬
・
牛
ま
で
も

み
込
ん

で
し
ま
う
怪
奇
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
男
性
器
を
引
き

込
む
女
性
器
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
巷
談
・
民
話
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

吸
引
恐
怖
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
合
い
、
そ
の
結
果
、「
蛸
開
」
な
る
虚
構
の

表
象
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
な
れ
ば
、「
蛸
開
」
と
は
世
俗
に
蔓
延
す
る
「
蛸
」
に
ま
つ
わ
る
イ
メ
ー

ジ
が
共
同
幻
想
的
に
凝
固
す
る
こ
と
で
つ
く
り
出
さ
れ
た
性
・
怪
折
衷
の
「
記

号
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四

蛇
が
蛸
に
な
る
咄

１

海
女
を
追
い
か
け
る
「
大
蛇
」

先
ほ
ど
、
ひ
と
つ
の
作
品
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
「
趣
向
」
が
存
在
す
る
と

述
べ
た
。
既
存
の
作
品
か
ら
「
趣
向
」
を
探
る
行
為
と
は
、
あ
る
事
柄

巷

談
・
物
語
・
記
事
・
事
象
な
ど

が
、
そ
の
作
品
に
と
っ
て
「
趣
向
」
で
あ

る
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
趣
向
」
探
し
は
、
ひ
と
つ
の

実
態
・
実
証
の
把
握
で
は
な
く
、
そ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
「
趣
向
」
の
可
能

性
を
広
角
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、「
趣
向
」
を
探

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
ま
た
多
様
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
の
人
び
と

も
、
ひ
と
つ
の
作
品
に
お
い
て
作
者
が
意
図
し
た
趣
向
作
意
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
読
み
解
く
こ
と
を
愉
し
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
近
世
中
期
の
江

戸
町
人
文
化
に
お
い
て
、
皆
で
錦
絵
の
創
作
意
図
を
さ
ぐ
る
見
立
絵
解
会
が
流

行
し
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

そ
こ
で
先
に
、
春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
の
趣
向
性
に
つ
い
て
「
人
を

取
る
蛸
」
の
奇
談
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
巷
談
・
民
話

が
「
趣
向
」
と
し
て
含
ま
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
考
察
へ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
ず
は
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
の
次
の

部
分
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
舞
曲
テ
キ
ス
ト
の
「
海
女
が
玉
殿
か
ら
宝
珠

を
奪
い
取
る
場
面
」
で
は
、「
玉
を
守まぼ
る
小
竜
王
、
此
の
由
を
見
付
け
、
跡あと
を

求
め
て
追
ふ
事
は
、
只
、
三みつ
羽ば
の
征そ
矢や
を
射
る
ご
と
し
。
既
に
は
や
、
こ
の
綱

残
り
少
な
く
見
え
し
時
、
船
中
の
人
々
、「
あ
は
や
、
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
は
。

取
り
上
げ
よ
」
と
下
知
す
る
に
、
海
女
の
跡
に
つ
い
て
、
一
つ
の
大
蛇
追
う
て

来
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
海
女
を
襲
う
怪
物
が
、

竜
宮
を
司
る
大
龍
王
（「
龍
神
」）
で
は
な
く
、
玉
殿
の
宝
珠
を
守
衛
す
る
小
龍

王
で
あ
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
小
龍
王
は
「
大
蛇
」
と
し
て
言
語
表
現
化

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
大
職
冠
』（
テ
キ
ス
ト
）
の
物
語
世
界
で
は

海
女
を
追
走
し
た
怪
物
が
、
小
龍
王
と
し
て
の
「
蛇
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。こ

の
大
蛇
が
海
女
に
迫
る
言
語
表
現
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、

先
に
紹
介
し
た
大
職
冠
図
屛
風
や
絵
巻
の
図
像
の
読
み
解
き
に
関
わ
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
図
像
表
現
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
怪
物
の
姿
を
二
本
角
が
あ
り
、
長

41

海女にからみつく蛸の系譜と寓意



い
髭
を
持
ち
、
鱗
に
覆
わ
れ
た
「
龍ドラ
神ゴン
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
い
て
い
る
（
図

７
）。
た
だ
し
、
そ
の
「
龍ドラ
神ゴン
」
な
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が

「
龍
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
で
き
る
範
疇
で
の
認
識
で
し
か
な
い
。
果
た
し

て
江
戸
時
代
の
人
び
と
が
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
図
像
を
「
龍ドラ
神ゴン
」

と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
は
や
や
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
も
、
江
戸
期
の
百
科

事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
五
年
〔
一
七
一
五
〕）
に
は
「
龍
蛇
部
」
で

「
然
モ

龍
蛇
本
一
類
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に46

）
、
江
戸
時
代
は
「
龍
」
も

「
蛇
」
も
同
種
の
生
き
物
と
し
て
一
括
り
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
古
今
の
典
籍
か
ら
諸
国
の
怪
談
・
奇
談
を
集
め
た
『
大
和
怪
異
記
』

（
宝
永
五
年
〔
一
七
〇
八
〕）
の
「
龍
屋
敷
よ
り
あ
が
る
事
」
の
項
で
は
、「
か
の

蛇
、
終
に
竹
の
す
え
よ
り
一
尺
ば
か
り
、
ひ
ら
〳
〵
と
は
な
れ
の
ぼ
る
と
み
え

し
よ
り
、
黒
雲
た
ち
ま
ち
お
ほ
ひ
雨
ふ
り
風
は
げ
し
け
れ
ば
、
み
る
べ
き
や
う

も
な
く
し
て
戸
を
た
て
て
内
に
い
る
。
し
ば
ら
く
有
て
雨
風
や
み
し
と
き
、
近

隣
よ
り
使
を
つ
か
は
し
て
、「
足
下
の
屋
敷
よ
り
、
た
ゞ
い
ま
龍
あ
が
り
ぬ
。

家
内
別
条
な
き
や
」
と
と
ふ
」
と
し
て
、
小
さ
な
蛇
が
屋
敷
下
か
ら
黒
雲
と
と

も
に
昇
天
し
て
龍
と
な
る
咄
が
記
さ
れ
て
い
る47

）
。

現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
「
龍
」
と
「
蛇
」
を
明
確
に
区
別
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
百
科
事
典
の
こ
れ
ら
の
記
述
を
参
考
に
す
る

限
り
、「
龍
」
の
言
語
化
に
あ
た
っ
て
「
蛇
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
逆
に
「
蛇
」
の
言
語
化
に
あ
た
っ
て
「
龍
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
え
よ

う
。
ひ
る
が
え
っ
て
言
え
ば
、
一
般
に
わ
れ
わ
れ
が
想
い
描
く
「
龍
」
の
イ
メ

ー
ジ
の
表
象
も
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
「
蛇
」
と
い
う
語
彙
か
ら
連
想
さ
れ

る
認
識
の
も
と
で
図
像
化
さ
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
大
職
冠
』
が
描
か
れ
た
屛
風
図
や
絵
巻
を
眺
め

て
み
る
な
ら
ば
、『
大
職
冠
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
玉
殿
を
守
護
す
る
「
大
蛇
」

（
小
龍
王
）
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
海
女
を
追
う
怪
物

の
表
象
は
「
大
蛇
」
と
い
う
言
葉
を
視
覚
的
に
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
怪
物
の
表
象
は
竜
宮
を
司
る
「
龍
神
」（
大
龍
王
）

を
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
玉
殿
の
宝
珠
を
守
る
「
大
蛇
」（
小
龍
王
）
を
描

い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
視
座
は
次
節
で
記
す
「
蛸
」
と
「
蛇
」
が
重
ね
ら
れ

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
変
相
奇
談
の
趣
向
性
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

２

蛇
が
蛸
に
な
る
咄

と
こ
ろ
で
、
貞
門
派
の
俳
人
荻
田
安
静
が
世
俗
に
流
布
す
る
怪
談
・
奇
談
を

集
め
そ
の
弟
子
が
公
刊
し
た
『
宿
直
草
』（
延
宝
五
年
〔
一
六
七
七
〕）
と
い
う

雑
談
集
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
蛸
も
恐
ろ
し
き
も
の
な
る
事
」（
巻
五
の
六
）

と
題
し
た
「
蛸
」
と
「
蛇
」
が
争
う
咄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
咄
で
は
、

「
蛇
」
が
松
の
木
に
絡
み
つ
き
尾
を
海
面
に
浸
し
て
「
蛸
」
を
釣
ろ
う
と
す
る

が
、
か
え
っ
て
蛸
の
腕
の
引
力
で
海
へ
引
き
込
ま
れ
る
状
況
が
臨
場
感
あ
ふ
れ

る
筆
致
で
記
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
争
い
は
「
蛇
の
運
の
尽
き
、
纏
ひ
し

松
が
枝
、
元
よ
り
折
れ
て
木
共
に
海
中
に
入
る
。「
あ
は
」
と
云
ひ
し
が
、
し
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ば
し
は
松
も
浮
き
沈
み
せ
し
が
、
蛇
は
終つい
に
揚
が
ら
ず
。
稍やや
し
て
枝
の
み
浮
き

て
果
て
ぬ
」
と48

）
、「
蛸
」
の
勝
利
と
な
る
。
ま
た
こ
の
咄
に
は
、
佐
賀
藩
鍋
島

家
の
何
某
の
語
り
と
し
て
「
三
尺
ば
か
り
の
蛇へび
、
半
分
程
海
へ
つ
か
り
居
た
る

が
、
何
時
い
つ

の
間
に
か
手て
長なが
蛸
に
な
り
て
入
り
ぬ
。
そ
れ
よ
り
蛸
を
食く
は
ず
」
と
、

「
蛇
」
が
「
蛸
」
に
な
る
変
相
奇
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
る49

）
。

も
っ
と
も
、
こ
の
蛇
蛸
化
身
譚
は
織
豊
期
の
末
に
編
ま
れ
た
『
義
残
後
覚
』

（
文
禄
五
年
〔
一
五
九
六
〕）
の
「
大
蛸
の
事
」
に
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
先
行
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
お
り50

）
、『
宿
直
草
』
の
叙
述
も
、
こ
の
豊
臣
秀

次
の
お
伽
衆
が
編
ん
だ
雑
話
集
を
参
考
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
咄
は
、
近
世
期
に
お
い
て
比
較
的
よ
く
知

ら
れ
た
変
相
奇
談
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
和
漢
典
籍
や
本
草
学
の
書
物
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
五
年
〔
一
七
一
五
〕）
の

「
石
距
」
に
は
「
ク

蛇チナハ
入
テ

江

海
二

変
ス

石
距
ニ

人
有
リ

見
タ
ル

其
半
変
ナ
ル
ヲ

者

故
多

食
ヘ
ハ

則
今
為
」
と
記
さ
れ
て
お
り51

）
、
あ
る
い
は
『
重
修
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享

和
三
年
〔
一
八
〇
三
〕）
で
は
「
雲
州
及
讃
州
ニ
テ
ハ
石
距
ハ
蛇
ノ
化
ト
コ
ロ
ト

云
フ

蛇
化
ノ
コ
ト
若
州
ニ
多
シ
。

前
ニ
テ
ハ
イ
ヽ
ダ
コ
ノ
九
足
ナ
ル
者
は

蛇
化
ト
云
。
八
足
ノ
正
中
ニ
一
足
ア
ル
ヲ
云
」（
巻
之
四
十
「
章
魚
」）
と
記
さ

れ
て
い
る52

）
。
そ
こ
に
は
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
咄
が
あ
た
か
も
博
物
誌
学
の
見
識

と
し
て
各
項
目
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
知
識
化
し
た
奇
談
が
、
江
戸
の
知
識
人
た
ち
の
勉
学
趣
味
を
通

じ
て
、
本
草
書
か
ら
随
筆
集
へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
近
世
期
の
随
筆
類
に
は
、

こ
の
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
咄
が
じ
つ
に
様
々
な
と
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

た
め
し
に
そ
の
な
か
の
二
例
ほ
ど
を
紹
介
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
『
閑
田
耕

筆
』（
寛
政
十
一
年
〔
一
七
九
九
〕）
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

章タ
魚コ
の
内
に
、
あ
る
ひ
は
蛇
の
化
す
る
も
の
有
と
い
ふ
。
あ
る
人
の
話
に
、

越
前
に
て
大
巖
に
ふ
れ
て
尾
を
裂サキ
き
た
る
が
、
つ
ひ
に
脚
に
成
た
り
。
其

間
、
時
を
う
つ
せ
し
と
い
へ
り
し
。
又
使
し
僕
も
彼
国
の
者
に
て
、
是
は

山
よ
り
小
蛇
あ
ま
た
下
り
来
て
水
際
に
漬ヒタ
り
、
小
石
に
ふ
れ
、
漸
々
に
化

し
て
水
に
入
た
り
と
い
ひ
き
、
彼
辺
に
て
は
折
々
有
事
な
ら
し53

）
。

ま
た
、
曲
亭
馬
琴
の
『

園
小
説
』（
文
政
八
年
〔
一
八
二
五
〕）
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
と
き
蛇
は
、
岩
角
に
し
は
〴
〵
そ
の
身
を
う
ち
つ
け
し
を
、
い
と
あ

や
し
と
見
る
程
に
、
蛇
の
尾
は
、
忽
に
い
く
す
ぢ
に
か
裂
け
た
る
が
、
そ

の
ほ
と
り
の
海
水
は
た
ち
ま
ち
黄
色
に
な
り
し
と
ぞ
。
さ
り
け
れ
ど
も
驚

き
お
そ
れ
ず
、
猶
し
も
取
り
な
逃
が
し
そ
と
て
、
終
に
う
ち
殺
し
て
け
り
。

扨
引
き
あ
げ
て
よ
く
見
る
に
、
そ
の
蛇
、
既
に
蛸
に
変
じ
裂
け
た
る
処
は
、

足
に
な
り
て
イボ

さ
へ
は
や
く
い
で
来
た
る
に
、
頭
も
は
じ
め
の
蛇
に
似
ず
。

俄
に
ま
ろ
く
ふ
く
だ
み
て
、
さ
な
が
ら
蛸
に
異
な
ら
ず
。（「
蛇
化
し
て
為

蛸54
）

」）

43

海女にからみつく蛸の系譜と寓意



ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、『

埃
随
筆
』『
中
陵
漫
録
』『
倭
訓
栞
』

『
想
山
著
聞
奇
集
』
な
ど
の
随
筆
集
・
雑
話
集
に
は
同
種
の
咄
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

本
来
は
巷
間
に
流
布
す
る
話
題
で
あ
っ
た
は
ず
の
奇
談
・
怪
談
が
、
本
草
書

の
記
述
を
通
じ
て
博
物
誌
学
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
噂
話

が
あ
た
か
も
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
知
識
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の

合
理
化

さ
れ
た
知
識
を
近
世
期
の
学
者
や
文
人
た
ち
が
享
受
し
、
自
ら
の

著
作
に
叙
述
す
る
こ
と
で
、
ふ
た
た
び
人
び
と
の
脳
裏
に
確
か
な
る
事
実
と
し

て
浸
透
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ

と
で
、「
蛸
」
と
「
蛇
」
は
重
ね
ら
れ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
春
画
・
艶
本
の
「
蛸
と
海
女
」
が
描
か
れ
た
近
世
後
半
の

時
代
に
は
、
す
で
に
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
咄
は
、
い
わ
ば
民
衆
の

常
識

と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る
巷
説
で
あ
り
、

か
つ
江
戸
の
人
び
と
が
好
ん
だ
万
物
変
化
の
変
相
奇
談
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の

話
題
が
「
趣
向
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め
に
は
、
あ
と
は
戯
作
者
や
浮
世
絵

師
た
ち
の
巧
妙
な
機
知

テクニツク
を
待
つ
だ
け
で
よ
か
ろ
う
。

３

小
龍
王
か
ら
蛸
へ
の
「
笑
ひ
」

そ
れ
で
は
、
そ
の
戯
作
者
や
浮
世
絵
師
た
ち
の
巧
妙
な
機
知

テクニツク
と
は
何
か
。

「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
咄
が
、
春
画
・
艶
本
「
蛸
と
海
女
」
の
「
趣
向
」
と
な
る

プ
ロ
セ
ス
を
探
り
出
し
て
み
た
い
と
思
う
。

先
に
、
幸
若
舞
曲
『
大
職
冠
』
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
海
女
を
追
い
か
け

る
小
龍
王
が
「
大
蛇
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
ま
た
、

近
世
前
期
の
大
職
冠
図
屛
風
群
に
描
か
れ
た
海
女
を
襲
う

怪
物

の
図
像
が
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
「
大
蛇
」
と
い
う
言
葉
を
表
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も

述
べ
た
。

そ
こ
で
、
大
職
冠
図
群
の
画
図
（
図
７
）
と
、
た
と
え
ば
重
政
画
の
「
蛸
と

海
女
」《『
謡
曲
色
番
組
』》（
図
２
）
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
両
画
図
の
最

も
顕
著
な
差
異
は
、
海
女
を
襲
う

怪
物

が
、「
大
蛇
」
で
あ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
「
蛸
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
違
い
で
あ
る
。

こ
の
違
い
が
表
現
の
顚
倒
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
「
笑
ひ
」

が
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
蛇
」
↓
「
蛸
」
へ
の
パ
ロ
デ
ィ
化

が
絵
師
の
偶
然
の
思
い
つ
き
で
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
春
画
・

艶
本
表
現
の
魅
力
が
潜
ん
で
い
る
。
絵
師
た
ち
は
、
よ
り
高
度
な
「
笑
ひ
」
を

演
出
す
る
た
め
に
「
大
蛇
」
↓
「
蛸
」
へ
の
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
を
お
こ
な
っ
た

が
、
そ
の
転
換
の
根
拠
と
し
た
の
が
、
先
に
紹
介
し
た
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
変

相
奇
談
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
、
そ
の
奇
談
を
海
女
の
珠
取
り
伝
承
の

「
世
界
」
を
揺
る
が
す
「
趣
向
」
と
し
て
自
ら
の
画
中
に
埋
め
込
ん
だ
と
い
え

よ
う
。

こ
の
、「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
か
ら
「
蛸
化
す
る
蛇
」
の
奇
談
を
「
趣
向
」

と
し
て
見
抜
い
た
と
き
、
そ
の
鑑
賞
者
は
春
画
・
艶
本
に
付
随
す
る
性
表
現
の
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「
笑
ひ
」
に
加
え
て
、
さ
ら
に
絵
師
の
巧
み
な
趣
向
作
意
を
見
抜
く
と
い
う
知

的
遊
戯
の
快
楽
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
そ
の
「
趣
向
」
が
絵
師
の
意

図
に
反
し
て
深
読
み
の
産
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
江
戸
の
知
識
人
た
ち
は
何

食
わ
ぬ
顔
を
し
て
、
自
ら
の
慧
眼
を
誇
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
と
「
趣
向
」
の

付
き
合
い
方
は
、
あ
く
ま
で
も
「
典
拠
で
あ
る
可
能
性
の
示
唆
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
考
証
学
な
ど
を
駆
使
し
て
、
作
者
の
仕
掛
け
た
意
図
を
探
り
当
て
た

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
絵
師
た
ち
は
そ
の
可
能
性
を
鑑
賞
者
に
気
づ
か
せ
る
た

め
の
様
々
な
細
工
を
ほ
ど
こ
し
た
。
こ
う
し
た
絵
師
と
鑑
賞
者
の
「
趣
向
」
を

め
ぐ
る
共
犯
関
係
の
な
か
で
、「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
は
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

あ
え
て
、
こ
れ
ら
の
画
図
か
ら
絵
師
の
独
創
性
を
探
り
出
す
な
ら
ば
、
先
行
す

る
大
職
冠
図
屛
風
の
図
像
を
性
秘
画
に
顚
倒
さ
せ
る
際
に
、「
人
を
取
る
蛸
」

や
「
蛸
化
す
る
蛇
」
な
ど
の
巷
談
・
奇
談
を
「
趣
向
」
と
し
て
用
い
た
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

現
代
人
の
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
古
い
画
図
か
ら
こ
う
し
た
「
趣
向
」
の

可
能
性
を
探
る
の
は
じ
つ
に
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
江
戸
時

代
の
人
び
と
は
、
む
し
ろ
そ
の
骨
の
折
れ
る
作
業
を
積
極
的
に
愉
し
ん
だ
で
あ

ろ
う
。
彼
ら
は
持
ち
前
の
知
的
好
奇
心
を
駆
使
し
て
、
絵
師
が
仕
組
ん
だ
巧
妙

な
手
口
を
得
意
気
に
な
っ
て
探
し
続
け
た
。
そ
し
て
絵
師
の
作
意
に
気
づ
い
た

と
き
、
彼
ら
は
そ
の
枕
絵
の
至
高
の
愉
し
み

「
笑
ひ
」

を
味
わ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。

な
お
補
足
す
る
と
、「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
が
描
か
れ
る
は
る
か
以
前
に
、

す
で
に
龍
王
と
蛸
は
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
落
語

の
原
点
と
も
い
わ
れ
る
安
楽
庵
策
伝
の
『
醒
睡
笑
』（
元
和
九
年
〔
一
六
二
三
〕）

に
は
、
次
の
よ
う
な
笑
咄
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

海
邊
の
者
山
家
に
聟
を
も
ち

音
信
に
蛸タコ
と
辛ニ
螺シ
と
蛤ハマ
利クリ
と
三
色
を
も
た

せ
や
り
た
り

其
文
を
よ
む
者
な
く

三
色
を
見
知
り
た
る
も
な
し

文
を
は

物
知
り
の

出
家
を
頼
み
て
き
け
や
と
て

わ
さ
と
遠
路
を
行
て
見
せ
け

れ
は
打
う
な
つ
き
て
い
ふ
様

何
も
音
信
の
物
は
な
い
か
と
い
ふ
こ
そ

三
色
迄
候
へ
共

其
物
を
も
見
知
ら
ぬ
ま
ゝ
是
へ
持
て
参
り
た
り
と
い
へ

は

一
目
見
む
と
て
見
れ
は

山
賤カツ
よ
り
も
猶
お
と
れ
り
去
と
も
口
は
か

し
こ
く
て

文
を
ひ
ろ
け
聟
殿
へ
申

む
す
め
の
大
切
さ
に

龍
王
の
へ

の
こ
根
こ
き
に
し
て
十
は
か
り

鬼
の
き
く
ぶ
し
三
十
斗

手
こ
ろ
の
つ

ふ
て
百
斗
り
三
い
ろ
と
も
に
山
海
の

物
と
そ
よ
み
け
る
（「
無
智
の
僧55

）
」）

江
戸
幕
府
が
誕
生
し
て
し
ば
ら
く
し
た
時
代
に
、
す
で
に
笑
咄
の
な
か
で

「
蛸
」
は
「
龍
王
の
男
根
」
と
し
て
人
び
と
に
笑
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
北
斎
画
か
ら
遡
れ
る
「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
表
現

に
つ
い
て
眺
望
し
て
き
た
。

本
論
に
お
い
て
は
、
近
世
期
の
芸
能
・
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
表
現
構
造
を
参
考
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に
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
春
画
・
艶
本
に
お
い
て
も
同
様
の
表
現
構
造
が
見
出

せ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
が
、
日
本
文

化
の
基
層
を
連
綿
と
流
れ
続
け
て
き
た
「
海
女
の
珠
取
り
伝
承
」
の
「
世
界
」

と
、
近
世
期
の
巷
間
に
流
布
し
た
「
人
を
取
る
蛸
の
咄
」
や
「
蛸
化
す
る
蛇
の

咄
」
の
「
趣
向
」
が
交
錯
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
縦
軸
と
横
軸
の
交
点
で
描
か
れ

た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
歴
史
軸
と
し
て

の
伝
承
世
界
に
、
時
世
軸
と
し
て
の
流
行
巷
談
を
は
め
込
ん
で
い
く
発
想
手
法

は
、
な
に
も
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
に
限
っ
た
表
現
技
法
で
は
な
く
、
そ
の
創
意
の

裾
野
は
春
画
・
艶
本
の
世
界
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
江
戸
時
代
の
人
び
と
の
目
線
に
立
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
幸
若
舞
曲
、
謡

曲
、
屛
風
画
に
描
か
れ
た
物
語
が
、
春
画
・
艶
本
の
世
界
で
ど
れ
だ
け
読
み
替

え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
「
性
」
へ
の
表
現
顚
倒
を
「
笑
ひ
」
と
し
て
愉
し

ん
だ
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
笑
ひ
」
は
比
較
的
容
易
に
判
断
で
き
る
第

一
義
的
な
「
笑
ひ
」
で
あ
る
。
知
的
好
奇
心
が
旺
盛
な
近
世
期
の
人
び
と
が
、

こ
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
「
笑
ひ
」
で
満
足
し
た
と
は
思
え
な
い
。
彼
ら
は
、

さ
ら
に
そ
の
上
の
「
笑
ひ
」
を
目
指
し
、
そ
の
表
現
が
物
語
の
「
世
界
」
か
ら

逸
脱
す
る
要
因
と
な
っ
た
「
趣
向
」
を
探
る
こ
と
を
愉
し
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
「
趣
向
」
を
見
つ
け
出
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
に
春
画
・
艶

本
の
最
上
の
「
笑
ひ
」
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
春
画
・
艶
本
文
化
は
、
単
に
性
表
現
の
み
を
扱
っ
て
き
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
創
作
志
向
の
背
後
に
は
、
時
世
に
流
行
し
た
巷
談
や
民
話
な

ど
、
実
に
多
様
な
文
化
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
、
北
斎
画
か
ら
遡
る
「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
に
限
っ
て
、「
世
界
」
と

「
趣
向
」
の
表
現
構
造
を
探
っ
て
み
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
近
世
期
に
刊
行
さ
れ

た
す
べ
て
の
春
画
・
艶
本
が
こ
う
し
た
表
現
構
造
に
従
っ
て
描
か
れ
て
い
る
か

と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
各
時
代
の
流
行
に
よ
っ
て
も
表
現
ス
タ
イ
ル
は

異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
絵
師
の
創
作
志
向
に
よ
っ
て
も
描
写
の
筆
法
は
異

な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
多
く
の
春
画
・
艶
本
が
「
世

界
」
や
「
趣
向
」
の
表
現
構
成
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
そ
う
し
た
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
な
ら
ば
、
菱
川
師
宣
の
艶
本

『
源
氏
き
や
し
や
枕
』（
延
宝
四
年
〔
一
六
七
六
〕）
で
は
、
紫
式
部
の
『
源
氏
物

語
』
の
「
世
界
」
に
、
性
行
為
を
暗
示
し
た
和
歌
の
「
趣
向
」
が
用
い
ら
れ
、

あ
る
い
は
月
岡
雪
鼎
の
艶
本
『
女
大
楽
宝
開
』（
宝
暦
元
年
〔
一
七
五
一
〕）
で

は
貝
原
益
軒
の
教
訓
書
『
女
大
学
宝
箱
』
の
「
世
界
」
に
、
男
女
の
色
事
の
所

作
を
示
し
た
「
趣
向
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勝
川
春
章
の
艶
本
『
浮

世
糸
具
知
』（
安
永
九
年
〔
一
七
八
〇
〕）
で
は
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
の

「
世
界
」
に
、
日
常
的
な
性
風
俗
の
「
趣
向
」
が
用
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
磯
田

湖
龍
斎
の
艶
本
『
色
物
馬
鹿
本
草
』（
安
永
七
年
〔
一
七
七
八
〕）
で
は
本
草
書

『
食
物
和
歌
本
草
増
補
』（
寛
文
七
年
〔
一
六
六
七
〕）
の
「
世
界
」
に
、
色
事
に

従
事
す
る
好
者
た
ち
の
「
趣
向
」
が
業
種
別
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
春
画
・
艶
本
の
世
界
で
も
、
幻
想
伝
承
や
怪
異
小
説
が
「
世
界
」
と

し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
巷
間
に
流
布
し
た
奇
談
・
怪
談
が
「
趣
向
」
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と
し
て
用
い
ら
れ
た
作
品
が
い
く
つ
か
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
渓
斎

英
泉
の
艶
本
『
画
図
玉
藻
譚
』（
天
保
元
年
〔
一
八
三
〇
頃
〕）
で
は
玉
藻
前
伝

承
の
『
三
国
妖
狐
伝
』（
初
演
文
化
四
年
〔
一
八
〇
七
〕）
が
「
世
界
」
と
し
て
用

い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
歌
川
国
貞
の
艶
本
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』（
天
保
八
年
〔
一

八
三
七
〕）
で
は
曲
亭
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
文
化
十
一
年
｜
天
保
十
三

年
〔
一
八
一
四
｜
一
八
四
二
〕）
が
「
世
界
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

勝
川
春
潮
の
艶
本
『
艶
図
美
哉
花
』（
天
明
七
年
〔
一
七
八
七
〕）
で
は
「
酒

童
子
説
話
」
が
「
趣
向
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
歌
川
国
貞
の
『
開
談
夜
之

殿
』（
文
政
九
年
〔
一
八
二
六
〕）
で
は
「
北
国
奇
談
」
が
「
趣
向
」
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
春
画
・
艶
本
は
、
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
、
戯
作
な
ど
他
の
文
芸
・

芸
能
分
野
と
の
文
化
的
相
互
作
用
を
通
じ
て
、
諸
分
野
の
創
作
志
向
を
積
極
的

に
取
り
込
み
な
が
ら
、「
世
界
」
と
「
趣
向
」
と
い
う
表
現
構
成
を
性
表
現
の

舞
台
で
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
の
独
自
性
を
活
か
し
て
き
た
と

い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、「
蛸
と
海
女
」
の
よ
う
な

性
怪
図

を
考

え
て
み
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
春
画
・
艶
本
に
妖
魔
や
狐
狸
が
「
性
」
の
虜
と
な
っ

て
い
る
図
像
が
描
か
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
お
の
ず
と
わ
か
る
に
ち
が

い
な
い
。
な
に
も
「
海
女
」
に
か
ら
み
つ
く
「
蛸
」
が
、
男
性
の
性
的
願
望
の

幻
影
と
し
て
そ
の
画
に
投
影
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た

男
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
「
蛸
」
に
託
し
た
見
方
も
考
え
ら
れ
る
が56

）
、「
蛸
と
海

女
」
の
春
画
は
も
う
す
こ
し
複
雑
な
創
作
意
図
を
含
ん
で
い
る
。

こ
と
に
こ
れ
ら
の
画
図
群
を
近
世
文
化
表
現
の
同
心
円
上
に
加
え
て
通
観
し

て
み
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
と

い
う
表
現
技
法
が
「
海
女
」
に
絡
み
つ
く
「
蛸
」
の
図
像
を
生
み
出
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
妖
魔
や
狐
狸
が
戯
れ
る
説
話
・
伝
承
が
、
あ
る
時
は
「
世
界
」

と
し
て
、
ま
た
あ
る
時
は
「
趣
向
」
と
し
て
、
性
表
現
の
舞
台
で
自
由
自
在
に

用
い
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、「
蛸
と
海
女
」
の
よ
う
な

性
怪
図

が
春
画
・
艶

本
に
含
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、「
蛸
と
海
女
」
の
春
画
表
現
は
、
北
斎
の
芸

術
的
創
意
性
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
ま
た
男
性
の
性
的
願
望
を
表

出
し
た
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
が
北
斎
画
（『
喜
能
会

之
故
真
通
』）
に
感
じ
て
い
た
東
洋
世
界
を
遠
望
す
る
頽
廃
的
な
エ
ロ
チ
シ
ズ

ム
の
魅
力
と
も
異
な
る
。
こ
の
図
像
表
現
の
創
作
意
図
は
極
め
て
整
合
性
に
富

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
不
動
の
「
世
界
」
を
揺
る
が
す
奇
抜
な
「
趣
向
」
が
、
理

路
整
然
と
極
め
て
ロ
ジ
カ
ル
に
、
こ
の
画
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
ま
さ
に
江
戸
の
人
び
と
は
、
そ
の
「
世
界
」
と
「
趣
向
」
の
演
出
か
ら

導
き
出
さ
れ
る
最
上
の
「
笑
ひ
」
を
愉
し
む
た
め
に
、
こ
の
画
を
手
に
取
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
春
画
・
艶
本
文
化
が
、
単
に
男
女
の
交
わ
り
の
み
を
、

そ
の
表
現
の
手
段
や
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
春
画
・
艶
本
文
化
の
捉
え
方
は
多
様
で
あ
る
。
理
想
化
さ
れ
た
美
し
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い
性
を
描
い
た
文
化
、
あ
る
い
は
、
自
慰
の
対
象
と
な
る
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

の
文
化
と
、
そ
の
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
北
斎
画
か
ら
み
る
「
蛸

と
海
女
」
の
画
系
譜
と
、
そ
の
図
像
分
析
を
通
じ
て
、
春
画
・
艶
本
文
化
の
新

た
な
見
方
を
こ
こ
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
ち
が
い
な
い
。

９
）辻
惟
雄
「
喜
能
会
之
故
真
通
」（
有
働
義
彦
編
『
江
戸
名
作
艶
本

五
』
学
習

研
究
社
、
一
九
九
六
年
、
三
頁
｜
六
頁
）

10
）

林
美
一
『
艶
本
研
究

北
斎
』
有
光
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
四
六
頁

11
）

辻
惟
雄
「
喜
能
会
之
故
真
通
」（
有
働
義
彦
編
『
江
戸
名
作
艶
本

五
』
学

習
研
究
社
、
一
九
九
六
年
、
三
頁
｜
六
頁
）

12
）
『
謡
曲
色
番
組
』
の
作
画
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
当
初
、
こ
の
艶
本

の
作
者
は
勝
川
春
章
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
研
究
で
は
こ
の
艶

本
の
作
者
は
北
尾
重
政
と
さ
れ
て
い
る
。

13
）

吉
田
暎
二
『
あ
ぶ
な
絵
（
上
巻
）』
緑
園
書
房
、
一
九
六
二
年
、
一
一
一

頁14
）

近
松
門
左
衛
門
『
平
家
女
護
島
』（
初
演
享
保
四
年
〔
一
七
一
九
〕）（
鳥

越
文
蔵
ほ
か
校
注
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

七
十
六
』
小
学
館
、
二
〇
〇

〇
年
、
四
八
六
頁
）

15
）

浅
井
了
意
『
東
海
道
名
所
記
』（
一
六
六
〇
）（
朝
倉
治
彦
校
註
『
東
海
道

名
所
記

一
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
一
六
八
頁
）

16
）
『
東
海
道
名
所
図
会
』（
一
七
九
七
）（
林
英
夫
編
集
『
日
本
名
所
風
俗
図

会
十
七
』
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
、
一
八
四
頁
）

17
）

な
お
、
こ
の
恋
川
笑
山
の
『
旅
枕
五
十
三
次
』
に
お
い
て
も
「
世
界
」
と

「
趣
向
」
の
表
現
構
図
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
考
察
の
ヒ
ン
ト
に
、

海
女
と
色
事
に
ふ
け
る
男
の
台
詞
に
「
あ
あ
吸
い
つ
く
よ
う
だ
、
こ
れ
が
お
お

か
た
蛸
壺
だ
ろ
う
」
が
参
考
と
な
る
。
よ
う
す
る
に
、
絵
師
の
恋
川
笑
山
は

「
由
井
の
浜
に
は
海
女
が
多
く
い
る
」
と
い
う
従
来
か
ら
の
巷
説
を
知
り
得
た

う
え
で
、
由
井
之
浜
で
の
海
女
の
情
事
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
読

み
手
に
「
蛸
と
海
女
」
の
「
趣
向
」
を
連
想
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
の
台
詞
に
女

注１
）

ロ
ジ
ェ＝

カ
イ
ヨ
ワ
『
蛸

想
像
の
世
界
を
支
配
す
る
論
理
を
さ
ぐ

る
』
塚
崎
幹
夫
訳

中
央
公
論
社

一
九
七
五
年

九
八
頁

２
）

Ｊ
・
Ｋ
・
ユ
イ
ス
マ
ン
ス

『
幻
想
礼
賛
譜
』
田
辺
貞
之
助
訳
、
桃
源
社
、

一
九
七
五
年
、
三
五
〇
頁

３
）

湯
浅
佳
子
「
趣
向
と
世
界
｜
演
劇
・
草
双
紙
か
ら
読
本
へ
の
影
響
」（『
江

戸
文
学
（
第
三
四
号
）』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
）

４
）

今
尾
哲
也
「
世
界
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典

第
三
巻
）』
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
、
五
九
六
頁
）

５
）

堀
信
夫
「
趣
向
」（『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
、

五
九
四
頁
）

６
）

中
村
幸
彦
「
戯
作
論
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集

第
八
巻
』
中
央
公
論
社
、

一
九
八
二
年
、
一
四
五
頁
）

７
）

郡
司
正
勝
「
傾
奇
の
形
」（『
郡
司
正
勝

定
集

第
二
巻
』
白
水
社
、
一

九
九
一
年
、
一
一
頁
）

８
）

渓
斎
英
泉
『
春
情
指
人
形
』（
天
保
九
年
〔
一
八
三
八
頃
〕）（
有
働
義
彦

編
者
『
江
戸
名
作
艶
本
八
』
学
習
研
究
社
、
一
九
九
六
年
、
六
六
頁
）
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性
性
器
を
示
す
「
蛸
壺
」
と
い
う
隠
語
を
用
い
て
い
る
。
恋
川
笑
山
は
街
道
絵

と
い
う
形
式
「
世
界
」
に
、「
海
女
」
の
図
像
と
「
蛸
壺
」
の
台
詞
を
用
い
て
、

浮
世
絵
や
艶
本
で
描
か
れ
た
「
蛸
と
海
女
」
の
モ
チ
ー
フ
を
連
想
さ
せ
る
「
趣

向
」
を
う
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

18
）

白
倉
敬
彦
「
春
画
を
ど
う
読
む
か
」（『
浮
世
絵
春
画
を
読
む
（
上
）』
中

央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
頁
｜
二
七
頁
）

19
）

阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（
吾
郷
寅
之
進
、
福
田
晃
編
『
幸
若
舞

曲
研
究

第
四
巻
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
八
二
頁
）

20
）

阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（
吾
郷
寅
之
進
、
福
田
晃
編
『
幸
若
舞

曲
研
究

第
四
巻
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
一
八
頁
）

21
）

幸
若
舞
曲
『
大
織
冠
』（
荒
木
繁
ほ
か
編
注
『
幸
若
舞

一
』
平
凡
社
、
一

九
七
九
年
、
五
六
頁
）

22
）

阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（
吾
郷
寅
之
進
、
福
田
晃
編
『
幸
若
舞

曲
研
究

第
四
巻
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
一
七
頁
｜
一
三
五
頁
）

23
）
『
志
度
寺
縁
起
』（
第
二
巻
「
讃
州
志
度
道
場
縁
起
」）
鎌
倉
末
期
成
立

（『
中
世
文
藝
叢
書

九
』
広
島
中
世
文
芸
研
究
会
、
一
九
六
七
年
、
六
〇
頁
｜

六
一
頁
）

24
）

阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（
吾
郷
寅
之
進
、
福
田
晃
編
『
幸
若
舞

曲
研
究

第
四
巻
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
二
頁
｜
一
三
五
頁
）

25
）
『
仁
勢
物
語
』（
寛
永
年
間
刊
〔
一
七
世
紀
中
頃
〕）（『
狂
歌
大
観

参
考

』
明
治
書
院
、
一
九
八
四
年
、
九
三
頁
）

26
）
『
銀
葉
夷
歌
集
』（
延
宝
七
年
〔
一
六
七
九
〕）（『
狂
歌
大
観

本
編
』
明
治

書
院
、
一
九
八
三
年
、
四
三
六
頁
）

27
）
『
鹿
の
巻
筆
』（「
湯
屋
の
海
士
」）（
貞
享
四
年
〔
一
六
八
七
〕）（
小
高
敏

郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
第
一
〇
〇

江
戸
笑
話
集
』
岩
波
書
店
、
一
九

六
六
年
、
二
一
〇
頁
｜
二
一
二
頁
）

28
）
『
鹿
の
巻
筆
』（「
湯
屋
の
海
士
」）（
貞
享
四
年
〔
一
六
八
七
〕）（
小
高
敏

郎

校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
第
一
〇
〇

江
戸
笑
話
集
』
岩
波
書
店
、
一

九
六
六
年
、
二
一
〇
頁
｜
二
一
二
頁
）

29
）

な
お
、
ほ
か
に
も
春
画
・
艶
本
の
分
野
で
は
「
道
成
寺
縁
起
」
の
「
世

界
」
を
「
海
女
の
珠
取
物
語
」
の
「
趣
向
」
で
顚
倒
さ
せ
た
図
像
表
現
が
あ
る
。

川
嶋
信
清
の
艶
本
『
好
色
松
の
香
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
）

に
は
「
う
れ
し
や
玉
は
ば
い
と
つ
た
ぞ
」
と
、
漁
夫
の
睾
丸
を
奪
い
取
っ
た
半

身
半
龍
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。「
玉
を
倍
取
っ
た
ぞ
」
と
い
う
龍
女
の
セ

リ
フ
は
、
竜
宮
の
「
宝
珠
」
の
ほ
か
に
漁
夫
の
睾
丸
ま
で
も
奪
い
取
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

30
）

阿
部
泰
郎
「『
大
織
冠
』
の
成
立
」（
吾
郷
寅
之
進
、
福
田
晃
編
『
幸
若
舞

曲
研
究

第
四
巻
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
八
二
頁
）

31
）
『
日
本
書
紀
』（「
巻
第
十
三
」）（
養
老
四
年
〔
七
二
〇
〕）（『
日
本
古
典
文

学
大
系

六
十
七
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
四
四
六
頁
）

唯ただ
し
一ひとりの
海あ

人ま

有
り
。
男お

狭さ

磯し

と
曰い

ふ
。
是
、
阿
波
國

あ
は
の
く
に

の
長
邑

ながのむら
の
人ひと
な
り
。

諸もろもろの
白
水
郎

あ

ま
に
勝すぐ
れ
た
り
。
是
、
腰こし
に
繩なは
を
繫つ
け
て
海
の
底
に
入
る
。
差やや
須しば

らく
あ
り
て
出い
で
て
曰まう
さ
く
、「
海
の
底
に
大おお
蝮あは
有び
り
。
其
のと
處ころ
光て
れ
り
」
と
ま

う
す
。
諸もろ
人びと
、
皆みな
曰いは
く
、「
嶋
の
神
の
請こは
す
る
珠
、ほ
殆とんどに
是こ
の
蚫あはびの
腹はら
に
有
る

か
」
と
い
ふ
。
亦また
入い
り
て
深かづ
く
。
爰ここ
に
男を
狭さ
磯し
、
大おお
蝮あはびを
抱いだ
き
て
泛うか
び
出
で
た

り
。す
乃なはちち
息おき
絶た
え
て
、
浪なみ
の
上うへ
へ
死みまかり
ぬ
。
既すで
に
し
て
繩なは
を
下おろ
し
て
海
の
深
さ

を
測はか
る
に
、
六む
十そ
尋ひろ
な
り
。
則すなはち
蝮あはびを
割さ
く
。
實まことに
眞しら
珠たま
、
腹はら
の
中なか
に
有
り
。

（
書
き
下
し
引
用
）
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32
）
『
絵
本
女
貞
木
』
西
川
祐
信
画
（
延
享
二
年
〔
一
七
四
五
〕）
東
北
大
学
狩

野
文
庫
所
蔵

33
）
『
煙
霞
綺
談
』（
安
永
二
年
〔
一
七
七
三
〕）（『
日
本
随
筆
大
成

第
一
期

四
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
、
二
三
六
頁
｜
二
三
七
頁
）

往
古
む
か
し

允
恭
帝

いんきやうてい
、
淡
路
あ
は
ぢ

嶋しま
に
漁か
猟り
し
た
ま
ふ
と
き
に
、
海
中
に
光ひか
物りものあ
つ
て
一

向
猟

かうりゃう
な
し
、
因よつ
て
近きん
国ごく
の
蜑あま
人びと
を
召
れ
、
海かい
底てい
に
入いつ
て
光ひか
物りものを
見みと
届どけ
来
る
べ

き
勅ちよくあ
り
と
い
へ
ど
も
、
至
て
深
淵
た
れ
ば
勅ちよくに
応おう
ず
る
者
な
し
。
時
に
男を
狭さし

と
い
ふ
海あま
人びと
の
妻さい
子し
と
も
に
田
所
を
下
さ
れ
ば
入
べ
し
と
肯うけがひ
、
千ち
尋ひろ
の
繩なは
を

腰
に
付つけ
海かい
底てい
に
飛とび
入いり
、
寝やゝ
久
し
く
し
て
大
き
な
る
あはびを

捕とり
得ゑ
て
浮うか
む
。
大
さ
三

尺
四
方
真しん
珠じ
あ
り
、
鶏
卵
た
ま
ご

の
大
き
さ
に
て
光
赫
奕

か
く
〳
〵

た
り
。
此
真しん
珠じゆ
を
ば
所
の
氏

神
の
社
に
祭まつ
る
と
か
や
。
男を
狭さし
は
息いき
切きれ
没もつ
し
た
り
。
其
塚つか
海うみ
端はた
に
あ
り
、
其
繩なは

に
て
積つも
り
け
る
に
六
十
尋ひろ
あ
り
し
と
い
ふ
。

34
）

よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
中
世
末
期
の
「
奈
良
絵
本
」
あ
た
り
か
ら
、
神
話

や
説
話
世
界
の
視
覚
表
現
に
よ
る
伝
承
形
態
が
芽
生
え
た
と
言
え
よ
う
。

35
）
『
鮹
入
道
佃
沖
』
喜
多
川
歌
麿
画

天
明
五
年
〔
一
七
八
五
〕）
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵

36
）
『
本
朝
食
鑑
』（「
蛸
魚
」）（
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕）
東
北
大
学
狩
野
文

庫
所
蔵

37
）
『
大
和
本
草
』（
宝
永
六
年
〔
一
七
〇
九
〕）（『
古
事
類
苑
』）

38
）
『
日
本
山
海
名
産
図
会
』

寛
政
一
一
年
〔
一
七
九
九
〕（
浅
見
恵
ほ
か
訳

編
『
近
世
歴
史
資
料
集
成

第
二
期

第
一
巻
』
科
学
書
院
、
一
九
九
二
年
、
二

三
八
頁
）

39
）

そ
の
ほ
か
『
倭
訓
栞
』（
安
永
六
年
〔
一
七
七
七
〕）
の
「
た
こ
」
の
項
に

は
「
大
だ
こ
の
人
及
び
牛

馬
を
と
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
想
山
著

聞
奇
集
』（
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕）
の
「
七
足
の
蛸
死
人
を
掘
取
事
」
の
項

に
は
「
人
を
取
行
蛸
と
聞
と
き
は
北
國
筋
又
は
出
羽
松
前
邊
の
東
北
海
に
居
る

如
き
」（『
近
世
奇
談
全
集
』
博
文
館
、
一
九
〇
三
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

40
）

花
咲
一
男
『
大
蛸
に
食
わ
れ
た
女
た
ち

江
戸
雑
談
』
三
樹
書
房
、
二
〇

〇
七
年
、
九
頁

41
）
『
色
道
大
鼓
』（
巻
五
・
女
房
三
人
の
行
衛
）

貞
享
四
年
〔
一
六
八
七
〕）

（『
北
條
團
水
集

第
一
巻
』
古
典
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
一
頁
｜
三
二
四

頁
）

42
）

渓
斎
英
泉
『
絵
本
美
多
礼
嘉
見
』（
文
化
十
二
年
〔
一
八
一
五
〕）

国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵

43
）

川
嶋
信
清
『
好
色
松
の
香
』（
刊
年
不
明
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
所
蔵

44
）

歌
川
国
芳
『
葉
奈
伊
嘉
多
』

天
保
八
年
〔
一
八
三
七
〕
以
降
）
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵

45
）

ロ
ジ
ェ＝

カ
イ
ヨ
ワ
『
蛸

想
像
の
世
界
を
支
配
す
る
論
理
を
さ
ぐ

る
』
塚
崎
幹
夫
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
、
一
二
八
頁

46
）
『
和
漢
三
才
図
会
』（「
龍
蛇
部
」）（
正
徳
五
年
〔
一
七
一
五
〕）（『
和
漢
三

才
圖
曾
〔
上
〕』
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
、
五
〇
九
頁
）

47
）

興
雲
子
『
大
和
怪
異
記
』（
宝
永
五
年
〔
一
七
〇
八
〕）（
堤
邦
彦
・
杉
本

好
伸
編
『
近
世
民
間
異
聞
怪
談
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
、
八
五
七

頁
｜
八
五
八
頁
）

48
）

荻
田
安
静

『
宿
直
草
』（
巻
五
の
六
「
蛸
も
恐
ろ
し
き
も
の
な
る
事
」）

（
延
宝
五
年
〔
一
六
七
七
〕）（
高
田
衛
編
・
校
注
『
江
戸
怪
談
集
（
上
）』
岩
波

文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
六
四
頁
｜
一
六
七
頁
）

50



49
）

荻
田
安
静

『
宿
直
草
』（
巻
五
の
六
「
蛸
も
恐
ろ
し
き
も
の
な
る
事
」）

（
延
宝
五
年
〔
一
六
七
七
〕）（
高
田
衛
編
・
校
注
『
江
戸
怪
談
集
（
上
）』
岩
波

文
庫
、
一
九
八
九
年
、
一
六
四
頁
｜
一
六
七
頁
）

50
）

堤
邦
彦
『
江
戸
の
怪
異
譚
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
〇
頁

51
）
『
和
漢
三
才
図
会
』（「
石
距
」）（
正
徳
五
年
〔
一
七
一
五
〕）（『
和
漢
三
才

圖
曾
〔
上
〕』
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
、
五
六
四
頁
）

52
）
『
重
修
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
巻
之
四
十
「
章
魚
」）（
享
和
三
年
〔
一
八
〇

三
〕）（
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙

三
』
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
二
六
〇

頁
）

53
）
『
閑
田
耕
筆
』（
寛
政
十
一
年
〔
一
七
九
九
〕）（『
日
本
随
筆
大
成

第
一
期

一
八
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、
二
四
五
頁
）

54
）

曲
亭
馬
琴
『

園
小
説
』（
文
政
八
年
〔
一
八
二
五
〕）（『
日
本
随
筆
大
成

第
二
期

一
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
一
三
九
頁
）

55
）

安
楽
庵
策
伝
『
醒
睡
笑
』（
元
和
九
年
〔
一
六
二
三
〕
序
）（
岩
淵
匡
編

『
醒
睡
笑
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
文
編
改
訂
版
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
七

頁
）

56
）

田
中
優
子
『
張
形
と
江
戸
を
ん
な
』
洋
泉
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
七
頁

｜
一
二
二
頁
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序
銀
座
の
資
生
堂
で
な
い
と
、
今
の
人
々
に
は
ピ
ン
と
来
な
い
程
銀
座
と
資

生
堂
は
離
れ
難
い
存
在
で
あ
る１

）
。

昭
和
初
期
の
経
済
誌
が
評
し
て
い
る
よ
う
に
銀
座
に
有
名
店
は
多
々
あ
る
と

い
え
ど
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
資
生
堂
は
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
資
生
堂
は
一
八
七
二
年
、
西
洋
調
剤
薬
局
と
し
て
の
創
業
以

来
、
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
り
「
東
京
新
橋
資
生
堂
」
あ
る
い
は
「
京
橋
区
出
雲

町
資
生
堂
」
な
ど
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
創
業
者
、
福
原
有
信
（
一
八
四

八
｜
一
九
二
四
）
の
三
男
の
信
三
（
一
八
八
四
｜
一
九
四
八
）
が
経
営
を
任
さ
れ

る
と
、
ほ
ぼ
一
九
二
一
年
を
契
機
に
そ
の
店
舗
の
立
地
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま

「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
へ
と
表
記
が
変
わ
り
、
新
橋
の
イ
メ
ー
ジ
は
急
速
に
払

拭
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
当
時
も
人
々
の
関
心
を
惹
い
た
よ
う

だ
。
一
九
二
五
年
に
は
雑
誌
に
次
の
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

銀
座
と
言
へ
ば
資
生
堂
を
聯
想
す
る
者
が
少
く
な
い
だ
ら
う
。
あ
ま
り
遠

く
な
い
前
ま
で
新
橋
資
生
堂
と
書
い
て
あ
つ
た
が
い
つ
の
間
に
か
銀
座
の

資
生
堂
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
新
橋
が
東
京
の
關
門
で
あ
つ
た
頃
に
は
新

橋
を
少
し
離
れ
て
居
り
な
が
ら
新
橋
資
生
堂
を

し
今
ま
た
出
雲
町
に
あ

り
な
が
ら
銀
座
の
資
生
堂
か
資
生
堂
の
銀
座
か
と
ま
で
言
は
せ
る
よ
う
に

し
た
と
こ
ろ
福
原
さ
ん
唯
の
美
術
愛
好
者
で
は
な
い２

）
。

店
名
表
記
の
変
更
は
、
直
接
的
に
は
福
原
信
三
の
発
案
に
よ
り
、
資
生
堂
が
、

松
崎
天
民
や
与
謝
野
晶
子
ら
銀
座
に
縁
の
深
い
文
化
人
ら
五
十
二
名
の
寄
稿
を

得
て
制
作
し
た
『
銀
座
』
の
刊
行
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
同
書
で
は
「
銀
座

「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
の
誕
生

福
原
信
三
と
銀
座
イ
メ
ー
ジ
の
構
築

戸

矢

理

衣

奈
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の
去
来
」
（
馬

場

孤

蝶
）
、
「
銀

座

の

柳

よ
」
（
松

山

省

三
）
、
「
銀

座

の

R
en
d
ez -V

o
u
s.

ラ
ン
デ
エ
ブ
ウ

」（
鈴
木
泉
三
郎
）、「
銀
座
の
雨
」（
北
原
白
秋
）
な
ど
執
筆
者

が
そ
れ
ぞ
れ
に
銀
座
に
対
す
る
思
い
を
語
る
一
方
で
、
近
代
銀
座
を
論
じ
た
最

初
の
冊
子
と
さ
れ
る

盆
子
『
銀
街
小
誌
』（
一
八
八
二
年
）
の
全
文
や
「
銀
座

街
大
観
‥
京
橋
よ
り
新
橋
に
至
る
銀
座
通
り
の
図
」
と
い
っ
た
、
震
災
直
前
の

銀
座
に
関
す
る
様
々
な
資
料
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
有
信
や
信
三
も
寄
稿
し
、

そ
の
銀
座
観
や
当
時
の
銀
座
が
抱
え
て
い
た
課
題
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
。

同
書
刊
行
の
き
っ
か
け
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、
当
時
の
東
京
市
長
、
後
藤

新
平
が
都
市
計
画
法
の
下
で
の
路
面
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
銀
座
通
り
の
拡

張
工
事
を
計
画
し
、
銀
座
の
人
々
の
意
向
に
反
し
て
、
銀
座
の
象
徴
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
柳
の
撤
去
等
を
決
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
信
三
は
、
影
響
力
の

強
い
文
化
人
を
含
め
た
「
銀
座
の
声
」
を
集
結
さ
せ
る
こ
と
で
、
抗
議
の
意
を

示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
形
で
の
冊
子
刊
行
の
試
み
自
体
が
銀

座
で
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
『
銀
座
』
を
は
じ
め
福
原
信
三

に
よ
る
銀
座
に
関
す
る
著
作
を
中
心
に
し
て
、
信
三
の
銀
座
観
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
の
強
力
な
イ
メ
ー
ジ
が
信
三
に
よ
り
構
築
さ

れ
て
い
く
背
景
に
つ
い
て
銀
座
史
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

同
時
に
『
銀
座
』
が
関
東
大
震
災
前
の
一
九
二
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
点
に
も

留
意
し
た
い
。
震
災
後
、
銀
座
は
モ
ダ
ン
都
市
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
、
急

速
に
大
衆
化
が
進
ん
で
い
く
が
、
信
三
に
よ
る
変
革
は
そ
の
い
わ
ば
胚
胎
期
に

行
わ
れ
た
も
の
だ
。
震
災
後
の
帝
都
復
興
計
画
は
、
後
藤
新
平
が
東
京
市
長
と

し
て
か
ね
て
か
ら
都
市
計
画
の
重
要
性
を
認
め
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
た

た
め
議
論
を
呼
ん
だ
も
の
の
、
比
較
的
速
や
か
に
実
施
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
銀

座
に
つ
い
て
も
モ
ダ
ン
都
市
が
現
出
す
る
直
前
の
姿
は
そ
の
後
の
銀
座
を
考
え

る
上
で
も
検
討
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
モ
ダ
ン
都
市
文
化
の
現
象
面
に

つ
い
て
は
多
数
の
論
考
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
を
経
営
者
の
視
点
か

ら
捉
え
る
試
み
は
少
な
い
。
銀
座
が
小
売
店
の
集
合
体
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に

は
必
然
的
に
経
営
者
の
意
図
が
存
在
す
る
。
な
か
で
も
銀
座
の
都
市
文
化
を
先

導
し
た
資
生
堂
と
福
原
信
三
の
意
向
は
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
資
生
堂
や
福
原
信
三
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
そ
の
大
半
が
資
生
堂
に

よ
る
も
の
だ３

）
。『
資
生
堂
社
史
‥
資
生
堂
と
銀
座
の
あ
ゆ
み
八
十
五
年
』（
一
九

五
七
年
）、『
資
生
堂
百
年
史
』（
一
九
七
二
年
）
な
ど
の
充
実
し
た
社
史
や
宣
伝

史
に
加
え
て
『
福
原
有
信
伝
』（
一
九
六
六
年
）、『
福
原
信
三
』（
一
九
七
〇
年
）

な
ど
の
伝
記
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
等
を
通
し
た

企
業
文
化
部
の
研
究
・
出
版
活
動
な
ど
も
活
発
で
、
資
生
堂
や
化
粧
文
化
に
関

す
る
研
究
紀
要
『
お
い
で
る
み
ん
』
も
一
九
九
六
年
以
降
、
年
二
回
刊
行
さ
れ

主
と
し
て
資
生
堂
関
係
者
が
企
業
史
の
一
環
と
し
て
執
筆
し
て
い
る
。
二
〇
〇

六
年
に
和
田
博
文
が
『
資
生
堂
月
報
』
な
ど
九
百
頁
を
超
え
る
資
生
堂
の
一
次

資
料
を
複
製
し
た
文
献
集
『
資
生
堂
』
の
監
修
に
あ
た
り
、
詳
細
な
年
表
や
解

題
を
記
し
て
い
る
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
参
考
文
献
は
二
冊
を
除
い
て
す
べ
て

資
生
堂
や
そ
の
関
係
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る４

）
。
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
資
生
堂
の
企
画
の
も
と
で
主
要
紙
の
悉
皆
調
査
に
よ
る
『
資
生
堂
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
七
十
五
年
史

一
九
一
九
〜
一
九
九
四
』
が
制
作
さ
れ
、
一
次
資
料

の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
が
個
別
テ
ー
マ
に
お
け
る
研
究
が
俟
た
れ
る
状
況
だ５

）
。

経
営
学
に
お
い
て
は
佐
々
木
聡
ら
の
業
績
を
は
じ
め
と
す
る
資
生
堂
の
チ
ェ
イ

ン
ス
ト
ア
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
流
通
組
織
研
究
に
重
点
が
特
化
し
て
い

る６
）

。以
上
に
よ
り
、
従
来
の
資
生
堂
研
究
に
お
い
て
は
、
資
生
堂
と
直
接
的
な
関

係
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
周
辺
領
域
さ
ら
に
は
社
会
史
全
般
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
関
連
が
摑
み
に
く
い
傾
向
に
あ
る７

）
。
と
り
わ
け
資
生
堂
で
は
福
原
有
信
、
信

三
と
も
に
社
外
で
の
活
動
が
結
果
的
に
資
生
堂
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
企
業
史
の
周
縁
に
向
け
た
視
点
は
一
層
重
要
に
な
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
研
究
を
除
い
て
は
同
業
他
社
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

の
動
向
は
極
め
て
控
え
め
な
記
述
に
留
ま
っ
て
お
り
、
資
生
堂
の
置
か
れ
た
相

対
的
な
状
況
の
把
握
が
難
し
い
。
福
原
信
三
と
銀
座
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

『
銀
座
』
刊
行
以
後
の
動
き
に
つ
い
て
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で

引
用
し
た
信
三
の
寄
稿
に
つ
い
て
も
そ
の
多
く
が
こ
れ
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。

銀
座
に
関
し
て
も
、
エ
ッ
セ
イ
は
多
数
発
表
さ
れ
て
い
る
が
研
究
は
き
わ
め

て
少
な
い
。
そ
も
そ
も
、
企
業
研
究
は
資
料
収
集
面
に
困
難
が
つ
き
ま
と
う
が

そ
れ
は
小
売
商
店
街
で
あ
る
銀
座
研
究
に
も
共
通
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
藤
森
照

信
、
陣
内
秀
信
、
初
田
享
ら
に
よ
る
一
連
の
先
駆
的
な
研
究
や
、
近
年
の
岡
本

哲
志
『
銀
座
四
百
年
‥
都
市
空
間
の
歴
史
』（
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
、
建
築
史
家

に
よ
る
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
い
る８

）
。
東
京
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
越
澤
明

『
東
京
の
都
市
計
画
』（
一
九
九
一
年
）
な
ど
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い

ず
れ
も
銀
座
と
福
原
信
三
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
最
初
に
創
業
者
、
福
原
有
信
と
「
東
京
新
橋
資
生
堂
」
の
時
代
に

つ
い
て
概
観
し
た
あ
と
、
福
原
信
三
に
よ
る
『
銀
座
』
を
中
心
と
し
た
著
作
を

辿
り
な
が
ら
、「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
へ
の
転
換
の
背
景
を
、
主
に
一
九
二
〇

年
代
の
銀
座
を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

一

福
原
有
信
と
新
橋
資
生
堂

資
生
堂
は
一
八
七
二
年
、
創
業
者
た
る
福
原
有
信
、
矢
野
義
鉄
、
前
田
清
則

に
よ
り
日
本
初
の
民
間
の
西
洋
調
剤
薬
局
と
し
て
創
業
し
た
。
社
名
は
易
経
の

一
節
「
至
哉
坤
元

万
物
資
生
（
至
れ
る
哉
坤
元
、
万
物
資と

り
て
生
ず
）」
に
由

来
し
、
東
洋
と
西
洋
の
融
合
を
理
想
と
し
た
と
い
う
。
陸
軍
軍
医
の
松
本
良
順

ら
の
協
力
を
得
て
、
新
橋
に
は
診
療
所
で
あ
る
開
陽
院
を
開
き
、
つ
い
で
神
田

等
に
日
本
に
お
け
る
薬
品
製
造
の
嚆
矢
と
な
る
製
薬
工
場
も
開
い
た
。
創
業
当

時
は
複
数
の
経
営
者
の
存
在
を
反
映
し
、
福
原
有
信
が
店
舗
を
有
し
、
現
在
の

資
生
堂
の
源
流
と
な
る
新
橋
資
生
堂
の
ほ
か
に
も
、
日
本
橋
や
室
町
、
牛
込
な

ど
に
同
じ
く
資
生
堂
が
存
在
し
た
。
松
本
良
順
「
大
先
生
」
の
資
生
堂
へ
の
訪

問
診
察
日
は
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る９

）
。
本
稿
で
は
こ
の
新
橋
資
生

堂
を
扱
う
が
、
一
九
三
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
に
は
新

橋
資
生
堂
が
「
漢
方
医
の
領
分
を
侵
略
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る10

）
。
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新
橋
資
生
堂
は
創
業
後
ま
も
な
く
、
業
績
不
振
に
陥
る
が
現
在
の
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
・
同
附
属
病
院
の
創
設
者
で
あ
る
高
木
兼
寛
が
、
東
京
病
院
の
薬

局
を
資
生
堂
に
委
ね
た
。
贅
沢
な
設
備
を
誇
る
東
京
病
院
と
の
関
係
は
新
橋
資

生
堂
に
高
級
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
の
に
も
幸
い
し
、
資
生
堂
は
再
び
興
隆

の
機
会
を
得
た
。
有
信
自
身
も
研
究
熱
心
で
一
八
八
〇
年
代
に
は
『
東
京
薬
舗

雑
誌
』、『
薬
剤
誌
』
な
ど
専
門
誌
へ
論
文
や
翻
訳
を
次
々
に
寄
稿
し
て
い
る
。

「
資
生
堂
福
原
有
信
」
と
し
て
「
薬
物
試
験
及
製
造
簡
易
法
」
と
題
し
た
連
載

や
、「
酢
酸
エ
ー
テ
ル
製
造
法
の
説
」「
石
鹼
分
析
ノ
説
」
な
ど
英
語
論
文
の
翻

訳
が
掲
載
さ
れ
た
。

一
八
八
八
年
に
は
薬
用
歯
磨
や
フ
ロ
ー
リ
ン
（
整
髪
料
）、
ペ
プ
シ
ネ
飴
（
胃

薬
）
と
い
っ
た
商
品
の
販
売
も
開
始
さ
れ
た
。
歯
磨
は
は
じ
め
て
の
国
産
の
練

歯
磨
と
し
て
「
ハ
イ
カ
ラ
」
だ
と
話
題
に
な
っ
た
。
海
軍
の
御
用
達
と
も
な
り
、

普
及
品
が
二
、
三
銭
で
あ
っ
た
当
時
に
二
十
五
銭
と
高
価
な
が
ら
、「
品
質
本

位
」
を
強
調
し
て
定
評
を
得
た
。

一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
東
京
名
所
案
内
と
い
っ
た
冊
子
が
次
々
に
刊
行
さ

れ
る
が
、
資
生
堂
は
「
薬
舗
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
東
洋
大

都
会
』（
一
八
九
八
年
）
で
は
「
今
市
中
の
薬
舗
中
、
其
著
名
な
る
も
の11

）
」
の
筆

頭
と
し
て
新
橋
資
生
堂
が
挙
げ
ら
れ
、『
東
京
名
物
志
』（
一
九
〇
一
年
）
に
は
、

「
福
原
資
生
堂

ペ
プ
シ
子ママ
飴
を
以
て
聞
え
其
他
製
剤
多
く
又
石
鹸
香
水
歯
磨

等
を
製
造
販
売
す12

）
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
福
原
有
信
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
風
の
医
薬
分
業
の
定
着
と
い
う

目
標
の
も
と
で
多
岐
に
わ
た
る
実
業
界
で
の
活
動
を
開
始
し
、
後
半
生
に
お
い

て
は
資
生
堂
以
外
で
の
活
躍
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
一
八
七
八
年
に
は
薬
学

博
士
、
長
井
長
義
の
ド
イ
ツ
か
ら
の
帰
国
を
促
し
、
株
式
会
社
大
日
本
製
薬
会

社
設
立
に
加
わ
っ
た
。
経
営
に
お
い
て
は
当
時
よ
り
「
薬
業
界
の
共
存
共
栄
」

を
重
視
し
、
一
八
七
五
年
頃
薬
舗
会
を
、
一
八
八
二
年
頃
製
薬
会
を
、
一
八
八

九
年
に
は
薬
剤
師
会
を
設
立
し
た
。
後
に
は
全
国
薬
剤
師
連
合
会
長
さ
ら
に
は

日
本
薬
剤
師
会
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
国
内
製
薬
業
の
草
創
期
の
重
鎮
の
一
人

と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
〇
年
頃
に
は
生
命
保
険
事
業
に
着
手
し
、
日
本
で
二
番
目
と
な
る
生

命
保
険
会
社
、
帝
国
生
命
保
険
株
式
会
社
を
設
立
し
た13

）
。
東
京
商
工
会
議
所
名

誉
議
員
や
赤
十
字
社
評
議
員
、
京
橋
区
会
議
長
な
ど
の
公
職
や
、
日
本
電
力
株

式
会
社
取
締
役
、
宇
治
川
電
気
株
式
会
社
取
締
役
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
明

治
後
期
に
は
名
士
と
し
て
の
声
望
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
た
。
一
八
九
六
年

に
は
皇
太
后
陛
下
が
逗
子
来
訪
の
際
に
「
逗
子
海
浜
眺
望
の
最
高
位
置
」
に
あ

る
有
信
の
別
荘
に
立
ち
寄
ら
れ
、
福
原
邸
前
の
浜
辺
を
散
策
さ
れ
た
後
、「
御

機
嫌
麗
は
し
く
御
帰
邸
遊
ば
さ
れ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る14

）
。
有
信
の
娘
、
美

枝
も
「
京
橋
区
出
雲
町
『
帝
国
生
命
保
険
株
式
会
社
長
福
原
有
信
氏
の
四
女
』

（
波
傍
線
筆
者
）
と
し
て
『
読
売
新
聞
』
に
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
裕

福
な
実
業
家
と
し
て
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
八
九
七
年
に
は
最
初
の
化
粧
水
、「
オ
イ
デ
ル
ミ
ン
」
を
発
売
し
た
。
西

洋
調
剤
薬
局
の
伝
統
を
反
映
し
た
「
医
学
的
見
地
に
よ
る
処
方
」
が
強
調
さ
れ
、
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製
品
名
も
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
オ
イ
（
良
い
）」「
デ
ル
マ
（
皮
膚
）」
に
由
来
し
て

い
る
。
現
在
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
続
け
て
販
売
さ
れ
て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商

品
だ
。
明
治
三
十
年
代
は
日
本
に
お
け
る
化
粧
品
産
業
の
成
立
期
と
見
做
さ
れ
、

化
粧
品
生
産
高
も
急
増
し
て
い
る
が
、
資
生
堂
の
化
粧
品
へ
の
進
出
も
こ
う
し

た
時
代
の
潮
流
を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

一
九
〇
〇
年
に
有
信
は
欧
米
視
察
旅
行
に
出
か
け
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
化
粧
品
や
ソ
ー
ダ
が
販
売
さ
れ
て
い
る
様
子
に
大
い
に
衝

撃
を
受
け
る
。
帰
国
後
、
薬
局
内
に
ソ
ー
ダ
水
製
造
機
や
什
器
も
す
べ
て
当
地

か
ら
輸
入
す
る
な
ど
細
部
ま
で
こ
だ
わ
っ
た
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
を
開
設
し

た
。
ソ
ー
ダ
水
は
高
価
だ
っ
た
が
、
化
粧
品
の
お
土
産
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
、

近
隣
に
住
ん
で
い
た
新
橋
芸
妓
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
銀
座
に
「
一
種
の
気

分15
）

」
を
添
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二

新
橋
と
銀
座

銀
座
は
江
戸
に
栄
え
ず
し
て
、
東
京
に
繁
昌
す
る
處16

）
。

大
正
末
期
、
こ
の
よ
う
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
銀
座
は
一
八
七
二
年

の
大
火
で
一
帯
が
焼
失
し
た
後
、
政
府
が
主
導
し
て
造
営
し
た
日
本
初
の
西
洋

風
街
区
で
あ
る
。
当
時
の
井
上
馨
蔵
相
の
提
唱
に
大
隈
重
信
、
伊
藤
博
文
ら
が

賛
同
し
、
由
利
公
正
東
京
府
知
事
と
の
協
議
を
経
て
、
英
国
人
技
師
ウ
ォ
ー
ト

ル
ス
が
設
計
を
担
当
し
た
。
路
面
が
耐
火
性
煉
瓦
で
舗
装
さ
れ
、
リ
ー
ジ
ェ
ン

ト
ス
ト
リ
ー
ト
を
模
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
つ
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ン
様
式
の
街
並

は
完
成
す
る
と
「
煉
瓦
地
」
と
称
さ
れ
、「
お
新
し
い
気
分
を
発
散
す
る
区
域
」

と
し
て
人
々
の
耳
目
を
集
め
た17

）
。
当
時
、
銀
座
は
四
方
を
掘
割
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
銀
座
に
入
る
に
は
新
橋
、
京
橋
、
数
寄
屋
橋
、
三
原
橋
の
い
ず
れ
か
の
橋

を
渡
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
層
独
立
し
た
雰
囲
気
を
保
つ
こ
と
が
出

来
た
。
こ
こ
に
柳
や
ガ
ス
灯
な
ど
が
加
わ
っ
て
独
特
の
風
情
を
醸
し
出
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る18

）
。

こ
の
「
煉
瓦
地
」
は
現
在
の
銀
座
一
丁
目
か
ら
八
丁
目
ま
で
を
含
ん
で
い
た

が
、
正
式
な
町
名
と
し
て
の
銀
座
は
現
在
の
銀
座
一
丁
目
か
ら
四
丁
目
に
限
ら

れ
て
い
た
。
現
在
の
五
丁
目
か
ら
八
丁
目
に
か
け
て
は
出
雲
町
、
竹
川
町
、
南

金
六
町
な
ど
個
別
の
町
名
が
あ
り
、
通
称
と
し
て
銀
座
と
も
、
新
橋
寄
り
の
地

域
で
は
新
橋
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。
資
生
堂
が
創
業
し
た
出
雲
町
、
そ
の
後
店

舗
を
拡
大
し
た
竹
川
町
も
こ
う
し
た
「
煉
瓦
地
」
の
一
角
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
は
新
橋
芸
妓
が
集
う
花
街
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。

一
九
〇
一
年
に
発
行
さ
れ
た
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』
に
お
い
て
も
「
南
京ママ

六
町
、
出
雲
町
、
日
吉
町
、
丸
屋
町
、
八
官
町
、
加
賀
町
、
総
十
郎
町
、
竹
川

町
、
南
鍋
町
邊
に
住
む
歌
妓
を
総
称
し
て
新
橋
藝
妓
と
い
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い

る19
）

。
新
橋
は
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
花
街
で
あ
っ
た
柳
橋
に
か
わ
り
、
明
治
の

元
勲
達
の
重
用
を
得
て
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
た
。
資
生
堂
の
裏
手
に
は
こ
う
し

た
花
街
が
広
が
っ
て
お
り
、
福
原
信
三
も
「
私
は
花
柳
界
の
真
只
中
で
成
長
し
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た
」
と
語
っ
て
い
る20

）
。

一
方
で
新
橋
は
西
洋
文
化
の
発
信
地
で
あ
る
横
浜
と
直
結
す
る
鉄
道
の
終
点

で
あ
っ
た
。「
当
時
の
新
橋
は
東
京
の
玄
関
口
で
、
彼
処
か
ら
銀
座
へ
人
が
流

れ
て
来
る
」
た
め
、
当
時
を
知
る
者
は
銀
座
も
新
橋
寄
り
の
ほ
う
が
景
気
が
よ

か
っ
た
と
口
を
揃
え
る
。

銀
座
二
丁
目
会
の
長
老
達
は
一
九
四
二
年
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

羅
巴
の
都
市
の
や
う
な
と
云
は
れ
た
煉
瓦
地
、
銀
座
と
云
ふ
よ
り
も
煉

瓦
と
い
ふ
方
で
通
つ
て
を
り
ま
し
た
。
そ
の
煉
瓦
よ
り
も
停
車
場
、
東
京

横
濱
間
し
か
鐡
道
の
な
か
つ
た
時
の
新
橋
は
、
遙
に
顯
著
な
も
の
で
し
た
。

新
橋
に
停
車
場
が
あ
る
の
で
、
銀
坐
八
丁
が
煉
瓦
地
に
な
る
段
取
り
に
も

な
つ
た
の
で
す
。（
中
略
）
横
濱
開
港
以
来
は
公
私
と
も
外
人
の
出
入
が

あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
に
な
つ
て
は
激
増
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
早
く
京

濱
鉄
道
が
出
來
た
の
も
其
關
係
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
着
發
す
る
停
車
場
が

新
橋
で
あ
つ
た
處
か
ら
、
日
本
の
大
玄
關
だ
と
い
ふ
心
持
も
出
て
來
た
の

で
す
。
若
し
新
橋
停
車
場
が
な
く
ば
、
若
し
く
は
他
の
地
點
で
あ
つ
た
な

ら
ば
、
煉
瓦
地
の
出
現
も
何
と
あ
ら
う
か
。
ま
し
て
素
早
く
下
町
離
れ
し

た
、
新
し
い
氣
持
に
な
れ
た
か
否
か21

）
。

新
橋
に
加
え
て
銀
座
の
東
に
は
明
石
町
に
代
表
さ
れ
る
外
国
人
居
留
地
、
築

地
も
控
え
て
い
た22

）
。
こ
う
し
て
銀
座
は
「
所
謂
文
明
に
親

す
る
便
宜
を
生

じ
」、「
異
国
風
の
新
繁
華
街23

）
」
と
し
て
、
地
の
利
と
あ
わ
せ
て
東
京
の
新
名
所

と
な
っ
て
い
っ
た
。

も
っ
と
も
、
商
店
街
と
し
て
の
銀
座
は
煉
瓦
地
造
営
の
た
め
に
旧
来
の
住
民

が
立
ち
退
く
一
方
で
、
不
慣
れ
な
洋
風
の
建
物
や
湿
度
の
高
さ
な
ど
の
問
題
か

ら
新
規
の
居
住
者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
空
き
家
で
は
自
殺
者
も
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
新
橋
芸
妓
た
ち
の
間
で
銀
座
に
は
幽
霊
が
出
る
と
ま
で
噂
さ
れ
た
ほ
ど

で
、
当
初
は
大
蛇
な
ど
を
陳
列
し
た
見
世
物
小
屋
も
立
ち
並
ん
で
い
た
。

一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
情
報
の
集
積
地
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
て
新

聞
各
社
が
次
々
と
そ
の
本
支
社
を
構
え
始
め
た
。
官
公
庁
に
も
近
く
、
政
治
結

社
等
も
活
動
を
始
め
る
。
福
沢
諭
吉
に
よ
る
最
初
の
実
業
家
社
交
組
織
で
あ
る

交
詢
社
も
現
在
の
銀
座
六
丁
目
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
商
店
も
増
加
し
福
原
有

信
も
一
八
八
〇
年
代
に
「
銀
座
は
段
々
と
繁
華
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て
き
た
」
と

回
想
し
て
い
る24

）
。

一
八
九
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
商
人
名
家
東
京
買
物
独
案
内
』
に
は
資
生
堂

が
薬
舗
と
し
て
登
場
す
る
ほ
か
、
時
計
貴
金
属
天
賞
堂
、
服
部
時
計
店
の
ほ
か

洋
紙
屋
や
西
洋
家
具
店
、「
明
治
二
十
三
年
の
国
会
開
会
当
時
か
ら
、
銀
座
の

レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、
ハ
イ
カ
ラ
の
中
心
だ
つ
た
」
清
新
軒
や
三
橋
亭
な
ど
の

銀
座
を
代
表
す
る
専
門
店
が
登
場
す
る
。「
都
下
第
一
の
宏
壮
都
下
第
一
の
美

麗
な
り
」
と
評
さ
れ
、
日
清
戦
争
後
に
は
日
本
橋
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
っ
た25

）
。

こ
の
よ
う
に
明
治
期
の
銀
座
は
「
男
性
の
街
」
と
し
て
発
展
し
、
商
店
も
彼

ら
の
需
要
に
応
え
て
い
た
。
今
和
次
郎
の
一
九
二
五
年
の
銀
座
街
頭
調
査
で
も
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女
性
の
洋
装
は
全
体
の
一
％
だ
が
、
男
性
は
三
割
強
が
洋
装
を
採
用
し
て
い
る
。

洋
装
を
も
っ
と
も
早
く
に
必
要
と
し
た
皇
族
や
政
府
関
係
者
、
官
僚
の
ニ
ー
ズ

を
銀
座
の
商
店
が
満
た
し
て
い
っ
た
。「
私
の
家
は
鞄
商
で
す
が
、
二
十
三
年

の
国
会
開
設
の
時
に
は
、
抱
へ
鞄
が
非
常
に
売
れ
ま
し
た
。
品
物
が
間
に
合
は

な
い
位
で
、
殊
に
売
れ
た
の
は
四
ツ
折
と
い
う
や
つ
で
す
。
多
分
新
た
に
議
員

に
な
っ
た
人
達
が
買
っ
た
の
で
せ
う
」。
谷
澤
鞄
店
の
店
主
は
当
時
を
こ
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る26

）
。
資
生
堂
の
存
在
が
銀
座
に
「
一
種
の
気
分
」
を
添
え
た

と
さ
れ
る
の
も
、
こ
う
し
た
背
景
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

資
生
堂
の
新
聞
・
雑
誌
広
告
で
は
明
治
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
は
「
本

舗

東
京
市
新
橋
出
雲
町
角

資
生
堂

福
原
有
信
」「
東
京
市
京
橋
区
出
雲

町
一
番
地

福
原
資
生
堂
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
お
り
、
一
九
一
七
年
十
一
月
以

降
は
「
東
京
新
橋

福
原
資
生
堂
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。「
東
京
銀
座

福

原
資
生
堂
」
の
表
記
は
一
九
一
三
年
に
一
度
使
用
さ
れ
た
の
み
で
あ
る27

）
。
有
信

の
時
代
の
資
生
堂
に
は
最
先
端
の
西
洋
文
化
の
玄
関
口
に
加
え
て
新
橋
芸
者
の

艶
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
両
方
を
想
起
す
る
こ
と
が
出
来
る
「
新
橋
」
は
、「
銀

座
」
よ
り
も
む
し
ろ
相
応
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

福
原
信
三
と
東
京
銀
座
資
生
堂

有
信
の
時
代
に
一
定
の
伝
統
と
信
頼
を
築
き
上
げ
た
「
東
京
新
橋
資
生
堂
」

で
あ
る
が
、
福
原
信
三
が
経
営
に
本
格
的
に
参
加
す
る
と
、
一
九
二
一
年
を
契

機
に
「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
へ
と
転
換
す
る
。

福
原
信
三
は
一
八
八
三
年
に
福
原
有
信
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
千
葉
医
学

専
門
学
校
（
現
・
千
葉
大
）
薬
学
科
を
卒
業
後
、
一
九
〇
八
年
に
渡
米
し
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
薬
学
部28

）
で
学
ん
だ
。
現
地
の
薬
品
製
造
会
社
に
勤
務
し
た
後
、

パ
リ
を
中
心
に
約
一
年
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊
学
を
経
て
、
一
九
一
三
年
に
帰
国

し
た29

）
。

信
三
が
帰
国
す
る
前
年
に
は
明
治
か
ら
大
正
へ
と
時
代
が
移
り
、
銀
座
も
大

き
な
過
渡
期
に
直
面
し
て
い
た
。
翌
年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
パ

リ
か
ら
の
化
粧
品
輸
入
の
断
絶
と
好
景
気
を
背
景
に
、
日
本
製
高
級
化
粧
品
に

対
す
る
需
要
が
急
速
に
高
ま
り
、
国
産
の
化
粧
品
の
売
り
上
げ
は
飛
躍
的
に
伸

び
た30

）
。
信
三
は
一
九
一
六
年
に
化
粧
品
部
門
を
独
立
さ
せ
、
資
生
堂
化
粧
品
部

を
開
店
し
、
化
粧
品
の
製
造
販
売
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
と
と
も
に
現
在
の
宣

伝
制
作
部
の
原
点
と
な
る
意
匠
部
を
設
立
し
た
。
現
在
も
資
生
堂
宣
伝
制
作
部

は
、
広
告
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
、
売
り
場
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ

イ
ン
に
至
る
ま
で
代
理
店
に
委
託
す
る
こ
と
な
く
、
自
社
内
で
制
作
し
う
る
世

界
で
も
珍
し
い
総
合
的
な
イ
ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ン
組
織
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

花
椿
マ
ー
ク
や
独
自
の
書
体
は
信
三
に
よ
っ
て
相
次
い
で
制
定
さ
れ
、
有
信
の

時
代
の
鷹
の
マ
ー
ク
の
調
剤
薬
局
か
ら
大
幅
に
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
。

そ
し
て
一
九
二
一
年
以
降
、『
銀
座
』
の
刊
行
と
軌
を
一
に
し
て
「
東
京
新

橋
資
生
堂
」
を
「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
へ
と
変
更
し
、
瞬
く
間
に
銀
座
の
資
生

堂
と
い
う
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
し
て
い
く
。
一
九
二
五
年
に
は

「
銀
座
を
代
表
す
る
店
は
ど
こ
か
」
と
の
雑
誌
の
誌
上
座
談
会
に
お
い
て
も
資
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生
堂
か
カ
フ
ェ
ー
ラ
イ
オ
ン
か
と
議
論
さ
れ
て
い
る31

）
。

１

『
銀
座
』
刊
行
の
経
緯

「
銀
座
を
愛
す
る
各
界
の
知
名
文
化
人
が
文
章
を
寄
せ
た
『
銀
座
』
は
、
四
六

判
、
口
絵
写
真
二
九
頁
、
木
版
一
葉
、
本
文
三
五
八
頁
と
い
う
内
容
で
、
明

治
・
大
正
期
の
銀
座
を
記
録
し
、
今
で
は
そ
の
こ
ろ
の
最
大
の
資
料
と
ま
で
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
改
修
工
事
で
荒
さ
れ
る
銀
座
を
み
て
の
福
原
信
三
の
ひ
そ

か
な
抗
議
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い32

）
」

の
ち
に
資
生
堂
社
史
で
こ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
る
『
銀
座
』
は
信
三
自
身
も

「
史
外
の
東
京
史
」
の
試
み
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
銀
座
に
縁
の
あ
る
文
化

人
ら
五
十
名
以
上
が
寄
稿
し
た
。
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
形
式
の
書
籍
で
あ
る
。

出
版
の
直
接
的
な
契
機
は
当
時
の
東
京
市
長
、
後
藤
新
平
に
よ
る
銀
座
通
り
の

舗
道
拡
張
計
画
だ
。
こ
の
計
画
に
は
銀
座
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た
柳
並

木
の
撤
去
と
公
孫
樹

い
ち
よ
う

へ
の
植
え
替
え
、
舗
道
の
煉
瓦
の
木
煉
瓦
へ
の
変
更
、
や

は
り
名
物
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
夜
店
の
撤
去
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
一
九
一
九
年
に
銀
座
の
商
店
が
団
結
し
、
日
本
初
の
商
店
街
連
合

会
「
銀
座
通
連
合
会
」
の
前
身
と
な
る
「
京
新
連
合
会
」
を
組
織
し
て
後
藤
に

陳
情
書
を
提
出
し
た
。
銀
座
の
夜
店
も
「
京
新
親
睦
会
」
と
称
し
た
連
合
組
織

を
作
っ
て
京
新
連
合
会
を
支
援
し
た
。

連
合
会
は
と
り
わ
け
柳
の
伐
採
に
つ
い
て
反
対
し
、「
銀
座
の
美
観
の
半
ば

を
占
め
た
る
柳
樹
を
抜
き
去
り
て
代
ふ
る
に
無
趣
味
の
公
孫
樹
を
以
て
せ
ん
と

す
る
此
の
残
虐
の
光
景
に
接
し
て
洵
に
我
が
手
足
を
断
た
れ
利
刃
を
我
が
胸
に

擬
せ
ら
る
る
の
感
あ
り
」
と
計
画
変
更
を
強
く
訴
え
て
い
る33

）
。
新
聞
各
社
も
銀

座
に
本
拠
を
構
え
た
会
社
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
連
合
会
に
同
情
的
で
あ
る

（
も
っ
と
も
『
読
売
新
聞
』
で
は
「
哀
れ
ッ
ぽ
い
陳
情
書
」
だ
と
し
て
や
や
冷
め
て
い

る34
）

）。
し
か
し
東
京
市
は
こ
う
し
た
陳
情
に
対
し
て
、
時
代
に
応
じ
て
先
端
の

も
の
を
受
け
入
れ
て
き
た
の
が
銀
座
で
あ
る
、
と
し
て
却
下
し
、
一
九
二
一
年

八
月
に
工
事
が
敢
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
後
藤
も
理
由
な
く
公

孫
樹
の
移
植
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
。
公
孫
樹
は
現
在
も
東
京
都
の
木
に
指

定
さ
れ
、
東
京
大
学
の
学
章
に
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
原
種

は
ア
ジ
ア
に
あ
り
、
日
本
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
を
象
徴
す
る
に
適
し
た
樹
木
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
後
藤
新
平
自
身
、
一
九
一
六
年
に
す
で
に
『
三
千
年
来

盆
栽
に
植
え
来
り
た
る
公
孫
樹
を
大
陸
に
移
し
植
え
て
世
界
的
に
繁
茂
さ
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
』
と
の
長
い
標
題
の
も
と
で
対
外
政
策
論
を
展
開
し
て
お
り
、
東
京

を
代
表
す
る
街
路
で
あ
る
銀
座
通
り
に
公
孫
樹
の
植
樹
を
希
望
す
る
の
は
当
然

で
あ
っ
た35

）
。

工
事
着
手
直
前
と
な
る
同
年
七
月
に
福
原
信
三
は
同
書
の
刊
行
を
決
意
し
、

冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

取
ら
れ
る
柳
の
木
に
執
着
が
あ
つ
た
と
い
ふ
ほ
ど
で
も
な
い
の
で
す
が
、

續
い
て
車
道
は

は
さ
れ
る
、
人

は
狹
ま
る
、
も
う
こ
の
煉
瓦

も
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
つ
て
了
ふ
の
か
と
思
つ
た
時
、
ふ
と
昔
の
銀
座
が
戀
し
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く
な
つ
て
、
せ
め
て
後
の
語
り
草
に
、
そ
の
昔
か
ら
昨
日
ま
で
あ
つ
た
銀

座
を

し
て
置
き
た
い
や
う
な
氣
が
し
た
の
で
す36

）
。

『
銀
座
』
は
非
売
品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
出
雲
町
の
資
生
堂
で
は
銀

座
繁
昌
の
今
昔
を
調
べ
『
銀
座
』
と
い
ふ
冊
子
を
編
輯
し
近
く
御
帰
朝
の
東
宮

殿
下
に
献
納
す
る
さ
う
で
目
下
編
輯
を
急
い
で
居
る
」
と
新
聞
で
も
そ
の
刊
行

が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
た37

）
。
関
東
大
震
災
後
に
は
、
震
災
前
の
資
料

が
消
失
す
る
な
か
で
銀
座
に
関
す
る
文
献
の
古
典
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
よ
う
に

も
な
り
、
福
田
勝
治
に
よ
る
同
名
の
『
銀
座
』（
一
九
三
六
年
）
で
は
信
三
の
許

可
を
得
て
そ
の
一
部
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
銀
座
二
丁
目
会
に
よ
る
『
伸
び
行

く
銀
座
』（
一
九
四
二
年
）
で
も
銀
座
の
長
老
達
が
、
近
代
銀
座
の
最
初
期
の
記

録
と
し
て
『
銀
座
』
に
言
及
し
て
お
り
、
本
書
の
出
版
自
体
が
資
生
堂
と
銀
座

と
の
連
想
を
強
力
に
高
め
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

２

銀
座
の
三
大
課
題

同
書
で
は
信
三
自
身
が
「『
銀
座
』
の
編
輯
に
つ
い
て
」
を
著
し
、
刊
行
の

最
大
の
目
的
は
銀
座
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
皆
で
考
え
る
こ
と
に
あ
る
と
強

調
す
る
。
右
記
の
『
銀
座
』
刊
行
を
報
じ
る
新
聞
で
も
「
之
を
機
に
色
々
行
は

れ
る
銀
座
改
造
の
意
見
」
と
し
て
、
同
書
が
銀
座
の
将
来
に
関
す
る
議
論
を
喚

起
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
信
三
は
き
わ
め
て
具
体
的
に
震
災
直
前
の
銀
座

が
抱
え
る
課
題
を
明
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
資
生
堂
が
新
橋
か
ら
銀
座
へ
と

表
記
を
変
更
し
た
理
由
の
一
端
も
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
信
三
は
銀
座
の
課
題

と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
「
銀
座
ら
し
さ
」
の
消
滅

第
一
の
課
題
は
煉
瓦
街
の
変
遷
に
よ
る
「
銀
座
ら
し
さ
」
の
消
滅
だ
。

最
初
に
同
一
形
式
で
建
築
さ
れ
ま
し
た
煉
瓦
作
り
の
二
階
家
の
屋
根
が
棟

つ
ゞ
き
に
な
つ
て
、
或
程
度
の
統
一

が
あ
り
、
何
處
か
し
ら
他
所
と
の

區
別
計
り
で
な
し
に
、
一
定
し
た
氣
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
若
し
あ
れ
が

一
軒
々
々
異
な
つ
て
、
洋
風
唐
造
り
、
土
藏
作
り
、
純
日
本
風
の
店
屋
な

ど
が
入
交
つ
て
立
ち
竝
ん
で
居
り
ま
し
た
ら
、
あ
ん
な
ス
ッ
キ
リ
し
た
氣

持
は
出
な
か
つ
た
に

ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
證
據
に
は
銀
座
以
外
の
何

所
の
小
賣
店
街
に
も
、
銀
座
の
氣
持
ち
が
な
か
つ
た
の
で
す38

）
。

リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ス
ト
リ
ー
ト
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
た
建
造
当
初
の
整
然
と
し

た
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
街
の
繁
栄
と
と
も
に
各
々
が
好
み
の
建
物
を
増
改
築
す
る

な
ど
し
て
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
っ
た
。
い
ま
や
銀
座
の
象
徴
で
も
あ
る
和
光
の

時
計
塔
は
一
八
九
五
年
に
服
部
時
計
店
の
初
代
時
計
塔
と
し
て
建
造
さ
れ
て
い

る
が
、
煉
瓦
街
の
当
初
の
整
然
と
し
た
街
並
み
か
ら
す
れ
ば
大
幅
な
変
則
と
な

る
建
物
で
あ
る
。
変
化
に
対
し
て
信
三
は
「
現
在
の
銀
座
は
外
の
小
売
店
街
と

の
区
別
が
な
い
」
と
批
判
し
、
銀
座
独
特
の
魅
力
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
嘆
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い
て
い
る39

）
。

②
新
橋
の
凋
落

第
二
に
、
新
橋
駅
の
閉
鎖
に
伴
う
新
橋
全
体
の
衰
退
で
あ
る
。
一
九
一
四
年

に
東
京
駅
が
開
業
す
る
と
、
新
橋
駅
は
閉
鎖
さ
れ40

）
、
新
橋
そ
し
て
銀
座
は
西
洋

文
明
の
窓
口
そ
し
て
情
報
の
集
積
地
と
し
て
の
特
権
的
な
地
位
を
失
う
こ
と
と

な
っ
た
。
か
わ
っ
て
そ
れ
ま
で
「
三
菱
が
原
」
と
称
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
丸
の
内
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
く
。
丸
の
内
の
街
並

み
は
「
一
丁
倫
敦
」
と
称
さ
れ
、
な
か
で
も
建
造
中
の
丸
ビ
ル
は
注
目
の
的
で

あ
っ
た
。
高
浜
虚
子
は
そ
の
建
造
中
か
ら
ホ
ト
ト
ギ
ス
発
行
所
と
し
て
部
屋
を

予
約
し
た
と
高
揚
感
を
も
っ
て
記
し
て
い
る41

）
。

信
三
は
、
虚
子
と
は
対
照
的
に
、
新
橋
を
眺
め
な
が
ら
嘆
息
を
つ
い
て
い
る
。

目
を
放
て
ば
遠
く
一
帯
の
緑
を
背
中
に
し
て
、
此
の
世
の
務
め
を
済
ま
せ

た
顔
の
舊
新
橋
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
も
、
私
に
は
懐
旧
の
念
日
に
新

な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

東
海
道
線
の
終
点
で
あ
る
新
橋
は
「
ス
テ
ン
シ
ョ
」
と
称
さ
れ
て
明
治
の
開

通
以
来
、
東
京
の
名
所
で
あ
っ
た42

）
。
幼
少
期
を
新
橋
で
過
ご
し
た
奥
野
信
太
郎

は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
汐
留
駅
と
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
は
も

う
大
分
ぼ
く
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
で
は
あ
る
が
、
実
に
寂
し
い
思
が
し

た
。
そ
れ
は
吉
川
の
洋
食
に
つ
な
が
る
、
そ
し
て
や
は
り
銀
座
と
か
か
わ

り
の
あ
る
一
本
の
支
柱
が
、
ぽ
き
り
と
折
れ
た
感
じ
が
し
た
か
ら
だ
。
今

の
銀
座
は
も
は
や
ぼ
く
た
ち
が
子
供
心
に
感
じ
た
ほ
ど
生
々
し
い
新
鮮
な

西
洋
の
に
お
い
を
、
人
々
の
心
の
な
か
に
微
風
の
快
さ
の
よ
う
に
軽
く
波

だ
た
せ
て
は
く
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
く
と
も
西
洋
の
に
お
い
は
銀
座
以

外
に
も
東
京
の
方
々
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る43

）
。

東
京
駅
の
開
通
は
、
そ
も
そ
も
商
業
の
中
心
が
新
橋
の
お
膝
元
と
し
て
発
展

し
た
銀
座
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
深
刻
な
不
安
を
も
も
た
ら

し
て
い
た
。
信
三
は
こ
の
よ
う
に
続
け
る
。

地
理
上
銀
座
と
い
ふ
も
の
が
、
所
謂
東
京
の
商
業
中
心
の
區
域
か
ら
は
稍

放
れ
過
ぎ
て
ゐ
る
。
そ
う
し
て
愈
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
表

路
が
出
來

上
つ
て
其
働
き
を
縦
横
に
す
る
時
代
に
は
、
所
謂
東
京
の
商
業
區
域
は
少

く
も
今
よ
り
更
に
東
漸
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
誰
し
も
想
像
し

得
る
所
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
勿
論
東
京
灣
築
港
に

ひ
芝
浦
一
帯
の

開
發
如
何
に
よ
つ
て
は
、
其
東
漸
の
勢
は
多
少
と
も

和
せ
ら
れ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
し
や
う
が
、
兎
に
角
、
銀
座
と
い
ふ
も
の
は
、
東
京
市
の
商

業
中
樞
区
域
か
ら
い
へ
ば
少
し
線
を

し
か
け
て
ゐ
る
こ
と
だ
け
は
否
む
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こ
と
の
出
來
な
い
事
實
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

「
此
の
世
の
務
め
を
済
ま
せ
た
」
の
は
駅
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
一
〇
年
に
松
山
省
三
が
カ
フ
ェ
・
プ
ラ
ン
タ
ン
を
開
業
す
る
と
、
ラ
イ

オ
ン
や
タ
イ
ガ
ー
な
ど
の
カ
フ
ェ
ー
の
開
店
が
続
き
銀
座
に
「
新
橋
花
柳
界
の

心
胆
を
も
寒
か
ら
し
め
る
カ
フ
ェ
ー
時
代44

）
」
が
始
ま
っ
た
。
当
初
、
作
家
や
芸

術
家
な
ど
知
識
人
の
社
交
場
で
あ
っ
た
カ
フ
ェ
ー
は
一
九
一
〇
年
代
を
通
し
て

そ
の
性
格
を
す
っ
か
り
変
化
さ
せ
て
い
く
。
一
九
一
〇
年
代
初
期
に
は
「
真
面

目
な
色
恋
の
沙
汰
」
が
見
ら
れ
た
も
の
の
一
〇
年
代
末
期
に
は
「
近
頃
の
カ
フ

エ
ー
女
は
私
娼
化
し
た
な
ど
と
極
論
す
る
人
も
あ
る
」
と
ま
で
評
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た45

）
。
カ
フ
ェ
ー
の
興
隆
は
同
時
に
有
信
の
時
代
か
ら
新
橋
資
生
堂
に
風

情
を
添
え
て
い
た
新
橋
芸
妓
の
凋
落
を
意
味
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
を
経

る
な
か
で
こ
の
傾
向
は
一
層
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。

今
日
の
時
世
に
於
て
、
若
い
男
と
若
い
女
と
が
最
も
容
易
に
、
最
も
安
価

に
、
一
挙
手
一
投
足
の
労
で
、
相
接
近
し
、
相
交
錯
し
得
る
舞
台
は
カ
フ

エ
ー
よ
り
他
に
は
無
い46

）
。

カ
フ
ェ
ー
の
女
給
は
芸
妓
に
比
べ
て
ず
っ
と
手
軽
な
遊
興
の
相
手
で
あ
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
村
島
帰
之
は
『
カ
フ
エ
ー

歓
楽
の
王
宮
』（
一
九
二
九

年
）
に
お
い
て
カ
フ
ェ
ー
の
興
隆
と
芸
妓
の
激
減
を
指
摘
し
、
カ
フ
ェ
ー
誕
生

か
ら
十
年
で
女
給
の
数
は
千
年
の
歴
史
を
持
つ
芸
妓
の
数
と
同
等
に
上
る
と
示

し
て
い
る
。
村
島
は
カ
フ
ェ
ー
を
「
近
代
感
覚
の
私
生
児
」
と
称
し
て
そ
の
魅

力
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

第
一
、
テ
ン
ポ
が
早
い
。
手
軽
で
あ
る
。
安
値
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
待
合

入
り
の
如
く
こ
そ
こ
そ
遊
び
、
若
く
は
所
謂
『
か
く
れ
遊
び
』
で
は
な
く
、

堂
々
大
手
を
ふ
つ
て
く
り
込
む
の
だ
。

現
代
は
ス
ピ
ー
ド
の
時
代
で
あ
る
。
手
続
の
面
倒
な
（
待
合
は
誰
で
も
客

と
す
る
と
は
限
つ
て
ゐ
な
い
）
時
間
の
取
る
（
芸
者
の
来
る
ま
で
に
は
ど
う

し
て
も
三
十
分
は
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
）
そ
し
て
値
ひ
の
高
い
（
待
合
で
は
五

円
以
内
の
遊
び
な
ど
は
絶
対
に
出
来
な
い
）
さ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、
ど
う
し

て
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
近
代
人
が
寄
り
つ
か
う47

）
。

村
島
に
よ
れ
ば
近
代
人
は
独
身
者
で
あ
れ
妻
帯
者
で
あ
れ
「
恋
愛
気
分
」
を

渇
望
し
て
い
る
の
で
あ
り
、「
娼
妓
の
如
く
、
義
務
づ
け
ら
れ
て
性
的
要
求
に

応
ず
る
の
で
は
恋
愛
気
分
に
そ
は
な
い
」
と
い
う
。

新
橋
芸
妓
を
贔
屓
に
し
た
明
治
の
元
勲
に
も
高
齢
者
、
物
故
者
が
増
え
て
い

っ
た
。
こ
う
し
た
新
橋
の
凋
落
傾
向
は
『
銀
座
』
刊
行
後
に
い
っ
そ
う
顕
著
に

な
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
記
さ
れ
た
文
芸
作
品
に
も
頻
繁
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
る
。
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私
は
今
で
も
時
々
勧
工
場
の
夢
を
み
る
が
こ
こ
の
景
を
み
る
こ
と
が
多
い
。

こ
こ
の
階
上
の
裏
側
の
窓
か
ら
新
橋
の
美
妓
諸
姉
の
夕
化
粧
の
艶
姿
が
み

え
る
と
て
、
若
い
も
の
た
ち
が
事
に
託
し
て
か
い
ま
み
た
も
の
だ
と
て
今

日
の
古
老
の
う
ち
あ
け
話
で
あ
る
。（
中
略
）

足
が
一
歩
銀
座
に
入
る
と
実
に
モ
ダ
ー
ン
で
あ
る
。
何
か
い
い
材
料
に
と

思
っ
て
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
前
を
つ
ば
め
の
如
く
、
断
髪
の
美
女
が
か
す

め
て
通
る

（
岸
田
劉
生
『
新
古
細
句
銀
座
通
』
一
九
二
七
年48

）
）

同
じ
く
裏
通
り
で
あ
る
が
、
新
橋
か
ら
尾
張
町
に
至
る
ま
で
の
両
側
は
、

つ
ま
り
出
雲
町
、
南
金
六
町
、
竹
川
町
、
惣
十
郎
町
、
鍋
町
、
三
十
間
堀

の
あ
た
り
は
、
い
は
ゆ
る
花
街
と
し
て
の
『
新
橋
』、
多
く
の
芸
者
屋
待

合
が
軒
を
並
べ
、
花
月
、
錦
水
そ
の
他
名
だ
た
る
、
し
か
し
モ
ボ
に
は
余

り
用
の
な
さ
さ
う
な
、
し
か
つ
め
ら
し
い
料
亭
が
古
め
か
し
い
よ
そ
ほ
ひ

を
凝
ら
し
て
ゐ
る
。

（
今
和
次
郎
編
纂
『
新
版
大
東
京
案
内
（
上
）』
一
九
二
九
年49

）
）

新
橋
も
昔
日
の
面
影
な
く
、
た
だ
荒
涼
た
る
も
の
あ
り
だ
ネ
。

（
野
村
益
三
『
東
京
見
物
』
帝
都
教
育
会
、
一
九
二
九
年50

）
）

新
橋
芸
妓
も
銀
座
を
形
づ
く
る
一
分
子
で
は
あ
る
が
、
真
に
銀
座
を
愛
す

る
人
々
に
と
っ
て
は
余
り
縁
の
な
い
代
物
。（
中
略
）
わ
れ
〳
〵
近
代
人

は
、
芸
妓
の
こ
と
ぐ
ら
ゐ
資
本
家
と
老
人
に
ま
か
し
て
お
い
て
も
恥
に
は

な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

（
小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
一
九
三
〇
年51

）
）

徳
田
秋
声
『
縮
図
』
は
「
晩
飯
時
間
の
資
生
堂
は
、
い
つ
に
も
変
ら
ず
上
も

下
も
一
杯
で
あ
っ
た
」
と
、
資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
で
の
男
女
の
会
話
か
ら
は
じ
ま

り
、
第
一
次
大
戦
後
の
銀
座
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
裏
通
り
に
巣
喰
つ
て
い
る
花
柳
界
も
、
時
に
時
代
の
波
を
被
つ
て
、

或
る
時
は
彼
等
の
洗
錬
さ
れ
た
風
俗
や
日
本
髪
が
、
世
界
戦
以
後
の
モ
ダ

ア
ニ
ズ
ム
の
横
溢
に
つ
れ
て
圧
倒
的
に
流
行
し
は
じ
め
た
洋
装
や
パ
ー
マ

ネ
ン
ト
に
押
さ
れ
て
、
昼
間
の
銀
座
で
は
、
時
代
錯
誤

ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム

の
可
笑
し
さ
身
ず

ぼ
ら
し
さ
を
さ
へ
感
じ
さ
せ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

（
徳
田
秋
声
『
縮
図
』
一
九
四
七
年52

）
）

新
橋
芸
妓
屋
組
合
で
も
こ
の
深
刻
な
危
機
に
対
し
て
、
芸
妓
に
教
養
を
つ
け

ね
ば
な
ら
な
い
と
「
新
橋
芸
妓
学
校
」
を
開
く
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

学
校
は
資
生
堂
の
す
ぐ
裏
手
に
開
か
れ
た
。
組
合
頭
取
の
川
村
徳
太
郎
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

藝げい
妓しや
が
い
た
づ
ら
に
舊きうしふ
に
な
づ
ん
で
ゐ
れ
ば
、
當たう
國こく
を
風ふう
靡び
て
ゐ
る
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
波なみ
を
乘のり
切き

る
こ
と
は
出で

來き

な
い
だ
ら
う
。
此こ

の
風ふう
てう

に
順
じゆん
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應おう
出で

來き

る
や
う
な
教けう
育いく
を
彼かれ
等ら

に
ほ
ど
こ
す
必ひつ
要えう
が
あ
る
。
藝げい
妓しや
の
商
しやう

賣ばい
と
い
ふ
も
の
が
現げん
代だい
ほ
ど
衰すゐ
微び
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
靑せい
年ねんたち

が
カ
フ
エ
ー
や
バ
ー
に
集あつ
ま
る
の
は
女ぢよ
給きふ
と
い
ふ
も
の
が
一
般はん
に
よ
り
多

く
の
敎けふ
養やふ
を
持も
つ
て
居を
り
、
靑せい
年ねんたち
の
興きよ
味うみ
に
充じう
分ぶん
應おう
じ
得う
る
か
ら
で
あ

る
。
女ぢよ
給きふ
等
は
新しん
聞ぶん
を
讀よ
み
得え
、
ざつ

誌し
を
讀よ
み
、
時じ
代だい
の
ト
ピ
ツ
ク
を
語かた

り
得う
る
の
で
あ
る
。
すなはち

女ぢよ
給きふ
等
は
藝
妓
に
比ひ
較かく
し
て
は
ず
つ
と
モ
ダ
ン

で
あ
り
智ち
的てき
な
の
で
あ
る
、
も
し
十
圓ゑん
の
チ
イ
ツ
プ
を
や
れ
ば
女ぢよ
給きふ
の
サ

ー
ヴ
イ
ス
と
い
ふ
も
の
は
大たい
變へん
で
あ
る
。
彼かの
女ぢよ
等ら
が
そ
の
モ
ダ
ン
な
心こゝ
意ろい

氣き
に
よ
り
、
藝げい
妓しや
か
ら
客きやくを
奪うば
ふ
の
は
當たふ
然ぜん
で
あ
る
。

（
川
村
徳
太
郎
述
『
新
橋
を
語
る
』
一
九
三
一
年53

）
）

元
号
が
改
ま
る
と
、
近
し
い
過
去
も
ひ
ど
く
旧
時
代
的
な
雰
囲
気
を
帯
び
る

よ
う
に
な
る
。
大
正
期
の
女
性
誌
で
も
、
旧
式
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
に
対
し
て

は
「
何
う
も
明
治
臭
が
ぬ
け
て
い
な
い
」
な
ど
と
容
赦
が
な
い
。
新
橋
は
ま
さ

に
「
明
治
臭
」
を
纏
っ
た
地
名
と
化
し
て
い
っ
た
。
明
治
の
は
じ
め
、
新
橋
は

天
皇
が
臨
席
さ
れ
て
の
鉄
道
の
開
通
と
と
も
に
華
々
し
く
幕
を
開
け
た
が
、
大

正
時
代
は
そ
の
凋
落
傾
向
を
象
徴
す
る
よ
う
に
新
橋
駅
で
の
明
治
天
皇
の
葬
送

に
は
じ
ま
っ
た
。『
読
売
新
聞
』
の
記
事
掲
載
数
に
お
い
て
は
明
治
期
に
新
橋
、

銀
座
、
丸
の
内
の
項
目
数
は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
三
二
、
八
八
四
、
五
五
で
あ
る
が
、

大
正
期
に
お
い
て
は
九
一
六
、
一
〇
九
一
、
二
三
六
と
な
り
、
新
橋
の
激
減
、

微
増
の
銀
座
、
そ
し
て
丸
の
内
の
台
頭
が
目
立
っ
て
い
る
。
今
和
次
郎
に
よ
る

一
九
二
五
年
の
銀
座
街
頭
調
査
に
お
い
て
も
、「
銀
座
で
一
番
寂
し
い
の
は
東

側
の
新
橋
寄
り
」
だ
と
数
値
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る54

）
。

新
橋
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
は
、
化
粧
品
販
売
に
本
格
的
に
進
出
し
た
ば
か
り

の
資
生
堂
に
と
っ
て
は
一
層
問
題
が
深
刻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
現
在

で
も
新
橋
と
い
え
ば
中
年
男
性
と
い
う
印
象
が
強
く
、
香
水
や
高
級
化
粧
品
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠
く
海
外
に
お
け
る
知
名
度
も
殆
ど
な
い
。
信
三
は
さ
ら
な

る
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
恐
れ
て
か
『
銀
座
』
に
お
い
て
は
新
橋
の
凋
落
に
つ
い

て
詳
述
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
新
橋
か
ら
銀
座
へ
と
店
名
表
記
を
変
更
し

た
背
景
の
一
端
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ほ
ぼ
十
年
を
経
た
後
に
「
交

通
機
関
の
中
心

新
橋
が
東
京
駅
に
移
り
ま
し
た
の
で
、
銀
座
の
中
心
も
移

動
し
ま
し
た
」
な
ど
と
、
新
橋
駅
の
閉
鎖
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
に
つ
い
て
明
言
し
、

花
柳
界
の
変
遷
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

近
代
風
景
は
ウ
ヱ
ー
ト
レ
ス
が
藝
妓
に
代
つ
て
銀
座
の
平
面
を
占
領
し
ま

し
た
結
果

ち
花
柳
界
の
推
移
か
ら
大
通
り
の
特
徴
あ
る
商
店
同
様
の
小

賣
商
が
最
近
横
丁
に
も
進
出
し
て
來
ま
し
た
の
で
、
い
は
ゞ
今
迄
の
商
店

と
花
柳
界
と
の
交
錯
が
、
商
店
と
カ
フ
エ
ー
と
の
交
錯
と
な
つ
た
譯
で
す
。

そ
し
て
カ
フ
エ
ー
の
性
質
は
全
く
柳
暗
の
闇
を
拂
つ
て
銀
座
を
花
明
の
巷

に
改
造
し
て
了
つ
た
様
で
あ
り
ま
す55

）
。
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③
日
本
橋
と
の
競
争
激
化

信
三
は
銀
座
の
第
三
の
課
題
と
し
て
日
本
橋
の
デ
パ
ー
ト
と
の
競
争
の
激
化

を
挙
げ
て
い
る
。
日
本
橋
と
銀
座
は
距
離
的
に
も
近
い
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
江
戸

の
中
心
そ
し
て
東
京
の
中
心
と
し
て
の
意
識
か
ら
対
抗
関
係
に
あ
っ
た
。
銀
座

は
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
日
本
橋
を
超
え
る
ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
に
は
三
井
呉
服
店
が
「
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
宣

言
」
と
と
も
に
三
越
呉
服
店
と
し
て
開
店
す
る
。
定
額
販
売
や
陳
列
販
売
を
は

じ
め
現
代
的
な
小
売
販
売
方
式
が
採
用
さ
れ
る
な
か
、
高
島
屋
や
白
木
屋
な
ど

日
本
橋
を
中
心
と
し
た
老
舗
呉
服
店
も
次
々
と
百
貨
店
の
業
態
へ
と
衣
替
え
し

て
い
っ
た
。「
流
行
」
を
意
識
し
た
品
揃
え
や
「
今
日
は
帝
劇
、
明
日
は
三
越
」

と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
話
題
に
な
る
な
ど
、
近
代
的
な
広
告
も
展
開
さ

れ
る
な
か
で
百
貨
店
と
小
売
店
の
競
争
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
。
し
か
も
新
た
に
交
通
の
中
心
と
し
て
期
待
さ
れ
る
東
京
駅
は
日
本
橋
の
至

近
距
離
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

信
三
は
い
ま
や
銀
座
の
両
側
に
あ
る
「
二
百
四
十
余
の
総
商
店
」
の
一
日
の

売
上
が
東
京
有
数
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
の
売
上
高
に
較
べ
る
と
ず
っ
と

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
、
銀
座
全
体
で
の
対
策
の
必
要
性
を
強
調
し

て
い
る
。四

銀
座
発
の
銀
座
改
造
計
画

こ
の
よ
う
に
震
災
前
の
銀
座
は
景
観
問
題
、
新
橋
の
衰
退
に
加
え
て
丸
の
内

の
台
頭
や
日
本
橋
の
デ
パ
ー
ト
と
の
競
合
と
い
っ
た
憂
慮
す
べ
き
事
態
に
直
面

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
の
東
京
市
に
よ
る
都
市
改
造
計
画
は
、「
歴

史
上
の
名
所
を
破
壊
し
て
市
区
改
正
の
犠
牲
た
ら
し
め
ん
」
と
す
る
、
強
力
か

つ
、
わ
か
り
や
す
い
外
圧
と
な
り
銀
座
商
店
の
連
帯
を
急
速
に
進
め
た56

）
。
信
三

は
『
銀
座
』
の
刊
行
を
通
し
て
議
論
を
喚
起
し
、
銀
座
の
連
携
に
先
導
的
な
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
銀
座
の
資
生
堂
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
た
。
同
時
に

「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
へ
と
表
記
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
信
三
は
銀

座
を
「
よ
り
よ
く
」
す
る
方
向
性
を
具
体
的
に
定
め
た
い
と
し
て
、
商
店
、
連

合
会
、
行
政
が
各
々
と
る
べ
き
き
わ
め
て
具
体
的
な
対
策
を
提
案
し
た
。
資
生

堂
に
は
「
最
初
の
建
築
評
論
家
」
と
し
て
一
九
一
〇
年
代
か
ら
先
駆
的
な
建
築

評
論
を
続
け
て
き
た
黒
田
鵬
心
が
一
時
は
社
員
と
し
て
も
参
加
し
て
お
り
、
信

三
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
。
そ
し
て
信
三
の
提
案
は
関
東
大
震

災
に
よ
り
、
都
市
計
画
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
る
な
か
で
、
急
速
に
現
実
性

を
高
め
て
い
っ
た
。

１

「
大
銀
座
」
計
画
と
行
政
と
の
連
携

信
三
に
よ
る
最
大
の
提
案
は
、
正
式
な
町
名
と
し
て
の
銀
座
を
従
来
の
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
に
加
え
て
八
丁
目
ま
で
拡
大
す
る
と
い
う
「
大
銀
座
」
計
画
で

あ
る
。

銀
座
の
衰
亡
は
や
が
て
自
分
の
衰
亡
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
又
東
京
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市
の
一
の
大
き
な
損
害
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
ま
す
と
、
小
さ
い
自

分
の
利
益
や
主
張
は
抛
つ
て
も
銀
座
住
民
た
る
凡
て
の
方
と
協
同
一
致
し

て
、
此
銀
座
の
両
側
を
一
つ
の
銀
座
と
い
ふ
小
売
商
店
の
一
大
集
團
と
し

て
た
た
し
め
た
い
と
、
寝
て
も
醒
め
て
も
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

此
意
味
に
於
て
、
私
は
、
京
橋
か
ら
新
橋
に
於
け
る
東
西
兩
側
の
一
帯

を
銀
座
と
見
做
し
て
、
こ
れ
が
丁
度
一
個
の
小
賣
商
店
の
集
合
、
デ
パ
ー

ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
の
や
う
な
纏
つ
た
感
じ
の
下
に
、

令
へ
ば
竹
川
町
出

雲
町
の
や
う
な
町
名
は
廢
し
て
各
人
が
團
結
し
た
ら
面
白
い
商
賣
が
出
來

や
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

竹
川
町
や
出
雲
町
は
、
創
業
以
来
の
資
生
堂
の
所
在
地
だ
が
、
信
三
は
馴
染

み
の
町
名
を
廃
し
て
ま
で
も
正
式
に
「
銀
座
」
と
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
信
三

に
は
正
式
に
町
名
を
「
銀
座
」
に
包
含
す
る
こ
と
で
、
台
頭
す
る
丸
の
内
や
日

本
橋
の
百
貨
店
に
対
抗
し
て
広
域
の
銀
座
の
連
帯
を
実
現
す
る
と
と
も
に
凋
落

傾
向
の
止
ま
ら
ぬ
「
新
橋
」
の
旧
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
よ
う
と
考
え
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
話
題
に
な
っ
て
い
た
「
銀
ぶ
ら
」
も
、
銀
座
一
丁

目
か
ら
四
丁
目
以
外
で
は
「
出
雲
町
ぶ
ら
」
や
「
尾
張
町
ぶ
ら
」
が
本
当
だ
と

し
て
、
揶
揄
す
る
者
も
あ
っ
た
。
一
方
で
信
三
が
震
災
後
に
書
い
た
「
銀
座
の

新
装
」
で
は
、
銀
座
と
い
う
名
前
の
伝
統
は
慶
長
年
間
か
ら
続
い
て
お
り
、
日

本
橋
と
の
対
抗
に
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
。

斯
く
し
て
新
生
し
た
る
銀
座
の
商
舗
は
何
れ
に
し
ろ
須
ら
く
『
銀
座
』
な

る
慶
長
十
七
年
以
來
の
老
舗
名

を
標
榜
し
て
世
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。

三
越
と
い
ひ
白
木
屋
と
い
ひ
大
丸
と
い
ひ
、
そ
の
老
舗
名

に
對
す
る
世

の
印
象
と
親
し
み
と
信
用
は
誠
に
偉
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
銀

座
』
な
る
老
舗
名
前
に
對
し
て
こ
れ
を
辱
か
し
め
ぬ
だ
け
の
理
解
と
努
力

と
を
以
て

々
此
地
の
發
展
を
心
掛
け
た
き
も
の
で
あ
る57

）
。

信
三
は
銀
座
の
中
心
と
な
る
銀
座
通
り
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
将
来
像
を
示

し
て
い
る
。
当
時
は
銀
座
通
り
に
は
都
電
が
通
っ
て
い
た
が
、
信
三
は
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
ー
か
、
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
か
と
二
案
を
提
示
し
な
が
ら
「
東

京
市
の
商
業
勢
力
は
東
漸
」
す
る
も
の
と
考
え
た
場
合
、「
銀
座
は
電
車
も
車

も
通
さ
ず
に
所
謂
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ブ
ェ
ニ
ュ
ー
の
や
う
な
形
に
向
つ
て
進
歩
せ

し
め
る
の
が
至
当
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
信
三
は
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ

ュ
ー
を
銀
座
通
り
の
理
想
像
と
し
て
考
え
て
お
り
、
こ
の
後
も
し
ば
し
ば
言
及

し
て
い
る
。

信
三
は
一
方
で
、
現
実
的
な
行
政
と
の
連
携
を
重
視
し
た
。
こ
れ
は
舗
道
拡

張
計
画
に
際
し
て
銀
座
住
民
の
声
が
充
分
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す

る
反
省
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
京
市
さ
ら
に
後
藤
新
平
に
対
す
る
抗
議
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
は
先
づ
銀
座
の
住
民
た
る
私
共
は
、
常
に
當
局
者
と
意
志
の
融
合
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を
計
つ
て
、
當
局
者
の
計
畫
に
十
分
の
同

を
表
し
、
其
仕
事
の
完
成
に

つ
い
て
は
出
來
る
だ
け
の

助
も
し
、
又
金
錢
上
の
負

も
快
よ
く
す
る

や
う
に
な
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
と
同
時
に
當
局
者
も
亦

令
へ
ば
交

問
題
に
つ
い
て
も
、
単
に
學
者
と
か
專
門
家
と
か
い
ふ
も
の
ゝ
論
議
ば
か

り
に
耳
を
傾
け
ず
に
、
其
住
居
せ
る
銀
座
民
の
意
向
と
か
希
望
と
か
い
ふ

も
の
を

い
て
か
ら
其
計
畫
に
か
ゝ
る
と
い
ふ
や
う
な
、
順
序
に
し
て
、

所
謂
官
民
一
致
の
實
を

げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

そ
し
て
当
局
者
に
も
積
極
的
に
銀
座
振
興
の
「
名
案
」
を
出
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
。

銀
座
附

の
住
民
が
銀
座
に
來
る
の
に
成
た
け
便
利
の
や
う
に
、

令
へ

ば
内
幸
町
の
人
が
銀
座
に
出
る
た
め
に
山
下
門
と
土
橋
と
の
間
に
中
間
の

橋
を
設
け
て
貰
ら
ふ
と
か
、
又
築
地
一
圓
を
水
境
の
公
園
に
し
て
貰
つ
て

日
比
谷
公
園
の
陸
公
園
と
對
立
せ
し
む
る
と
か
、
当
局
者
は
当
局
者
と
し

て
の
名
案
を
出
し
て
貰
つ
た
ら
宜
し
か
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

信
三
は
『
銀
座
』
に
京
新
連
合
会
に
よ
る
陳
情
書
と
と
も
に
東
京
市
に
よ
る

回
答
書
も
掲
載
し
、
さ
ら
に
後
藤
新
平
か
ら
序
文
を
得
て
い
る
。
信
三
は
、
中

立
の
姿
勢
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
自
ら
の
意
図
の
妥
当
性
を
際
立

た
せ
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
る
。
後
に
信
三
は
自
ら
を
「
緩
衝
地
帯
」
に
喩

え
て
い
る
。
様
々
な
意
見
を
消
化
し
て
、
中
庸
の
立
場
に
立
つ
の
は
孔
子
の
領

分
で
あ
る
が
、
自
ら
の
役
割
は
あ
く
ま
で
意
見
の
異
な
る
人
々
の
間
に
た
つ
こ

と
に
あ
る
の
だ
と
い
う58

）
。
例
え
ば
第
二
次
大
戦
期
に
信
三
は
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
土
井
晩
翠
ら
の
協
力
を
得
て
「
失
明
勇
士
に
感
謝
す
る
素
人
美
術
展
」
を

行
っ
て
い
る
。
信
三
は
当
局
の
摘
発
を
巧
妙
に
免
れ
る
よ
う
に
中
立
的
な
仕
掛

け
が
施
さ
れ
た
展
示
を
し
ば
し
ば
開
い
た
。「
緩
衝
地
帯
」
と
し
て
存
在
感
を

放
つ
信
三
の
も
と
に
、
多
様
な
分
野
か
ら
有
識
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。

信
三
は
こ
の
後
も
行
政
に
対
し
て
積
極
的
な
発
言
を
続
け
た
。
後
藤
新
平
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政
調
査
会
を
モ
デ
ル
に
日
本
初
の
都
市
問
題
に
関
す
る
調
査

機
関
と
し
て
東
京
市
政
調
査
会
を
設
立
し
て
い
る
が
一
九
二
二
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
を
半
年
間
招
聘

し
た
。
ビ
ア
ー
ド
は
帝
都
復
興
に
際
し
て
も
市
政
調
査
会
の
専
務
理
事
と
し
て

提
言
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
信
三
は
一
九
二
四
年
に
「
復
興
し
た
い
新

家
屋

ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
と
ア
ー
ケ
ー
ド
」
と
題
し
て
『
東
京
日
日
新
聞
』
に

三
回
の
寄
稿
を
行
っ
て
い
る59

）
。
信
三
は
帝
都
復
興
問
題
に
関
し
て
、

重
要
問

題
に
つ
い
て
は
各
専
門
大
家
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く
論
じ
つ
く
さ
れ
」、「
ビ
ア
ー

ド
博
士
の
二
回
の
来
日
で
そ
の

蓄
を
傾
け
た
立
派
な
意
見
」
を
提
示
さ
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
も
、「
自
分
は
門
外
漢
だ
が
実
際
の
境
遇
に
あ
る
事
か
ら

推
し
て
、
か
く
あ
り
た
い
と
い
ふ
意
見
」
を
提
議
し
た
い
と
し
て
、
銀
座
の
復

興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
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実
際
に
関
東
大
震
災
を
経
て
都
市
計
画
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
る
な
か
で
、

信
三
の
改
革
案
は
明
ら
か
に
銀
座
の
復
興
計
画
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。
後

藤
新
平
は
帝
都
復
興
計
画
に
お
い
て
、
信
三
の
「
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ブ
ェ
ニ
ュ

ー
」
構
想
と
同
じ
く
銀
座
通
り
の
都
電
の
移
転
を
提
案
し
た
。
電
車
が
通
ら
な

く
な
る
と
銀
座
が
廃
れ
る
と
い
う
銀
座
住
民
の
懸
念
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、

一
九
六
七
年
に
都
電
銀
座
線
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
後
々
ま
で
銀
座
側
か
ら
も

悔
い
る
声
が
続
い
て
い
る60

）
。
震
災
後
の
一
九
二
四
年
に
は
、
京
新
連
合
会
が
信

三
が
語
る
よ
う
に
個
別
の
町
名
を
廃
し
て
「
大
銀
座
」
を
実
現
す
る
よ
う
、
東

京
市
に
請
願
書
を
提
出
し
た
。
翌
一
九
二
五
年
に
は
、
銀
座
各
町
の
代
表
者
に

よ
り
、
再
び
「
町
名
改
廃
と
銀
座
拡
充
に
関
す
る
請
願
」
が
東
京
市
に
提
出
さ

れ
、
信
三
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
請
願
書
は
「
区
々
た
る
町
名
を
統
一
し
て
、

帝
都
の
代
表
的
商
業
地
た
る
銀
座
の
面
目
を
拡
充
し
、
世
界
大
銀
座
街
を
出
現

せ
し
む
る
こ
と
、
帝
都
将
来
の
為
め
最
も
緊
要
の
こ
と
と
存
ぜ
ら
れ
候
」
と
し

て
、「
一
銀
座
の
名
称
下
に
抱
擁
す
れ
ば
百
利
あ
っ
て
一
害
な
し
」
と
強
調
す

る61
）

。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
に
は
出
雲
町
、
竹
川
町
な
ど
の
町
名
が
消
え
て
銀
座

五
丁
目
か
ら
八
丁
目
と
し
て
包
含
さ
れ
、「
大
銀
座
」
が
誕
生
し
た
。
先
述
の
、

『
銀
座
』
の
刊
行
を
報
じ
た
『
読
売
新
聞
』
は
、
信
三
の
大
銀
座
構
想
に
つ
い

て
「
尚
ほ
進
ん
で
は
銀
座
一
丁
目
か
ら
新
橋
ま
で
を
統
一
的
の
町
と
し
て
竹
川

町
尾
張
町
な
ど
の
名
称
を
廃
し
度
い
な
ど
の
改
良
意
見
も
あ
る
」
と
進
歩
的
意

見
と
し
て
報
じ
て
い
る
。
信
三
も
当
時
は
「
空
想
に
過
ぎ
ぬ
」「
勝
手
す
ぎ
る
」

と
弁
解
し
つ
つ
持
論
を
語
っ
て
い
る
が
、
十
年
を
経
ず
し
て
大
銀
座
計
画
は
実

現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
で
写
真
を
趣
味
と
し
日
本
写
真
界
の
草
創
期
の
大
家
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
た
信
三
は
、
後
藤
新
平
の
側
近
で
、
東
京
市
長
を
務
め
た
阪
谷
芳
郎
が
会

長
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
都
市
美
協
会
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
。
一
九
三
三

年
に
都
市
美
協
会
が
「
東
京
市
の
街
路
を
主
題
と
し
た
る
懸
賞
写
真
」
を
募
集

し
た
際
に
審
査
員
と
し
て
参
加
し
、
こ
れ
を
機
に
協
会
の
評
議
員62

）
、
翌
年
に
は

常
務
理
事
と
な
り
、
一
時
は
会
計
監
査
に
加
わ
っ
た
。
都
市
美
協
会
の
会
報

『
都
市
美
』
に
写
真
や
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
た
り
、
都
市
美
観
に
ま
つ
わ
る
コ

ン
テ
ス
ト
の
審
査
や
研
究
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

信
三
は
一
九
三
六
年
に
は
協
会
が
主
催
し
た
、
今
後
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る

「
新
宿
の
将
来
を
語
る
座
談
会
」
に
も
出
席
し
、「
わ
た
く
し
一
人
銀
座
か
ら
飛

び
込
ん
で
参
り
ま
し
て
」
と
遠
慮
し
つ
つ
も
、「
人
を
寄
せ
る
方
法
、
設
備
な

ど
が
つ
く
さ
れ
れ
ば
繁
栄
す
る
に
き
ま
っ
て
い
る
」
と
そ
の
都
市
論
を
語
っ
て

い
る
。
ミ
ラ
ノ
を
例
に
出
し
な
が
ら
、
商
店
街
の
繁
栄
の
た
め
に
は
何
処
か
ら

で
も
出
入
り
が
し
や
す
い
よ
う
に
裏
通
り
に
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
、
な
ど
と

見
解
を
述
べ
て
会
場
か
ら
拍
手
を
得
て
い
る63

）
。

都
市
美
協
会
の
重
鎮
で
あ
る
石
原
憲
治
に
よ
れ
ば
、
信
三
は
日
比
谷
の
三
信

ビ
ル
に
あ
っ
た
東
洋
軒
で
開
か
れ
て
い
た
毎
月
の
理
事
会
に
も
よ
く
出
席
し
て

い
た
と
い
う
。
石
原
は
後
に
資
生
堂
関
係
者
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。
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銀
座
と
い
え
ば
、
あ
な
た
の
と
こ
ろ
と
そ
れ
か
ら
銀
座
町
会
長
に
よ
く
お

目
に
か
か
り
ま
し
た
、
都
市
美
と
い
う
と
銀
座
が
中
心
で
し
た
か
ら
。
広

告
物
が
き
た
な
い
で
し
ょ
う
、
東
京
の
看
板
広
告
は64

）
。

２

銀
座
商
店
の
連
帯
と
ア
ー
ケ
ー
ド
化

信
三
は
行
政
レ
ベ
ル
で
の
改
革
を
論
じ
る
一
方
で
、
銀
座
の
美
観
、
さ
ら
に

は
デ
パ
ー
ト
に
対
す
る
小
売
店
の
連
携
と
い
う
視
点
か
ら
銀
座
の
商
店
に
よ
る

積
極
的
な
連
携
を
主
張
す
る
。
例
え
ば
建
築
に
つ
い
て
は
「
銀
座
一
円
同
じ
や

う
な
形
を
追
ひ
、
ウ
イ
ン
ド
か
ら
照
明
の
工
合
ま
で
互
に
注
意
し
て
、
所
謂

『
銀
ぶ
ら
』
の
お
客
様
に
十
分
の
快
感
を
与
へ
る
や
う
に
」
設
計
す
べ
き
だ
と

い
う
。
歩
道
の
清
掃
は
勿
論
、
銀
座
全
体
で
協
同
の
配
達
所
を
設
け
、
商
品
券

を
発
行
し
た
り
、
来
客
用
の
共
同
の
休
憩
所
を
開
設
す
る
な
ど
「
所
謂
銀
座
繁

栄
の
た
め
に
間
接
に
効
果
あ
る
も
の
」
に
対
し
て
十
分
に
配
慮
し
た
い
と
い
う
。

「
今
日
の
如
く
各
商
店
無
用
の
競
争
を
し
て
反
て
お
客
に
不
利
を
与
へ
る
や
う

な
こ
と
」
を
な
く
し
、
銀
座
の
商
店
は
共
存
共
栄
を
目
指
す
べ
き
だ
と
強
調
す

る
。
さ
ら
に
同
業
者
が
組
合
を
作
っ
て
仕
入
れ
を
行
え
ば
「
銀
座
全
体
の
店
が

一
つ
の
堅
い
組
合
組
織
の
下
に
か
た
ま
る
や
う
な
事
に
も
な
り
、
そ
れ
か
ら
そ

れ
へ
と
思
は
ぬ
面
白
い
仕
組
が
湧
い
て
来
て
、
銀
座
の
小
売
商
店
は
茲
に
全
く

其
面
目
を
新
に
す
る
こ
と
に
な
ら
う
」
と
期
待
す
る
。

信
三
に
よ
れ
ば
小
売
店
が
デ
パ
ー
ト
に
対
し
て
劣
勢
に
な
る
の
は
、
小
売
商

店
の
仕
入
方
法
に
よ
る
「
当
然
の
帰
趣
」
で
あ
る
。
小
売
業
者
に
は
共
同
組
織

が
不
可
欠
だ
と
し
て
、
仕
入
れ
等
を
共
同
で
行
い
建
物
な
ど
施
設
も
共
有
す
る

こ
と
で
合
理
的
な
経
営
が
出
来
る
と
論
じ
て
い
る
。「
大
銀
座
」
の
存
在
は
共

同
組
織
と
し
て
も
相
応
し
く
、「
人
を
し
て
『
銀
ぶ
ら
』
せ
し
む
る
だ
け
の

種
々
の
機
関
を
有
す
る
ほ
ど
仕
合
せ
な
」
銀
座
の
住
人
は
、
一
日
も
早
く
そ
の

歩
調
を
あ
わ
せ
る
べ
き
だ
と
強
調
す
る
。
信
三
は
ア
メ
リ
カ
留
学
以
来
、
百
貨

店
に
対
抗
す
る
た
め
の
小
売
店
の
連
携
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

震
災
後
、
資
生
堂
は
全
国
に
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
を
展
開
し
急
成
長
を
遂
げ
る
が
、

信
三
は
そ
れ
に
先
駆
け
る
形
で
銀
座
商
店
の
連
帯
を
唱
え
て
い
る
。
信
三
は
一

九
二
八
年
に
は
「
日
本
産
業
の
合
理
化
」
と
題
し
て
五
回
の
新
聞
連
載
を
行
い
、

こ
こ
で
は
共
同
精
神
の
欠
如
を
国
民
的
な
欠
点
と
し
て
糾
弾
し
て
い
る
。

百
貨
店
は
恰
も
多
く
の
細
胞
か
ら
成
る
一
個
の
有
機
的
細
胞
の
如
き
も
の

で
、
是
に
対
し
て
小
売
業
は
一
つ
宛
独
立
せ
る
有
機
的
単
細
胞
の
如
き
も

の
と
云
ふ
べ
き
か
。
そ
れ
故
に
百
貨
店
の
繁
栄
は
多
細
胞
に
よ
る
有
機
的

組
織
そ
の
も
の
の
勝
利
を
意
味
す
る
と
共
に
、
小
売
業
者
の
繁
栄
策
は
、

即
ち
単
細
胞
た
る
各
個
体
を
打
つ
て
共
同
の
統
一
的
組
織
化
す
る
こ
と
以

外
に
求
む
べ
き
道
が
な
い
と
い
ふ
結
論
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
戦
争
も
昔

は
単
騎
の
勝
負
が
、
克
く
全
軍
の
集
団
の
運
命
を
決
し
た
時
代
も
あ
る
が
、

現
在
は
集
団
の
力
に
依
つ
て
行
ひ
、
そ
の
精
鋭
な
る
武
器
は
組
織
に
於
け

る
科
学
的
合
理
的
経
営
法
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
人
に
最

も
欠
け
て
居
る
も
の
は
こ
の
共
同
動
作
の
欠
如
と
云
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
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そ
れ
は
畢
竟
未
だ
人
人
が
、
共
同
社
会
の
一
分
子
と
し
て
の
存
在
を
深
く

意
識
し
な
い
思
想
的
欠
陥
に
帰
す
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
個
人
な
る

も
の
は
社
会
人
と
し
て
、
初
め
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
、
即
ち
個
人
の
働

く
事
も
社
会
の
為
め
、
社
会
の
働
く
の
は
個
人
の
為
め
に
外
な
ら
ず
、
従

つ
て
社
会
の
繁
栄
は
個
人
に
報
い
ら
れ
、
個
人
が
社
会
の
繁
栄
を
導
く
訳

で
、
い
ひ
か
へ
れ
ば
社
会
に
対
す
る
義
務
を
満
足
に
遂
行
す
れ
ば
、
個
人

の
権
利
と
な
つ
て
か
へ
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
人
に
は
こ
の
観

念
が
如
何
に
も
乏
し
い
。
そ
れ
は
個
人
的
に
は
他
に
優
る
と
も
決
し
て
劣

ら
な
い
我
が
同
胞
が
、
一
度
び
公
衆
道
徳
の
問
題
に
な
る
と
、
唖
然
た
る

ま
で
に
醜
態
を
発
揮
す
る
こ
と
は
幾
多
の
例
に
よ
つ
て
も
明
か
で
あ
る65

）
。

一
九
二
五
年
、
京
新
連
合
会
は
大
銀
座
建
設
に
関
す
る
請
願
と
共
に
、
京
新

連
合
会
は
東
京
市
に
対
し
て
「
国
家
百
年
の
計
」
と
し
て
「
高
所
よ
り
達
観
」

し
て
銀
座
通
に
「
美
観
堅
牢
整
然
た
る
街
区
」
を
建
設
す
る
よ
う
陳
情
し
て
い

る
。
一
九
三
五
年
に
は
都
市
美
協
会
が
主
催
し
て
「
銀
座
街
設
計
建
築
競
技
」

が
な
さ
れ
る
な
ど
、
銀
座
の
美
観
を
保
つ
ア
ー
ケ
ー
ド
構
想
へ
の
関
心
は
共
有

さ
れ
続
け
て
い
っ
た
。
現
在
の
銀
座
に
お
い
て
も
、
銀
座
通
連
合
会
を
筆
頭
に

し
た
町
会
が
建
物
の
高
さ
制
限
や
街
灯
の
色
合
い
を
は
じ
め
と
し
た
ル
ー
ル
を

規
定
し
、
景
観
を
重
視
し
た
独
自
の
街
づ
く
り
で
知
ら
れ
て
い
る
。
本
格
的
な

共
同
組
織
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
信
三
は
現
在
の
銀
座
の
街
づ
く
り

の
原
点
に
お
い
て
明
確
な
展
望
を
掲
げ
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

信
三
の
関
与
の
詳
細
な
調
査
は
困
難
だ
が
、
信
三
が
政
府
主
導
で
造
営
さ
れ

た
銀
座
か
ら
、「
民
」
主
導
へ
と
移
行
す
る
な
か
で
、
銀
座
振
興
に
最
初
期
か

ら
尽
力
し
、
継
続
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
銀
座
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
。
京
新
連
合
会
に
も
銀
座
七
丁
目
会
の

理
事
と
し
て
も
参
加
し
、
銀
座
の
会
合
に
初
期
か
ら
熱
心
に
参
加
し
て
い
た
様

子
が
複
数
の
側
近
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
集
ま
り
に
は
よ
く
出
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
出
ら
れ
な
い
と
き
は

必
ず
代
理
が
く
る
と
い
う
ふ
う
で
し
た
。（
中
略
）
よ
く
は
知
ら
な
い
の

だ
が
、
銀
座
通
り
と
か
な
ん
と
か
い
っ
て
、
今
の
連
合
会
が
で
き
る
当
時

い
ろ
ん
な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
の
小
松
の
裏
に
松
本
楼
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
会
合
し
た
り
し
た
。
銀
座
通
り
は
バ
ラ
ッ
ク
で
は
い

け
な
い
、
本
建
築
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
か
い
ろ
ん
な
会
合

が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
一
々
出
て
い
た
。
几
帳
面
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

か
ら
ね
。

単
に
資
生
堂
だ
け
の
こ
と
で
な
く
、
銀
座
全
体
の
た
め
と
い
う
会
合
に
出

席
す
る
の
は
お
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
き
っ
と66

）
。

あ
の
時
分
は
夜
に
な
っ
た
ら
店
を
閉
め
る
と
い
う
銀
行
と
か
会
社
が
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
電
車
通
り
だ
け
は
九
時
か
十
時
ご
ろ
ま
で
明
る
く
な
く

ち
ゃ
と
い
う
、
銀
座
全
体
に
た
い
す
る
信
三
氏
の
お
考
え
が
あ
っ
て
、
そ
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れ
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
話
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
銀
座
の
商
店
街

の
会
合
の
席
上
と
か
、
出
入
り
す
る
新
聞
記
者
や
、
い
ろ
い
ろ
な
座
談
会

な
ど
で
も
、
上
手
な
言
い
回
し
で
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

夜
お
そ
く
ま
で
店
を
開
け
て
い
た
か
ら
売
り
上
げ
が
あ
る
と
か
儲
か
る
と

か
、
そ
ん
な
考
え
は
少
し
も
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。（
中
略
）
信

三
氏
は
あ
あ
い
う
人
で
す
か
ら
、
銀
座
の
商
店
街
の
親
父
さ
ん
の
集
ま
り

な
ん
か
に
は
あ
ま
り
出
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
い
ま
の
言
葉
で
い
う
と
銀
座
っ
子
と
い
う

ん
で
す
か
、
草
市
や
な
に
か
の
と
き
は
夜
お
そ
く
ま
で
お
い
で
に
な
り
ま

す
ね
。
ま
た
お
店
も
夜
お
そ
く
ま
で
開
け
て
お
く
の
で
、
店
の
ま
わ
り
な

ど
見
て
歩
い
た
り
、
お
そ
く
な
っ
て
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
こ
ろ
な
ど
、
や

は
り
銀
座
っ
子
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
ね67

）
。

３

各
店
舗
の
個
性
化

信
三
は
銀
座
全
体
の
共
存
共
栄
の
前
提
と
し
て
、
小
売
商
店
に
よ
る
専
門
性

の
特
化
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
は
一
九
二
七
年
に
資
生
堂
が
発
行

し
た
『
御
婦
人
手
帳
』
な
ど
、
後
の
著
作
で
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

小
賣
商
店
を
中
心
と
す
る
銀
座
は
、
小
賣
の
組
織
競

に
陥
つ
て
居
る
事

を
自
覺
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
商
品
の
豊
富
、
低
廉
、
便
利

等
で
優
越
な
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
に
對
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
詮

じ
つ
め
ま
す
と
百
貨
店
は
普
遍
化
、
小
賣
店
は
特
殊
化
を
理
想
に
し
て
居

り
ま
す
。

ち
銀
座
の
商
品
は
百
貨
店
で
は
求
め
ら
れ
な
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
う
い
ふ
小
賣
商
店
が
一
つ
々
々
細
胞
と
な
つ
て
大

き
な
銀
座
を
形
づ
く
る
時
銀
座
は
初
め
て
生
き
て
來
る
と
思
ひ
ま
す68

）
。

銀
座
、
小
川
町
、
新
宿

な
ど
の
小
賣
店
集
中
街
を
考
へ
ま
す
と
、
其
街

の
建
築

式
、
舗

、
街
燈
、
街
路
樹
な
ど
に
つ
い
て
實
際
的
に
は
ど
ん

な
の
が

す
る
か
は
専
門
家
に
ま
か
せ
る
と
し
て
、
其
土
地
だ
け
が
持
つ

特
殊
な
も
の
に
よ
つ
て
組
立
て
ら
れ
て
居
る
と
い
ふ
事
は
、
非
常
に
人
を

惹
き
付
け
る
力
が
多
い
と
思
ひ
ま
す
。
人
は
周
圍
の
平
凡
か
ら
離
れ
て
何

時
も
變
つ
た
變
化
を

み
ま
す
。
交

其
他
の
物
質
的
な
設
備
も
勿
論
必

要
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
小
賣
店
特
殊
の
設
備
で
一
つ
の

趣
を
帯
び
さ

せ
る
事
で
人
を
惹
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。

信
三
は
「
一
般
的
な
も
の
の
一
般
化
は
到
底
特
殊
的
な
も
の
の
一
般
化
の
力

に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
」
と
し
て
、
デ
パ
ー
ト
と
は
対
照
的
に
個
々
の
商
店
の
魅

力
の
う
え
に
成
り
立
つ
街
と
し
て
の
銀
座
を
強
調
し
、「
新
婚
の
若
夫
婦
で
も

恋
人
同
士
で
も
、
気
軽
に
散
歩
し
、
漫
歩
し
得
る
様
な
銀
座
に
な
つ
た
ら
、
銀

座
は
永
久
に
帝
都
の
銀
座
と
し
て
繁
栄
す
る
」
と
し
て
期
待
す
る
。

新
聞
連
載
「
日
本
産
業
の
合
理
化
」
で
は
、
銀
座
に
限
ら
ず
一
般
論
と
し
て
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も
「
各
々
の
商
品
を
専
門
的
に
深
め
た
、
特
殊
な
優
良
品
を
扱
ふ
小
売
業
者
が

集
つ
て
、
特
殊
品
の
一
般
化
と
し
て
経
営
を
共
同
的
に
行
う
」
こ
と
を
強
調
す

る
。「
単
に
普
通
商
品
の
陳
列
な
ら
ば
外
観
上
勧
工
場
と
か
わ
ら
な
い
し
信
用

も
そ
の
程
度
」
で
あ
る
が
、「
真
に
一
流
の
資
格
あ
る
も
の
」
の
集
合
で
あ
る

か
ら
こ
そ
信
頼
度
が
増
す
の
だ
と
い
う
。

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
新
橋
が
西
洋
文
化
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、

丸
の
内
を
は
じ
め
い
た
る
と
こ
ろ
に
「
西
洋
」
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
震
災
後
の
銀
座
に
は
松
屋
を
は
じ
め
三
軒
の
デ
パ
ー
ト
が
進
出

す
る
。
し
か
し
信
三
は
こ
れ
を
も
「
銀
座
の
立
体
化
」
と
し
て
む
し
ろ
歓
迎
し
、

あ
く
ま
で
銀
座
の
繁
栄
の
基
礎
は
「
特
殊
な
小
売
商
店
街
」
に
あ
る
と
強
調
す

る
。
そ
し
て
小
売
店
の
「
特
殊
な
る
商
品
の
深
さ
は
、
百
貨
店
の
欠
を
補
ふ

線
」
で
あ
り
、
小
売
店
は
ま
ず
「
眼
前
の
商
品
を
し
て
そ
の
深
度
を
徹
底
」
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
銀
座
人
の
次
な
る
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
と
も

語
っ
て
い
る69

）
。

ほ
ぼ
三
十
年
後
に
あ
た
る
一
九
五
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
高
見
順
編
『
銀
座
』

に
は
、
信
三
の
期
待
ど
お
り
の
記
述
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

銀
座
の
商
店
も
ま
た
デ
パ
ー
ト
に
は
お
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
銀
座
の
商
店
に
は
デ
パ
ー
ト
に
売
っ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の

を
売
っ
て
い
る
店
が
あ
る
こ
と
も
紛
れ
な
い
事
実
だ
。
こ
こ
に
銀
座
の
お

し
ゃ
れ
が
あ
る
。
昔
は
新
鮮
な
西
洋
の
匂
い
を
か
が
せ
て
く
れ
る
の
が
銀

座
の
お
し
ゃ
れ
で
あ
っ
た
。
今
は
デ
パ
ー
ト
に
な
い
よ
う
な
凝
っ
た
も
の

を
売
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
銀
座
の
お
し
ゃ
れ
が
あ
る
。
お
し
ゃ
れ
の
意
味

に
も
多
少
こ
う
し
た
変
遷
が
あ
る70

）
。

信
三
は
資
生
堂
に
お
い
て
も
、
モ
ダ
ン
な
「
資
生
堂
調
」
と
さ
れ
る
ス
タ
イ

ル
の
確
立
に
尽
力
し
た
。
意
匠
部
を
設
立
し
、
花
椿
マ
ー
ク
や
資
生
堂
書
体
を

制
定
す
る
な
ど
資
生
堂
独
自
の
意
匠
を
確
立
し
た
ほ
か
、
一
九
一
九
年
に
は
資

生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設
し
、
資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
も
含
め
て
銀
座
の
集
客
に
貢

献
し
て
い
っ
た
。
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
現
存
す
る
最
古
の
銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
こ
れ
ま
で
三
千
回
以
上
の
展
示
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展

示
に
よ
り
当
時
の
新
聞
の
文
化
面
に
「
東
京
銀
座
資
生
堂
」
は
定
期
的
に
登
場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
絵
画
の
み
な
ら
ず
パ
リ
在
住
の
画
家

ら
が
選
ん
だ
最
新
の
服
飾
品
や
西
洋
家
具
の
展
覧
会
な
ど
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た71

）
。

一
九
二
一
年
の
子
供
服
の
輸
入
販
売
の
際
に
は
初
日
に
売
り
切
れ
、
翌
日
の
新

聞
に
は
急
遽
、
売
り
切
れ
の
広
告
を
出
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。
一
九
二
三
年
の

『
資
生
堂
月
報
』
に
は
、
西
洋
式
の
品
物
が
一
般
化
す
る
な
か
で
、
資
生
堂
の

独
自
性
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
意
匠
の
子
供
服
・
婦
人
服
・
ス
カ
ー
フ
・
手
提
袋
・
洋
傘
・
鏡
台
・
化

粧
具

此
頃
で
は
何
処
で
も
品
物
が
非
常
に
普
遍
的
に
な
り
ま
し
た
だ
け
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特
種
の
も
の
を
つ
く
ら
う
と
な
さ
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た

そ
の
特
種

の
も
の
を
必
ず
生
む
と
い
ふ
確
信
を
も
つ
て
居
り
ま
す72

）
。

震
災
後
に
資
生
堂
化
粧
品
部
の
設
計
を
担
当
し
た
前
田
健
二
郎
は
、
設
計
に

あ
た
っ
て
信
三
か
ら
と
に
か
く
「
資
生
堂
ら
し
い
建
物
」
を
、
と
依
頼
さ
れ
た

と
回
想
す
る73

）
。
資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
も
ま
た
、
料
理
の
み
な
ら
ず
建
築
や
イ
ン
テ

リ
ア
を
含
め
た
全
体
の
雰
囲
気
に
よ
り
資
生
堂
さ
ら
に
銀
座
の
イ
メ
ー
ジ
構
築

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
銀
座
七
丁
目
の
資
生
堂
な
ど
は
古
い
暖
簾
を
掛
け
て
い
る
店
の

典
型
的
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
天
井
が
高
い
の
が
一
層
気
分
を
落
ち
着
か
せ

て
、
英
国
の
一
流
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
時
の
感
じ
を
思
い
出
さ
せ
る
。
こ
れ

は
給
仕
が
男
な
の
も
手
伝
っ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。

（
吉
田
健
一
『
乞
食
王
子74

）
』）

当
時
あ
れ
だ
け
立
派
な
と
こ
ろ
は
他
に
な
か
っ
た
な
。
資
生
堂
で
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
む
時
と
、
ボ
ル
ド
ー
で
洋
酒
を

む
時
は
、
金
持
ち
み
た
い
な
気

が
し
た
。
そ
の
癖
た
い
し
て
懐
が
い
た
む
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
建

物
が
立
派
だ
っ
た
故
な
の
だ
ろ
う
な
。

（
岩
田
専
太
郎
「
銀
座
漫
想75

）
」）

「
銀
座
の
サ
ヱ
グ
サ
」
の
三
枝
進
社
長
は
、
資
生
堂
が
自
分
の
店
ば
か
り
で

な
く
、
街
全
体
の
雰
囲
気
ま
で
リ
ー
ド
し
、「
銀
座
の
街
の
文
化
を
育
て
て
く

れ
た
」
と
語
っ
て
い
る76

）
。
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア
、
ま
し
て
や
都
市
が
醸
し
出
す

雰
囲
気
は
単
純
に
機
能
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
化
粧
品
と
は
全
く
関
係
は
な
い
。

し
か
し
信
三
は
そ
う
し
た
特
徴
あ
る
空
間
の
効
果
が
資
生
堂
さ
ら
に
は
銀
座
の

イ
メ
ー
ジ
に
重
な
っ
て
い
く
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
銀
座
の
小
売
店
に
も
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。
信
三
は
「
居
は
人
の
気
を
移
す
」
と
も
書
い
て
い

る
。
や
が
て
銀
座
の
魅
力
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
資
生
堂
の
情
報
誌
『
資
生
堂

月
報
』（
一
九
二
四
年
創
刊
）
や
販
促
物
な
ど
を
通
し
て
、
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
の

展
開
と
と
も
に
全
国
に
配
布
さ
れ
て
い
っ
た
。
川
路
柳
虹
、
川
島
理
一
郎
ら
、

当
時
の
文
化
人
が
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
末
に
西
條
八
十
ら

の
作
詞
に
よ
る
銀
座
を
う
た
っ
た
流
行
歌
が
ラ
ジ
オ
で
頻
繁
に
喧
伝
さ
れ
て
い

く
が
、
銀
座
に
重
点
を
置
い
た
資
生
堂
の
広
報
活
動
は
こ
れ
よ
り
大
幅
に
遡
る
。

そ
れ
は
銀
座
全
体
の
具
体
的
な
将
来
像
を
視
野
に
い
れ
た
モ
ダ
ン
都
市
の
展
開

に
先
駆
け
た
銀
座
内
部
か
ら
の
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

五

結

論

以
上
の
よ
う
に
福
原
信
三
は
一
九
二
一
年
を
契
機
に
「
東
京
銀
座
資
生
堂
」

の
商
標
を
採
用
す
る
が
、
そ
れ
は
震
災
前
に
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
新
橋
そ

し
て
銀
座
全
体
を
「
銀
座
」
の
名
の
も
と
で
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
遠
大
な

計
画
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
銀
座
』
刊
行
以
後
も
、
信
三
は
積
極

的
に
銀
座
振
興
に
取
り
組
む
が
、
信
三
の
提
案
の
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
実
現
さ
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れ
て
お
り
、
信
三
が
関
東
大
震
災
後
の
銀
座
の
興
隆
に
果
た
し
た
役
割
は
よ
り

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

関
東
大
震
災
を
経
て
同
じ
場
所
に
店
舗
を
復
興
す
る
と
、
資
生
堂
は
次
の
広

告
を
掲
載
し
、
銀
座
と
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。

弊
社
が
舊
位
置
に
新
築
い
た
し
ま
し
た
の
も
、
決
し
て
そ
の
位
置
を
守

る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
銀
座
は
将
来
と
も
矢
張
り
帝
都
の
中
心
で
あ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
資
生
堂
製
品
を
内
外
に
宣
伝
い
た
し
ま
す
に
も
最
も

適
當
の
所
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

化
粧
品
部
・
薬
品
部
・
写
真
部
共
に
従
来
よ
り
一
層
そ
の
内
容
を
整
え

最
新
の
設
備
を
凝
し
ま
し
た
。

高
等
飲
料
部
は
、
出
雲
町
時
代
よ
り
遙
か
に
、
そ
の
設
備
の
典
麗
な
る

こ
と
、
飲
料
の
高
級
な
る
こ
と
は
弊
社
の
私
か
に
誇
と
い
た
す
所
で
あ
り

ま
す
。

花
部
は
四
時
清
麗
な
る
も
の
を
取
り
そ
ろ
え
て
、
そ
の
設
備
の
典
雅
な

こ
と
、
そ
の
花
の
優
良
な
こ
と
を
誇
る
に
足
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
階
の
ギ
ヤ
ラ
リ
ー
は
、
展
覧
会
用
と
し
て
設
備
い
た
し
ま
し
た
も
の

で
、美
術
工
藝
の
展
覧
会
、
個
人
展
覧
会
の
小
会
場
と
し
て
、場
所
と
い
ひ
、

そ
の
設
備
と
い
ひ
正
に
銀
座
の
誇
の
み
な
ら
ず
帝
都
の
誇
で
あ
り
ま
す
。

此
の
度
新
設
い
た
し
ま
し
た
す
べ
て
の
も
の
は
、
皆
何
れ
も
「
資
生

堂
」
及
び
「
資
生
堂
製
品
」
の
名
を
銀
座
を
行
く
方
々
に
深
く
認
識
さ
れ

ん
こ
と
を
希
ふ
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す77

）
。

資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
、
再
建
後
初
の
展
覧
会
と
し
て
「
銀
座
回
顧
展
覧

会
」
が
開
催
さ
れ
、
一
九
二
五
年
に
は
香
水
「
銀
座
」
も
発
売
さ
れ
た
。

西
に
コ
テ
イ
の
パ
リ
ー
が
あ
る
様
に
東
に
資
生
堂
の
銀
座
が
あ
り
ま
す
。

銀
座
を
ゆ
き
き
す
る
人
々
の
奏
で
る
交
響
楽
に
も
に
た
そ
の
匂
と
そ
の
色

と
そ
の
壜
形78

）

当
時
は
二
大
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
大
阪
の
ク
ラ
ブ
（
中
山
太
陽
堂
）
と

東
京
の
レ
ー
ト
（
平
尾
賛
平
商
店
）
が
並
び
た
っ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
に
永

井
柳
太
郎
が
衆
議
院
で
行
っ
た
演
説
、「
西
に
レ
ー
ニ
ン
、
東
に
原
敬
首
相
あ

り
」
を
捩
っ
て
「
西
の
ク
ラ
ブ
、
東
の
レ
ー
ト
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
資
生
堂

は
当
時
、
大
き
く
両
社
の
後
塵
を
拝
し
て
い
た
も
の
の
、
信
三
は
「
国
産
の
舶

来
品
」
の
製
造
を
標
榜
し
、
国
内
で
は
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
と
し
て
全
国
展
開
を

図
る
と
と
も
に
、
早
く
か
ら
海
外
進
出
も
考
慮
し
て
い
た
。
華
や
か
な
「
帝

都
」
銀
座
の
イ
メ
ー
ジ
は
資
生
堂
が
同
業
他
社
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
か
ら
差
別
化

し
う
る
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
く
。「
東
京
新
橋
資
生
堂
」
か
ら
「
東
京
銀

座
資
生
堂
」
へ
の
転
換
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
資
生
堂
の
急
速
な
拡
大
の
起
点

に
位
置
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
重
視
す
る
海
外
の
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ブ
ラ
ン
ド
に
目
を
転
じ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
社
イ
メ
ー
ジ
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と
重
ね
て
強
力
に
意
識
し
、
都
市
計
画
に
ま
で
先
導
的
に
参
与
し
た
例
は
稀
で

あ
る
。

化
粧
品
の
開
発
と
同
時
に
都
市
計
画
ま
で
も
視
野
に
い
れ
、
包
括
的
な
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
構
築
を
推
進
し
た
と
こ
ろ
に
福
原
信
三
の
独
自
性
が
あ
り
、
資
生

堂
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
原
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

注１
）
『
企
業
』
一
九
四
一
年
十
月
号

２
）

山
本
拙
郎
「
銀
座
建
築
印
象
記
」
安
藤
正
輝
編
『
銀
座
』
第
二
号
、
銀
座

社
、
一
九
二
五
年
、
七
｜
八
頁

３
）

外
部
の
も
の
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
か
ら
の
著
作
や
エ
ッ

セ
イ
が
大
半
と
な
っ
て
い
る
。

４
）

和
田
博
文
監
修
『
資
生
堂
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
年

資
生
堂
関
係
者
以
外
に
よ
る
二
冊
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
島
森
路
子
『
銀

座
物
語-

福
原
義
春
と
資
生
堂
文
化
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。
夏
堀
正

元
『
銀
座
化
粧
館
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
。

５
）

富
山
秀
男
監
修
『
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
七
十
五
年
史
‥
一
九
一
九
〜
一
九

九
四
』
求
龍
堂
、
一
九
九
五
年

６
）

佐
々
木
聡
『
日
本
的
流
通
の
経
営
史
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年

７
）

銀
座
史
と
の
関
係
に
お
い
て
は
『
資
生
堂
社
史
‥
資
生
堂
と
銀
座
の
あ
ゆ

み
八
十
五
年
』（
資
生
堂
、
一
九
五
七
年
）
が
、
当
時
の
関
係
者
の
証
言
も
含

め
て
も
っ
と
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

８
）

煉
瓦
街
完
成
初
期
の
銀
座
に
つ
い
て
は
野
口
孝
一
や
三
枝
進
に
よ
る
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
。
野
口
孝
一
『
銀
座
煉
瓦
街
と
首
都
民
権
』
悠
思
社
、
一
九

九
二
年
。
三
枝
進
「
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
の
経
歴
に
関
す
る
英
国
側
資
料
に
関
し

て
」
銀
座
文
化
史
学
会
編
『
銀
座
文
化
研
究
』
第
六
・
七
・
八
号
、
一
九
九
一

〜
一
九
九
二
年

９
）

例
え
ば
『
読
売
新
聞
』
一
八
七
八
年
八
月
一
日
号
に
は
松
本
良
順
の
本
町

資
生
堂
へ
の
訪
問
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
生
堂
が
松
本
の
診
察
日
の
新
聞
広

告
を
出
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

10
）

小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
一
一
四
頁

11
）

石
橋
友
吉
『
東
洋
大
都
会
』
服
部
書
店
、
一
八
九
八
年
、
七
一
頁
。
同
じ

頁
に
は
「
室
町
資
生
堂
」
も
「
薬
種
問
屋
に
し
て
又
神
薬
の
本
舗
た
り
」
と
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

12
）

松
本
順
吉
『
東
京
名
物
志
』
公
益
社
、
一
九
〇
一
年
、
二
二
八
頁

13
）

最
初
の
生
命
保
険
会
社
は
明
治
生
命
保
険
会
社
で
あ
り
、
創
業
は
一
八
八

一
年
で
あ
る
。

14
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
六
年
三
月
三
日
号

15
）

松
崎
天
民
『
銀
座
』

摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
七
八
頁

16
）

三
田
村
鳶
魚
「
江
戸
よ
り
も
東
京
」
三
須
裕
編
『
銀
座
』
資
生
堂
化
粧
品

部
、
一
九
二
一
年
、
二
三
頁

17
）

当
初
は
東
京
市
中
の
家
屋
を
漸
次
、
西
洋
風
耐
火
煉
瓦
に
改
築
す
る
計
画

が
あ
っ
た
。

18
）

煉
瓦
街
建
造
当
時
は
公
孫
樹
や
桜
も
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
銀
座
が
湿
地

の
た
め
相
性
の
よ
い
柳
の
み
が
残
っ
た
。

19
）

風
俗
画
報
臨
時
増
刊
『
新
撰
東
京
名
所
図
会

第
十
九
編

京
橋
区
之
部
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巻
之
一
』
一
九
〇
一
年
、
二
四
頁
。
新
橋
芸
妓
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。

「
お
役
所
や
、
官
邸
の
築
地
辺
に
、
簡
単
軽
便
の
候
補
者
を
物
色
し
た
の
が
、
所

謂
今
日
の
新
橋
藝
妓
の
そ
れ
で
あ
る
。
粉
黛
施
し
て
濃
く
柳
眉
描
い
て
厚
く
、

粧
飾
華
麗
を
重
ん
ず
る
新
橋
の
妓
風
は
西
国
武
士
の
成
上
が
り
、
明
治
政
府
の

役
人
た
る
彼
等
の
意
を
迎
へ
ん
と
し
て
養
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
」（
一

一
一
頁
）

20
）
『
経
済
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
四
〇
年
六
月
一
日
号

21
）

三
田
村
鳶
魚
編
『
伸
び
行
く
銀
座
』
銀
座
二
丁
目
会
、
一
九
四
二
年
、
三

〇
三
頁

22
）

外
国
人
向
け
の
最
初
の
本
格
的
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
築
地
ホ
テ
ル
館
も
建
造

さ
れ
て
い
た
。

23
）

三
田
村
鳶
魚
「
江
戸
よ
り
も
東
京
」
三
須
裕
編
『
銀
座
』
資
生
堂
化
粧
品

部
、
一
九
二
一
年
、
一
九
｜
二
三
頁

24
）

福
原
有
信
「
銀
座
の
私
の
店
」
三
須
裕
編
『
銀
座
』
資
生
堂
化
粧
品
部
、

一
九
二
一
年
、
一
五
五
｜
一
六
〇
頁

25
）

岩
動
景
爾
編
著
『
東
京
風
物
名
物
誌
』
東
京
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
、
一
九
五

一
年
、
一
二
三
｜
一
二
四
頁

26
）

谷
澤
鞄
店
の
当
主
が
「
皮
包
」
と
し
て
販
売
し
て
い
た
鞄
に
対
し
て
便
宜

的
に
「
鞄
」
と
い
う
漢
字
を
宛
て
た
と
こ
ろ
定
着
し
た
と
い
う
。

27
）

資
生
堂
宣
伝
部
編
『
資
生
堂
宣
伝
史
』
資
生
堂
、
一
九
九
二
年
、
四
五
頁

28
）

現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
に
薬
学
部
は
存
在
し
な
い
。

29
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
後
に
経
営
を
任
せ
ら
れ
、
参
議
院
議
員
と
も
な
っ
た

松
本
昇
、
画
家
の
川
島
理
一
郎
ら
と
交
友
を
結
ん
だ
。
同
時
代
の
海
外
滞
在
経

験
者
は
帰
国
す
る
と
し
ば
し
ば
銀
座
に
集
い
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
第
一
次

大
戦
後
の
銀
座
全
体
の
興
隆
を
支
え
て
い
る
。

30
）

ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
『
モ
ダ
ン
化
粧
史

粧
い
の
80
年
』
ポ
ー
ラ
文
化
研

究
所
、
一
九
八
六
年
、
二
九
頁
。
当
時
最
大
手
の
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
、
レ
ー

ト
化
粧
品
（
平
尾
賛
平
商
店
）
の
生
産
量
は
一
九
一
五
年
か
ら
二
〇
年
の
間
に

八
倍
に
至
っ
て
い
る

31
）

安
藤
正
輝
編
『
銀
座
』
二
号
、
銀
座
社
、
一
九
二
五
年

32
）
『
資
生
堂
社
史
‥
資
生
堂
と
銀
座
の
あ
ゆ
み
八
十
五
年
』
資
生
堂
、
一
九

五
七
年
、
一
一
六
｜
一
一
七
頁

33
）

京
新
連
合
会
「
東
京
市
長
男
爵
後
藤
新
平
閣
下
宛
請
願
書
」
一
九
二
一
年

五
月

34
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
一
年
五
月
十
五
日
号

35
）
『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
六
年
一
月
一
日
号

36
）

福
原
信
三
「
銀
座
の
編
輯
に
つ
い
て
」
三
須
裕
編
『
銀
座
』
資
生
堂
化
粧

品
部
、
三
五
一
頁

こ
の
後
、
福
原
信
三
の
同
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
特
に
注
記
を
設
け
な
い
。

な
お
『
銀
座
』
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
で
学
ん
だ
信
三

の
弟
の
信
辰
（
路
草
）
を
通
し
た
交
友
関
係
も
大
き
い
。

37
）
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
一
年
八
月
二
一
日
号
、『
同
』
一
九
二
一
年
十
二
月

二
十
四
日
号

38
）
「
追
憶
の
銀
座
」（
資
生
堂
意
匠
部
編
・
代
表
高
木
長
葉
『
御
婦
人
手
帳
』

資
生
堂
、
一
九
二
七
年
、
一
一
五
頁
）。
銀
座
の
景
観
へ
の
郷
愁
は
度
々
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

「
こ
の
建
築
様
式
の
各
々
統
一
さ
れ
て
居
た
事
、
青
々
と
し
た
柳
、
赤
い
煉
瓦
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の
舗
道
、
青
白
い
四
角
な
瓦
斯
灯
が
銀
座
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
た
。
一
度
橋
を

渡
つ
て
こ
の
一
廓
に
入
り
ま
す
と
、
一
二
等
煉
瓦
の
別
は
あ
り
ま
し
た
が
、
裏

通
り
に
却
つ
て
昔
の
面
影
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
処
に
も
一
種
異
つ
た
空
気
が

流
れ
て
居
る
の
で
し
た
」。

39
）

初
田
享
が
銀
座
の
街
並
み
の
変
遷
の
モ
デ
ル
を
明
瞭
に
作
成
し
て
い
る
。

初
田
享
「
銀
座
・
中
央
通
り

街
並
み
立
面
図
」
三
枝
進
ほ
か
『
銀
座

街
の

物
語
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
六
年
、
三
三－

四
〇
頁

40
）

新
橋
は
貨
物
専
門
の
駅
と
な
り
、
近
隣
地
に
汐
留
駅
が
出
来
た
。

41
）

高
浜
虚
子
「
丸
の
内
」『
大
東
京
繁
昌
記
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、

八
頁

42
）

岸
善
四
郎
編
『
東
京
土
産
』
山
本
常
次
郎
刊
、
一
八
八
三
年
。
東
京
の
名

所
と
し
て
「
新
橋
ス
テ
ン
シ
ョ
」
と
「
銀
座
の
電
気
灯
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

43
）

奥
野
信
太
郎
「
若
き
日
の
銀
座
」
高
見
順
編
『
銀
座
』
英
宝
社
、
一
九
五

六
年
、
一
〇
頁

44
）

小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
一
二
五
頁

45
）

松
崎
天
民
『
銀
座
』

摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
八
二
頁

46
）

小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
八
四
頁

47
）

村
島
帰
之
『
カ
フ
エ
ー

歓
楽
の
王
宮
』
文
化
生
活
研
究
会
、
一
九
二
九

年48
）

岸
田
劉
生
「
新
古
細
句
銀
座
通
」『
大
東
京
繁
昌
記
』
毎
日
新
聞
社
、
一

九
九
九
年
、
一
一
八
頁

49
）

今
和
次
郎
編
纂
『
新
版
大
東
京
案
内
（
上
）』

摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、

一
九
九
｜
二
〇
〇
頁

50
）

野
村
益
三
『
東
京
見
物
』
帝
都
教
育
会
、
一
九
二
九
年
、
一
四
五
頁

51
）

小
野
田
素
夢
『
銀
座
通
』
四
六
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
一
〇
頁

52
）

徳
田
秋
声
『
縮
図
』
小
山
書
店
、
一
九
四
七
年
、
三
頁

53
）

川
村
徳
太
郎
述
『
新
橋
を
語
る
』
新
橋
芸
妓
屋
組
合
、
一
九
三
一
年
、
二

〇
四
｜
二
〇
五
頁

54
）

今
和
次
郎
『
考
現
学
入
門
』

摩
書
房
、
一
九
八
七
年
、
九
七
頁

55
）

福
原
信
三
「
立
体
化
し
た
銀
座
」『
文
藝
春
秋
』、
一
九
三
一
年
八
号

56
）

京
新
連
合
会
「
東
京
市
長
男
爵
後
藤
新
平
閣
下
宛
請
願
書
」
一
九
二
一
年

五
月

57
）

福
原
信
三
「
銀
座
の
新
装
」
安
藤
正
輝
編
『
銀
座
』
創
刊
号
、
銀
座
社
、

一
九
二
五
年
、
一
｜
三
頁

58
）

福
原
信
三
『
身
邊
風
景
』
資
生
堂
、
一
九
三
〇
年
、
五
八
｜
五
九
頁

59
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
二
四
年
一
月
十
六
、
十
七
、
二
十
七
日
号

60
）

三
田
村
鳶
魚
編
『
伸
び
行
く
銀
座
』
銀
座
二
丁
目
会
、
一
九
四
二
年
、

61
）

高
橋
重
吉
編
『
帝
都
復
興
史
第
貳
巻
』
興
文
堂
書
院
、
一
九
三
〇
年
、
一

一
一
二
｜
一
一
一
五
頁

62
）

懸
賞
写
真
の
審
査
員
は
近
新
三
郎
、
佐
藤
功
一
、
成
沢
玲
川
、
福
原
信
三
、

有
島
生
馬
、
板
垣
鷹
穂
、
秋
山
徹
輔
、
田
野
泰
弘
、
池
谷
慶
太
郎
、
石
原
憲
治

の
十
名
で
あ
る
。

63
）
『
新
宿
の
將
來
を
語
る
座
談
会
』『
都
市
美
』
第
十
三
号
、
都
市
美
協
会
、

一
九
三
七
年

64
）

矢
部
信
壽
に
よ
る
石
原
憲
治
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
速
記
録
、
資
生
堂
企
業

資
料
館
蔵

65
）

切
り
抜
き
の
た
め
、
新
聞
名
と
発
行
日
の
一
部
不
明
。
一
九
二
八
年
五
月

（
新
聞
番
号
一
六
一
三
八
号
｜
一
六
一
四
四
号
）
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66
）

矢
部
信
壽
に
よ
る
岩
松
正
智
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
速
記
録
、
資
生
堂
企
業

資
料
館
蔵

67
）

矢
部
信
壽
に
よ
る
藤
井
貞
寿
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
速
記
録
、
資
生
堂
企
業

資
料
館
蔵

68
）

資
生
堂
意
匠
部
編
・
代
表
高
木
長
葉
『
御
婦
人
手
帳
』
資
生
堂
、
一
九
二

七
年
、
一
三
三
頁

69
）

65
）に
同
じ

70
）

奥
野
信
太
郎
「
若
き
日
の
銀
座
」、
高
見
順
編
『
銀
座
』
英
宝
社
、
一
九

五
六
年
、
一
五
｜
一
六
頁

71
）

信
三
は
手
ご
ろ
な
価
格
の
洋
風
家
具
の
一
般
化
に
向
け
て
宮
沢
家
具
店
と

協
力
し
て
い
る
。

72
）
『
資
生
堂
月
報
』
一
九
二
四
年
十
二
月
三
日
号

73
）

矢
部
信
壽
に
よ
る
前
田
健
二
郎
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
速
記
録
、
資
生
堂
企

業
資
料
館
蔵

74
）

吉
田
健
一
『
乞
食
王
子
』
新
潮
社
、
一
九
五
六
年
、
二
〇
三
頁

75
）

岩
田
専
太
郎
「
銀
座
漫
想
」、『
資
生
堂
社
史
‥
資
生
堂
と
銀
座
の
あ
ゆ
み

八
十
五
年
』
資
生
堂
、
一
九
五
七
年
、
二
二
三
頁

76
）

日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
協
会
企
画
編
集
委
員
会
『
銀
座
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ウ
‥
一
三
〇
年
の
デ
ザ
イ
ン
文
化
史
』
六
耀
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二

七
頁

77
）
『
チ
ェ
イ
ン
ス
ト
ア
』
一
九
二
八
年
五
月
号

78
）
『
資
生
堂
月
報
』
一
九
二
六
年
三
月
号
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一

大
連
勧
業
博
覧
会
開
催
と
満
蒙
統
合
の
理
念

満
洲
の
海
の
玄
関
口
で
あ
る
大
連
市
居
住
の
日
本
人
た
ち
の
愛
国
心
に
、
国

際
経
済
戦
に
勝
ち
抜
く
決
意
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
た
の
が
、
一
九

二
五
年
八
月
十
日
、
大
連
市
で
開
催
さ
れ
た
植
民
地
最
初
の
勧
業
博
覧
会
で
あ

っ
た
大
連
勧
業
博
覧
会
で
あ
る
。
佐
藤
組
（
石
炭
商
）
の
経
営
者
で
商
業
会
議

所
会
頭
佐
藤
至
誠
は
、
開
会
祝
辞
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。（
以
下
、
引
用
は

通
行
の
漢
字
に
改
め
た
ほ
か
は
、
中
国
の
呼
称
も
含
め
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
）

惟
フ
ニ
満
蒙
ノ
開
発
ハ
実
ニ
百
年
ノ
大
計
ニ
シ
テ
又
焦
眉
ノ
急
務
ナ
リ
ト

ス
、
而
カ
モ
此
ノ
地
カ
日
華
両
国
親
善
ノ
要
衝
地
帯
ニ
シ
テ
其
産
業
ノ
消

長
ハ
直
ニ
以
テ
両
国
共
存
ノ
福
祉
ニ
関
ス
ル
コ
ト
甚
大
ナ
リ
今
ヤ
世
界
大

戦
終
熄
ニ
次
テ
経
済
戦
将
ニ
酣
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
日
支
両
国
ノ
経
済

的
融
合
ヲ
一
層
緊
切
ナ
ラ
シ
ム
ル
ノ
要
ア
ル
此
ノ
時
ニ
当
リ
本
博
覧
会
ノ

開
会
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
寔
ニ
時
運
ニ
適
シ
タ
ル
モ
ノ１

）

そ
も
そ
も
大
連
市
に
物
産
共
進
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
は
、

一
九
二
三
年
春
ご
ろ
か
ら
市
民
の
一
部
に
存
在
し
た
。
彼
等
は
「
欧
洲
大
戦
後

沈
衰
の
極
に
在
る
財
界
振
興
の
一
助
」
と
し
て
物
産
共
進
会
の
開
催
を
検
討
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
物
産
共
進
会
開
催
を
め
ぐ
る
論
議
は
、
大
連
経
済
界
の
不

況
対
策
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
一
九
二
〇
年
恐
慌
と
打
ち

続
く
不
況
や
銀
行
の
休
業
等
に
よ
る
大
連
経
済
界
の
沈
滞
を
、
な
ん
ら
か
の
手

段
を
用
い
て
打
開
し
な
け
れ
ば
、
早
晩
大
連
市
の
繁
栄
は
行
き
づ
ま
る
し
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
物
産
共
進
会
開
催
の
意
見
が
、
わ
ず
か

二
年
の
間
に
大
連
市
主
催
の
大
連
勧
業
博
覧
会
（
以
下
大
連
勧
業
博
と
略
す
）

と
し
て
大
き
く
結
実
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
、
一
九
二

一
九
二
五
年
近
代
中
国
東
北
部
（
旧
満
洲
）
で
開
催
さ
れ
た

大
連
勧
業
博
覧
会
の
歴
史
的
考
察

視
聴
化
さ
れ
た
満
蒙

竹

村

民

郎
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四
年
か
ら
二
五
年
に
か
け

て
の
大
連
市
制
の
変
化
を

簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

大
連
市
は
一
九
二
四
年

七
月
市
域
を
拡
大
し
て
、

一
躍
二
十
一
万
人
の
人
口

を
擁
す
る
大
大
連
市
と
な

っ
た
。
一
九
二
四
年
、
勅

令
に
よ
る
関
東
州
市
制
公

布
、
同
年
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
大
連
市
は
新

市
制
を
発
足
さ
せ
た
。
新

市
制
実
施
に
と
も
な
っ
て
、
定
員
四
十
名
の
市
会
議
員
の
半
数
を
官
選
と
し
て
、

他
の
半
数
を
民
選
と
し
た
。
新
市
会
の
構
成
は
、
半
数
が
官
選
議
員
で
あ
っ
た

が
故
に
、
民
意
の
代
表
的
機
関
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
一
九
一
五
年
市
制
実
施
以
来
有
名
無
実
に
等
し
か
っ
た
「
市
民
的
自
治
」

が
と
に
か
く
実
現
し
、
こ
こ
に
初
め
て
内
地
の
都
市
と
同
様
の
自
治
都
市
と
し

て
の
形
態
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
大
連
市
は
、
日
本

と
中
国
の
両
国
民
が
共
住
す
る
国
際
都
市
で
あ
っ
た
。「
市
民
的
自
治
」
の
実

施
を
契
機
に
、
日
中
両
国
民
の
間
で
「
共
存
共
栄
の
理
想
境
」
形
成
を
目
的
と

し
た
「
国
際
的
自
治
」
を
要
望
す
る
輿
論
が
台
頭
し
た
。
一
九
二
四
年
十
一
月

十
二
日
、
新
市
会
が
開
催
さ
れ
る
と
「
今
回
自
治
制
の
施
行
及
大
大
連
の
構

成
」
を
祝
し
か
つ
之
を
記
念
す
る
た
め
に
、
一
九
二
五
年
度
を
期
し
て
市
主
催

の
「
物
産
共
進
会２

）
」
の
開
催
を
要
求
す
る
意
見
書
が
、
新
市
制
に
基
づ
く
市
会

議
員
選
挙
で
当
選
し
た
新
議
員
の
有
志
か
ら
、
市
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
。
一

九
二
五
年
は
大
連
市
制
実
施
十
周
年
に
あ
た
る
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
理

事
者
側
も
こ
の
機
会
に
記
念
行
事
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
物
産
共
進
会
開
催
を
要
求
す
る
議
案
は
、
な
ん
ら
の
支
障
な
く
一

気
呵
成
満
場
一
致
で
即
決
を
み
た
。

翌
一
九
二
五
年
一
月
十
九
日
、
大
連
市
は
博
覧
会
綱
領
を
、
新
聞
記
者
招
待

会
の
席
上
で
公
表
し
た
。
即
ち
「
会
の
名
称
を
大
連
勧
業
博
覧
会
と
す
る
」

「
開
催
期
日
を
自
大
正
十
四
年
八
月
十
日
至
同
年
九
月
十
八
日
（
四
十
日
間
）

と
す
る
」「
会
場
の
位
置
は
市
内
西
公
園
と
す
る
」「
本
会
は
日
華
両
国
産
業
貿

易
の
改
良
発
達
に
資
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
」
等
で
あ
る３

）
。
大
連
市
は
六
月

十
九
日
、
博
覧
会
予
算
四
十
万
二
千
四
百
五
十
七
円
を
計
上
し
た
。
こ
れ
よ
り

先
の
二
月
四
日
、
大
連
市
は
関
東
長
官
及
び
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
満

鉄
と
略
す
）
の
社
長
に
た
い
し
て
補
給
金
乃
至
寄
附
金
の
交
付
方
を
依
頼
し
た
。

折
衝
の
結
果
関
東
庁
よ
り
は
二
万
二
千
円
の
補
助
金
、
又
満
鉄
よ
り
は
五
万
二

千
円
の
寄
附
金
が
夫それぞ々れ
交
付
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
大
連
市
及
び
市
会
の
博
覧
会
開
催
の
準
備
は
、
き
わ
め
て
あ

わ
た
だ
し
か
っ
た
。
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た
市
民
は
、
物
産
共
進
会
の
計
画
が

こ
ん
な
形
で
進
行
す
る
と
は
、
恐
ら
く
誰
も
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

図１ 大連市浪速通（『満洲写真画報 大連之部』旅順東京堂、
1918年、図はすべて筆者蔵）
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「
瓢ひよ
うたんか

ら
駒
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
く
な
る
人
も
い
た
に
違
い
な
い
。
一

九
〇
三
年
三
月
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
準
備
に

三
年
四
ヶ
月
を
要
し
た
の
と
比
較
す
れ
ば
、
大
連
勧
業
博
の
準
備
不
足
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
両
者
の
予
算
規
模
、
パ
ビ
リ
オ
ン
数
、
見
物
客
数
そ

の
い
ず
れ
を
み
て
も
比
較
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
。
だ
が
博
覧
会
推
進
派
の

新
市
会
議
員
グ
ル
ー
プ
の
、
博
覧
会
開
催
に
お
け
る
意
気
ご
み
に
は
き
わ
め
て

高
い
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
等
は
計
画
が
本
格
化
す
る
過
程
で
、
当
初
の
目
的
で

あ
っ
た
財
界
の
不
況
対
策
を
こ
え
て
、
世
界
的
注
視
の
的
で
あ
っ
た
「
満
蒙
と

は
な
に
か
」
に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
を
重
ね
た
。
緊
迫
を
つ
げ
る
国
際
経
済
戦

の
進
行
の
な
か
で
、
彼
等
は
博
覧
会
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
彼
等
の
積
極
的
な
姿
勢
は
大
連
市
会
の
み
な
ら
ず
、
大
連
商
業
会

議
所
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
満
鉄
、
関
東
庁
等
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
あ
た
え
、

そ
の
結
果
、
大
連
勧
業
博
の
構
想
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
予
算
規
模
も

当
初
の
十
七
万
円
か
ら
二
十
万
円
に
増
額
修
正
を
み
た
。

柳
沢
遊
氏
の
研
究４

）
は
一
九
二
四
年
、
新
市
制
に
と
も
な
う
議
員
選
挙
後
、
大

連
財
界
の
二
大
巨
頭
石
本

太
郎
（
一
九
一
五
年
、
大
連
初
代
市
長
、
豆
粕
製
造

業
、
和
盛
公
司
主５

）
）、
相
生
由
太
郎
（
一
九
一
六
年
、
大
連
商
業
会
議
所
会
頭
、
港

湾
荷
役
請
負
業
・
福
昌
公コ
司ン
主ス
で
あ
り
、
中
国
人
港
湾
労
働
者
収
容
施
設
と
し
て
有

名
な
碧
山
荘
（
図
２
）
を
一
九
一
二
年
大
連
市
内
に
建
設
し
て
い
る
）
に
象
徴
さ
れ

る
政
商
的
企
業
家
等
は
、
市
会
、
商
業
会
議
所
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
失
い
、

代
わ
っ
て
弁
護
士
、
満
鉄
社
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
の
「
改
革
派
」
が
市
会

を
中
心
に
多
数
進
出
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
等
は
ま
さ
に
博
覧
会
開

催
を
契
機
に
、
大
連
政
財
界
の
革
新
（D

iffu
sio
n o

f In
n
o
v
a
tio
n

）
を
主
張
し

た
政
治
家
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
私
が
あ
え
て
そ
う
い
お
う
と
す
る
意
味
は
ほ
か

で
も
な
い
。
そ
の
革
新
の
実
態
が
、
政
商
的
企
業
家
の
理
念
か
ら
で
た
の
で
は

な
く
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
、
大
連
経
済
界
に
基
礎
を
お
い
た
階
層
で
あ
っ
た

図２ 碧山荘華工収容所正門および配置図（『碧山荘』パンフレット、福昌華工株式会社、
1927年）
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こ
と
に
注
目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
が
大
連
勧
業
博
開
催
を
通

じ
て
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
め
、
大
連
政
財
界
の
合
理
化
の
原
動
力
と

な
っ
て
成
長
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
中
葉
の
大
連
市
に
お
い
て
、
大
連
市
会
と
並
ん
で
重
要
な
経

済
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
大
連
商
業
会
議
所
は
、
時
局
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
認
識
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
連
商
業
会
議
所
が
満
蒙
に
対
す
る

産
業
政
策
を
具
体
的
に
ど
う
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

満
蒙
を
め
ぐ
る
国
際
資
本
戦
に
対
応
し
た
大
連
市
経
済
界
の
転
換
の
方
向
に
一

つ
の
鍵
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
一
九
二
六
年
六
月
、
大
連
商
業
会
議

所
が
全
国
商
業
会
議
所
連
合
会
に
対
し
て
提
出
し
た
『
満
蒙
産
業
政
策
確
立
ニ

関
ス
ル
意
見
書
』
を
考
察
の
対
象
と
し
よ
う
。
意
見
書
は
満
蒙
開
発
は
な
ぜ
急

が
ね
ば
な
ら
ぬ
か
に
つ
い
て
言
う
。

我
ガ
国
が
満
洲
ニ
於
テ
獲
得
シ
タ
ル
所
謂
特
殊
利
益
ナ
ル
モ
ノ
ハ
直
接
支

那
ヨ
リ
割
愛
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
幾
多
ノ
生
霊
ト
国
努
ト
ヲ

犠
牲
ニ
供
シ
他
ノ
強
国
ヨ
リ
継
承
シ
タ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云
フ
点
ニ
於
テ

一
大
特
色
ヲ
有
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
、
爾
来
我
ガ
国
ハ
日
支
共
存
共
栄
東
洋
和

平
ノ
大
義
ニ
基
キ
満
蒙
ノ
開
発
ニ
従
事
ス
ル
コ
ト
茲
ニ
二
十
年
今
ヤ
支
那

ニ
於
テ
最
モ
能
ク
治
安
維
持
サ
レ
日
支
両
国
民
ノ
共
同
楽
土
タ
ル
ノ
観
ア

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
其
経
済
上
ノ
開
発
ニ
努
力
シ
タ
ル
結
果
日
露
戦
前
開
墾
サ

レ
タ
ル
土
地
僅
ニ
一
百
万
町
歩
ニ
過
ギ
サ
リ
シ
モ
ノ
最
近
一
千
万
町
歩
ヲ

超
ヘ
、
大
豆
ノ
産
額
六
十
万
ｔ
ト
推
算
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
二
百
七
十
万
ｔ
ニ

達
シ
貿
易
モ
亦
明
治
四
十
年
五
千
二
百
万
海
関
両
ニ
過
ギ
ザ
リ
シ
ガ
大
正

十
四
年
ニ
ハ
五
億
四
千
七
百
万
海
関
両
ニ
躍
進
シ
タ
」「
抑
モ
吾
人
ガ
満

蒙
ノ
開
発
ハ
国
家
百
年
ノ
大
計
ニ
シ
テ
又
焦
眉
ノ
急
務
ナ
リ
ト
称
ス
ル
所

以
ノ
モ
ノ
ハ
我
ガ
国
ガ
自
然
ニ
恵
ル
ゝ
コ
ト
頗
ル
薄
ク
国
土
ハ
狭
隘
ニ
シ

テ
物
資
菲
薄
然
モ
人
口
過
多
ナ
ル
ヲ
以
テ
是
非
共
内
ヨ
リ
外
ニ
発
展
シ
テ

生
キ
ル
ヨ
リ
外
途
ハ
ナ
イ
即
チ
我
ガ
国
ハ
…
…
満
蒙
ノ
資
源
ヲ
開
拓
シ
テ

経
済
的
自
給
自
足
ノ
大
計
ヲ
樹
ツ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
国
家
存
立
ノ
意
義
ヲ

完
ウ
ス
ル
コ
ト
ガ
困
難
デ
ア
ル
…
…
他
方
支
那
ノ
政
情
ハ
変
転
窮
リ
ナ
ク

太
平
洋
ノ
争
覇
ハ
益
激
烈
ニ
支
那
ヲ
舞
台
ニ
演
ゼ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
於
テ

東
洋
ノ
平
和
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
重
責
ハ
一
ニ
懸
リ
テ
我
ガ
国
ノ
双
肩
ニ
ア
ル６

）
。

日
本
に
と
っ
て
満
洲
は
資
源
の
供
給
地
で
あ
り
、
資
本
投
下
と
貿
易
の
市
場

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
対
ソ
連
戦
略
基
地
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
我
が
国
が

「
満
蒙
ノ
資
源
ニ
依
リ
食
料
、
燃
料
、
原
料
等
ノ
諸
問
題
ヲ
解
決
シ
国
防
ヲ
充

実
シ
文
化
的
経
済
的
ニ
益
発
展
」
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
八

方
ふ
さ
が
り
で
あ
っ
た
当
時
の
日
本
の
危
機
打
開
策
に
な
る
と
、
大
連
商
業
会

議
所
は
確
信
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
一
大
連
商
業
会
議
所
の
問
題

で
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
現
状
の
危
機
打
開
策
は
満
蒙
支
配
し
か
な
い
と
い
う

国
民
感
情
が
、
ひ
ろ
く
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
連
商
業
会
議
所
は
意
見
書
で
ど
の
よ
う
な
提
案
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
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だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
満
蒙
の
特
産
物
で
あ
る
大
豆
、
米
、
塩
、
石
炭
、
木
材
、

油ゆ
頁けつ
岩がん
等
の
開
発
振
興
策
が
ま
ず
提
起
さ
れ
た
。
さ
ら
に
関
東
州
の
特
恵
税
制

度
の
徹
底
、
内
地
の
必
需
品
で
満
洲
よ
り
之
を
補
給
し
う
る
物
資
に
対
し
、
関

税
に
相
当
す
る
奨
励
金
の
附
与
、
条
約
に
基
づ
き
満
蒙
に
お
け
る
日
本
人
居
住

地
の
安
定
を
期
す
る
こ
と
、
政
府
は
満
鉄
の
上
納
金
を
免
除
し
、
之
を
満
鉄
の

同
産
業
奨
励
費
に
充
当
さ
せ
る
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
た
。
結
論
的
に
言
う
な
ら

ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
満
洲
に
お
け
る
政
府
事
業
が
何
一
つ
長
期
戦
略
を
も
っ

た
計
画
を
進
行
せ
し
め
る
に
至
ら
な
か
っ
た
主
な
原
因
は
、
関
東
庁
、
満
鉄
、

領
事
館
等
の
権
力
体
制
内
部
に
、
統
一
し
た
満
蒙
の
産
業
政
策
が
極
め
て
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
に
は
す
で
に
一
九
二
一
年
臨
時
産
業

調
査
会
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
同
会
は
水
野
錬
太
郎
朝
鮮
総
督
府
政
務
総
監
委

員
長
の
下
、
委
員
と
し
て
民
間
側
か
ら
実
業
家
、
銀
行
家
、
学
者
等
の
有
識
者

が
ひ
ろ
く
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
満
洲
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
統

一
し
た
産
業
政
策
を
確
立
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
い

て
も
全
く
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
み
た
大
連
商
業
会
議
所
に
よ

る
満
蒙
の
産
業
政
策
の
提
案
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
官
側
の
著
し
い
立
ち
お
く

れ
を
お
ぎ
な
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う７

）
。
し
か
し
在
満
日
本

人
の
大
半
の
者
は
、
植
民
地
経
営
に
対
し
無
関
心
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
我

利
私
欲
を
こ
と
と
し
、
一
攫
千
金
の
機
会
を

々
と
し
て
う
か
が
っ
て
い
た８

）
。

大
連
市
会
や
大
連
商
業
会
議
所
が
大
連
勧
業
博
開
催
前
後
を
境
に
、
大
連
財

界
の
再
生
、
満
蒙
産
業
政
策
の
必
要
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で

に
確
認
し
た
。
で
は
『
満
洲
日
日
新
聞
』
や
在
野
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
右

の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
。『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
博
覧
会

開
催
を
前
に
し
た
一
九
二
五
年
七
月
十
六
日
、「
満
洲
産
業
界
の
漸
進
的
曙
光
」

と
題
し
た
評
論
を
掲
げ
た
。
即
ち
同
評
論
は
二
五
年
を
こ
れ
ま
で
「
極
度
に
沈

衰
し
た
満
洲
の
産
業
」
に
「
漸
次
に
発
展
の
曙
光
を
認
め
来
っ
た
」
時
期
で
あ

る
と
評
価
し
た
。
そ
う
し
た
方
向
と
し
て
「
特
恵
関
税
法
の
制
定
」「
棉
花
栽

培
協
会
や
果
樹
組
合
成
立
」
さ
ら
に
「
東
拓
会
社
が
農
業
方
面
の
事
業
に
低
利

貸
出
を
敢
行
」、「
満
鉄
会
社
が
瓦
斯
事
業
や
窯
業
等
を
会
社
の
直
営
よ
り
切
り

放
し
て
独
立
経
営
せ
し
む
る
こ
と
」
等
を
指
摘
し
た
。
同
評
論
は
ま
た
「
由
来
、

満
洲
に
在
住
す
る
邦
人
の
企
業
」
が
「
関
東
庁
や
満
鉄
に
向
っ
て
保
護
若
く
は

補
助
」
を
要
求
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
「
何
れ
も
中
途
に
し
て
放
棄
さ
れ

た
」
と
し
て
、
そ
う
し
た
官
へ
の
依
存
体
質
を
強
く
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
評

論
は
大
連
経
済
に
芽
生
え
て
き
た
成
長
へ
の
可
能
性
を
、
官
民
共
に
自
覚
し
一

致
協
力
す
る
な
ら
ば
、
日
華
共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
言
う
の
で
あ
る
。

『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
八
月
十
日
の
社
説
「
大
連
勧
業
博
覧
会
」
に
お
い
て
、

大
連
市
で
最
初
に
開
か
れ
た
博
覧
会
の
意
義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

満
洲
の
如
き
、
粗
製
原
料
品
の
生
産
地
を
以
て
目
せ
ら
る
ゝ
、
特
殊
の
地

域
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
種
の
企
て
は
、
最
も
緊
要
事
た
る
を
失
は
ぬ
。
殊

に
わ
が
満
洲
の
玄
関
た
る
大
連
市
に
お
い
て
、
こ
れ
を
開
催
す
る
は
、
博
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覧
会
の
効
果
に
、
何
等
の
割
引
を
も
な
さ
ず
し
て
、
そ
の
全
価
値
を
承
認

し
得
る
」「
満
洲
の
経
済
的
、
文
化
的
開
発
は
、
日
支
共
存
共
栄
の
根
本

原
則
に
立
脚
し
て
、
吾
人
の
手
に
よ
つ
て
、
こ
れ
を
実
現
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
」「
殊
に
昨
今
、
財
界
不
況
、
産
業
不
振
の
時
代
に
あ
り
て
、
博
覧
会

を
開
催
し
、
産
業
界
に
エ
ポ
ツ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
を
敢
て
せ
ん
と
す
る
は

理
論
に
お
い
て
、
何
人
も
こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
を
、
不
可
能
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
」「
博
覧
会
の
開
催
を
機
と
し
て
、
ラ
ヂ
オ
そ
の
他
の
最
新

文
明
的
施
設
が
多
数
に
出
陳
せ
ら
れ
、
そ
の
燦
然
た
る
縮
図
を
、
目
前
に

展
開
せ
ら
る
ゝ
の
は
、
吾
人
の
大
に
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」「
博
覧

会
の
効
果
は
、
目
前
の
流
行
よ
り
も
寧
ろ
将
来
の
建
設
に
、
一
時
的
の
隆

昌
よ
り
も
永
久
的
の
創
造
に
、
拡
充
開
拓
す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
而
し
て
わ
が
満
洲
の
経
済
的
、
文
化
的
開
発
の
契
機
と
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
信
ず
る

こ
の
よ
う
に
大
連
勧
業
博
に
お
い
て
は
、
当
初
の
課
題
で
あ
っ
た
財
界
不
況
、

産
業
界
不
況
に
対
す
る
対
策
を
目
的
と
し
た
の
み
な
ら
ず
、
初
め
て
登
場
し
た

ラ
ジ
オ
放
送
の
実
況
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
革
命
の
端
緒
ま
で
出
現
し
た
。

大
連
勧
業
博
は
ま
さ
に
巨
大
な
教
育＝

情
報
装
置
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
七
月
、
東
京
放
送

局
が
本
放
送
を
開
始
し
た
。
そ
れ
と
比
較
す
る
と
ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
か
っ
た
が
、

大
連
の
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
は
僅
か
一
ヵ
月
後
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ラ
ジ
オ
受
信

機
の
価
格
は
高
価
で
あ
り
、
市
民
が
未
だ
ラ
ジ
オ
放
送
を
楽
し
む
余
裕
は
生
活

の
中
に
な
か
っ
た
。
し
か
し
政
府
は
こ
の
新
し
い
媒
体
の
宣
伝
力
の
効
果
に
着

目
し
、
い
ち
早
く
国
際
政
治
と
経
済
の
両
面
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
植
民
地

大
連
市
に
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

大
連
市
に
お
け
る
秩
序
構
築
で
最
も
そ
の
動
き
が
脅
威
と
な
る
の
は
、
い
わ

ゆ
る
大
陸
浪
人
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
明
治
初
期
の
民
権
派
と
国
権
派
の
残

滓
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
に
ロ
マ
ン
と
冒
険
を
求
め
た
が
、
そ
れ
が
大
陸
浪
人
の
系

譜
で
あ
る
。

で
は
博
覧
会
開
催
の
時
期
の
大
陸
浪
人
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
博
覧
会
の
翌

一
九
二
六
年
九
月
、
山
田
武
吉
は
「
満
蒙
改
造
の
根
本
的
大
策

附
・
東
北
亜

細
亜
政
策
」（『
日
本
及
日
本
人
』
政
教
社
、
一
九
二
六
）
を
刊
行
し
た
。
山
田
は

台
湾
、
朝
鮮
、
満
洲
に
そ
れ
ぞ
れ
居
住
し
た
経
験
の
持
ち
主
の
み
な
ら
ず
、
植

民
地
通
と
憂
国
の
志
士
を
も
っ
て
任
じ
た
男
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
九
二
五
年
三

月
に
も
『
日
本
の
植
民
地
政
策
と
満
蒙
の
拓
殖
事
業

其
の
更
新
と
振
興
の

要
を
論
ず
』（
一
九
二
五
）
を
刊
行
し
た
。

同
書
に
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
第
二
十
二
世
宗
主
大
谷
光こう
瑞ずい
が
序
文
を
寄

せ
て
い
た９

）
。
日
清
・
日
露
戦
争
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
時
期
に
顕
在
化

し
て
き
た
満
蒙
に
対
す
る
日
本
の
領
土
的
野
望
を
積
極
的
に
主
張
す
る
大
陸
浪

人
と
し
て
、
ま
さ
に
山
田
は
適
材
で
あ
っ
た
。
山
田
は
「
満
蒙
改
造
の
根
本
的

大
策

附
・
東
北
亜
細
亜
政
策
」
に
お
い
て
言
う
。

「
満
蒙
は
、
対
支
及
び
対
露
政
策
の
消
極
化
と
相
俟
っ
て
、
今
や
全
く
行
詰

86



り
の
窮
地
に
陥
り
た
り
」「
然
ら
ば
満
蒙
改
造
の
根
本
的
大
策
は
之
を
如
何
に

す
べ
き
か
…
…
卑
見
を
以
て
す
れ
ば
『
満
蒙
を
全
然
支
那
本
部
よ
り
切
離
し
て

名
実
共
に
完
全
な
る
独
立
地
域
と
な
す
事
』
是
な
り
」。
即
ち
「
清
朝
発
祥
の

地
な
る
を
以
て
宣
統
廃
帝
を
擁
立
し
て
之
を
満
蒙
の
主
権
者
と
し
、
日
本
に
於

て
其
の
政
治
、
財
政
、
軍
事
、
其
他
一
切
の
実
権
を
掌
握
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
満
蒙
改
造
の
根
本
的
大
策
」
を
断
行
す
る
た
め
「
我
国
は
支
那
本
部
に

対
し
て
は
国
交
上
必
要
な
る
問
題
以
外
余
り
深
く
立
入
ら
ざ
る
事
と
し
、
支
那

の
軍
閥
を
利
用
し
て
出
来
も
せ
ぬ
支
那
の
武
力
統
一
を
夢
想
す
る
が
如
き
は
断

然
之
を
罷や
め
」
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
場
合
付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
こ

と
は
、「
在
満
朝
鮮
人
を
保
護
す
る
」
為
に
も
満
蒙
政
策
を
根
本
的
に
改
め
る

こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
従
来
の
満
蒙
政
策
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ

れ
は
「
張
作
霖
に
気
兼
ね
し
た
り
責
任
の
な
す
り
合

ひ
な
ど
し
て
我
が
新
附
の
民
族
た
る
在
満
朝
鮮
人
に

対
し
満
足
な
る
保
護
を
与
へ
た
る
事
」
が
無
か
っ
た

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
満
蒙
に
於
け
る
水
田
事
業
の

先
駆
者
た
る
在
満
朝
鮮
人
」
の
中
に
は
「
不
平
を
起

し
反
感
を
抱
く
者
」
や
、「
不
逞
朝
鮮
人
の
不
穏
な

る
陰
謀
も
行
は
れ
」
る
に
至
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼

等
の
赤
化
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
満
蒙
改
造
の
根
本
的

大
策
」
の
断
行
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た

「
大
策
実
行
後
に
於
て
満
蒙
の
拓
殖
的
開
発
」
が
進

む
な
ら
ば
、「
現
に
社
会
上
の
一
問
題
」
と
な
っ
て

い
る
「
知
識
階
級
」
の
満
蒙
移
住
に
も
好
都
合
と
な

る
と
指
摘
し
て
い
る
。

山
田
の
満
蒙
開
発
の
構
想
は
、
す
で
に
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
不
統
一
且
つ
不
徹
底
な
満
蒙

図３ 満蒙略図（『満蒙と日本及日本人』東京鮮満案内所他）
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政
策
の
根
本
的
転
換
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
田
の
「
利
己

的
資
本
主
義
」
を
批
判
す
る
態
度
や
方
法
か
ら
き
て
い
る
問
題
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
「
大
策
実
行
後
の
経
済
政
策
」
は
、「『
ギ
ル
ド
』
式
組
合
組
織
の
も

の
と
な
し
、
自
由
競
争
を
或
る
程
度
制
限
し
、
殊
に
投
機
虚
業
の
弊
と
利
権
屋

の
跋ばつ
扈こ
は
之
を
極
度
に
抑
制
」
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
社

会
化
し
た
組
合
を
基
礎
に
す
る
「
組
合
国
家
」
の
実
現
を
夢
想
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
山
田
に
よ
れ
ば
日
本
人
、
朝
鮮
人
そ
し
て
他
の
民
族
の
人
々
が
、
共
存

共
栄
す
る
「
人
生
の
楽
土
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
線
上
に
実
現
す
る
と
言
う
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
偽
満
洲
国
の
理
念
と
さ
れ
た
「
民
族

協
和
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
付
け
加
え
ら
れ
る

べ
き
は
「
満
蒙
は
極
東
露
領
（
西
伯
利
）
を
介
し
て
『
ロ
シ
ア
』
と
の
関
係
も

亦
浅
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
満
蒙
改
造
の
根
本
的
大
策
を
行
う
に
方
り
て
は
、
一

応
之
を
『
ロ
シ
ア
』
政
府
に
通
じ
て
其
の
承
認
を
求
め
、
同
時
に
対
露
政
策
を

確
立
」
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
対
露
政
策
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は

「『
ロ
シ
ア
』
と
の
間
に
東
北
亜
細
亜
と
西
北
亜
細
亜
と
の
勢
力
分
界
を
協
定
し
、

外
蒙
古
よ
り
新しん
彊きよう、
甘かん
粛しゆく、
青せい
海かい
方
面
へ
の
『
ロ
シ
ア
』
の
自
由
行
動
は
日
本

之
を
承
認
し
、
而
し
て
日
本
は
『
ロ
シ
ア
』
を
し
て
満
蒙
を
基
地
に
薩
哈
嗹

サ
ガ
レ
ン

及

び
沿
海
両
州
よ
り
後
見
加
爾

コ
ー
カ
サ
ス

附
近
ま
で
の
日
本
の
平
和
的
自
由
発
展
を
承
認
さ

せ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
も
し
『
ロ
シ
ア
』
が
こ
の
分
割
協
定
に
応
じ
な

い
場
合
は
「
止
む
を
得
ず
剣
を
抜
い
て
起
つ
」
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が

あ
る10

）
。
最
後
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
台
頭
す
る
中
国
の
抗
日
運
動
に
対
す
る

山
田
の
見
解
で
あ
る
。
中
国
人
は
「
二
十
一
箇
条
問
題
を
叫
び
、
国
権
回
収
を

々
し
、
旅
大
還
附
を
迫
る
」
が
、「
此
の
如
き
は
支
那
自
ら
好
ん
で
日
支
間

の
乖
離
疎
隔
を
助
長
す
る
」
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
再
び
く
り
返
す
と
大
陸

浪
人
た
ち
は
、
明
治
国
家
か
ら
は
み
だ
し
て
ア
ジ
ア
大
陸
に
雄
飛
の
場
を
も
と

め
た
。
彼
等
は
主
観
的
に
は
領
土
的
野
心
で
は
な
く
、
大
陸
の
原
住
民
と
日
本

人
が
共
存
共
栄
す
る
王
道
楽
土
を
建
設
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
し
か
し
実

際
は
異
な
っ
て
い
た
。
彼
等
は
「
ア
ジ
ア
の
盟
主
」
意
識
を
抱
き
、
中
国
や
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
の
権
益
奪
取
の
機
会
を
虎
視
眈
々
と
ね
ら
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
大
陸
浪
人
た
ち
の
野
望
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
表
現
と
思
わ
れ
る
の
は
、
山

田
の
満
蒙
改
造
論
で
あ
っ
た
。

二

満
鉄
調
査
課
秘
密
文
書
に
み
る
満
蒙
認
識

大
連
勧
業
博
の
主
催
者
側
の
満
蒙
認
識
を
検
討
す
る
場
合
、
国
策
会
社
で
あ

り
、
植
民
地
経
営
機
関
の
満
鉄
の
満
蒙
認
識
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
っ

と
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
、
後
藤
新
平
総
裁
が
率
い
る

満
鉄
は
営
業
を
開
始
し
た
。
当
時
日
本
は
満
鉄
経
営
に
つ
い
て
、
鉄
道
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
十
五
名
の
駐
兵
権
を
得
て
い
た
。
以
来
満
鉄
は
南
満
洲
の

各
鉄
道
の
独
占
的
経
営
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
ま
た
満
鉄
は
大
蛇
の
ご
と
き
鉄

道
付
属
地
の
一
般
行
政
権
を
行
使
し
、
都
市
行
政
、
農
地
経
営
、
大
学
以
下
普

通
教
育
等
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
ほ
か
満
鉄
は
撫
順
等
の
炭
鉱
、
鞍
山
製
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鉄
所
、
商
事
部
門
、
船
舶
、
港
湾
、
電
気
、
ガ
ス
、
旅
館
、
地
方
事
業
な
ど
を

兼
営
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
満
鉄
の
営
業
収
支
を
み
る
と
、
総
収
入
は
千
二
百

五
十
四
万
三
千
百
十
六
円
、
総
支
出
は
一
千
五
十
二
万
六
千
五
百
三
十
一
円
、

純
益
金
は
二
百
一
万
六
千
五
百
八
十
五
円
で
あ
っ
た
。
だ
が
十
六
年
後
の
一
九

二
三
年
に
は
総
収
入
一
億
八
千
五
百
六
十
九
万
八
千
三
百
二
十
四
円
、
総
支
出

は
一
億
五
千
九
十
万
二
千
七
百
三
十
二
円
、
純
益
金
は
三
千
四
百
七
十
九
万
五

千
五
百
九
十
二
円
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
る11

）
。

現
在
わ
れ
わ
れ
が
満
鉄
の
事
業
経
営
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
知
ろ
う

と
す
る
な
ら
ば
満
鉄
が
編
集
し
た
『
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
事
業
概
況
』
等
の

文
書
を
見
れ
ば
よ
い
。
満
鉄
の
設
立
か
ら
そ
の
現
勢
に
至
る
ま
で
の
概
況
は
、

わ
れ
わ
れ
が
必
要
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
こ
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
こ
か
ら
た
だ
ち
に
、
満
鉄
の
植
民
地
経
営
の
戦
略
乃
至
は
国
際
経
済
戦
へ

の
対
応
、
そ
し
て
満
鉄
の
満
蒙
認
識
等
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま

り
秘
さ
れ
た
満
鉄
の
植
民
地
経
営
戦
略
に
関
わ
る
そ
れ
ら
の
情
報
は
、
公
開
さ

れ
た
文
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
満
鉄

の
植
民
地
政
策
立
案
に
関
わ
る
秘
め
ら
れ
た
文
書
を
今
日
捉
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
満
鉄
が
満
洲
に
お
け
る
植
民
地
経
営
機
関
の

基
軸
で
あ
っ
た
関
係
上
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
満
鉄
の
満
蒙
観
を
確
認
し

て
お
く
こ
と
は
、
行
論
上
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

当
時
満
鉄
に
お
い
て
右
の
課
題
を
分
析
し
研
究
し
て
い
た
機
関
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
満
鉄
調
査
課
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
満
鉄
調
査
課

こ
そ
は
、
満
鉄
が
世
界
に
誇
る
知
識
・
情
報
の
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
で
あ
り
、
我

が
国
の
政
策
決
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
調
査
課
の
水

準
の
高
い
研
究
調
査
論
文
を
す
べ
て
網
羅
し
た
『
満
鉄
調
査
時
報
』（
一
九
一

九
年
十
二
月
創
刊
、
一
九
三
〇
年
『
満
蒙
事
情
』
に
引
き
継
が
れ
る
）
は
、
今
日
、

不
二
出
版
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
残
念
な
が
ら
こ
の
『
満
鉄
調
査

時
報
』
の
シ
リ
ー
ズ
中
に
も
、
本
章
が
必
要
と
す
る
問
題
に
直
接
ふ
れ
た
論
文

は
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
、
こ
の
他
に
も
一
九
二
〇
年
十
月
に
満
鉄
調
査
課
が

創
刊
し
た
『
満
鉄
調
査
資
料
』（
一
九
三
六
年
ま
で
一
六
九
号
と
推
定
）
と
題
す

る
資
料
シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、『
満
鉄
調
査
資
料
』
は
未
復
刻
で
あ
る
た
め
に
、
今
日
そ
れ
に
つ
い

て
調
べ
よ
う
と
す
れ
ば
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ

れ
た
同
『
調
査
資
料
』
の
リ
ス
ト
（
不
揃
い
）
を
利
用
す
る
以
外
に
は
な
い
。

こ
れ
は
甚
だ
幸
運
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
私
は
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
こ
の
調
査
資

料
シ
リ
ー
ズ
中
の
『
第
三
十
四
編

満
洲
に
於
け
る
外
人
経
済
勢
力
状
況
』

（
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
庶
務
部
調
査
課
、
一
九
二
四
年
）（
図
４
）
及
び
南
満
洲
鉄

道
株
式
会
社
庶
務
部
調
査
課
佐
田
弘
治
郎
『
支
那
政
治
論
』（
南
満
洲
鉄
道
株
式

会
社
、
一
九
二
六
年
）（
図
５
）
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
に
お
い

て
は
こ
の
二
つ
の
秘
密
文
書
に
よ
っ
て
、
問
題
の
緒いとぐちを
見
つ
け
だ
し
て
い
こ

う
。一

九
二
二
年
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
海
軍
軍
備
制
限
条
約
・
中
国
に
関
す
る
九

ヵ
国
条
約
・
中
国
関
税
条
約
な
ど
の
調
印
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
一
九
二
〇
年
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代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
政
治
的
地
位
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
同
会

議
の
結
果
日
本
は
日
英
同
盟
条
約
の
廃
棄
、
シ
ベ
リ
ア
お
よ
び
中
国
か
ら
の
軍

隊
の
撤
退
、
山
東
省
の
利
権
の
中
国
へ
の
還
附
、
対
華
二
十
一
ヶ
条
中
の
第
五

項
（
日
本
人
の
軍
事
、
警
察
、
財
政
顧
問
を
中
国
政
府
に
置
く
権
利
お
よ
び
日
本
軍

の
兵
器
を
供
給
す
る
権
利
）
の
放
棄
、
満
洲
に
お
け
る
優
先
権
の
放
棄
等
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
だ
か
ら
佐
田
も
『
支
那
政
治
論
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ワ
シ

ン
ト
ン
体
制
下
の
世
界
政
治
状
勢
の
変
化
に
注
目
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。欧

州
戦
乱
後
の
各
国
は
軍
縮
会
議
を
開
き
常
備
海
軍
の
制
限
を
協
定
し
、

外
面
的
に
は
如
何
に
も
世
界
永
遠
の
平
和
を
希
望
し
て
居
る
よ
う
だ
が
、

其
の
裏
面
に
は
事
実
と
し
て
、
寧
ろ
各
国
共
に
将
来
の
世
界
大
戦
争
の
準

備
に
全
力
を
傾
注
し
て
居
る
。
故
に
現
在
の
皮
相
的
平
和
は
将
来
の
世
界

大
戦
の
準
備
時
代
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
茲
に
将
来
の
世
界
大
戦
を
黄
白

人
種
の
人
種
的
戦
争
で
あ
る
と
仮
想
し
て
、
此
の
戦
争
の
勝
敗
を
卜
す
る

に
幾
多
の
理
由
を
綜
合
し
て
、
平
和
的
準
備
時
代
に
於
け
る
大
亜
細
亜
主

義
の
実
現
の
成
否
如
何
に
よ
っ
て
、
決
定
す
べ
き
も
の
と
断
言
し
た
い
。

然
し
此
大
亜
細
亜
主
義
の
遂
行
に
つ
い
て
は
、
其
手
段
と
し
て
輓
近
の
世

界
現
勢
よ
り
見
て
、
日
支
両
国
の
融
化
し
た
協
力
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
従
っ
て
日
支
親
善
又
は
共
栄
共
存
の
高
潮
は
、
従
来
の
口
頭
的
の

統
合
を
叫
ん
だ
だ
け
で
は
、
到
底
成
果
の
美
果
を
結
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
。

茲
に
既
往
の
積
弊
よ
り
脱
し
て
、
将
来
大
亜
細
亜
主
義
に
到
達
す
る
必
成

の
手
段
を
研
究
す
る
の
必
要
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。

図４ 秘『満洲に於ける外人経済勢力状況』（南
満洲鉄道株式会社庶務部調査課、1924年）

図５ 秘『支那政治論』表紙（南満洲鉄道株式会
社、1926年）
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大
亜
細
亜
主
義
の
実
現
を
目
ざ
し
て
日
中
両
国
が
一
致
し
、
黄
白
人
種
の
人

種
的
戦
争
と
な
る
べ
き
将
来
の
世
界
大
戦
に
勝
利
を
得
る
と
い
う
構
想
は
、
佐

田
弘
治
郎
の
提
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
満
鉄
調
査
課
に
台
頭
し
て
い
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
そ
の
前
提
と
し
て
満
蒙
の

「
軍
事
的
占
領
」
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。

日
本
は
将
来
の
大
戦
乱
を
仮
想
し
、
其
の
準
備
行
動
と
し
て
国
勢
調
査
を

行
ひ
、
国
民
総
動
員
を
画
策
し
、
武
器
の
改
良
を
行
い
、
学
生
に
軍
事
的

訓
錬
を
施
し
、
各
方
面
に
着
々
と
改
善
の
実
績
を
挙
げ
て
居
る
が
、
年
々

に
増
加
す
る
人
口
六
十
余
万
に
対
し
て
は
、
漸
次
食
糧
の
不
足
を
告
げ
て

居
る
。
而
已
な
ら
ず
各
種
改
善
に
応
ず
べ
き
原
料
の
生
産
に
も
乏
し
い
。

要
す
る
に
、
日
本
の
生
産
力
は
、
需
要
に
充
た
な
い
と
い
う
の
が
今
日
の

現
状
で
あ
る
。
若
も
仮
想
し
た
大
戦
乱
が
勃
発
し
た
際
に
は
、
其
の
終
局

に
於
て
、
空
腹
の
国
民
を
赤
手
空
挙
の
ま
ま
戦
場
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な

り
は
し
ま
い
か
と
思
う
、
茲
に
日
本
と
し
て
は
、
食
糧
及
其
の
他
原
料
資

源
を
求
む
る
た
め
に
、
自
衛
上
最
も
可
能
性
に
富
ん
だ
、
支
那
の
一
部
を

軍
事
的
に
占
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
此
の
一
大
英
断
を

実
現
す
る
た
め
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
研
究
す
べ
き
は
、
支
那
の
国
状
と

民
族
の
心
理
で
あ
る
。

そ
し
て
佐
田
は
「
此
の
一
大
英
断
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
対
中
国
経
営

上
日
本
の
基
礎
地
盤
と
し
て
の
関
東
州
及
び
満
鉄
附
属
地
に
お
け
る
植
民
地
政

策
の
転
換
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
「
民
治
に
於
て
は
、
其
の
住
民

の
面
子
を
尊
重
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
て
、
徒
に
殴
打
罵
倒
す
る
こ
と
を
慎
」

み
、
彼
等
に
対
し
て
「
日
本
の
支
那
経
営
上
に
於
け
る
先
導
者
と
視
る
こ
と
が

必
要
」
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
第
二
に
関
東
庁
や
満
鉄
等
の
日
系
官
公
庁
や
企

業
等
に
勤
務
す
る
中
国
人
に
「
日
本
人
と
平
等
の
待
遇
を
与
」
え
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
下
満
洲
に
お
け
る
植
民
地
政
策
転
換
の
問
題

は
、
一
つ
は
中
国
人
の
面
子
を
尊
重
し
な
が
ら
、
彼
等
と
の
合
意
を
つ
く
り
だ

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
は
官
公
庁
、
企
業
に
勤
務
す
る
中
国
人
の
待
遇

改
善
の
方
向
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
植
民
地
政
策
の

破
綻
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年

代
満
洲
に
お
け
る
国
際
経
済
戦
の
中
で
の
日
本
の
危
機
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
一
九
二
〇
年
代
国
際
経
済
戦
の
実
態
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
前
述
し
た
『
第
三
十
四
編

満
鉄
調
査
資
料
』（
以
下
『
満
鉄
調
査
資

料
』
と
略
す
）
は
、
そ
の
五
頁
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
満
洲
に
お
け
る
米
国
経

済
勢
力
の
増
大
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
以
降
｜
筆
者
注
）
米
国
の
満
洲
発
展
の
野
望
は
一
層
活

気
を
呈
し
て
来
た
、
加
ふ
る
に
他
面
露
国
の
政
変
に
依
り
西
比
利
亜
、
東

支
、
鳥
蘇
里
等
の
鉄
道
が
混
沌
状
態
に
陥
入
る
や
米
国
は
之
等
の
共
同
管
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理
を
主
張
し
ス
チ
ー
ヴ
ン
ス
氏
の
大
活
動
を
見
て
北
満
に
於
け
る
米
国
勢

力
の
地
盤
は
相
当
強
固
に
築
か
れ
る
こ
と
を
得
た
。

か
く
の
如
く
し
て
米
国
は
今
後
益
々
満
洲
に
於
け
る
発
展
を
企
図
し

つ
ゝ
あ
る
、
而
し
て
日
本
の
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
も
米
国
の
活
動
に
し

て
吾
人
は
常
に
之
に
対
す
る
用
意
を
怠
る
こ
と
を
得
な
い
。

満
鉄
は
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
下
米
国
経
済
勢
力
が
北
満
に
目
覚
ま
し
く
発
展
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
満
鉄
は
一
九
二
〇
年
代
、
満

洲
に
お
け
る
国
際
経
済
戦
の
基
軸
は
日
米
両
国
の
対
立
に
あ
る
と
想
定
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
で
は
満
洲
に
お
け
る
英
国
経
済
勢
力
の
実
情
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
満
洲
に
お
け
る
英
国
経
済
勢
力
の
発
展
は
米
国
の
そ
れ
の
よ
う
に
著
し
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
よ
り
古
く
よ
り
堅
実
で
あ
っ
た
。
一
八
五
八

年
の
天
津
条
約
に
よ
っ
て
、
英
国
は
開
港
地
を
営
口
に
設
定
し
自
由
貿
易
港
と

し
て
開
放
し
た
と
き
に
、
ま
ず
そ
の
発
展
の
第
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
。
ま
た
古

く
か
ら
上
海
を
中
心
と
し
て
中
国
の
中
部
地
域
の
対
外
貿
易
は
、
英
国
が
牛
耳

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
、
ハ
ル
ビ
ン
を
中
心
と
し
た
北
満
の
対

欧
米
貿
易
は
、
多
く
上
海
を
中
継
地
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
英
国
が
対
満

貿
易
に
於
て
有
す
る
影
響
力
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
満
洲
に

お
け
る
独
逸
の
経
済
勢
力
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
独
逸
の
経
済
勢
力
は
第
一
次

世
界
大
戦
の
敗
北
に
よ
り
、
中
国
及
び
満
洲
か
ら
一
掃
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
独
逸
が
奉
天
の
電
車
敷
設
権
を
手
中
に
し
た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

そ
の
経
済
力
の
失
地
回
復
が
着
々
と
図
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

『
満
鉄
調
査
資
料
』
が
満
洲
に
お
け
る
最
も
強
大
な
経
済
勢
力
と
し
て
警
告
し

て
い
た
の
は
、「
英
米
ト
ラ
ス
ト
煙
草
会
社
」（
以
下
英
米
煙
公
司
と
す
る
）
と

「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
」（
以
下
美
孚
洋
行
と
す
る
）
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に

簡
単
な
が
ら
、
英
米
煙
公
司
と
美
孚
洋
行
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す

る
。
一
九
〇
二
年
、
米
国
煙
草
「
ト
ラ
ス
ト
」
は
英
米
両
国
の
製
煙
草
販
売
事

業
を
統
一
し
、
さ
ら
に
支
配
下
の
各
社
を
も
合
併
し
て
一
大
会
社
を
組
織
し
、

こ
れ
を
「
英
米
ト
ラ
ス
ト
煙
草
会
社
」
と
称
し
た
。
こ
の
ト
ラ
ス
ト
は
米
国
内

の
刻
み
、
嗅
ぎ
、
紙
、
巻
き
等
各
種
煙
草
の
七
割
五
分
を
支
配
し
、
キ
ュ
ー
バ

の
煙
草
栽
培
事
業
を
経
営
（
公
称
資
金
三
億
万
ド
ル
）
し
た
。
一
九
〇
四
年
以

来
「
英
米
煙
公
司
」
の
活
動
は
目
覚
ま
し
く
、
資
本
金
は
四
億
五
千
万
ド
ル
の

巨
額
に
達
し
、
世
界
各
国
の
煙
草
市
場
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
。

「
英
米
煙
公
司
」
が
中
国
に
事
業
を
開
始
し
た
の
は
一
九
〇
二
年
頃
で
、
そ
の

固
定
資
本
の
み
を
も
っ
て
し
て
三
千
万
ド
ル
以
上
で
あ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代

中
国
に
お
け
る
巻
き
煙
草
の
需
要
は
驚
く
べ
き
増
加
を
遂
げ
、
そ
の
輸
入
さ
れ

る
も
の
は
毎
年
八
十
億
本
以
上
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
同
公
司
の
中
国
内
の
工
場

を
み
る
と
、
上
海
、
香
港
に
は
製
造
工
場
を
設
け
た
。
奉
天
に
は
土
産
煙
草
及

び
米
国
種
煙
草
を
農
家
に
栽
培
せ
し
め
た
も
の
を
乾
燥
す
る
工
場
を
有
す
る
外
、

わ
ず
か
に
下
等
品
の
蟋こう
蟀ろぎ
（
ク
リ
ケ
ッ
ト
）
を
製
造
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
販
売
品
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
米
国
及
び
上
海
、
香
港
よ
り
輸
送

さ
れ
た
。
同
公
司
は
満
洲
に
は
大
連
及
び
奉
天
に
出
張
所
が
あ
る
の
み
で
、
ほ

92



か
は
す
べ
て
代
理
店
制
を
と
っ
て
い
た
。
同
公
司
の
販
売
煙
草
中
で
売
れ
行
き

の
最
も
良
好
の
も
の
は
「
三
砲
台
」「
刀
牌
」「
ル
ビ
ー
ク
ウ
ィ
ー
ン
」「
孔
雀
」

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
等
で
あ
っ
た
。
同
公
司
の
煙
草
は
中
国
人
に
信
用
を
博
し

て
愛
用
さ
れ
、
決
し
て
他
製
品
の
追
従
を
許
さ
ず
、
ほ
と
ん
ど
独
り
舞
台
の
如

き
観
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
公
司
の
満
蒙
に
お
け
る
売
上
高
は
年
額
約
三
百
五

十
万
ド
ル
に
達
し
た
。
一
九
一
四
年
同
公
司
は
中
国
に
お
け
る
煙
草
の
独
占
販

売
を
確
立
す
る
た
め
に
、
中
国
政
府
に
対
し
て
煙
草
の
専
売
権
の
委
任
を
要
求

し
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
は
中
国
内
の
輿
論
の
集
中
砲
火
を
浴
び
た
の
み
な
ら
ず
、

諸
列
強
よ
り
の
抗
議
に
よ
っ
て
中
止
す
る
に
至
っ
た
（「
英
米
煙
公
司
」
前
掲

『
満
鉄
調
査
時
報
』
第
二
巻
第
三
号
所
収
、
一
九
二
二
年
）。

「
美
孚
洋
行
」
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
店
を
有
す
る
資
本
金
三
千
万
ド
ル
の

大
企
業
で
あ
り
、
米
国
石
油
及
洋
蝋
の
販
売
を
し
て
い
た
。
満
洲
に
お
い
て
は

奉
天
に
東
三
省
及
び
蒙
古
全
般
を
統
括
す
る
支
店
を
置
き
、
そ
の
ほ
か
主
要
都

市
や
田
舎
に
至
る
ま
で
、
出
張
所
、
代
理
店
等
を
有
し
、
そ
の
販
路
は
満
蒙
全

般
に
わ
た
っ
て
い
た
。
同
洋
行
の
石
油
は
本
社
工
場
か
ら
輸
入
さ
れ
、
大
連
で

罐
入
と
し
タ
ン
ク
車
に
て
各
地
に
輸
送
さ
れ
た
。
同
洋
行
が
中
国
に
輸
入
し
て

い
る
石
油
の
量
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
つ
ぎ
の
数
字
に
よ
っ
て
之

を
推
察
す
る
以
外
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
即
ち
一
九
二
一
年
に
お
け
る
全
満
洲
石

油
輸
入
量
は
、
千
四
百
四
十
二
万
二
千
百
四
十
五
ト
ン
で
あ
る
。
こ
こ
に
詳
述

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
、
満

洲
に
お
け
る
輸
入
石
油
の
諸
統
計
を
み
る
と
、
満
洲
輸
入
石
油
の
大
半
は
米
国

石
油
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
米
国
石
油
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

は
こ
れ
を
「
美
孚
洋
行
」
の
輸
入
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
満
洲
の
石
油
業
界

に
お
い
て
「
美
孚
洋
行
」
が
断
然
群
を
ぬ
い
て
い
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
る
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
前
掲
『
満
鉄
調
査
資
料
』
に
よ
る
）。

さ
て
、
満
洲
に
お
け
る
外
国
の
強
大
な
経
済
勢
力
は
、「
英
米
煙
公
司
」、
及

「
美
孚
洋
行
」
以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
。
き
わ
め
て
優

位
な
経
済
的
地
盤
に
立
っ
て
い
た
こ
の
二
公
司
は
、
そ
の
地
盤
が
は
な
は
だ
堅

く
し
て
容
易
に
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
満
鉄
調
査
資
料
』
は
六
八

頁
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
そ
の
状
況
を
つ
ぎ
の
に
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

今
日
支
那
人
に
と
り
切
実
大
需
要
品
た
る
煙
草
、
石
油
及
び
洋
蝋
等
を
殆

ど
彼
等
外
人
が
独
占
し
つ
ゝ
あ
る
は
吾
人
の
羨
望
措
か
ざ
る
所
で
あ
る
。

而
も
如
何
に
僻
陬
の
地
と
雖
も
殆
ど
彼
等
の
手
を
染
め
ざ
る
所
な
く
其
の

活
動
次
第
に
依
っ
て
は
実
に
怖
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
誇
張
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
。
石
油
、
煙
草
等
は
ほ
と
ん
ど

日
本
に
産
出
し
な
い
か
、
技
術
が
低
位
で
未
だ
欧
米
の
そ
れ
に
対
抗
し
得
ざ
る

か
、
ま
た
は
特
許
の
保
護
法
を
獲
得
で
き
な
い
た
め
、
日
本
製
品
は
ま
っ
た
く

競
争
力
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。『
満
鉄
調
査
資
料
』
で
と

く
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
同
書
の
第
六
章
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
満
洲
に
お
け

る
欧
米
の
文
化
事
業
（
教
会
、
学
校
、
病
院
、
養
老
院
、
孤
児
院
等
の
展
開
を
見
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よ
）
を
具
体
的
に
統
括
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
書
は
欧
米
の
文
化
事
業
の
影
響

力
の
拡
大
の
下
で
、
そ
の
経
済
勢
力
が
目
覚
ま
し
く
地
域
に
浸
透
し
て
い
る
こ

と
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
。
日
本
の
強
さ
は
な
ん
と
言
っ
て
も
、
満
鉄
の
経
営

と
そ
の
他
数
多
く
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
よ
り
、
満
洲
に
お
い
て
確
固
と

し
た
地
盤
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
日
本
の
優
位
は
、
一
九
二

〇
年
代
に
お
け
る
外
国
人
の
文
化
事
業
の
目
覚
ま
し
い
浸
透
に
よ
っ
て
ゆ
ら
ぎ

始
め
て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
弱
点
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
中
国
の
民
族
運
動
の
昻
揚
を
宥
和
す
る
目
的
を
も
っ
た
文
化
事
業
の
取

り
組
み
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
欧
米
の
優
秀
な

文
化
力
に
比
肩
し
う
る
文
化
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

い
き
お
い
満
洲
に
お
け
る
日
本
の
文
化
力
の
貧
困
は
強
力
な
文
化
事
業
と
連

繫
し
た
米
英
の
在
満
勢
力
の
前
に
頭
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。『
ロ

ン
ド
ン
タ
イ
ム
ズ
』
は
米
英
の
対
中
国
貿
易
と
文
化
力
の
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
米
国
の
対
支
貿
易
に
関
す
る
苦
心
経
営
は
決
し
て
一
朝
一

夕
の
事
で
は
な
い
。
一
九
一
二
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
及
び
其
以
後
も
続
い

て
米
国
は
支
那
に
於
け
る
地
位
と
勢
力
と
を
得
ん
が
為
め
に
全
力
を
注
い
だ
。

殊
に
教
育
事
業
に
対
し
て
は
最
も
力
を
用
い
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
多
数
の
高

級
学
校
を
建
設
し
支
那
人
の
子
弟
教
育
に
尽
瘁
し
た
、
其
結
果
支
那
人
子
弟
の

米
国
を
徳
と
す
る
も
の
出
で
て
米
支
親
善
に
導
き
延
い
て
米
支
貿
易
に
影
響
を

及
す
に
至
っ
た
。
英
国
の
対
支
貿
易
は
之
と
同
様
で
な
い
。
英
国
の
政
策
は
精

神
的
事
業
と
経
済
界
の
事
業
と
の
間
に
何
の
連
絡
も
な
い
け
れ
ど
も
米
国
の
伝

道
師
と
商
人
と
は
団
結
力
が
甚
だ
強
い
」。
こ
の
『
ロ
ン
ド
ン
タ
イ
ム
ズ
』
の

一
言
を
以
て
し
て
も
、
米
英
の
対
中
国
文
化
事
業
の
蔭
に
政
治
的
あ
る
い
は
経

済
的
な
意
図
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。『
満
鉄
調
査
資
料
』
は
、
終
わ

り
な
き
国
際
経
済
戦
の
時
代
を
直
視
し
、
文
化
力
を
ど
う
形
成
す
る
か
と
い
う

提
案
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
満
鉄
調
査
資
料
』
の
結
論
第
八
章

の
提
言
の
重
要
性
は
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
第
八
章
は

四
つ
の
提
言
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
第
一
は
「
商
人
の
自
覚
と
商
品
の

改
造
」、
第
二
は
「
邦
商
発
展
助
長
機
関
の
完
備
」、
第
三
は
「
病
院
の
設
備
」、

第
四
は
「
小
学
校
の
設
備
」
で
あ
る
。
第
三
、
第
四
の
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
在
満

日
本
人
の
健
康
の
保
障
の
た
め
の
病
院
設
備
拡
充
と
、
子
供
の
教
育
問
題
解
決

の
前
提
と
し
て
の
地
域
の
小
学
校
設
備
改
革
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
在
留
日
本
人

の
切
実
な
生
活
上
の
問
題
解
決
に
つ
い
て
の
提
言
で
あ
り
、
こ
こ
で
改
め
て
論

ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
八
章
の
提
言
の
核
心
は
ま
さ
に
、
第
一
と
第

二
の
課
題
に
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
の
課
題
に
つ
い
て
、『
満
鉄
調
査
資
料
』
は

言
う
。邦

商
品
の
改
造
は
…
…
日
本
独
特
の
商
品
を
造
る
に
在
る
、

ち
資
本
の

集
中
と
技
術
の
熟
練
と
に
依
り
品
質
の
向
上
と
価
格
の
低
廉
と
を
計
る
こ

と
は
勿
論
露
支
人
の
風
俗
習
慣
趣
味
嗜
好
を
克
く
研
究
し
之
に
適
す
る
も

の
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、（
同
、
二
三
七
頁
）
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『
満
鉄
調
査
資
料
』
の
真
の
ね
ら
い
は
、
い
わ
ゆ
る
一
攫
千
金
を
夢
み
る
多
く

の
在
満
日
本
人
実
業
家
や
商
人
た
ち
が
、
関
東
庁
や
満
鉄
の
保
護
と
依
存
を
た

ち
切
れ
な
い
現
状
を
打
破
す
る
と
と
も
に
、
資
本
集
中
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
商
品
の
品
質
向
上
と
価
格
の
低
下
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
満
鉄
調
査
資
料
』
の
第
三
の
提
言
は
、
前
述
し
た
ご
と
き
、
革
新
を
実
現
し
、

市
場
の
競
争
に
勝
ち
抜
い
て
ゆ
く
新
し
い
実
業
家
や
商
人
の
大
量
進
出
を
助
長

す
る
決
定
的
な
条
件
と
し
て
の
、
満
蒙
の
各
地
域
に
お
け
る
経
済
情
報
機
関
の

完
備
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
満
鉄
調
査
資
料
』
の
言
う
と
こ
ろ
を
聞
こ
う
。

現
在
に
於
て
は
日
本
よ
り
商
品
を
取
揃
へ
て
取
寄
せ
る
に
は
矢
張
り
四
五

箇
月
を
要
し
つ
つ
あ
る
。
之
れ
日
本
の
商
人
が
対
満
貿
易
に
熱
心
な
ら
ざ

る
と
便
宜
な
る
取
次
機
関
な
き
と
の
為
め
に
依
る
、
…
…
故
に
満
洲
に
於

て
需
要
あ
る
商
品
を
直
ち
に
日
本
内
地
よ
り
取
寄
せ
得
る
が
如
き
機
関
の

設
立
は
此
の
有
力
な
る
武
器
（
内
地
と
満
洲
間
の
距
離
の
近
い
こ
と
｜
筆
者

注
）
を
活
用
す
る
の
所
以
で
あ
る
。
従
つ
て
又
対
満
貿
易
品
の
指
導
改
善

に
任
ぜ
し
め
得
る
機
関
（
対
満
貿
易
機
関
｜
筆
者
注
）
と
も
な
る
。
…
…

現
在
満
洲
に
於
け
る
日
本
商
品
陳
列
館
は
哈
爾
濱

ハ
ル
ビ
ン

、
長
春
、
鉄
嶺
、
安
東
、

錦
洲
、
奉
天
（
最
近
開
設
の
運
び
に
至
る
）
六
箇
所
で
あ
る
。
…
…
在
満

邦
商
品
陳
列
館
が
其
の
間
に
何
等
組
織
の
統
一
及
連
絡
な
く
或
は
満
鉄
の

経
営
に
係
り
或
は
日
露
協
会
の
経
営
に
係
り
或
は
商
業
会
議
所
の
兼
営
に

係
り
甚
だ
し
き
に
至
つ
て
は
営
利
会
社
の
経
営
す
る
所
に
し
て
而
も
財
源

裕
な
ら
ず
そ
れ
自
身
充
分
な
る
活
躍
を
な
し
得
ざ
る
と
且
つ
は
商
品
陳
列

館
な
る
も
の
ゝ
重
要
さ
が
一
般
に
看
過
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
に
依
る
。
商
品

陳
列
館
な
る
も
の
が
商
品
を
陳
列
紹
介
し
、
貿
易
実
務
を
幇
助
し
経
済
調

査
に
任
じ
及
び
其
他
商
業
助
長
に
資
す
る
凡
ゆ
る
事
務
を
行
う
も
の
に
し

て
商
業
発
展
の
為
め
重
要
な
る
役
目
を
有
し
殊
に
満
洲
の
如
き
露
支
人
を

相
手
と
し
外
商
の
競
争
場
裡
に
伍
し
て
そ
の
販
路
の
拡
張
を
計
る
場
合
に

は
之
が
完
備
の
必
要
切
な
る
は
少
し
く
心
あ
る
者
に
対
し
て
殆
ど
事
新
し

く
論
ず
る
の
必
要
を
認
め
な
い
所
で
あ
ろ
う
（
同
、
二
四
〇
｜
二
四
二
頁
）

大
変
長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
右
の
提
案
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
満
洲
か

ら
英
米
独
等
に
商
品
を
注
文
す
れ
ば
、
着
荷
ま
で
に
は
半
年
近
く
を
要
す
る
。

こ
れ
に
比
較
す
る
と
日
本
と
満
洲
の
距
離
が
近
い
た
め
に
、
日
本
は
こ
の
点
に

お
い
て
大
き
な
強
み
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
現
状
で
は
日
本
よ
り
商
品
を
輸

入
す
る
場
合
に
も
、
や
は
り
四
、
五
ヶ
月
を
要
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
日
満
貿

易
の
現
状
は
極
め
て
非
効
率
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
日
本
は

激
烈
な
国
際
間
の
経
済
競
争
に
生
き
残
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら

ば
、
日
本
人
実
業
家
の
自
覚
と
、
対
満
貿
易
機
関
の
完
備
が
、
満
洲
経
済
再
生

の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
『
満
鉄
調
査
資
料
』
の
見
解
の

す
ぐ
れ
た
点
は
、
商
業
貿
易
政
策
に
結
び
つ
い
た
情
報
・
文
化
事
業
の
役
割
を

積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
煎
じ
つ
め
る
な
ら
ば
、『
満
鉄
調
査
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資
料
』
の
方
向
は
、
前
述
し
た
大
連
市
の
新
市
制
に
基
づ
く
市
会
議
員
選
挙
で

当
選
し
た
新
議
員
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
大
連
勧
業
博
開
催
の
要
求
と
相
通
じ

る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
両
者
と
も
に
満
蒙
に
お
け
る
国
際
経
済

戦
の
激
化
に
対
す
る
強
い
危
機
意
識
を
共
有
し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
在
満
日

本
人
実
業
家
や
商
人
の
満
鉄
依
存
や
、
政
商
的
企
業
家
に
よ
る
政
財
界
指
導
を

時
代
後
れ
と
評
価
し
て
い
た
。
つ
ま
り
両
者
は
「
遊
蕩
的
気
分
の
瀰
漫
し
て
い

る
現
状
」
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
政
財
界
が
今
こ
そ
本
当
の
意
味
で
の
競
争

力
を
備
え
た
実
業
家
を
育
成
す
る
一
方
、
博
覧
会
や
商
品
陳
列
館
の
ご
と
き
情

報
・
文
化
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
を
国
家
的
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
認
識
に
お
い
て
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
は
満
鉄
調
査
課
の
佐
田
弘
治
郎
と
菊
田
直
次
が
執
筆
し
た
秘
密
文
書
に
現

れ
た
満
蒙
認
識
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
佐
田
と
菊
田
の

満
蒙
観
は
、
満
洲
の
政
治
、
経
済
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
を
も
と
に
し
て
、
極

め
て
ア
グ
レ
ッ
シ
ヴ
な
問
題
が
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
将
来
の

世
界
大
戦
の
準
備
と
し
て
、「
支
那
の
一
部
を
軍
事
的
に
占
領
」
す
る
と
い
う

主
張
は
、
当
時
の
満
鉄
調
査
課
内
部
の
か
く
さ
れ
た
満
蒙
認
識
を
反
映
し
た
も

の
と
し
て
極
め
て
注
目
に
値
す
る
。
も
と
よ
り
私
は
そ
れ
を
も
っ
て
一
九
二
〇

年
代
に
お
け
る
満
鉄
調
査
課
の
満
蒙
認
識
で
あ
る
と
断
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
一
九
二
〇
年
代
満
洲
に
お
け
る
国
際
経
済
戦
の
激
化
が
、
満
鉄
調
査
課

内
部
に
尖
鋭
な
満
蒙
認
識
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

三

博
覧
会
と
日
中
共
生
の
夢

一
九
二
五
年
五
月
十
五
日
、
上
海
の
内
外
綿
株
式
会
社
上
海
工
場
で
ス
ト
ラ

イ
キ
が
勃
発
、
さ
ら
に
三
十
日
、
上
海
の
共
同
租
界
で
内
外
綿
紡
績
工
場
の
労

働
者
虐
殺
に
抗
議
す
る
学
生
二
千
人
余
と
、
英
国
警
官
隊
が
衝
突
し
、
警
官
隊

の
発
砲
に
よ
っ
て
十
一
人
が
死
亡
し
た
。
こ
の
「
五
・
三
〇
事
件
」
を
機
と
し

て
、
抗
日
運
動
が
遼
原
の
火
の
ご
と
く
全
中
国
に
波
及
し
た
。
そ
れ
か
ら
僅
か
、

七
十
二
日
後
の
八
月
十
日
、
大
連
勧
業
博
覧
会
が
大
連
市
で
開
幕
し
た
。
会
期

は
八
月
十
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
で
あ
っ
た
。
会
期
中
の
有
料
入
場
者
数
は

七
十
一
万
九
千
六
百
二
十
六
人
、
無
料
入
場
者
数
七
万
四
千
百
五
十
三
人
、
合

計
七
十
九
万
三
千
七
百
七
十
八
人
で
あ
る
。
人
口
約
二
十
一
万
人
の
大
連
市
が

主
催
し
た
博
覧
会
と
し
て
は
、
観
客
動
員
は
成
功
し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
実
績
は
関
東
庁
、
満
鉄
、
大
連
市
は
も
と
よ
り
、
日
本
政
府
、
各
道
府
県
、

朝
鮮
総
督
府
、
台
湾
総
督
府
の
絶
大
な
支
援
の
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
植
民

地
で
最
初
に
開
催
さ
れ
た
勧
業
博
覧
会
に
対
す
る
当
時
の
日
本
人
の
心
境
が
明

瞭
に
読
み
と
れ
る
。
赤
い
夕
陽
の
満
洲
と
モ
ダ
ン
都
市
大
連
に
憧
れ
、
博
覧
会

期
間
中
に
帝
国
各
地
か
ら
汽
船
や
鉄
道
で
大
連
を
訪
れ
た
人
々
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
大
連
勧
業
博
の
メ
イ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
の
四
つ
の
本
館
の
内

容
は
出
品
数
総
計
七
万
九
千
七
百
九
十
三
点
で
、
出
品
人
員
は
三
千
四
百
六
人

に
及
ん
だ
。
当
初
博
覧
会
事
務
所
の
予
定
で
は
出
品
総
数
五
千
点
と
し
て
い
た
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か
ら
、
約
十
六
倍
と
い
う
好
成
績
と
な
っ
た
。
し
か
し
前
述
し
た
抗
日
運
動
の

結
果
、
予
定
さ
れ
て
い
た
中
国
側
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
上
海
、
青
島
、
天
津
等
の
パ
ビ
リ
オ
ン
設
置
計
画
の
中
止
に
よ
り
、

特
設
館
計
画
の
前
途
は
憂
慮
さ
れ
た
が
、
満
鉄
、
内
地
の
各
府
県
、
朝
鮮
総
督

府
、
台
湾
総
督
府
の
支
援
を
得
て
、
と
に
か
く
博
覧
会
開
場
ま
で
に
十
九
の
特

設
館
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
こ
に
窺
え
る
の
は
、
博
覧
会
事
務
所
の
事
務
的
未
熟

さ
と
準
備
不
足
と
い
っ
た
単
純
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
全
土
に
漲
っ

て
い
た
激
烈
な
抗
日
感
情
と
怒
り
に
対
す
る
認
識
不
足
で
あ
る
。

大
連
勧
業
博
の
会
場
は
第
一
会
場
（
図
６
）
と
第
二
会
場
と
に
わ
か
れ
て
い

た
（
図
７
）。
第
一
会
場
の
正
門
を
入
る
と
、
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
、

の
各
本
館
が
洋
式
の
大
噴
水
池
を
囲
ん
で
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
た
。
第
四
号

本
館
は
朝
鮮
館
、
台
湾
館
を
越
え
た
東
門
附
近
に
建
て
ら
れ
て
い
た
（
図
８
）。

正
門
横
に
は
関
東
庁
と
大
連
市
役
所
が
共
同
し
て
出
展
し
た
陸
軍
軍
用
飛
行
機

が
あ
っ
た
。
観
衆
は
近
代
文
明
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
飛
行
機
を
初
め
て
間
近
に

見
た
に
違
い
な
い
。
彼
等
は
空
間
を
飛
翔
す
る
飛
行
機
の
役
割
に
改
め
て
目
を

向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
感
覚
を
ぐ
っ
と
広
げ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
陸
軍
に
と
っ
て
軍
用
飛
行
機
の
出
品
は
、
観
衆
の
好
奇
心
を
利
用
し
つ
つ
、

軍
部
と
市
民
を
結
合
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。
博
覧
会
が
演
出
し
た
遊

び
の
空
間
づ
く
り
の
な
か
で
、
特
筆
に
値
す
る
も
の
は
、
お
伽
の
国
の
パ
ノ
ラ

マ
で
あ
る
。
場
内
に
は
海
や
山
河
、
村
落
、
水
車
、
鉄
橋
等
を
配
し
、
そ
の
間

を
縫
っ
て
模
型
の
汽
車
が
走
っ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
実
演
館
、
水
族
館
、
移
動

動
物
園
、
曲
馬
団
、
中
国
芝
居
の
無
料
小
屋
、
海
女
館
、
菊
人
形
、
迷
路
、
人

体
変
化
術
や
尻
尾
人
間
等
の
キ
ッ
チ
ュ
な
見
世
物
等
の
遊
興
施
設
も
揃
え
ら
れ

て
い
た
。
第
一
会
場
と
第
二
会
場
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
結
ば
れ
て
い
た
。
第

二
会
場
は
既
設
の
満
鉄
経
営
に
よ
る
電
気
遊
園
の
敷
地
を
利
用
し
て
い
た
。
第

二
会
場
で
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
く
パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
博
覧
会
随
一
の
満
鉄
特
設
館

で
あ
る
（
図
10
）。
三
十
六
メ
ー
ト
ル
の
塔
が
聳
え
る
同
館
は
白
亜
洋
風
の
外

観
を
も
っ
て
い
た
。
同
館
の
最
大
の
目
玉
は
、
夜
間
屋
上
か
ら
放
射
さ
れ
る
サ

ー
チ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
光
芒
は
第
一
会
場
に
輝
く
数
万
の

電
飾
を
圧
す
る
壮
観
を
呈
し
た
。
満
鉄
社
長
安
廣
伴
一
郎
は
、
大
連
勧
業
博
開

催
当
日
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
祝
辞
を
述
べ
た
。

本
会
ノ
開
催
ヤ
満
蒙
ノ
文
化
産
業
ノ
開
発
ヲ
資
ケ
延
イ
テ
国
交
ノ
親
善
、

民
生
ノ
福
祉
ヲ
増
進
ス
ル
モ
ノ
豈
鮮
少
ナ
ラ
ン
ヤ
誠
ニ
慶
賀
欣
歓
ニ
勝
ヘ

サ
ル
ナ
リ12

）
。

安
廣
社
長
の
こ
の
祝
辞
に
も
あ
る
よ
う
に
、
満
鉄
特
設
館
の
展
示
の
特
徴
は

「
満
蒙
ノ
文
化
産
業
ノ
開
発
」
に
お
い
て
、
満
鉄
の
果
た
し
て
い
る
巨
大
な
役

割
を
視
覚
化
し
て
展
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ま
さ
に
「
リ
ト
ル
満
洲
」
と
も
言

う
べ
き
同
館
は
、
一
階
中
央
に
巨
大
な
満
蒙
の
模
型
盤
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
盤

上
に
は
汽
車
、
汽
船
が
電
気
仕
掛
け
で
い
っ
せ
い
に
動
い
て
い
た
。
炭
鉱
、
製

鉄
、
農
林
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
パ
ノ
ラ
マ
式
光
線
に
よ
っ
て
、
満
鉄
の
産
業
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図６ 大連勧業博覧会第一会場全景（『大連勧業博覧会誌』大連勧業博覧会協賛会、1926年）

図７ 大連勧業博覧会全景（絵葉書より）

図８ 大連勧業博覧会第一号本館前（右）・第四号本館（左）（『大連勧業博覧会誌』大連勧業博覧会協賛会、1926年）
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開
発
の
成
果
が
示
さ
れ
て
い
た
。
二
階
に
は
農
務
課
出
品
の
植
物
種
子
、
果
実
、

穀
物
等
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
て
い
た
。
三
階
は
撫
順
炭
鉱
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

な
っ
て
い
た
。
一
九
二
五
年
ま
で
に
同
炭
鉱
は
一
日
平
均
一
万
五
千
ト
ン
、
年

総
量
約
五
百
万
ト
ン
の
出
炭
能
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
撫
順
炭
は
日
本
及

び
海
外
向
け
の
輸
出
炭
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
当
時
大
連
港
は
撫
順

炭
と
、
大
豆
、
大
豆
油
、
豆
粕
等
の
積
出
し
港
と
し
て
空
前
の
活
況
を
誇
っ
て

い
た13

）
。
石
炭
は
大
豆
と
並
ん
で
満
洲
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
商
品
で
あ
っ
た
。

満
鉄
特
設
館
は
と
く
に
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
重
要
視
し
て
、
撫
順
炭
鉱
お
よ
び

撫
順
市
街
の
パ
ノ
ラ
マ
大
模
型
を
置
き
、
露
天
掘
り
の
炭
鉱
の
採
鉱
、
運
搬
等

の
あ
ら
ゆ
る
作
業
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
。
満
鉄
特
設
館
の
展
示
で
最
も
費

用
を
か
け
た
も
の
は
、
電
気
作
業
所
出
品
の
配
電
装
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
世

界
的
な
大
連
市
の
配
電
シ
ス
テ
ム
を
模
型
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
連
市
内
に

新
築
中
の
電
気
作
業
所
の
模
型
に
は
、
博
覧
会
の
一
部
や
電
車
が
配
置
さ
れ
、

逆
光
線
を
用
い
て
そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
浮
き
立
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

参
考
ま
で
に
一
九
二
三
年
度
末
に
お
け
る
満
鉄
に
よ
る
大
連
市
へ
の
電
力
供
給

の
実
態
を
記
し
て
お
こ
う
。

大
正
十
二
年
度
来
の
発
電
供
給
口
数
二
万
六
千
余
、
十
燭
光
換
算
灯
数
四

図９ 関東庁出品（『大連勧業博覧会誌』大連勧業博覧会協賛会、
1926年）

図10 大連勧業博覧会満鉄特設館外観（上）・内部（下）（『大連勧
業博覧会誌』大連勧業博覧会協賛会、1926年）
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十
七
万
灯
を
算
し
、
又
同
年
度
中
に
供
給
し
た
る
電
力
は
千
百
五
十
万
五

千
余
馬
力
時
な
り
。
更
に
会
社
は
大
連
市
内
の
交
通
機
関
と
し
て
電
気
鉄

道
を
敷
設
す
る
の
計
画
を
立
て
、
明
治
四
十
二
年
九
月
よ
り
営
業
を
開
始

し
…
…
現
在
軌
条
條
延
長
六
万
四
千
二
百
四
米
を
有
す
。
大
正
十
二
年
度

に
於
け
る
客
貨
取
扱
数
は
乗
車
人
員
二
千
百
十
五
万
九
千
人
、
貨
車
六
万

五
千
屯
な
り
。

（
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
調
査
課
編
『
満
鉄
の
現
況
』
一
九
二
五
年
、
三
六
頁
）。

右
の
数
字
か
ら
も
こ
の
時
期
、
大
連
市
街
の
膨
張
な
ら
び
に
産
業
の
発
達
に

と
も
な
い
、
満
鉄
に
よ
る
電
力
供
給
の
増
加
が
著
し
か
っ
た
こ
と
が
垣
間
み
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
第
一
会
場
の
メ
イ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
群
は
、

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
各
本
館
で
あ
っ
た
。
第
一
号
本
館
は
大
連
、
関
東

州
そ
し
て
満
洲
、
中
国
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
商
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
第
二
号
、
第
三
号
の
両
本
館
は
、
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
商
品
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。
第
四
号
本
館
に
は
農
林
、
鉱
産
製
品
と
工
具
類
が
陳
列
さ
れ
て

い
た
。
博
覧
会
事
務
所
に
と
っ
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
出
品
申
込
み
締
切
り
後

も
、
続
々
と
内
地
の
各
会
社
、
各
商
店
等
か
ら
出
品
申
込
み
の
連
絡
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
事
務
所
は
第
二
号
、
第
三
号
両
本
館
の
展
示
面
積
を

増
加
さ
せ
、
こ
れ
ら
内
地
か
ら
出
品
さ
れ
た
商
品
を
こ
こ
に
収
容
し
た
。
相
つ

い
で
到
着
し
た
内
地
製
商
品
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
理
屈
抜
き
に
デ
ザ
イ
ン
、
品

質
共
に
優
秀
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
周
遅
れ
の
「
一
等
国
」
日
本
の
産
業
も
、

第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
、
欧
米
列
強
に
キ

ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、
日
本
経
済
が
自
立
化
を
実
現
し
て
い
っ
た
結

果
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
こ
の
時
期
三
井
は
染
料
輸
入
の
途
絶
を
契
機
と
し
て
化

学
工
業
部
門
に
進
出
（
三
井
染
料
設
立
の
発
端
）
し
、
ま
た
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
を

も
創
立
し
た
。
し
か
し
概
ね
財
閥
は
高
度
の
技
術
開
発
を
必
要
と
し
、
し
か
も

市
場
の
見
通
し
も
不
安
定
な
領
域
へ
の
進
出
は
の
ぞ
ま
ず
、
安
全
確
実
な
分
野

に
か
ぎ
っ
て
進
出
し
た
。
大
戦
期
以
降
の
経
済
の
「
自
立
化
」
に
貢
献
し
た
の

は
、
む
し
ろ
急
速
に
工
場
工
業
化
す
る
中
小
資
本
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
国
産
化

に
対
す
る
要
請
を
バ
ネ
と
し
て
、
優
秀
な
国
産
消
費
財
を
消
費
者
に
つ
ぎ
つ
ぎ

図11 大連ヤマトホテル円形大広場とヤマトホテル（絵葉書）

図12 大連勧業博覧会第一会場夜景（『大連勧業博覧会誌』大連勧
業博覧会協賛会、1926年）

100



と
提
供
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
豊
田
自
動
織
機
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
や

シ
ャ
ー
プ
が
製
造
し
た
ラ
ジ
オ
、
味
の
素
、
仁
丹
、
森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
、

江
崎
利
一
の
グ
リ
コ
、
雪
印
の
乳
製
品
、
三
島
海
雲
の
カ
ル
ピ
ス
、
御
木
本
の

真
珠
、
ヤ
ン
マ
ー
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
田
熊
式
汽
罐
、
杉
本
京
太
の
邦
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
久
村
清
太
の
帝
国
人
造
絹
糸
、
石
井
茂
吉
の
写
真
植
字
機
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
万
年
筆
、
西
尾
正
左
衛
門
の
亀
の
子
た
わ
し
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

ま
た
表
１
に
見
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
優
秀
で
量
産
可
能
な

新
商
品
群
が
大
連
勧
業
博
に
大
量
に
出
品
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
名
誉
賞
金
牌
、

一
等
賞
金
牌
な
ど
を
受
賞
し
た
（
表
１
参
照
）。

こ
れ
ら
の
企
業
家
た
ち
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
後
進
的
経
済
構
造
を
止
揚
し
、

先
ど
り
を
ふ
く
む
経
済
構
造
の
合
理
化
を
実
現
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
的
実
業
家
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
比
喩
的
に
し
め
す
も
の
は
、
今
日
テ
レ
ビ
の
ス
ポ
ン
サ

ー
と
し
て
著
名
な
企
業
の
大
部
分
が
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
企
業

の
な
ん
ら
か
の
系
譜
の
上
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う14

）
。
そ
れ
は
と

も
か
く
と
し
て
、
内
地
の
輸
出
商
品
が
多
く
受
賞
し
た
こ
と
は
、
第
二
号
第
三

号
両
本
館
の
展
示
に
期
待
し
て
い
た
博
覧
会
事
務
所
の
予
想
通
り
の
結
果
と
な

っ
た
。
か
つ
て
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
は
、
戦
乱
の
勃
発
に
よ
り
列
強
が

東
ア
ジ
ア
に
直
接
介
入
で
き
ず
、
中
国
も
革
命
後
の
内
戦
の
た
め
実
力
で
日
本

に
対
抗
で
き
な
い
状
況
を
利
用
し
て
、
軍
事
力
を
背
景
と
し
て
中
国
に
た
い
す

る
経
済
的
支
配
権
を
一
挙
に
拡
大
し
た
。
大
戦
中
日
本
商
品
の
中
国
や
そ
の
他

ア
ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
が
激
増
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て

い
た
ア
ジ
ア
各
地
域
が
輸
入
の
途
絶
に
当
た
っ
て
代
替
品
を
日
本
に
求
め
た
こ

と
も
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
。
当
時
大
阪
は
中
国
や
満
洲
を
相
手
に
値

段
で
競
争
し
、
売
る
た
め
に
は
手
段
を
え
ら
ば
ぬ
貿
易
を
行
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
、
大
阪
も
の
に
象
徴
さ
れ
る

粗
製
濫
造
の
安
物
を
意
味
し
た
。
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
の
商
品
の
大
量
輸
入

の
結
果
、
満
洲
に
お
い
て
も
大
阪
商
人
の
信
用
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

し
か
し
大
連
勧
業
博
に
出
品
さ
れ
た
高
品
質
の
国
産
輸
出
品
の
中
か
ら
、
数
多

く
の
受
賞
商
品
が
で
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
過
去
の
悪
評
を
払
拭
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
日
本
か
ら
の
出
品
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果

を
反
映
し
た
数
多
く
の
品
質
優
秀
な
商
品
が
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
会
期
中
、

入
場
者
が
毎
日
平
均
二
万
人
前
後
を
数
え
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
ひ
と
ま
ず

博
覧
会
が
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
博
覧
会
の
宣
伝
活
動
を

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
一
九
二
五
年
三
月
、
大
連
市
は
博
覧
会
の
協
賛
会
を
組

織
し
、
事
務
所
を
大
連
商
業
会
議
所
に
置
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
抗
日
運
動

の
台
頭
の
結
果
、
当
然
中
国
人
観
光
客
の
減
少
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
、
協
賛
会

は
中
国
側
に
対
す
る
宣
伝
活
動
を
見
合
わ
せ
た
。
協
賛
会
は
宣
伝
活
動
の
中
心

を
、
日
本
各
地
及
び
満
鉄
沿
線
、
旅
順
、
大
連
そ
し
て
朝
鮮
、
台
湾
の
都
市
に

し
ぼ
っ
た
。
協
賛
会
は
、
船
車
割
引
の
実
施
を
、
満
鉄
、
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
管

理
局
、
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
、
鉄
道
省
、
東
支
鉄
道
、
京
奉
鉄
路
局
等
に
夫
々

依
頼
し
た
。
こ
の
協
賛
会
の
依
頼
を
う
け
て
、
鉄
道
省
を
は
じ
め
内
外
の
鉄
道
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表
１

大
連
勧
業
博
覧
会
出
品
審
査
一
覧
（
抜
粋
）

名
誉
賞
金
牌

第
一
部

興
行
及
工
芸
品

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

ヱ
ビ
ス
ビ
ー
ル

東
京
大
日
本
麦
酒
株
式
会
社

硝
子
及
曹
達
灰

東
京
朝
日
硝
子
株
式
会
社

西
陣
織

京
都
西
陣
織
物
同
業
組
合

清
酒
白
鶴

大
阪

嘉
納
合
名
会
社

綿
糸

綿
布

大
阪

福
島
紡
績
株
式
会
社

福
助
足
袋

大
阪

福
助
足
袋
株
式
会
社

製
茶

静
岡

茶
業
組
合
連
合
会
議
所

あ
さ
ひ
地
下
足
袋

福
岡

日
本
足
袋
株
式
会
社

第
二
部

農
産
品

過

酸
石
灰
及
硫
曹
肥
料

東
京

大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社

第
三
部

林
産
・
畜
産
及
狩
猟
品

木
材

安
東

鴨
緑
江
採
木
公
司

第
五
部

鉱
産
品

銑
鉄
類

朝
鮮

三
菱
製
鉄
会
社
兼
二
浦
製
鉄
所

銅
真
鍮
製
板
管
棒
類

大
阪

住
友
合
資
会
社
伸
銅
所

第
六
部

機
械
器
具

光
学
器
械

東
京

日
本
光
学
工
業
株
式
会
社

理
化
学
器
械
・
蓄
電
池
及
医
療
器
械
・
博
物
標
本

京
都

島
津
製
作
所

蓄
電
池

大
阪

湯
浅
蓄
電
池
株
式
会
社

マ
リ
エ
ブ
ル
・
鋳
物
製
品
・
石
油
発
動
機
及
喞
筒

福
岡

戸
畑
鋳
物
株
式
会
社

一
等
賞
金
牌

第
一
部

工
業
及
工
芸
品

鳳
梨
缶
詰

台
湾

阿
辻
商
会

味
の
素

大
阪

鈴
木
商
店

大
阪
支
店

ド
ロ
ッ
プ
ス

東
京

佐
久
間
製
菓
株
式
会
社

ビ
ス
ケ
ッ
ト

東
京

東
洋
製
菓
株
式
会
社

森
永
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル

東
京

森
永
製
菓
株
式
会
社

煎
茶
及
玉
露

京
都

辻
利
兵
衛
╱
樟
脳
・
竜
脳
・
カ
ッ
ト
製
剤

大
阪

藤
沢
智
吉

医
療
薬
品
類

東
京

第
一
製
薬
株
式
会
社

線
香

和
歌
山

内
外
除
虫
菊
株
式
会
社

絹
織
物

東
京

久
保
田
清
三
郎

毛
織
物

東
京

東
京
毛
織
物
株
式
会
社

友
禅
モ
ス
リ
ン

東
京

株
式
会
社
白
石
甚
兵
衛
商
店

綿
糸

岡
山

倉
敷
紡
績
株
式
会
社

第
二
部

農
産
品

豆
粕

大
連

睦
堂

過

酸
石
灰

大
阪

株
式
会
社
住
友
肥
料
製
造
所

第
三
部

林
産
・
畜
産
及
狩
猟
品

寸

兵
庫

東
洋

寸
株
式
会
社

提
灯

岐
阜

尾
関
次
七

第
四
部

水
産
品

乾
鮑

青
森

宇
鉄
漁
業
組
合

再
製
塩

大
連

東
洋
拓
殖
株
式
会
社

大
連
支
店

捕
鯨
事
業
及
製
品

大
阪

東
洋
捕
鯨
株
式
会
社

第
五
部

鉱
産
品

特
殊
鋼

東
京

日
本
特
殊
鋼
合
資
会
社

満
俺
鉱

撫
順

撫
順
炭
鉱
機
械
課

第
六
部

機
械
器
具

扇
風
機
・
電
気
ア
イ
ロ
ン
及
標
準
型
誘
導
電
動
機

東
京

三
菱
商
事
株
式
会
社
大
連
支
店

写
真
器
械
器
具

東
京

小
西
六
株
式
会
社

各
種
ス
プ
リ
ン
グ

東
京

帝
国
発
條
製
作
所

自
転
車

愛
知

株
式
会
社
岡
本
自
転
車
自
動
車
製
作
所

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
及
マ
ン
ド
リ
ン

鈴
木
政
吉
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は
、
鉄
道
運
賃
の
割
引
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
鉄
道
省
は
「
内

地
ヨ
リ
鮮
満
地
方
へ
朝
鮮
経
由
ニ
テ
往
復
ス
ル
二
十
人
以
上
ノ
団
体
ニ
対
シ
テ

ハ
五
割
引
大
阪
商
船
大
連
航
路
ヲ
経
テ
往
復
ス
ル
二
十
人
以
上
ノ
団
体
又
ハ
朝

鮮
満
洲
ヲ
回
遊
ス
ル
二
十
人
以
上
ノ
団
体
ニ
対
シ
テ
ハ
当
省
及
満
鉄
ハ
五
割
大

阪
商
船
ハ
一
割
（
学
生
二
割
乃
至
三
割
）
引
ニ
テ
扱
フ
」
こ
と
と
し
た
。
満
鉄

は
「
一
定
ノ
割
引
証
引
換
ニ
二
三
等
普
通
旅
客
運
賃
ノ
三
割
ヲ
低
減
ス
」
る
こ

と
と
な
っ
た
。
汽
船
運
賃
の
割
引
に
つ
い
て
も
大
連
汽
船
、
大
阪
商
船
、
日
本

郵
船
、
政
記
公
司
等
が
い
ず
れ
も
団
体
観
覧
者
（
往
復
）
に
二
割
か
ら
三
割
の

割
引
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
船
車
割
引
と
関
連
し
て
出
品
人
、
関
係
役

員
及
び
一
般
観
覧
者
に
対
し
て
、
大
連
市
内
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
多
く
が
そ
れ

ぞ
れ
宿
泊
料
金
の
割
引
を
行
っ
た
。

大
連
勧
業
博
が
開
幕
す
る
と
、
団
体
旅
行
割
引
で
、
日
本
人
ツ
ア
ー
が
、
関

東
州
は
も
と
よ
り
、
朝
鮮
、
台
湾
、
そ
し
て
内
地
の
各
地
か
ら
、
ぞ
く
ぞ
く
と

大
連
市
を
訪
れ
た
。
十
九
世
紀
後
半
だ
っ
た
ら
と
う
て
い
満
洲
旅
行
な
ど
高
嶺

の
花
だ
っ
た
と
思
わ
れ
た
人
々
も
、
玄
海
灘
を
汽
船
で
越
え
、
大
陸
を
走
る
広

軌
の
列
車
に
乗
っ
て
大
連
市
を
訪
れ
た
。
大
連
市
の
中
心
に
は
円
形
大
広
場
が

あ
り
、
広
場
か
ら
放
射
状
に
十
筋
の
道
路
が
伸
び
て
い
た
。
広
場
を
囲
ん
で
美

し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
壮
麗
な
外
観
を
も
っ
た
官
庁
や
大
連
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
が

建
ち
並
ん
で
い
た
。
大
連
市
を
初
め
て
訪
れ
た
日
本
人
見
物
客
の
多
く
の
人
々

は
、
満
洲
の
玄
関
口
大
連
の
想
像
以
上
の
目
覚
ま
し
い
発
展
と
、
美
し
く
整
然

た
る
町
並
み
に
、
驚
嘆
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
八
月
二
十
七
日
付
『
満
洲

日
日
新
聞
』
は
、
熊
本
商
業
会
議
所
満
鮮
実
業
視
察
団
の
団
長
山
田
殊
一
（
同

会
議
所
会
頭
）
が
埠
頭
事
務
所
屋
上
か
ら
全
市
を
展
望
し
て
、
大
連
市
の
発
展

に
驚
い
た
と
報
道
し
た
。
博
覧
会
開
幕
以
来
快
晴
に
恵
ま
れ
連
日
、
会
場
は
大

入
り
満
員
で
、
日
ご
と
に
観
覧
者
が
数
千
名
ず
つ
増
加
し
た
。
六
日
目
の
十
五

日
は
最
初
の
土
曜
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
観
覧
者
は
午
後
四
時
す
で
に
一
万
三
千

名
を
超
え
た
。
八
月
十
七
日
付
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
よ
る
と
、
奉
天
、
遼
陽
、

普
蘭
店
、
旅
順
を
は
じ
め
各
地
か
ら
大
連
を
訪
れ
る
観
覧
者
は
め
き
め
き
増
え

て
、
大
連
市
内
の
各
旅
館
と
も
大
入
り
と
あ
っ
た
。
博
覧
会
ブ
ー
ム
は
大
連
市

内
の
各
方
面
に
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
市
内
の
活
動
写
真
常

設
館
に
は
打
撃
と
な
り
、
入
場
者
が
減
少
し
た
。
大
連
市
は
祝
賀
気
分
を
も
り

上
げ
る
た
め
に
花
電
車
を
走
ら
せ
た
。
花
電
車
は
、
新
時
代
到
来
の
歓
び
と
希

望
を
端
的
に
表
現
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
夜
間
入
場
者

の
た
め
に
博
覧
会
会
場
は
三
十
万
燭
光
の
電
飾
が
輝
き
不
夜
城
と
な
っ
た
。
市

内
の
目
抜
き
通
り
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
装
飾
灯
が
飾
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
祝
祭
的
要
素
の
導
入
に
よ
っ
て
、
博
覧
会
に
対
す
る
大
連
市
民
の
関
心
が

高
ま
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
は
都
市
の
楽
し
さ
と
、
観
光
都
市
と
し
て
の
大

連
の
魅
力
を
発
見
し
た
。

満
洲
日
日
新
聞
社
を
先
頭
と
す
る
各
新
聞
社
は
満
洲
内
の
支
局
、
販
売
所
を

利
用
し
て
、
博
覧
会
観
覧
ツ
ア
ー
を
組
織
し
た
。
例
え
ば
満
洲
日
日
新
聞
社
の
、

ハ
ル
ビ
ン
、
長
春
、
営
口
各
支
局
、
奉
天
販
売
所
等
は
積
極
的
に
観
覧
ツ
ア
ー

を
新
聞
紙
上
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
八
月
二
十
日
付
同
紙
は
そ
う
し
た
活
動
の
一
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環
と
し
て
、
安
東
販
売
所
が
主
催
し
た
観
覧
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
紹
介
し
た
。

本
社
安
東
販
売
所
は
市
民
諸
氏
の
便
宜
を
図
り
今
回
大
連
博
覧
会
の
観
覧

団
を
組
織
し
之
を
観
博
団
と
名
付
け
日
本
文
支
那
文
両
様
の
宣
伝
ビ
ラ
を

印
刷
し
て
安
東
市
内
は
勿
論
こ
れ
を
新
義
州
及
び
安
奉
沿
線
に
配
布
し
た

る
所
予
想
以
上
に
各
方
面
の
歓
迎
を
受
け
参
加
申
込
は
殺
到
の
光
景
で
あ

る
が
特
に
鮮マ
人マ
、
支
那
人
側
の
申
込
も
少
か
ら
ざ
れ
ば
多
分
二
十
五
日
の

締
切
ま
で
に
は
定
員
の
百
五
十
名
を
超
過
す
る
こ
と
ゝ
思
ふ
。
加

之

しかのみならずこ

れ
よ
り
先
平
安
北
道
庁
に
於
て
も
同
様
の
計
画
を
発
表
し
公
文
を
以
て
管

内
各
郡
に
対
し
有
志
の
参
加
を
求
め
居
た
る
も
本
社
安
東
販
売
所
が
愈
具

体
的
に
本
計
画
を
発
表
す
る
に
及
び
同
道
庁
に
て
は
単
独
に
て
実
行
す
る

よ
り
も
本
社
を
大
連
に
有
す
る
本
社
安
東
販
売
所
の
計
画
に
参
加
す
る
方

を
寧
ろ
利
便
と
し
改
め
て
本
社
の
計
画
を
後
援
せ
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
た

る
為
め
此
の
方
面
の
参
加
者
は
相
当
の
員
数
に
達
す
る
見
込
で
あ
る
。

博
覧
会
当
局
が
博
覧
会
に
来
場
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
の
は
、
中
国
人
や
朝

鮮
人
の
見
物
客
で
あ
っ
た
。
勧
業
博
こ
そ
は
民
族
共
栄
の
場
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
た
博
覧
会
当
局
は
、
中
国
人
に
よ
る
博
覧
会
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
対
抗
す

る
う
え
で
も
、
数
多
く
の
中
国
人
や
朝
鮮
人
等
に
勧
業
博
を
観
覧
し
て
も
ら
い

た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
等
に
と
っ
て
は
、
安
奉
線
沿
線
や
平
安

北
道
内
に
居
住
す
る
中
国
人
や
朝
鮮
人
か
ら
の
大
連
勧
業
博
申
込
み
が
少
な
く

な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
満
足
で
あ
っ
た
。
協
賛
会
は
満
洲
在
留
日
本
人
約
十

八
万
人
の
み
な
ら
ず
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
等
を
大
量
に
博
覧
会
へ
参
加
さ
せ
る

た
め
に
、
前
述
の
如
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
利
用
し
た
。
し
か
し
新
聞
の
呼
び

か
け
だ
け
で
は
そ
の
効
果
は
か
ぎ
ら

れ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
等
は
中
国
人

の
最
も
好
む
福
券
附
入
場
券
の
発
行

を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
大
量
の
中

国
人
が
博
覧
会
を
観
覧
し
た
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。
即
ち
一
等
千
円
の
福

券
附
入
場
券
又
は
一
等
三
百
円
の
福

券
附
夜
間
入
場
券
を
購
入
し
て
、
第

一
会
場
に
入
場
し
た
中
国
人
は
約
十

一
万
人
に
達
し
た
。
同
じ
く
福
券
附

入
場
券
又
は
福
券
附
夜
間
入
場
券
を

購
入
し
て
第
二
会
場
に
入
場
し
た
中

国
人
は
約
七
万
八
千
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
博
覧
会
の
勧
誘
、
宣
伝

活
動
の
結
果
、
日
本
、
中
国
、
満
洲
、

朝
鮮
等
の
各
地
か
ら
大
人
と
小
人
を

合
わ
せ
て
合
計
約
五
千
人
の
多
彩
な

表
２

大
連
勧
業
博
覧
会
入
場
団
体
（
抜
粋
）

（
注

入
場
日
の
早
い
団
体
順
に
記
載
し
た
）

団
体
名

人
数
合
計

天
津
小
学
校
生
徒
団
体

二
五

撫
順
高
等
女
学
校
生
徒

三
一

奉
天
高
等
女
学
校
生
徒

四
八

朝
鮮
総
督
府
警
察
官
団
体

四
五

松
樹
公
学
堂
生
徒
団
体

三
七

青
島
日
本
中
学
校
生
徒
団
体

五
三

鉄
嶺
日
語
学
堂
生
徒
団
体

二
三

旅
順
軍
隊

二
〇

東
京
専
修
商
業
学
校

二
六

長
春
高
等
女
学
校

四
五

安
東
第
一
小
学
校

八
〇

水
師
営
普
通
学
堂

一
二
二

石
川
県
立
小
松
中
学
校

二
〇

名
古
屋
尾
張
商
業
学
校

二
一

公
主
嶺
公
学
堂

二
〇

島
根
県
師
範
学
校

三
六

奉
天
医
科
大
学

二
三

中
華
基
督
教
会

三
三

中
華
民
国
海
軍
兵

六
一

伏
見
台
小
学
校

三
七
四

嘉
納
合
名
会
社

二
五
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団
体
客
が
表
２
に
見
る
よ
う
に
博
覧
会
に
入
場
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
船
車
、

宿
泊
料
金
割
引
、
団
体
割
引
は
も
と
よ
り
、
福
券
附
入
場
券
発
行
な
ど
様
々
な

優
待
サ
ー
ビ
ス
が
講
じ
ら
れ
た
結
果
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
連
勧
業
博
当
局
発

表
で
は
、
入
場
者
は
約
八
十
万
人
に
達
し
た
。

以
上
、
協
賛
会
の
宣
伝
活
動
の
結
果
と
し
て
、
大
連
勧
業
博
へ
の
観
客
の
大

量
動
員
が
実
現
し
た
こ
と
を
描
い
て
き
た
。
最
後
に
観
客
が
博
覧
会
を
見
物
し

て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
橋
本
喜
作
『
満
洲
を
振

出
志
に
』（
一
九
二
五
年
）
の
七
頁
か
ら
八
頁
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
「
大
連
博
覧

会
見
物
」
と
題
す
る
文
章
が
あ
る
。

此
博
覧
会
は
大
連
開
市
以
来
の
催
し
で
あ
る
か
ら
支
那
、
満
洲
、
朝
鮮
、

日
本
内
地
等
の
物
産
な
り
生
産
品
が
処
せ
ま
き
ま
で
陳
列
さ
れ
て
あ
る
は

勿
論
サ
ゾ
立
派
な
も
の
で
、
日
本
内
地
で
は
と
て
も
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
程
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
楽
し
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
之
れ

を
実
見
し
て
そ
の
貧
弱
サ
加
減
の
偉
大
な
る
も
の
あ
る
に
驚
い
た
の
で
あ

り
ま
す
。
実
際
そ
の
規
模
は
中
々
大
き
い
が
陳
列
物
は
千
日
前
（
大
阪
市

ミ
ナ
ミ
の
盛
り
場

筆
者
注
）
あ
た
り
の
一
個
の
勧
商
場
位
い
に
過
ぎ
な

か
っ
た
…
…
自
分
の
一
番
当
て
に
し
て
居
っ
た
支
那
の
産
製
品
な
ど
は
何

一
つ
出
て
居
な
い
、
朝
鮮
の
物
産
と
い
っ
て
も
実
に
つ
ま
ら
ぬ
も
の
計
り

で
、
満
洲
の
特
産
品
と
日
本
内
地
の
も
の
が
少
々
陳
列
し
て
あ
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
…
…
陳
列
品
は
斯
く
の
如
く
非
常
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
併
し
入
場
券
は
大
連
市
が
関
東
庁
の
許
可
を
得
て
富
籤
を
つ
け
て
売

出
し
た
の
で
そ
の
売
行
は
大
層
良
ろ
し
く
博
覧
会
経
費
以
上
相
当
に
剰
余

金
が
出
来
た
と
言
わ
れ
て
居
り
ま
す
。

橋
本
は
一
八
七
三
年
生
ま
れ
、
同
志
社
大
学
を
卒
業
し
た
大
阪
市
の
実
業
家

で
あ
っ
た
。
一
九
二
五
年
八
月
、
暑
中
休
暇
を
と
っ
て
、
大
連
勧
業
博
見
物
を

振
り
出
し
に
、
北
京
か
ら
朝
鮮
ま
で
視
察
旅
行
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
大
連
勧

業
博
の
陳
列
に
つ
い
て
の
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
橋
本
の
考

え
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
一
九
〇
三
年
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
第

五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
の
対
比
で
あ
ろ
う
。
第
五
回
勧
業
博
と
大
連
勧
業
博

と
の
規
模
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
差
は
余
り
に
歴
然
と
し
て
い
た
。
即
ち
大
連

勧
業
博
の
本
館
の
出
品
総
数
七
万
九
千
七
百
九
十
三
点
に
対
し
て
、
第
五
回
内

国
勧
業
博
の
出
品
総
数
は
二
十
七
万
六
千
七
百
十
九
点
で
あ
っ
た
。
彼
が
大
連

勧
業
博
の
陳
列
品
は
「
非
常
に
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
の

は
、
ご
く
自
然
な
態
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
橋
本
は
「
支
那
の
産
製
品
な
ど
は

何
一
つ
出
て
居
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
大
連
市
は
中
国
、
朝
鮮
関
係
の
出
品

を
喧
伝
し
た
の
に
、
お
か
し
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
橋
本
の
不
満
は
、
内
地
か

ら
来
た
見
物
客
の
気
分
を
象
徴
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

橋
本
は
大
連
勧
業
博
に
対
し
て
は
手
厳
し
い
批
評
を
し
た
。
し
か
し
「
満
洲

の
結
論
」
と
題
し
た
文
章
の
中
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
柔
軟
な
想
像
力
を
使
っ

て
、
中
国
の
将
来
を
見
通
し
て
い
た
。
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支
那
人
自
身
に
は
今
日
ま
で
は
目
が
醒
め
ず
に
居
っ
た
も
の
ゝ
西
洋
人

や
日
本
人
か
ら
紡
績
と
か
毛
織
物
と
か
そ
の
他
の
電
気
・
工
業
等
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
わ
っ
て
来
て
今
日
と
な
っ
て
は
諸
外
国
人
以
上
に
甘
く
仕

事
す
る
技
術
を
覚
え
て
来
た
も
の
が
沢
山
に
居
る
、
是
等
の
人
々
は
ま
だ

ま
だ
外
国
人
に
使
わ
れ
て
居
る
が
、
併
し
一
旦
自
覚
す
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん

か
諸
外
人
は
そ
の
位
置
を
転
倒
し
て
却
っ
て
支
那
人
に
使
わ
れ
な
く
て
は

な
ら
ぬ
よ
う
に
な
る
ま
い
も
の
で
も
な
い
か
と
も
思
わ
れ
ま
す
。
彼
是
れ

と
考
え
来
れ
ば
実
に
将
来
恐
る
べ
き
国
民
は
支
那
人
に
し
て
日
本
は
今
日

よ
り
提
携
し
以
て
真
に
同
種
同
文
の
国
民
と
し
て
相
扶
助
し
心
よ
り
相
互

相
抱
擁
し
合
っ
て
行
く
方
法
を
講
じ
て
行
く
こ
と
が
最
も
必
要
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。（
五
五
｜
五
六
頁
）

こ
の
文
章
を
読
ん
で
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
中
国
民
族
が
一
度
覚
醒
し

た
な
ら
ば
、
世
界
の
大
国
に
な
る
に
違
い
な
い
と
い
う
点
だ
。
橋
本
は
二
十
世

紀
は
日
中
両
国
が
共
存
共
栄
す
る
時
代
だ
と
い
う
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

当
時
は
満
蒙
支
配
論
が
加
速
す
る
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
ら
の
言

説
に
欠
け
て
い
た
の
は
、
瑞
々
し
い
想
像
力
で
あ
る
。
橋
本
は
「
よ
そ
者
」
の

目
と
想
像
力
で
、
中
国
の
未
来
を
見
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
協
賛
会
に
よ
る
宣
伝
活
動
の
区
域
は
、
満
洲
は
も
と
よ
り
日
本
、

朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
等
に
ま
た
が
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
協
賛
会
は
積
極
的
に

記
念
絵
葉
書
や
博
覧
会
勧
誘
の
た
め
の
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
た
。

た
と
え
ば
『
大
連
勧
業
博
覧
会
案
内
』『
団
体
観
覧
者
船
車
賃
割
引
表
』『
大
連

勧
業
博
覧
会
指
南
』（
華
文
）『
大
連
案
内
』『
大
連
経
済
一
般
』『
大
連
記
念
絵

葉
書
』『
江
戸
絵
式
石
版
鳥
瞰
図
』『
大
連
勧
業
博
覧
会
案
内
図
』『
大
連
勧
業

博
覧
会
観
覧
の
栞
』
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
大
連
市
役
所
は
博
覧
会
宣

伝
用
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
の
懸
賞
募
集
を
試
み
た
。
七
十
五
点
の
応
募
図
案
の
中

か
ら
審
査
の
結
果
三
点
が
採
用
さ
れ
た
。
一
等
入
選
の
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
は
、

図13 大連勧業博覧会ポスター（『大連勧業博覧会誌』大連勧業博覧会協賛
会、1926年）
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図14 南満洲鉄道線路図
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ポ
ス
タ
ー
上
部
に
お
い
て
日
中
両
国
国
旗
が
交
差
し
、
背
景
模
様
に
は
中
国
一

般
の
祝
慶
的
代
表
模
様
の
双
喜
と
鳳
凰
及
び
雲
模
様
、
麒
麟
、
牡
丹
の
花
（
中

国
の
国
花
）
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
二
等
の
図
案
に
つ
い
て
の
説
明
は
中
国
の

「
若
々
し
き
純
真
そ
の
も
の
を
一
少
女
を
以
て
表
は
し
、
配
す
る
に
桜
花
」
を

も
っ
て
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
桜
と
少
女
は
日
中
の
調
和
統
合
を
意
味
し
て
い

た
の
で
あ
る
（
図
13
）。

翻
っ
て
日
満
間
の
団
体
旅
行
の
歴
史
を
つ
ぎ
に
み
て
お
こ
う
。
満
洲
へ
の
団

体
旅
行
の
さ
き
が
け
は
、
一
九
〇
六
年
七
月
、
文
部
省
と
陸
軍
省
の
奨
励
に
よ

る
合
同
満
洲
修
学
旅
行
で
あ
る
。
満
洲
ま
で
の
船
賃
や
、
満
洲
内
で
の
移
動
と

宿
泊
は
す
べ
て
無
料
で
あ
り
、
旅
費
は
宇
品
港
（
広
島
市
）
ま
で
の
交
通
費
、

食
費
の
み
で
、
自
己
負
担
額
は
約
二
十
五
円
で
あ
っ
た
。
破
格
の
優
待
ツ
ア
ー

は
三
週
間
の
旅
程
で
実
施
さ
れ
、
参
加
者
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
中
学
校

以
上
の
男
子
生
徒
と
教
職
員
（
小
学
校
教
員
も
含
む
）
延
べ
三
千
六
百
九
十
四

名
で
あ
っ
た15

）
。
こ
の
合
同
満
洲
修
学
旅
行
は
、
高
媛
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
陸
軍
省
の
御
用
船
の
利
用
か
ら
宿
泊
施
設
、
旅
行
コ
ー
ス
の
選
定
、
戦
跡

案
内
ま
で
、
す
べ
て
軍
の
丸
抱
え
の
旅
行
で
あ
っ
た16

）
。
端
的
に
い
え
ば
こ
の
合

同
満
洲
修
学
旅
行
は
、
日
露
戦
争
直
後
に
お
け
る
戦
跡
見
学
と
教
職
員
、
生
徒

を
結
び
つ
け
て
、
軍
国
主
義
思
想
を
鼓
舞
す
る
教
育
的
行
事
で
あ
っ
た
。
帝
国

の
興
亡
と
兵
士
の
生
死
が
も
っ
と
も
具
体
的
に
斬
り
結
ん
だ
場
所
が
、
日
露
戦

争
の
戦
跡
で
あ
っ
た
。
合
同
満
洲
旅
行
に
参
加
し
た
生
徒
と
教
職
員
た
ち
は
、

二
百
三
高
地
、
旅
順
港
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
見
た
。
そ
こ
に
は
「
帝
国
」
な

る
も
の
の
発
見
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
等
の
心
に
自
分
の
こ
と
で
な
く
、

国
家
に
ど
う
貢
献
す
る
か
と
い
う
想
い
が
空
気
の
よ
う
に
拡
が
っ
た
に
違
い
な

い
。そ

れ
か
ら
十
九
年
後
の
一
九
二
五
年
、
大
連
勧
業
博
見
学
を
目
的
と
し
た
大

量
の
日
本
人
た
ち
の
団
体
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
観
覧
旅
行
と
、

業
界
、
家
族
、
個
人
等
の
観
覧
旅
行
は
、
一
般
的
に
博
覧
会
見
学
と
旅
順
戦
跡

訪
問
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
巧
み
に
仕
組
ま
れ
た
遊
覧

旅
行
は
、
そ
れ
以
前
に
は
け
っ
し
て
な
か
っ
た
よ
う
な
何
物
か
に
な
り
、
こ
の

こ
と
が
団
体
観
覧
旅
行
や
多
様
な
観
覧
旅
行
を
あ
た
ら
し
い
団
体
ツ
ア
ー
に
変

え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
参
加
者
に
お
よ
ぼ
し
た
結
果
は
、
彼
等
の
意
識
に
満

蒙
そ
し
て
朝
鮮
等
に
対
す
る
偏
見
と
差
別
を
つ
け
く
わ
え
た
こ
と
だ
っ
た
。
期

待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
多
く
の
ツ
ー
リ
ス
ト
は
、
博
覧
会
見
学
後
、
は
る
か

に
続
く
大
地
と
一
直
線
に
驀
進
す
る
大
型
蒸
気
機
関
車
の
迫
力
に
満
足
し
な
が

ら
、
旅
順
、
奉
天
、
ハ
ル
ビ
ン
、
平
壌
、
京
城
等
を
訪
ね
、
多
彩
な
顔
を
も
つ

都
市
見
学
と
共
に
各
地
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
民
族
文
化
そ
し
て
満
洲
や
朝
鮮
の

広
大
な
大
地
と
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
た
。
彼
等
は
自
由
な
時
間
を
た
っ
ぷ
り

持
っ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
で
あ
り
、
も
は
や
一
九
〇
六
年
の
合
同
満
洲
修
学
旅
行
の

教
師
や
生
徒
等
の
ご
と
き
、
緊
張
し
た
ま
な
ざ
し
は
そ
こ
に
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。「
観
光
」
と
い
う
言
葉
は
周
知
の
よ
う
に
、
国
の
光
を
見
る
と
い
う
意
味

を
も
つ
。
国
の
光
と
は
そ
こ
に
住
む
民
衆
の
生
活
が
育
ん
で
き
た
文
化
的
蓄
積

で
あ
る
。
大
連
勧
業
博
を
契
機
と
し
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
大
陸
旅
行
の
展
開
は
、
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こ
れ
ま
で
有
識
有
産

階
級
に
よ
っ
て
独
占

さ
れ
て
き
た
ア
ジ
ア

観
光
に
終
止
符
を
う

ち
、
大
衆
自
ら
に
よ

る
「
観
光
」
の
始
ま

り
と
な
っ
た
。
し
か

し
そ
の
「
観
光
」
の

実
態
は
、
帝
国
の
巧

妙
に
演
出
し
た
「
観

光
」
で
あ
っ
た17

）
。

満
鉄
は
十
一
月
一

日
か
ら
行
わ
れ
る
ダ

イ
ヤ
改
正
と
同
時
に
、

二
つ
の
夜
行
列
車
に

ぜ
い
た
く
で
機
能
性

重
視
の
一
等
寝
台
車

を
連
結
す
る
と
発
表

し
た
。
八
月
十
四
日

付
『
満
洲
日
日
新

聞
』
に
よ
る
と
、
こ

の
一
等
寝
台
車
の
特
徴
は
、
婦
人
用
の
洗
面
所
、
化
粧
室
を
男
子
便
所
と
区
別

し
、
寝
台
車
に
新
た
に
フ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
を
設
け
、
夜
間
の
安
全
な
歩
行
を
可

能
に
し
た
。
寝
台
内
部
の
照
明
も
改
善
さ
れ
、
読
書
す
る
乗
客
の
便
宜
が
図
ら

れ
た
ほ
か
、
男
子
洗
面
所
の
隣
に
ス
モ
ー
キ
ン
グ
・
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
寝
台
車
は
夜
間
二
十
四
人
、
昼
間
四
十
八
人
の
定
員
で
、
現
行
の
寝
台
車

の
定
員
十
六
人
の
寝
台
に
対
し
て
、
八
つ
の
寝
台
が
増
加
さ
れ
た
。
要
す
る
に

満
鉄
は
よ
う
や
く
男
性
の
み
な
ら
ず
女
性
も
、
夜
行
寝
台
列
車
の
旅
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
モ
ダ
ン
な
一
等
寝
台
車
を
考
案
し
た
の
で
あ
る
。
十

一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
列
車
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
あ
き
ら
か
に
当
時
の
旅
客

の
目
覚
ま
し
い
増
加
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
満
鉄
は
列
車
ダ
イ
ヤ
改
正

を
契
機
と
し
て
、
大
連
｜
長
春
間
を
二
時
間
半
短
縮
し
て
十
七
時
間
で
運
転
し
、

ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
奉
天
、
営
口
間
な
ど
の
混
雑
を

極
め
て
い
る
区
間
に
は
列
車
を
増
発
す
る
な
ど
、
全
面
的
な
旅
客
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
た
。
こ
の
ほ
か
満
鉄
は
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
し
た
大
連
｜
長
春
間

の
列
車
に
、
初
め
て
三
等
寝
台
車
を
登
場
さ
せ
た
。
満
鉄
の
革
新
は
乗
客
増
加

と
い
う
事
情
の
た
め
で
は
あ
っ
た
が
、
一
等
乗
客
の
み
な
ら
ず
、
三
等
乗
客
に

も
快
適
な
旅
行
と
い
う
賜
物
を
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
『
満
洲
日
日
新
聞
』
八
月

七
日
）。

四

ラ
ジ
オ
と
い
う
情
報
装
置

大
連
勧
業
博
内
部
の
美
術
館
で
は
八
月
二
十
日
よ
り
展
示
を
改
め
、
現
代
・

図15 大連市街図（『大連地方案内』南満洲鉄道株式会社、1927年）
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図16 郊外住宅（『郊外住宅実施図集 第一輯 城始編』満洲建築協会、1924年）
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古
代
美
術
展
に
加
え
て
、
満
洲
建
築
協
会
主
催
に
よ
る
建
築
展
覧
会
を
開
い
た
。

こ
の
建
築
展
覧
会
の
目
玉
と
な
っ
た
住
宅
模
型
は
、
俄
然
見
物
客
の
関
心
の
的

と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
寒
冷
地
仕
様
の
住
宅
の
確
保
は
寒
冷
地
の
大
連
に

居
住
す
る
市
民
に
と
っ
て
は
、
絶
対
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
応
接
間
、

食
堂
、
浴
室
、
炊
事
場
等
の
一
部
実
物
モ
デ
ル
住
宅
に
は
、
最
新
型
暖
房
器
、

炊
事
兼
用
の
温
水
暖
房
器
、
バ
ス
タ
ヴ
、
水
洗
便
器
等
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
以
外
に
も
実
物
モ
デ
ル
住
宅
に
は
、
湿
度
、
炭
酸
ガ
ス
測
定
器
な
ど

数
々
の
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
と
づ
く
製
品
が
配
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
見

物
客
が
飛
び
つ
い
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た18

）
。
建
築
展
覧
会
が
企
画
さ
れ
た
背
景

と
し
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
大
連
都
市
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
が
あ
っ

た
。
ま
さ
に
建
築
展
覧
会
は
帝
国
の
威
信
を
か
け
た
都
市
計
画
へ
の
挑
戦
の
一

環
で
あ
っ
た
。
即
ち
二
十
世
紀
初
頭
、
大
連
市
は
市
営
住
宅
、
満
鉄
は
社
宅
の

建
設
で
急
増
す
る
住
宅
需
要
に
対
処
し
た
が
住
宅
難
は
解
消
で
き
な
か
っ
た
。

満
鉄
社
員
だ
け
に
組
合
員
を
限
定
し
た
大
連
共
栄
住
宅
組
合
は
、
関
東
庁
か
ら

大
連
市
内
南
山
麓
の
土
地
二
万
坪
を
借
用
し
、
敷
地
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
百
三

十
五
戸
の
庭
つ
き
戸
建
て
住
宅
を
建
設
し
た
。
こ
の
地
域
は
大
連
大
広
場
か
ら

約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
北
向
き
の
傾
斜
地
で
あ
る
。
共
栄
住
宅
の

特
徴
は
浴
室
、
台
所
、
ト
イ
レ
、
暖
房
設
備
な
ど
寒
冷
地
仕
様
の
住
宅
に
欠
か

せ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
差
異
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
一
九
〇
八
年
、
満
鉄
が
大
連
市
内
に
完
成
さ
せ
た
近
江
町
社
宅

も
ま
た
寒
冷
地
仕
様
の
住
宅
と
し
て
は
、
日
本
企
業
に
よ
る
建
築
に
お
い
て
も

っ
と
も
質
的
に
完
備
し
た
低
層
集
合
住
宅
で
あ
っ
た
。『
建
築
雑
誌
』
は
近
江

町
社
宅
を
「
満
洲
に
於
け
る
一
名
物
ま
た
は
成
績
の
よ
い
事
業
の
一
つ
」
と
評

価
し
た19

）
。
当
時
近
江
町
は
、
大
連
大
広
場
か
ら
南
に
む
か
っ
て
緩
や
か
に
上
る

丘
陵
地
の
一
部
に
あ
っ
た
。
共
栄
住
宅
も
近
江
町
社
宅
も
と
も
に
大
連
市
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
広
場
ま
で
は
近
距
離
に
あ
り
、
満
鉄
社
員
用
住
宅
地
と
し
て

は
理
想
的
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
住
宅
建
設
は
そ
の
後
の

大
連
市
内
に
お
け
る
住
宅
建
設
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
つ
い
で
に
書
き

加
え
る
と
南
山
麓
住
宅
地
は
一
九
〇
八
年
満
鉄
の
近
江
町
社
宅
建
設
を
契
機
と

し
て
、
一
九
一
三
年
大
連
税
関
長
官
舎
、
一
九
二
五
年
建
築
家
横
井
謙
介
邸
等

図17 大連勧業博覧会朝鮮館・台湾館（『大連勧業博覧会誌』大連
勧業博覧会協賛会、1926年）
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を
は
じ
め
モ
ダ
ン
な
高
級
文
化
住
宅
が
相
つ
い
で
建
て
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年

代
の
南
山
麓
住
宅
地
は
、
大
連
市
随
一
の
高
級
文
化
住
宅
地
と
な
っ
た20

）
。
ふ
た

た
び
話
を
大
連
勧
業
博
の
問
題
に
も
ど
す
と
、
大
連
勧
業
博
は
第
一
会
場
に
客

寄
せ
的
な
要
素
も
加
味
し
て
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
の
朝
鮮
・
台
湾
の

二
館
を
建
設
し
た
。
朝
鮮
館
は
極
彩
色
の
鮮
や
か
な
朝
鮮
式
宮
殿
ス
タ
イ
ル
で

あ
っ
た
。
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
両
側
に
天
下
大
将
軍
、
地
下
女
将
軍
の
像
が
彫

り
こ
ま
れ
た
柱
が
飾
ら
れ
た
。
館
内
に
は
朝
鮮
の
代
表
的
物
産
の
陳
列
館
と
物

産
即
売
場
が
設
け
ら
れ
た
。
台
湾
館
は
南
国
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
亜
洋
風
の
瀟

洒
な
建
物
で
あ
っ
た
。
内
部
は
全
体
に
亜
熱
帯
植
物
の
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
木
等
が
数
多
く
植
え
こ
ま
れ
て
い
た
。
館
内
で
は
台
湾

特
産
物
が
展
示
、
即
売
さ
れ
た
。
同
館
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
設
け
ら
れ
た
喫
茶
店
で

は
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
宣
伝
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
時
々
バ
ナ
ナ
デ
ー
が
催
さ
れ
て

観
客
を
盛
ん
に
誘
惑
し
た
。『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
八
月
十
日
付
記
事
で
両
館

を
と
り
あ
げ
、「
異
国
的
情
趣
」
溢
れ
た
「
一
番
の
呼
物
」
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で

あ
る
と
賞
賛
し
た
。

『
満
洲
日
日
新
聞
』は
古
き
良
き
李
朝
文
化
と
伝
統
の
香
る
国
、
あ
る
い
は
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
常
夏
の
島
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
朝
鮮
・
台
湾
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
帝
国
主
義
支
配
と
の
関
係
で
、
朝

鮮
・
台
湾
に
対
す
る
収
奪
や
差
別
の
深
化
、
経
済
の
植
民
地
化
に
と
も
な
う
朝

鮮
・
台
湾
の
産
業
構
造
の
転
換
等
は
す
べ
て
捨
象
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た

『
満
洲
日
日
新
聞
』
が
し
め
し
た
朝
鮮
・
台
湾
へ
の
ま
な
ざ
し
は
お
そ
ら
く
、

当
時
の
満
洲
在
留
日
本
人
の
大
半
の
者
が
共
有
し
て
い
た
と
み
て
も
さ
し
つ
か

え
な
い
だ
ろ
う
。
大
連
勧
業
博
は
こ
う
し
た
在
留
日
本
人
が
好
む
「
異
国
情

趣
」
の
物
語
を
編
む
装
置
と
し
て
、
朝
鮮
館
、
台
湾
館
を
建
設
し
た
。
も
っ
と

も
こ
う
し
た
博
覧
会
に
お
け
る
「
異
国
情
趣
」
の
演
出
は
す
で
に
一
九
二
二
年

三
月
十
日
東
京
府
が
主
催
し
た
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
な
ど
で
も
試
み
ら
れ
、

そ
こ
で
は
第
二
会
場
に
李
朝
時
代
の
宮
殿
を
模
し
た
朝
鮮
館
が
建
て
ら
れ
て
い

た
。
博
覧
会
に
お
け
る
植
民
地
パ
ビ
リ
オ
ン
は
植
民
地
支
配
の
イ
メ
ー
ジ
が
い

か
に
混
淆
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
て
操
作
さ
れ
て
い
く
の
か
を
検
証
す
る
恰
好
の
実

例
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
博
覧
会
開
催
を
契
機
に
、
当
時
最
新
の
文
明
の
利
器
と
い
わ
れ
た

ラ
ジ
オ
放
送
が
登
場
し
た
こ
と
は
見
物
客
の
み
な
ら
ず
、
大
連
市
民
を
驚
か
せ

た
。
第
二
会
場
の
音
楽
堂
内
に
設
置
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
は
す
こ
ぶ
る
高
声
で
あ
り
、

音
楽
堂
周
辺
に
集
ま
っ
た
見
物
客
ば
か
り
で
な
く
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
基
点
と
す

る
約
一
万
九
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
圏
内
に
あ
る
入
場
者
た
ち
に
も
明
瞭
に

聴
取
さ
れ
た
。
ま
た
第
一
会
場
の
第
一
本
館
前
の
音
楽
堂
に
も
ラ
ジ
オ
設
備
が

備
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
音
楽
堂
周
辺
の
小
群
集
の
ほ
か
に
は
聴
取
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
放
送
開
始
と
と
も
に
会
場
に
鳴
り
ひ
び
く
ラ
ジ
オ
は
、
博

覧
会
場
随
一
の
人
気
を
集
め
た
。
社
団
法
人
東
京
放
送
局
は
一
九
二
五
年
七
月

ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
は
我
が
国
で
最
初
に
誕
生
し
た
ラ
ジ
オ
放

送
局
で
あ
っ
た
。
東
京
放
送
局
に
よ
る
放
送
開
始
は
、
米
国
で
世
界
最
初
の
放

送
局
が
放
送
を
開
始
し
た
と
き
か
ら
数
え
て
、
僅
か
五
年
後
で
あ
る
。
当
時
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「
聴
取
無
線
電
話
」
と
称
し
た
ラ
ジ
オ
は
、
逓
信
大
臣
の
監
督
下
に
置
か
れ
、

高
価
で
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
購
入
も
全
て
、
政
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ

た
（
米
国
製
コ
ー
デ
ル
四
球
一
一
形
ラ
ジ
オ
百
二
十
円
）。
こ
の
た
め
ラ
ジ
オ
放
送

は
金
持
ち
と
か
超
エ
リ
ー
ト
の
人
た
ち
し
か
聴
く
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
関
東
庁
逓
信
局
の
監
督
下
に
あ
っ
た
大
連
放
送
局
が
、
東
京
、
名

古
屋
、
大
阪
の
各
放
送
局
開
局
に
つ
い
で
、
い
ち
早
く
八
月
九
日
に
放
送
を
開

始
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
言
に
し
て
言
う
な
ら
ば
、
日
本
政
府
・
関
東

庁
が
大
連
市
の
地
政
学
的
地
位
を
重
視
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
前

述
の
如
く
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
満
蒙
は
、
日
米
英
独
等
の
列
強
に
よ
る
国

際
資
本
戦
の
主
要
な
舞
台
で
あ
っ
た
。
未
だ
目
鼻
も
つ
き
そ
う
に
な
い
状
況
に

あ
る
国
際
経
済
戦
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
日
本
が
握
る
た
め
に
は
、
当
面
の
経
済
活

動
の
行
き
詰
ま
り
を
、
情
報
・
文
化
の
力
で
打
開
す
る
こ
と
が
早
道
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
ま
ず
日
本
が
満
蒙
の
玄
関
口
た
る
大
連
市
に
放
送
局
を
い
ち
早

く
開
局
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
に
大
連

放
送
局
の
開
局
は
、
満
蒙
に
対
す
る
文
化
支
配
の
拠
点
が
着
実
に
形
成
さ
れ
た

こ
と
の
明
確
な
表
現
で
あ
っ
た
。
満
鉄
が
満
蒙
の
経
済
・
社
会
的
支
配
の
核
心

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
大
連
放
送
局
は
満
蒙
の
情
報
・
文
化
支
配
の
強
力
な

橋
頭
堡
の
構
築
を
意
味
し
た
。

満
蒙
（
大
連
）
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
の
役
割
を
端
的
に
示
し
た
も
の
は
、
関
東

庁
お
よ
び
大
連
警
察
署
に
よ
る
大
連
放
送
局
の
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
事

前
検
閲
の
開
始
で
あ
る
。
八
月
十
五
日
付
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
関
東
庁
と
大

連
警
察
署
が
ラ
ジ
オ
番
組
の
事
前
検
閲
に
つ
い
て
、
鳩
首
協
議
中
で
あ
る
と
、

放
送
管
理
の
舞
台
裏
の
事
情
を
暴
露
し
た
。

大
連
に
も
ラ
ヂ
オ
熱
が
高
く
な
つ
て
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
や
知
名
士
の
講
演

か
ら
賑
や
か
な
音
楽
ま
で
毎
日
三
回
宛
放
送
さ
れ
る
昨
日
は
ど
う
の
今
日

の
は
ど
う
の
と
市
中
の
噂
は
ラ
ヂ
オ
で
持
ち
切
つ
て
い
る
が
左
様
に
期
待

さ
れ
て
い
る
ラ
ヂ
オ
も
大
連
で
は
ま
だ
始
ま
つ
た
計
り
の
事
と
て
放
送
の

材
料
も
豊
富
で
あ
り
公
安
風
俗
に
触
れ
る
よ
う
な
事
も
な
い
が
今
後
長
い

間
に
は
或
い
は
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
で
も
警
察
署
ま
た
は
検
察
局
に
お
い
て
掲

載
禁
止
さ
れ
た
も
の
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
依
り
て
放
送
さ
れ
折
角
の
掲
載

禁
止
も
一
方
に
お
い
て
発
表
さ
れ
或
は
思
想
問
題
に
関
す
る
講
演
な
ど
に

し
て
も
事
過
激
に
亘
り
当
然
禁
止
す
べ
き
箇
所
が
そ
の
ま
ゝ
放
送
さ
れ
て

公
安
維
持
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
或
ひ
は
講
演
、
流
行
唄
等
に
し
て
も
親

や
子
供
に
聴
か
し
て
な
ら
ぬ
風
紀
上
の
如
何
は
し
い
事
ま
で
放
送
さ
れ
る

な
ど
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
こ
れ
等
は
独
り
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
放
送
原
稿
と

口
の
辷
ら
し
よ
う
一
つ
で
或
は
善
と
な
り
悪
と
も
な
る
の
で
大
連
署
で
は

公
安
風
俗
を
取
締
り
安
寧
秩
序
を
保
持
す
る
上
に
早
く
も
此
点
に
着
目
し

こ
の
ラ
ヂ
オ
も
新
聞
雑
誌
や
フ
イ
ル
ム
と
同
様
行
く
行
く
は
検
閲
す
る
必

要
あ
る
も
の
と
し
先
づ
転
ば
ぬ
先
の
杖
頼
み
と
関
東
庁
に
対
し
こ
れ
が
取

締
方
法
に
つ
い
て
照
会
す
る
処
あ
つ
た
が
関
東
庁
で
も
ま
た
こ
れ
を
認
め

折
角
放
送
局
の
意
見
を
聴
取
中
で
あ
れ
ば
近
々
の
中
に
大
連
署
に
も
受
話
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機
が
取
り
付
け
ら
れ
ラ
ヂ
オ
を
聴
き
な
が
ら
検
閲
出
来
る
か
或
い
は
放
送

局
と
協
議
の
上
何
等
か
の
方
法
に
よ
つ
て
検
閲
出
来
る
よ
う
に
な
る
事
で

あ
ら
う
と

検
閲
に
あ
え
て
反
対
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
関
東
庁
、
警
察
側
の
取
締
り

に
従
う
こ
と
で
あ
る
。『
満
洲
日
日
新
聞
』
が
こ
う
し
た
姿
勢
を
と
ら
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
当
初
か
ら
思
想
的
に
も
社
会
的
に

も
、
大
連
市
の
市
民
的
自
由
は
大
き
く
制
限
を
う
け
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
当
時
大
連
市
内
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
普
及
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
大

連
放
送
局
開
局
期
の
リ
ス
ナ
ー
は
、
僅
か
四
百
名
程
度
で
あ
っ
た
。
八
月
十
四

日
付
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
、
開
局
当
時
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
た
。

大
連
の
ラ
ヂ
オ
は
放
送
開
始
以
来
非
常
な
好
成
績
で
現
在
の
状
態
は
東
京

放
送
局
の
仮
放
送
時
代
よ
り
も
良
好
で
あ
る
…
…
満
鉄
社
員
倶
楽
部
の
如

き
で
は
毎
晩
五
六
十
名
も
集
ま
つ
て
聴
い
て
居
る

こ
の
記
事
か
ら
も
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
連
市
内
の
リ
ス
ナ
ー
は
、
満

鉄
・
社
員
倶
楽
部
等
を
利
用
で
き
る
エ
リ
ー
ト
社
員
か
、
家
庭
用
ラ
ジ
オ
受
信

機
を
所
有
す
る
満
鉄
の
高
級
管
理
職
員
、
高
級
軍
人
、
高
級
官
僚
乃
至
は
ブ
ル

ジ
ョ
ア
家
庭
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
庶
民
は
大
連

勧
業
博
の
会
場
に
登
場
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
取
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
文

明
の
利
器
ラ
ジ
オ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

八
月
十
四
日
付
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
、
東
京
放
送
局
の
人
気
者
で
あ
っ
た

女
子
ア
ナ
の
声
に
憧
れ
た
一
リ
ス
ナ
ー
が
、
彼
女
へ
結
婚
を
申
し
こ
ん
だ
と
報

道
し
た
。
ま
た
同
紙
は
八
月
十
六
日
付
紙
面
で
博
覧
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高

声
ラ
ジ
オ
の
夜
間
放
送
開
始
の
電
波
は
、
市
内
電
車
が
絶
え
ず
運
転
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
市
内
中
央
に
位
置
す
る
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
の
玄
関
に
立
っ
て
い
る
人

表
３

大
連
勧
業
博
覧
会
会
場
で
上
映
さ
れ
た
活
動
写
真
フ
ィ
ル
ム
一
覧

（
在
郷
軍
人
会
大
連
市
連
合
会
分
会
主
催
）

フ
ィ
ル
ム
題
名

巻
数

体
操

一

野
山
砲
射
撃
及
煙
幕
射
撃

一

生
理
衛
生
血
液
之
部

一

村
の
栄
光
（
兵
卒
の
美
談
）

四

久
遠
の
光
（
靖
国
神
社
）

三

騎
兵
障
碍
飛
越
の
研
究
（
高
速
度
撮
影
）

一

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
角
力
（
軍
隊
式
）

一

新
式
歩
兵
小
隊
攻
撃
戦
闘

三

軍
用
鳩

一

野
砲
兵
学
校
の
弾
幕
射
撃

一

入
営
よ
り
除
隊
ま
で

三

陸
軍
士
官
学
校

三

線
画
（
眼
の
錯
覚
）

二

全
日
本
ス
キ
ー
選
手
予
選
大
会

一

剣
道
大
会
（
満
鉄
道
場
高
野
範
士
御
前
活
躍
等
）

二

騎
兵

二
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に
も
充
分
聞
き
と
れ
た
と
伝
え
た
。
満
洲
日
日
新
聞
社
は
自
社
後
援
の
大
連
埠

頭
｜
星
ケ
浦
海
水
浴
場
間
遊
覧
船
の
船
内
に
、
ラ
ジ
オ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
ラ
ジ
オ
熱
に
こ
た
え
た
。
市
民
は
ラ
ジ
オ
受
信
機
こ
そ
無
か
っ
た
が
、

新
聞
の
「
今
晩
の
ラ
ジ
オ
」
欄
を
見
て
、
茶
の
間
の
会
話
を
は
ず
ま
せ
た
。
と

に
か
く
新
聞
は
一
斉
に
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
報
道
し
た

の
で
、
市
民
の
ラ
ジ
オ
へ
の
憧
憬
を
増
大
さ
せ
た
。
新
聞
も
放
送
局
に
多
彩
な

情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
意
識
を
啓
発
す
る
と
い
う
指
導
者
意

識
を
満
足
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
大
連
勧
業
博
の
会
場
で
は
、
ラ
ジ
オ
の
場
合
と
同
様
活
動
写
真
が

娯
楽
を
求
め
る
入
場
者
を
引
き
つ
け
た
。
大
連
勧
業
博
で
上
映
さ
れ
た
活
動
写

真
は
、
暑
い
夏
の
素
敵
な
レ
ジ
ャ
ー
と
、
時
局
に
つ
い
て
啓
蒙
す
る
時
事
映
画

と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
八
月
十
日
付
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
、

そ
の
年
七
月
を
も
っ
て
五
周
年
を
迎
え
た
満
蒙
文
化
協
会
に
よ
る
野
外
映
写
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
大
連
勧
業
博
覧
会
協
賛
施
設
と
し
て
は
第
二
会
場
に
特
別
野
外
映
写

場
を
作
り
隔
日
に
満
蒙
並
に
内
地
事
情
紹
介
活
動
写
真
を
映
写
し
一
般
無

料
観
覧
に
供
す
る
…
…

こ
こ
で
簡
単
に
満
蒙
文
化
協
会
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
同
協
会
は

「
満
蒙
文
化
的
開
発
と
在
住
民
共
同
の
福
利
を
増
進
せ
し
め
る
」
た
め
に
設
立

さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
七
月
、
創
立
以
来
日
本
語
で
書
か
れ
た
機
関
誌
『
満

蒙
』
並
び
に
、
中
国
語
の
機
関
誌
『
東
北
文
化
月
報
』
発
行
の
ほ
か
、
満
蒙
事

情
研
究
会
、
講
演
会
、
展
覧
会
、
日
華
交
歓
会
、
視
察
旅
行
等
の
諸
事
業
を
目

覚
ま
し
く
推
進
し
て
き
た
。
同
会
の
総
裁
は
、
初
代
満
鉄
総
裁
の
後
藤
新
平
で

あ
っ
た
。
後
藤
新
平
は
満
鉄
総
裁
退
職
後
、
一
九
一
八
年
、
寺
内
内
閣
の
外
相

と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
外
交
を
指
導
し
た
。
一
九
二
三
年
、
東
京
市
長
在

任
中
、
後
藤
は
ソ
ビ
エ
ト
政
府
極
東
代
表
ヨ
ッ
フ
ェ
と
日
ソ
私
的
予
備
交
渉
を

行
い
、
日
ソ
国
交
回
復
を
は
か
っ
た
。
満
蒙
文
化
協
会
の
副
総
裁
に
は
奉
天
軍

閥
の
首
領
で
あ
っ
た
張
作
霖
が
就
任
し
て
い
た
。
当
時
日
本
は
張
を
育
成
し
満

洲
支
配
の
傀
儡
に
し
よ
う
と
し
、
張
も
こ
れ
を
利
用
し
つ
つ
、
勢
力
を
拡
大
し

て
安
徽
派
、
直
隷
派
に
つ
ぐ
第
三
の
軍
閥
と
な
っ
た
。
彼
は
東
三
省
（
奉
天
、

黒
竜
江
、
吉
林
各
省
）
を
支
配
し
、
そ
の
領
土
は
仏
独
両
国
を
合
わ
せ
た
ほ
ど

広
大
と
な
っ
た
。
彼
は
一
九
二
七
年
陸
海
軍
大
元
帥
に
な
っ
て
北
京
政
府
を
掌

握
し
た
。
後
藤
と
張
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
政
治
的
思
惑
を
抱
い
て
い
た
が
、

一
九
二
五
年
大
連
勧
業
博
開
催
の
時
期
に
は
、
満
蒙
文
化
協
会
の
指
導
者
と
し

て
共
に
手
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
満
蒙
文
化
協
会
は
大
連
勧
業
博
を
、
宣

伝
活
動
の
た
め
の
最
大
の
機
会
と
判
断
し
、
活
動
写
真
の
イ
ベ
ン
ト
を
提
供
し

た
の
で
あ
る
。
又
同
協
会
は
博
覧
会
協
賛
事
業
と
し
て
、
協
会
内
で
満
蒙
文
化

資
料
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
同
展
覧
会
は
第
一
室
、
産
業
研
究
資
料
、
第
二
室
、

土
俗
研
究
資
料
、
第
三
室
、
中
国
特
産
、
第
四
室
、
交
通
、
通
信
資
料
の
各
室

に
分
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
中
国
、
満
蒙
の
特
色
あ
る
資
料
を
展
示
し
た
。
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在
郷
軍
人
会
大
連
市
連
合
会
分
会
に
お
い
て
も
、
陸
軍
省
提
供
の
フ
ィ
ル
ム
を

用
意
し
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
大
連
勧
業
博
の
会
場
で
活
動

写
真
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
上
映
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
は
表
３
の
と
お
り
で

あ
る
。

当
時
大
連
在
留
日
本
人
の
大
半
の
者
は
、
満
蒙
に
お
け
る
我
が
国
の
既
得
権

益
を
活
用
し
、
満
蒙
開
発
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。

つ
ま
り
中
国
人
の
旅
順
、
大
連
回
収
運
動
を
牽
制
し
、
米
英
に
よ
る
満
蒙
に
た

い
す
る
過
剰
な
介
入
を
排
除
す
る
に
は
、
関
東
軍
の
武
力
を
背
景
に
し
た
対
外

強
硬
政
策
の
振
興
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
在
郷
軍
人
会
大
連
市
連
合

会
分
会
の
活
動
写
真
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
軍
の
戦
争
準
備
や
軍
国
主
義
の
鼓
吹

と
い
っ
た
フ
ィ
ル
ム
を
映
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
連
市
民
の
国
家
主
義
的
な

気
分
を
一
層
昻
揚
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
フ
ィ
ル
ム
の
映
写
は
、
見
せ
物
と
し
て
十
分
に
見
物
客
を
引
き
つ

け
た
。
そ
の
意
味
で
は
見
物
客
は
特
別
野
外
映
写
場
で
映
像
を
楽
し
ん
で
い
る

う
ち
に
、
自
然
と
軍
隊
の
巨
大
な
力
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に
刻
み
こ
ん
だ
の
で
あ

る
。し

か
し
活
動
写
真
イ
ベ
ン
ト
の
見
物
客
は
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
中
国

人
も
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
大
連
勧
業
博
に
は
、
日

本
人
の
観
衆
約
四
十
九
万
人
が
入
場
し
た
の
み
な
ら
ず
、
約
二
十
三
万
人
の
中

国
人
も
入
場
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
仮
に
少
数
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

中
国
人
が
前
述
し
た
活
動
写
真
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
靖
国
神
社
の
記
録
や
、

旅
順
開
城
の
実
況
そ
し
て
、
軍
隊
の
演
習
や
兵
営
の
記
録
等
の
フ
ィ
ル
ム
を
観

て
、
ど
う
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
日
清
・
日
露
の
二
つ
の
戦
争
で
旅
順
や
大
連

に
居
住
し
て
い
た
中
国
農
民
は
、
殺
傷
さ
れ
た
り
戦
火
で
家
を
失
っ
た
り
し
た
。

例
え
ば
日
清
戦
争
期
の
外
務
大
臣
陸
奥
宗
光
の
回
想
録
『
けんけん

録ろく
』
に
は
、
一

八
九
四
年
、
中
国
軍
港
旅
順
で
、
日
本
軍
に
よ
り
多
数
の
中
国
人
が
殺
害
さ
れ

た
と
あ
る21

）
。

大
連
勧
業
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
の
実
態
や
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
子
細
に

考
察
し
て
い
く
な
ら
ば
、
大
連
勧
業
博
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
「
日
華
共
存

共
栄
論
の
具
体
化
」
は
、
も
ろ
く
も
崩
れ
、
真
実
の
博
覧
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
満
蒙
の
日
本
化
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。
で
は
大
連
勧
業
博
と
は

一
体
な
ん
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
の
第
一
歩
は
日
本
の

満
蒙
併

で
あ
る
が
、
ま
さ
に
大
連
勧
業
博
は
満
蒙
併
呑
の
文
化
的
装
置
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

凡
例

一
、
用
字
・
用
語
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
、
現
代
仮
名
づ
か
い
を
用
い
た
。

二
、
年
号
は
原
則
と
し
て
、
西
暦
と
し
た
。

注１
）

大
連
市
役
所
編
『
大
連
勧
業
博
覧
会
誌
』
大
連
勧
業
博
覧
会
協
賛
会
、
一

九
二
六
、
二
三
一
頁
。
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２
）

前
掲
書
、
三
頁
。

３
）

前
掲
書
、
四
｜
五
頁
。

４
）

柳
沢
遊
『
シ
リ
ー
ズ

日
本
近
代
か
ら
の
問
い

②

日
本
人
の
植
民
地

経
験

大
連
日
本
人
商
工
業
者
の
歴
史

』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
、
一

八
七
頁
。

５
）

一
九
一
〇
年
二
月
九
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
同
年
五
月
関
東
州
都
督

府
大
島
義
昌
か
ら
阿
片
業
者
に
指
名
を
受
け
た
石
本

太
郎
に
つ
い
て
、
以
下

の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
関
東
州
第
一
の
成
金
と
う
た
わ
れ
、
郷
里
土
佐
か
ら
二
度
も
代
議
士
に
選

出
さ
れ
た
の
も
阿
片
専
売
の
お
蔭
だ
と
い
わ
れ
た
し
、
其
後
、
阿
片
局
（
宏
済

善
堂
）
が
関
東
庁
の
直
接
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
当
事
者
は

さ
か
ん
に
馳
走
を
受
け
た
も
の
だ
」。
相
生
由
太
郎
は
一
九
〇
七
年
満
鉄
の
大

連
埠
頭
事
務
所
長
に
就
任
し
、
大
連
埠
頭
の
荷
役
作
業
の
満
鉄
直
営
化
を
推
進

し
た
。
一
九
〇
九
年
同
所
長
を
辞
し
た
後
、
福
昌
公
司
を
創
設
し
た
。
一
九
一

一
年
、
相
生
は
南
満
洲
一
帯
に
わ
た
り
猛
威
を
振
る
っ
た
ペ
ス
ト
の
蔓
延
を
憂

い
、
あ
わ
せ
て
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
統
制
を
合
理
化
す
る
た
め
、
関
東
都

督
府
と
満
鉄
の
認
可
を
経
て
、
碧
山
荘
を
建
て
た
。
碧
山
荘
は
大
連
市
東
山
町

に
あ
り
中
国
人
港
湾
労
働
者
一
万
六
千
人
が
収
容
さ
れ
た
。
大
連
を
訪
れ
た
夏

目
漱
石
は
、「
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
の
中
で
、
相
生
に
ふ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
碧
山
荘
で
は
中
国
人
港
湾
労
働
者
た

ち
の
不
満
と
不
平
を
お
さ
え
る
手
段
と
し
て
、
療
養
所
、
浴
場
及
び
劇
場
、
園

芸
、
角
力
興
行
等
の
福
祉
、
慰
安
施
設
の
他
、
暖
房
施
設
と
し
て
オ
ン
ド
ル
が

設
け
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
阿
片
販
売
や
阿
片
吸
引
場
も
設
け
ら
れ
て
い
た

（
松
原
一
枝
『
大
連
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
夜
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
八
、
一
六
七

頁
）。

６
）
『
満
蒙
産
業
政
策
確
立
ニ
関
ス
ル
意
見
書
』
大
連
商
業
会
議
所
、
一
九
二

六
、
一
｜
三
頁
。

７
）

宝
性
確
成
『
満
洲
財
界
の
鳥
瞰
』
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
二
二
、
一
六
八

頁
。

８
）

前
掲
書
、
附
録
二
二
｜
二
四
頁
。

９
）

同
書
に
つ
い
て
は
左
記
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
公
娼
制
度
の
定
着
と
婦
人
救
済
運
動
〔
二
十
世
紀
初
頭
大
連
に
お
い

て
〕」『
環
』
第
一
〇
巻
、
二
〇
〇
二
。

10
）

山
田
武
吉
「
満
蒙
改
造
の
根
本
的
大
策

附
・
東
北
亜
細
亜
政
策
」『
日

本
及
日
本
人
』
政
教
社
、
一
九
二
六
、
一
｜
二
一
頁
。

11
）
『
満
鉄
の
現
況
』
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
、
一
九
二
五
。

12
）

前
掲
『
大
連
勧
業
博
覧
会
誌
』
三
一
〇
頁
。

13
）

前
掲
『
満
鉄
の
現
況
』
二
六
｜
三
五
頁
。

14
）

二
十
世
紀
初
頭
、
日
本
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
パ
イ
オ
ニ
ア
的
企
業

家
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
独
占
と
兵
器
生
産

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の

経
済
構
造

』
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
）

高
媛
「
満
洲
修
学
旅
行
の
誕
生
」『
彷
書
月
刊
８

特
集
満
洲
の
ツ
ー
リ

ズ
ム
』
二
〇
〇
三
年
八
月
号
、
一
〇
頁
。

16
）

前
掲
論
文
、
一
三
頁
。

17
）

日
中
間
の
観
光
旅
行
と
い
え
ば
、
西
原
和
海
氏
も
言
う
よ
う
に
、「
在
満

の
中
国
人
や
日
本
人
た
ち
の
日
本
へ
の
旅
行
」
の
実
態
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
（
西
原
和
海
×
高
媛
〔
対
談
〕
観
光
の
満
洲
」
前
掲
『
彷
書
月
刊
８
』
七

頁
所
収
）。
日
本
、
中
国
、
台
湾
、
朝
鮮
相
互
間
の
、
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
け
る
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観
光
旅
行
及
び
観
光
事
業
を
構
造
化
し
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た

い
。

18
）
『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九
二
五
年
八
月
二
十
五
日
。

19
）

西
澤
泰
彦
「
南
満
洲
鉄
道
社
宅
群

大
連
な
ど

曠
野
の
中
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
」
片
木
篤
・
藤
谷
陽
悦
・
角
野
幸
博
編
『
近
代
日
本
の
郊
外
住
宅
地
』

鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
所
収
、
五
五
六
頁
、
五
六
五
頁
。

20
）

西
澤
泰
彦
『
図
説
大
連
都
市
物
語
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
九
、
八
八

｜
八
九
頁
。
南
山
麓
の
住
宅
街
の
中
に
、
河
本
大
作
邸
も
あ
っ
た
。
河
本
は
一

九
二
八
年
、
関
東
軍
高
級
参
謀
在
任
中
、
張
作
霖
爆
殺
事
件
を
仕
掛
け
た
。
彼

は
停
職
を
命
じ
ら
れ
た
が
事
件
の
首
謀
者
と
し
て
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
な
い

ま
ま
、
一
九
三
二
年
、
満
鉄
理
事
に
就
任
し
、
家
族
を
呼
び
寄
せ
て
南
山
麓
に

居
住
し
た
。

21
）

事
件
の
歴
史
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、
つ
ぎ
の
著
書
が
あ
る
。
井
上
晴

樹
『
旅
順
虐
殺
事
件
』

摩
書
房
、
一
九
九
五
。

あ
と
が
き

本
稿
の
骨
子
は
二
〇
〇
四
年
九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
の
三
日
間
、
中
国
長
春

市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
中
国
吉
林
省
社
会
科
学
院
共

催
に
よ
る
「
近
代
中
国
東
北
部
文
化
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
近
代
中
国
東
北
地

区
文
化
国
際
検
討
会
）
で
私
が
行
っ
た
「
大
連
勧
業
博
覧
会
の
歴
史
的
考
察
」
と

題
し
た
研
究
発
表
に
依
拠
し
て
い
る
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
か
な
り
時

間
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
研
究
報
告
集
は
遂
に
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
私
は
や
む

な
く
『
日
本
研
究
』
第
38
集
に
拙
稿
を
投
稿
し
た
。

長
春
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
私
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
と
き
、
我
が
国
の
勧
業

博
覧
会
研
究
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
植
民
地
の
最
初
の
勧
業
博
覧
会

と
し
て
の
大
連
勧
業
博
覧
会
の
研
究
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
研
究
の
雰
囲

気
は
博
覧
会
研
究
の
閉
じ
ら
れ
た
状
況
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
専
ら
内
地
の

勧
業
博
覧
会
と
は
何
か
と
い
う
課
題
が
、
一
般
的
研
究
関
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し

最
近
、
植
民
地
博
覧
会
に
つ
い
て
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
旧
植
民
地
文
化
史
研
究

の
領
域
で
は
著
し
く
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

私
は
山
路
勝
彦
『
近
代
日
本
の
植
民
地
博
覧
会
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
八
）、
西

澤
泰
彦
『
日
本
植
民
地
建
築
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）
を
読
み

な
が
ら
そ
の
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
我
が
国
の
植
民
地
文
化
史
研
究
の
大
き
な

方
向
は
、
よ
う
や
く
植
民
地
時
代
に
つ
い
て
の
タ
ブ
ー
意
識
や
政
治
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
意
識
の
過
剰
を
脱
し
、
開
か
れ
た
国
際
的
視
点
か
ら
の
再
評
価
に
向
か
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
さ
ら
に
問
う
な
ら
ば
、
勧
業
博
覧
会
は
中
国
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
徐
蘇
斌
・
青
木
信
夫
は
「
清
末
に
お
け
る
勧

業
博
覧
会
の
受
容
と
都
市
空
間
の
再
編
過
程

直
隷
工
芸
総
局
の
成
立
事
情
と

日
本

」（
稲
賀
繁
美
編
『
伝
統
工
藝
再
考

京
の
う
ち
そ
と

過
去
発

掘
・
現
状
分
析
・
将
来
展
望

』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
）
に
お
い
て
、
一

九
〇
三
年
開
催
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
中
国
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か

に
つ
い
て
一
九
〇
六
年
に
開
催
さ
れ
た
天
津
勧
業
博
覧
会
と
、
一
九
〇
九
年
に
開

か
れ
た
成
都
勧
工
場
の
事
例
を
あ
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は

我
が
国
は
も
と
よ
り
、
中
国
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
っ
た
と
い
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
徐
氏
と
青
木
氏
の
研
究
意
識
の
背
後
に
は
、
歴
史
に
つ
い
て
の
タ

ブ
ー
意
識
に
対
す
る
新
世
代
に
独
自
の
「
違
和
感
」
が
み
ら
れ
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
、
前
述
し
た
研
究
者
と
同
様
の
問
題
意
識
を
共
有
し
た
、
古

川
隆
久
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
事
業
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
」（『
史
學
雑
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誌
』
九
月
号
、
一
九
九
四
）、
同
『
皇
紀
・
万
博
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

皇
室
ブ

ラ
ン
ド
と
経
済
発
展

』（
中
公
新
書
、
一
九
九
八
）
は
、
近
代
日
本
に
お
け

る
万
国
博
覧
会
構
想
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
伊
藤
真
実
子

『
明
治
日
本
と
万
国
博
覧
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
）
も
近
代
日
本
に
お
け

る
万
国
博
覧
会
構
想
の
系
譜
に
関
連
し
て
、
一
九
〇
五
年
に
提
起
さ
れ
た
日
本
大

博
覧
会
構
想
（
中
止
）
と
、
一
九
一
〇
年
、
日
英
博
覧
会
の
関
連
性
を
問
う
て
い

る
。
万
国
博
覧
会
は
戦
前
の
み
な
ら
ず
、
現
代
に
お
け
る
重
要
な
国
家
的
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
。
万
国
博
覧
会
と
は
何
な
の
か
。
振
り
返
る
べ
き
時
期
で
あ
ろ
う
。

思
え
ば
私
の
博
覧
会
研
究
が
世
に
問
わ
れ
た
の
は
『
大
正
文
化
』（
講
談
社
現

代
新
書
、
一
九
八
〇
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
我
が
国
で
一
九
一
四
年
に

開
催
さ
れ
た
東
京
大
正
博
覧
会
の
問
題
を
考
察
し
、
ひ
い
て
は
我
が
国
近
代
の
国

際
的
同
時
性
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
を
持
っ
て
な
さ
れ
た
。
私
は
こ
こ
で
は
っ
き

り
と
従
来
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
や
教
条
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
方
法
を
信
奉
す
る

人
々
の
学
説
を
批
判
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
反
批

判
・
反
撥
に
直
面
し
た
。
一
方
、
私
の
方
法
に
積
極
的
な
支
持
を
寄
せ
て
く
れ
た

若
い
人
々
も
多
か
っ
た
。
海
外
の
学
界
か
ら
も
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
、
故
マ

リ
ウ
ス
・
Ｂ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｍ
・
ク

レ
イ
グ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
セ
ッ
プ
・
リ
ン
ハ
ル
ト
、
東
北
師
範
大
学
教
授
呂

元
明
、
北
京
外
国
語
大
学
教
授
厳
安
生
（
二
〇
〇
六
年
よ
り
大
手
前
大
学
教
授
）

等
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
の
支
持
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
近
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
教
授
Ｈ
・
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン
『
近
代
に
よ
る
超
克

戦
間
期
日
本
の
歴

史
・
文
化
・
共
同
体

』
上
下
、
梅
森
直
之
訳
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
）
が

『
大
正
文
化
』
を
参
照
し
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
若
い
世
代
が
博
覧
会
や
旧
植
民
地
文
化
史
研
究
の

領
域
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
私
も
さ
ら
に
別
の
側
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
、
私
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
教
授
栗
山
茂
久
氏
と
と
も

に
、『
博
覧
の
論
理
』
と
題
し
た
小
さ
な
実
験
的
映
像
作
品
を
つ
く
り
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
で
発
表
し
た
。
こ
の
作
品
で
私
は
一
九
〇
三

年
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を
映
像
化
す
る
と
ど
う
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
と
、
い
ろ
い
ろ
新
し
い
着
想
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
が
、
こ
の
あ
と
が
き

で
は
そ
こ
ま
で
ふ
れ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

拙
稿
が
な
る
に
あ
た
っ
て
協
力
と
助
言
を
頂
い
た
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
共
同
研
究
「
近
代
中
国
東
北
部
（
旧
満
州
）
文
化
に
関
す
る
総
合
研
究
」（
二

〇
〇
一
｜
二
〇
〇
三
）
に
感
謝
し
て
い
る
。
共
同
研
究
責
任
者
の
劉
建
輝
准
教
授
、

鈴
木
貞
美
教
授
、
稲
賀
繁
美
教
授
は
、
共
同
研
究
の
み
な
ら
ず
、
大
連
市
の
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
資
料
調
査
等
で
も
、
惜
し
み
な
い
助
言
と
支
援
を
寄
せ
ら
れ
、

こ
れ
が
大
い
に
助
け
と
な
っ
た
。
最
後
に
中
国
長
春
市
に
お
け
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
対
し
て
、
研
究
を
発
表
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
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は
じ
め
に

「
満
洲
国
」
の
文
化
や
文
学
に
つ
い
て
数
多
く
の
学
者
が
様
々
な
視
点
か
ら
研

究
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
資
料
収
集
の
困
難
な
ど
が
原
因
で
、「
満
洲
国
」

文
学
、
と
り
わ
け
「
満
人１

）
」
文
学
の
研
究
は
ま
だ
資
料
紹
介
の
レ
ベ
ル
に
止
ま

っ
て
い
る
。
文
学
作
品
の
翻
訳
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ふ
れ
ら
れ
て
は
き
た

が２
）

、
テ
キ
ス
ト
に
立
ち
入
っ
て
の
詳
細
な
検
討
を
行
っ
た
も
の
は
、
ま
だ
見
あ

た
ら
な
い
。「
満
洲
国
」
と
い
う
特
別
な
歴
史
空
間
の
中
で
、
翻
訳
は
特
別
な

意
味
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
検
証
を
通
し
て
、
翻
訳
自
体
の
意
義
を
超

え
て
「
満
洲
国
」
の
植
民
地
文
化
政
策
に
対
す
る
「
満
人
」
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

が
見
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
本
論
文
は
「
満
洲
国
」
の
「
満

人
」
作
家
の
代
表
と
見
な
さ
れ
て
い
た
古
丁
（
一
九
一
四
｜
一
九
六
四３

）
）
の
日

本
語
作
品
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
そ
の
動
機
、
方
法
等
を
日
本
語
原
文
と
対
照
し

な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
愛
国
抗
日
作
家
」
と
も
、
政
治
上

「
反
動
的
な
作
家
」
と
も
評
価
さ
れ
て
き
た
古
丁
の
思
想
の
変
遷
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
古
丁
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
彼
の
対
日
感
情
の
土
台
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

古
丁
の
父
親
は
他
の
大
多
数
の
関
内
（
山
海
関
の
南
）
か
ら
の
移
民
と
同
じ

よ
う
に
山
東
省
か
ら
長
春
に
住
居
を
移
し
た
。
長
春
で
商
売
を
し
て
そ
こ
そ
こ

の
金
持
ち
に
な
り
、
若
い
女
性
を
買
っ
て
後
妻
に
し
て
、
五
十
歳
の
年
に
長
男

す
な
わ
ち
古
丁
を
得
る
。

古
丁
の
生
ま
れ
た
前
の
年
、
つ
ま
り
一
九
一
三
年
に
長
春
駅
が
築
か
れ
、
そ

の
後
、
世
界
一
速
い
特
急
列
車
ア
ジ
ア
号
が
長
春
を
走
る
よ
う
に
な
る
。
当
時

の
中
国
の
東
北
地
方
で
は
、
最
大
の
都
市
は
遼
寧
省
の
奉
天
（
現
在
の
瀋
陽
市
）

で
、
二
番
目
の
都
市
は
吉
林
省
の
中
心
都
市
吉
林
市
で
あ
っ
た
。
長
春
は
吉
林

古
丁
に
お
け
る
翻
訳

そ
の
思
想
的
変
遷
を
さ
ぐ
る

梅

定
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省
の
ご
く
普
通
の
小
さ
な
町
で
あ
る
が
、
地
方
政
府
は
満
鉄
の
土
地
買
い
に
抵

抗
し
た
。
し
か
し
、
満
鉄
は
色
々
な
方
法
を
使
っ
て
土
地
を
買
い
も
と
め
、
そ

の
附
属
地
を
近
代
的
な
町
と
し
て
建
設
す
る
。
関
東
軍
に
守
ら
れ
た
満
鉄
の
附

属
地
は
中
国
の
中
の
日
本
国
と
し
て
、
地
元
の
法
律
等
と
は
一
切
関
係
が
な
い
。

そ
こ
で
長
春
市
は
地
元
の
住
民
が
住
む
昔
な
が
ら
の
町
と
日
本
人
が
生
活
す
る

近
代
的
な
附
属
地
と
い
う
対
照
的
な
二
つ
の
エ
リ
ア
を
持
つ
町
と
な
っ
た
。

満
鉄
は
附
属
地
の
中
で
中
国
人
の
子
供
向
け
の
公
学
堂
を
開
い
た
。
地
元
の

住
民
は
自
分
の
子
供
を
そ
こ
に
送
り
た
が
り
、
古
丁
も
親
に
長
春
の
満
鉄
附
属

地
に
あ
る
長
春
公
学
堂
に
送
ら
れ
て
い
っ
た
。
幼
い
古
丁
は
大
人
た
ち
の
満
鉄

の
土
地
買
い
に
対
す
る
不
満
を
聞
き
な
が
ら
、
毎
日
昔
な
が
ら
の
自
宅
の
あ
る

町
か
ら
公
園
、
高
級
ホ
テ
ル
な
ど
が
揃
っ
た
近
代
的
な
町
に
通
い
、
そ
の
対
照

を
毎
日
目
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
公
学
堂
で
は
近
代
的
な
教
育
を
受
け
、
日
本

語
も
覚
え
さ
せ
ら
れ
、
卒
業
し
た
。
古
丁
は
、
続
い
て
大
都
市
の
奉
天
に
あ
る

南
満
中
学
堂
に
進
学
す
る
。
南
満
中
学
堂
は
、
満
鉄
が
満
洲
に
設
立
し
た
二
つ

の
中
学
校
の
う
ち
の
一
つ
で
、
そ
こ
に
入
学
で
き
る
学
生
は
豊
か
な
家
庭
経
済

と
優
秀
な
人
材
と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

こ
の
制
服
を
身
に
纏
う
学
生
は
誇
り
高
く
、
ま
た
憧
れ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。

こ
こ
で
古
丁
は
さ
ら
に
日
本
語
を
上
達
さ
せ
、
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
｜
一
九

一
六
）
や
石
川
啄
木
（
一
八
八
六
｜
一
九
一
二
）
を
読
み
、
日
本
文
化
や
文
学
に

親
し
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
時
、
彼
は
啄
木
の
短
歌
の
翻
訳
を
試
み
た
と
い
う
。

南
満
中
学
堂
を
卒
業
し
た
古
丁
は
、
地
元
の
東
北
大
学
教
育
系４

）
に
入
る
。
当
時

の
東
北
大
学
に
は
中
国
共
産
党
の
地
下
組
織
が
あ
り
、
大
学
内
で
左
翼
思
想
の

勉
強
会
や
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
古
丁
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
年
後
の
一
九
三
一
年
九
月
に
満
洲
事
変
が
起
こ
り
、
奉
天
は
関
東
軍
に
占

領
さ
れ
、
東
北
大
学
の
学
生
は
勉
強
の
継
続
が
で
き
な
く
な
り
、
学
長
の
張
学

良
の
後
に
つ
い
て
北
平
に
亡
命
す
る
。

東
北
地
方
が
日
本
に
占
領
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
全
土
で
抗
日
救
国

運
動
の
嵐
が
巻
き
起
こ
る
。
故
郷
を
追
わ
れ
て
北
平
に
亡
命
し
て
き
た
東
北
大

学
の
学
生
が
そ
の
抗
日
運
動
の
重
要
な
力
と
な
る
。
大
学
を
失
っ
た
彼
等
は
最

初
は
、
北
京
大
学
や
清
華
大
学
等
の
聴
講
生
に
な
っ
た
り
し
た
。
そ
の
中
に
は

改
め
て
北
平
の
大
学
に
入
学
す
る
人
も
い
る
。
古
丁
（
当
時
筆
名
突
微
）
は
、

そ
の
よ
う
な
学
生
の
一
人
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
九
月
古
丁
は
改
め
て
北
京
大

学
に
入
学
し
、
一
九
三
三
年
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
に
加
入
す
る５

）
。

以
上
が
北
京
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
の
古
丁
の
簡
単
な
経
歴
で
あ
る
。
注
目

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
古
丁
の
日
本
に
対
す
る
感
情
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
満

鉄
の
学
校
で
教
育
を
受
け
た
彼
は
、
日
本
に
対
し
て
親
し
み
を
持
つ
反
面
、
関

東
軍
の
満
洲
占
領
に
よ
っ
て
反
感
も
持
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
愛
と
恨
み
の
織
り

交
ざ
っ
た
対
日
感
情
が
「
満
洲
国
」
で
の
古
丁
の
行
動
を
貫
く
こ
と
に
な
る
。

古
丁
は
日
本
語
作
品
の
翻
訳
を
生
涯
行
っ
て
い
た
。
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
翻

訳
は
北
平
左
翼
作
家
聯
盟
時
代
、「
満
洲
国
」
時
代
、
中
華
人
民
共
和
国
時
代

と
い
う
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
（
次
頁
の
表
参
照
）。
本
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論
文
は
主
に
「
満
洲
国
」
時
代
の
古
丁
の
翻
訳
を
対
象
と
す
る
。「
満
洲
国
」

以
前
の
も
の
に
は
ふ
れ
る
も
の
の
、「
満
洲
国
」
以
後
の
も
の
は
省
く
こ
と
に

す
る
。
ま
た
、「
満
洲
国
」
で
の
翻
訳
は
、
全
体
的
に
見
れ
ば
左
翼
傾
向
的
な

も
の
、
い
わ
ゆ
る
純
文
学
的
な
も
の
、
時
局
的
な
も
の
、
と
い
う
三
つ
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、「
満
洲
国
」
で
の
古
丁
の
翻
訳
を
第

一
段
階
（
一
九
三
七
年
）、
第
二
段
階
（
一
九
三
八
年
〜
一
九
四
一
年
）、
第
三
段

階
（
一
九
四
二
年
〜
一
九
四
五
年
）
と
い
う
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

考
察
す
る
。

一

北
平
時
代
の
翻
訳

中
国
の
左
翼
作
家
聯
盟
は
、
ソ
連
の
ラ
ッ
プ
（
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

聯
盟
）
と
日
本
の
ナ
ッ
プ
（
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
）
の
影
響
を
受
け
、
一
九

二
五
年
に
成
立
し
た
革
命
文
学
国
際
局
（
国
際
革
命
作
家
聯
盟
）
の
支
部
と
し

て
一
九
三
〇
年
三
月
二
日
に
上
海
で
成
立
し
た
。
そ
の
中
に
中
国
共
産
党
の

「
党
団
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
外
部
組
織
と
し
て
、
共
産
党
の
革
命
活
動
に
呼

応
し
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
沈
端
先
（
一
九
〇
〇
｜
一
九
九
五
）、
魯
迅

（
一
八
八
一
｜
一
九
三
六
）
な
ど
が
そ
の
常
務
委
員
に
選
ば
れ
る
。
一
九
三
〇
年

九
月
、
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
が
北
平
大
学
で
成
立
し
た
。
一
九
三
三
年

六
月
に
、
北
方
部
の
常
務
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
加
入
し
て
間
も
な
い
古
丁
は

組
織
部
長
に
選
ば
れ
、
北
方
部
の
機
関
誌
の
編
輯
な
ど
に
か
か
わ
り
な
が
ら
翻

訳
や
創
作
に
従
事
す
る
。
こ
の
時
期
、
古
丁
は
朴
能
著
「
味
方

民
族
主
義

を
蹴
る

」、
岩
藤
雪
夫
著
「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」、
古
川
荘
一
郎
著
「
芸

術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」

を
翻
訳
し
た
。
次
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

１

「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」

一
九
三
三
年
五
月
に
古
丁
は
日
本
の
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
二
年

九
月
号
に
発
表
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
作
家
朴
能
著
「
味
方

民
族
主
義
を
蹴

る

」
を
翻
訳
し
て
北
方
部
の
機
関
誌
の
一
つ
『
文
学
雑
誌
』
第
二
号
（
一

九
三
三
年
五
月
）
に
発
表
し
た
。
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
に
流
れ
込
ん

だ
朝
鮮
農
民
朴
成
文
が
、
高
槻
の
山
元
農
場
に
来
て
、
安
い
賃
金
で
雇
わ
れ
、

地
主
が
小
作
か
ら
取
り
上
げ
た
水
田
を
耕
す
。
し
か
し
、
間
も
な
く
彼
は
手
当

て
な
し
に
解
雇
さ
れ
る
。
地
主
は
耕
鋤
機
を
導
入
す
る
た
め
に
約
束
を
破
っ
た

の
で
あ
る
。
成
文
は
、「
生
ま
れ
お
ち
て
か
ら
、
至
る
所
で
、
日
本
人
か
ら
受

け
た
、
侮
辱
、
迫
圧
が
、
日
本
に
来
て
か
ら
い
っ
そ
う
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
」
彼
は
「
す
べ
て
の
日
本
人
を
憎
ん
だ
。
軍
人
や
官
吏
は
直
接
の
抑
圧
者
、

雇
主
は
直
接
の
搾
取
者
、
労
働
者
は
直
接
の
競
争
者
と
し
て
、
み
ん
な
じ
ぶ
ん

ら
を
虐
め
る
敵
だ
」
と
思
っ
て
い
る
。
怒
り
を
ぶ
つ
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
、

成
文
は
途
方
に
暮
れ
る
。
そ
こ
へ
日
本
人
の
農
民
組
合
員
が
訪
ね
て
く
る
。
彼

ら
は
、「

俺
ら
に
は
、
日
本
人
朝
鮮
人
の
区
別
が
ね
え
。
あ
る
の
は
、
労
働
者
と
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表

古
丁
の
翻
訳
作
品

時期

タ
イ
ト
ル
╱
原
題

原
作
者

収
録
誌
╱
出
版
社

刊
行
年
月

備
考

「
你

不
是
日
本
人
、
是
兄
弟
！
」
╱
「
味
方
」

朴
能

『
文
学
雑
誌
』
第
二
号

西
北

書
局

一
九
三
三
・
五

「
新
詩
歌
作
法
」

森
山
啓

実
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

「
新
興
文
芸
の
新
体
制
」

北平時代

「

干
燥
部
的
女
工
╱
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」

岩
藤
雪
夫

『
文
芸
雑
誌
』
第
三
・
四
号
合

併
号

西
北
書
局

一
九
三
三
・
七

「
在

理

中
的
列

主

的
斗
争
╱
芸
術
理
論
に
於
け
る

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争
」

古
川
荘
一
郎

『
氷
流
』
第
二
巻
第
一
期

北

平
氷
流
社

一
九
三
三
・
七

『

代
日
本
文
学
史
略
』

片
岡
良
一

実
物
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

「
宮
本
武
藏
」（「
水
の
巻
・
優
曇
華
」（
一
〜
四
））

吉
川
英
治

『
芸
文
志
』
第
十
号

一
九
四
四
・
八

「

而
已
」「
殲
滅
せ
ん
の
み
」

高
村
光
太
郎

『
芸
文
志
』
第
七
号

一
九
四
四
・
五

「
奏
凱
歌
而
後
已
」
特
輯

『
米
英
侵
略

史
』
╱
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』

大
川
周
明

芸
文
書
房

一
九
四
二
・
四

『
学
生
与
社
会
』
╱
『
学
窓
と
社
会
』

中
島
健
蔵

芸
文
書
房

一
九
四
一
・
十
二

「
堂

再
来
一
杯
」
╱
「
ボ
ー
イ
、
ビ
ー
ル
を
も
う
一
杯
」

モ
ー
パ
ッ
サ
ン

「

」
╱
「
夢
が
た
り
」

『
訳
叢
』

芸
文
書
房

一
九
四
一
・
十

日
本
語
か
ら
の
重
訳

「満洲国」時代

「
阿

・
蒲

蒲
」
╱
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
」

ガ
ル
シ
ン

「
井
原
西

」
╱
「
井
原
西
鶴
」

武
者
小
路
実
篤

『
芸
文
志
』
第
三
号

一
九
四
〇
・
六

『
心
』
╱
『
心
』

満
日
文
化
協
会

一
九
三
九
・
十

夏
目
漱
石

「
一
夜
」
╱
「
一
夜
」

『
芸
文
志
』
第
一
号

一
九
三
九
・
六

後
『
訳
叢
』
に
収
録

「
狂
人
日

」
╱
「
狂
人
日
記
」

ゴ
ー
ゴ
リ

『
明
明
』
第
二
巻
第
四
期

一
九
三
八
・
一

『
悲
哀
的
玩

』
╱
「
悲
し
き
玩
具
」

石
川
啄
木

『
明
明
』
第
二
巻
第
三
期

一
九
三
七
・
十
二

「

迅
著

」
╱
「
魯
迅
著
書
解
題
」

増
田
渉
・
胡
風
等

『
明
明
』
魯
迅
記
念
特
集

一
九
三
七
・
十
一

『
箱
根

云

』
╱
『
箱
根
風
雲
録
』

楠
田
清

中
央
電
影
局
東
北
電
影
撮
製
片

一
九
五
四

映
画
台
本

中華人
民共和
国時代

『
生
活
在
海
上
的
人

』
╱
『
海
に
生
く
る
人
々
』

葉
山
嘉
樹

上
海
訳
文
出
版
社

一
九
七
九
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資
本
家
、
貧
農
と
地
主
だ
。
と
こ
ろ
で
、
あ
ん
た
ら
に
も
俺
ら
に
も
共
同

の
敵
は
山
元
の
野
郎
だ
…
…
」「
俺
ら
貧
農
と
お
前
さ
ん
ら
と
は
、
言
わ

ば
、
兄
弟
分
だ
か
ら
な６

）
…
…
」

と
話
し
て
聞
か
せ
る
。
成
文
は
、
そ
の
言
葉
に
感
激
し
、

「
兄
弟
⁉
…
…
」
成
文
は
、
邪
魔
立
を
す
る
民
族
主
義
を
ぐ
っ
と
抑
え
て

叫
ん
だ
「
お
前
さ
ん
ら
、
日
本
人
じ
ゃ
ね
え
。
兄
弟
だ７

）
…
…
。」

以
上
が
、
こ
の
小
説
の
大
体
の
内
容
で
あ
る
。
中
国
語
の
翻
訳
文
の
末
尾
に

「
一
九
三
二
年
『
普
羅
文
学
』
九
月
号
」
と
あ
る
が
、
日
本
の
『
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
』
九
月
号
の
「
原
稿
募
集
」
に
「
八
月
号
に
発
表
さ
れ
た
銘
君
の
『
万

歳
』
も
本
号
に
の
せ
ら
れ
た
朴
君
の
『
味
方
』
も
、
共
に
文
新
宛
に
送
ら
れ
た

投
稿
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
で
あ
る
」８

）
と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
作
者
の

朴
能
は
日
本
文
壇
で
知
ら
れ
る
作
家
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
無
名
の
作
家
の
作
品
を
、
な
ぜ
古
丁
は
選
ん
で
翻
訳
し
た
の
か
。

理
由
は
民
族
を
超
え
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
連
帯
を
訴
え
る
と
い
う
小
説
の

モ
チ
ー
フ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
は
そ
も
そ
も
国
際
革
命

作
家
聯
盟
の
支
部
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
国
際

無
産
者
連
帯
の
考
え
方
に
立
つ
。
例
え
ば
、『
文
学
雑
誌
』
の
創
刊
号
（
一
九

三
三
年
四
月
）
に
、
建
地
著
の
脚
本
『
命
令
‥
退
却
！

第
二
道
防
線
！
』
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

舞
台
は
上
海
戦
争
を
背
景
に
、
国
民
党
十
九
路
軍
の
「
傷
兵
病
院
」
と
日
本

軍
の
捕
虜
を
収
容
す
る
「
戦
時
捕
虜
拘
留
所
」
の
間
の
と
こ
ろ
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。「
日
本
鬼
子
」
と
、
上
海
抗
日
戦
を
支
持
し
な
い
南
京
政
府
を
恨
む
二

人
の
傷
兵
が
、
上
海
駐
在
の
日
本
軍
の
反
乱
に
つ
い
て
話
す
。
そ
こ
へ
、
日
本

兵
捕
虜
の
谷
黒
が
語
る
。
日
本
兵
が
日
本
軍
閥
に
騙
さ
れ
て
中
国
に
来
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
悟
り
、
反
乱
し
た
の
だ
、
と
そ
の
経
緯
を
語
る
。
そ
し
て
、
傷
兵

も
日
本
軍
捕
虜
も
「
日
本
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
！
」「
中
日
兵
士
連
合
せ

よ
！
」
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
赤
軍
の
捕
虜
と
な
っ

た
経
験
を
持
つ
傷
兵
の
口
を
借
り
て
、
共
産
党
の
赤
軍
の
親
切
さ
が
語
ら
れ
る
。

傷
兵
た
ち
は
、
南
京
国
民
党
政
府
の
退
却
命
令
を
拒
否
し
て
自
ら
抵
抗
す
る
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
脚
本
に
は
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
反

帝
国
主
義
侵
略
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
兵
士
が
誤
解
を
な
く
し
、
国
境
を

越
え
て
連
合
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
共
産
党
擁
護
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
モ
チ
ー
フ
は
つ
ま
り
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
の
機
関
誌
『
文
学
雑

誌
』
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

「
你

不
是
日
本
人
、
是
兄
弟
！
」
を
掲
載
し
た
『
文
学
雑
誌
』
第
二
号
の

「
編
後
」
は
、
こ
の
小
説
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
你

不
是
日
本
人
、
是
兄
弟
！
』
は
朝
鮮
人
の
作
品
で
あ
る
。
被
圧
迫
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朝
鮮
人
の
文
学
は
、
あ
ま
り
中
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
こ

れ
は
狭
隘
な
民
族
主
義
を
力
強
く
批
判
し
た
作
品
で
あ
る
。（『
你

不
是

日
本
人
、
是
兄
弟
！
』）
系
朝

人
的
作
品
。
被

迫
的
朝

人
的
文
学
、

介

到
中
国
来
的

少
、
而

又
是
有
力
的
批
判
了
狭

的
、
民
族
主

９
）

。

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
翻
訳
作
品
が
採
用
さ
れ
た
理
由
は
、

朝
鮮
人
文
学
紹
介
と
狭
隘
な
民
族
主
義
の
批
判
に
あ
る
。
古
丁
は
国
際
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
革
命
の
思
想
に
呼
応
し
て
こ
の
作
品
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
翻
訳
者
の
古
丁
は
小
説
の
主
人
公
の
朴
成
文
と
相
似
し
た
経
歴
を
持

つ
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
日
本
の
占
領
に
よ
っ
て
大
学
を
失
い
、
故
郷
を
追
わ

れ
た
こ
と
。
更
に
一
九
三
二
年
故
郷
は
「
満
洲
国
」
に
変
わ
り
、「
外
国
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
亡
命
者
の
古
丁
は
、
土
地
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
朝
鮮

半
島
を
追
わ
れ
た
朴
成
文
と
同
病
相
憐
れ
む
関
係
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら

の
共
通
し
た
敵
は
日
本
帝
国
主
義
で
あ
り
、
日
本
の
無
産
者
階
級
で
は
な
い
。

日
本
の
無
産
者
階
級
は
む
し
ろ
兄
弟
で
あ
る
。
古
丁
の
狭
隘
な
民
族
主
義
を
蹴

飛
ば
す
精
神
に
は
、
長
春
公
学
堂
と
南
満
中
学
堂
で
培
わ
れ
た
日
本
へ
の
親
し

み
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
古
丁
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
に
反
対
す
る
と
同
時
に
、

日
本
に
親
し
み
を
持
つ
。
そ
の
「
親
日
」
の
感
情
を
基
礎
に
日
本
の
無
産
階
級

の
連
帯
感
情
が
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
翻
訳
の
方
法
は
基
本
的
に
直
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
翻
訳
に

は
違
う
工
夫
も
見
ら
れ
る
。「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」
の
ほ
う
が

抽
象
的
で
理
論
っ
ぽ
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
朴
成
文
の
感
激
し
た
一
言
「
你

不
是
日
本
人
、
是
兄
弟
！
」
を
抜
き
出
し
て
題
名
に
し
た
ほ
う
が
、
感
情
が
強

く
出
さ
れ
て
お
り
、
生
き
生
き
と
し
て
説
得
力
が
あ
る
。

２

「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」

こ
れ
も
『
文
学
雑
誌
』（
第
三
・
四
号
合
併
号

一
九
三
三
年
七
月
）
に
発
表

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岩
藤
雪
夫
（
一
九
〇
二
｜
一
九
八
九
）
の
原
文
は
一
九

三
二
年
五
月
号
の
『
改
造
』
に
発
表
さ
れ
て
い
た
。

女
工
お
道
が
組
合
員
に
な
る
経
緯
を
語
る
小
説
で
あ
る
。
お
道
は
父
親
治
平

と
母
親
の
美
津
と
と
も
に
内
閣
印
刷
局
で
働
い
て
い
る
。
治
平
が
鉄
や
印
刷
器

の
ロ
ー
ラ
ー
を
洗
う
苛
性
ソ
ー
ダ
の
池
に
落
ち
、
煮
魚
の
よ
う
な
死
を
遂
げ
た

後
、
紙
幣
乾
燥
室
で
働
く
美
津
は
肺
病
で
倒
れ
、
同
じ
紙
幣
乾
燥
室
に
勤
め
る

お
道
も
血
を
吐
く
よ
う
に
な
る
。
お
道
は
母
親
の
医
療
費
と
薬
代
な
ど
の
た
め

に
、
紙
幣
を
盗
ん
だ
こ
と
を
、
紙
幣
乾
燥
室
長
の
宮
本
に
気
づ
か
れ
る
。
宮
本

が
彼
女
を
エ
サ
に
し
よ
う
と
し
た
時
、
お
道
は
怒
り
出
し
、
組
合
員
の
庄
司
ら

に
従
っ
て
メ
ー
デ
ー
の
デ
モ
隊
に
加
わ
る
。

資
産
階
級
に
搾
取
、
圧
迫
さ
れ
、
労
働
者
は
死
ん
だ
り
、
病
気
に
な
っ
て
か

ら
首
に
な
っ
た
り
す
る
運
命
を
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
運
命
を
逃
れ

よ
う
と
す
れ
ば
労
働
組
合
に
入
る
し
か
な
い
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
表
現
さ
れ
て
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い
る
。

こ
の
小
説
は
、
ど
う
し
て
翻
訳
さ
れ
た
の
か
。
先
ず
、
そ
の
時
の
社
会
背
景

を
見
て
み
る
。
一
九
二
九
年
十
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
暴
落
に
始
ま

っ
た
世
界
恐
慌
の
影
響
が
中
国
駐
在
外
国
企
業
及
び
中
国
民
族
企
業
に
及
び
、

生
糸
、
紡
績
、
マ
ッ
チ
、
タ
バ
コ
等
の
工
場
が
相
次
い
で
休
業
す
る
よ
う
に
な

る
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
女
工
が
給
料
を
得
ら
れ
ず
、
生
活
が
継
続
で
き
な
く

な
る
。
そ
こ
で
、
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
の
上
級
機
関
の
中
国
共
産
党
河
北
省

委
が
、
各
工
場
で
女
工
の
闘
争
を
組
織
す
る
。
し
た
が
っ
て
工
場
が
集
中
し
た

天
津
で
は
女
工
闘
争
が
盛
ん
に
な
る
。
そ
の
中
に
は
天
津
恒
源
紗

の
労
働
者

の
休
業
に
反
対
す
る
闘
争
が
勝
利
を
収
め
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
共
産
党
の
外
部
組
織
に
当
た
る
左
翼
作
家
聯
盟

に
は
、
女
工
闘
争
に
呼
応
し
た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部

の
組
織
部
長
と
し
て
古
丁
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
方
針
に
従
っ
て
積
極
的
に
行
動
す

る
。
彼
は
、「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」
を
翻
訳
す
る
と
同
時
に
、
左
翼
作
家
聯

盟
北
方
部
の
関
係
雑
誌
『
氷
流
』
の
第
二
巻
第
一
期
（
北
平
氷
流
社

一
九
三

三
年
七
月
）
に
「
貴
重
な
経
験

天
津
恒
源
紗

労
働
者
の
闘
争
（
宝
貴
的

経
験

天
津
恒
源
紗

工
人
的
闘
争
）」
と
い
う
詩
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
天

津
恒
源
紗

女
工
の
反
休
業
闘
争
の
勝
利
を
謳
い
、
闘
争
経
験
を
ま
と
め
た
作

品
で
あ
る
。「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」
は
、
中
国
女
工
の
闘
い
を
応
援
す
る
た

め
に
翻
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
徐
突
微
は
如
何
に
こ
の
作
品
を
翻
訳

し
た
の
か
。
テ
キ
ス
ト
に
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
。

岩
藤
雪
夫
の
原
作
に
は
伏
字
の
「
×
」
が
多
い
が
、
中
国
語
の
翻
訳
文
で
は

「
×
」
が
ほ
と
ん
ど
消
え
て
い
る
。
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
は
、
政
府
の

厳
し
い
検
閲
を
逃
れ
る
た
め
に
、
出
版
社
が
引
っ
か
か
り
そ
う
な
こ
と
ば
を
あ

ら
か
じ
め
「
×
」
等
の
符
号
で
隠
し
た
り
す
る
。
こ
れ
が
伏
せ
字
で
あ
る
。
日

本
の
読
者
は
日
本
社
会
の
情
況
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
上
下
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

か
ら
伏
せ
字
の
か
な
り
の
部
分
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
て
小
説
内
容
の
理
解

に
は
、
そ
れ
ほ
ど
支
障
は
な
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運

動
に
ま
っ
た
く
知
識
の
な
い
中
国
の
普
通
の
読
者
に
と
っ
て
は
、「
×
」
は
謎

に
し
か
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
国
語
翻
訳
文
に
伏
せ
字
が
出
せ
な
い
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
伏
せ
字
の
部
分
が
翻
訳
者
に
正
し
く
解
読

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
。

「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」
は
、
一
九
八
五
年
十
一
月
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
集
・
十
「
文
藝
戦
線
」
作
家
集
・（
一
）』
に
収
録
さ
れ
る
際
、「
著
者
に

よ
る
伏
字
復
元
が
行
な
わ
れ
た10

）
」。
古
丁
の
翻
訳
と
そ
れ
と
を
比
べ
て
、
満
鉄

の
学
校
教
育
を
受
け
て
日
本
文
学
に
詳
し
い
と
思
わ
れ
る
若
き
古
丁
の
日
本
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
解
読
能
力
を
検
討
す
る
。
以
下
の
例
は
、
原
文
の
後
ろ
の

括
弧
の
中
に
岩
藤
が
書
き
直
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

①

『
文
句
い
わ
ず
に
辛
抱
し
ろ
い
、
へ
こ
た
れ
て
×
×
が
で
き
る
か
い
、』

（
革
命
）

「

、
忍
耐
着

！
先
畏

下
去
、
能
革
命
么
？
」
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②

幾
百
人
の
労
働
者
が
×
×
×
き
た
だ
ろ
う
か
。（
倒
れ
て
）

不
知
道
要
累
死
了
几
百

者
。

③

母
親
の
美
津
も
そ
う
だ
っ
た
。
父
親
と
一
緒
に
四
年
つ
と
め
て
×
×
×
っ

ち
ま
っ
た
の
だ
。（
首
に
な
）

「
母

的
美
津
、
也
是

法
。
和
父

一
起
做
了
四
年
工
、
就

了
。」

④

『
あ
れ
で
、
労
働
者
を
×
×
通
せ
た
ら
、
お
目
に
か
か
ら
ね
え
や
…
…
』

（
騙
し
）

「
好
容
易
把
工
人

到
一

、
人
家
上
司
也

不

、
白
打
功
…
…
」

⑤

『
×
×
×
×
×
ッ
て
私
は
好
き
で
×
×
×
生
れ
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
、

生
れ
て
見
た
ら
×
×
だ
っ
た
ん
で
す
…
…
』（
印
刷
局
女
工

女
工
に

女

工
）

「
印
刷
局
女
工
什
么

、
我

不
是
得
意
当
女
工
才
生

女
工
、
生
下
来

的

候
、
是
人

…
…
」

⑥

『
（
省

略
）
毎

朝

あ

あ

し

て
×
×
×
の

銅

像

の

前

ま

で

い

っ

て
×
×
×
×
×
×
×
く
る
ん
で
す
…
…
』（
楠
正
成

忠
君
愛
国
を
誓
っ
て
）

「

天
早
晨
那
么

到
×
×
×
的

像
前
面
、
行

礼
回
来
。」

⑦

『
オ
イ
、
又
き
て
る
ぜ
、
門
前
の
×
×
、
門
内
の
白
色
倫
理
だ
。』（
私

服
）

「

、
又
来
了
。

前
的
守

、

内
的
白
色

理
教
程
！
」

⑧

『
種
は
つ
き
ね
え
×
×
×
×
×
×
…
…
無
理
も
な
い
さ
。
こ
の
印
刷
局

は
×
×
×
時
代
は
全
組
織

オ
ー
ル

に
近
か
っ
た
ん
だ
か
ら
な
』（
＊
＊
＊
＊
＊
＊

労
農
党
）

「
操
心
？
那
也
真
不
怪
他
！
因

印
刷
局
在
×
×
×

代
、
工
人
全

都
是

里
的
。

⑨

『
へ
ッ
、×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
、
よ
し
み
ん
な
歩
け
ッ
！
』（
私
服
の

や
つ
ら
に
体
当
り
だ
）

「

、
他
敢
捕

？
他

的
要
捕
一

去
！11

）
」

以
上
の
例
を
全
体
的
に
見
れ
ば
、「
×
」
は
た
い
て
い
文
字
に
直
さ
れ
た
が
、

そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
残
さ
れ
た
の
は
、
固
有
名
詞
で
あ
る
。
徐

突
微
は
、
具
体
的
な
内
容
を
知
ら
な
い
が
、
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
、
そ
の
ま
ま
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
×
」
を
文
字
に
書
き
換
え
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
合
っ
て
い
る
も
の
と
合

っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
合
っ
て
い
る
場
合
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

例
①
は
原
文
と
全
く
合
致
し
て
い
る
。「
革
命
」
思
想
に
燃
え
た
徐
突
微
は
こ

の
こ
と
ば
を
間
違
え
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
例
②
「
累
死
」
は
「
疲
れ
き
っ

て
死
ぬ
」
の
意
味
で
、「
倒
れ
る
」
の
意
味
と
ぴ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
意
味
は
通
じ
る
。

正
し
く
な
い
場
合
は
い
く
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
。
例
③
「

別
」

（
長
く
別
れ
る
、
つ
ま
り
死
別
）
は
母
親
と
父
親
の
間
の
こ
と
と
な
る
が
、「
首

に
な
る
」
は
母
親
と
工
場
側
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
ず
れ
は
文
脈
の
読
み
間
違
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い
と
こ
と
ば
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
例
④
の
「
好
容
易
把
工
人

到
一

」

（
や
っ
と
労
働
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
）
と
「
労
働
者
を
騙
し
通
せ
た
ら
」
は

意
味
が
全
然
違
う
。
こ
れ
は
前
後
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
読
み
取
り
に
く
い

の
で
、
古
丁
は
自
分
の
理
解
で
適
当
に
当
て
た
と
思
わ
れ
る
。
例
⑤
の
「
印
刷

局
女
工
」
と
「
女
工
」
は
あ
っ
て
い
る
が
、
最
後
の
「
人
」
は
「
女
工
」
と
ず

れ
て
い
る
。
お
道
は
女
工
と
い
う
呼
び
方
に
反
感
を
持
つ
。
安
い
賃
金
で
働
き
、

肺
病
に
罹
っ
て
、
首
に
な
っ
た
ら
売
春
婦
に
な
る
、
と
い
う
女
工
の
運
命
に
抵

抗
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
女
工
」
を
「
人
（
人
間
）」
に
書
き
換
え
る
と
、

「
女
工
」
は
「
人
間
」
と
対
立
概
念
と
な
り
、
非
人
間
的
な
も
の
と
な
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
原
文
の
お
道
の
言
い
た
い
こ
と
が
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
さ
せ
ら

れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
の
圧
迫
と
被
圧
迫
、
搾
取
と
被
搾
取
の

矛
盾
が
も
っ
と
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
例
⑥
の
「
行

礼
回
来
」（
礼
を

し
て
か
ら
帰
る
）
と
「
忠
君
愛
国
を
誓
っ
て
」
と
は
意
味
の
重
さ
が
違
う
。「
忠

君
愛
国
を
誓
う
」
は
、
修
養
団
の
「
修
養
」
の
内
容
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級

思
想
と
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
言
で
工
場
側
の
勧
め
た
修
養
団
と
労

働
組
合
の
鋭
い
対
立
が
分
か
る
。「
礼
を
し
て
か
ら
帰
る
」
と
し
て
し
ま
っ
て

は
、
労
働
者
運
動
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
社
会
背
景
が
そ
れ
ほ
ど
明
確
に
な
ら

な
い
し
、
お
道
の
修
養
団
か
ら
組
合
へ
と
転
向
す
る
こ
と
の
正
し
さ
と
難
し
さ

が
弱
く
な
る
。
従
っ
て
、
小
説
の
説
得
力
も
弱
く
な
る
。
こ
の
ず
れ
の
生
ま
れ

た
原
因
は
、
翻
訳
者
が
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
に
対
抗
し
た
勢
力
と
思
想
に

関
す
る
知
識
が
乏
し
い
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
査
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
⑦
「
守

」
は
一
つ
の
会
社
や
建
物
の
安
全
と
秩
序

の
た
め
警
備
す
る
役
目
を
果
た
す
人
で
あ
る
が
、「
私
服
」
は
特
別
高
等
警
察

で
専
門
に
思
想
犯
を
取
り
し
ま
る
国
家
暴
力
機
関
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
性
質

は
ま
っ
た
く
違
う
。

こ
の
ず
れ
の
原
因
と
し
て
は
、
古
丁
が
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
に
関
す
る

情
報
に
よ
く
通
じ
て
い
な
い
、
特
に
特
別
高
等
警
察
が
工
場
の
労
働
組
合
運
動

ま
で
見
張
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
は
一
九

三
二
年
二
月
、
小
林
多
喜
二
（
一
九
〇
三
｜
一
九
三
三
）
が
特
別
高
等
警
察
に

よ
っ
て
虐
殺
さ
れ
た
事
件
は
、
中
国
左
翼
作
家
の
間
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
起

こ
し
て
い
た
。
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
の
機
関
誌
『
文
学
雑
誌
』
創
刊
号

（
一
九
三
三
年
四
月
）
に
張
露
薇
（
生
没
年
不
明
）
著
「
小
林
多
喜
二
哀
辞
」、
第

二
号
に
郁
達
夫
（
一
八
九
六
｜
一
九
四
五
）、
魯
迅
等
を
発
起
人
と
す
る
「
急
逝

し
た
小
林
遺
族
の
た
め
の
募
金
啓
（

横
死
小
林

族
募
捐

12
）

）」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
古
丁
は
特
高
の
存
在
は
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
こ
う
し
た
場
面
に

ま
で
登
場
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
の
「
労
農
党
」
は
固
有
名
詞
で
翻
訳
文
に
×
×
×
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
歴
史
知
識
の
欠
乏
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
の
「
労
農
党
」
は
お

そ
ら
く
一
九
二
九
年
十
一
月
に
結
党
し
た
大
山
郁
夫
（
一
八
八
〇
｜
一
九
五
五
）

を
委
員
長
と
す
る
左
翼
合
法
政
党
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
合
法
で
あ
る
か
ら
労
働

者
が
堂
々
と
組
織
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
⑨
の
「
私
服
の
や
つ
ら
に
体
当

り
だ
」
を
「
他
敢
捕

？
」
に
す
る
の
は
、
完
全
に
文
脈
か
ら
読
み
取
り
間
違
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い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
面
白
い
の
は
、
原
文
に
な
い
「
他

的
」
と
い
う

内
容
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
他

的
」
は
怒
り
を
表
す
時
使
わ
れ
る

ぞ
ん
ざ
い
な
こ
と
ば
で
、
労
働
者
等
下
層
社
会
の
人
が
よ
く
口
に
す
る
。
こ
の

こ
と
ば
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
労
働
者
の
会
話
が
中
国
の
労
働
者
の

会
話
に
変
わ
っ
た
。
実
は
、
主
人
公
の
名
前
お
道
も
「
欧
弥
琪
」（o

u
 
m
i

 
q
i

）
と
音
訳
さ
れ
て
中
国
人
っ
ぽ
い
名
前
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」
に
お
け
る
古
丁
の
翻
訳

は
①
中
国
無
産
者
階
級
革
命
の
情
勢
に
呼
応
し
て
テ
キ
ス
ト
を
選
ん
だ
。
②
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
歴
史
に
関
係
す
る
知
識
に
詳
し
く
な
く
、
翻
訳
の
た

め
の
調
査
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
③
古
丁
は
左
翼
青
年
で
、
革
命
の

熱
意
に
溢
れ
て
い
る
が
、
革
命
に
対
す
る
弾
圧
の
厳
し
さ
を
十
分
認
識
し
て
い

な
い
、
等
三
点
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①
②
は
、
そ
の
翻
訳
の
目
的

が
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
正
確
に
紹
介
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
原

文
の
背
景
に
つ
い
て
の
調
査
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
、
そ
れ
よ
り
、
中
国

労
働
者
の
革
命
闘
争
を
応
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
中
国
風
に
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
も
必
要
、
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
③
に
つ
い
て
は
革
命
運
動

が
実
際
に
こ
う
む
る
弾
圧
の
強
さ
を
認
識
し
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
た
め
の
心

構
え
も
出
来
な
い
、
従
っ
て
、
い
ざ
逮
捕
さ
れ
た
ら
転
向
か
変
節
す
る
可
能
性

が
高
く
な
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
後
の
古
丁
の
逮
捕
と
変
節
に
繫
が
る

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
古
丁
一
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

当
時
の
左
翼
青
年
の
通
弊
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

３

「
芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚

え
書

」

こ
れ
は
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
の
関
係
雑
誌
『
氷
流
』
第
二
巻
第
一
期
（
北

平
氷
流
社

一
九
三
三
年
七
月
）
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
原
文
、「
芸
術
理
論
に

於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」
は
、
蔵
原

惟
人
（
一
九
〇
二
｜
一
九
九
一
）
が
古
川
荘
一
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、
一
九
三

一
年
十
月
に
書
き
、
一
九
三
一
年
十
一
月
号
『
ナ
ッ
プ
』
に
発
表
さ
れ
て
い
た
。

蔵
原
自
身
が
以
前
に
書
い
た
理
論
を
批
判
し
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
第
十
六
回
大
会
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
第
十
一
回
総

会
な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
（
一
八
八
八
｜
一
九
三
八
）
の
日
和
見

主
義
的
理
論
の
基
礎
と
な
っ
た
機
械
論
、
デ
ボ
ー
リ
ン
（
生
没
年
不
明
）
一
派

の
観
念
論
の
弱
点
の
徹
底
的
な
暴
露
、
哲
学
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ン
的
段
階
に
達

し
た
意
義
の
せん

明めい
で
あ
る
。
ま
た
、
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
（
一
八
五
六
｜
一
九
一

八
）、
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
デ
ボ
ー
リ
ン
に
影
響
さ
れ
た
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸

術
理
論
を
「
新
し
い
段
階
の
見
地
か
ら
、
即
ち
国
際
的
・
国
内
的
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
運
動
の
実
践
に
於
け
る
新
し
い
段
階
の
見
地
か
ら
、
そ
し
て
、
ま
た
哲
学
に

於
け
る
レ
ー
ニ
ン
的
段
階
の
見
地
か
ら
」
批
判
し
、
止
揚
す
る
。
批
判
さ
れ
た

蔵
原
の
以
前
に
書
い
た
理
論
は
、
主
に
芸
術
と
政
治
の
関
係
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
、
芸
術
に
於
け
る
形
式
と
内
容
の
関
係
な
ど
六
点
に

及
ぶ
。
そ
の
批
判
の
目
的
は
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
理
論
を
レ
ー
ニ
ン
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的
哲
学
段
階
に
方
向
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

翻
訳
の
最
後
に
「
訳
者
附
識
」
が
付
け
て
あ
る
が
、
中
に
は
主
に
二
つ
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
ソ
連
文
学
は
も
う
す
で
に
レ
ー
ニ
ン
段
階

に
入
っ
て
い
る
。
日
本
も
古
川
荘
一
郎
の
こ
の
文
章
に
よ
っ
て
レ
ー
ニ
ン
段
階

に
達
し
た
。
し
か
し
、
中
国
で
は
ま
だ
レ
ー
ニ
ン
段
階
に
達
し
て
い
な
い
、
と
。

中
国
左
翼
作
家
聯
盟
は
そ
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
芸
術

理
論
及
び
批
評
理
論
を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
先
ず
ソ
連

と
日
本
の
文
芸
理
論
を
翻
訳
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
。
ソ
連
の
も
の
は
ロ
シ
ア

語
か
ら
直
接
翻
訳
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
（
例
、
瞿
秋
白
（
一
八
九
九
｜
一
九
三

五
）
訳
「
唯
物
史
観
的
芸
術
論
」
等
）、
日
本
語
経
由
の
重
訳
も
あ
る
（
例
、
魯
迅
、

雪
峰
（
一
九
〇
三
｜
一
九
七
六
）
等
の
翻
訳
）。
日
本
の
場
合
は
、
青
野
季
吉

（
一
八
九
〇
｜
一
九
六
一
）、
宮
本
顕
治
（
一
九
〇
八
｜
二
〇
〇
七
）、
森
山
啓
（
一

九
〇
四
｜
一
九
九
一
）、
本
庄
陸
男
（
一
九
〇
五
｜
一
九
三
九
）
の
評
論
文
が
翻
訳

さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
十
二
月
三
十
日
、
コ
ッ
プ
（
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化

連
盟
）
の
成
立
後
、
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
メ
ン
バ
ー
、
日
本
亡
命
中
の

紺
弩

（
一
九
〇
三
｜
一
九
八
六
）
が
、
上
田
進
（
一
九
〇
七
｜
一
九
四
七
）
の
論
文
「
ソ

連
文
壇
最
近
的
理
論
闘
争13

）
」
を
翻
訳
し
て
、
ソ
連
文
壇
の
最
新
情
報
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
同
じ
く

紺
弩
が
、
蔵
原
惟
人
著
「
芸
術
の
内
容
と
形
式
」
も
翻

訳
紹
介
し
た
。
古
丁
の
こ
の
論
文
の
翻
訳
は
、
そ
れ
に
続
い
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
当
時
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
理
論
の
発
展
段
階
に
つ
い
て
の
最
先
端
の

論
文
と
思
わ
れ
る
。

紺
弩
は
亡
命
で
日
本
在
住
で
あ
る
が
、
古
丁
は
北
平
に

い
る
亡
命
学
生
に
過
ぎ
な
い
。
古
丁
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
文
壇
の
新
動
向
に
対

す
る
す
ば
や
い
反
応
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
訳
者
附
識
」
に
指
摘
さ
れ
た
二
つ
目
の
問
題
は
、
批
判
行
為
は
自
分
自
身

に
ま
で
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
成
立
前
、
創
造
社
、
太
陽
社
の
メ
ン
バ
ー
と
魯
迅
、

茅
盾
（
一
八
九
六
｜
一
九
八
一
）
等
の
間
で
展
開
さ
れ
た
「
革
命
文
学
」
に
関

す
る
論
争
が
長
く
続
い
て
い
た
。
創
造
社
の
メ
ン
バ
ー
、
特
に
後
期
創
造
社
の

李
初
梨
（
一
九
〇
〇
｜
一
九
九
四
）
ら
は
福
本
イ
ズ
ム
か
ら
強
い
影
響
を
受
け

た
と
言
わ
れ
る
。
古
丁
は
左
聯
メ
ン
バ
ー
の
思
想
傾
向
を
把
握
し
、
そ
れ
を
念

頭
に
入
れ
な
が
ら
二
つ
目
の
問
題
を
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
学
生
に
過

ぎ
な
い
古
丁
で
あ
る
が
、
中
国
左
翼
革
命
文
学
理
論
を
発
展
さ
せ
る
責
務
を
担

お
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
態
度
は
、
そ
の
加
入
し
て
か
ら
す
ぐ
に
北
方
部
の
組

織
部
長
に
選
ば
れ
る
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
論
文
に
お
け
る
古
丁
の
翻
訳
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
。

中
国
左
翼
作
家
聯
盟
メ
ン
バ
ー
の
翻
訳
に
は
原
文
に
忠
実
な
直
訳
が
多
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
直
訳
が
い
ち
ば
ん
簡
単
な
方
法
で
取
り
や
す
い
。
翻

訳
者
に
は
青
年
学
生
が
多
く
て
、
知
識
の
蓄
積
等
の
限
界
も
あ
る
。
②
魯
迅
が

直
訳
を
提
唱
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
夏
目
漱
石
著
『
こ
こ
ろ
』
の
翻

訳
を
分
析
す
る
時
詳
し
く
論
じ
る
。
③
直
訳
し
た
文
章
に
は
原
文
の
風
格
が
よ

り
多
く
保
た
れ
、
外
国
も
の
ら
し
い
、
近
代
的
な
も
の
ら
し
い
趣
が
あ
る
、
と

三
つ
考
え
ら
れ
る
。
直
訳
の
短
所
は
翻
訳
文
が
難
解
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
会
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話
文
な
ど
短
い
文
章
が
多
い
小
説
の
場
合
は
、
直
訳
の
マ
イ
ナ
ス
の
一
面
が
そ

れ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
論
文
の
場
合
、
特
に
長
文
が
多
い
場
合
は
、
そ
の

弊
害
が
隠
せ
な
い
。
次
に
例
を
示
し
な
が
ら
古
丁
の
翻
訳
を
分
析
す
る
。

①

日
本
に
於
け
る
芸
術
理
論
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
プ
レ
ハ

ー
ノ
フ
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
デ
ボ
ー
リ
ン
の
メ
ン
シ
エ
ヴ
イ
キ
ー
的
、
右
翼

日
和
見
主
義
的
理
論
＋
弁
証
法
的
唯
物
論
の
単
な
る
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ー
に

過
ぎ
な
い

福
本
の
極
左
日
和
見
主
義
的
理
論
の
影
響
を
蒙
っ
て
来
た
。

在
日
本
的

理

、
到

在
、
不
知
不

的
蒙
受
了
浦
列
哈

夫
、
布

哈
林
、
德
波
林
的

塞

克
、

不

是
右

机
会
主

底
理

＋

法
底
唯
物

的

的
漫
画
（C

a
rica

tu
re

）
的
宗
派
的

左
机
会
主

底
理

的
影

。

原
文
は
、
主
語
が
「
日
本
芸
術
理
論
」、
述
語
が
「
蒙
っ
て
き
た
」、
目
的
語

が
「
〜
の
影
響
」
で
あ
る
。
翻
訳
の
文
章
は
主
語
、
述
語
、
目
的
語
が
原
文
と

一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
問
題
が
な
い
が
、
述
語
と
目
的
語
の
間
の
距
離
、

つ
ま
り
目
的
語
の
修
飾
語
が
長
す
ぎ
て
、
文
章
が
分
か
り
に
く
い
。
二
つ
か
三

つ
の
文
章
に
し
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
く
な
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
直
訳
な
の
に
、
な
ぜ
か
落
と
さ
れ
た
こ
と
ば
が
あ
る
。

そ
れ
は
「
福
本
」
と
い
う
二
つ
の
字
で
あ
る
。
原
文
の
「
福
本
の
極
左
日
和
見

主
義
的
理
論
」
は
福
本
イ
ズ
ム
に
限
っ
て
い
る
が
、「

左
机
会
主

」
と
な

る
と
、
そ
の
指
す
範
囲
が
広
く
な
る
。
前
に
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
中
国
で
は

李
初
梨
ら
の
よ
う
な
福
本
イ
ズ
ム
か
ら
影
響
を
受
け
た
「

左
机
会
主

」
も

あ
れ
ば
、
共
産
党
内
部
で
李
立
三
（
一
八
九
九
｜
一
九
六
七
）
の
よ
う
に
直
接

ソ
連
の
影
響
を
受
け
た
「

左
机
会
主

」
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に

対
応
し
て
、
古
丁
は
、
対
象
の
特
定
を
避
け
、
多
く
の
人
に
自
己
批
判
を
し
て

も
ら
お
う
と
、「
福
本
」
の
二
字
を
落
と
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

②

こ
の
問
題
と
関
連
し
て
文﹅

学﹅
（
芸
術
）
の
党﹅

派﹅

性﹅

の
問
題
（
レ
ー
ニ
ン

『
文
学
は
×
の
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』）
が
立
っ
て
い
る
。

和

着
、
有
文
学
（

）
的
党
派
性
的

在
站
着
、（
列

‥
「
文
学
必

成

党
的

西
」、）

中
国
語
で
は
「
站
着
」
は
「
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
は
あ
る
が
、

「
遮
る
も
の
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
な
い
。
ゆ
え
に
、

「
問
題
在
站
着
」（
問
題
が
立
っ
て
い
る
）
と
の
意
味
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
よ
く

意
味
を
考
え
ず
に
逐
語
訳
的
に
翻
訳
す
る
態
度
と
い
え
る
。

③

『
我
々
は
内
容
は
卒
業
し
た
か
ら
形
式
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
完
全
に
意
味
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
。

（
省
略
）

、
是
不

意
思
的
。
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「
意
味
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
」
と
は
、「
意
味
が
な
い
」「
無
意
味
」
を
意
味

す
る
が
、「
不

意
思
的
」
の
い
ち
ば
ん
単
純
な
意
味
で
も
「
意
思
が
足
り
な

い
」
で
、
こ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。

④

ま
た
芸
術
作
品
を
唯
単
に
特
定
の
階
級
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
反
映
で
あ
る

と
い
う
だ
け
で
も
不
十
分
で
あ
る
。

有
、
只

作
品
是

的
特
定
的

底
意
德
沃
洛
基
（

念
形

）
的
反
映
也
是
不
充
分
的
。

訳
文
に
、「
的
」（「
底
」＝

「
的
」）
が
四
つ
も
連
用
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語

文
と
し
て
は
く
ど
く
て
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
の
日
本
語
の
文
章
も
翻
訳

体
の
そ
れ
で
あ
り
、
当
時
の
左
翼
的
な
風
潮
に
満
ち
た
も
の
で
、
当
時
の
日
本

の
左
翼
理
論
の
雰
囲
気
が
古
丁
に
伝
染
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑤

こ
の
批
判＝

発
展
は
、
唯
最
近
に
於
け
る
国
際
的
及
び
国
内
的
な
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
運
動
の
実
践
の
観
点
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
哲
学
の
レ
ー
ニ
ン
的
段

階
の
観
点
か
ら
の
み
為
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
、
こ
れ
ら

の
理
論
に
よ
っ
て
さ
へ
克
服
さ
れ
た
一
切
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
、
社
会
民

主
々
義
的
『
芸
術
理
論
』（
日
本
に
於
て
は
平
林
イ
ズ
ム
、
青
野
イ
ズ
ム

等
々
）
の
復
活
を
ゆ
る
す
も
の
で
な
い
ば
か
り
か
、
反
っ
て
そ
れ
に
最
後

の
と
ど
め
を
刺
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

批
判
｜

展
、

最
近
的
国

底
及
国
内
底
的
普
洛
列
塔
利

的

践
的

点
、
而
且
、

哲
学
的
列

底

段
的

点
、
才
能
做

得
到
‥
那

不
允

要
是
被

些
理

克
服
就
算
完
事
的
一
切
布

底
、
社
会
民
主
主

底
「

理

」（
在
日
本
是
平
林ism

,

青
野

ism

。）
的

活
、
不

如
此
、
反
而
、
要

一

最
后
的
致
命
的
制
止14

）
。

翻
訳
文
の
傍
線
部
は
目
的
語
「

活
」
の
限
定
語
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
。
し

か
も
こ
の
限
定
語
の
中
に
は
さ
ら
に
限
定
と
被
限
定
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま

す
ま
す
複
雑
に
な
る
。

古
丁
は
、
中
国
左
翼
文
学
理
論
を
レ
ー
ニ
ン
段
階
に
突
入
さ
せ
、
ま
た
そ
の

突
入
さ
せ
る
際
に
自
己
批
判
の
必
要
性
等
を
、
古
川
荘
一
郎
著
「
芸
術
理
論
に

於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」
の
翻
訳
を

通
し
て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
翻
訳
の
方
法
は
直
訳
を
取
っ
て
い
る
の

で
、
翻
訳
文
の
中
に
文
法
に
合
わ
な
い
言
葉
の
使
い
方
や
機
械
的
な
逐
語
訳
が

見
ら
れ
る
。
一
方
、
中
国
の
現
実
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
原
文
を
書
き
換
え
た

り
も
し
て
い
る
。

北
平
時
代
の
古
丁
は
、「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」
と
「
紙
幣
乾

燥
室
の
女
工
」
と
「
芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」
を
翻
訳
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
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ア
国
際
連
帯
の
提
唱
、
労
働
者
の
闘
い
、
革
命
文
芸
理
論
の
建
設
で
、
こ
の
時

期
の
翻
訳
は
革
命
の
た
め
の
翻
訳
と
も
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
翻
訳
は
、

中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
活
動
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
主
な
目
的
は
共
産
党
指
導

下
に
あ
る
革
命
運
動
へ
の
呼
応
と
応
援
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
テ
キ
ス
ト

の
選
択
も
翻
訳
も
こ
の
目
的
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

中
国
女
工
の
闘
い
の
参
考
に
す
る
た
め
に
文
戦
派
、
岩
藤
雪
夫
の
小
説
を
翻
訳

し
な
が
ら
、
中
国
革
命
文
芸
理
論
の
発
展
を
促
そ
う
と
し
て
戦
旗
派
の
蔵
原
惟

人
の
論
文
を
翻
訳
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
に
お
け
る
党
派
的
な
対
立
は
無
視
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

翻
訳
の
方
法
は
基
本
的
に
素
朴
な
直
訳
を
取
っ
て
い
る
が
、
中
国
の
革
命
運

動
の
現
状
に
合
わ
せ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
多
少
書
き
換
え
る
こ
と
も
見
ら

れ
る
。
そ
の
翻
訳
の
や
り
方
か
ら
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
燃
え
て
、
中
国
革

命
、
と
り
わ
け
革
命
文
芸
理
論
建
設
の
た
め
に
努
力
す
る
古
丁
像
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
翻
訳
か
ら
は
、
古
丁
は
満
鉄
の
小
学
校
・
中
学
校
教
育
を

受
け
た
も
の
の
、
日
本
左
翼
文
学
運
動
の
歴
史
や
弾
圧
の
厳
し
さ
、
徹
底
ぶ
り

に
は
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

「
満
洲
国
」
時
代
の
翻
訳

一
九
三
三
年
八
月
ご
ろ
、
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
組
織
部
長
、
古
丁
は

逮
捕
さ
れ
、
北
平
の
中
山
公
園
で
他
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
共
産
党
を
攻
撃
す
る

記
者
会
見
を
し
た
。
そ
の
様
子
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
古
丁
は
故

郷
の
長
春
に
戻
る
。「
満
洲
国
」
の
首
都
に
な
っ
た
長
春
、
今
の
新
京
に
は
、

新
し
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん
建
て
ら
れ
、
街
中
に
建
設
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い
る
。

町
の
権
力
者
の
座
に
日
本
人
が
座
っ
て
お
り
、
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た

清
の
廃
帝
溥
儀
が
「
満
洲
国
」
の
執
政
と
な
っ
て
い
る
。
新
文
化
運
動
の
中
で

痛
烈
に
批
判
さ
れ
た
四
書
を
民
衆
は
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
忠
、
孝
、
節
等

儒
教
の
旧
道
徳
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。「
協
和
服
」
を
纏
う
人
が
町
を
闊
歩
し

て
お
り
、
長
春
は
す
で
に
「
王
道
主
義
者
」
の
町
と
な
っ
た
。

古
丁
の
六
十
八
歳
の
父
親
は
他
人
と
共
同
経
営
し
た
百
貨
店
が
満
洲
事
変
に

よ
っ
て
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
家
族
六
人
が
不
動
産
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
た
。

古
丁
は
早
く
就
職
し
て
長
男
と
し
て
一
家
の
生
計
を
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
就
職
口
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
名
前
を
徐
長
吉
と
変
え
、
公
学
堂

時
代
の
先
生
の
コ
ネ
に
縋
り
、
年
齢
を
五
歳
も
偽
っ
て
、
一
九
三
三
年
の
末
ご

ろ
漸
く
国
務
院
統
計
処
属
官
の
職
に
つ
い
た15

）
。
そ
の
後
、
一
九
三
四
年
十
月
か

ら
三
ヶ
月
間
内
閣
統
計
局
統
計
職
員
養
成
所
聴
講
生
と
し
て
訪
日
し
た16

）
。
国
務

院
で
は
、
古
丁
は
公
学
堂
時
代
の
同
級
生
外
文
（
一
九
一
〇
｜
？
）
と
、
中
東

鉄
道
で
働
い
た
経
験
を
持
つ
疑
遅
（
一
九
一
三
｜
？
）
と
親
し
く
な
り
、
一
九

三
六
年
あ
た
り
に
「
芸
術
研
究
会17

）
」
を
結
成
し
て
、
文
学
活
動
を
行
う
。
こ
の

時
の
古
丁
の
心
境
に
つ
い
て
、
疑
遅
が
そ
の
回
想
録
の
中
で
こ
う
語
る
。

…
…
こ
の
溝
は
ま
さ
に
両
民
族
の
間
の
溝
だ
。
こ
れ
は
大
和
民
族
か
ら
く

る
優
越
感
の
せ
い
だ
。
多
く
の
事
実
は
こ
れ
を
証
明
す
る
。
例
え
ば
、
教
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育
の
設
備
や
商
品
の
供
給
…
…

あ
れ
は
溝
で
は
な
い
、
格
差
だ
。
主
人
と
奴
隷
、
征
服
者
と
被
征
服
者
の

間
に
は
、
こ
の
格
差
が
あ
る
ん
だ18

）
。

以
上
の
引
用
は
古
丁
と
外
文
の
会
話
で
あ
る
。
北
平
で
『
味
方

民
族
主

義
を
蹴
る

』
の
翻
訳
を
通
し
て
日
本
人
労
働
者
と
の
連
帯
を
謳
っ
た
古
丁

が
、「
民
族
協
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
満
洲
国
」
で
は
、

地
元
民
族
と
優
越
感
を
持
つ
大
和
民
族
と
の
間
に
「
溝
」
を
見
る
。
一
方
、
そ

の
親
友
の
外
文
の
目
に
は
、
そ
れ
は
溝
で
は
な
く
、
主
人
と
奴
隷
、
征
服
者
と

被
征
服
者
の
格
差
に
見
え
る
。
彼
ら
は
「
満
洲
国
」
の
中
枢
機
構
国
務
院
統
計

処
に
勤
め
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の

「
溝
」
や
「
格
差
」
が
は
っ
き
り
見
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

芸
術
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
よ
う
に
会
話
を
交
わ
し
た
り
、
励
ま
し
あ

っ
た
り
し
て
、
新
聞
や
雑
誌
に
文
章
を
投
稿
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
創

作
は
難
し
い
が
、
発
表
は
も
っ
と
難
し
い19

）
」
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
漸
く
チ

ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
た
の
は
一
九
三
六
年
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
時
、
古
丁
ら
は
、
弘
報
処
が
中
国
語
の
総
合
雑
誌
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
昔
の
先
生
の
紹
介
で
雑
誌
『
明
明
』
の
創
刊
に
携
わ
る
よ
う
に
な

る
。
彼
等
は
自
分
で
資
金
を
出
さ
ず
に
発
表
の
場
を
得
る
こ
と
が
出
来
、「
方

向
な
き
方
向
」（「
没
有
方
向
的
方
向
」、
内
実
は
文
学
に
「
×
×
主
義
」
等
の
レ
ッ

テ
ル
を
張
ら
な
い
と
い
う
意
味
）
に
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
「
書
く
と
刷
る
」（「
写

与
印
」）
よ
う
に
な
る
。
こ
の
雑
誌
は
一
九
三
七
年
三
月
に
総
合
雑
誌
と
し
て

創
刊
さ
れ
、
第
一
巻
第
六
期
か
ら
純
文
学
雑
誌
に
変
わ
る
。
一
九
三
八
年
八
月

十
九
号
で
停
刊
す
る
ま
で
に
、
一
九
三
七
年
十
一
月
に
魯
迅
逝
去
一
周
年
記
念

の
「
魯
迅
記
念
特
輯
」、
十
二
月
「
日
本
文
学
紹
介
特
輯
」
な
ど
特
集
号
を
出

し
た
。
古
丁
訳
「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
石
川
啄
木
著
「
悲
し
き
玩
具
」
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
集
号
に
発
表
さ
れ
た
。『
明
明
』
の
停
刊
後
、
古
丁
ら
は
「
芸
文
志

事
務
会
」
を
結
成
し
、
一
九
三
九
年
六
月
に
文
芸
誌
『
芸
文
志
』
を
創
刊
す
る
。

『
芸
文
志
』
も
第
三
期
で
停
刊
し
た
が
、
古
丁
訳
夏
目
漱
石
著
「
一
夜
」
と
武

者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
｜
一
九
七
六
）
著
「
井
原
西
鶴
」
が
同
誌
に
発
表
さ

れ
た
。
な
お
、
一
九
三
九
年
十
月
に
、
古
丁
訳
夏
目
漱
石
著
の
長
編
小
説

『
心
』
が
満
日
文
化
協
会
よ
り
東
方
国
民
文
庫
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
る
。
一

九
四
一
年
対
米
英
戦
争
の
開
始
に
伴
い
、「
満
洲
国
」
も
戦
時
体
制
に
入
る
。

一
九
四
二
年
、
古
丁
訳
大
川
周
明
（
一
八
八
六
｜
一
九
五
七
）
著
『
米
英
東
亜

侵
略
史
』
が
単
行
本
と
し
て
芸
文
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
る
。
一
九
四
三
年
十
一

月
、
満
洲
文
芸
家
協
会
の
「
満
語
」
機
関
誌
と
し
て
『
芸
文
志
』
が
創
刊
さ
れ
、

そ
こ
に
古
丁
訳
高
村
光
太
郎
（
一
八
八
三
｜
一
九
五
六
）
の
詩
、
吉
川
英
治
（
一

八
九
二
｜
一
九
六
二
）
著
「
宮
本
武
蔵
」
が
発
表
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
四
五
年
八
月
の
「
満
洲
国
」
の
崩
壊
ま
で
、
古
丁
は
数

多
く
文
学
作
品
を
翻
訳
し
た20

）
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
大
体
の
傾
向
か

ら
見
れ
ば
、「
満
洲
国
」
で
の
古
丁
の
翻
訳
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が

出
来
る
。
第
一
段
階
（
一
九
三
七
年
）、「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
石
川
啄
木
の
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「
悲
し
き
玩
具
」
等
左
翼
的
傾
向
の
作
品
翻
訳
。
第
二
段
階
（
一
九
三
八
年
〜
一

九
四
一
年
）、
夏
目
漱
石
の
『
心
』
と
武
者
小
路
実
篤
の
『
井
原
西
鶴
』
等
文

学
作
品
の
翻
訳
。
第
三
段
階
（
一
九
四
二
年
〜
一
九
四
五
年
）、
大
川
周
明
著

『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
と
高
村
光
太
郎
著
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
と
吉
川
英
治
著

『
宮
本
武
蔵
』
等
時
局
的
と
思
わ
れ
る
物
の
翻
訳
。
そ
の
各
段
階
に
お
い
て
の

翻
訳
に
、
歴
史
背
景
と
政
治
環
境
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
つ
の
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
は
何
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
丁
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た

の
か
、
次
は
、
時
間
順
を
追
っ
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
の
前
に
、

当
時
の
「
満
洲
国
」
の
社
会
情
勢
と
翻
訳
界
の
実
状
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

中
国
東
北
地
方
は
漢
、
満
、
鮮
、
露
等
二
十
幾
つ
も
の
民
族
が
居
住
し
て
い

る
。
民
族
間
の
交
流
を
図
る
た
め
に
、
昔
か
ら
通
訳
、
翻
訳
の
活
動
が
行
わ
れ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
中
華
民
国
時
代
か
ら
外
国
文
学
の
翻
訳
も
始
ま
っ
た
。

一
九
三
二
年
に
建
国
さ
れ
た
「
満
洲
国
」
が
、「
民
族
協
和
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
関
内
と
違
う
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
、
中
国
文
化
と

違
っ
た
「
満
洲
国
」
文
化
の
確
立
を
急
ぐ
。
文
学
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
四

一
年
三
月
に
公
布
さ
れ
た
『
芸
文
指
導
要
綱
』
は
上
か
ら
文
化
活
動
全
般
に
対

し
て
官
僚
的
な
締
め
付
け
を
強
め
る
も
の
で
あ
り
、「
此
の
国
土
に
移
植
さ
れ

た
る
日
本
文
芸
を
経
と
し
、
原
住
諸
民
族
固
有
の
芸
文
を
緯
と
し
、
世
界
芸
文

の
粋
を
取
り
入
れ
織
り
成
し
た
る
渾
然
独
自
の
芸
文
た
る
べ
き
も
の
と
す
」
と

述
べ
て
い
る21

）
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
目
標
の
中
に
は
「
世
界
芸
文
の
粋
を
取
入

れ
」
る
と
の
文
句
が
あ
る
の
で
、
翻
訳
は
、「
満
洲
国
」
の
政
策
に
沿
っ
た
こ

と
と
し
て
、
堂
々
と
行
う
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、「
満
洲
国
」

の
政
治
、
経
済
領
域
か
ら
日
常
生
活
ま
で
、
翻
訳
、
通
訳
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
。
出
版
界
に
お
い
て
は
、
満
日
文
化
協
会
が
「
東
方
国
民
文
庫
」
を
出
し
、

中
に
は
日
本
語
も
の
と
中
国
語
も
の
が
あ
る22

）
。
文
学
分
野
も
例
外
で
は
な
い
。

長
谷
川

（
一
九
〇
六
｜
一
九
七
三
）
が
翻
訳
し
た
ロ
シ
ア
人
作
家
バ
イ
コ
フ

（
一
八
七
二
｜
一
九
五
六
）
の
『
虎
』（
満
洲
日
日
新
聞
社

大
連
日
日
新
聞
社
、
一

九
四
一
）、『
偉
大
な
る
王
』（
文
藝
春
秋
社
、
一
九
四
一
）
等
は
日
本
本
土
で
一

時
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。
大
内
隆
雄
（
一
九
〇
七
｜
一
九
八
〇
）
訳
で
は
、「
満

人
」
作
家
の
短
編
小
説
集
『
原
野
』（
三
和
書
房
、
一
九
三
九
）『
蒲
公
英
』、

（
三
和
書
房
、
一
九
四
〇
）、
古
丁
著
『
平
沙
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
）
等
も

日
本
国
内
で
出
版
さ
れ
た
。

「
満
人
」
作
家
に
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
、
英
語
、
ロ
シ
ア
語
に
堪
能
な
人
が

い
て
、
彼
ら
も
積
極
的
に
世
界
各
国
の
文
学
を
翻
訳
紹
介
す
る
。
出
版
さ
れ
た

単
行
本
は
、
古
丁
訳
の
夏
目
漱
石
著
『
心
』（
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
）
の

ほ
か
に
、
山
丁
（
一
九
一
四
｜
一
九
九
五
）
編
『
近
代
世
界
詩
選
』（
満
洲
図
書

株
式
会
社
、
一
九
四
一
）、
芸
文
志
事
務
会
編
『
訳
叢
』（
芸
文
書
房
、
一
九
四

一
）、
李
君
猛
（
生
没
年
不
詳
）
訳
夏
目
漱
石
の
『
草
枕
』（
益
智
書
店
、
一
九
四

四
）
と
菊
池
寛
（
一
八
八
八
｜
一
九
四
八
）
の
『
貞
操
問
答
』（
益
智
書
店
、
一
九

四
四
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、

雪
笠
（
生
没
年
不
明
）
訳
火
野
葦
平
（
一
九
〇
七

｜
一
九
六
〇
）
の
『
麦
と
兵
隊
』
と
『
土
と
兵
隊
』
も
早
く
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
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単
行
本
の
ほ
か
に
、
新
聞
や
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

古
丁
を
は
じ
め
と
す
る
芸
文
志
事
務
会
は
、「
満
洲
国
」
の
「
満
人
」
文
学

翻
訳
界
で
最
も
活
躍
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
文
芸
の
歴
史
が
貧
弱

な
満
洲
文
壇
に
は
翻
訳
が
必
要
だ
、
日
本
や
中
華
民
国
と
比
べ
た
ら
、「
満
洲

国
」
の
翻
訳
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
、
と
認
識
し
、
創
作
と
翻
訳
に
励
む
。
特

に
、
古
丁
は
出
版
界
に
世
界
文
学
全
集
の
翻
訳
出
版
を
呼
び
か
け
、
一
九
四
二

年
十
一
月
の
「
大
東
亜
文
学
者
大
会
」
の
分
科
会
で
大
東
亜
文
化
交
流
の
た
め

に
国
立
編
訳
館
の
設
立
を
提
言
し
た
。
結
局
、
世
界
文
学
全
集
の
出
版
は
実
現

し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
『
世
界
名
小
説
選
』（
一
九
四
一
｜
一
九
四

二
）
が
満
洲
図
書
株
式
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
（
筆
者
は
五
号
ま
で
確
認
し
て
い

る
）。
国
立
編
訳
館
は
満
日
文
化
協
会
等
の
協
力
を
得
、
準
備
が
最
後
ま
で
行

わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
そ
の
設
立
が
見
送
ら
れ
た
。

一
九
三
二
年
「
満
洲
国
」
の
建
国
、
一
九
三
七
年
日
中
全
面
戦
争
の
開
始
、

一
九
四
一
年
十
二
月
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
、
ま
た
、
日
本
の
蔣
介
石
政
府
や
米

英
と
の
関
係
の
変
化
等
、
時
期
情
勢
に
応
じ
て
「
満
洲
国
」
で
施
さ
れ
た
文
化

政
策
が
変
わ
る
。
こ
の
変
化
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
古
丁
が
翻
訳
し

た
テ
キ
ス
ト
の
内
容
と
傾
向
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）

第
一
段
階
（
一
九
三
七
年
）
の
翻
訳

１

「
魯
迅
著
書
解
題
」

魯
迅
の
逝
去
一
年
後
の
一
九
三
七
年
改
造
社
よ
り
日
本
語
版
『
大
魯
迅
全

集
』（
全
七
巻
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
満
洲
国
」
に
も
輸
出
さ
れ
た
。

「
満
洲
国
」
で
は
そ
れ
ま
で
魯
迅
の
作
品
の
中
国
語
版
の
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、「
満
洲
国
」
の
「
満
人
」
に
は
魯
迅
作
品
を
読
む
チ
ャ
ン

ス
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

一
九
三
七
年
、
古
丁
は
『
大
魯
迅
全
集
』
の
各
巻
の
巻
末
の
「
解
題
」
を
ま

と
め
て
翻
訳
し
て
「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
の
題
名
で
『
明
明
』「
魯
迅
記
念
特

輯
号
」（
一
九
三
七
年
十
一
月
）
に
発
表
し
た
。「
解
題
」
は
全
集
の
各
巻
の
最

後
に
載
っ
て
い
た
文
章
で
、
執
筆
者
に
は
増
田
渉
（
一
九
〇
三
｜
一
九
七
七
）、

鹿
地
亘
（
一
九
〇
三
｜
一
九
八
二
）、
胡
風
（
一
九
〇
二
｜
一
九
八
五
）、
松
枝
茂

夫
（
一
九
〇
五
｜
一
九
九
五
）、
小
田
岳
夫
（
一
九
〇
〇
｜
一
九
七
九
）
な
ど
が
い

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
古
丁
の
「
訳
後
贅
記
」
が
付
け
て
あ
る
。

「
訳
後
贅
記
」
の
中
で
、
古
丁
は
、
魯
迅
以
外
の
東
洋
作
家
に
は
「
全
集
」

の
刊
行
に
値
す
る
人
が
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
と
問
い
、
魯
迅
を
東
洋
の
も
っ
と

も
偉
大
な
作
家
の
一
人
に
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、「
彼
（
魯
迅

筆
者
注
）
は

人
間
と
し
て
一
人
し
か
い
な
い
し
、
彼
の
本
は
一
冊
し
か
な
い
の
だ
。
彼
の
、

今
日
か
ら
昔
へ
、
ま
た
昔
か
ら
今
日
へ
と
繰
り
返
し
て
論
じ
る
こ
と
の
目
的
は

一
つ
し
か
な
い
、
そ
れ
は
絶
望
の
中
か
ら
希
望
を
見
出
す
こ
と
だ
」
と
魯
迅
の
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精
神
を
ま
と
め
る
。「
魯
迅
の
著
作
に
縁
が
な
い
満
洲
の
読
者
に
も
、
こ
れ
だ

け
で
魯
迅
の
こ
と
が
だ
い
た
い
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
」
と
翻
訳
の
目
的

を
述
べ
る
。
な
お
、「
満
洲
に
は
文
学
が
あ
る
の
か
？

こ
れ
は
一
つ
の
鏡
だ
。

こ
れ
を
以
て
わ
れ
わ
れ
の
文
学
を
照
ら
そ
う
」
と
言
う
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、

魯
迅
の
「
絶
望
の
中
か
ら
希
望
を
見
出
す
」
精
神
を
学
ん
で
文
学
創
作
に
励
も

う
と
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、
魯
迅
の
「
絶
望
の
中
か
ら
希
望
を
見
出
す
」
こ
と
を
学
ぼ
う
と
言
っ

て
い
る
が
、
満
洲
の
文
学
者
に
と
っ
て
「
絶
望
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

「
満
洲
国
」
の
文
化
政
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
満
洲
国
」
で
は
一
九
三
二
年
九
月
に
「
治
安
警
察
法
」
が
公
布
さ
れ
、
民

衆
の
自
由
集
会
を
禁
止
し
た
。
そ
れ
は
各
地
の
激
し
く
な
る
ば
か
り
の
反
日
闘

争
を
撲
滅
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
年
十
月
に
「
出
版
法
」
が
発
布
さ
れ
る
。
そ

の
中
に
「
満
洲
国
」
の
国
家
組
織
的
大
綱
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
、
国
家
存
在

の
基
礎
を
危
う
く
す
る
、
外
交
及
び
軍
事
機
密
を
漏
洩
す
る
、
国
交
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
、
あ
る
い
は
破
壊
す
る
、
国
家
に
対
す
る
犯
罪
を
煽
る
、
な
ど

に
関
す
る
出
版
は
禁
止
さ
れ
る
、
と
規
定
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
占
領
と

「
満
洲
国
」
を
認
め
た
上
で
出
版
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
い

わ
ゆ
る
「
反
満
」「
抗
日
」
の
出
版
物
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、

「
満
洲
国
」
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
政
策
は
「
防
共
」
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年

の
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
成
立
に
伴
い
、
左
翼
文
学
運
動
が
満
洲
に
も
及
ん
だ
。

一
九
三
三
年
八
月
か
ら
「
満
洲
国
」
政
府
系
の
新
聞
『
大
同
報
』、
哈
爾
濱
の

『
国
際
協
報
』
等
に
、
左
翼
青
年
が
編
輯
し
た
文
学
欄
が
開
設
さ
れ
、
そ
こ
に

満
洲
農
村
動
乱
、
経
済
不
振
、
階
級
対
立
、
民
族
危
機
等
を
暴
露
す
る
文
章
が

発
表
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、「
満
洲
国
」
政
府
は
「
黒
竜
江
民
報
事
件
」（
一
九

三
六
年
）、「
哈
爾
濱
口
琴
社
」（
一
九
三
七
年23

）
）
事
件
を
起
こ
し
、
厳
し
く
取
り

締
ま
っ
た
。
左
翼
作
家
は
蕭
軍
（
一
九
〇
七
｜
一
九
八
八
）・
蕭
紅
（
一
九
一
一

｜
一
九
四
二
）
の
よ
う
に
関
内
に
逃
げ
た
り
、
金
剣
嘯
（
一
九
一
〇
｜
一
九
三

六
）・
侯
小
古
（
一
九
一
三
｜
一
九
三
七
）
の
よ
う
に
殺
さ
れ
た
り
す
る
。
ま
た
、

一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
全
面
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
日
本
本
土
は
総
力
戦
体

制
に
入
り
、「
満
洲
国
」
で
は
左
翼
的
、
反
日
的
言
論
の
取
締
り
が
い
っ
そ
う

厳
し
く
な
る
。
満
洲
文
芸
界
の
人
々
は
先
ず
命
の
保
全
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ゆ
え
に
、「
満
洲
国
」
文
壇
か
ら
は
、
進
歩
的
な
作
品
が
姿
を
消
し
て

し
ま
い
、「
小
市
民
の
遅
れ
た
意
識
に
あ
わ
せ
た
」「
粗
末
な
武
侠
、
哀
情
、
香

艶
、
探
偵
を
主
題
に
す
る
章
回
体
裁
の
小
説
」
が
盛
ん
に
な
り
、「
文
学
の
前

進
」
の
道
を
「
阻
害24

）
」
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
こ
の
風
潮
を
助
長
す
る
よ
う
に
、

第
一
回
盛
京
文
芸
賞
が
通
俗
文
学
に
与
え
ら
れ
た25

）
。

こ
の
よ
う
な
政
治
環
境
と
社
会
状
況
の
重
圧
を
受
け
、
通
俗
文
学
の
跋ばつ
扈こ
す

る
文
壇
の
中
で
、
新
文
学
の
発
表
の
場
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
満
洲
の
新
文
学

を
志
す
青
年
た
ち
は
、
日
本
民
族
と
の
「
溝
」
や
「
格
差
」
を
ま
す
ま
す
大
き

く
感
じ
、「
主
人
と
奴
隷
」「
征
服
者
と
被
征
服
者
」
と
い
う
意
識
が
ま
す
ま
す

強
く
な
っ
た
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
彼
等
は
「
絶
望
」
に
近
い
状
態
に
陥
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
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古
丁
の
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
客
観
的
な
原
因
の
ほ
か
に
、
個
人
的
体
験
も

考
え
ら
れ
る
。

最
後
の
夢
も
瞬
く
間
に
脆
く
て
破
れ
て
し
ま
っ
た
時
、
私
は
何
冊
か
の
辞

書
と
一
部
の
文
学
史
を
携
え
て
そ
の
埃
ま
み
れ
の
都
市
（
北
平

筆
者

注
）
を
離
れ
た
。
…
…
そ
れ
以
来
、
私
は
ほ
と
ん
ど
絶
望
に
陥
っ
て
し
ま

っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
援
け
に
よ
っ
て
日
々
を
送
り
、
忘
却
と
滅
亡
を
求

め
て
い
た
。
明
日
と
い
う
こ
と
は
更
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た26

）
。

逮
捕
、
そ
し
て
左
翼
革
命
の
流
れ
か
ら
の
脱
落
と
挫
折
も
、
古
丁
を
さ
ら
に

無
力
に
し
、
絶
望
さ
せ
る
原
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、「
落
ち
込
ん
で
久
し
く
な
る
と
、
心
身
と
も
疲
れ
を
感
じ
、
自

ら
更
新
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
、
同
じ
く
文
学
を
愛
好
す
る
何
人
か

の
友
人
が
偶
然
に
集
ま
っ
て
き
て
、
何
も
大
し
た
目
的
も
無
く
、
た
だ
励
ま
し

あ
っ
て
読
書
し
た
り
文
章
を
書
い
た
り
」
す
る
よ
う
に
な
る
。
古
丁
等
は
絶
望

の
中
か
ら
何
と
か
希
望
を
見
出
し
、「
淀
ん
だ
水
面
を
破
り
小
さ
な
波
浪
を
起

さ
せ
よ
う
」
と
す
る27

）
。
そ
れ
は
「
芸
術
研
究
会
」
の
結
成
と
『
明
明
』
の
創
刊

に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
文
学
の
道
を
歩
み
続
け
て
い
く
に
は
、
魯
迅
の
よ
う

な
強
く
て
希
望
を
持
っ
た
人
の
導
き
が
必
要
で
あ
る
。

ま
と
め
て
い
う
と
、「
魯
迅
著
書
解
題
」
を
翻
訳
し
た
目
的
と
し
て
主
に
三

つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
魯
迅
と
縁
の
な
い
満
洲
の
読
者
に
魯
迅
及
び
魯
迅
の
著

書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
二
つ
目
は
、
絶
望
に
近
い
満
洲
の
文
学
者
に
魯
迅
を

ひ
と
つ
の
「
鑑
」、
つ
ま
り
見
習
う
モ
デ
ル
や
目
標
と
し
て
提
示
す
る
。
三
つ

目
は
、
満
洲
文
学
者
及
び
自
分
自
身
を
励
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
目
的
に
は
彼
の

植
民
地
統
治
文
化
政
策
に
対
す
る
抗
争
、
現
実
文
壇
情
況
に
対
す
る
不
満
、
自

己
更
新
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
見
ら
れ
る
。

再
び
、「
訳
後
贅
記
」
に
戻
る
。
本
文
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
古
丁
は
、
①
原

文
の
中
に
魯
迅
の
作
品
の
引
用
が
あ
る
場
合
、
見
つ
か
っ
た
も
の
な
ら
そ
の
ま

ま
コ
ピ
ー
す
る
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
訳
出
す
る
。
②
原
文
の
中

に
削
除
し
た
り
、
或
い
は
書
き
替
え
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
、
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
し
た
、
と
い
う
二
点
を
書
い
て
い
る
。
こ

の
二
点
の
う
ち
②
の
ほ
う
が
興
味
深
い
。
い
っ
た
い
、
ど
こ
を
削
除
し
て
、
ど

こ
を
書
き
替
え
た
の
か
。
翻
訳
文
を
一
九
三
七
年
改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』

と
対
照
し
な
が
ら
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

先
ず
気
が
つ
く
の
が
、
各
巻
末
の
「
解
題
」
に
新
し
く
加
え
た
タ
イ
ト
ル
の

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
原
書
の
第
七
巻
「
解
題
」
の
「
書
簡
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
下
に
、
す
ぐ
に
鹿
地
亘
、
山
本
初
枝
（
生
没
年
不
詳
）、
増
田
渉
三
人
の

文
章
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
文
で
は
、
以
上
の
作
者
の
文
章
に
は
独
立
し
た
タ

イ
ト
ル
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
古
丁
の
訳
の
中
に
は
、
鹿
地
亘

の
文
章
に
「

是

迅
的

」（
こ
れ
は
魯
迅
の
絶
筆
で
あ
る
）、
山
本
初
枝

の
文
章
に
「
全
都
是
成

追

的

子
的

西
」（
す
べ
て
思
い
出
の
種
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
）、
増
田
渉
の
文
章
に
「
写

日
本
人
的

西
」（
日
本
人
へ
）
と
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そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
タ
イ
ト
ル
が
付
け
て
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、「
訳
後
贅
記
」

で
述
べ
た
と
お
り
、「
読
み
や
す
く
す
る
た
め
」
で
あ
る
。

次
に
、
そ
の
「
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
し
た
」
も
の
を
検
証
す
る
。
第

四
巻
の
『
随
筆
・
雑
感
集
』
の
巻
末
の
「
解
題
」
は
胡
風
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
。
胡
風
は
そ
も
そ
も
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
メ
ン
バ
ー
で
共
産
党
員
で
あ
っ

た
。
そ
の
文
章
に
は
「
左
翼
」
や
「
革
命
」
等
の
こ
と
ば
が
当
然
出
て
く
る
。

し
か
し
、
古
丁
の
訳
文
の
中
で
は
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
す
べ
て
消
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
中
に
は
削
除
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
書
き
替
え
ら
れ
た
も
の
も
あ

る
。以

下
の
六
つ
の
例
は
中
国
語
訳
文
章
か
ら
完
全
に
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
そ
れ
ぞ
れ
削
除
さ
れ
た
理
由
は
お
そ
ら
く
傍
線
部
の
文
言
が
あ
ら
わ
し
た
内
容
に
あ

る
。
傍
線
は
筆
者
が
引
い
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
文
末
の
括
弧
に
コ
メ
ン
ト
と
し

て
入
れ
て
お
く
。）

①

（
一
九
三
一
年
）
九
月
の
…
…
ま
で
は
、
僅
か
な
非
合
法
的
活
動
に
留
ま

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。（
満
洲
事
変
を
暗
示
す
る
）

②

反
動
勢
力
（
民
族
的
な
残
酷
な
敵
と
民
族
的
な
暗
黒
な
伝
統
）（
日
本
を
示
す
）

③

現
在
の
中
国
に
彼
が
生
き
て
往
く
限
り
、
当
然
彼
は
「
新
興
の
無
産
者
」

の
た
め
に
力
を
尽
す
こ
と
に
な
る
外
は
な
か
っ
た
（
左
翼
勢
力
を
指
す
）

④

ソ
ヴ
エ
ー
ト
の
文
芸
理
論
の
中
国
へ
の
最
初
の
紹
介
で
あ
っ
た
ば
か
り
で

な
く

⑤

血
腥
い
統
治
に
対
す
る
魯
迅
の
痛
々
し
い
反
抗
を
要
視
せ
ず
（
左
翼
取
締

り
の
こ
と
を
示
す
）

⑥

上
海
戦
争
後
の
民
衆
運
動
の
昻
揚
に
乗
じ
て28

）
（
一
九
三
二
年
日
本
軍
の
上

海
占
領
後
の
民
衆
の
反
日
運
動
を
暗
示
す
る
）

書
き
替
え
ら
れ
た
も
の
（
矢
印
の
下
は
訳
文
）

①

中
国
革
命
↓
中
国
×
×

②

国
民
革
命
の
勢
力
↓
南
軍
的
勢
力

③

中
国
左
翼
作
家
聯
盟
↓
作
聯
あ
る
い
は
作
家
聯
盟

④

無
産
階
級
文
芸
運
動
↓
新
興
文
学
運
動

⑤

革
命
文
学
者
↓
新
興
文
学
者

⑥

民
族
の
敵
↓
人
類
之
敵

⑦

ソ
ヴ
エ
ー
ト
↓
新
俄

⑧

反
動
勢
力
↓
陳
腐
勢
力

ほ
か
に
「
左
翼
作
家
」
を
「
作
家
」、「『
ソ
ヴ
エ
ー
ト
の
共
産
党
の
文
芸
政

策
』」
を
た
だ
「『
文
芸
政
策
』」、「
圧
迫
さ
れ
た
民
衆
」
を
「
民
衆
」
に
省
略

し
た
も
の
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
革
命
」「
左
翼
」「
無
産
階
級
」「
ソ
ヴ
エ
ー
ト
」
等
左
翼
色

の
こ
と
ば
は
書
き
替
え
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、「
反
動
」「
民
族
」
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「
血
腥
い
」「
圧
迫
」
等
の
こ
と
ば
も
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
前
者
は
「
左
翼
」

「
共
産
党
」
を
思
わ
せ
、
後
者
は
「
日
本
の
植
民
地
統
治
反
対
」、
つ
ま
り
「
反

日
」
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
完
全
に
削
除
さ
れ
た
文

章
か
ら
み
れ
ば
、「
革
命
」
や
「
抗
日
」
を
意
味
す
る
記
述
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、「
原
作
者
に
は
も
ち
ろ
ん
忠
実
で
は
な
く
、
読
者
に
は
誠

実
で
は
な
い
」（「
訳
後
贅
記
」）
翻
訳
の
唯
一
の
目
的
は
、
そ
う
し
て
で
も
「
こ

の
文
章
を
読
者
の
前
に
届
け
る
た
め
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
削
除
し
た
り

書
き
替
え
た
り
し
た
」
行
為
は
、
一
九
三
六
年
「
黒
竜
江
民
報
事
件
」、
一
九

三
七
年
「
哈
爾
濱
口
琴
社
」
事
件
か
ら
見
ら
れ
た
「
満
洲
国
」
政
府
の
厳
し
い

取
締
り
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。

疑
遅
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、『
明
明
』
は
そ
も
そ
も
「
満
洲
国
」
政
府
弘
報

処
の
要
請
に
応
じ
て
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
政
府
に
対
抗
す
る
「
過
激
な
言

論
」
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
当
然
「
左
翼
」
と
か
「
反
日
」
を
思
わ
せ
る
「
過

激
な
言
論
」
は
登
場
し
な
い
。
古
丁
の
こ
の
「
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
し

た
」
行
為
は
、「
満
洲
国
」
の
共
産
党
と
「
抗
日
」
に
対
す
る
厳
し
い
取
締
り

と
、「
文
章
を
書
く
た
め
に
む
だ
に
命
を
落
と
す
必
要
は
な
い29

）
」、
と
い
う
古
丁

の
ス
タ
ン
ス
が
わ
か
る
。

日
本
本
土
で
は
社
会
主
義
運
動
は
厳
し
く
弾
圧
に
さ
ら
さ
れ
る
時
、「
伏
せ

字
」
で
逃
れ
る
こ
と
が
発
明
さ
れ
た
が
、「
満
洲
国
」
で
も
伏
せ
字
と
と
も
に

「
削
除
」
や
「
書
き
替
え
」
の
方
法
が
使
わ
れ
る
。
北
平
で
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
小
説
を
翻
訳
す
る
時
、
原
文
の
「
×
×
」
を
読
め
る
文
字
に
書
き
直
し
た
古

丁
が
、
逆
に
「
満
洲
国
」
で
日
本
語
原
文
で
は
っ
き
り
示
さ
れ
た
文
字
ま
で
中

国
語
文
に
伏
せ
字
に
し
た
り
、「
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
だ
け
「
満
洲
国
」
の
言
論
弾
圧
の
方
が
徹
底
し
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
行
う
時
、
古
丁
の
心
境
は
い
か
な
る

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。「
訳
後
贅
記
」
に
「
秋
夜
が
寒
く
て
静
か
だ
」（「
秋

夜
冷
而
静
」）
と
書
い
て
あ
る
が
、
彼
の
感
じ
た
そ
の
「
寒
さ
」
と
「
静
か
さ
」

の
度
合
い
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
政
治
環
境
の
中
で
、
自
ら
「
削
除
し
た
り
書
き
替

え
た
り
」
し
て
も
な
お
魯
迅
を
紹
介
し
た
い
、
と
い
う
古
丁
の
強
い
気
持
ち
が

う
か
が
わ
れ
る
。
直
接
の
社
会
的
活
動
は
行
わ
な
い
も
の
の
、
北
平
時
代
に
燃

え
て
い
た
左
翼
の
情
熱
が
ま
だ
冷
め
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

２

「
悲
し
き
玩
具
」

石
川
啄
木
の
中
国
で
の
紹
介
は
、
一
九
二
二
年
に
胡
適
（
一
八
九
一
｜
一
九

六
二
）
の
依
頼
を
受
け
た
周
作
人
（
一
八
八
五
｜
一
九
六
七
）
が
、「
石
川
啄
木

の
歌
」（
短
歌
十
七
首
と
そ
の
歌
論
）
を
『
努
力
週
報
』
に
発
表
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
そ
こ
に
は
「
悲
し
き
玩
具
」
の
歌
が
十
五
首
選
ば
れ
た30

）
。

一
九
三
七
年
十
二
月
『
明
明
』
第
二
巻
第
三
期
の
「
日
本
文
学
紹
介
特
輯
」

に
古
丁
訳
「
悲
し
き
玩
具
」
が
発
表
さ
れ
、
一
九
四
三
年
十
月
に
芸
文
書
房
か

ら
そ
の
単
行
本
が
出
さ
れ
た
。『
悲
し
き
玩
具
』
の
次
の
啄
木
作
品
の
単
行
本

（
周
作
人
訳
）
が
出
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
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一
九
一
二
年
六
月
東
雲
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
悲
し
き
玩
具
』
に
は
百
九
十

四
首
の
歌
の
ほ
か
に
、「
一
利
己
主
義
者
と
友
人
の
対
話
」
と
「
歌
の
い
ろ
い

ろ
」
の
二

の
歌
論
と
、
土
岐
哀
果
（
一
八
八
五
｜
一
九
八
〇
）
の
文
章
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
丁
訳
「
悲
し
き
玩
具
」
に
は
二

の
歌
論
と
土

岐
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
百
九
十
四
首
の
歌
の
内
の
百
八
十

八
首
だ
け
が
翻
訳
さ
れ
、
他
の
六
首
は
外
さ
れ
た
。

啄
木
の
短
歌
は
中
国
新
詩
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
古
丁
の
「
悲

し
き
玩
具
」
の
翻
訳
は
、
そ
の
主
な
目
的
が
「
満
洲
国
」
の
詩
歌
発
展
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
前
書
き
に
当
た
る
文
章
の
中
で
こ
う

述
べ
て
い
る
。
中
学
時
代
か
ら
啄
木
を
愛
読
し
、
そ
の
翻
訳
も
試
み
た
。
そ
し

て
、
今
回
の
翻
訳
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、

こ
の
夏
、
三
中
井
の
『
啄
木
展
』
を
見
て
、
ま
だ
啄
木
を
展
示
す
る
人
が

い
る
と
思
っ
て
、
ま
た
啄
木
を
翻
訳
し
た
く
な
っ
た
。（
今
夏

三
中
井

的
「
啄
木
」
展
、
看
到
有
人
展

他
、
便
又
想

啄
木
。

ま
た
、

啄
木
の
遺
産
は
短
歌
だ
け
で
は
な
い
が
、
い
ち
ば
ん
貴
重
な
の
は
短
歌
だ

と
言
っ
て
よ
い
。

（
啄
木
的

不
止
短
歌
、
但
是
他
的

的
宝

的
最
宝

的
要
数
短

歌31
）

。）

と
啄
木
の
短
歌
を
高
く
評
価
し
、「
啄
木
の
短
歌
は
人
を
深
く
感
動
さ
せ
る
原

因
が
『
真
』
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
真
」
と
は
、「
偽
り
の
な
い

感
情
（
不
是

病
呻
吟
）」
で
あ
る
。

「
悲
し
き
玩
具
」
に
は
作
者
の
日
常
と
闘
病
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。「
偽
り

の
な
い
感
情
」
と
は
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
悲
し
き
玩
具
」
の
社
会
背

景
に
は
、
幸
徳
秋
水
等
の
社
会
主
義
革
命
及
び
大
逆
事
件
で
さ
わ
ぐ
明
治
社
会

が
あ
る
。
五
歳
の
息
子
ま
で
「
革
命
」「
労
働
者
」
等
の
こ
と
ば
を
覚
え
た
ほ

ど
と
い
わ
れ
、
啄
木
も
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
ば
を
よ
く
口
に
し
、
革
命
や
労
働

者
へ
強
い
関
心
を
持
っ
た
と
分
か
る
。
し
か
し
、
貧
し
く
て
、
不
治
の
病
に
罹

っ
た
啄
木
は
、
革
命
や
労
働
者
に
対
す
る
感
情
は
議
論
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
上

何
も
出
来
な
い
。
そ
の
よ
う
な
無
力
感
が
彼
の
日
常
と
闘
病
生
活
に
つ
き
ま
と

う
。
啄
木
の
こ
の
感
情
の
「
真
」
を
高
く
評
価
し
た
古
丁
に
は
、
啄
木
を
深
く

理
解
し
た
上
で
の
啄
木
の
そ
の
感
情
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

疑
遅
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
六
年
前
後
「
芸
術
研
究
会
」
を
結
成
し

た
時
、
古
丁
は
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
起
草
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
苦
悶
し
て
い
る
。
当
然
、
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
悶
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
殊
な
出
発
点
が
あ
る
は
ず
だ
。
口
を
持
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
「
お
し
」
か
「
ど
も
り
」
だ
。
目
が
あ
る
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
も
「
盲
目
」
だ
。「
盲
目
」
で
な
け
れ
ば
、

近
眼
か
遠
視
だ
。
耳
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
「
つ
ん

ぼ
」
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
健
全
な
官
能
を
持
っ
た
「
不
具
な
人
間
」
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
み
な
聡
明
だ
。

喊
の
内
に
生
を
求
め
な
け
れ
ば
、
沈
黙
の

中
で
死
ぬ
し
か
な
い
と
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
タ
バ
コ
や
酒
や
女

わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
中
で
自
ら
を
滅
ぼ
し
て
い
る
。
風
花
や
雪
月

わ

れ
わ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
中
で
麻
痺
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
生
命

は
そ
ん
な
に
も
無
用
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
時
間
は
そ
ん

な
に
低
廉
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
苦
悶
し
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
苦
悶
を
延
長
す
る
の
で
は
な
く
、
昇
華
す
べ
き
だ32

）
。

そ
の
時
の
古
丁
は
、「
満
洲
国
」
の
社
会
環
境
の
重
圧
の
中
で
、
自
分
た
ち

が
健
全
な
官
能
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
不
具
な
人
間
」
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
こ
の
「
不
具
な
人
間
」
と
い
う
実
感
が
、
病
身
の
啄
木
へ
の

共
感
を
生
ん
で
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
、
当
時
の
古
丁
も
幼
い
子
供
を

持
ち
、
仕
事
よ
り
文
学
に
熱
心
な
面
も
あ
る
。
こ
の
二
点
に
お
い
て
、
古
丁
は

啄
木
に
理
解
を
寄
せ
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
悲
し
き
玩
具
」
の
中
に
悲
し
い
、
泣
く
、
病
、
痛
い
、
薬
、
寝
汗
、
死
ぬ

な
ど
負
の
感
情
を
表
す
こ
と
ば
が
二
十
何
回
も
使
わ
れ
、
そ
れ
を
通
し
て
、
啄

木
の
悲
し
み
が
脈
々
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
啄
木
は
悲
し
い
ば
か
り
で

は
な
い
、
彼
は
希
望
を
も
持
っ
て
い
る
。
次
に
例
を
し
め
す
。

①
曠あら
野の
ゆ
く
汽
車
の
ご
と
く
に
、
╱
こ
の
な
や
み
、
╱
と
き
ど
き
我
の
心

を
通
る
。

佛
是
奔

野
的
火

似
地
╱

愁
、
╱

常

常
通

我
的
心
。

②
い
つ
ま
で
も
歩
い
て
い
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
と
き
╱
思
い
湧
き
来
ぬ
、
╱
深

夜
の
町
町
。

涌
出
了
╱

佛
永

不
得
不
走
似
的
念

╱
深
夜
的
一
条
条
街
巷
。

③
か
か
る
目
に
╱

す
で
に
幾いく
度たび
会
え
る
こ
と
ぞ
！
╱
成
る
が
ま
ま
に
成

れ
と
今
は
思
う
ふ
り
。

那

厄

╱
已

遇

好
几
次
了
！

╱

在
心
思
着
‥
╱
愿
意

就

。

④
何なん
と
な
く
、
╱
今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し
。
╱
元
日
の
朝
晴
れ
て
風

無
し
。

端
地

得
╱
今
年
似
乎
有
好
的
事
情
。
╱
元
旦
的
早
晨
、
╱
晴
朗

。

⑤
そ
の
親
に
も
、
╱
親
の
親
に
も
似
る
な
か
れ

╱
か
く
汝な
が
父
は
思

へ
る
ぞ
、
子
よ
。

可

肖
其
父
╱
也

肖
其
父
之
父
｜
╱
你
的
父

是

想
着

、

子

。

例
①
の
、「
曠
野
ゆ
く
汽
車
」
と
は
、
勢
い
強
く
襲
っ
て
く
る
悩
み
の
喩
え
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で
あ
る
。
こ
れ
は
啄
木
の
悩
み
を
表
し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
古
丁
も
深

い
「
苦
悶
」
を
持
っ
て
い
る
。
例
②
は
深
夜
の
町
を
何
時
ま
で
も
歩
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
作
者
の
不
安
が
読
み
取
れ
る
。
不
安
を
抱
え
な
が
ら
い
つ

ま
で
も
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
或
い
は
、
こ
こ
の
町
々
を
歩
き
た
く

な
い
が
逃
げ
る
こ
と
が
出
来
ず
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
り
あ
え
ず
、

作
者
は
深
い
不
安
を
抱
え
て
い
る
。「
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
」
し
て
も

魯
迅
を
紹
介
す
る
「
健
全
な
官
能
を
持
っ
た
『
不
具
の
人
間
』」
で
あ
る
古
丁

は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
例
③
の
「
成
る
が

ま
ま
に
成
れ
と
今
は
思
う
な
り
」
と
は
、
努
力
し
て
も
邪
魔
が
入
り
期
待
さ
れ

る
目
標
に
は
達
せ
な
い
、
そ
こ
で
半
ば
あ
き
ら
め
る
よ
う
な
気
持
ち
が
感
じ
ら

れ
る
。
そ
の
あ
き
ら
め
の
中
に
は
現
実
に
対
す
る
反
抗
が
貫
け
な
い
あ
ま
り
の

絶
望
が
読
み
取
れ
る
。
実
は
、「
愿
意

就

」
と
似
た
意
味
の
「
由

他
去

」
が
「
魯
迅
著
書
解
題
・
訳
後
贅
記
」
等
、
古
丁
の
文
章
の
中
に
も
よ

く
出
て
く
る33

）
。
例
④
は
、「
何
と
な
く
」
で
あ
り
な
が
ら
、
期
待
を
持
つ
。
閉

塞
す
る
明
治
社
会
に
あ
き
ら
め
ず
に
、
新
し
い
社
会
の
将
来
へ
の
期
待
を
持
つ
。

こ
こ
に
啄
木
の
将
来
に
対
す
る
信
念
が
表
れ
て
い
る
。
例
⑤
の
子
供
は
将
来
の

象
徴
で
あ
る
か
ら
、
子
供
へ
の
期
待
は
つ
ま
り
将
来
へ
の
期
待
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
啄
木
は
現
実
を
悲
し
み
な
が
ら
将
来
へ
の
希
望
を
失
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
啄
木
の
そ
の
期
待
は
、
よ
り
い
い
ほ
う
に
変
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
善
良

な
願
い
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
実
現
は
病
身
の
自
分
に
は
不
可
能
で
、
他
の
人
に

託
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
き
に
は
絶
望
の
あ
ま
り
、
自
己
放
棄
の
感
情
に

陥
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
明
日
へ
の
希
望
を
持
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
考
え
な
が
ら
古
丁
は

「
前
書
き
」
の
最
後
に
「
詩
人
は
『
明
日
が
来
る
の
を
信
じ
』
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
九
一
〇
年
ご
ろ
の
明
治
期
の
日
本
と
「
満
洲

国
」、
と
い
う
社
会
背
景
の
違
い
は
あ
る
が
、
閉
塞
的
な
現
実
に
不
満
を
持
ち
、

悲
し
ん
だ
り
苦
悶
し
た
り
し
た
点
に
お
い
て
は
、
啄
木
も
古
丁
も
同
じ
で
あ
る
。

絶
望
に
陥
り
そ
う
な
古
丁
は
自
己
更
新
を
図
ろ
う
と
し
、
啄
木
の
将
来
へ
の
希

望
を
高
く
評
価
し
て
、
満
洲
の
文
学
者
に
明
日
に
希
望
を
持
と
う
と
呼
び
か
け

る
。
そ
し
て
、「
苦
悶
」
を
昇
華
さ
せ
、
自
ら
の
努
力
を
通
し
て
明
日
へ
の
希

望
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
も
読
み
取
れ
る
。

ま
と
め
て
み
れ
ば
、
古
丁
は
「
悲
し
き
玩
具
」
に
表
れ
た
啄
木
の
感
情
に
深

い
理
解
と
共
感
を
持
ち
、
そ
れ
を
借
り
て
自
分
の
気
持
ち
を
表
す
。
ま
た
、
啄

木
の
明
日
へ
の
希
望
を
用
い
て
、
自
分
を
含
め
た
満
洲
の
文
学
者
を
励
ま
し
、

文
学
創
作
を
進
め
て
行
こ
う
と
呼
び
か
け
る
。
こ
れ
こ
そ
が
古
丁
の
「
悲
し
き

玩
具
」
を
翻
訳
し
た
主
な
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
ど
う
し
て
百
九
十
四
首
の
歌
の
う
ち
、
百
八
十
八
首
し
か
翻
訳
し
な

か
っ
た
の
か
。
は
ず
さ
れ
た
歌
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。

①
二
晩
お
き
に
、
╱
夜
の
一
時
頃
に
切
通
の
坂
を
上
り
し
も

╱
勤
め

な
れ
ば
か
な
。
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②
し
っ
と
り
と
╱
酒
の
か
お
り
に
ひ
た
り
た
る
╱
脳
の
重
み
を
感
じ
て
帰

る
。

以
上
は
は
ず
さ
れ
た
六
首
の
中
の
二
首
で
あ
る
。
①
は
勤
め
が
あ
る
か
ら
切

通
し
の
坂
を
二
晩
お
き
に
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
、
②
は
お

酒
の
香
り
の
嗅
ぎ
す
ぎ
で
頭
を
重
く
感
じ
な
が
ら
帰
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
二
首
と
も
単
純
な
事
実
し
か
述
べ
て
い
な
く
て
、
言
外

の
意
が
乏
し
い
。
他
の
四
首
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
六

首
は
、
芸
術
性
が
高
く
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、「
悲
し
き
玩
具
」
は
啄
木
の
逝
去
後
そ
の
ノ
ー
ト
の
ま
ま
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
、
校
正
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
歌
集
の
後
ろ
に
土

岐
哀
果
が
、
啄
木
が
「
生
き
て
い
た
ら
訂
し
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

今
は
何
と
も
し
よ
う
が
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
悲
し
き
玩
具
」

は
啄
木
の
草
稿
な
の
で
、
中
に
推
敲
が
必
要
な
も
の
が
入
っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。
土
岐
ら
が
啄
木
の
遺
作
を
ノ
ー
ト
の
ま
ま
で
出
版
さ
せ
た
こ
と
は

そ
れ
な
り
の
価
値
が
あ
る
が
、
厳
選
し
た
啄
木
の
歌
を
「
満
洲
国
」
の
読
者
に

紹
介
す
る
の
も
取
る
べ
き
態
度
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
古
丁
が
六
首
の
歌
を
落
と
し
た
の
は
、「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
同

じ
く
検
閲
を
心
配
し
た
た
め
で
は
な
く
、
彼
な
り
の
文
学
の
芸
術
性
か
ら
判
断

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
芸
術
性
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
彼
自
身
の
翻
訳
に
ま

で
及
ぶ
。「
前
書
き
」
に
、
古
丁
は
、
自
分
の
翻
訳
は
「
音
も
色
も
な
く
、
形

し
か
残
っ
て
い
な
い
」「
詩
の
翻
訳
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
確
か
に
、
原
文
に
比
べ
た
ら
、
日
本
語
の
流
暢
な
リ

ズ
ム
感
と
分
か
り
や
す
さ
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
訳
文

だ
け
を
読
ん
で
み
て
も
必
ず
し
も
悪
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
例
え
ば
、
一
四
三

頁
の
例
②
か
ら
み
れ
ば
、
原
文
は
体
言
止
め
で
一
つ
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
が
、

翻
訳
文
に
は
二
つ
の
文
章
が
並
ん
で
い
る
。
中
国
語
に
は
体
言
止
め
の
文
章
も

無
い
し
、
長
い
限
定
語
を
持
つ
文
章
も
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
二
つ

の
文
章
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
二
つ
の
文
章
の
相
関
関
係
が
説
明
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
詩
で
あ
る
か
ら
、
接
続
詞
を
入
れ
る
と
説
明
的
に
な

っ
て
し
ま
う
。
関
係
不
明
の
ま
ま
並
ん
で
い
る
二
つ
の
文
章
は
、
理
解
す
る
に

は
少
し
難
し
い
が
、
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
、
か
え
っ
て
訳
詩
ら

し
い
モ
ダ
ン
な
感
じ
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
原
詩
に
な
い
趣
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
こ
の
短
歌
の
翻
訳
は
、
原
文
よ
り
劣
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
原
詩

に
は
な
い
効
果
が
出
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
古
丁
は
原
文
へ
の
忠
実
性
を
追
求
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
「
詩
の
翻
訳
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」
と
の
感
慨
が
生
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
「
悲
し
き
玩
具
」、
つ
ま
り
、「
満
洲
国
」
に
お
け
る
古

丁
の
第
一
段
階
の
翻
訳
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

二
つ
の
作
品
と
も
現
実
に
対
す
る
抵
抗
が
強
く
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

古
丁
の
左
翼
時
代
の
情
熱
が
冷
め
て
い
な
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
魯
迅
著

書
解
題
」
の
左
翼
的
、
反
日
的
と
思
わ
せ
る
こ
と
ば
を
削
除
し
た
り
書
き
替
え
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た
り
し
た
こ
と
は
、
自
分
の
目
的
（
翻
訳
し
た
文
章
を
読
者
に
届
け
る
）
を
実
現

す
る
た
め
に
、
戦
略
的
な
こ
と
（
削
除
し
た
り
書
き
直
し
た
り
し
て
、
そ
の
左
翼

的
な
情
熱
を
隠
す
）
を
考
え
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
か
ら
同

じ
キ
ー
ワ
ー
ド
「
希
望
」
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
、
古
丁
の
抑
圧
と
苦
悶
、
絶

望
を
乗
り
越
え
、「
明
日
へ
の
希
望
」
の
た
め
に
闘
お
う
と
す
る
意
欲
が
読
み

取
れ
る
。
こ
れ
は
後
の
彼
の
行
動
に
つ
な
が
る
。
翻
訳
方
法
は
、
基
本
的
に
原

作
に
忠
実
な
直
訳
で
あ
る
。
ま
た
、「
悲
し
き
玩
具
」
の
翻
訳
か
ら
作
品
の
芸

術
性
を
重
視
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

（
二
）

第
二
段
階
（
一
九
三
八
年
〜
一
九
四
一
年
）
の
翻
訳

こ
の
段
階
は
満
洲
文
壇
の
い
ち
ば
ん
活
発
な
時
期
で
あ
る
。
古
丁
を
は
じ
め

と
す
る
「
芸
文
志
派
」
と
山
丁
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
「
文
選
派
」
と
の
間
に
、

「
郷
土
文
学
」
に
関
す
る
論
争
が
起
こ
り
、
そ
れ
は
ま
た
創
作
と
出
版
の
競
争

に
発
展
し
て
い
く
。『
芸
文
志
』『
文
選
』
等
文
芸
雑
誌
が
相
次
い
で
創
刊
さ
れ
、

優
秀
な
作
品
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
る
。
山
丁
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
描
写
真
実
」

「
暴
露
真
実
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、「
文
選
刊
行
会
」
を
組
織
し
、「
文
選

叢
書
」
を
出
版
す
る
。
一
方
、
古
丁
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
方
向
な
き
方
向
」

（「
没
有
方
向
的
方
向
」）
に
向
か
い
、「
書
く
と
刷
る
」（「
写
与
印
」）
を
主
張
し
、

「
城
島
文
庫
」「
駱
駝
文
芸
叢
書
」
等
を
刊
行
す
る
。
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
て
、
い
か
に
も
文
学
態
度
が
違
う
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
は
、
そ
の
作
品
に
表
れ
た
の
は
い
ず
れ
も
「
満
洲
国
」
の

「
暗
さ
」
で
大
し
た
違
い
が
な
い
。
古
丁
個
人
は
、
一
九
三
九
年
一
月
に
短
編

小
説
集
『
奮
飛
』
で
盛
京
文
芸
賞
、
一
九
四
〇
年
四
月
に
長
編
小
説
『
平
沙
』

で
民
生
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
は
「
満
洲
国
」
の
「
満

人
」
作
家
の
代
表
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
丁
は
、
第
一
段
階
で
苦
悶

し
て
「
希
望
」
を
強
調
し
て
い
た
が
、
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
文
学
上
あ
る
程

度
の
成
功
を
収
め
た
た
め
か
、
前
の
よ
う
な
絶
望
で
苦
し
そ
う
な
調
子
が
な
く

な
り
、
そ
の
か
わ
り
に
、「
心
に
無
限
大
の
希
望
が
溢
れ34

）
」
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
時
期
、
古
丁
は
、
ゴ
ー
ゴ
リ
（N

ik
o
la
i V

a
silev

itch
 
G
o
g
o
l
1809-

1852

）
の
『
狂
人
日
記
』

Z
apiski su

m
assh

ed
sh
ego

,
1835

）
や
モ
ー
パ
ッ
サ
ン

（H
en
ri R

en
e A

lb
ert G

u
y d

e M
a
u
p
a
ssa

n
t
1850-1893

）
の
「
ボ
ー
イ
、
ビ

ー
ル
を
も
う
一
杯
」（

G
a
rço

n
,
u
n b

o
ck
!”in M

iss H
arriet,

1884

）、
ガ
ル
シ

ン
（V

sev
o
lo
d M

ik
h
a
ilo
v
ich G

a
rsh

in
1855-1888

）
の
『
夢
が
た
り
』（T

o,

ch
evo

 
n
e
 
bylo

,
1882

）、『
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
』

A
ttalea

 
prin

ces,
1880

）
を
含
め
、
数
多
く
の
作
家
の
作
品
を
翻
訳
し
た
。
古
丁
は
ゴ
ー

ゴ
リ
の
も
の
に
「
内
心
の
苦
痛
を
隠
し
、
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
と
で
、
彼
の
一
人

民
と
し
て
の
気
持
ち
を
痛
快
に
叙
べ
る
」
手
法
を
見
出
し
た35

）
。
そ
し
て
、「
狂

人
日
記
の
主
人
公
は
ま
だ
我
々
の
現
実
社
会
の
中
に
生
き
て
い
る
。（
略
）『
お

母
さ
ん
、
こ
の
哀
れ
な
倅
を
助
け
て
く
だ
さ
い
！
』
と
い
う
叫
び
は
ま
だ
人
の

心
に
痛
ま
し
く
響
く
、
私
は
文
学
の
『
不
朽
』
が
分
か
っ
た
よ
う
だ
」（
狂
人

日

的
人
物
仍
然
活
在
我

的

社
会
里
、（
略
）『
母

、
救
救
你
的
可
怜
的

子

！
』
却
仍
然

来
令
人

痛
、
我

佛
明
白
了
文
学
的
『
不
朽36

）
』）。
モ
ー
パ
ッ
サ
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ン
の
「
ボ
ー
イ
、
ビ
ー
ル
を
も
う
一
杯
」
は
、
貴
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
主
人

公
が
、
幼
い
時
、
父
親
が
母
親
を
殴
る
場
面
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
大
人

に
な
っ
て
毎
日
ビ
ー
ル
に
溺
れ
な
が
ら
日
々
を
送
る
人
と
な
る
話
。
ガ
ル
シ
ン

の
「
夢
が
た
り
」
と
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
」
は
「
動
植
物
界
を

借
り
て
語
る
童
話
式
小
品37

）
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
か
ら
古
丁
が
様
々
な
文

学
の
手
法
、
題
材
、
ジ
ャ
ン
ル
等
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
古
丁
の
関
心
は
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
次
に
夏
目
漱
石
の
『
心
』
と
武
者
小
路
実
篤
の
「
井
原
西
鶴
」

を
通
し
て
そ
の
特
徴
を
見
る
。

１

『
心
』

古
丁
は
生
涯
二
つ
の
長
編
小
説
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
夏
目
漱
石
著

『
心
』
で
あ
る
。
古
丁
の
翻
訳
活
動
の
第
二
段
階
に
お
い
て
は
、『
心
』
の
翻
訳

は
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
葉
山

嘉
樹
（
一
八
九
四
｜
一
九
四
五
）
の
『
海
に
生
く
る
人
々
』
の
翻
訳
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
「
満
洲
国
」
時
代
の
古
丁
翻
訳
を
対
象
と
す
る
本
稿
で
は
触

れ
な
い
。
中
国
語
版
『
心
』
は
、
一
九
三
九
年
十
月
に
「
東
方
国
民
文
庫
」
の

満
語
書
籍
と
し
て
満
日
文
化
協
会
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
小
宮
豊
隆
（
一
八
八
四

｜
一
九
六
六
）
の
「
解
説
」
と
古
丁
編
「
夏
目
漱
石
伝
略
」
が
つ
け
て
あ
る
。

こ
れ
は
夏
目
漱
石
の
『
心
』
の
最
初
の
中
国
語
訳
に
よ
る
単
行
本
と
な
る
。
こ

の
本
の
出
版
に
至
る
経
緯
が
、
そ
の
「
訳
後
小
記
」
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
心
』
を
翻
訳
し
終
わ
っ
た
ら
、
長
編
で
あ
る
た
め
出
版
元
が
問
題
に
な

る
。
辛
嘉
に
文
協
の
杉
村38

）
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
や
っ
と
出
版
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

月
刊
満
洲
社
は
一
九
三
八
年
九
月
ま
で
雑
誌
『
明
明
』
を
出
版
し
た
が
、

『
心
』
を
出
版
し
て
く
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、『
心
』
が
売
れ
な
く
て
儲
か
ら

な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う39

）
。
そ
の
時
、
満
日
文
化
協
会
が
「
東
方
国

民
文
庫
」
を
出
し
て
お
り
、『
心
』
は
そ
の
一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

「
訳
後
小
記
」
に
は
『
心
』
の
翻
訳
の
経
緯
も
述
べ
て
あ
る
。
古
丁
は
、
南

満
中
学
堂
時
代
か
ら
漱
石
を
愛
読
し
、
そ
れ
を
紹
介
し
よ
う
と
思
っ
た
、
と
い

う
。
そ
れ
か
ら
『
草
枕
』
の
冒
頭
の
一
節
を
引
用
し
て
か
ら
、

私
は
文
学
を
愛
す
る
。
特
に
文
学
の
中
の
哲
学
を
愛
す
る
。
彼
の
『
草

枕
』
の
第
一
章
の
冒
頭
に
は
こ
れ
ほ
ど
綺
麗
な
文
章
が
書
か
れ
、
こ
れ
ほ

ど
奥
深
い
哲
理
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
私
は
む
し
ろ
『
草
枕
』
を
読
ん

で
か
ら
詩
と
画
を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
私
に
は
詩
も
画

も
な
い
。（
我

文
学
、
尤
其

文
学
之
中
的
哲
学
、
他
的
「
草
枕
」
的

宗

明

第
一
章
、
就
写
着

美

的
文
章
、
就
道
着

奥

的
哲
理
。

和

画
｜
我

是

了
「
草
枕
」
才
特

起
来
、
但
是
我

在

也

画40
）

。）
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こ
こ
で
古
丁
は
漱
石
に
惹
か
れ
る
理
由
と
し
て
、
そ
の
文
学
の
中
の
「
哲

学
」「
奥
深
い
哲
理
」
を
あ
げ
て
い
る
。「
哲
学
」
や
「
哲
理
」
は
、
こ
の
時
期

古
丁
の
文
章
（「
消
閑
雑
記41

）
」
等
）
の
中
に
も
、
古
丁
を
評
す
る
文
章
（
辛
嘉

「
関
於
古
丁42

）
」
等
）
の
中
に
も
よ
く
出
て
く
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
し
て
、
場
合

に
よ
っ
て
そ
の
「
哲
学
」
の
意
味
が
微
妙
に
違
う
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
哲

学
」
や
「
哲
理
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
説
明
は
な
い
が
、『
草
枕
』
の
冒

頭
の
引
用
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
「
人
生
の
道
理
」
と
し
て
理
解
し
て
も
大
し

た
間
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。「
人
生
の
道
理
」
は
「
階
級
的
観
点
」
と
は

違
う
。「
階
級
的
観
点
」
は
左
翼
文
学
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
特
徴
で
、
左
翼
作

家
、
特
に
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
作
家
た
ち
は
、
そ
れ
を
用
い
て
あ
ら
ゆ
る
社

会
現
象
を
分
析
す
る
傾
向
が
あ
る
。
古
丁
の
左
翼
作
家
聯
盟
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、

「
満
洲
国
」
で
の
最
初
の
作
品
の
主
題
も
「
階
級
的
観
点
」
に
沿
っ
た
も
の
が

多
い43

）
。
階
級
的
観
点
は
古
丁
の
今
ま
で
の
「
哲
学
」
と
理
解
で
き
る
。「
消
閑

雑
記
」
の
中
で
、
文
章
を
書
き
だ
せ
な
い
古
丁
は
、「『
大
夢
記
』『
江
山
』『
艶

歌
』『
九
歌
』『
君
子
行
』『
美
人
行
』『
悲
回
風
』『
劉
伶
飲
酒
』『
青
草
』、
の

よ
う
な
タ
イ
ト
ル
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
出
し
た
が
、
そ
の
主
題
、
つ
ま
り
哲
学

が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
哲
学
」
の
意
味
は
は
っ
き
り

と
「
主
題
」
が
含
む
思
想
的
内
容
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
夏

目
漱
石
の
長
編
『
心
』
を
翻
訳
し
て
か
ら
、
私
の
哲
学
が
一
掃
さ
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
」
と
も
書
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
心
』
を
翻
訳
す
る
段
階
に
な

る
と
、
古
丁
は
「
階
級
的
視
点
」
で
は
な
く
「
人
生
の
道
理
」
を
追
求
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
そ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
も
ち
ろ

ん
「
満
洲
国
」
の
厳
し
い
取
締
り
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
魯
迅
の
文
学
思

想
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

魯
迅
は
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の
旗
手
と
言
わ
れ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭

の
左
翼
青
年
た
ち
の
な
か
に
は
、
そ
の
作
品
を
し
っ
か
り
読
ん
だ
人
が
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
抗
日
宣
伝
や
国
民
党
政
府
へ
の
抗
議

デ
モ
で
忙
し
く
、
彼
等
に
は
あ
ま
り
時
間
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
古
丁
の
場
合

は
亡
命
中
の
生
活
の
心
配
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
三
七
年
に
日
本

で
出
版
さ
れ
た
『
大
魯
迅
全
集
』
の
解
題
を
翻
訳
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
古
丁

は
魯
迅
を
じ
っ
く
り
読
み
、
そ
の
精
神
を
摑
み
、
魯
迅
に
対
す
る
認
識
と
理
解

を
深
め
た
。
い
や
、
寧
ろ
魯
迅
精
神
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
た
上
で
、
そ
の

「
解
題
」
を
翻
訳
す
る
気
に
な
っ
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

魯
迅
は
、
創
造
社
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
一
九
二
八
年
に
始
ま
っ
た
「
革
命
文

学
」
に
関
す
る
論
争
に
よ
っ
て
左
翼
に
「
転
向
」
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
魯
迅

自
身
は
そ
う
認
め
な
か
っ
た
。
魯
迅
文
学
の
中
核
は
、
中
国
伝
統
文
化
の
中
の

負
の
一
面
を
批
判
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
阿
Ｑ
を
代
表
と
す
る
中
国
人
の
麻
痺
、

無
知
の
精
神
世
界
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
国
文
化
批
判

は
階
級
的
視
点
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
る
。
魯
迅
の
左
翼
へ
の
接
近
は
、

中
国
人
の
精
神
世
界
を
改
造
す
る
た
め
の
方
法
の
模
索
の
過
程
に
過
ぎ
な
い
。

つ
ま
り
、
魯
迅
の
闘
い
の
目
的
は
、
無
産
者
階
級
革
命
の
勝
利
を
獲
得
す
る
よ
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り
、
む
し
ろ
中
国
人
の
精
神
世
界
を
近
代
的
に
改
造
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
魯
迅
精
神
の
影
響
は
そ
の
後
の
小
説
『
新
生
』
等
に
も
見
ら
れ
る
。

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
古
丁
の
文
芸
思
想
は
左
翼
文
学
思

想
か
ら
魯
迅
式
「
人
生
の
道
理
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
転
向
」
は

い
き
な
り
起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
南
満
中
学
堂
時
代
か
ら
愛
読
し
た
漱
石

の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
訳
後
小
記
」
に
は
そ
の
『
心
』
の
翻
訳
に
至
る
経
緯
が
続
け
て
語
ら
れ
て

い
る
。最

初
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
『
虞
美
人
草
』
で
、（
中
略
）
思
わ
ず

そ
の
俳
句
が
連
な
っ
た
よ
う
な
文
章
に
ぶ
つ
か
り
、
私
は
訳
し
て
は
止
め
、

止
め
て
は
訳
し
、
結
局
（
前
へ
進
む
こ
と
が
出
来
ず
）
最
初
の
計
画
を
あ

き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
本
箱
の
中
か
ら
『
心
』

を
捜
し
出
し
た
。
そ
の
小
さ
な
本
の
上
に
「
一
九
三
二
年
読
」
と
書
い
て

あ
る
が
、
そ
の
時
か
ら
既
に
八
年
も
経
っ
た
の
だ
。
こ
れ
を
翻
訳
し
て
み

る
と
、
さ
ほ
ど
難
し
く
感
じ
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
て
い
っ
た
。

（
起
初
想
介

的
是
「
虞
美
人
草
」、（
中
略
）
却
不
料
那
句
句
是
俳
句
的
文
章
、

使
我

而

、

而

、

于
抛
掉
了
原
来
的

、
才

箱
里
翻
出

来
「
心
」。
那
本
小

上
写
着
一
九
三
二
年

、
距
今
已
有
八
年
了
、

起
来

省
力
、
就

了

去44
）

。）

古
丁
は
『
虞
美
人
草
』
を
翻
訳
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
挫
折
し
て
し
ま
っ

て
、『
心
』
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
『
虞
美
人
草
』
な
の
か
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
た
説
明
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
以
下
の

い
く
つ
か
の
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
で
も

な
い
。

前
に
触
れ
た
山
丁
の
「
文
選
派
」
と
古
丁
の
「
芸
文
志
派
」
の
間
で
行
わ
れ

た
「
郷
土
文
学
」
に
関
す
る
論
争
は
創
作
と
出
版
の
競
争
に
発
展
し
て
い
く
。

古
丁
ら
は
長
い
小
説
を
書
こ
う
と
し
て
『
明
明
』
で
「
百
枚
小
説
」
を
提
唱
し
、

一
巻
第
六
期
に
小
松
の
「
洪
流
の
陰
影
」
と
古
丁
の
「
原
野
」
が
発
表
さ
れ
た
。

次
第
に
彼
ら
は
百
枚
小
説
に
は
満
足
で
き
ず
、
さ
ら
に
長
編
小
説
を
書
こ
う
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
古
丁
は
書
き
出
せ
な
か
っ
た
。

小
松
と
私
は
仲
の
い
い
文
学
パ
ー
ト
ナ
ー
で
、
我
々
は
同
時
に
「
百
枚
」

を
書
き
始
め
た
。（
中
略
）
彼
が
『
泰
東
日
報
』
で
『
無
花
的
薔
薇
』
と

い
う
三
百
枚
の
小
説
を
連
載
し
た
時
、
私
は
書
き
出
せ
な
い
た
め
、
同
じ

く
三
百
枚
く
ら
い
の
『
心
』
を
翻
訳
し
た
。
彼
が
『
蒲
公
英
』
を
書
い
た

時
、
私
は
『
平
沙
』
を
書
い
た
…
…
（
小
松

我
是

好
的
文
伴
、
我

同

写
起
了
「
百
枚
」。（
中
略
）
他
在
『
泰

日

』

「

花
的

薇
」

一

三
百
枚

的

候
、
我
因

写
不
出
来
、
就

了
也
是
三
百
枚
的

「
心
」、
他
写
「
蒲
公
英
」
我
写
「
平
沙45

）
」）
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長
編
を
書
き
た
い
が
、
書
き
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
漱
石
の

小
説
を
翻
訳
し
た
。
つ
ま
り
、
古
丁
は
創
作
の
代
わ
り
に
『
虞
美
人
草
』
を
翻

訳
し
よ
う
と
し
た
。『
虞
美
人
草
』
は
新
聞
連
載
小
説
で
漱
石
の
最
初
の
長
編

で
あ
る
。
登
場
人
物
は
藤
尾
を
中
心
に
、
小
野
清
三
、
甲
野
欣
吾
、
宗
近
一
、

小
夜
子
、
糸
子
な
ど
十
人
あ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
性
格
を
持
つ
。
ま
た
、
小

説
の
中
に
は
伝
統
と
近
代
、
利
己
と
徳
義
等
い
く
つ
か
の
衝
突
の
線
が
走
っ
て

い
る
。
物
語
は
こ
れ
ら
の
衝
突
の
線
に
沿
っ
て
登
場
人
物
の
相
互
作
用
の
ド
ラ

マ
を
展
開
す
る
。『
虞
美
人
草
』
は
一
九
三
五
年
十
月
に
溝
口
健
二
監
督
で
映

画
化
さ
れ
て
も
い
た
。
古
丁
は
『
虞
美
人
草
』
の
翻
訳
を
、
そ
の
長
編
小
説
の

展
開
の
仕
方
等
を
学
ぶ
た
め
に
行
お
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、「
訳
後
小
記
」
に
よ
れ
ば
、『
虞
美
人
草
』
の
文
体
は
難
し
く
て
、

古
丁
は
手
に
負
え
な
く
な
る
。
そ
れ
で
手
元
の
『
心
』
を
翻
訳
す
る
よ
う
に
な

る
。『
虞
美
人
草
』
と
は
違
っ
て
、『
心
』
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
物
語
で
は
な
く

て
、
人
間
の
内
心
世
界
を
深
く
細
か
く
描
く
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
満
洲
文
学

は
素
材
主
義
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
文
学
者
が
心
理
描
写
の
技
法
を
マ
ス
タ
ー

し
て
い
な
か
っ
た
。
古
丁
は
『
心
』
の
翻
訳
を
通
し
て
心
理
描
写
の
技
法
を
学

ぼ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、『
心
』
の
翻
訳
後
に
発
表
さ
れ
た

『
平
沙
』（
一
九
三
九
年
十
二
月
）
に
、
そ
の
前
に
発
表
さ
れ
た
『
原
野
』（
一
九

三
八
年
三
月
）
よ
り
、
心
理
描
写
の
内
容
が
明
ら
か
に
増
え
た
こ
と
か
ら
分
か

る
。ま

た
、『
心
』
の
翻
訳
に
古
丁
は
文
学
的
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
そ
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
に
『
心
』
の
古
丁
訳
を
戦
後
の
周
炎
輝
訳
及
び

周
大
勇
訳
と
比
べ
て
検
討
し
て
み
る
。

①

そ
れ
で
も
今
厄
介
に
な
っ
て
い
る
私
だ
っ
て
同
じ
事
で
は
な
い
か
と

詰
る
と
、
私
の
気
心
は
初
め
か
ら
能
く
分
か
っ
て
い
る
と
辯
解
し
て
已
ま

な
い
の
で
す
。

又

嘴
道
那
么

在
住
着
的
我
不
也
是
一

、
但
是
却

解
着
起
初
就

知
道
我
的
根
性
而
不
已
。（
Ｇ
）

我
反

、

于
我

来
借
住
的
人
不
也
一

不
了
解

？

解

一

始
就

了
解
我
的
性
格
。（
Ｈ
）

我
逼

一
句
‥
「
那
么

在

着
麻

的
我
、
不
也
是
一

？
」

、

我
的
性
情
脾

、
一

始
就
知
道
得

清
楚
的
。（
Ｙ
）

日
本
語
で
は
主
語
が
よ
く
省
略
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
国
語
で
は
主
語
が
明

記
さ
れ
な
い
と
動
作
主
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
主
語
は
ほ
と

ん
ど
省
略
さ
れ
な
い
。
例
の
文
章
の
よ
う
に
、
二
人
が
交
替
し
て
動
作
を
行
う

場
合
は
、
な
お
省
略
で
き
な
い
。
周
炎
輝
訳
に
も
周
大
勇
訳
に
も
「
我
」、

「

」
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
が
、
古
丁
訳
だ
け
が
日
本
語
の
ま
ま
省
略

さ
れ
て
い
る
。
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②

貴
方
の
大
事
な
御
父
さ
ん
の
病
気
を
其
方

そ
っ
ち

退の

け
に
し
て
、
何
で

あ
な
た
が
宅
を
空
け
ら
れ
る
も
の
で
す
か
。

你
敬
重
的
父

、
你

么
能

你
的
家

？
（
Ｇ
）

我

么
能

你

下
你
至

的
父

的
病
于
不

、

家
里

出
来

。

（
Ｈ
）

你

么
能

把

要
的
父

的
病

在
一

、

家

？
（
Ｙ
）

こ
れ
は
動
作
主
と
動
作
の
問
題
で
あ
る
。
一
人
の
動
作
主
「
貴
方
」
に
「
其

方
退
け
」
に
し
、
ま
た
「
空
け
ら
れ
る
」
と
い
う
二
つ
の
動
作
が
伴
っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
中
国
語
文
法
の
習
慣
に
則
る
処
理
な
ら
、
周
炎
輝
訳
の
よ
う
に
話

手
の
「
我
」
を
持
ち
出
し
て
使
役
形
の
文
章
に
す
る
か
、
周
大
勇
訳
の
よ
う
に

主
語
を
二
つ
の
動
作
の
前
に
持
っ
て
い
く
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

古
丁
訳
は
原
文
の
ま
ま
で
、
動
作
主
は
二
つ
の
動
作
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
。

③

私
に
そ
れ
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
学
問
の
交
際
が
基
調
を
構
成
し

て
い
る
二
人
の
親
し
み
に
、
自
ら
一
種
の
惰
性
が
あ
っ
た
為
め
、
思
い
切

っ
て
そ
れ
を
突
き
破
る
丈
の
勇
気
が
私
に
缺
け
て
居
た
の
だ
と
い
う
事
を

こ
こ
に
自
白
し
ま
す
。

我
没
能

去
做
、
我
要
在

里
告
白

是
因

学

的
交

成
着
基

的

人
的
交
情
上
自
然
有
着
一

惰
性
、
所
以
我
竟
缺
乏
着

意
突
破

惰
性
的
勇

所
致
。（
Ｇ
）

我
坦
白
的

你

、
我
之
所
以
没
能

么
做
、
是
由
于
我

人
的
友

是
以
学

上
的
交
往

基

的
、
在

里
自
然

生
了
一

因
循
、
而
我

缺
乏
下

心
突
破

的
勇

。（
Ｈ
）

我
在

里
自
己
坦
白

了

、
我
没
有
能
那

做
、
那
是
由
于

人
的

近
是
把
学

上
的
交
往
作

基

的
、

就
自
然
而
然

生
了
一

惰
性
、

因
此
我
缺
乏
大
胆
的
去
突
破

的
勇

。（
Ｙ
）

原
文
の
学
問
の
交
際
が
基
調
を
構
成
し
て
い
る
は
「
二
人
の
親
し
み
」
の
限

定
文
と
な
る
が
、
中
国
語
に
訳
さ
れ
る
時
、「
以
…
…

」
の
文
型
に
な
っ
た

ほ
う
が
文
法
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
古
丁
訳
は
日
本
語
文
章

の
並
び
方
の
ま
ま
で
、
中
国
語
文
法
と
し
て
は
違
和
感
を
感
じ
る
。

④

私
は
あ
な
た
に
対
し
て
此
厭
な
心
持
を
避
け
る
た
め
に
で
も
、
擱
い

た
筆
を
又
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

我
即
便
是

着

于
你

避
免
着

的
心
情
、
便
不
得
不
又
提
起
来

下
了
的

。（
Ｇ
）

是

了
避
免

你

疚
的
心
情
、
我
也
必

把

下
了
的

重
新
拿
起
来
。（
Ｈ
）

了
避
免

你

生

不
痛
快
的
心
情
、
我
也
非
得
把

下
的

重

新
拿
起
来
不
可
。（
Ｙ
）
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こ
れ
は
限
定
語
と
被
限
定
語
の
問
題
で
あ
る
。「

あ
な
た
に
対
し
て

此
厭

な
」
は
述
語
「
避
け
る
」
の
目
的
語
「
心
持
ち
」
の
限
定
語
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
中
国
語
の
文
章
の
中
で
は
、
限
定
語
の
す
べ
て
は
述
語
の
後
ろ
、
目
的
語

の
前
に
来
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
丁
の
訳
文
は
日
本
語
の
並
び
方
の
ま

ま
で
あ
る
。

⑤

そ
う
云
う
奥
さ
ん
の
唯
一
の
誇
り
と
も
見
ら
れ
る
お
嬢
さ
ん
の
卒
業

も
、
間
も
な
く
来
る
順
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

那
般

的
太
太
的
可
以
看
做
唯
一
的

耀
的
小
姐
的

、
也
不
久
就
要

到
班

了
。（
Ｇ
）

因

太
太
的
掌
上
明
珠
｜
小
姐
的

不
久
也

接
着
要
来
了
。（
Ｈ
）

而
可
以
看
做

太
太
唯
一

得

耀
的
事
｜
小
姐
的

、
也
不
久
就

要

到
了
。（
Ｙ
）

日
本
語
に
は
し
ば
し
ば
長
く
て
複
雑
な
限
定
文
が
出
て
く
る
が
、
中
国
語
に

は
長
い
限
定
文
が
少
な
い
。
こ
の
場
合
、
周
訳
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
古
丁
訳
は
逐
語
訳
で
全
く
原
文
の
ま
ま
に
さ
れ

て
い
る
。

⑥

然
し
其
先
を
何
し
よ
う
と
い
う
分
別
は
丸
で
起
こ
り
ま
せ
ん
。

然
而
将
来

的

置
却

没
想
到
。（
Ｇ
）

但
是
、
我
完
全
不
知
道
以
后

么

、（
Ｈ
）

然
而
以
后

么

？

却
完
全
没
有
想
到
。（
Ｙ
）

こ
れ
も
限
定
文
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
語
の
「
分
別
」
に
ぴ
っ
た
り
す
る
中

国
語
は
な
い
。
周
訳
に
は
「
分
別
」
そ
の
も
の
が
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

代
わ
り
に
疑
問
文
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
古
丁
訳
は
先
ず
「
分
別
」
を

「

置
」
に
翻
訳
し
て
、
ま
た
「
何
し
よ
う
」
を
「

」
に
し
た
。
同
じ
意
味

で
の
重
複
と
な
る
。

⑦

一
度
貰
っ
て
仕
舞
へ
ば
何
う
か
斯
う
か
落
ち
付
く
も
の
だ
位
の
哲
理

で
は
、
承
知
す
る
事
が
出
来
な
い
位
私
は
熱
し
て
い
ま
し
た
。

一
旦
娶

来
管
好

是
会
有
着
落
的
｜

一

哲
理

不
能
使
我
心
安

理
服
那
般
我
在

着
。（
Ｇ
）

我
当

正
是

血
青
年
、
是

不
会
同
意
那

只
要
娶
到
手
就

会
安
下

心
来
的

的
、（
Ｈ
）

我

信

想
法
、
到
了

一
旦
娶
到
手
以
后

早
会
安
定
下
来
的

点

哲
理
都
不
知
道
了
。（
Ｙ
）

こ
れ
は
語
彙
の
翻
訳
問
題
で
あ
る
。「
熱
」
は
中
国
語
で
も
動
詞
と
し
て
使

わ
れ
る
が
、
現
在
進
行
形
と
し
て
は
使
わ
れ
な
い
し
、「
熱
望
す
る
」
も
意
味

し
な
い
。
古
丁
訳
の
「

着
」
は
動
詞
「
熱
」
の
現
在
進
行
形
で
そ
も
そ
も
文
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法
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
。

⑧

私
は
こ
の
点
に
於
い
て
も
充
分
私
の
我
を
認
め
て
い
ま
す46

）
。

我
既
在

一
点
上
也
充
分
的
承

着
我
的
我
。（
Ｇ47

）
）

在

一
点
上
、
我

自
己
知
道
得

清
楚
…

（
Ｈ48

）
）

在

一
点
上
、
我
也
充
分
地

到
了
我
的
自
私
。（
Ｙ49

）
）

こ
れ
も
語
彙
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
語
の
「
私
の
我
」
の
中
の
「
我
」
は
、

こ
こ
で
は
「
エ
ゴ
」「
意
地
っ
ぱ
り
」
等
の
意
味
で
あ
る
が
、
中
国
語
で
の

「
我
」
は
普
通
第
一
人
称
だ
け
に
使
わ
れ
る
。
中
国
文
学
の
中
に
は
「
自
我
」

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
せ
い
か
、
こ
の
場
合
の
日

本
語
の
「
我
」
に
ぴ
っ
た
り
す
る
中
国
語
は
今
も
な
い
。
周
訳
の
よ
う
に
「
自

私
」「
自
己
」
と
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
丁
は
直
訳
主
義
を
貫
い
て
日

本
語
の
「
我
」
を
そ
の
ま
ま
中
国
語
に
持
ち
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
丁
訳
は
、
中
国
語
文
法
の
述
語
が
目
的
語
の
前
に
来
る
と

い
う
大
き
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
か
の
ル
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
無

視
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
古
丁
が
中
国
語
文
法
を
く
ず
し
て
も

原
文
へ
の
忠
実
さ
を
徹
底
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
古
丁
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
日

本
語
の
文
法
、
日
本
語
語
彙
を
も
ち
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考

察
す
る
前
に
、
古
丁
訳
の
も
う
一
つ
の
特
徴
を
見
て
み
る
。

①

我

到
那
封
信
之
后
、
本
想
替
你

一

来
的
、
至
少
也
以

不

写
回
信
未
免
失
礼
来
的
。

②

、
我
是
正
在

着
把
自
己

才
好
的
当

。

③

只
是
家
里
有
着
一
件
不
老
好
的
事
。

④

然
而
我
却

被
人
引

受
欺
、
上
人
家
的
套

。

⑤

甚
至

道
想
要

的

多

都
能
定
。

⑥

然
而
太
太
却

拉
倒

。

⑦

是
一

聊
的
勾
当
、
我
却
想
了
想

勾
当50

）
。

例
に
引
い
た
「
…
来
的
」「
…
当

」「
不
老
好
」「
上
人
家
的
套

」「
多

」「
拉
倒

」「
勾
当
」
は
す
べ
て
方
言
か
俗
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば

の
使
用
に
よ
り
、「
先
生
」
の
手
紙
の
切
々
と
し
た
訴
え
が
、
ま
る
で
読
者
の

耳
元
で
囁
か
れ
て
い
る
よ
う
な
効
果
を
持
ち
、
小
説
『
心
』
の
表
現
が
い
っ
そ

う
豊
か
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ

う
か
。『
心
』
を
翻
訳
す
る
こ
ろ
に
、
古
丁
は
小
説
を
書
き
出
せ
な
く
な
っ
て

い
た
た
め
、
色
々
な
本
を
耽
読
し
て
い
た
。
中
国
の
古
典
、
特
に
明
、
清
の
白

話
小
説
を
よ
く
読
ん
で
い
た
。
古
丁
は
言
語
問
題
を
論
じ
る
時
『
聊
斎
志
異
』

の
作
者
蒲
松
齢
等
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
わ
か
る51

）
。
こ
れ
に
つ

い
て
辛
嘉
が
前
出
の
「
古
丁
に
就
い
て
」
と
い
う
文
章
の
中
で
「
そ
れ
に
支
那

の
『
才
子
書
』
か
ら
、
多
く
の
活
き
た
語
彙
を
取
り
入
れ
、
表
現
力
は
一
層
強

く
鋭
く
な
っ
て
い
る52

）
」
と
評
価
し
て
い
る
。
例
の
中
の
傍
線
部
の
こ
と
ば
は
、
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ほ
と
ん
ど
明
清
小
説
か
ら
借
り
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
清
白
話
小
説
に

出
て
き
た
山
東
地
方
な
ど
の
方
言
は
、
生
き
生
き
と
し
て
表
現
力
が
強
い
。
一

地
方
の
方
言
と
は
言
え
、
小
説
に
書
か
れ
た
こ
と
ば
で
あ
る
た
め
、
白
話
小
説

が
読
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
通
用
す
る
。
そ
の
こ
と
ば
の
一
部
分
は
、

今
で
も
中
国
人
の
言
語
生
活
に
生
き
て
い
る
。

古
丁
の
翻
訳
は
基
本
的
に
直
訳
で
あ
る
。
北
平
時
代
の
そ
れ
は
、
文
章
の
構

成
に
初
心
者
ら
し
い
幼
稚
さ
、
あ
る
い
は
物
足
り
な
さ
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ

れ
に
対
し
て
、『
心
』
の
直
訳
は
寧
ろ
よ
く
考
慮
し
た
上
で
の
作
業
で
あ
る
。

中
国
語
の
中
に
対
訳
語
が
な
い
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
語
の
語
彙
の

直
接
使
用
も
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
平
時
代
の
翻
訳
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
無
か
っ
た
。
ま
た
、
明
清
白
話
小
説
か
ら
の
口
語
の
借
用
は
今
ま

で
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
古
丁
は
こ
の
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

た
だ
私
の
愛
す
る
漢
話
を
、
一
層
豊
富
に
、
一
層
精
細
且
美
麗
に
し
た

い
か
ら
こ
そ
、
外
と
の
通
路
に
あ
る
門
を
明
け
て
、
出
来
る
だ
け
寛
容
鄭

重
に
彼
女
以
外
の
言
語
を
迎
え
た
い
。
そ
し
て
迎
え
た
彼
女
の
語
彙
ば
か

り
で
な
く
、
語
法
も
語
脈
も
吸
収
し
た
い
。（
中
略
）
若
し
漢
話
の
中
に

溶
解
で
き
な
い
も
の
は
、
自
然
に
淘
汰
さ
れ
そ
の
余
剰
の
も
の
ば
か
り
が

漢
話
中
の
話
に
溶
解
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
れ
は
も
う
漢
話

以
外
の
言
語
で
な
く
、
私
達
の
愛
恋
す
る
漢
話
と
な
り
切
っ
て
い
る
の
だ53

）
。

（
傍
線
は
筆
者
が
引
い
た
）

右
は
「
話
の
話
」
と
い
う
文
章
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
古
丁
は

漢
話
を
「
豊
富
に
精
細
且
美
麗
」
に
す
る
た
め
に
、
語
彙
だ
け
で
な
く
、
語
法

も
語
脈
も
吸
収
し
た
い
、
漢
話
に
溶
解
で
き
な
い
も
の
は
自
然
に
淘
汰
さ
れ
る
、

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
似
た
よ
う
な
こ
と
は
魯
迅
も
言
っ
た
。

そ
う
し
た
翻
訳
書
は
、
新
し
い
内
容
を
輸
入
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
し

い
表
現
法
を
も
輸
入
し
て
い
る
の
で
す
。
中
国
の
文
章
や
言
葉
は
、
じ
っ

さ
い
規
則
が
あ
ま
り
に
も
粗
雑
す
ぎ
ま
す
。
作
文
の
秘
訣
は
、
よ
く
使
わ

れ
る
文
字
は
避
け
、
虚
字
は
削
る
こ
と
で
、
そ
う
す
れ
ば
よ
い
文
章
だ
と

い
う
わ
け
で
す
し
、
講
演
す
る
に
し
て
も
、
意
思
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
、
つ
ま
り
言
葉
が
貧
し
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、
教
師
が
教
え

る
際
も
、
チ
ョ
ー
ク
の
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

語
法
の
粗
雑
さ
は
思
考
の
粗
雑
さ
を
示
す
も
の
で
、
換
言
す
れ
ば
、
頭
脳

が
い
さ
さ
か
ぼ
け
て
い
る
の
で
す
。
か
り
に
い
つ
ま
で
も
ぼ
け
た
言
葉
を

使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
す
ら
す
ら
と
読
め
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
る
の
は
や
は
り
ぼ
け
た
影
で
し
ょ
う
。
こ

の
病
い
を
治
す
に
は
、
し
ば
ら
く
苦
労
を
つ
づ
け
て
、
古
い
も
の
、
よ
そ

の
土
地
の
も
の
、
外
国
の
も
の
な
ど
、
違
っ
た
句
法
を
つ
め
こ
む
し
か
な

く
、
や
が
て
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
す
れ
ば
よ
い
、
と
わ
た
し
は
思
い
ま
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す
。

（
略
）

わ
た
し
は
や
は
り
直
訳
を
主
張
し
ま
す
。
わ
た
し
自
身
の
訳
し
方
は
、
た

と
え
ば
、「
山
背
後
太
陽
落
下
去
了
」
と
い
う
の
は
こ
な
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
を
「
日
落
山
陰
」
に
改
め
る
こ
と
は
、
決
し
て
し
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
は
、
原
文
で
は
山
を
主
と
し
て
い
る
の
に
、
改
め
る
と
太
陽
を

主
と
す
る
こ
と
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
創
作
に
あ
っ
て
も
、
こ

う
し
た
区
別
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
、
わ
た
し
は
思
う
。
ど
ん
ど
ん
輸
入
し
、

ど
ん
ど
ん
消
化
、
吸
収
し
、
使
え
る
も
の
を
次
に
伝
え
、
滓
は
過
去
に
取

り
残
さ
れ
る
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
よ
い
の
で
す
。

（
略
）

い
ま
は
ま
だ
口
語

各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
語

と
一
体
化
す
る

わ
け
に
は
い
か
ず
、
あ
る
種
の
特
別
な
口
語
と
す
る
か
、
あ
る
地
方
の
口

語
に
限
定
す
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
者
は
、
そ
の
地
方
以
外
の
読
者

に
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
広
く
流
布
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
い
き
お
い
前

者
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
な
る
と
や
は
り
特
別
な
口
語
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
文
語
の
要
素
も
増
え
て
き
ま
す54

）
。

（
傍
線
は
筆
者
が
引
い
た
）

右
の
引
用
で
議
論
さ
れ
た
主
な
内
容
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
中
国
語
文
章

の
粗
雑
な
語
法
は
中
国
人
の
「
頭
脳
が
い
さ
さ
か
ぼ
け
て
い
る
」
こ
と
の
表
れ

で
あ
る
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
中
国
語
に
新
し
い
内
容
と
表
現
法
を
輸

入
し
、
違
っ
た
語
法
を
詰
め
込
む
。「
ど
ん
ど
ん
輸
入
し
、
ど
ん
ど
ん
消
化
、

吸
収
し
、
使
え
る
も
の
を
次
に
伝
え
、
滓
は
過
去
に
取
り
残
さ
れ
る
」。

古
丁
の
直
訳
と
漢
語
改
造
思
想
は
、
明
ら
か
に
魯
迅
の
影
響
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
、
古
丁
の
直
訳
は
、
思
考
回
路
の
中
で
「
山
を
主
と
す
る
」
か
、

「
太
陽
を
主
と
す
る
か
」
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
は
中
国
語
文
法
を
無
視

す
る
ほ
ど
の
日
本
語
文
法
の
書
き
写
し
で
あ
る
。
古
丁
の
直
訳
は
、
魯
迅
の
意

味
の
直
訳
よ
り
も
っ
と
徹
底
し
て
お
り
、
中
国
語
の
日
本
語
を
受
容
す
る
限
界

を
試
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
口
語
語
彙
に
関
し
て
は
、
魯
迅
は

「
文
語
の
要
素
」
も
取
り
入
れ
る
の
に
対
し
て
、
古
丁
は
明
・
清
白
話
小
説
か

ら
口
語
の
語
彙
を
借
用
し
て
い
る
。
分
か
り
や
す
さ
か
ら
言
え
ば
、
古
丁
の
ほ

う
が
魯
迅
よ
り
さ
ら
に
進
歩
し
た
と
い
え
る
。
引
用
し
た
二
人
の
文
章
に
は
、

も
う
一
つ
の
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
古
丁
が
漢
話
へ
の
愛
着
を
強
調
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
古
丁
の
漢
語
に
対
す
る
態
度
が
表
れ
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
本
章
の
（
四
）
で
考
察
す
る
。

従
っ
て
、
古
丁
の
『
心
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

る
。長

編
小
説
の
書
き
方
を
学
ぼ
う
と
し
て
漱
石
の
長
編
を
翻
訳
し
た
。
そ
れ
は

原
文
へ
の
忠
実
さ
を
徹
底
さ
せ
た
直
訳
で
、
中
国
語
文
法
を
無
視
す
る
ほ
ど
日

本
語
文
法
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
語

で
直
訳
が
で
き
な
い
日
本
語
の
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
中
国
語
に
持
ち
込
ん
だ
。
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同
時
に
、
明
清
時
代
の
白
話
小
説
か
ら
の
口
語
の
借
用
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ

の
や
り
方
は
、
い
わ
ば
、
古
丁
の
漢
語
改
造
の
一
つ
の
試
み
と
思
わ
れ
る
。
彼

は
、
中
国
語
は
ど
こ
ま
で
日
本
語
を
包
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
の
限

界
を
試
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
丁
の
『
心
』
の
翻
訳
に

は
、
文
学
技
巧
を
追
い
求
め
る
と
同
時
に
、
言
語
運
用
上
の
革
新
の
試
み
も
見

ら
れ
る
。

２

『
井
原
西
鶴
』

『
明
明
』
停
刊
後
、
一
九
三
九
年
六
月
に
月
刊
満
洲
社
か
ら
「
芸
文
志
事
務

会
」
編
の
『
芸
文
志
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
六
月
の
第
三

号
は
「
日
本
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
特
輯
」
で
、
中
に
在
満
日
本
人
の
小
説
の

翻
訳
の
ほ
か
に
、
森
鷗
外
（
一
八
六
二
｜
一
九
二
二
）
や
山
本
有
三
（
一
八
八
七

｜
一
九
七
四
）
等
の
小
説
や
芭
蕉
（
一
六
四
四
｜
一
六
九
四
）
の
俳
句
と
古
事
記

の
翻
訳
等
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
古
丁
の
武
者
小
路
実
篤
著
「
井
原
西
鶴
」
の

中
国
語
訳
も
載
せ
て
あ
る
。「
井
原
西
鶴
」
は
武
者
小
路
実
篤
が
一
九
三
一
年

に
書
い
た
西
鶴
の
伝
記
で
あ
る
。
早
く
か
ら
古
丁
は
「
竹
林
七
賢
人
の
物
語
を

書
き
た
い55

）
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
書
か
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
五

月
に
竹
林
七
賢
人
の
伝
記
「
竹
林56

）
」
が
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
た
。
古
丁
が
「
竹

林
」
を
書
く
際
、
そ
の
手
法
は
「
井
原
西
鶴
」
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
意
味
で
言
え
ば
、「
井
原
西
鶴
」
の
翻
訳
は
『
竹
林
』
の
執
筆
の
準
備
と

な
る
。

武
者
小
路
実
篤
の
「
井
原
西
鶴
」
は
『
時
事
新
報
』
に
最
初
に
発
表
さ
れ
た

時
、
三
十
三
章
あ
っ
た
が57

）
、
一
九
三
九
年
九
月
に
甲
鳥
書
林
か
ら
刊
行
さ
れ
た

も
の
は
二
十
八
章
と
な
っ
て
い
る
。
原
書
に
は
本
文
の
ほ
か
に
「
序
」「
伝
記

小
説
に
就
い
て
」「
西
鶴
の
こ
と
を
一
寸
」
も
あ
る
が
、
翻
訳
の
中
に
は
本
文

し
か
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
古
丁
は
そ
の
「
小
記
」
に
以
下
の
よ
う
に
書
く
。

原
書
に
は
ま
た
「
序
」「
伝
記
小
説
に
就
い
て
」「
西
鶴
の
こ
と
を
一
寸
」

が
あ
る
が
、
私
は
暮
ら
し
の
た
め
に
忙
し
い
た
め
、（
そ
の
翻
訳
は
）
将
来

単
行
本
を
出
す
機
会
を
待
つ
。（
原

本

有
「
序
」、「

于

小

」、

「
稍
微
写
一
点
西

的
事
情
」、
我
因

忙
着
度
日
、
只
好
等
待
将
来
有
出

行

本
的
机
会
再

了
。）

つ
ま
り
忙
し
く
て
翻
訳
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
中
国
語
版
『
井
原
西

鶴
』
の
単
行
本
に
つ
い
て
は
、「
新
現
実
文
芸
叢
書
」（
十
二
冊

新
実
主
編

興
亜
雑
誌
社
）
の
十
二
冊
目
と
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
い
た
が
（
辛

嘉
『
新
現
実
文
芸
叢
書

草
梗
集
』

興
亜
雑
誌
社

一
九
四
四
年
四
月
）、
実
際

刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

「
小
記
」
に
は
ま
た
、
こ
の
伝
記
の
翻
訳
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
小
説
の
翻
訳
は
偶
然
に
思
い
つ
い
た
も
の
だ
。
去
年
末
、
大
連
行
き

列
車
の
中
で
一
気
に
読
み
終
え
て
す
ぐ
に
翻
訳
し
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
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し
、
手
を
つ
け
て
み
れ
ば
、
一
気
に
訳
し
終
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

引
用
さ
れ
た
西
鶴
の
文
章
に
引
っ
か
か
っ
た
の
だ
。（
西
鶴
の
）
そ
の
文

章
は
私
の
最
大
の
敵
と
な
っ
た
。（
翻

小

、
是
偶
然
想
起
的
、
去

年
底
在
去
大

的

中
、
一

完
、
就
想
要

出
、
但
是
一

起
、
却
没

能
一

完
、
因

其
中
引
用
西

的
原
作
之

、
便
是
我
的
大

）。

で
は
、
こ
の
「
大
敵
」
は
い
か
に
打
倒
さ
れ
た
の
か
。

私
は
木
崎
龍
さ
ん
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
詳
し
い
指
導
の

お
か
げ
で
、
漸
く
こ
の
大
敵
を
克
服
し
た
。
彼
は
訳
文
の
中
の
誤
字
を
添

削
し
、
間
違
っ
た
箇
所
を
訂
正
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
ど
う
や
ら
そ
の
大

体
の
意
味
が
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は
わ

ざ
と
逐
字
訳
を
避
け
た
。（
我
要
感

木
崎

先
生
、
蒙
他

我

加
指
教
、

才
能
把

些
大

克
服
了
。
他
替
我
校
正
了

中
的

字
、

我
指
点
了
好

多

、
才
能
好

把
意
思

出
来
、
有

多
地
方
、
我
故
意
避
免
了
逐
字

58
）

。）

西
鶴
の
文
章
は
木
崎
龍
（
一
九
一
一
｜
一
九
四
三
）
の
協
力
に
よ
っ
て
困
難

を
乗
り
越
え
、
逐
語
訳
で
な
い
方
法
で
翻
訳
し
た
。
こ
れ
は
『
心
』
の
翻
訳
と

は
違
う
や
り
方
で
、
古
丁
の
翻
訳
技
巧
の
変
化
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
訳
文
を

原
文
と
対
照
し
な
が
ら
そ
の
翻
訳
の
仕
方
を
検
討
す
る
。

先
ず
小
説
の
内
容
か
ら
見
る
。

小
説
の
一
〜
八
章
ま
で
は
西
鶴
が
大
作
『
好
色
一
代
男
』
を
書
く
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
九
〜
十
二
章
は
二
万
句
の
俳
諧
の
大
矢
数
を
や
る
こ
と
に
つ
い
て

書
い
て
あ
る
。
十
三
〜
十
九
章
は
近
松
と
対
決
す
る
た
め
に
書
い
た
浄
瑠
璃
の

台
本
が
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
近
松
を
認
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
。
二
十

〜
二
十
三
章
は
、「
芭
蕉
は
人
間
世
界
か
ら
は
な
れ
た
。
だ
が
、
私
は
人
間
世

界
の
一
番
キ
タ
ナ
イ
処
を
見
て
、
其
処
で
つ
か
む
も
の
を
つ
か
も
う
と
思
っ
て

い
る
の
だ
」
と
弟
子
に
言
い
、
自
分
と
比
べ
て
芭
蕉
を
認
め
る
。
二
十
四
〜
二

十
八
章
は
金
銭
、
名
誉
、
征
服
欲
の
た
め
で
な
く
、「
良
心
」
と
「
神
経
」
に

導
か
れ
て
書
く
よ
う
に
な
る
。

一
人
の
文
学
者
が
金
銭
、
名
誉
、
征
服
欲
の
た
め
に
書
く
こ
と
か
ら
、「
良

心
」
と
「
神
経
」
に
導
か
れ
る
創
作
へ
と
変
化
す
る
物
語
で
あ
る
。
西
鶴
の
負

け
ず
嫌
い
な
性
格
と
小
説
を
書
く
時
の
孤
独
な
内
心
世
界
が
よ
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
小
説
の
中
に
は
、
文
学
の
目
的
、
創
作
す
る
時
誰
も
理
解
し
て
く

れ
な
い
内
心
の
動
き
、
ラ
イ
バ
ル
と
の
関
係
、
文
学
の
最
終
到
達
目
標
、
等
の

問
題
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
に
取
り
組
む
西
鶴
の
真
剣
な
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
西
鶴
が
民
衆
の
低
俗
趣
味
に
合
わ
せ
ず
自
分
の
心
の
中
の
芸

術
を
追
求
す
る
精
神
が
表
れ
る
。
文
学
の
道
の
方
向
は
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
か
、

そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
に
い
か
に
歩
い
た
ら
い
い
か
、
等
の
問
題
は
、
一
九
三

九
年
前
後
満
洲
文
壇
で
頻
繁
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。
古
丁
の
「
方
向
な
き
方

向
」
は
本
当
に
方
向
が
な
い
の
か
、
或
い
は
今
文
学
の
方
向
を
模
索
し
て
い
る
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と
こ
ろ
な
の
か
、
或
い
は
、
方
向
は
あ
る
が
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
の

か
。し

か
し
、
こ
の
小
説
の
中
の
西
鶴
の
芸
術
方
向
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
俳

諧
も
浄
瑠
璃
も
書
き
た
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
芭
蕉
と
近
松
の
よ
う
な
超

え
ら
れ
な
い
大
物
が
い
る
の
で
そ
れ
を
避
け
て
、
ひ
た
す
ら
好
色
物
を
書
く
。

芭
蕉
が
俳
句
界
で
達
し
た
境
地
の
よ
う
に
、
西
鶴
も
人
に
見
捨
て
ら
れ
て
も
人

間
世
界
の
「
真
心
」
か
何
か
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
西
鶴
の
精
神
、

つ
ま
り
、
西
鶴
の
文
学
に
つ
い
て
の
「
哲
学
」
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
古
丁

が
、
こ
の
小
説
か
ら
受
け
た
感
銘
、
ま
た
、
そ
れ
を
満
洲
文
学
者
に
翻
訳
紹
介

し
よ
う
と
す
る
動
機
は
そ
こ
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

次
は
、
古
丁
の
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
翻
訳
の
一
番
著
し
い
特
徴
は
、
そ
の
二
十
余
り
の
註
に
あ
る
。
よ
く
見

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
註
の
果
た
し
た
役
割
は
、
①
原
文
の
引
用
。
こ
れ
は
翻
訳
文

を
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
古
潭
蛙

入
、
水
声

静
」
の
後
ろ
に
（
註
）「
古
池
や
蛙
と
び
込
む
水
の
音
」
と
つ
け
て
あ
る
。

②
背
景
や
知
識
の
紹
介
と
日
本
特
有
の
こ
と
ば
の
説
明
。
こ
れ
は
註
の
中
に
い

ち
ば
ん
多
い
。
例
え
ば
、（
註
）
昔
男
乃
「
伊

物

」
之
首
句
「
昔
有
男
焉

…
…
」、
概
美
男
子
之
意
也
。
③
日
本
語
の
語
彙
の
説
明
。
原
文
の
こ
と
ば
を

そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、
そ
の
後
ろ
に
括
弧
を
つ
け
て
説
明
す
る
。
例
え
ば
、
是

于
真
心
（

）

、（「
真
心
」
は
原
文
で
、「
誠
」
は
古
丁
の
説
明
）
の
よ
う

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

註
を
つ
け
る
の
は
、
翻
訳
の
内
容
の
正
し
さ
を
追
求
す
る
た
め
の
作
業
で
も

あ
り
、
日
本
の
古
典
文
化
に
詳
し
く
な
い
読
者
の
た
め
の
親
切
な
態
度
で
も
あ

る
。
こ
の
読
者
の
立
場
に
立
つ
や
り
方
は
今
ま
で
古
丁
の
翻
訳
の
中
に
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、『
心
』
の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
言
語
的
な
実
験

が
終
わ
り
、
読
者
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

次
に
そ
の
「
大
敵
」
と
さ
れ
る
西
鶴
の
文
章
の
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

第
一
章
で
、
西
鶴
が
『
好
色
一
代
男
』
を
書
く
時
、
こ
の
よ
う
な
引
用
が
あ

る
。

夕
陽
端
山
に
影
く
ら
く
、
む
か
い
の
人
来
り
て
里
に
帰
れ
ば
、
秋
の
初
風

は
げ
し
く
し
め
木
に
あ
ら
そ
い
、
衣
う
つ
槌
の
音
物
か
し
ま
し
う
。
は
し

た
の
女
ま
じ
り
に
絹
は
り
し
い
し
を
放
し
て
恋
の
染
衣
、「
こ
れ
は
御
寮

人
さ
ま
の
不
断
着
、
此
の
な
で
し
こ
の
腰
形
、
く
ち
な
し
色
の
ぬ
し
や

誰
。」
と
尋
ね
け
る
に
、『
そ
れ
は
世
之
介
の
お
寝
巻
』
と
答
う
…
…

そ
の
翻
訳
、

夕

落
山
、
影
暗
昏
黄
、
家
人
来
迎
、
世
之
介
即
同

里
。
秋
初

、

衣
槌
喧
。
亦
有
婢
女

聚
其

、
卸
却

、
収
拾
染
衣
。
問
其
『
此

乃
令
夫
人
之
便
衣
、
此

子
色
之

子
花
柳
腰
形
之
衣
服
之
主
人
、
其
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、
此
乃
世
之
介
之
睡
衣
』
…
…

ま
た
、
第
六
章
の
と
こ
ろ
に
も
こ
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
。

神
代
こ
の
か
た
、
又
類
な
き
御
傾
城
の
鏡
、
姿
を
見
る
ま
で
も
な
し
、
髪

を
結
ぶ
ま
で
も
な
し
、
地
顔
素
足
の
尋
常
、
は
ず
れ
ゆ
た
か
に
、
ほ
そ
く

な
り
、
恰
合
、
し
と
や
か
に
、
し
し
の
っ
て
、
眼
ざ
し
ぬ
か
ら
ず
、
物
ご

し
ょ
く
、
は
だ
へ
雪
を
あ
ら
そ
い
…
…
名
誉
の
、
好
に
て
、
命
を
と
る
所

あ
っ
て
、
あ
か
ず
酒
飲
で
、
歌
に
声
よ
く
、
琴
の
弾
手
、
三
味
線
は
得
も

の
、
一
座
…
…

訳
文
は
、

神
代
以

、

国

城
、
既
不
整
容
、
亦
不

、

不
敷
粉
、
脚
不
修

、
体
式

、

止

雅
、
肉

眼
秀
、
腰
肢
婀
娜
、
肌

争
雪
…
…

既
佳
、

魂

魄
。

能
善

、
歌
喉

、

琴

三
味

均
其
拿
手
、

待
客
殷
勤
、
文
章
品
尚
…
…

こ
の
訳
文
で
先
ず
気
づ
く
の
は
そ
の
文
体
で
あ
る
。
こ
の
四
字

体
に
散
文

を
混
ぜ
る
文
体
は
、
古
丁
が
主
張
し
て
き
た
新
文
学
の
散
文
体
と
は
違
う
。
こ

の
文
体
は
、
辛
亥
革
命
後
の
中
華
民
国
初
期
に
流
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
当
時

の
小
説
、
特
に
後
「
鴛
鴦
胡
蝶
派
」
と
呼
ば
れ
る
恋
愛
哀
情
小
説
に
は
よ
く
使

わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
一
九
一
二
年
上
海
の
『
民
報
』

に
連
載
さ
れ
た
徐
枕
亜
著
『
玉
梨
魂
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
玉
梨
魂
』

の
第
一
章
に
は
こ
の
よ
う
な
文
章
が
書
い
て
あ
る
。

嗟
嗟
、

短

、
催
醒

、
渺
渺
相
思
、
恨
生
南
国
。
地
老
天
荒
、

可
怜
人
会
当
此
日
、
蜂
愁
蝶
怨
、

心
者
何
以

情
。
…
…

霞
乃
含
悲

帯
泪
、
招
花
魂
而
哭
之
曰
、「

中
之
花
乎
、
三
生
痴

、
醒
乎
？
否

乎
？
汝
命
何
短
、
我
恨
方

。
香
泥
一
掬
、
以
安
汝
骨
、
芳
草
一

、
以

伴
汝
魂
、
惨
酒
一
杯
、
以

汝
奠
、
凄
禽
一
声
、
以

汝
吊
。
…
…
（
あ

あ
、
束
の
間
の
夢
が
春
風
を
運
ん
で
き
た
が
、
お
前
へ
の
想
い
が
南
国
に
無
念

と
な
っ
て
残
っ
た
。
地
が
老
い
て
も
天
が
荒
れ
て
も
愛
は
変
わ
ら
ぬ
と
誓
い
あ

っ
た
の
に
、
悲
惨
な
こ
と
に
こ
ん
な
今
日
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
蜂
も
憂
い
蝶

も
怨
み
、
私
も
慙
愧
に
堪
え
な
い
。
…
…
夢
霞
（
主
人
公
の
名
）
は
悲
痛
を
忍

ん
で
涙
を
零
し
、
花
の
魂
に
泣
き
な
が
ら
訴
え
る
‥
塚
の
中
の
花
よ
、
三
世
の

痴
夢
か
ら
覚
め
た
の
か
、
ど
う
か
。
お
前
の
命
は
短
く
、
私
の
恨
み
は
残
る
。

一
握
の
香
泥
で
お
前
の
骨
を
や
す
ら
げ
、
一
叢
の
芳
草
を
お
前
の
魂
の
伴
に
す

る
。
一
杯
の
苦
酒
で
お
前
を
祀
り
、
寂
し
い
鳥
の
一
声
で
お
前
を
弔
う
。）

古
丁
は
西
鶴
の
好
色
物
を
「
鴛
鴦
胡
蝶
派
」
の
文
体
を
借
り
て
翻
訳
し
た
。

西
鶴
の
書
く
放
蕩
す
る
男
の
主
人
公
の
遊
里
で
の
好
色
修
業
と
、
愛
し
合
い
な
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が
ら
結
婚
で
き
な
い
男
女
の
怨
恨
と
は
違
う
が
、
二
つ
は
同
じ
く
男
女
の
感
情

を
描
い
て
い
て
、
そ
の
民
衆
の
娯
楽
の
た
め
と
い
う
性
格
は
変
わ
ら
な
い
。
古

丁
の
こ
の
翻
訳
を
読
ん
で
、
西
鶴
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
読
者
で
も
、
そ
の

作
品
は
『
玉
梨
魂
』
に
近
い
と
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
翻
訳
に
は
古
丁
の

井
原
西
鶴
に
対
す
る
認
識
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
と
め
て
み
れ
ば
、「
井
原
西
鶴
」
の
古
丁
の
翻
訳
に
お
け
る
も
っ
と
も
顕

著
な
特
徴
は
、
①
動
機
は
お
そ
ら
く
伝
記
文
学
の
書
き
方
の
勉
強
と
、
小
説
家

西
鶴
の
文
学
や
性
格
に
惹
か
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
②
よ
り
正
確
に
原
文
の

意
思
を
伝
達
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
読
者
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

多
量
な
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
古
丁
の
今
ま
で
の
翻
訳
の
中
に
は
見
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
③
「
井
原
西
鶴
」
も
基
本
的
に
直
訳
で
あ
る
が
、
西
鶴

の
原
文
の
引
用
は
、
中
国
風
（「
鴛
鴦
胡
蝶
派
」
風
）
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
い
る
。

こ
こ
か
ら
も
、
古
丁
の
態
度
が
『
心
』
の
翻
訳
時
に
行
わ
れ
た
中
国
語
文
法
を

無
視
す
る
ほ
ど
の
漢
語
改
造
か
ら
、
読
者
の
立
場
を
考
慮
す
る
も
の
に
変
わ
り

始
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
、「
満
洲
国
」
時
代
第
二
段
階
の
翻
訳
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
。
第
一
段
階
に
み
え
た
左
翼
傾
向
が
こ
の
段
階
に
来
る
と
す
っ
か
り

消
え
て
し
ま
い
、
こ
の
段
階
で
は
、
文
学
の
技
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
翻
訳

し
た
と
思
わ
れ
る
。『
心
』
の
翻
訳
で
は
中
国
語
の
文
法
を
無
視
す
る
ほ
ど
の

直
訳
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
漢
語
改
造
の
実
験
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
魯

迅
の
影
響
も
あ
る
。
ま
た
、
明
清
白
話
小
説
か
ら
の
口
語
の
借
用
も
目
立
つ
。

「
井
原
西
鶴
」
の
翻
訳
に
は
、『
心
』
で
見
ら
れ
た
漢
語
改
造
の
試
み
が
な
く
な

り
、
註
を
つ
け
た
り
、
訳
文
を
中
国
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
す
る
努
力
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
や
り
方
に
は
古
丁
の
文
学
に
対
す
る
考
え
方
に
変
化
が
起
こ
り
始

め
た
た
め
と
思
わ
れ
る
点
が
あ
り
、
そ
の
変
化
は
す
な
わ
ち
、
古
丁
の
文
学
的

立
場
が
作
者
・
翻
訳
者
中
心
か
ら
読
者
中
心
の
ほ
う
へ
と
シ
フ
ト
し
は
じ
め
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
通
俗
文
学
の
提
唱
に
繋
が
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
三
）

第
三
段
階
（
一
九
四
二
年
〜
一
九
四
五
年
）
の
翻
訳

第
三
段
階
の
翻
訳
の
数
は
少
な
い
。
大
川
周
明
著
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』、

高
村
光
太
郎
の
詩
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」、
吉
川
英
治
著
「
宮
本
武
蔵
」
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
古
丁
一
人
で
翻
訳
し
た
の
は
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
し
か
な

い
。
こ
の
三
つ
の
作
品
は
い
ず
れ
も
左
翼
傾
向
的
な
も
の
で
も
、
い
わ
ゆ
る
純

文
学
的
な
も
の
で
も
な
く
、「
大
東
亜
戦
争
」
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
の
選
択
は
当
時
の
社
会
環
境
に
関
係
し
て
い
る
。

日
中
戦
争
が
全
面
化
し
た
一
九
三
七
年
、「
満
洲
国
」
国
務
院
所
属
の
弘
報

処
が
設
立
さ
れ
、
出
版
、
文
芸
界
へ
の
統
制
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
た
。
一

九
四
一
年
三
月
に
『
芸
文
指
導
要
綱
』
が
発
布
さ
れ
、
同
年
七
月
に
満
洲
文
芸

家
協
会
が
設
立
さ
れ
古
丁
は
そ
の
委
員
と
な
る
。
委
員
長
は
転
向
作
家
の
山
田

清
三
郎
（
一
八
九
六
｜
一
九
八
七
）
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
一
年
十
二
月
末

に
「
治
安
維
持
法
」
が
公
布
さ
れ
る
。
一
方
、
一
九
三
八
年
十
一
月
近
衛
内
閣
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が
日
、
満
、
華
の
連
携
に
よ
る
「
東
亜
新
秩
序
の
建
設
」
の
声
明
を
出
し
、
一

九
四
一
年
十
二
月
八
日
に
真
珠
湾
攻
撃
で
、
対
米
英
戦
争
を
始
め
る
。
一
九
四

二
年
に
入
る
と
、
日
本
軍
が
太
平
洋
・
東
南
ア
ジ
ア
で
次
か
ら
次
へ
と
勝
利
を

お
さ
め
る
。
一
九
四
二
年
は
ま
た
「
満
洲
国
」
建
国
十
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の

時
か
ら
、「
満
洲
国
」
で
は
、
一
九
三
七
年
七
月
に
始
ま
っ
た
四
年
半
の
日
中

戦
争
は
東
亜
新
秩
序
建
設
の
た
め
の
戦
い
で
あ
り
、
満
洲
建
国
は
ア
ジ
ア
解
放
、

米
国
打
倒
の
準
備
の
た
め
に
行
っ
た
、「
民
族
協
和
」
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

の
精
神
で
あ
り
、
共
栄
圏
と
い
う
こ
と
ば
こ
そ
用
い
て
い
な
い
も
の
の
、
満
洲

建
国
は
大
東
亜
共
栄
圏
の
実
行
で
あ
る
、
と
関
東
軍
の
将
校
か
ら
日
本
文
化
人

ま
で
盛
ん
に
言
う
よ
う
に
な
る59

）
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
大
陸
侵
略
に
つ
い
て
多

く
の
日
本
人
が
抱
い
て
き
た
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
分
を
払
拭
し
、
日
本
が
最
初
か

ら
正
し
い
道
を
歩
ん
で
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
で
あ
り
、
関
東
軍
や
『
満
洲
国
』
建
国
事
業
を
担
っ
て
き
た
人
び
と
に
と
っ

て
は
、
自
分
た
ち
の
努
力
が
よ
う
や
く
報
わ
れ
た
と
い
う
気
分
に
さ
せ
る
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
る60

）
」。
ま
た
、
そ
れ
以
前
、
一
九
四
〇
年
六
月
、「
満
洲
国
」
皇

帝
溥
儀
が
日
本
を
訪
問
し
、
日
本
皇
室
か
ら
三
種
の
神
器
を
持
ち
帰
り
、「
建

国
神
廟
」
を
建
て
て
、
天
照
大
神
を
拝
む
よ
う
に
な
っ
た
。「
満
洲
国
」
建
国

十
周
年
に
は
、「
太
平
洋
戦
争
の
た
だ
な
か
で
、
戦
争
指
導
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

押
し
出
さ
れ
て
い
た
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
の
た
め
の
、
そ
の
既
成
の
一
翼
と
し

て
満
洲
国
を
誇
示
す
る
た
め61

）
」
に
、
日
本
と
関
内
を
含
め
、
各
地
の
有
名
な
芸

能
人
を
「
満
洲
国
」
の
都
新
京
に
呼
び
込
み
、「
満
洲
国
」
政
府
は
大
々
的
に

そ
の
慶
祝
気
分
を
あ
お
り
立
て
、「
民
族
協
和
」
の
成
功
を
内
外
に
示
し
た
。

満
洲
文
芸
家
協
会
は
『
建
国
十
周
年
慶
祝
詞
華
集
』
を
編
集
し
、
山
田
清
三
郎

編
『
建
国
列
伝
』
が
『
満
洲
新
聞
』
で
連
載
さ
れ
は
じ
め
る
。

一
九
四
三
年
に
入
る
と
文
芸
家
協
会
が
改
組
さ
れ
、
大
東
亜
連
絡
部
が
新
設

さ
れ
、
古
丁
は
そ
の
部
長
と
な
る
。
古
丁
が
上
記
の
三
作
を
翻
訳
し
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
風
潮
の
中
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

１

『
米
英
東
亜
侵
略
史
』

『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
は
、
大
川
周
明
が
一
九
四
一
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
同

二
十
五
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
行
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
の
速
記
に
加
筆
し
た
も
の

で
、
一
九
四
二
年
一
月
、
第
一
書
房
か
ら
初
版
二
万
部
、
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の

目
的
は
序
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
「
主
と
し
て
米
英
両
国
の
決
し
て
日
本
及

び
東
亜
と
並
び
存
す
べ
か
ら
ざ
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
「
米
国
東
亜
侵
略
史
」
と
「
英
国
東
亜
侵
略
史
」
の
二
つ
の
部
分
に
分

け
て
あ
る
。
米
国
の
ア
ジ
ア
侵
略
は
主
に
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
、
満
洲
鉄
道
等
満

蒙
の
権
益
を
巡
る
日
本
と
の
争
奪
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
英
国
の
ア
ジ
ア
侵
略

は
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
と
ア
ヘ
ン
の
中
国
へ
の
輸
出
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
思
い
が
述
べ
て
あ
る
。

日
本
が
支
那
の
領
土
保
全
を
不
動
の
国
是
と
し
て
来
た
の
は
、
其
の
奥
深

き
根
底
を
、
日
本
人
の
真
心
に
有
し
て
お
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
れ
故
に
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何
は
と
も
あ
れ
、
黄
河
、
揚
子
江
の
流
域
が
他
国
の
手
に
奪
わ
れ
る
に
忍

び
な
い
、
飽
く
ま
で
も
之
を
漢
民
族
の
手
に
保
存
さ
せ
て
置
き
た
い
と
い

う
の
が
、
自
ず
と
湧
き
上
が
る
日
本
民
族
の
赤
誠
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

王
精
衛
氏
以
下
の
諸
君
は
、
興
亜
の
戦
に
於
い
て
我
ら
と
異
体
同
心
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
支
那
国
民
の
多
数
は
其
の
心
の
底
に
於
て
尚
お
蒋
政

権
を
指
導
者
と
仰
ぎ
、
日
本
の
真
意
を
覚
ら
ん
と
も
せ
ず
、
却
っ
て
日
本

に
反
抗
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
悲
痛
無
限
に
存
じ
ま
す
。
さ
り
な
が
ら
明

治
維
新
を
顧
み
ま
し
て
も
、
各
藩
に
勤
皇
佐
幕
の
対
立
抗
争
あ
り
、
勤
皇

諸
藩
の
間
に
反
目
嫉
視
あ
り
、
最
後
に
薩
長
相
結
ん
で
幕
府
を
倒
す
に
至

る
ま
で
、
如
何
に
多
く
の
高
貴
な
る
鮮
血
が
流
さ
れ
た
か
を
思
え
ば
、
こ

れ
亦
止
む
な
き
次
第
で
あ
り
ま
す62

）
。

ア
ジ
ア
主
義
者
大
川
周
明
は
、
こ
の
本
の
中
で
、
米
英
は
如
何
に
ア
ジ
ア
を

侵
略
し
、
日
本
は
如
何
に
ア
ジ
ア
を
解
放
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
蒋
介
石
は

如
何
に
日
本
の
赤
誠
を
知
ら
ず
米
国
の
援
助
で
抗
日
戦
争
に
迷
走
し
て
い
る
か

を
説
き
、
そ
の
た
め
、
対
中
戦
争
に
は
明
治
維
新
の
如
く
「
高
貴
な
る
鮮
血
が

流
さ
れ
」
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
ア
ジ
ア
を
、

日
本
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
一
つ
の
国
の
よ
う
に
考
え
、
対
中
戦
争
を
明
治
維
新

に
喩
え
、
対
米
英
戦
争
、
対
中
侵
略
戦
争
を
合
理
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
川
周
明
は
こ
の
本
で
日
本
国
内
を
巡
回
講
演
し
、
対
米
英
戦
争
の
熱
狂
の

渦
の
中
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
僅
か
三
ヶ
月
後
の

一
九
四
二
年
四
月
に
、
芸
文
書
房
か
ら
そ
の
漢
語
訳
が
「
満
洲
国
」
の
読
者
の

前
に
届
い
た
。
こ
の
本
は
、
一
九
四
四
年
十
二
月
ま
で
、
初
版
二
回
、
再
版
二

回
、
三
版
も
二
回
と
度
重
ね
て
印
刷
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
古
丁
の
翻
訳
の
中
で

は
、
い
ち
ば
ん
売
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
本
の
読
者
は
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る

心
情
で
そ
れ
を
読
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
が
、
当
時
「
満
洲
国
」
で
対
米
英
戦
争

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。

対
米
英
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
内
の
北
平
、
上
海
各

地
の
芸
文
界
で
、
民
衆
と
兵
士
の
「
鬼
畜
米
英
」
に
対
す
る
敵
愾
心
を
鼓
舞
す

る
た
め
に
米
英
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
罪
悪
を
暴
露
す
る
宣
伝
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
禁
煙
英
雄
林
則
徐
に
関
す
る
映
画
の
上
映
、
劇
団
の
巡
回
公
演
と
と
も

に
、『
英
米
罪
悪
史
』
の
よ
う
な
本
の
編
輯
出
版
も
行
わ
れ
る
。
大
東
亜
共
栄

圏
建
設
の
先
駆
け
と
自
負
し
て
い
る
「
満
洲
国
」
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
対
米
英
戦
争
を
宣
伝
す
る
本
の
翻
訳
出
版
の
責
務
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
文
芸
家
協
会
会
員
、
満
系
作
家
の
代
表
、
満
系
出
版
社
芸
文
書

房
の
社
長
と
し
て
の
古
丁
の
肩
に
か
か
っ
て
く
る
。
古
丁
が
や
り
た
い
か
や
り

た
く
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
翻
訳
は
急
い
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。
翻
訳
者
に
芸
文
志
派
の
主
要
メ
ン
バ
ー
爵
青
（
一
九
一
七

｜
一
九
六
二
）
と
外
文
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
語
っ
て
い
よ
う
。

こ
の
本
の
翻
訳
も
直
訳
の
方
法
を
取
っ
て
お
り
、
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
作

者
大
川
周
明
の
意
思
に
忠
実
に
訳
し
て
い
る
。
こ
の
直
訳
の
方
法
は
今
ま
で
の

古
丁
の
翻
訳
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
違
う
の
は
、
こ
の
本
の
前
に
も
後
ろ
に
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も
翻
訳
経
緯
等
を
記
し
た
「
前
書
き
」
や
「
訳
後
小
記
」、
つ
ま
り
翻
訳
者
の

こ
と
ば
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
の
最
後
に
「
新
嘉

坡
陥
落
之
夜
訳
竟
」
の
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
よ

っ
て
日
本
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
主
導
権
を
握
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
の
翻
訳
者
は
古
丁
だ
け
で
は
な
い
が
、
最
後
の
仕
上
げ

は
責
任
者
の
古
丁
で
あ
り
、「
新
嘉
坡
陥
落
之
夜
訳
竟
」
の
一
文
は
古
丁
が
書

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
翻
訳
者
は
そ
の
勝
利
を
祝
う
た
め
に
そ
の

一
文
を
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
日
の
一
九
四
二
年
二
月
十
五
日
の
夜
に
、
古

丁
は
新
京
の
最
高
級
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
香
蘭
」
で
日
本
人
作
家
林
房
雄
と
対
談

し
て
い
た
。
二
人
の
対
談
の
記
事
は
、
四
月
号
の
『
芸
文63

）
』
に
載
っ
た
。
対
談

の
内
容
は
「
大
東
亜
戦
争
の
構
想
」「
満
洲
文
化
の
転
換
期
」「
漢
民
族
を
認
識

せ
よ
」「
郁
々
た
る
日
本
文
化
」「
硬
派
文
学
へ
の
提
唱
」「
語
系
と
民
族
の
問

題
」「
一
流
の
憂
国
者
た
れ
」
と
小
さ
な
項
目
に
分
け
て
あ
る
。
林
房
雄
の
発

言
は
「
満
洲
事
変
の
時
に
既
に
日
本
側
の
指
導
者
に
は
大
東
亜
戦
争
の
構
想
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
な
「
新
発
見
」
か
ら
、「
満
洲
の
魯

迅
に
な
れ
よ64

）
」
と
い
う
よ
う
な
古
丁
個
人
に
対
す
る
要
請
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
の

対
談
の
中
で
は
、
太
平
洋
戦
争
緒
戦
で
の
勝
利
で
興
奮
し
た
林
房
雄
と
、
林
の

矢
継
ぎ
早
の
質
問
に
慎
重
に
こ
と
ば
を
選
び
な
が
ら
答
え
る
古
丁
の
態
度
と
が

対
照
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、

事
（
満
洲
建
国
）
に
携
わ
っ
た
中
心
人
物
は
欧
米
勢
力
、
特
に
そ
の
最
後

的
な
力
と
し
て
の
米
国
の
打
倒
に
よ
る
ア
ジ
ア
の
解
放
を
目
標
と
し
、
米

国
と
闘
う
準
備
の
下
に
満
洲
建
国
に
臨
む
と
云
う
事
を
は
っ
き
り
言
っ
て

あ
る
の
で
す
よ
。
現
在
で
は
大
東
亜
戦
争
も
幸
い
に
勃
発
し
た
。
こ
れ
は

満
洲
建
国
の
最
初
の
理
想
で
あ
り
最
後
の
結
論
で
も
あ
り
ま
す
。

と
、
林
は
見
解
を
述
べ
、
そ
し
て
、

こ
れ
は
是
非
（
満
人
に
）
し
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
す
よ
。
最
初
か
ら

知
っ
て
居
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
。

と
質
問
す
る
。

知
っ
て
居
っ
た
ら
今
迄
の
満
系
官
吏
は
、
今
迄
以
上
に
働
け
る
様
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
目
的
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
は
っ
き
り
し
た
目
標
が
あ
る
訳
で
す
か
ら
ね65

）
。

と
古
丁
が
答
え
る
。
こ
の
対
談
は
、
日
本
人
作
家
が
一
方
的
に
質
問
し
、「
満

人
」
作
家
が
ひ
た
す
ら
答
え
る
、
と
い
う
日
満
作
家
交
流
の
い
つ
も
の
パ
タ
ー

ン
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
問
答
に
は
「
満
洲
国
」
建
国
に
対
す
る
日
本
人

作
家
と
「
満
人
」
作
家
の
態
度
の
違
い
が
出
て
い
る
。
古
丁
は
満
洲
建
国
の
最
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初
の
思
想
が
そ
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
逆
に
は
っ

き
り
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

ま
た
、
対
米
英
戦
争
の
始
ま
り
は
、「
満
洲
国
」
在
住
日
本
人
の
文
化
人
に

と
っ
て
「
自
分
た
ち
の
努
力
が
よ
う
や
く
報
わ
れ
た
と
い
う
気
分
に
さ
せ
る
」

も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、「
満
人
」
は
、
必
ず
し
も
日
本
人
と
同
じ

視
線
で
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
思
い
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
彼
ら

が
米
英
を
相
手
に
戦
争
の
勝
利
を
収
め
つ
つ
あ
る
日
本
に
び
っ
く
り
し
た
の
は

事
実
で
あ
る
が
、
長
期
戦
も
予
想
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
満
洲
芸
文
聯
盟
の
機

関
誌
『
芸
文
』（
一
九
四
二
年
三
月
号
）
に
解
半
知
の
「
第
一
建
国
よ
り
第
二
建

国
へ66

）
」
と
い
う
文
章
が
載
せ
て
あ
る
。
そ
の
中
で
、「
戦
争
は
剛いま
開
始
し
た
許

り
で
あ
る
が
、
我われわれ
そ
の
長
期
化
を
想
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
又
其
の
為
め
の
準

備
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
ル
ビ
原
文
ど
お
り
）
と
言
い
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の

勝
利
は
戦
争
の
始
ま
り
で
、
こ
れ
か
ら
の
長
期
戦
の
た
め
に
準
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
冷
静
に
戦
況
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
解
半
知
は
続
け
て
言
う
。

「
我われ
われ

は
建
国
以
来
十
年
、
色
々
の
試
練
を
経
た
が
始
終
共
同
敵
人
に
逢
着
せ

ず
患
難
を
共
に
す
る
機
会
を
有
た
な
か
っ
た
た
め
、
我

各
民
族
は
未
だ
真
々

に
協
和
し
な
か
っ
た
の
だ
」
、
と

鋭

く

指

摘

し

て

か

ら
「
我われ
われ

は

『
打

亮

はらをわつてすなおにものいう
』
を
以
て
十
周
年
慶
祝
、
第
二
建
国
の
口
号
と
し
た
ら
好どう

不で
好す
？
」
と
、「
満
人
」
に
意
見
な
り
、
要
求
な
り
を
言
お
う
と
呼
び
か
け
、

こ
の
契
機
に
よ
っ
て
日
本
人
と
「
満
人
」
と
の
真
の
民
族
協
和
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
章
は
、
満
系
も
日
系
も
力
合
わ
せ
て
戦
争
の
勝
利

の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
も
呼
び
か
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ち
ば
ん
訴
え
た
い

ポ
イ
ン
ト
は
「
真
の
協
和
」
で
あ
る
。

こ
の
解
半
知
と
い
う
筆
名
を
用
い
て
い
る
の
が
、
古
丁
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
解
半
知
は
、
満
洲
文
芸
家
協
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
、
漢
語
の
俗
語

に
詳
し
い
、
つ
ま
り
満
系
で
あ
る
こ
と
、
日
系
と
満
系
両
方
の
思
い
に
詳
し
い

こ
と
、
言
語
に
関
心
を
持
ち
、
特
に
漢
語
の
漢
字
に
日
本
語
の
意
味
の
ル
ビ
を

振
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
古
丁
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
人
が
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
『
一
知
半
解
集
』（
一
九
三
八
年
）
と
い
う

エ
ッ
セ
イ
集
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、「
解
半
知
」
な
ら
古
丁
が
採
用
し
そ
う
な

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
日
系
は
「
大
東
亜

共
栄
圏
」
の
中
で
の
満
洲
建
国
の
合
理
性
を
見
つ
け
「
報
わ
れ
た
よ
う
に
」
思

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
満
系
は
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
か
と
冷
静
に
目
を
見

開
い
て
い
る
。（
解
半
知
の
戦
況
に
対
す
る
見
方
は
、
一
九
四
二
年
二
月
号
の
『
麒

麟
』
に
載
っ
た
文
章
「
解
半
知
先
生
一
夕
談
話
記
」
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。）

ま
た
、
解
半
知
に
は
、
こ
れ
を
契
機
に
、「
満
人
」
が
積
極
的
に
発
言
し
て
日

本
民
族
と
対
等
に
な
り
、
真
の
「
民
族
協
和
」
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
か
ら
、
古
丁
の
一
貫
し
た
「
満
人
」
の
民
度

を
高
め
よ
う
と
す
る
意
欲
が
読
み
取
れ
る
と
同
時
に
、
彼
の
民
族
対
等
の
要
求

も
う
か
が
え
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
夜
、
林
房
雄
と
対
談
し
て
か
ら
帰
宅
し
た
古
丁
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
の
翻
訳
作
業
を
続
け
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た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
終
わ
っ
て
か
ら
「
新
嘉
坡
陥
落
之
夜
訳
竟
」
を
記
し

た
。
実
は
、「
陥
落
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
は
中
国
語
と
日
本
語
と
で
は
微

妙
に
違
う
。
中
国
語
で
は
、「
淪
陥
」
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
る
よ
う
に
、
普
通
、

領
土
が
敵
に
占
領
さ
れ
て
失
わ
れ
る
こ
と
を
「
陥
落
」
と
言
う
。
こ
の
意
味
で

使
っ
た
な
ら
、
古
丁
は
イ
ギ
リ
ス
側
の
立
場
に
立
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
失
う

こ
と
を
惜
し
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
味
方
ま
で
に
な
ら
ず
、

た
だ
日
本
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
、
そ
れ
へ
の
対
処
に

困
っ
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
当
時
日
本
語
新
聞
を
始
め
各
新
聞

に
「
新
嘉
坡
陥
落
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
古
丁
も
そ
れ
に
従
う
可
能
性
が

あ
る
。
ゆ
え
に
、
彼
は
中
国
語
の
意
味
で
使
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
一
方
、

も
し
、
古
丁
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
を
喜
ん
で
勝
利
と
し
て
祝
お
う
と
す
れ
ば
、

何
故
そ
の
気
持
ち
を
い
つ
も
の
よ
う
に
「
前
書
き
」
か
「
訳
後
小
記
」
の
中
で

表
さ
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、「
新
嘉
坡
陥
落
之
夜
訳
竟
」
と
い
う
一
言
し
か
記

し
て
い
な
い
古
丁
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
日
本
の
戦
勝
を
祝
お
う
と
す
る

気
持
ち
ま
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
一
言
は
、「
満
人
」
と
し
て
の
古
丁
の
こ
の

戦
争
に
対
す
る
複
雑
な
心
境
を
表
し
て
い
て
、『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
は
自
分

か
ら
進
ん
で
翻
訳
し
た
の
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
古
丁

は
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
心
境
を
抱
え
た
ま
ま
対
米
英
戦
争
の
流
れ
に
乗
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

２

「
殲
滅
せ
ん
の
み
」

一
九
四
三
年
五
月
に
文
芸
家
協
会
が
改
組
さ
れ
、
大
東
亜
連
絡
部
を
新
し
く

設
け
、
古
丁
は
そ
の
部
長
に
就
任
す
る
。
十
一
月
に
文
芸
家
協
会
の
機
関
誌
と

し
て
中
国
語
雑
誌
『
芸
文
志
』
が
漸
く
芸
文
書
房
か
ら
創
刊
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
九
四
四
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
七
号
は
「
奏
凱
歌
而
後
已
」（
凱
歌
を
奏

で
る
ま
で
）
と
い
う
詩
歌
特
輯
号
で
あ
る
。
こ
の
特
集
の
「
言
公
」
と
い
う
欄

に
「
我
々
の
片
言
も
思
想
戦
と
神
経
戦
の
弾
丸
に
成
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

作
家
は
す
な
わ
ち
思
想
戦
と
神
経
戦
の
戦
士
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の

特
集
の
性
格
を
表
し
て
い
る
。
文
芸
家
も
ま
た
武
装
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
武
装
す
る
の
か
。

一

大
敵
愾
心
を
昻
揚
す
る
。
一

必
勝
の
信
念
を
起
こ
す
。
一

敵
の

謀
略
を
破
る
。
一

民
族
協
和
を
徹
底
す
る
。
一

大
東
亜
共
同
宣
言
を

明
す
る
。

一

増
産
、
勤
労
、
貯
蓄
す
る
よ
う
に
国
民
道
徳
を
昻
揚

さ
せ
る
。
一

民
衆
防
衛
を
徹
底
す
る

一

同
盟
国
の
紹
介

こ
れ

ら
の
課
題
、
我
々
の
主
張
は
す
べ
て
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
に
よ
っ
て
描
き

出
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
。

こ
の
特
輯
号
に
「
必
勝
吟
」「
詩
人
評
伝
」「
詩
作
」「
ド
イ
ツ
戦
争
詩
抄
」

「
詩
劇
」
等
の
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
詩
作
」
欄
は
創
作
詩
で
、
中
に
成
絃
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（
生
没
年
不
明
）
の
「
国
土
頌
」、
石
軍
（
生
没
年
不
明
）
の
「
過
渤
海
国
宮
殿
」

（
渤
海
国
の
宮
殿
を
通
る
）、
冷
歌
（
生
没
年
不
明
）
の
「
松
花
江
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
詩
は
い
ず
れ
も
満
洲
の
土
地
を
詠
う
も
の
で
、
露
骨
な

戦
争
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
な
文
句
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な
い
。「
詩
人
評
伝
」

欄
は
「
愛
国
詩
人
」
と
評
さ
れ
て
き
た
「
屈
原
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
詩
劇
」
欄
は
「
大
地
的
女
児
」（
大
地
の
娘
）
と
い
う
詩
で
書
か
れ
た
脚
本
で
、

都
市
で
放
浪
し
て
い
た
青
年
が
田
舎
の
親
と
恋
人
の
元
に
戻
る
、
と
い
う
物
語

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、「
東
亜
的
古
詩
源
」「
詩
話
」
な
ど
詩
に
関
す
る
文
章

が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
欄
の
作
品
は
対
米
英
戦
争
に
ま
っ
た
く
関
係
が
な

い
か
、
そ
れ
ほ
ど
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
「
奏
凱
歌
而
後
已
」
の
「
戦
争
勝
利
ま
で
戦
う
」
と
い
う
意
に
添
っ
た
の
は
、

「
必
勝
吟
」
欄
と
「
ド
イ
ツ
戦
争
詩
抄
」
欄
で
あ
る
。

「
必
勝
吟
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
小
松
の
「
鉱
山
行
き
」、
春
明
の
「
開
拓

村
」
と
甘
川
の
「
民
防
衛
」
で
、
い
ず
れ
も
戦
時
情
況
に
緊
密
に
繋
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
詩
の
前
に
は
日
本
人
の
詩
人
江
口
隼
人
（
一
九
〇
五
｜

）
の

「
躍
起
・
青
年
ア
ジ
ア
」、
西
條
八
十
（
一
八
九
二
｜
一
九
七
〇
）
の
「
国
民
総

意
の
歌
」、
武
富
邦
茂
（
生
没
年
不
明
）
の
「
太
平
洋
を
守
る
」、
と
高
村
光
太

郎
の
訳
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
は
い
ち
ば
ん

先
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
古
丁
の
訳
で
あ
る
。

石
川
啄
木
著
『
悲
し
き
玩
具
』
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
詩
の
翻
訳

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」
で
あ
る
と
感
嘆
し
た
古
丁
は
、
他
の
詩
作
を
ほ
と
ん
ど

翻
訳
し
て
い
な
い
。
高
村
光
太
郎
の
こ
の
詩
は
彼
の
二
度
目
の
詩
の
翻
訳
と
な

る
。高

村
光
太
郎
の
こ
の
詩
は
、
一
九
四
三
年
三
月
の
『
中
央
公
論
』
に
最
初
に

発
表
さ
れ
た
が
、
一
九
四
四
年
詩
集
『
記
録
』
に
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
時
前
書

き
が
付
け
ら
れ
、
中
に
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
米
兵
わ
が
兵
を
猿
と
よ
び
残
虐

驚
く
べ
く
、
聞
く
者
憤
懣
せ
ざ
る
は
な
い
。
一
月
九
日
中
華
民
国
国
民
政
府
対

米
英
宣
戦
布
告
、
日
華
共
同
宣
言
発
表67

）
」
な
ど
詩
が
書
か
れ
た
時
の
社
会
背
景

が
記
さ
れ
て
い
る
。
訳
詩
の
中
に
は
こ
れ
ら
の
記
述
が
入
っ
て
い
な
い
。

詩
全
体
は
十
九
句
で
、「
軽
蔑
す
る
も
の
は
軽
蔑
せ
ら
れ
る
」
で
始
ま
り
、

「
幾
千
年
の
歴
史
今
日
に
集
中
し
、
神
よ
び
た
ま
ひ
、
わ
れ
ら
答
え
、
猛
然
た

る
鬱
勃
の
気

今
や
た
だ
彼
等
を
圧
倒
せ
ん
の
み
」
で
結
ぶ
。
我
々
の
「
神
の

兵
」
は
「
野
獣
」
の
「
鬼
畜
米
英
」
を
殲
滅
し
よ
う
と
い
う
主
旨
の
作
品
で
あ

る
。
戦
時
中
活
躍
し
て
い
た
高
名
な
詩
人
高
村
光
太
郎
の
詩
は
、
こ
の
特
輯
号

を
代
表
す
る
も
の
と
い
え
る
。

満
洲
芸
文
聯
盟
の
機
関
誌
と
は
言
う
も
の
の
、
一
九
四
四
年
五
月
『
芸
文

志
』
は
、
第
七
号
が
「
出
版
用
紙
を
節
約
す
る
た
め
に
」
分
量
を
百
二
十
頁
に

減
少
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
「
編
後
」
に
あ
た
る
「
小
大

由
之
」
の
中
の
一
言
か
ら
当
時
雑
誌
の
経
営
の
難
し
さ
が
読
み
取
れ
る
。
実
は

満
語
『
芸
文
志
』（
一
九
四
三
年
十
一
月
創
刊
）
は
、
そ
も
そ
も
紙
の
問
題
等
で

日
本
語
版
機
関
誌
『
芸
文
』
よ
り
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て
創
刊
さ
れ
た
。
一
九
四
四

年
五
月
の
時
点
に
な
る
と
、『
芸
文
』
と
比
べ
る
と
、『
芸
文
志
』
に
は
出
版
用
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紙
だ
け
で
は
な
く
、
創
作
が
少
な
く
な
り
執
筆
者
が
足
り
な
く
な
る
問
題
も
あ

る
。
そ
れ
は
日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
り
、
対
米
英
戦
争
を
謳
う
「
満
人
」
作
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
満
洲
国
」
が
続
い
て

い
る
限
り
、
満
洲
芸
文
聯
盟
の
機
関
誌
と
し
て
の
『
芸
文
志
』
は
継
続
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
者
と
し
て
古
丁
は
途
中
で
や
め
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
い
く
つ
か
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
杜
白
雨
が
言
っ

た
よ
う
に
、
戦
争
の
情
況
が
悪
け
れ
ば
悪
い
ほ
ど
、
憲
兵
、
特
務
の
監
視
が
厳

し
く
な
る
。
そ
れ
は
日
本
の
敗
戦
に
そ
な
え
て
、
反
日
活
動
が
活
発
に
な
る
の

を
抑
え
る
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
文
化
人
は
ま
す
ま
す
不
自
由
に
な
り
、
古
丁

に
は
別
の
選
択
肢
が
な
か
っ
た68

）
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
第
七
号
の
内
容
に
は
、
戦
争
関
係
以
外
の
作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
主
な
中
国
語
雑
誌
と
し
て
「
満
洲
国
」
の
「
満
人
」
の
読
書
生
活
に
役

立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
時
期
の
『
芸
文
志
』
の
存
続
が
必

要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
詩
歌
特
集
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
中
に
高
村
光
太

郎
作
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
を
翻
訳
す
る
と
い
う
古
丁
の
苦
心
が
見
え
て
く
る
。

３

「
宮
本
武
蔵
」

一
九
四
四
年
十
月
に
『
芸
文
志
』
第
十
二
号
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
九

三
九
年
六
月
創
刊
の
芸
文
志
事
務
会
編
の
雑
誌
と
は
同
じ
名
称
を
使
っ
て
い
る

か
ら
前
の
『
芸
文
志
』
の
引
き
継
い
だ
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
前
者
は
満
日
文
化
協
会
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
が
、

発
行
所
は
芸
文
志
事
務
会
と
な
っ
て
い
て
基
本
的
に
同
人
誌
の
性
格
を
持
っ
て

い
た
。
後
者
は
満
洲
芸
文
聯
盟
の
満
語
機
関
誌
と
し
て
出
版
さ
れ
、「
満
洲
国
」

国
策
を
宣
伝
す
る
戦
時
下
の
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
し
か
し
、
誌
名
も
同
じ
で
あ

る
し
、
関
わ
っ
て
い
る
人
も
い
っ
し
ょ
で
、
責
任
者
も
同
じ
古
丁
で
あ
る
。

『
芸
文
志
』
の
創
刊
号
の
編
輯
後
記
は
、
雑
誌
の
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
①
文
芸
作
品
の
ほ
か
に
学
芸
論
文
も
掲
載
す
る
（
文

作

品
之
外
、
我

添

一
些
学

的

文
）。
内
容
は
文
芸
理
論
に
限
ら
ず
、

芸
文
各
分
野
に
関
す
る
も
の
な
ら
採
用
す
る
。
②
毎
号
に
日
本
文
学
の
名
作
を

翻
訳
紹
介
す
る
（
其
次
、
我

想
在

里

期
介

一

日
本
文
学
的
名
作
）。
つ

ま
り
前
の
『
芸
文
志
』
と
同
じ
よ
う
に
創
作
を
し
た
り
翻
訳
し
た
り
す
る
方
向

に
む
か
う
。

翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学
作
品
と
し
て
、
第
一
号
に
芥
川
龍
之
介
著
「
地
獄

変
」、
第
二
号
に
芥
川
龍
之
介
著
『
芋
粥
』、
第
三
号
に
は
森
鷗
外
著
『
山
椒
太

夫
』
が
続
く
。
そ
し
て
、
第
十
号
（
一
九
四
四
年
八
月
）
に
載
っ
た
の
は
吉
川

英
治
著
「
宮
本
武
蔵
」
で
あ
る
。
そ
の
翻
訳
者
に
は
古
丁
と
爵
青
と
二
人
の
名

前
が
並
ん
で
い
る
。

な
ぜ
「
宮
本
武
蔵
」
を
翻
訳
し
た
の
か
。『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
と
同
じ
よ

う
に
、
そ
れ
を
説
明
す
る
前
書
き
も
訳
後
小
記
も
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ

の
期
の
編
輯
後
記
に
当
た
る
「
小
大
由
之
」
の
中
に
は
、
本
集
の
他
の
作
品
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
る
が
、「
宮
本
武
蔵
」
に
つ
い
て
は
何
も
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
小
大
由
之
」
は
古
丁
自
ら
の
執
筆
で
、
わ
ざ
と
「
宮
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本
武
蔵
」
に
つ
い
て
の
言
及
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
無

言
は
何
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
次
号
十
一
号
（
一
九
四
四
年
九
月
刊
行
）
に
は
爵
青
と
田
瑯
の

対
談
「
談
小
説
」（
小
説
を
論
じ
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
爵
青
が

翻
訳
者
の
一
人
と
し
て
「
宮
本
武
蔵
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

先
ず
、
翻
訳
者
は
二
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
の
時
、
爵
青
が
病
気
に

か
か
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
仕
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
古
丁
が

翻
訳
し
た
と
い
う
。

ま
た
、「
宮
本
武
蔵
」
を
翻
訳
し
た
理
由
と
し
て
爵
青
は
主
に
次
の
三
点
を

述
べ
て
い
る
。
①
今
ま
で
日
本
の
純
文
学
を
翻
訳
紹
介
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は

一
部
の
文
学
青
年
に
し
か
読
ま
れ
て
い
な
く
て
、
一
般
民
衆
に
は
な
か
な
か
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
満
洲
国
」
に
は
日
本
文
学
を
吸
収
す
る

義
務
が
あ
る
。
そ
れ
で
純
文
学
の
代
わ
り
に
大
衆
文
学
を
翻
訳
し
よ
う
と
思
い

つ
い
た
。
②
宮
本
武
蔵
は
一
剣
客
で
あ
る
が
、
そ
の
剣
術
の
中
に
は
日
本
の
武

士
道
精
神
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
日
本
の
国
民
的
英
雄
で
あ
る
。「
満
洲
国
」

は
親
国
日
本
と
一
体
同
心
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
国
民
的
英
雄
は
す
な
わ
ち
満

洲
の
国
民
的
英
雄
で
あ
る
。
③
日
本
の
歴
史
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
。
日
本

の
歴
史
を
紹
介
す
る
本
は
た
い
て
い
理
論
的
で
難
解
な
も
の
が
多
い
が
、「
宮

本
武
蔵
」
の
中
に
は
徳
川
幕
府
時
代
の
背
景
知
識
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
は
簡
単
で
分
か
り
や
す
い
、
と
い
う
。

以
上
三
点
は
、
戦
時
下
の
「
日
満
一
体
同
心
」
の
「
満
洲
国
」
で
は
、
と
て

も
立
派
な
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
古
丁
に
と
っ
て
は
、
特
に
そ
の
①
大
衆
文
学

へ
の
切
り
替
え
は
確
か
で
あ
る
。

前
の
「
井
原
西
鶴
」
の
翻
訳
を
論
じ
た
時
、
一
九
四
〇
年
こ
ろ
の
古
丁
の
文

学
態
度
の
作
者
・
翻
訳
者
中
心
か
ら
読
者
中
心
へ
の
変
化
を
確
認
し
て
き
た
。

こ
こ
で
古
丁
の
創
作
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。

満
洲
文
壇
に
登
場
し
て
か
ら
間
も
な
い
古
丁
は
、「
評
『
紅
楼
夢
別
本
』」
等

の
文
章
を
書
き
、
新
文
学
と
文
壇
を
争
奪
す
る
い
わ
ゆ
る
「
鴛
鴦
胡
蝶
派
」
等

通
俗
小
説
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
は
「
人
に
好
感
と
美
感
を
起

こ
す
も
の
、
何
を
言
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
、
人
を
楽
観
さ
せ
る
も
の

を
書
か
な
い
」（
不
写

人

了
起
好
感
或
美
感
的

西
、
不
写

人

了
莫
名
其

妙
的

西
、
不
写

人

了

的

西69
）

）
と
い
う
創
作
信
条
を
守
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
四
三
年
九
月
の
『
青
年
文
化
』
に
、「
文
芸
の
実
用
性
は
も
ち
ろ
ん

必
要
だ
が
、
い
ち
ば
ん
肝
心
な
の
は
面
白
さ
だ
」（
文

之
有
用
固
然
也
必
要
、

而
最
要

的
、
却
是
有
趣
）、「
世
界
で
い
ち
ば
ん
偉
大
な
作
品
は
、
往
々
に
し

て
い
ち
ば
ん
通
俗
な
作
品
で
あ
る
、
な
ぜ
な
ら
、
い
い
作
品
に
は
た
く
さ
ん
の

読
者
が
い
る
か
ら
だ
」（
世
界
上
最

大
的
作
品
、
往
往
是
最
通
俗
的
作
品
、
是
因

好
的
作
品
、
差
不
多
要
有
多
的

者
的

故70
）

）
と
言
い
、
民
衆
が
読
ん
で
く
れ

そ
う
な
作
品
を
書
き
、
民
衆
に
読
書
生
活
を
促
す
こ
と
を
主
張
し
、
中
国
語
で

の
通
俗
文
芸
を
提
唱
し
た
。
ゆ
え
に
、
こ
の
視
点
か
ら
大
衆
文
学
『
宮
本
武

蔵
』
を
翻
訳
す
る
可
能
性
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

爵
青
の
話
に
よ
れ
ば
、
長
編
小
説
『
宮
本
武
蔵
』
は
す
べ
て
翻
訳
さ
れ
た
よ
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う
で
あ
る
が
、『
芸
文
志
』
と
い
う
雑
誌
に
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
全
編
を
掲
載
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
発
表
さ
れ
た
の
は
、『
宮
本
武
蔵
』
の
ご
く
一
部
、「
水

の
巻
・
優
曇
華
」（
一
〜
四
）
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
四
条
道
場
の
開

祖
吉
岡
家
が
田
舎
も
の
の
宮
本
武
蔵
の
挑
戦
を
受
け
、
対
決
し
て
負
け
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
吉
岡
清
十
郎
が
武
蔵
へ
の
対
応
に
悩
み
、
古
参
の
門
人
に

武
蔵
を
だ
ま
し
討
ち
に
さ
せ
よ
う
と
決
め
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。
こ
れ
だ
け
の

内
容
で
は
、
宮
本
武
蔵
の
国
民
的
英
雄
ぶ
り
、
武
士
道
精
神
等
は
、
は
っ
き
り

出
て
い
な
い
し
、
日
本
歴
史
の
記
述
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
爵
青
が
言
っ

た
「
日
本
国
民
英
雄
の
回
顧
」
と
「
日
本
歴
史
の
理
解
」
と
い
う
二
つ
の
目
的

は
な
か
な
か
達
成
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
『
宮
本
武
蔵
』
を
翻
訳

し
た
動
機
は
爵
青
の
言
っ
た
と
お
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、『
芸
文
志
』

に
載
せ
る
時
、
ど
の
部
分
を
選
ん
で
発
表
す
る
か
の
基
準
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
古
丁
が
こ
の
部
分
だ
け
の
内
容
を
選
ん
で
発
表
す
る
理
由
は
別
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
理
由
は
何
な
の
か
。

掲
載
さ
れ
た
部
分
の
内
容
は
、
四
条
道
場
を
創
っ
た
兵
法
名
誉
の
家
門
で
、

そ
の
宏
壮
な
邸
も
弟
子
の
数
も
日
本
一
の
京
都
に
お
い
て

一
と
言
わ
れ
る
吉

岡
家
が
、
侮
辱
を
受
け
た
。
田
舎
者
の
挑
戦
者
宮
本
武
蔵
に
負
け
て
し
ま
い
弟

子
六
名
が
重
傷
を
負
い
、
そ
の
う
ち
二
人
が
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
挑
戦
者
の
相

手
の
宮
本
武
蔵
は
い
か
な
る
人
物
か
。
ま
た
、
吉
岡
家
は
い
か
な
る
も
の
か
。

宮
本
武
蔵
は
作
州
吉
野
郷
宮
本
村
の
牢
人
で
、
父
や
村
に
来
る
兵
法
者
、
ま

た
樹
木
や
山
霊
に
習
う
武
者
修
業
の
、間
抜
け
に
見
え
る
若
者
で
あ
る
。彼
は
ま

だ
こ
れ
と
い
う
師
も
な
く
流
派
も
な
い
の
に
、
将
来
吉
岡
流
の
一
派
を
な
し
た

拳
法
先
生
の
如
く
宮
本
流
を
創
り
た
い
と
い
う
志
の
持
ち
主
と
し
て
登
場
す
る
。

一
方
、
負
け
て
し
ま
っ
た
吉
岡
家
は
、
先
代
の
吉
岡
拳
法
は
偉
い
人
で
、
彼

は
吉
岡
流
小
太
刀
を
創
り
四
条
道
場
を
開
い
た
。
そ
の
人
間
と
徳
望
は
今
の
弟

子
門
人
に
も
慕
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
塀
の
内
の
人
間
が
誇
っ
た
り
、
慢

じ
合
っ
た
り
、
享
楽
し
た
り
し
て
い
る
数
年
の
間
に
、
思
い
半
ば
に
す
ぎ
る
よ

う
な
推
移
を
と
げ
て
い
た71

）
」。
若
先
生
の
清
十
郎
は
父
親
の
死
後
、
修
業
を
怠

っ
て
、
武
蔵
に
よ
る
侮
辱
を
受
け
た
当
日
は
芸
者
遊
び
で
外
泊
し
て
い
た
。
帰

っ
て
き
た
清
十
郎
は
武
蔵
と
対
決
し
よ
う
と
す
る
が
、
無
名
の
牢
人
宮
本
武
蔵

と
は
言
え
、
既
に
弟
子
に
数
名
の
死
者
が
出
た
。
清
十
郎
の
敗
北
を
危
惧
す
る

古
参
の
門
人
が
武
蔵
を
騙
し
打
ち
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
、

清
十
郎
は
面
は
堪
え
が
た
い
辱
め
を
う
け
て
汚
れ
た
が
、
内
心
で
は
修
業
の
怠

り
を
省
み
る
暗
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

以
上
が
『
芸
文
志
』
に
発
表
さ
れ
た
す
べ
て
の
内
容
で
あ
る
。
先
代
開
祖
の

人
間
の
す
ば
ら
し
さ
で
徳
望
と
名
声
を
手
に
入
れ
た
吉
岡
家
で
あ
る
が
、
子
孫

の
堕
落
と
無
能
さ
に
よ
り
衰
弱
し
て
い
く
。
一
方
、
田
舎
出
身
で
無
名
で
あ
り

な
が
ら
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
力
強
く
な
り
、
旧
家
に
挑
み
、
そ
れ
を
破
っ
た

武
蔵
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
堕
落
し
て
衰
退
し
て
い
く
旧
家
と
自
ら
努
力
し
て

強
く
な
る
新
人
の
対
照
は
、
五
千
年
の
文
明
を
誇
り
な
が
ら
列
強
の
餌
食
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
中
国
と
、
遠
い
海
の
か
な
た
の
島
国
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
治
維

新
を
通
じ
て
自
ら
強
く
な
っ
た
日
本
と
を
対
比
す
る
構
図
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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こ
の
一
段
の
中
で
は
、
吉
岡
家
の
挑
戦
者
武
蔵
に
対
す
る
傲
慢
な
態
度
、
負
け

た
後
の
門
人
た
ち
の
反
応
、
清
十
郎
の
外
剛
内
弱
な
性
格
等
が
詳
し
く
書
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
列
強
に
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
中
国
の
中
で

の
一
部
の
人
の
堕
落
ぶ
り
と
重
な
る
。
そ
の
と
こ
ろ
が
古
丁
が
読
者
に
示
し
た

か
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
満
洲
国
」
の
民
度
は
古
丁
が
関
心
を
持
つ
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
四

〇
年
の
秋
、
新
京
で
流
行
し
た
ペ
ス
ト
の
た
め
、
古
丁
一
家
は
一
ヶ
月
近
く
の

病
院
隔
離
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
隔
離
病
院
の
中
で
彼
は
日
系
と
比
較
し
な
が

ら
、
満
系
民
衆
の
民
度
の
低
さ
に
驚
き
、
民
衆
を
啓
蒙
し
て
、
そ
の
民
度
を
高

め
る
こ
と
の
必
要
性
を
痛
感
し
た72

）
。
そ
れ
で
、
彼
は
通
俗
文
学
の
提
唱
を
含
め

て
、
こ
の
問
題
の
解
決
策
を
模
索
し
て
い
た
。
こ
の
模
索
は
『
芸
文
志
』
の
中

で
農
村
、
鉱
山
、
鉄
道
で
働
い
て
い
る
人
の
詩
を
募
集
し
た
こ
と
に
も
繋
が
る

し
（
勿
論
こ
れ
ら
の
詩
の
掲
載
は
大
東
亜
戦
争
の
弾
丸
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
第

一
の
目
的
と
し
て
い
る
が
）、
戦
後
古
丁
脚
本
の
編
集
活
動
（
中
華
人
民
共
和
国
成

立
後
、
古
丁
は
評
劇
劇
団
に
入
り
、
農
村
を
題
材
に
し
た
脚
本
を
多
く
集
め
て
編
集

し
た
）
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
今
で
も
中
国
政
府
を
困
ら
せ
て
い
る
農
村

の
教
育
問
題
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
古
丁
の
先
見
の
明
は
認
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
古
丁
が
吉
川
英
治
著
『
宮
本
武
蔵
』
を
翻
訳
し
た
理
由
と
し

て
、
爵
青
が
語
っ
た
よ
う
に
日
本
の
国
民
的
英
雄
を
回
顧
し
、
日
本
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
雑
誌
に
抜
き
出
さ
れ
、
発

表
さ
れ
た
も
の
に
は
、
中
国
の
堕
落
と
後
れ
、
民
度
の
低
さ
に
対
す
る
古
丁
の

一
貫
し
た
批
判
が
う
か
が
え
る
。

第
三
段
階
で
の
古
丁
の
翻
訳
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
第
三
段
階
で
は
、
大
川

周
明
著
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』、
高
村
光
太
郎
著
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」、
吉
川
英

治
著
『
宮
本
武
蔵
』
を
翻
訳
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
「
大
東

亜
戦
争
」
に
協
力
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
満
洲
文
芸
家
協

会
の
一
会
員
と
し
て
「
満
人
」
作
家
代
表
と
し
て
の
古
丁
の
時
局
の
流
れ
に
乗

る
姿
勢
が
見
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
翻
訳
の
内
容
を
詳
し
く
検
証
し
て
み
れ

ば
、
古
丁
の
「
大
東
亜
戦
争
」
の
熱
狂
の
潮
流
に
流
さ
れ
な
が
ら
、
冷
静
に
戦

争
の
行
方
と
時
局
の
発
展
に
目
を
見
開
き
、
終
始
満
系
民
衆
の
民
度
を
問
題
に

し
て
い
る
、
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。

（
四
）

言
語
の
問
題
か
ら
見
た
古
丁
の
翻
訳

古
丁
の
翻
訳
の
理
由
と
し
て
、
岡
田
英
樹
は
「
文
学
の
質
を
向
上
さ
せ
る
」

こ
と
と
「
漢
語
（
中
国
語
）
を
近
代
語
と
し
て
成
熟
さ
せ
る
」
こ
と
の
二
つ
を

指
摘
し
た73

）
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
、
そ
の
通
り
で
あ
る
と
う
な
ず

け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
古
丁
の
翻
訳
を
「
満
洲
国
」
の
言
語

問
題
に
お
い
て
考
察
し
て
み
れ
ば
、
ま
た
別
の
一
面
が
み
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

日
本
は
植
民
地
の
台
湾
と
朝
鮮
で
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
「
皇
民
化
政
策
」

を
実
施
し
、
領
土
内
で
国
語
と
し
て
日
本
語
の
教
育
を
強
制
す
る
。「
満
洲
国
」
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は
、
表
面
的
に
独
立
し
た
国
家
の
形
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
終
始
「
民
族
協

和
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、
台
湾
や
朝
鮮
と
同
じ
政
策
を
押
し
通
し
た

わ
け
で
は
な
い
。「
満
洲
国
」
は
一
九
三
七
年
五
月
に
「
勅
令
」
に
よ
り
「
学

制
改
正
令
」
や
「
学
制
要
綱
」
等
学
校
令
を
公
布
し
、
一
九
三
八
年
か
ら
日
本

語
を
「
国
語
の
一
つ
」
と
し
て
国
民
学
校
等
で
教
授
す
る
。
清
朝
以
来
の
蒙
古

等
少
数
民
族
居
住
区
で
は
、
国
語
と
し
て
は
中
国
語
が
教
え
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
学
校
令
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
区
で
次
第
に
中
国
語
を
や
め
て
日

本
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
る74

）
。
事
実
上
、
日
本
語
は
各
民
族
の
共
通
語
と
な
り
、

そ
の
第
一
国
語
の
地
位
が
確
定
さ
れ
て
い
る
。

一
九
三
九
年
九
月
、
民
生
部
、
建
国
大
学
、
満
日
文
化
協
会
の
発
起
に
よ
っ

て
満
洲
国
語
研
究
会
が
設
立
さ
れ
る
。
こ
の
会
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

「
国
語
」
の
研
究
、
つ
ま
り
日
本
語
と
「
満
語
」
の
標
準
語
の
語
彙
の
整
理
、

発
音
の
統
一
、
外
来
語
の
制
限
や
統
制
等
々
を
調
査
し
て
研
究
す
る
こ
と
で
、

も
う
一
つ
は
「
国
語
」
の
普
及
で
あ
る
。
主
に
日
本
語
の
普
及
に
力
を
入
れ
て

い
る
。「
満
洲
国
」
に
は
二
千
万
人
以
上
の
「
満
人
」
が
い
て
、
そ
の
大
部
分

は
農
村
に
分
散
し
て
い
る
。
都
市
部
の
子
供
な
ら
学
校
で
日
本
語
教
育
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
る
が
、
農
村
部
に
は
学
校
が
少
な
い
の
で
、
日
本
語
教
育
が
問

題
と
な
る
。
農
村
の
人
た
ち
に
何
ら
か
の
形
で
日
本
語
に
触
れ
さ
せ
よ
う
と

色
々
な
考
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
満
語
」
つ
ま
り
中
国
語
の
発
音
の
表
示
法
に
つ
い
て
は
、
中
華
民
国
で
は

注
音
符
号
を
使
っ
て
い
た
（
台
湾
で
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
）。「
満
洲
国
」
で

も
、
一
九
三
八
年
ま
で
は
注
音
符
号
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
以
後
、
廃
止
さ
れ
て
、
学
校
の
教
科
書
に
お
い
て
は
日
本
語
の
カ
ナ
に
切
り

替
え
た
。
ま
た
、
満
洲
帝
国
民
生
部
国
語
調
査
委
員
会
が
注
音
符
号
の
代
わ
り

に
日
本
語
の
カ
ナ
で
「
満
語
」
の
発
音
を
表
示
す
る
こ
と
が
ど
こ
ま
で
可
能
な

の
か
、
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
一
年
十
月
に
注
音
符
号

の
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
四
四
年
文
教
部
か
ら
「
満
語
カ
ナ
」
が

公
布
さ
れ
た
。「
満
語
カ
ナ
」
と
は
、
中
国
語
の
発
音
を
表
す
日
本
語
の
カ
タ

カ
ナ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
満
洲
帝
国
」（m

a
n
 
zh
o
u
 
d
i g
u
o

）
は
マ
ヌ

ヂ
オ

ウ

デ
ィ
ー

ゴ
ヲ
（
そ
の
上
に
四
声
を
示
す
印
が
つ
く
）
と
読
ま
れ
る
よ
う
に

な
る75

）
。「
満
語
カ
ナ
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
語
を
普
及
さ
せ
よ
う

と
す
る
「
満
洲
国
」
政
府
の
思
惑
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
動
き
に
対
し
て
、「
満
人
」
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

た
の
か
、
こ
こ
で
古
丁
の
態
度
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
古
丁
の
言
語
に
対
す
る

態
度
は
、
夏
目
漱
石
の
『
心
』
の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語
文
法
の

取
入
れ
と
日
本
語
語
彙
の
借
用
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
止
ま

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

１

言
語
に
対
す
る
態
度

①
作
家
は
母
国
語
で
創
作
す
る
べ
き

満
洲
国
語
研
究
会
は
『
満
洲
国
語
』
と
い
う
雑
誌
の
満
語
版
と
日
本
語
版
を

発
行
す
る
。
そ
の
満
語
版
（
一
九
四
〇
年
六
月
〜
一
九
四
一
年
三
月
、
全
八
号
）
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の
編
集
者
は
陳
松
齢
（
辛
嘉
）
で
、
古
丁
の
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
見
れ
ば
、
専
門
論
文
「
方
塊
字
与
文
化
」、「
方
塊
字
改
革
談
」
等
も
あ

る
が
、
日
本
語
講
座
、
検
定
試
験
の
問
題
と
合
格
者
一
覧
表
が
そ
の
主
な
内
容

を
占
め
て
い
る
。
全
体
的
に
「
満
語
」
専
門
家
が
少
な
く
、
そ
の
調
査
・
研
究

に
関
す
る
論
文
ら
し
い
も
の
が
少
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
第
三
号
（
一

九
四
〇
年
八
月
発
行
）
の
史
立
文
「
方
塊
字
改
革
談
」
で
は
、
漢
字
の
注
音
の

模
索
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
る
。「
わ
が
国
の
新
字
運
動
史
は
決
し
て
日
本
よ
り

遅
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。明
万
暦
年
間
、欧
系
人
利
瑪

（M
a
ttco

 
R
icci

1552-1610

）
が
ロ
ー
マ
字
を
使
っ
て
漢
字
の
発
音
を
表
示
し
た
こ
と
が
あ
る76

）
」

と
回
顧
し
て
か
ら
、
民
国
七
年
（
一
九
一
八
年
）
教
育
部
が
注
音
字
母
を
発
布

し
た
と
、
注
音
符
号
の
成
立
の
経
緯
を
紹
介
し
た
。

史
立
文
の
こ
の
文
章
の
前
に
古
丁
の
「
話
的
話
」
が
載
せ
て
あ
る
。
こ
の
文

章
の
日
本
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
話
の
話
」
は
『
満
洲
国
語
』
日
本
語
版
第
五
号

（
一
九
四
〇
年
九
月
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
文
章
の
内
容
は
『
心
』
の
翻
訳
を
検
討
す
る
時
も
触
れ
た
が
、
古
丁
は

最
初
に
「
漢
話
」
に
対
す
る
感
情
を
訴
え
て
い
る
。「
勤
務
中
に
『
漢
話
』
の

話
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
く
、
求
智
的
に
は
退
庁
し
て
か
ら
も
『
漢
話
』

を
読
む
時
間
が
少
な
い
」
の
で
、「『
漢
話
』
に
侘
し
い
郷
愁
を
感
じ
る77

）
」。
な

ぜ
な
ら
、「
私
は
『
漢
話
』
を
離
れ
て
は
無
一
文
に
な
る
文
学
者
だ
か
ら
だ
」

「
私
の
詩
も
漢
話
の
中
に
あ
る
」。
し
か
し
、
古
丁
は
日
本
の
文
化
人
、
特
に

「
内
地
」
か
ら
来
た
作
家
に
、
日
本
語
で
書
か
な
い
の
か
と
よ
く
聞
か
れ
る
。

「
最
近
時
々
私
達
に
対
し
て
呼
び
か
け
ら
れ
る
言
葉
を
聴
く
、
そ
れ
は
日
本
語

で
書
け
と
い
う
註
文
で
あ
る
」。
古
丁
は
そ
の
呼
び
か
け
に
反
対
す
る
態
度
の

ほ
う
に
共
鳴
を
覚
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
私
は
言
語
技
師
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
技
師
は
自
己
の
母
国
語
さ
へ
創
造
出
来
な
い
の
だ
か
ら
外
国
語
で
何
が
創

造
で
き
よ
う
」
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

古
丁
は
、
自
分
の
詩
が
漢
話
に
あ
る
と
言
い
、
漢
話
で
創
作
す
る
こ
と
を
主

張
す
る
。
実
は
、
日
本
人
作
家
の
中
に
も
そ
の
主
張
を
支
持
す
る
人
も
い
る
。

一
九
四
〇
年
「
満
洲
国
」
の
使
節
と
し
て
日
本
紀
元
二
千
六
百
年
の
記
念
式
典

に
参
列
す
る
こ
と
を
契
機
に
、
古
丁
は
『
文
学
界
』
の
第
七
巻
第
四
号
（
一
九

四
〇
年
四
月
）
に
「
満
洲
文
学
通
信
」
と
い
う
文
章
を
寄
稿
し
た
。
そ
の
中
に

「
こ
と
ば
に
関
す
る
問
題
に
就
て
島
木
健
作
氏
、
小
林
秀
雄
氏
が
満
洲
語
で
書

く
の
が
当
然
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
林
房
雄
氏
は
五
十
年
後
は
日
本
語
で
読
み
書

き
を
す
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
た78

）
」
と
書
い
て
あ
る
。
古
丁
が
共
感
を
覚
え
る

の
は
、
島
木
健
作
（
一
九
〇
三
｜
一
九
四
五
）
や
小
林
秀
雄
（
一
九
〇
二
｜
一
九

八
三
）
等
の
意
見
で
あ
る
。
古
丁
は
日
本
語
で
書
け
と
呼
び
か
け
た
人
を
「
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
文
豪
」
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
は
「
た
だ
随
機
応
変
文
化
の

刺
激
を
追
求
す
る
を
知
る
だ
け
で
、
ど
う
し
て
文
化
建
設
に
参
加
す
べ
き
か
を

決
し
て
知
ら
な
い
。
若
し
根
本
か
ら
文
化
建
設
の
意
欲
が
無
け
れ
ば
又
自
ら
別

論
す
べ
き
で
あ
る
」
と
鋭
く
批
判
し
て
い
る79

）
。
満
洲
芸
文
聯
盟
の
機
関
誌
『
芸

文
』
の
一
九
四
三
年
八
月
号
に
、「
小
林
秀
雄
を
囲
む
」
と
い
う
座
談
会
が
載

っ
て
お
り
、「
満
人
」
作
家
側
に
古
丁
と
爵
青
が
出
席
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
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小
林
が
「
僕
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
」
と
発
言
す
る80

）
。
古
丁
の

こ
の
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
文
豪
」
に
対
す
る
批
判
も
小
林
秀
雄
と
一
致
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
古
丁
は
日
本
語
で
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
が
（『
朝
日
新
聞
』

『
文
藝
春
秋
』『
芸
文
』『
満
洲
国
語
』
日
本
語
版
へ
の
寄
稿
）、
小
説
な
ど
の
創
作

は
漢
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
態
度
を
守
っ
て
い
る
。
他
の
日
本
人
作

家
と
の
対
談
の
中
に
も
そ
の
態
度
を
表
し
て
い
る81

）
。

②
文
学
者
は
言
語
の
探
検
を
し
て
い
る

「
話
の
話
」
で
、
古
丁
は
、
言
語
の
技
師
で
あ
る
文
学
者
は
「
話
」
を
発
掘
し
、

彫
塑
し
、
描
写
し
、
弾
奏
し
て
い
る
。
小
松
の
感
覚
の
探
検
が
語
脈
を
豊
富
に

し
、
爵
青
の
文
章
の
探
検
が
語
法
を
精
密
に
す
る
。
ま
た
、
石
軍
の
聴
覚
の
探

検
が
語
彙
を
活
発
に
す
る
、
と
言
う
。
し
か
し
、
漢
字
自
身
に
欠
点
が
あ
り
、

「
漢
字
は
も
う
私
達
の
文
学
的
表
現
を
十
分
に
満
足
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
っ
た
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
古
丁
は
、
山
東
訛
り
で
書
か
れ
た

蒲
松
齢
の
鬼
狐
伝
や
「
金
瓶
梅
詞
話
」
に
登
場
し
た
音
を
表
す
漢
字
（
擬
音

語
）
を
例
に
、
漢
字
で
音
を
表
す
場
合
そ
の
読
み
方
を
表
す
注
音
符
号
が
な
い

と
意
味
が
な
い
と
言
い
、
注
音
符
号
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
ま
た
、
注
音
符
号

は
カ
ナ
よ
り
優
れ
て
い
る
と
、
長
谷
川
如
是
閑
（
一
八
七
五
｜
一
九
六
九
）
等

の
文
章
を
引
用
し
て
説
明
す
る
。
六
朝
を
訪
れ
た
日
本
の
留
学
僧
が
漢
字
か
ら

仮
名
を
作
り
、
そ
の
仮
名
は
又
中
国
に
逆
流
入
し
て
注
音
符
号
と
な
る
。「
併

し
、『

音
』
上
で
は
『
注
音
符
号
』
は
『
カ
ナ
』
に
勝
っ
て
い
る
」
と
長
谷

川
の
意
見
を
述
べ
る
。「『
カ
ナ
』
を
漢
音
の
音
標
と
し
て
も
か
な
ら
ず
し
も
日

本
語
の
普
及
を
成
し
と
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
、「
満
語
カ
ナ
」
の
よ
う

な
動
き
に
反
対
す
る
。「
話
の
話
」
は
一
九
四
〇
年
九
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
、

そ
の
一
年
後
に
注
音
符
号
は
禁
止
さ
れ
る
。

実
は
古
丁
が
注
音
符
号
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
は
一
九
三
八
年
で
、
ち
ょ

う
ど
新
学
制
が
実
施
さ
れ
る
年
で
あ
る
。
そ
の
時
、
古
丁
は
史
之
子
の
筆
名
で

『
月
刊
満
洲
』
に
「
注
音
符
号
の
こ
と
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
た
。
こ
の
文

章
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
に
注
音
符
号
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
た
。「
教
科
書

を
見
る
と
確
か
に
見
当
ら
な
い
。
何
で
も
仮
名
で
置
き
換
え
る
そ
う
だ82

）
」。
古

丁
は
「
私
は
注
音
符
号
と
い
う
も
の
に
は
原
来
、
愛
も
憎
し
み
も
な
い
。
私
は

寧
ろ
漢
字
廃
止
論
者
に
好
感
を
持
っ
て
い
る
方
だ
。
だ
が
、
廃
止
し
な
い
以
上

は
、
矢
張
り
幾
千
年
の
歴
史
を
辿
っ
て
来
た
注
音
符
号
で
、
漢
字
の
音
を
表
し

た
方
が
無
難
で
あ
る83

）
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
か
ら
、
古
丁
の
注

音
符
号
に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
黎
錦
熙
（
一
八
九
〇
｜
一
九
七
八
）
の

『
国
語
運
動
史
』（
一
九
三
五
年
）
か
ら
得
た
と
分
か
る
。

廃
止
か
ら
禁
止
、
注
音
符
号
は
す
っ
か
り
「
満
洲
国
」
か
ら
姿
を
消
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
古
丁
は
ま
だ
あ
き
ら
め
な
い
。『
芸
文
志
』
第
五
号
（
一

九
四
四
年
二
月
発
行
）「
翻
訳
特
集
」
の
「
思
無
邪
」
欄
の
中
で
、
古
丁
は
「
注

音
的
問
題
（
注
音
の
問
題
）」
と
い
う
短
文
を
発
表
す
る
。
こ
の
中
で
、「
も
ち

ろ
ん
、『
注
音
符
号
』
も
漢
字
を
置
き
替
え
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
、

そ
の
表
音
に
お
け
る
役
割
が
大
き
い
」（
固
然
、
注
音
符
号
也
有
代
替

字
的
企
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、

是
在
注
音
方
面
所
收
的

效

巨
大
）。
表
音
に
は
、
注
音
符
号
は
カ

ナ
よ
り
優
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
近
来
、『
カ
ナ
』
で
漢
字
の
音
を
表

す
こ
と
に
つ
い
て
は
調
査
さ
れ
て
き
た
が
、
注
音
符
号
の
欠
点
に
つ
い
て
は
何

も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
拼
音
』
か
ら
『
読
若
法
』
へ
歴

史
的
に
逆
戻
り
し
て
い
る
」（
近
来
、

以

名

音

字
、

行

、
但

没

有

于
注
音
符
号
的
缺
点
加
以
人
和
指
摘
。

然
是
由
拼
音

到

若
法
）
と

指
摘
す
る
。「
大
東
亜
宣
言
に
は
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
す
る
と
声
明
し
て
い

る
の
で
、
漢
字
は
廃
止
で
き
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
五
万
個
の
漢
字
の
発
音
を

表
す
た
め
に
た
だ
四
十
個
の
注
音
符
号
を
、
た
と
え
い
く
ら
思
い
っ
き
り
援
用

し
て
も
何
も
都
合
が
悪
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
お
ま
け
に
、
こ
の
四
十
個
の

注
音
符
号
は
日
本
の
カ
ナ
に
学
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
大

宣
言
已

声
明
尊
重
各
民
族
的

、

字
既
然
不
能

止
、
而
区
区
的

五
万
字

字

音
的
四
十

注
音
符
号
、
即
令
毅
然

然
的
援
用
、
又
有
何
不
可
？
况
且
、

四
十

注
音
符
号
又
是
学
日
本
的

名
而
造
成
的84

）
）
と
力
説
し
て
い
る
。
漢
語

で
創
作
す
る
態
度
を
崩
さ
な
い
古
丁
に
は
、
カ
ナ
で
読
む
漢
語
は
、
も
は
や
漢

語
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
古
丁
の
注
音
符
号
を
使
う
べ

き
だ
と
い
う
論
点
は
、「
大
東
亜
宣
言
に
は
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
す
る
と
声

明
し
て
い
る
」
と
い
う
基
礎
の
上
で
成
立
す
る
。「
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
す

る
」
と
は
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
が
掲
げ
て
い
た
美
し
い
理
念
で
あ
る
。
当
時

多
く
の
日
本
の
知
識
人
は
、
そ
れ
を
よ
し
と
し
て
い
た
。
一
九
四
三
年
八
月
の

第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
、
横
光
利
一
（
一
八
九
八
｜
一
九
四
七
）
が

「
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
し
よ
う
」
と
挨
拶
す
る
し
、
前
に
言
及
し
た
「
小
林

秀
雄
を
囲
む
」
と
い
う
座
談
会
の
中
で
、「
満
洲
の
文
学
が
ど
う
な
る
か
」
と

の
質
問
に
つ
い
て
、
小
林
が
、「
と
に
か
く
満
洲
の
民
族
を
非
常
に
愛
す
る
、

同
情
す
る
と
い
う
こ
と
さ
え
作
家
に
あ
れ
ば
、
そ
の
中
か
ら
き
っ
と
何
か
が
出

来
て
く
る85

）
」
と
言
う
。
小
林
秀
雄
ら
は
、「
民
族
を
愛
す
る
」「
各
民
族
伝
統
を

尊
重
す
る
」
こ
と
を
正
し
い
理
想
と
す
る
か
ら
こ
そ
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
協

力
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
丁
の
「
民
族
協
和
」
の
提
唱
に
も
そ
の
一
面
が
あ

る
。
た
だ
し
、「
満
洲
国
」
で
注
音
符
号
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
美
し
い
理
念
は
現
実
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
能
だ
、
と
い
う
事
実
は
、

古
丁
の
目
に
は
明
々
白
々
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、「
満
人
」
と
し
て
の
古
丁
と

日
本
人
と
し
て
の
小
林
秀
雄
ら
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、

あ
え
て
注
音
符
号
の
こ
と
を
言
い
続
け
る
古
丁
の
姿
勢
に
は
、
そ
の
「
満
洲

国
」
の
文
化
政
策
に
些
か
な
り
と
も
対
抗
心
が
う
か
が
え
る
。

実
は
、「
満
語
カ
ナ
」
が
公
表
さ
れ
る
前
に
、『
東
亜
カ
ナ
一
覧
表
』『
仮
名

反
切
満
華
語
』
等
中
華
民
国
の
注
音
符
号
に
近
い
カ
ナ
も
公
表
さ
れ
て
い
た86

）
が
、

結
局
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
表
音
問
題
に
つ
い
て
主
に
日
本

人
が
考
案
し
て
お
り
、
中
に
は
「
満
語
カ
ナ
」
に
反
対
す
る
こ
と
を
含
め
色
々

な
意
見
が
あ
る
。「
満
人
」
古
丁
の
声
は
そ
の
反
対
意
見
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、

ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
持
た
な
い
と
思
わ
れ
る
。
お
ま
け
に
、
古
丁
の
文
章
は
日

本
人
が
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
満
語
雑
誌
『
芸
文
志
』
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
文

章
が
発
表
さ
れ
た
後
、「
満
語
カ
ナ
」
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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２

翻
訳
に
お
け
る
姿
勢

①
国
立
編
訳
館

古
丁
は
早
く
か
ら
翻
訳
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
ま
た
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
、
国
立
編
訳
館
の
設
立
も
呼
び
か
け
た
。
一
九
三
九
年
十
二
月
『
文
藝
春

秋
』
第
十
七
巻
第
二
十
四
号
に
「
満
洲
文
学
雑
記
」
を
寄
稿
し
、
そ
の
中
に

「
私
は
満
洲
の
現
段
階
に
於
け
る
文
学
を
限
定
版
文
学
と
称
し
た
い
」
と
述
べ
、

限
定
版
を
普
及
版
に
す
る
た
め
に
、「
文
学
に
限
ら
ず
、
文
化
全
般
に
亙
っ
て

斯
る
大
出
版
を
や
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
こ
と
は
全
く
喜
ば
し
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
単
に
民
間
営
利
事
業
と
せ
ず
に
、
国
家
的
事
業
と
し
て
、
編
訳
館
の
如

き
も
の
を
置
い
て
、
之
に
当
ら
せ
る
の
が
一
番
望
ま
し
い
」
と
、
満
洲
文
学
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
国
家
事
業
と
し
て
編
訳
館
の
設
立
の
希
望
を
表
す
。
ま
た
、

前
に
も
触
れ
た
「
満
洲
文
学
通
信
」
と
い
う
文
章
の
中
に
、「
仏
典
の
翻
訳
が

曾
て
支
那
文
学
に
寄
与
し
た
よ
う
に
、
翻
訳
文
学
も
満
洲
文
学
に
寄
与
し
得
る

で
あ
ろ
う
。（
略
）
機
会
が
あ
る
毎
に
満
洲
国
に
於
て
国
立
編
訳
館
の
如
き
も

の
を
置
い
て
、
一
大
国
家
的
事
業
と
し
て
日
本
其
他
外
国
の
文
化
を
紹
介
す
る

事
に
就
て
愚
見
を
述
べ
て
居
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
も
こ
う
い
う
意
味
で
言
っ
た

の
で
あ
ろ
う87

）
」、
と
続
け
て
満
洲
文
学
の
た
め
に
ま
た
編
訳
館
の
設
立
を
呼
び

か
け
る
。

ま
た
、「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」
の
中
で
、

林
‥
小
説
に
関
し
て
は
、
自
分
た
ち
が
ほ
し
い
と
思
う
高
い
水
準
に
達
し

な
け
れ
ば
、
国
産
品
た
り
と
も
こ
れ
を
否
定
す
る
と
云
う
覚
悟
が
必
要
で

す
よ
。
日
本
文
学
で
も
、
ロ
シ
ア
文
学
で
も
、
英
文
学
で
も
よ
い
、
今
満

洲
国
の
文
学
に
対
し
て
必
要
な
、
或
は
満
洲
に
居
る
文
化
人
が
こ
れ
を
よ

い
と
思
っ
た
も
の
を
翻
訳
紹
介
す
る
だ
け
で
も
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
を
や

ら
な
け
れ
ば
だ
め
で
あ
る
。

古
丁
‥
同
感
で
す
。
僕
は
機
会
あ
る
毎
に
言
っ
て
居
る
の
で
す
。
国
立
編

訳
館
と
云
う
も
の
を
作
っ
て
大
量
的
に
日
本
を
始
め
、
世
界
各
国
の
文
学

を
紹
介
す
る
の
だ
ね88

）
。

と
国
立
編
訳
館
の
必
要
性
を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
分
科
会
で
は
、
古
丁
は
、「
国
家
的

常
置
機
関
た
る
べ
き
『
大
東
亜
翻
訳
館
』
を
大
東
亜
中
心
た
る
東
京
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
分
館
を
新
京
、
南
京
、
北
平
に
設
置
し
大
東
亜
文
学
な
い
し
文
化
の

伝
○
○89

）
た
ら
し
め
ん
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
可
及
的
速
か

に
実
現
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す90

）
」
と
大
東
亜

文
学
な
い
し
文
化
交
流
の
た
め
に
編
訳
館
の
設
立
を
提
言
す
る
。
こ
の
提
言
は

採
択
さ
れ
、
大
東
亜
編
訳
館
の
創
設
（
翻
訳
委
員
会
の
設
置
）
は
第
二
回
大
東

亜
文
学
者
大
会
の
議
決
事
項
と
し
て
実
践
的
な
解
決
を
約
束
さ
れ
た91

）
。
そ
し
て
、

実
際
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
内
の
北
平
で
は
国
立
編
訳
館
が
設
立
さ
れ
、『
国
立

華
北
編
訳
館
館
刊
』（
一
九
四
二
年
十
月
創
刊
）
と
い
う
雑
誌
ま
で
出
さ
れ
て
い

175

古丁における翻訳



た
。「
満
洲
国
」
で
も
、
満
洲
芸
文
聯
盟
の
中
に
も
翻
訳
部
門
が
設
置
さ
れ
、

杉
村
勇
造
が
そ
の
責
任
者
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
立
編
訳
館
の
設
立
準
備
が

進
ん
で
い
た
が
、
設
立
寸
前
に
中
止
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
分

か
っ
て
い
な
い
が
、
敗
戦
に
向
か
っ
て
追
い
込
ま
れ
て
い
る
時
期
で
予
算
が
つ

か
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
国
務
院
の
弘
報
処
の
統
制
の
た
め
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
で
、「
満
洲
国
」
国
立
編
訳
館
は
と
う
と
う
設
立
さ
れ
な
か
っ

た
。一

九
四
四
年
九
月
号
の
『
新
満
洲
』（
満
洲
図
書
株
式
会
社
）
に
「
満
洲
編
訳

館
的
創
立
」（
満
洲
編
訳
館
の
創
立
）
と
い
う
特
輯
が
出
さ
れ
た
。
大
内
隆
雄
が

「
関
於
満
洲
編
訳
館
之
創
立
」（
満
洲
編
訳
館
の
創
立
に
つ
い
て
）
と
い
う
文
章
を

書
き
、
そ
の
中
で
、「
我
々
は
現
段
階
の
満
洲
国
で
は
、
民
間
団
体
の
編
訳
館

の
創
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
今
簡
素
な
機
構
と
し
て
満
洲
編
訳
館

を
創
設
し
た
」
と
述
べ
る
。
古
丁
ら
は
あ
き
ら
め
ず
に
、
結
局
国
立
の
代
わ
り

に
民
間
的
な
編
訳
館
を
設
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

②

翻
訳
と
「
民
族
協
和
」

「
満
洲
国
」
で
は
国
立
編
訳
館
の
よ
う
な
機
関
が
望
ま
し
い
と
思
う
人
が
ほ
か

に
も
い
た
。『
満
洲
国
語
』
日
本
語
版

第
七
号
（
一
九
四
〇
年
十
一
月
）
に
は

筒
井
俊
一
の
「
翻
訳
論
」
が
載
っ
て
い
る
。

同
文
同
種
と
は
い
え
語
族
的
に
は
全
く
別
人
で
あ
る
満
語
満
文
と
日
語
日

文
と
が
歩
み
よ
っ
て
、
何
か
日
満
協
和
語
な
ど
と
い
う
も
の
が
出
来
る
な

ど
と
は
と
ん
で
も
な
い
話
で
あ
る
。

（
略
）
満
洲
文
学
が
日
系
の
満
語
小
説
で
あ
る
筈
も
な
く
、
満
系
の
日
語

小
説
で
あ
る
筈
も
亦
な
い
の
で
あ
る
。（
略
）
協
和
と
は
相
互
理
解
の
上

に
の
み
な
り
た
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
日
満
人
の
結
婚
や
日
系
の
満
人
化
、

満
系
の
日
人
化
は
民
族
協
和
の
本
旨
で
な
い
。

（
略
）
文
学
が
民
族
の
生
命
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
如
何
な
る
も
の
よ

り
も
文
学
と
文
学
と
の
接
触
・
交
流
こ
そ
が
何
よ
り
も
先
ず
活
発
豊
饒
に

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
現
在
の
如
く
家
内
工
業
的
翻
訳
労

作
で
は
多
く
を
望
め
な
い
。（
略
）
翻
訳
家
こ
そ
は
組
織
化
さ
れ
国
家
的

事
業
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ92

）
。（
略
）

満
語
と
日
語
と
は
語
族
が
全
く
違
う
か
ら
歩
み
よ
る
こ
と
が
出
来
な
い
、

「
協
和
と
は
相
互
理
解
の
上
に
の
み
な
り
た
ち
う
る
も
の
で
あ
る
」、
そ
の
た
め

に
組
織
化
さ
れ
た
国
家
事
業
と
し
て
翻
訳
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
筒

井
は
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
民
族
協
和
」
の
た
め
の
翻
訳

と
い
え
る
。
つ
ま
り
、「
民
族
協
和
」
と
い
う
国
家
政
策
か
ら
国
家
事
業
と
し

て
の
翻
訳
を
行
う
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
。

『
芸
文
指
導
要
綱
』
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、
古
丁
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
訴
え

方
が
少
し
変
わ
っ
て
く
る
。
一
九
四
一
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
芸
文
志
事
務
会

編
『
訳
叢
』
は
、
古
丁
、
小
松
、
疑
遅
、
爵
青
等
の
翻
訳
短
編
小
説
集
で
あ
る
。

176



中
に
は
日
本
を
始
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
作
品
が
載
せ
て

あ
る
。「
序
」
は
「
翻
訳
研
究
会93

）
」
の
中
心
人
物
大
内
隆
雄
が
書
い
た
も
の
で
、

中
に
「
世
界
芸
文
の
精
化
を
紹
介
す
る
こ
と
が
我
々
の
芸
文
創
造
に
欠
か
せ
な

い
重
大
な
任
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先
日
発
表
さ
れ
た
『
芸
文
指
導
要

綱
』
に
も
明
示
さ
れ
た
」（
介

世
界

文
的
精

、
是

了
充

我

文

造

所
不
可
缺
的
重
大
任

。

于

些
、
在

些
日
子

表
的

文
指

要

里
也
有

所
明
示
。）
と
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
そ
し
て
、
目
次
の
後
、
本
文
に
入
る

前
に
「

以
移
植
我
国
土
之
日
本
文

、
原
住
民
族
固
有
之

文

、

取
世
界

文
之
粹
、
而
造
成

然
独
特
之

文

目

。

『
芸
文
指
導
要

綱
』

」（
此
の
国
土
に
移
植
さ
れ
た
る
日
本
文
芸
を
経
と
し
、
原
住
諸
民
族
固

有
の
芸
文
を
緯
と
し
、
世
界
芸
文
の
粋
を
取
り
入
れ
織
り
成
し
た
る
渾
然
独
自
の
芸

文
た
る
べ
き
も
の
と
す
）
と
い
う
『
芸
文
指
導
要
綱
』
の
内
容
を
引
用
し
、
特

に
「
取
世
界

文
之
粹
」
を
太
字
に
し
て
い
る
。
古
丁
ら
は
い
か
に
『
芸
文
指

導
要
綱
』
に
従
っ
て
翻
訳
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。『
芸

文
指
導
要
綱
』
に
つ
い
て
は
、「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」
の
中
で
、
古
丁
は

「
そ
の
理
念
は
非
常
に
結
構
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
や
り
方
と
し
て
日

系
方
面
の
も
の
を
主
に
や
る
と
い
う
事
は
考
え
物
で
あ
る94

）
」
と
発
言
し
て
い
る
。

古
丁
の
こ
の
一
言
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
理
念
を
高
く
美
し
く
謳
い
、
実
際
に
は

ス
ロ
ー
ガ
ン
や
理
念
と
違
う
や
り
方
で
行
う
、
と
い
う
「
満
洲
国
」
の
政
策
の

本
質
を
暴
露
し
た
と
言
え
る
。

一
九
四
二
年
以
後
、「
満
洲
国
」
は
満
人
に
聖
戦
完
遂
の
た
め
に
勤
労
奉
公

せ
よ
と
要
求
す
る
。
そ
の
た
め
、「
民
族
協
和
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
も
っ

と
高
く
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
に
触
れ
た
解
半
知
の
「
第
一
建
国
よ
り

第
二
建
国
へ
」
と
い
う
文
章
も
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
中
で
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

一
九
四
三
年
「
駱
駝
文
芸
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
芸
文
書
房
か
ら
大
内
隆
雄

の
漢
語
エ
ッ
セ
イ
集
『
文
芸
談
叢
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
古
丁

は
「
用
漢
文
写95

）
」
と
い
う
短
文
を
書
い
た
。
文
章
は
大
内
隆
雄
の
地
道
な
翻
訳

活
動
を
評
価
し
な
が
ら
、「
日
本
人
は
漢
文
で
書
く
歴
史
が
長
い
が
、
漢
文
の

白
話
で
書
く
の
が
、
私
の
寡
聞
の
限
り
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
い
。
大
内
氏

の
こ
の
文
集
は
一
つ
の
始
ま
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
」（
日
本
人
用

文
写
、

有

悠
久
的

史
、
而
日
本
人
用

文
的
白

文
写
、
在
我
的
寡

里
、
却
不
多

、

也

大
内

雄
氏
此
集
竟
是
一

端
）
と
述
べ
、「
文
人
の
魂
と
魂
の
交
流
は
、

先
ず
筆
と
筆
の
交
流
だ
。
相
手
の
言
語
で
書
く
こ
と
は
、
相
手
の
言
語
を
翻
訳

す
る
こ
と
と
同
じ
く
有
意
義
だ
」（
文
人
的
魂
和
魂
的
交
流
、

先
有

和

的

交
流
。
彼
此
用

方
的

言
文
字
来
写
和
彼
此
用
自
己
的

言
文
字
来

、
都
同

是
有
意

的
工
作
）
と
い
う
意
見
を
述
べ
、
日
本
人
知
識
人
と
魂
の
交
流
を
望

ん
で
、
そ
の
た
め
に
、
自
国
の
こ
と
ば
で
の
翻
訳
と
相
手
の
こ
と
ば
で
の
執
筆

が
同
じ
よ
う
に
重
要
だ
と
言
っ
て
い
る
。

前
に
言
及
し
た
が
、
満
洲
国
語
研
究
会
の
目
的
の
一
つ
は
「
国
語
」
の
普
及

で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
普
及
は
、
主
に
満
系
に
日
語
を
教
え
る

こ
と
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
日
系
も
「
満
語
」
を
習
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

177

古丁における翻訳



一
九
四
三
年
八
月
に
発
布
さ
れ
た
「
協
和
会
運
動
基
本
綱
領
」
に
も
、
日
系
の

課
題
と
し
て
「
満
語
」
の
習
得
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
背
景
の
中

で
、
大
内
隆
雄
の
こ
の
エ
ッ
セ
イ
集
は
、
ま
さ
に
日
系
の
「
満
語
」
学
習
の
模

範
と
な
り
、
そ
れ
を
賞
賛
す
る
古
丁
は
、
協
和
政
策
に
則
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「
満
洲
国
」
の
中
で
は
相
手
の
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
相
手
の

民
族
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
前
の
注
音
符
号
の
こ
と
と
同
じ

よ
う
に
、
古
丁
の
些
か
な
反
抗
が
見
え
、
漢
語
と
漢
語
文
化
を
守
る
姿
勢
が
見

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
丁
は
翻
訳
と
国
立
編
訳
館
設
立
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
き

た
が
、「
満
洲
国
」
の
政
策
の
変
化
に
と
も
な
い
そ
の
目
的
が
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
る
。
満
洲
文
学
の
質
の
向
上
か
ら
、『
芸
文
指
導
要
綱
』
に
そ
っ
て
、

そ
し
て
「
民
族
協
和
」
へ
と
次
第
に
変
わ
る
。
支
配
さ
れ
て
い
る
「
満
人
」
と

し
て
、
古
丁
は
、
そ
の
翻
訳
の
理
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
「
満
洲
国
」
の
文

化
政
策
に
追
随
し
、
そ
れ
に
乗
る
。
解
半
知
が
「
自
信
が
あ
り
理
由
が
た
つ
も

の
な
ら
、
何
故
主
張
せ
ぬ
の
か
？

人ひ
家と
面ま
前え
は
聴
か
な
い
と
云
う
前
に
、
主

張
す
る
熱
意
の
な
い
傍
観
的

ひとごとのよう
な
不
協
力
態
度
を
反
省
し
よ
う96

）
」
と
「
満
人
」

に
言
っ
て
い
た
が
、
古
丁
は
注
音
符
号
に
つ
い
て
も
国
立
編
訳
館
に
つ
い
て
も

は
っ
き
り
主
張
し
て
き
た
。

三

結

論

古
丁
は
長
春
の
町
で
満
鉄
の
公
学
堂
と
中
学
堂
の
教
育
を
受
け
、
日
本
文
学

や
文
化
へ
の
親
し
み
が
培
わ
れ
た
。
一
九
三
一
年
九
月
の
満
洲
事
変
に
よ
り
、

古
丁
は
北
平
に
亡
命
す
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
二
年
新
た
に
北
京
大
学
に
入
学

し
て
、
一
九
三
三
年
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
北
方
部
に
入
り
、
組
織
部
長
に
選
ば

れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作
品
、
朴
能
著
小
説
「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」、
岩
藤
雪
夫
著
小
説
「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」
と
、

古
川
荘
一
郎
著
論
文
「
芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」
を
翻
訳
し
た
。

こ
の
時
の
古
丁
は
、
当
時
の
中
国
共
産
党
指
導
下
の
無
産
階
級
革
命
現
実
の

必
要
に
応
じ
て
テ
キ
ス
ト
を
選
び
、
そ
の
基
準
と
し
て
は
、
日
本
文
学
を
紹
介

す
る
こ
と
よ
り
、
現
実
の
中
国
革
命
に
役
立
つ
か
ど
う
か
が
優
先
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
文
戦
派
岩
藤
雪
夫
の
小
説
を
翻
訳
し
な
が
ら
戦
旗
派
の

蔵
原
惟
人
の
論
文
も
翻
訳
す
る
。
こ
の
時
、
古
丁
は
「
味
方

民
族
主
義
を

蹴
る

」
を
翻
訳
し
て
無
産
者
階
級
の
国
際
連
帯
を
訴
え
、「
紙
幣
乾
燥
室

の
女
工
」
の
翻
訳
を
通
し
て
中
国
女
工
の
闘
い
を
応
援
す
る
。
ま
た
、「
芸
術

理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘
争

忽
卒
な
覚
え
書

」
の

紹
介
に
よ
り
中
国
の
左
翼
文
学
理
論
建
設
の
た
め
に
尽
力
す
る
。

こ
の
時
期
の
翻
訳
の
方
法
は
、
初
心
者
が
よ
く
行
う
よ
う
な
直
訳
で
あ
る
が
、

中
に
は
中
国
の
現
実
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
中
国
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
原
文
の
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内
容
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
翻

訳
か
ら
、
古
丁
は
左
翼
革
命
に
燃
え
て
い
る
が
、
弾
圧
に
備
え
る
構
え
が
で
き

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
彼
は
逮
捕
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
変
節
し
て
し
ま
っ
た
。

「
満
洲
国
」
で
は
、
古
丁
は
数
多
く
の
日
本
語
作
品
を
翻
訳
し
た
。
そ
の
テ
キ

ス
ト
の
傾
向
か
ら
そ
の
翻
訳
は
三
つ
の
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な

わ
ち
、
第
一
、
現
実
へ
の
抵
抗
の
態
度
が
窺
え
る
も
の
を
翻
訳
す
る
段
階
（
一

九
三
七
年
）。
こ
の
時
期
彼
は
「
魯
迅
著
書
解
題
」
と
石
川
啄
木
著
「
悲
し
き

玩
具
」
を
翻
訳
し
た
。
北
平
か
ら
帰
っ
て
間
も
な
い
古
丁
は
、
逮
捕
に
よ
っ
て

負
っ
て
し
ま
っ
た
心
の
傷
と
「
満
洲
国
」
の
抑
圧
さ
れ
た
社
会
環
境
の
た
め
、

不
自
由
を
感
じ
、
苦
悶
す
る
。
彼
は
絶
望
に
瀕
し
、
一
生
懸
命
に
希
望
を
見
出

そ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
心
情
の
表
れ
と
し
て
、
こ
の
段
階
の
翻
訳
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
希
望
」
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
以
て
自
分
自
身
と
満
洲
の
文
学
青

年
を
励
ま
す
。

こ
の
時
期
の
翻
訳
も
基
本
的
に
直
訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
左
翼
や
反
日
と
思

わ
せ
る
単
語
や
文
章
を
削
除
し
た
り
書
き
替
え
た
り
す
る
。
そ
れ
は
「
満
洲

国
」
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
政
策
に
対
応
し
な
が
ら
、
魯
迅
を
満
洲
の
読
者
に

紹
介
す
る
た
め
の
戦
略
で
も
あ
っ
た
。

第
二
段
階
（
一
九
三
八
年
〜
一
九
四
一
年
）
は
、
い
わ
ゆ
る
文
学
作
品
の
翻
訳

を
主
と
す
る
。
主
に
夏
目
漱
石
著
『
心
』
と
武
者
小
路
実
篤
著
「
井
原
西
鶴
」

を
中
心
に
そ
の
特
徴
を
検
討
し
た
。
こ
の
時
期
の
古
丁
は
、
小
説
創
作
に
精
力

を
打
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、
翻
訳
も
小
説
の
技
巧
を
学
ぶ
た
め
に
行
っ
た
と
思

わ
れ
る
。『
心
』
の
翻
訳
か
ら
心
理
描
写
を
学
び
、「
井
原
西
鶴
」
か
ら
伝
記
の

書
き
方
を
習
う
。

作
者
へ
の
忠
実
さ
を
徹
底
さ
せ
た
『
心
』
の
直
訳
に
は
、
漢
語
に
日
本
語
文

法
と
語
彙
を
取
り
入
れ
る
実
験
が
見
ら
れ
、
明
清
時
代
の
白
話
小
説
か
ら
の
口

語
の
借
用
も
目
立
つ
。
し
か
し
、「
井
原
西
鶴
」
の
翻
訳
は
読
者
の
立
場
に
立

ち
、「
註
」
を
つ
け
る
等
読
者
に
よ
り
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
工
夫
が
見
ら

れ
る
。『
心
』
か
ら
「
井
原
西
鶴
」
ま
で
、
古
丁
の
文
学
的
立
場
は
作
者
・
翻

訳
者
中
心
か
ら
読
者
中
心
へ
と
変
わ
り
始
め
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

第
三
段
階
（
一
九
四
二
年
〜
一
九
四
五
年
）
で
大
川
周
明
著
『
米
英
東
亜
侵
略

史
』、
高
村
光
太
郎
著
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」、
吉
川
英
治
著
「
宮
本
武
蔵
」
を
翻

訳
し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、
左
翼
傾
向
的
な
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
純

文
学
的
な
も
の
で
も
な
い
。
表
面
的
に
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
時
局
的
な
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
「
大
東
亜
戦
争
」
に
協
力
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
の
翻

訳
か
ら
、「
満
人
」
文
芸
家
代
表
、
満
系
出
版
社
芸
文
書
房
の
社
長
と
し
て
、

古
丁
は
確
か
に
「
鬼
畜
米
英
」
と
の
戦
争
の
潮
流
に
乗
り
「
民
族
協
和
」
宣
伝

の
国
策
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、『
米
英
東

亜
侵
略
史
』
の
翻
訳
か
ら
、「
大
東
亜
戦
争
」
に
複
雑
な
心
境
を
抱
え
な
が
ら

時
流
に
乗
っ
て
い
る
古
丁
像
が
浮
か
び
あ
が
る
。「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
の
翻
訳

に
は
、『
芸
文
志
』
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
苦
心
す
る
古
丁
も
見
え
る
。「
宮
本

武
蔵
」
の
翻
訳
の
う
ち
、
雑
誌
掲
載
分
に
は
、
古
丁
の
作
品
の
一
貫
し
た
「
満

人
」
の
性
格
と
民
度
に
対
す
る
批
判
が
読
み
取
れ
る
。
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古
丁
の
翻
訳
活
動
を
「
満
洲
国
」
言
語
問
題
の
中
に
お
い
て
見
る
と
、
一
九

三
八
年
か
ら
「
満
洲
国
」
政
府
は
学
校
の
中
で
国
語
と
し
て
の
日
本
語
教
育
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、「
満
語
」
を
日
本
語
と
何
ら
か
の
関
係
付
け
を
し
よ
う

と
す
る
。
そ
れ
で
、
中
華
民
国
で
使
わ
れ
て
い
る
注
音
符
号
が
禁
止
さ
れ
、
日

本
語
の
カ
ナ
で
漢
字
の
発
音
を
表
す
「
満
語
カ
ナ
」
が
公
布
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
古
丁
は
、「
満
人
」
作
家
は
漢
語
で
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し

か
し
、
漢
語
の
中
に
は
欠
陥
が
あ
る
か
ら
、
翻
訳
を
通
し
て
新
し
い
語
彙
と
語

脈
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
、
新
し
い
語
彙
を
作
る
場
合
に
も
、
注
音
符
号

が
必
要
で
あ
る
、
ま
た
、
表
音
の
役
割
に
お
い
て
、
注
音
符
号
は
日
本
語
の
カ

ナ
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
。「
大
東
亜
宣
言
に
は
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
す
る
と

声
明
し
て
い
る
」
の
で
、
漢
字
が
廃
止
さ
れ
な
い
限
り
、
注
音
符
号
は
使
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
つ
づ
け
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
注
音
符
号
に
こ
だ
わ
る

古
丁
に
は
、
日
本
語
普
及
の
強
い
勢
い
の
中
で
漢
語
と
漢
語
文
化
を
守
る
姿
勢

が
う
か
が
え
る
。

「
満
洲
国
」
時
代
、
古
丁
の
日
本
文
学
と
文
化
へ
の
理
解
は
、
一
部
の
日
本

の
文
化
人
の
考
え
方
へ
の
共
感
を
生
み
、
彼
等
と
い
っ
し
ょ
に
文
学
や
文
化
事

業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
各
民
族
の
伝
統
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
理
念
を

よ
し
と
す
る
か
ら
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
協
力
す
る
一
部
の
日
本
の
文
化
人
と

同
じ
よ
う
に
、
古
丁
は
「
各
民
族
平
等
」「
魂
と
魂
の
交
流
」
と
い
う
真
の

「
民
族
協
和
」
を
望
む
。
し
か
し
、「
満
洲
国
」
で
美
し
い
理
念
と
現
実
の
や
り

方
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
は
っ
き
り
見
て
い
る
古
丁
は
、
そ
の
美
し
い
理
念
の

実
現
の
不
可
能
性
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
と
、
ふ
だ
ん
「
内
地
」
に
閉

じ
こ
も
り
、
そ
の
理
念
の
実
現
の
方
法
に
詳
し
く
な
い
日
本
文
化
人
と
の
違
い

で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
主
国
の
文
化
人
と
植
民
地
の
文
化
人
と
の
違
い
で
も
あ
る
。

注１
）
「
満
洲
国
」
で
は
中
国
東
北
地
方
に
住
ん
で
い
て
中
国
籍
を
持
つ
人
は
民

族
を
問
わ
ず
に
「
満
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
、
中
国
語
（
漢
語
）
は
「
満

語
」
と
呼
ば
れ
る
。
ゆ
え
に
、「
満
人
」
に
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
満
洲
民
族
の
人

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
漢
族
等
他
の
民
族
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
満
語
」
も
満

洲
族
の
言
語
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
が
「
満
洲
国
」
を
中
華
民
国
か
ら

切
り
離
そ
う
と
す
る
た
め
の
政
治
性
が
込
め
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。

２
）

岡
田
英
樹
「
日
本
語
と
中
国
語
が
交
差
す
る
と
こ
ろ

『
満
洲
国
』
に

お
け
る
翻
訳
の
実
態
」『
満
洲
国
の
文
化

中
国
東
北
の
ひ
と
つ
の
時
代
』、

西
原
和
海
・
川
俣
優
編
、
せ
ら
び
書
房
、
二
〇
〇
五
年
三
月
二
十
五
日
、
七
二

｜
九
〇
頁

３
）

そ
の
研
究
の
目
的
は
論
文
「
古
丁
と
大
東
亜
戦
争

大
東
亜
文
学
者
大

会
と
三
つ
の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
」（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研

究
』
第
三
十
二
集
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
六
年
三
月

一
一
九
｜
一
四
八

頁
）
の
中
で
説
明
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

４
）

こ
れ
に
つ
い
て
鉄
峰
の
論
文
「
古
丁
的
政
治
立
場
与
文
学
功
績
」（『
北
方

論
叢
』
一
九
九
三
年
第
五
期

哈
爾
濱
師
範
大
学
北
方
論
叢
編
輯
部
）
を
参
照

し
た
。
ま
た
、
私
は
古
丁
の
妹
徐
青
氏
に
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
古
丁
が
東

北
大
学
に
一
年
間
在
学
し
て
い
た
と
い
う
証
言
を
得
た
。
東
北
大
学
は
満
洲
事
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変
後
、
北
平
に
引
っ
越
し
た
こ
と
か
ら
古
丁
の
一
九
三
〇
年
秋
の
東
北
大
学
へ

の
入
学
が
確
実
と
な
る
。

５
）
「（
一
九
三
三
年
六
月
）
左
聯
常
委
改
組
。
新
参
加
の
徐
突
微
が
組
織
部
の

責
任
を
持
つ
（
組
織
部
長
と
な
る
）」（
陸
万
美
「
憶
戦
闘
的
〞
北
平
左
聯
〝
和

〞
北
平
文
総
〝」『
北
方
左
翼
文
化
運
動
資
料

編
』
中
共
北
京
市
委
党
史
研
究

室
等
編
、
一
九
九
一
年
六
月
、
北
京
出
版
社
、
三
五
一
頁
）

６
）

本
論
文
の
引
用
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
語
は
新
字
新
仮
名
、
中
国
語
は
簡

体
字
と
す
る
。

７
）

朴
能
「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一

九
三
二
年
九
月
号
、
七
四
｜
七
五
頁

８
）

前
掲
、
朴
能
「
味
方

民
族
主
義
を
蹴
る

」
七
五
頁

９
）
『
文
学
雑
誌
』
第
二
号
、
一
九
三
三
年
五
月
、
一
三
五
頁

10
）
「
発
表
年
月
日
と
掲
載
文
献
」『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
・
十
「
文
芸

戦
線
」
作
家
集
・（
一
）』
新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
五
年
十
一
月
、
四
〇
一
頁

11
）

原
文

岩
藤
雪
夫
「
紙
幣
乾
燥
室
の
女
工
」『
改
造
』、
一
九
三
二
年
、
五

月
。
①
八
九
頁
②
③
九
五
頁
④
八
九
頁
⑤
一
〇
四
頁
⑥
一
〇
二
頁
⑦
⑧
八
九
頁

⑨
一
〇
三
頁

訳
文

『
文
学
雑
誌
』
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
三
三
年
七
月
。
①
一
五
五

頁
②
③
一
六
一
頁
④
一
五
四
頁
⑤
一
六
八
頁
⑥
一
六
七
頁
⑦
⑧
一
五
五
頁
⑨
一

六
八
頁

12
）
「

横
死
小
林

族
募
捐

」『
文
学
雑
誌
』
第
二
号
、
西
北
書
局
、
一
九

三
三
年
五
月
、
一
二
五
頁

13
）

上
海
『
中
華
日
報
・
十
日
文
学
』
第
五
号

14
）

原
文

古
川
荘
一
郎
「
芸
術
理
論
に
於
け
る
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
た
め
の
闘

争

忽
卒
な
覚
え
書

」『
ナ
ッ
プ
』、
一
九
三
一
年
十
一
月
号
。
①
一
〇

頁
②
一
一
頁
③
一
二
頁
④
一
三
頁
⑤
一
四
頁

訳
文

「
在

理

中
的
列

主

的
斗
争
」『
氷
流
』
第
二
巻
一
期
、

北
平
氷
流
社
、
一
九
三
三
年
七
月
。
①
二
三
頁
②
二
四
｜
二
五
頁
③
二
六
頁
④

二
七
頁
⑤
二
九

15
）

古
丁
の
就
職
は
難
し
く
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
頼
ん
だ
。
結
局
、
公
学
堂

時
代
の
先
生
の
コ
ネ
で
国
務
院
に
就
職
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
れ
は
古
丁

の
妹
徐
青
氏
の
証
言
で
あ
る
。
五
歳
偽
り
云
々
は
、
疑
遅
（
李
青
訳
）「
雑
誌

『
明
明
』
の
回
想
」（『
文
学
・
社
会
へ

地
球
へ
』
三
一
書
房
、
一
九
九
六
年

九
月
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

16
）

満
人
官
吏
日
本
留
学
の
件

陸
軍
省

関
東
軍
参
謀
長

西
尾
壽
造

昭
和
九
年
九
月
二
十
五
日

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

h
ttp
: //w

w
w
.ja
ca
r.g
o
.jp
/D
A
S
/

m
eta

/listP
h
o
to

17
）

疑
遅
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
芸
術
研
究
会
の
最
初
の
メ
ン
バ
ー
は
古
丁
、
外

文
、
疑
遅
三
人
で
、
後
辛
嘉
が
加
わ
わ
っ
て
四
人
と
な
っ
た
。（
前
掲
、
疑
遅

李
青
訳
「
雑
誌
『
明
明
』
の
回
想
」
四
三
四
頁
）

18
）

前
掲
、
疑
遅
（
李
青
訳
）「
雑
誌
『
明
明
』
の
回
想
」
四
三
二
頁

19
）

古
丁
『
奮
飛
・
自
序
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
五
月

20
）

本
文
表
参
照
。

21
）
『
芸
文
指
導
要
綱
』（
一
九
四
一
年
三
月
公
布
）

22
）

東
方
国
民
文
庫
は
満
日
文
化
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
日
語
部
と

満
語
部
が
あ
る
。
同
じ
本
の
そ
れ
ぞ
れ
日
語
版
と
満
語
版
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
例
、
藤
山
一
雄
著
『
新
満
州
風
土
記
』、
武
藤
富
雄
著
『
発
明
と
自
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由
恋
愛
』。

23
）

黒
竜
江
民
報
事
件
‥
一
九
三
六
年
六
月
十
日
関
東
軍
が
『
北
満
共
産
党
全

面
逮
捕
の
命
令
』
を
出
し
て
、『
黒
竜
江
民
報
』
の
社
長
の
王

海
と
そ
の
文

芸
欄
の
編
輯
者
金
剣
嘯
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
チ
ハ
ル
と
哈
爾
濱
で
逮
捕
さ
れ
、
七
月

他
の
二
十
九
名
と
軍
事
法
廷
で
裁
判
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
王
、
金
ら
五
人
が

死
刑
を
執
行
さ
れ
る
。
口
琴
社
事
件
‥
一
九
三
七
年
四
月
、「
哈
爾
濱
口
琴
社
」

の
メ
ン
バ
ー
侯
小
古
等
が
「
瀋
陽
の
月
」
等
抗
日
の
歌
を
歌
っ
た
た
め
、
十
八

日
哈
爾
濱
警
察
庁
特
務
科
に
逮
捕
さ
れ
、
九
月
に
刑
死
し
た
事
件
。

24
）
「
評
『
紅
楼
夢
別
本
』」『
一
知
半
解
抄
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
、

一
一
｜
二
四
頁

25
）

陶
明

『
紅
楼
夢
別
本
』『
大
北
新
報
』
連
載
、
単
行
本
出
版
年
月
、
出

版
社
不
詳
。
受
賞
の
こ
と
は
一
九
三
六
年
十
二
月
十
五
日
『
盛
京
時
報
』
に
発

表
。

26
）
『
奮
飛
・
自
序
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
五
月

27
）

前
掲
『
奮
飛
・
自
序
』

28
）

原
文

『
大
魯
迅
全
集
』
第
四
巻
、
改
造
社
、
一
九
三
七
年
。
①
四
九
六

頁
②
③
四
九
七
頁
④
四
九
七
｜
四
九
八
頁
⑤
四
九
八
頁
⑥
五
〇
〇
頁

29
）

古
丁
「
大
作
家

話
」『
一
知
半
解
集
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
、

三
八
頁

30
）

于
耀
明
『
周
作
人
と
日
本
近
代
文
学
』、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年
十
一

月
、
五
三
｜
六
〇
頁

31
）

古
丁
訳
「
悲
哀
的
玩
具
」『
明
明
』
第
二
巻
第
三
期
「
日
本
文
学
紹
介
特

輯
」
一
九
三
七
年
十
二
月
、
七
頁

32
）

前
掲
、
疑
遅
（
李
青
訳
）「
雑
誌
『
明
明
』
の
回
想
」、
四
三
四
頁

33
）

ほ
か
に
「
偶
感
偶
記
並
余
談
」（『
一
知
半
解
集
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九

三
八
年
）
に
「
由
他
去

」、『
心
』
訳
後
小
記
に
「
也
由
他
去

」
等
が
あ
る
。

34
）

古
丁
「
墨
書
」『
浮
沈
』、
満
日
文
化
協
会
・
詩
歌
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
三

九
年
十
二
月
、
九
一
頁

35
）

辛
嘉
（
大
内
隆
雄
訳
）「
古
丁
に
就
い
て
」『
満
洲
浪
曼
』
第
三
巻
、
満
洲

文
祥
堂
、
一
九
三
九
年
╱
呂
元
明
・
鈴
木
貞
美
・
劉
建
輝
監
修
（『
満
洲
浪
漫
』

第
三
巻
）、
ゆ
ま
に
書
房
、
復
刻
版
、
一
一
九
頁

36
）

古
丁
訳
、
ゴ
ー
ゴ
リ
著
「
狂
人
日
記
・
後
記
」『
明
明
』
第
二
巻
第
四
期
、

月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
一
月

三
三
頁

37
）
『
訳
叢
』、
芸
文
志
事
務
会
編
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年
十
月
、
五
四
頁

38
）

文
協
は
満
日
文
化
協
会
の
こ
と
で
、
杉
村
さ
ん
は
杉
村
勇
造
の
こ
と
で
あ

る
。
杉
村
は
一
九
二
四
年
か
ら
三
年
間
北
平
に
留
学
し
、
金
石
学
と
書
誌
学
を

学
ぶ
。
一
九
三
二
年
満
洲
に
渡
り
、
満
洲
国
立
博
物
館
、
満
洲
国
立
図
書
館
な

ど
の
設
立
に
携
わ
る
。
一
九
三
三
年
か
ら
満
日
文
化
協
会
の
設
立
に
従
事
。
そ

の
後
、
満
洲
の
文
化
事
業
に
尽
力
。
戦
後
、
中
国
書
・
画
・
陶
磁
器
等
芸
術
に

関
す
る
著
書
が
数
多
く
あ
る
。

39
）

疑
遅
が
そ
の
回
想
録
に
こ
う
述
べ
る
。
月
刊
満
洲
社
社
長
城
島
舟
礼
（
一

八
九
二
｜
一
九
四
四
）
は
、
自
己
宣
伝
が
好
き
で
あ
る
が
、
ケ
チ
で
あ
る
。

「
城
島
文
庫
」
が
出
版
さ
れ
た
時
、
名
前
は
貸
し
て
く
れ
た
が
、
実
は
金
は
一

文
も
出
し
て
い
な
い
。（
前
掲
、
疑
遅
著
・
李
青
訳
「
雑
誌
『
明
明
』
の
回

想
」、
四
四
三
頁
）

40
）

夏
目
漱
石
著
古
丁
訳
『
心
』
訳
後
小
記
、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
年

十
月
、
二
六
四
頁

41
）

古
丁
「
消
閑
雑
記
」『
文
選
』
第
一
輯
、
王
秋
蛍
編
、
文
溯
書
局
、
一
九
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三
九
年
十
二
月

42
）

辛
嘉
「
関
於
古
丁
」
陳
因
編
『
満
洲
作
家
論
集
』
実
業
印
書
館
、
一
九
四

三
年
六
月
、
一
〇
三
｜
一
〇
九
頁

43
）

短
編
集
『
奮
飛
』（
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
五
月
）
に
収
録
さ
れ
た

作
品
は
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
あ
る
。

44
）

古
丁
訳
『
心
』、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
年
十
月
、
二
六
五
頁

45
）
『
譚

談
四

友
情
・
小
松
』、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年
十
一
月
、
五
六

｜
五
七
頁

46
）

夏
目
漱
石
『
こ
ゝ
ろ
』、
一
九
一
四
年
九
月
、
岩
波
書
店
、
夏
目
漱
石

『
こ
ゝ
ろ
』
漱
石
文
学
館
名
著
復
刻
、
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
六
年
六
月
。

①
二
九
七
頁
②
二
一
五
頁
③
三
二
九
頁
④
二
一
七
頁
⑤
三
一
三
頁
⑥
三
四
七
頁

⑦
三
四
一
頁
⑧
二
一
六
頁

47
）
『
心
』
古
丁
訳
、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
年
十
月
。
①
一
八
〇
頁
②

一
三
六
頁
③
一
九
七
頁
④
一
三
七
頁
⑤
一
八
九
頁
⑥
二
〇
七
頁
⑦
二
〇
三
頁
⑧

一
三
六
頁

48
）
『
心
』
周
炎
輝
訳
、
漓
江
出
版
社
、
一
九
八
三
年
十
月
。
①
一
八
三
頁
②

一
三
四
頁
③
二
〇
二
頁
④
一
三
五
頁
⑤
一
九
二
頁
⑥
二
一
二
頁
⑦
二
〇
八
｜
二

〇
九
頁
⑧
一
三
四
頁

49
）
『
心
』
周
大
勇
訳
、
上
海
訳
文
出
版
社
、
一
九
八
三
年
一
月
。
①
一
八
三

頁
②
一
三
五
頁
③
二
〇
一
｜
二
〇
二
頁
④
一
三
六
｜
一
三
七
頁
⑤
一
九
三
頁
⑥

二
一
二
頁
⑦
二
〇
八
頁
⑧
一
三
六
頁

50
）

前
掲
、
古
丁
訳
『
心
』
①
②
一
三
五
頁
③
一
六
六
頁
④
一
六
七
頁
⑤
一
七

〇
頁
⑥
一
七
一
頁
⑦
一
七
四
頁

51
）

古
丁
「
話
の
話
」『
満
洲
国
語
』
日
本
語
版
第
五
号
、
満
洲
国
語
研
究
会
、

一
九
四
〇
年
九
月
、
二
三
頁

52
）

前
掲
、
辛
嘉
「
古
丁
に
就
い
て
」、
一
二
〇
頁

53
）

前
掲
、
古
丁
「
話
の
話
」、
二
〇
頁

54
）
「
翻
訳
に
か
ん
す
る
通
信

返
信
」『
二
心
集
・
南
腔
北
調
集
』『
魯
迅
全

集
』
第
六
巻
、
竹
内
実
・
吉
田
富
夫
訳
、
一
九
八
五
年
四
月
二
十
五
日
、
二
一

〇－

二
一
八
頁

55
）

前
掲
、
古
丁
「
消
閑
雑
記
」、
一
一
二
頁

56
）
『
麒
麟
』
創
刊
一
周
年
記
念
号
、
満
洲
雑
誌
社
、
一
九
四
二
年
六
月

57
）

紅
野
敏
郎
「
解
説
」『
武
者
小
路
実
篤
全
集
』
第
十
巻
、
小
学
館
、
一
九

八
九
年
六
月
、
六
六
七
頁

58
）

古
丁
「
小
記
」「
井
原
西
鶴
」『
芸
文
志
』
第
三
輯
、
一
九
四
〇
年
六
月
、

三
九
頁

59
）
「
建
国
を
語
る
」『
芸
文
』
三
月
号
、
芸
文
社
、
一
九
四
二
年
三
月
、
一
七

八
｜
二
〇
〇
頁

60
）

鈴
木
貞
美

解
説
「
臨
時
増
刊
『
大
東
亜
戦
争
号
』」『
芸
文
』
第
二
巻
、

呂
元
明
╱
鈴
木
貞
美
╱
劉
建
輝
監
修
、
株
式
会
社
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
七
年

七
月
、
六
頁

61
）

山
田
清
三
郎
『
転
向
記
（
第
二
部
）・
嵐
の
時
代
』、
理
論
社
、
一
九
五
七

年
九
月
、
一
一
五
頁

62
）

大
川
周
明
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』、
第
一
書
房
、
一
九
四
二
年
一
月
、
一

五
八
｜
一
六
〇
頁

63
）
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」『
芸
文
』
四
月
号
、
芸
文
社
、
一
九
四
二
年
四
月
、

一
四
六
｜
一
五
六
頁

64
）

前
掲
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」
一
四
六
頁
、
一
五
五
頁
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65
）

前
掲
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」
一
四
六
頁

66
）

解
半
知
「
第
一
建
国
よ
り
第
二
建
国
へ
」『
芸
文
』
三
月
号
、
芸
文
社
、

一
九
四
二
年
三
月
。

67
）
『
高
村
光
太
郎
全
集
』
第
三
巻
、

摩
書
房
、
一
九
五
八
年
二
月
、
四
七

八
頁

68
）

二
〇
〇
七
年
八
月
、
筆
者
が
杜
白
雨
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時
、
終
戦
直

前
の
古
丁
の
「
協
力
」
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
、
杜
が
そ
の
よ
う
に
答
え
た
。

69
）

古
丁
「
偶
感
偶
記
併
余
談
」『
一
知
半
解
集
』、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八

年
、
六
七
｜
六
八
頁

70
）
「
誌
上
聚
談
」『
青
年
文
化
』
一
巻
二
期
、
満
洲
青
少
年
文
化
社
、
一
九
四

三
年
九
月
、
四
一
｜
四
三
頁

71
）

吉
川
英
治
『
宮
本
武
蔵
・
一
』、『
吉
川
英
治
全
集
』
十
五
、
講
談
社
、
一

九
八
〇
年
二
月
、
一
三
二
頁

72
）

梅
定

「
古
丁
と
『
大
東
亜
戦
争
』」『
日
本
研
究
』
第
三
十
二
集
、
二
〇

〇
六
年
三
月
、
一
一
九
｜
一
四
八
頁
参
照
。

73
）

前
掲
、
岡
田
英
樹
「
日
本
語
と
中
国
語
が
交
差
す
る
と
こ
ろ

『
満
洲

国
』
に
お
け
る
翻
訳
の
実
態
」、
七
二
｜
九
〇
頁

74
）

于
逢
春
「『
満
洲
国
』
の
蒙
古
族
に
対
す
る
日
本
語
教
育
に
関
す
る
考
察
」

『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』、
二
〇
〇
二
年
二
月
、
二
〇
〇
頁

75
）

安
田
敏
朗
『
帝
国
日
本
の
言
語
編
制
』、
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
十
二

月
、
二
五
七
｜
二
五
九
頁

76
）

史
立
文
「
方

改
革

」『
満
洲
国
語
』
満
語
版
、
第
三
号
、
一
九
四
〇

年
八
月
、
一
一
頁

77
）

古
丁
「
話
の
話
」『
満
洲
国
語
』
第
五
号
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
二
〇
頁

78
）

古
丁
「
満
洲
文
学
通
信
」『
文
学
界
』
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
四

月
、
一
七
一
頁

79
）

前
掲
、
古
丁
「
話
の
話
」、
二
二
頁

80
）

前
掲
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」、
六
四
頁

81
）

浅
見
淵
『
文
学
と
大
陸
』、
図
書
研
究
社
、
一
九
四
二
年
四
月
、
二
〇
頁

82
）

史
之
子
（
古
丁
）「
注
音
符
号
の
こ
と
」『
月
刊
満
洲
』
第
十
一
巻
第
八
号
、

月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年
八
月
、
一
六
一
｜
一
六
二
頁

83
）

前
掲
、
史
之
子
（
古
丁
）「
注
音
符
号
の
こ
と
」、
一
六
二
頁

84
）

丁
（
古
丁
）「
思
無
邪
」『
芸
文
志
』
第
五
号
、
一
九
四
四
年
二
月
、
引
用

順
で
六
頁
、
六
頁
、
七
頁

85
）
「
小
林
秀
雄
を
囲
む
」『
芸
文
』
第
二
巻
第
八
号
、
満
洲
芸
文
聯
盟
、
一
九

四
三
年
八
月
、
七
二
頁

86
）

前
掲
、
安
田
敏
朗
『
帝
国
日
本
の
言
語
編
制
』、
二
五
五
頁

87
）

古
丁
「
満
洲
文
学
雑
記
」『
文
藝
春
秋
』
第
十
七
巻
第
二
十
四
号
、
一
一

〇
頁
、
一
七
一
頁

88
）
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」『
芸
文
』
一
九
四
二
年
四
月
号
、
芸
文
社
、
一
五

三
頁

89
）

読
み
取
れ
な
い
文
字
。

90
）

古
丁
（
大
内
隆
雄
訳
）「
第
三
分
科
会

翻
訳
委
員
会
の
設
置
」『
文
学
報

国
』、
第
三
号
八
面
、
一
九
四
三
年
九
月
十
日

91
）

山
田
清
三
郎
「
実
践
議
決
事
項
に
つ
い
て
」『
満
洲
公
論
』
第
二
巻
第
十

一
号
、
満
洲
公
論
社
、
一
九
四
三
年
十
一
月

92
）

筒
井
俊
一
「
翻
訳
論
」『
満
洲
国
語
』
日
語
版
第
七
号
、
一
九
四
〇
年
十

一
月
、
一
六
｜
一
七
頁
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93
）
「
翻
訳
研
究
会
」
の
活
動
は
大
内
隆
雄
を
中
心
に
行
わ
れ
、
古
丁
等
が
そ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
く
ら
い
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
細

は
不
明
。

94
）

前
掲
「
林
房
雄
・
古
丁
対
談
」、
一
五
〇
頁

95
）
『
芸
文
志
』
第
五
号
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
四
年
二
月
、
一
〇
｜
一
一
頁

96
）

前
掲
、
解
半
知
「
第
一
建
国
よ
り
第
二
建
国
へ
」
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は
じ
め
に

野
口
米
次
郎
が
「
戦
争
詩
」
を
書
い
て
「
戦
争
協
力
を
し
た
」
こ
と
は
、
広

く
知
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
野
口
自
身
や
彼
の
日
本
語
詩
歌
に
対
す
る

否
定
的
評
価
を
決
定
づ
け
て
き
た
。「
戦
争
詩
」
と
い
え
ば
、
そ
こ
に
犯
罪
性

の
所
在
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
有
用
性
を
云
々
す
る
論
評
が
支
配
的
だ
っ

た
こ
と
は
、
ひ
と
り
野
口
に
限
ら
な
い
。
し
か
し
、「
戦
争
詩
」
に
も
戦
時
期

の
思
想
哲
学
同
様
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
系
譜
が
あ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
思
想
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と
の
連
携
が
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
目
配
り
し
な
い
限
り
、

日
本
近
代
文
学
史
に
お
け
る
「
戦
争
詩
」
を
解
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

野
口
米
次
郎
は
、
敗
戦
後
に
吹
き
荒
れ
た
「
文
学
者
の
戦
争
責
任
」
糾
弾
に

よ
っ
て
、《
侵
略
戦
争
の
メ
ガ
フ
ォ
ン
》
と
し
て
《
文
学
上
の
生
命
を
葬
》
ら

れ
て
き
た
詩
人
で
あ
る１

）
。
現
在
に
お
い
て
も
、
野
口
は
そ
の
戦
時
期
言
説
に
対

す
る
嫌
悪
と
軽

の
評
価
軸
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
戦
争
詩
を
個
々
の
詩
歌
の
検
証
と
そ
の
近
代
詩
歌
史
に
お
け
る
位
置
づ

け
と
い
う
両
面
か
ら
繙
い
た
『
声
の
祝
祭
』（
一
九
九
七
）
の
中
で
坪
井
秀
人

氏
は
、
野
口
米
次
郎
を
《
戦
争
屑
詩
を
量
産
し
た
拙
劣
な
詩
人
》
と
呼
び２

）
、
次

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

高
村
光
太
郎
と
と
も
に
重
要
な
戦
争
詩
人
に
数
え
ら
れ
る
一
人
に
野
口
米

次
郎
が
い
る
。
重
要
、
と
い
う
の
は
彼
が
す
ぐ
れ
た
戦
争
詩
を
書
い
た
か

ら
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
英
語
で
詩
を
書
き
始
め
日
本
人
と
し
て
は
恐
ら

く
最
初
に
欧
米
の
文
壇
か
ら
お
墨
付
き
を
貰
っ
た
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
の
詩
は
、

日
本
語
で
書
か
れ
た
物
に
つ
い
て
見
る
か
ぎ
り
読
む
に
た
え
る
も
の
は
少

な
い
。
彼
が
戦
争
詩
の
文
脈
の
中
で
重
要
な
の
は
、《
二
重
国
籍
者
》
と

野
口
米
次
郎
の
ラ
ジ
オ
と
刊
行
書
籍
に
見
る
「
戦
争
詩
」

『
宣
戦
布
告
』
と
『
八
紘
頌
一
百

』
を
中
心
に

堀

ま

ど

か
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い
う
過
剰
な
選
良
意
識
が

大
東
亜

建
設
の
選
良
意
識
に
ス
ラ
イ
ド
し

て
い
る
点
（
彼
に
は
『
起
て
よ
印
度
』
な
る
著
作
が
あ
る
）、
第
二
に
翻
訳

調
の
妙
な
ポ
ー
ズ
が
全
き
日
本
語
に
豹
変
し
て
熱
烈
な
愛
国
詩
を
書
き
、

そ
の
多
く
が
朗
読
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
で
あ
る３

）
。（
括
弧
内
、
坪
井
氏
）

坪
井
氏
は
、《

彼
は
戦
争
詩
を
書
い
た
が
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
詩
業
の
価
値

は
些
か
も
損
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

式
の
評
言
》
は
、《
見
苦
し
い
弁
明
》

ど
こ
ろ
か
《
罪
深
い
》
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が４

）
、
本
論
は
、
詩
人
が
「
戦
争

詩
」
を
書
い
た
こ
と
の
「
罪
」
の
是
非
な
ど
に
は
全
く
囚
わ
れ
な
い
。「
戦
争

詩
」
イ
コ
ー
ル
「
戦
意

揚
詩
」
と
捉
え
て
「
犯
罪
性
」「
暴
力
性
」
を
見
る

と
い
っ
た
従
来
の
戦
争
詩
評
価
の
認
識
を
離
れ
、
む
し
ろ
「
戦
争
詩＝

戦
意

揚
詩
」
の
レ
ッ
テ
ル
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
詩
人
個
人
の
多
義
性
を
解
明
し
た

い
。
読
む
に
堪
え
な
い
「
戦
争
屑
詩
」
と
一
括
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
声
を

制
限
さ
れ
た
詩
人
た
ち
の
生
命
を
賭
け
た
一

を
見
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
る
。
無
論
、
一

の
知
ら
れ
ざ
る
詩

に
よ
っ
て
、
戦
時
期
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
公
的
役
割
と
責
任
が
解
消
さ
れ
る
な
ど
と
考
え
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
時
代
と
文
化
の
総
体
を
捉
え
る
た
め
に
、
必
要
な
検
証
で
は

な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
時
期
の
検
証
は
、
野
口
米
次
郎
個
人
の
再
評
価
の

た
め
に
も
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
日
本
の
近
代
文
学
の
歴
史
に
と

っ
て
も
重
大
な
課
題
で
あ
る
。
検
証
す
べ
き
課
題
は
数
限
り
な
く
出
て
く
る
の

だ
が
、
本
稿
で
は
、
野
口
米
次
郎
の
知
ら
れ
て
い
る
側
面
（
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の

関
与
）
と
知
ら
れ
て
い
な
い
側
面
（
戦
時
下
で
刊
行
さ
れ
た
書
籍
）
を
い
く
つ
か

具
体
的
に
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
研
究
の
指
針
と
手
が

か
り
を
示
し
た
い
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
一
九
四
〇
年
代
、
野
口
が
詩
作
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
時
勢
に

関
与
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
時
流
を
逸
脱
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

特
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
『
宣
戦
布
告
』
と
『
八
紘
頌
一
百

』
を
中
心
に
し
て
詩
歌
を
考
察
す
る
。

一

「
戦
争
詩
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

こ
こ
で
ま
ず
、「
戦
争
詩
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
そ
の
定
義
に
つ
い
て
、
確

認
し
て
お
き
た
い
。
戦
争
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
は
、
古
今
東
西
、
叙
事
詩
を
は

じ
め
と
し
て
幅
広
く
存
在
す
る
（
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
日
本
の
「
短
歌
」
や

「
俳
句
」
が
自
然
ば
か
り
を
テ
ー
マ
に
し
て
戦
争
や
勇
士
な
ど
を
詠
っ
て
い
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
正
統
な
文
学
と
は
い
え
な
い
と
論
じ
る
傾
向
も
強
か
っ
た５

）
）。
戦
争
を

題
材
と
す
る
詩
歌
は
、
日
本
の
近
代
詩
（
当
初
は
新
体
詩
）
と
近
接
し
た
存
在

で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
露
戦
争
の
頃
に
も
多
く
の

作
例
が
あ
る６

）
。

し
か
し
、
現
在
の
日
本
で
「
戦
争
詩
」
と
い
う
と
き
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
詩
歌
で
あ
る
。
こ
の
「
戦
争
詩
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、

戦
時
期
に
「
愛
国
詩
」「
国
民
詩
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
戦
場
体
験
や
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戦
闘
を
素
材
と
す
る
「
戦
争
詩
」
に
含
め
て
い
う
呼
称
で
あ
る
。
つ
ま
り
戦
後

に
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
詩
の
全
て
が
、「
戦
後
詩
」
に
対
比
さ
せ
る
形
で

「
戦
争
詩
」
と
一
括
し
て
扱
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
愛
国

詩
」「
国
民
詩
」「
戦
意

揚
詩
」
な
ど
の
境
界
線
は
、
確
か
に
曖
昧
で
は
あ
る

が
、「
戦
争
詩
」
の
全
て
が
「
戦
意

揚
」
を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
ま
ず
基
本
と
し
て
意
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
近
代
詩
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
「
愛
国
詩
」

「
国
民
詩
」「
戦
争
詩
」
の
量
産
さ
れ
た
時
代
を
迎
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
の
時
代
は
、
ラ
ジ
オ
の
全
国
普
及
と
重
な
る
。
こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
視
点
か

ら
、
つ
ま
り
「
戦
時
期
の
新
メ
デ
ィ
ア
と
戦
時
期
詩
歌
の
相
関
関
係
」
と
い
っ

た
観
点
か
ら
考
え
る
場
合
に
、
戦
意

揚
と
政
治
性
、
犯
罪
性
や
「
声
の
暴
力

性
」
と
い
っ
た
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
説
得
力
が
あ
る
。

実
際
、
当
時
は
、
文
化
的
な
も
の
が
政
治
的
に
配
置
さ
れ
、
詩
歌
が
朗
読
と
か

ら
ま
っ
て
戦
争
遂
行
を
鼓
舞
す
る
力
と
な
り
得
て
い
た
。

た
だ
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
視
点
の
み
か
ら
考
え
る
と
、「
愛
国
」
や
「
国
民
」

を
う
た
っ
た
詩
の
背
後
に
あ
っ
た
は
ず
の
も
の
、
即
ち
当
時
代
に
生
き
る
人
々

が
戦
意

揚
に
託
し
た
理
念
や
、「
戦
争
と
文
学
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
、
個
々
の
詩
人
が
そ
こ
に
至
る
必
然
と
葛
藤
な
ど
は
、
全
く
無
視
さ
れ
る
。

ラ
ジ
オ
の
機
能
性
や
政
治
性
に
乗
っ
た
も
の
ば
か
り
が
、
恣
意
的
に
抽
出
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
戦
時
期
の
詩
歌
の
全
て
で
あ
る
か
の
よ
う
な
認

識
が
拡
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戦
時
期
に
立
ち
あ
っ
た
当
時
代
の
詩
人
た
ち
の
「
戦
争
詩
」
に
つ
い
て
の
意

識
や
認
識
を
、
再
吟
味
し
て
お
き
た
い
。

一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
「
盧
溝
橋
事
件
」
が
起
こ
り
、
七
月
十
一
日
に
は

近
衛
文
麿
内
閣
が
対
中
方
針
を
発
表
す
る
。「
支
那
事
変
」（
日
中
戦
争
）
以
降
、

時
代
に
お
け
る
文
学
者
の
位
置
が
頻
繁
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た７

）
。

一
九
三
七
年
十
月
頃
の
文
芸
雑
誌
に
は
、「
戦
争
と
文
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
の
寄
稿
が
多
く
見
ら
れ
る８

）
。
戦
争
に
詩
人
が
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
、
困
難
な
状
況
下
で
如
何
に
折
衝
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ

た
議
論
や
座
談
会
が
次
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る９

）
。
こ
う
い
っ
た
議
論
は
、
詩

雑
誌
な
ど
で
精
力
的
に
或
い
は
悶
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
議
論
で
あ
り
、
新
聞

や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
新
し
い
大
衆
メ
デ
ィ
ア
に
は
表
出
し
て
こ
な
い
。

モ
ダ
ニ
ス
ト
詩
人
・
安
藤
一
郎
（
一
九
〇
七
｜
一
九
七
二10

）
）
は
、
一
九
三
八

年
、
雑
誌
『
蝋
人
形11

）
』
へ
の
寄
稿
文
の
中
で
、「
戦
争
詩
」
を
《
野
蛮
と
も
言

え
る
ほ
ど
荒
々
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
》
で
、
詩
歌
と
し
て
堪
え
う
る
も
の
で
は
な

い
、
期
待
す
る
の
は
無
理
だ
と
い
い
な
が
ら
も
、
戦
争
詩
の
役
割
を
三
つ
挙
げ

て
い
る
。
①
愛
国
的
な
リ
リ
シ
ズ
ム
に
依
っ
て
大
衆
を
鼓
舞
す
る
も
の
、
②
直

面
し
た
悲
劇
と
惨
禍
を
《
冷
静
且
つ
刻
銘
》
に
写
実
す
る
も
の
、
③
思
想
の
観

点
に
立
っ
て
皮
肉
や
風
刺
に
近
づ
く
も
の
、
の
三
つ
で
あ
る12

）
。

メ
デ
ィ
ア
研
究
を
主
軸
に
し
て
「
戦
争
詩
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
安

藤
の
い
う
①
の
役
割
認
識
は
非
常
に
強
い
。
②
も
部
分
的
に
は
認
識
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。
が
、
③
に
つ
い
て
の
認
識
、
あ
る
い
は
①
と
③
、
②
と
③
の
混
合
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地
帯
が
あ
り
う
る
と
い
う
、「
戦
争
詩
」
の
持
つ
多
層
性
に
対
し
て
の
認
識
と

関
心
が
薄
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に

出
な
い
と
こ
ろ
で
、
ど
の
段
階
で
何
が
言
わ
れ
て
何
が
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
、

と
い
う
時
代
状
況
と
戦
況
に
即
し
た
検
証
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

を
、
個
々
の
詩
人
の
人
生
を
通
し
た
変
化
を
含
め
て
検
証
し
て
み
る
と
、
①
と

し
か
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
①
と
③
の
混
合
物
で
あ
っ
た
り
、
個
人
の
思
想
が

戦
争
と
は
別
次
元
で
貫
か
れ
た
上
で
の
①
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
見
え
て
く

る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
本
論
が
目
指
す
の
は
こ
の
検
証
で
あ
る
。
こ
の
検
証

は
決
し
て
「
弁
明
」
で
も
無
価
値
な
下
位
分
類
で
も
な
く
、
文
化
史
の
系
譜
を

探
る
研
究
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
戦
争
詩
の
三
つ
の
役
割
を
述
べ
た
安
藤
一
郎
は
、《

詩
は
、

そ
の
も
の
ゝ
反
映
に
終
ら
ず
、

の
後
に

つ
て
い
か
に
處
す
べ
き
か
、

を
暗
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
の
意
義
が
あ
つ
て
欲
し
い
と
思
ふ13

）
》
と
述
べ
て
い
る
。

戦
争
詩
に
期
待
で
き
な
い
と
言
い
な
が
ら
も
、
戦
後
に
ま
で
展
望
を
持
ち
、
時

局
を
相
対
化
す
る
視
点
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
し
た
い
。

ま
た
、
同
じ
一
九
三
八
年
の
雑
誌
『
蝋
人
形
』
で
岡
本
潤
（
一
九
〇
一
｜
一

九
七
八
）
は
、
当
時
の
詩
人
た
ち
が
蒙
っ
て
い
る
《
外
部
の
壓
倒
的
な
力
》
に

は
、《
露
骨
な
政
治
的
な
も
の
》
と
《
文
化
現
象
一
般
の
か
も
し
だ
す
雰
圍
氣
》

と
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
岡
本
が
常
に
い
う
の
は
、

詩
人
の
《
批
判
的
精
神
》
と
《
抵
抗
》
で
あ
る
。
岡
本
の
認
識
で
は
、
戦
争
と

い
う
震
撼
的
事
実
の
前
で
、
詩
人
は
《
時
勢
に
雷
同
し
て
聲
高
ら
か
に
歌
ふ

者
》
と
沈
黙
す
る
者
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
両
者
と
も
に
政
治
的
な
も
の
の
影

響
で
詩
精
神
を
抹
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う14

）
。

ア
ナ
ー
キ
ス
ト
詩
人
・
岡
本
が
高
く
評
価
し
て
い
た
の
が
、
野
口
米
次
郎
で

あ
る
。
岡
本
は
、
大
正
末
に
は
野
口
に
批
判
的
な
発
言
を
し
て
萩
原
朔
太
郎
と

乱
闘
騒
ぎ15

）
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
に
は
、
詩
人
の
「
抵

抗
」「
批
判
的
精
神
」
な
ど
を
論
じ
る
中
で
、
野
口
の
詩
歌
を
「
見
直
し
た
」

と
言
い
、
高
く
評
価
し
て
い
る
（
戦
後
の
吉
本
隆
明
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
岡
本
潤

の
抵
抗
も
「
欺
瞞
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
岡
本
は
少
な
く
と
も
一
九

四
二
年
ま
で
は
抵
抗
意
識
を
貫
い
て
い
た
詩
人
で
あ
る
）。
後
述
す
る
が
、
岡
本
は

当
時
、
時
代
に
迎
合
す
る
高
村
光
太
郎
を
批
判
し
、
野
口
米
次
郎
を
高
村
と
は

異
な
る
方
向
に
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
た
。

戦
時
下
の
ラ
ジ
オ
放
送
や
新
聞
な
ど
で
の
活
躍
ぶ
り
か
ら
見
れ
ば
、
高
村
と

野
口
は
同
様
の
立
ち
位
置
に
見
え
、
ま
た
現
に
並
列
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
の

だ
が
、
同
時
代
の
詩
人
た
ち
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
随
分
と
違
っ
て
み
え
て
い
た

場
合
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
、「
戦
争
詩
」

と
ラ
ジ
オ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二

戦
争
詩
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

周
知
の
よ
う
に
、
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に

戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
相
関
関
係
を
考
察
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る16

）
。
新
聞
、

ラ
ジ
オ
と
い
う
二
つ
の
大
衆
メ
デ
ィ
ア
は
、
戦
争
に
密
接
に
関
与
し
て
成
立
発
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展
し
、
ゆ
え
に
戦
時
体
制
下
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
政
治
性
や
国
家
戦
略
の
実

態
を
導
く
こ
と
は
難
く
な
い
。

日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、「
世
界
で
最
初
の
成
功
し
た
国
際
交
換
放
送17

）
」
元

年
と
言
わ
れ
た
一
九
二
五
年
に
始
ま
り
、
当
初
は
国
内
放
送
だ
っ
た
の
だ
が
海

外
で
も
受
信
さ
れ
て
、
初
期
か
ら
国
際
性
を
獲
得
し
て
い
た18

）
。
一
九
三
一
年
の

満
州
事
変
を
契
機
に
し
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
国
民
の
戦
意
と
国
威

揚
に
全

力
で
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
二
年
六
月
一
日
に
は
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
は

《
日
本
の
輿
論
と
立
場
》
を
英
語
で
発
信
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
英
語
ニ
ュ
ー

ス
「
カ
レ
ン
ト
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
放
送
を
開
始
し
、
一
九
三
五
年
に
は
海
外

放
送
が
開
始
さ
れ
る19

）
。
こ
の
国
内
に
対
象
を
留
め
な
い
ラ
ジ
オ
放
送
に
、
詩
人

た
ち
が
協
力
を
始
め
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
野
口
も
例
外
で
は
な
い
。

野
口
米
次
郎
は
一
九
〇
四
年
秋
に
帰
朝
し
て
以
後
も
、
海
外
の
新
聞
雑
誌
へ

の
数
々
の
寄
稿
や
英
米
で
の
講
演
旅
行
を
精
力
的
に
行
い
、
そ
れ
以
上
に
多
く

国
内
新
聞
雑
誌
へ
寄
稿
し
て
い
る
。
大
正
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
の
野
口

は
、
象
徴
詩
派
、
民
衆
詩
派
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
も
含
む
）

の
日
本
近
代
詩
歌
の
系
譜
の
中
で
、
無
党
派
的
に
、
か
つ
各
々
に
敬
意
を
払
わ

れ
つ
つ
孤
高
を
保
ち
、
独
自
の
「
日
本
詩
人
」
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
て
い

た
と
い
え
る
。
野
口
の
執
筆
範
囲
は
、
詩
作
や
文
学
論
の
み
な
ら
ず
美
術
や
演

劇
、
日
本
の
思
想
政
治
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
国
際
的
な
観
点
で
の
「
日
本

主
義
」
を
主
張
し
、
英
語
が
で
き
、
ま
た
実
際
に
海
外
で
顔
が
利
く
立
場
で
あ

っ
た
た
め
、
日
本
の
政
治
的
立
場
の
発
信
を
目
的
と
す
る
国
際
ラ
ジ
オ
放
送
に

不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
ラ
ジ
オ
に
お
け
る
活
動
や

協
力
は
、
野
口
が
日
本
に
住
む
限
り
必
然
で
あ
る
。
野
口
が
ア
メ
リ
カ
の
聴
衆

に
向
け
て
自
然
美
を
語
っ
た
放
送
（『
六
月
の
母
国
便
り
』
一
九
三
七
年
）
が
、

特
に
意
義
深
く
心
を
打
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
感
想
も
出
て
い
た20

）
。

で
は
、「
戦
争
詩
」
は
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
な
の
か
「
反
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
な
の

か
。
日
本
近
代
に
お
け
る
詩
の
「
朗
読
」
や
、
詩
と
音
楽
・
舞
踏
・
体
操
ま
た

は
写
真
・
映
画
な
ど
の
知
覚
表
現
活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
歴
史
と
政
治
性
に
つ

い
て
の
研
究
か
ら
「
戦
争
詩
」
を
と
ら
え
た
坪
井
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。戦

争
詩
は
折
か
ら
の
国
語
醇
化
運
動
や
反
モ
ダ
ニ
ズ
ム
（＝

反
西
欧
・
反

近
代
）
的
な
言
説
と
手
を
携
え
て
朗
読
運
動
、
さ
ら
に
は
普
及
し
始
め
て

い
た
ラ
ジ
オ
放
送
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
く
。
大
政
翼
賛
会
は
文
化
部

長
の
岸
田
国
士
の
提
唱
に
よ
っ
て

朗
読
研
究
会

を
発
足
さ
せ
、
そ
れ

が
日
米
開
戦
を
契
機
と
し
て

愛
国
詩
献
納
運
動

に
よ
る
テ
ク
ス
ト
の

整
備
を
経
て
、
さ
ら
に
愛
国
詩
の
朗
読
放
送
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
へ
と
発
展

し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
倣
っ
て
ラ
ジ
オ
放
送
は

国
体
明
徴

の
方
便
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
に
利
用
さ
れ
、
詩
人
た

ち
も
ま
た
そ
れ
に
利・
用・
さ・
れ・
た・
の
だ
、
と
言
え
ば
言
え
る
。
し
か
し
実
情

は
詩
人
た
ち
も
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
利・
用・
し・
た・
の
で
あ
る
。（
中
略
）

放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
国
民
管
理
に
便
乗
し
て
、
詩
人
た
ち
が

読
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者

な
ら
ぬ

聴
取
者

と
の
強
い
絆
を
獲
得
し
、
そ
れ
ま
で
の
象
徴
主

義

モ
ダ
ニ
ズ
ム
時
代
の
現
実
遊
離
や
読
者
大
衆
か
ら
の
孤
立
感
か
ら

一
挙
に
脱
却
す
る
陶
酔
を
ひ
と
と
き
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
す

る
に
難
く
な
い
の
で
あ
る21

）
。

こ
の
系
譜
の
検
証
は
精
査
に
行
わ
れ
て
お
り22

）
、
国
語
醇
化
運
動
や
伝
統
回
帰

運
動23

）
や
朗
読
運
動
と
あ
い
ま
っ
て
戦
争
詩
が
ラ
ジ
オ
放
送
と
結
び
つ
い
て
い
く

と
の
認
識
に
は
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
坪
井
氏
は
、《

声
へ
の
回

帰

は
反
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
文
脈
を
形
成
し
て
そ
の
ま
ま
京
都
学
派
の

近
代

の
超
克

に
接
続
す
る
反
動
性
を
包
含
》
し
て
い
た
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
そ

の
も
の
に
内
在
す
る
表
現
意
識
の
脆
弱
さ
を
論
じ
て
い
る24

）
。
こ
れ
に
関
し
て
は

別
の
見
方
を
し
た
い
。
つ
ま
り
、
坪
井
氏
の
《
不
毛
な
戦
争
詩
の
時
代
に
転
落

し
て
い
く
一
九
二
〇
〜
一
九
四
〇
年
代
の
近
代
詩
の
過
程
ほ
ど
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運

動
の
崩
壊
の
過
程
を
典
型
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
は
な
い25

）
》
と
い
う
認
識

に
は
異
を
唱
え
た
い
。

国
際
的
な
文
化
思
潮
か
ら
考
え
た
場
合
、

声
へ
の
回
帰
」は
、
単
に
反
モ
ダ

ニ
ズ
ム
的
な
系
譜
と
繫
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い26

）
。
日
本
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
た

ち
が
伝
統
回
帰
や
古
神
道
信
仰
や
日
本
主
義
へ
の
回
帰
を
辿
っ
た
道
筋
は
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
崩
壊
で
は
な
く
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
追
究
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
。
瀬
尾
育
生
氏
の
『
戦
争
詩
論
』（
二
〇
〇
六
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
視
点

が
示
さ
れ
て
い
る
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
敗
北
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
が
露
出
し
て
き
た
の
で
は

な
い
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
、
帝
国
主
義
時
代
に
獲
得
し
た
方
法
の
機
能
的
な

普
遍
性
、
か
つ
て
は
国
民
批
判
と
し
て
機
能
し
た
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
こ
そ
、
戦
争
詩
の
ウ
ル
ト
ラ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
合
流
す
る
。
戦
争
詩
は
、
抒
情
を
敵
と
し
地
方
性
・
風
土
性
を
排
除

し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
「
世
界
」
性
に
加
担
し
て
き
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の

方
法
の
、
挫
折
で
は
な
く
て
、
完
成
な
の
で
あ
る27

）
。

国
際
的
な
思
想
文
化
潮
流
か
ら
考
え
る
場
合
、
こ
ち
ら
の
認
識
の
ほ
う
が
よ
り

妥
当
す
る
。
ち
な
み
に
瀬
尾
氏
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
や
マ
ル
ク
ス
主
義
が
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
よ
う
に
、《
帝
国
主
義
国
家
が
繰
り
出
す
さ
ま
ざ
ま
な

理
念
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
語
彙
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
な
が
ら
、
本
質
的
に
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
》
と
述
べ
て
お
り
、
日
本
の
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
や
、

「
八
紘
一
宇
」
理
念
も
、
ド
イ
ツ
の
地
政
学
や
ド
イ
ツ
史
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
を
う
け
て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る28

）
。

以
上
の
よ
う
に
、「
戦
争
詩
」
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
伝
統
回
帰
認
識
の

関
連
性
に
つ
い
て
は
多
少
の
異
論
は
あ
る
も
の
の
、
坪
井
氏
の
「
音
声
」
か
ら

読
み
解
く
「
戦
争
詩
」
の
系
譜
は
、「
戦
争
詩
」
の
時
代
の
最
も
重
要
な
局
面

を
総
体
と
し
て
表
し
得
て
い
る
。
大
正
期
に
活
性
化
す
る
音
楽
・
美
術
・
演
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劇
・
文
学
と
い
っ
た
芸
術
の
総
合
化
の
指
向
性
が
、
朗
読
運
動
か
ら
ラ
ジ
オ
放

送
に
結
び
つ
い
て
い
き
、
対
米
英
戦
争
を
契
機
に
し
て
愛
国
詩
献
納
運
動
へ
、

「
戦
争
詩
」
朗
読
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放
送
の
時
代
へ
と
進
む
。
野
口
米
次
郎
も
ま

た
、
こ
の
系
譜
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
野
口
米
次
郎
は
、
美
術
や
演
劇
、
文
学
な
ど
幅
広
い

著
作
を
持
ち
、
も
と
も
と
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
な
存
在
で
あ
っ
た
た
め
、
ラ

ジ
オ
や
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
に
も
感
応
し
や
す
い
感
覚
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
野
口
は
既
に
大
御
所
詩
人
で
も
あ
っ
た
が
、
若
い
世
代
の
詩
人
た
ち
と

も
忌
憚
な
く
付
き
合
っ
て
お
り
、
国
内
外
を
問
わ
ず
詩
人
以
外
と
の
付
き
合
い

も
幅
広
か
っ
た
。
こ
の
野
口
が
持
っ
て
い
た
性
質
は
、
坪
井
氏
も
指
摘
す
る
よ

う
な
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
朗
読
会
参
加
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り29

）
、
一
九
三
〇
年

代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
関
与
に
続
い
て
い
く
。
さ
ら

に
一
九
四
四
年
に
伊
藤
道
郎
ら
と
企
画
す
る

大
東
亜
舞
台
芸
術
研
究
所
」も
、

こ
の
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
な
指
向
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る30

）
。

周
知
の
よ
う
に
、「
戦
争
詩
」
は
音
楽
と
も
結
び
つ
い
て
ラ
ジ
オ
放
送
に
の

せ
ら
れ
て
い
く
。
野
口
の
詩
歌
も
作
曲
さ
れ
て
お
り
、
日
本
放
送
協
会
（
放
送

局
）
が
一
九
三
六
年
以
来
、
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト
と
し
て
発
行
し
た
「
国
民
歌

謡31
）

」
に
は
、
第
三
七
輯
「
国
に
誓
ふ

国
民
精
神
作
興
歌
」（
野
口
米
次
郎
・

詩
、
信
時
潔32

）
・
曲
）（
図
１
）
と
第
五
〇
輯
「
興
亜
奉
公
の
歌
」（
野
口
米
次
郎
・

詩
、
信
時
潔
・
曲
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
付
き
の
合

唱
用
楽
譜
で
あ
る
。「
国
に
誓
ふ

国
民
精
神
作
興
歌
」（
一
九
三
八
年
一
一

月
五
日
）
の
最
終
聯
は
、《
た
て
は
ら
か
ら
よ
言
葉
あ
り
╱
ゆ
る
が
ぬ
富
士
に

墓
場
を
ゆ
だ
ね
╱
永
久
の
誉
に
生
命
を
か
へ
よ
》
で
あ
る
。
詩
人
た
ち
か
ら
み

れ
ば
、
浅
薄
な
使
い
廻
さ
れ
た
語
句
の
羅
列
で
も
、
音
楽
の
力
を
借
り
、
ま
た

「
合
唱
」
の
持
つ
威
を
借
り
、
楽
譜
と
し
て
頒
布
さ
れ
、
教
育
現
場
で
反
覆
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
幾
重
に
も
増
強
さ
れ
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
興
亜
奉
公
の
歌
」は
、『
宣
戦
布
告
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
で
、
内
閣
の

命
で
「
興
亜
奉
公
日33

）
」
が
選
定
さ
れ
た
際
に
、
日
本
放
送
協
会
か
ら
委
託
を
う

け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。《
天
に
二
つ
の
、
太
陽
は
照
ら
ず
、
╱
理
想

の
道
は
、
一
つ
な
り
、
╱
築
け
東
亜
の
、
新
天
地
、
╱
勇
者
の
歴
史
、
君
を
待

つ
。》
と
い
っ
た
定
型
が
四
番
ま
で
続
く
。

「
興
亜
奉
公
日
」の
一
九
三
九
年
十
月
一
日
、
国
際
放
送
の
「
北
米
西
部
向

図１ 『国民歌謡』第37輯、社団法人日本放送協会、
1938年、筆者蔵
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け
」
に
お
い
て
「
興
亜
建
設
国
民
歌
謡
集
」
が
放
送
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
内

容
は
、「
朝
」（
島
崎
藤
村
作
詞
、
小
田
進
吾
作
曲
）、「
海
ゆ
か
ば
」（
信
時
潔
作

曲
）、「
国
に
誓
ふ
」（
野
口
米
次
郎
作
詞
、
信
時
潔
作
曲
）
な
ど
と
続
き
、
最
後

が
「
興
亜
奉
公
の
歌
」

野
口
米
次
郎
作
詞
、
信
時
潔
作
曲
）
で
あ
っ
た
。「
銃
後

国
民
の
意
気
を
歌
曲
に
お
伝
へ
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た34

）
。

一
九
四
五
年
の
敗
戦
直
前
に
は
、「
米
英
撃
滅
の
歌
」（
野
口
米
次
郎
作
詞
、

山
田
耕
筰
作
曲
。
伊
藤
久
男
・
波
平
暁
男
歌
）
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
か
ら

出
て
い
る35

）
。
こ
の
詩
は
、『
八
紘
頌
一
百

』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
野
口
の
詩
に
音
曲
が
つ
け
ら
れ
て
流
行
歌
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

西
條
八
十
ら
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
が
、
国
際
的
知
名
度
の
あ
る
野
口
の
役
割
は

重
大
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
朗
読
運
動
や
詩
音
楽
の
総
合
芸
術
化

の
路
線
上
に
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
へ
の
関
与
は
、
戦
局
と
と
も
に
、
国
内
外
の

情
報
戦
略
の
国
家
政
策
へ
の
全
面
協
力
の
方
向
に
つ
な
が
る
。

野
口
の
ラ
ジ
オ
協
力
と
政
治
性
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
は
、
対
イ
ン

ド
政
策
と
大
東
亜
共
栄
圏
の
理
念
と
い
う
視
点
が
不
可
欠
に
な
る
。
野
口
の
戦

時
期
の
政
治
的
発
言
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
に
関
す
る
言
説
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
の
国
際
放
送
と
対
イ
ン
ド
政
策
と
い
う
も
の
が
、
野
口
の
言
論
活
動
と

国
際
平
和
の
理
想
に
ど
う
重
な
っ
て
い
た
か
。
ま
た
そ
の
野
口
の
言
論
が
、
日

本
の
思
想
人
や
イ
ン
ド
の
急
進
独
立
派
、
或
い
は
タ
ゴ
ー
ル
や
ガ
ン
ジ
ー
ら
の

思
想
家
と
ど
う
折
衝
し
た
か
。
野
口
・
タ
ゴ
ー
ル
論
争
に
代
表
さ
れ
る
日
印
摩

擦
が
、
世
界
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
。
資
本
主
義
や
社
会
主
義
を
超

え
る
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
世
界
潮
流

が
、
ど
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を
抜
き
に
し

て
は
、
野
口
の
メ
デ
ィ
ア
協
力
の
総
体
を
把
握
し
き
れ
な
い
。
ラ
ジ
オ
国
際
放

送
の
経
緯
と
、
重
要
視
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
西
南
ア
ジ
ア
向
け
の
政
策
と
戦
況

の
上
に
、
野
口
の
戦
時
協
力
が
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
可
能
だ
ろ
う
。
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
廻
し
た
い
。
た
だ
、
野
口
の
場
合
は
、
国
際
的
な
文

化
人
た
ち
と
の
直
接
の
親
交
が
あ
り
、
架
け
橋
と
し
て
の
自
覚
の
意
識
も
あ
り
、

ま
た
象
徴
主
義
か
ら
日
本
主
義
に
繫
が
る
思
想
経
緯
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
に
は
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

三

『
宣
戦
布
告
』
の
両
義
性

野
口
の
戦
時
活
動
と
い
え
ば
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
新
聞
で
の
活
躍
が
非
常
に
目

立
ち
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
一
九
四
〇
年

代
に
入
っ
て
も
九
冊
の
書
籍
を
刊
行
し
て
い
る36

）
。
詩
集
と
し
て
は
『
宣
戦
布

告
』

一
九
四
二
）
、『
八
紘
頌
一
百

』

一
九
四
四
）
の
二
冊
が
あ
り
、
こ
こ
に

は
ラ
ジ
オ
放
送
や
新
聞
紙
上
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
詩
人
の
別
の
側
面
が

垣
間
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、『
宣
戦
布
告
』（
道
統
社
、
一
九
四
二
年
三
月
十
五
日
）
か
ら
み
て
み
た

い
。
装
幀
は
川
端
龍
子
で
あ
る
（
図
２
）。
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
戦
時
色
の
強
い
作
品
集
で
あ
り
、
戦
後
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
没
収
扱
い

と
な
る
一
冊
で
あ
る
。
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「
自
序
」
は
、《
人
生
は
永
劫
の
宣

布
告
な
り
》
で
は
じ
ま
る
。《

と

平
和
は
二
に
し
て
一
な
り
。
わ
れ
一
生
を
詩
歌
に
捧
げ
來
れ
ど
、
今
日
國
家
の

重
大
時
局
に
際
會
し
て

を
支
持
謳
歌
す
る
所
以
自
ら
明
か
な
り
。
生
を
日

本
に
得
て
壯
嚴
無
比
の
今
日
を
ま
の
あ
た
り
に
見
る
嬉
し
さ
、

な
く
し
て
感

謝
す
る
こ
と
能
は
ず
。
昭
和
十
七
年
一
月
五
日
》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、

「
戦
争
」
と
「
平
和
」
が
二
つ
に
し
て
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、『
伝
統
に
つ

い
て
』
で
も
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』

一
九
九
五
）
に
は
、
野
口
の
『
宣
戦
布
告
』
の
項

目
で
、
次
の
よ
う
な
書
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
大
部
分
は
時
局
に

乗
じ
た
翼
賛
の
詩
で
あ

り
、
国
民
詩
、
朗
読
詩

な
ど
と
称
し
て
Ｊ
Ｏ
Ａ

Ｋ
に
よ
り
放
送
さ
れ
、

あ
る
い
は
新
聞
な
ど
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
が
多

い
。
一
巻
さ
な
が
ら
御

用
詩
人
の
叫
び
で
あ
る37

）
。

（
中
略
）
し
か
し
、
著

者
に
牢
固
た
る
国
体
の

観
念
が
あ
る
で
も
な
く
、
大
東
亜
経
綸
の
方
策
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

そ
の
時
に
お
い
て
耳
障
り
の
よ
い
観
念
語
の
跳
踉
に
ま
か
せ
た
喧
騒
詩
に

す
ぎ
な
い
。
か
よ
う
な
詩
人
を
お
抱
え
に
し
た
放
送
局
も
、
責
任
の
一
半

を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う38

）
。

し
か
し
、
野
口
に
国
体
の
観
念
が
な
く
、
大
東
亜
経
営
の
方
策
が
あ
る
わ
け

で
も
な
い
の
は
、
野
口
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
首
尾
一
貫
し
た
事
態
だ

っ
た
。
野
口
本
人
が
述
べ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
海
外
生
活
の
長
か
っ
た
野
口
に

国
体
の
観
念
は
希
薄
で
あ
っ
た39

）
。
戦
時
に
求
め
ら
れ
る
《
耳
障
り
の
よ
い
》
言

葉
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
は
ラ
ジ
オ
局
か
ら
の
要
求
を
考
え
れ
ば
当

然
で
あ
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

重
要
な
の
は
、
国
際
的
に
知
名
度
の
あ
る
野
口
を
お
抱
え
の
《
御
用
詩
人
》

に
す
る
こ
と
が
、
放
送
局
や
国
家
政
策
に
と
っ
て
い
か
に
有
益
だ
っ
た
か
と
い

う
認
識
で
あ
り
、
野
口
個
人
の
国
体
に
対
す
る
忠
誠
の
有
無
な
ど
は
当
局
に
と

っ
て
は
関
係
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
ろ
う
。

野
口
を
起
用
し
た
愚
か
さ

な
ど
と
い
う
見
解
は
、
完
全
に
筋
違
い
な
の
で
あ
る
。
野
口
こ
そ
、
国
外
へ
の

発
信
を
意
識
し
た
音
声
メ
デ
ィ
ア
の
隆
盛
期
つ
ま
り
国
際
ラ
ジ
オ
放
送
の
時
代

に
必
要
で
相
応
し
い
人
物
で
あ
り
、
放
送
す
る
側
が
野
口
の
名
前
を
使
わ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
宣
戦
布
告
』
が
《
一
巻
さ
な
が
ら
御
用
詩
人
の
叫
び
で
あ
る
》
と

い
う
認
識
は
、
正
確
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
そ
の
検
証
を
し
て
み
た
い
。

図２ 『宣戦布告』道統社、1942年、筆者蔵
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表１『宣戦布告』 ラジオ曲や新聞メディア、教育政策の一部として作られた詩作品の一覧

収録順の
通し番号

詩 のタイトル 各詩 に附された「註」より
堀による追加
事項

1 「荒行者」
昭和17年元旦の作、読売紙上発表、JOAKより丸山定夫氏朗
読放送。

読売新聞
1942/1/6

2 「宣戦布告」
都新聞で発表後、JOAKより国民詩として放送。さらに、丸
山定夫氏朗読によりコロムビアレコードに吹き込まれる。

都新聞
1941/12/11

3 「一億の決死隊」 帝国蓄音機会社の委嘱により作。

4 「破竹の突撃」 群読詩としてJOAKにより放送。

5 「語を同胞に寄す」 宣戦布告の数日前に書く、読売紙上発表。

7
「全亜細亜民族に叫
ぶ」

JOAKのための朗読詩。

8 「真珠湾の炸裂」 日日新聞紙上で発表、JOAKでは国民詩として朗読放送。

10 「神の膺懲
ヨウチヨウ

」 JOAKのための朗読詩。

11 「落ちゆく血達磨」 本紙は香港陥落を歌ったもの、読売所載。
読売新聞
1941/12/22

14 「英霊に捧ぐる歌」 慶應大学大講堂での日支事変戦没学生追悼会にて合唱される。

15 「國に誓う」
JOAKの委嘱による作、国民精神作興歌として放送。作曲家
は信持潔氏。

16 「日本創造」
宮城道雄氏外社中の伴奏により、歌謡譜としてJOAKより朗
読放送。昭和17年１月27日夜本 の第三回朗読放送が行はれ
た。

17 「東亜の曉」
「日本創造」の姉妹 、同じく宮城道雄氏外社中の伴奏によ
り歌謡譜としてJOAKより朗読放送。放送時、削除あり。

18
「妹より出征の兄に
送る手紙」

日支事変酣なる頃、JOAKの委嘱により實際の経験を織込ん
で仮想的に書いたもの。昭和15年１月13日夜活動女優山路ふ
み子嬢同放送局より朗読放送。

29 「米国人に與う」 週刊朝日昭和16年３月２日号所載

34 「海に呼ばれて」 JOAKの委嘱により作。

35 「南進国是」 台北某学校の委嘱により校歌としての作。
雑誌『詩洋』
昭和15年8月号
掲載。

38 「興亜奉公の歌」
内閣の命による興亜奉公日選定に際し、日本放送協会の委嘱
を受けて作る、作曲者信時潔氏。

39 「紫色旗の下に」 東京市立某中学校の校歌として作る。

40 「壽
コトホ
く言葉」

昭和３年11月10日帝都某紙所載。祝天皇陛下御即位の大儀に
際して。

41 「國土礼讃の歌」
皇紀二千六百年記念のための作。英語に移植され廣く世界に
頒布された。

43 「一億一心」 JOAKの委嘱により作。
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ラ
ジ
オ
局
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
や
新
聞
メ
デ
ィ
ア
、
教
育
政
策
の
一
部
と
し
て
作

ら
れ
た
詩
作
品
を
、
表
１
に
あ
げ
た
。
表
の
と
お
り
全
五
四

中
の
二
二

が

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
な
ど
の
放
送
向
け
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
自
註
に
明
記
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
詩

「
宣
戦
布
告
」
は
《
わ
れ
聲
を
大
に
し
て
殉
國

の
秋
を
叫
ぶ
…
…
╱
あ
あ
、
來
る
可
き
も
の
遂
に
來
れ
り40

）
。》
と
始
め
ら
れ
、

「
一
億
の
決
死
隊
」
で
は
《
國
難
こ
こ
に
、
天
暗
し
、
╱
往
く
一
億
の
、
決
死

隊
╱
國
に
捧
げ
し
、
熱
血
の
、
╱
杯
あ
げ
て
、
命
を
待
つ
、
╱
誓
や
か
た
し
、

護
國
軍
、
╱
己
を
捨
て
て
、
身
は

し41
）

。》
と
あ
る
。
没
個
性
の
言
葉
の
羅
列

で
あ
り
、
絶
叫
調
の
朗
読
を
前
提
と
し
た
大
衆
操
作
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
詩
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
太
平
洋
戦
争
開
始
と
同
時
に
は
じ
ま

る
「
絶
叫
調42

）
」
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
適
し
た
七
五
調
で
あ
る
。

こ
の
二
二

の
他
に
も
『
宣
戦
布
告
』
に
は
、
ラ
ジ
オ
局
（
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）
や

新
聞
メ
デ
ィ
ア
や
教
育
政
策
の
使
用
目
的
が
明
確
で
は
な
い
が
、
明
ら
か
に
戦

意

揚
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
詩
も
み
ら
れ
る
。
６
「
時
事

述
懐
」（「
本
詩
も
日
・
米
英
戦
以
前
、
日
支
事
変
収
拾
か
な
ら
ず
国
民
の
意
気
暗
澹

た
る
の
時
の
作
」
と
の
註
あ
り
）、
９
「
還
ら
ぬ
荒
鷲
（
布
哇
襲
撃
の
飛
行
勇
士
を

弔
ふ
）」、
12
「
神
風
」、
13
「
召
集
令
」、
19
「
幻
（
新
体
制
準
備
会
修
了
の
日

作
）」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
一
五
年
九
月
二
〇
日
）
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
中
の
「
召
集
令
」
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

召
集
令
が
伜
に
下
つ
た
…
…
╱
粗
末
な
紙
の
一
片
、
卓
上
に
燃
え
る
赤
の

炎
！
╱
書
齋
の
夜
は
嚴
か
に
沈

は
深
ま
り
ゆ
く
、
╱
私
は
聲
を
聞
く
、

╱
「
國
の
お
召
し
だ
、
伜
の
體
を
捧
げ
よ
、
伜
の
魂
を
捧
げ
よ
！
」
╱
私

は
外
國
に
聖

を
説
い
た
、
╱
東
亞
の
新
建
設
を
説
い
た
、
╱
ど
ん
な
犠

牲
も
辭
し
な
い
と
説
い
た
、
╱
最
後
の
肋
骨
一
つ
も
、
最
後
の
血
一
滴
も

い
ら
な
い
と
説
い
た
。
╱
人
は
私
の
言
葉
に
文
學
を
見
た
、
╱
雄
辯
の
連

鎖
を
見
た
。
╱
だ
が
、
今
、
伜
は
私
を
恥
辱
か
ら
救
つ
て
呉
れ
た
、
╱
彼

は
私
の
文
に
、
魂
で
體
で
、
╱
連
帶
責
任
の
判
を
ぺ
た
つ
と
捺
し
た
。

（
以
下
略43

）
）

こ
の
詩
は
、
息
子
の
正
雄
が
召
集
令
を
受
け
た
と
き
の
作
で
あ
る
。
一
九
三

八
年
十
二
月
下
旬
の
作
で
、『
読
売
新
聞
』（
一
九
三
九
年
一
月
六
日
）
紙
上
で

発
表
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
春
に
は
作
曲
（
呉
泰
次
郎
・
作
曲
）
さ
れ
て
東
京

中
央
放
送
局
か
ら
放
送
さ
れ
た44

）
。
ま
た
、
大
政
翼
賛
会
文
化
部
編
の
朗
読
詩
集

『
詩
歌
翼
賛
第
二
輯
』（
一
九
四
二
年
三
月
三
十
日
）、
そ
の
修
正
再
版
で
あ
る

『
常
磐
樹
』（
一
九
四
二
年
十
月
五
日45

）
）
に
も
掲
載
さ
れ
た
、
当
時
有
名
な
一

で
あ
っ
た
。

野
口
の
「
召
集
令
」
に
つ
い
て
、『
常
磐
樹
』
の
「
解
説
」
に
は
、《
飾
り
氣

な
く
素
朴
に
然
し
堂
堂
と
幅
廣
な
發
聲
法
を
も
つ
て
讀
む
時
に
、
こ
の
詩
の
美

と
滋
味
と
は
流
れ
出
る
や
う
に
思
は
れ
る46

）
。》
と
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

に
つ
い
て
、
坪
井
秀
人
氏
は
『
声
の
祝
祭
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て

い
る
。
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無
力
な
言
葉
の
代
わ
り
に
息
子
に
来
た
赤
紙
が
彼
の
や
ま
し
さ
を
救
出
す

る
。
も
ち
ろ
ん
《
伜
》
の
価
値
は
お
カ
ミ
へ
の
供
出
品
以
外
に
は
何
も
な

い
。
彼
は
そ
れ
を
《
捧
げ
る
》
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
免
罪
符
を
手
に

入
れ
た
よ
う
に
一

の
詩
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。（
中
略
）

息
子
の
人
身
御
供
で
手
に
し
た
こ
の
詩
は
活
字
の
公
開
（
一
九
三
八
年
作
、

『
読
売
新
聞
』
に
発
表
）
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
ず
、
作
曲
さ
れ
て
東
京
中
央

放
送
局
か
ら
放
送
ま
で
さ
れ
て
い
る
。（『
常
磐
樹
』
解
説
）
そ
れ
は
詩
の

中
の
《
伜
》
当
人
の
声
を
抹
殺
す
る
こ
と
と
引
換
え
に
手
に
さ
れ
た
権
力

の

声

以
外
の
何
物
で
も
な
い47

）
。

確
か
に
、
家
族
の
死
や
、
子
の
兵
役
を
自
ら
の
国
家
帰
属
の
見
返
り
に
し
て

い
る
の
は
事
実
で
、
坪
井
氏
の
指
摘
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
親
の
自
分
本
位
な
観
点
で
あ
り
、
息
子
の
命
を
楯
に
し
て
自
分

の
正
当
化
・
自
己
弁
護
を
行
っ
て
い
る
酷
い
親
の
姿
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
野
口
は
ど
れ
だ
け
時
局
に
合
わ
せ
た

戦
意

揚
詩
を
書
き
、
ま
た
「
聖
戦
」
の
論
理
を
主
唱
し
、
後
世
の
文
学
研
究

者
か
ら
は
「
声
の
権
力
者
」
と
糾
弾
さ
れ
た
に
せ
よ
、
実
は
自
ら
の
言
論
に
ま

っ
た
く
責
任
を
も
て
ず
、《
恥
辱
》
と
自
己
嫌
悪
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
た
こ

と
の
表
明
に
な
っ
て
い
る
。
聖
戦
を
説
い
て
い
る
自
己
を
、

雄
弁
の
連
鎖

を
起
こ
し
て
い
る
自
分
の
言
説
を
、
ど
う
肯
定
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
苛
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
詩
人
が
、
矛
盾
と
自
己
嫌
悪
に
責
め
悩
ま
さ

れ
る
自
分
を
、「
日
本
人
」
の
一
員
と
し
て
国
家
帰
属
意
識
に
還
元
し
、
一
市

民
と
な
っ
て
愛
す
る
息
子
の
召
集
に
応
じ
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
に
無
理
や
り

納
得
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
が
露
呈
し
て
い
る
。
坪
井
氏
の
評
は
、
は
か
ら

ず
も
野
口
の
詩
の
な
か
に
こ
の
真
実
の
表
明
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

国
民
国
家
が
個
人
に
課
し
て
い
る
「
国
の
た
め
に
生
命
を
投
げ
出
す
」
と
い

う
行
為
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、
個
人
が
「
国
家
」
に
帰
属
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

人
々
が
様
々
に
抱
え
る
両
義
性
や
違
和
感
や
戸
惑
い
に
ふ
た
を
し
、
全
て
を
同

一
化
し
て
国
民
共
同
体
に
与
さ
せ
る
の
が
、《
連
帶
責
任
の
判
を
ぺ
た
つ
》
な

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
「
二
重
国
籍
者
」
を
自
任
す
る
野
口
に
と
っ
て
は
、
国

家
帰
属
は
特
別
な
意
味
を
も
つ
も
の
だ
っ
た48

）
。

で
は
、
帰
属
感
と
自
己
評
価
を
求
め
て
、
詩
人
は
完
全
な
国
家
帰
属
の
達
成

を
得
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、「
召
集
令
」
に
は
ど
こ
か
釈
然
と
し
な
い
も
の

が
残
る
。
つ
ま
り
、
息
子
の
召
集
を
前
に
し
た
人
間
と
し
て
の
野
口
に
「
欺

瞞
」
と
見
苦
し
さ
が
に
じ
み
出
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
夜
、

書
斎
に
座
っ
て
、
大
事
な
息
子
の
赤
紙
を
み
つ
め
る
ほ
と
ん
ど
の
両
親
は
、
戸

惑
い
、
自
己
弁
明
し
、
内
心
に
見
苦
し
さ
を
残
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

野
口
が
も
つ
欺
瞞
は
、
確
か
に
「
声
の
権
力
者
」
と
し
て
の
欺
瞞
で
あ
ろ
う
が
、

同
時
に
そ
れ
は
、
強
迫
的
な
国
民
共
同
体
に
言
葉
を
奪
わ
れ
て
為
す
術
を
持
た

な
い
多
く
の
者
が
、
召
集
令
状
を
前
に
し
て
味
わ
っ
た
欺
瞞
（
意
識
的
で
あ
れ

無
意
識
的
で
あ
れ
）
を
代
弁
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
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音
声
メ
デ
ィ
ア
に
現
れ
る
野
口
の
活
躍
を
と
ら
え
れ
ば
、
確
か
に
坪
井
氏
の

論
じ
た
以
上
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
詩
「
召
集
令
」
を
耳
に
す
る
ラ
ジ
オ

聴
衆
に
は
、

往
け
、
往
け

の
愛
国
ム
ー
ド
と
絶
叫
し
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
書
籍
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
詩
集
『
宣
戦
布
告
』
を
手
に

す
る
読
者
に
は
、
そ
の
野
口
の
両
義
性
と
戸
惑
い
を
解
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て

い
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
野
口
を
弁
護
す
る
よ
う
な
方
向
で
読
み
解
こ
う
と

す
る
の
か
。
そ
れ
を
不
適
切
に
思
わ
れ
る
読
者
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

こ
れ
か
ら
説
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
集
『
宣
戦
布
告
』
に
通
貫
す
る
ム
ー
ド

は

往
け
、
往
け

の
戦
意

揚
の
調
子
の
一
色
で
は
な
い
。
特
に
後
半
に
は

戦
意

揚
と
は
か
け
離
れ
た
詩
歌
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
を

い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
ま
た
本
稿
で
は
扱
わ

な
い
が
、
野
口
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
の
日
本

詩
壇
で
時
局
へ
の
「
抵
抗
」
を
示
す
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
事
実
も
あ
る
）。

野
口
米
次
郎
は
一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
る
「
声

の
権
力
者
」、「
朗
読
」
の
た
め
の
表
現
者
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

「
書
く
」
こ
と
に
も
精
力
を
傾
け
た
詩
人
で
あ
る
。
野
口
の
紙
の
上
に
書
か
れ

た
詩
作
品
に
は
、
想
像
力
が
萎
縮
す
る
ど
こ
ろ
か
、
制
限
さ
れ
た
中
で
は
あ
り

な
が
ら
も
想
像
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
表
現
を
模
索
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉
の

限
界
の
裏
に
は
大
き
な
可
能
性
も
胚
胎
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
詩
を
参
照
し
て
み
た
い
。

実
は
『
宣
戦
布
告
』
は
刊
行
の
一
ヶ
月
後
に
、
32
番
目
「
倫
敦
炎
上
」

一

三
〇

｜
一
三
三
頁
）
が
削
除
処
分
に
な
っ
て
い
る49

）
。
一
九
四
二
年
は
、
も
は
や

多
く
の
作
家
た
ち
が
検
閲
に
萎
縮
し
、
時
局
に
統
合
さ
れ
迎
合
し
て
い
た
時
期

と
い
っ
て
良
い
。
出
版
規
制
の
状
況
を
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど
知
っ
て
い
る
は
ず
の

野
口
が
削
除
処
分
に
な
る
よ
う
な
作
品
を
発
表
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
自
体
が

興
味
深
い
。
次
の
よ
う
な
詩
で
あ
る
。

「
倫
敦
炎
上
」

私
は
庭
に
す
だ
く
虫
の
音
を
聞
い
て
ゐ
る
、

古
い
昔
倫
敦
で
、
こ
れ
を
聞
き
、
自
然
の
聲
は
い
づ
こ
も
一
つ
だ
と
感
じ

た
、

歳
月
流
れ
て
四
十
年
に
な
る
が
、
今
な
ほ
倫
敦
の
虫
は
、
同
じ
聲
で
鳴
い

て
ゐ
る
だ
ら
う
か
？

鳴
い
て
る
だ
ら
う
…
…
炸
裂
す
る
爆

を
餘
所
に
、

我
關
せ
ず
コ
ロ
コ
ロ
と
、

あ
る
は
ま
た
、
傷
つ
き
倒
れ
た
人
間
の
着
物
の
下
で
。

私
は
今
、
連
夜
の
空
襲
を
想
像
す
る
…
…
お
お
、
物
凄
い
倫
敦
炎
上
、

雨
と
ふ
る
油
入

夷

、
恐
ろ
し
い
時
計
仕
掛
爆

、

天
地
も
裂
け
よ
と
ば
か
り
の
強
爆
發
性
爆

、

何
た
る
生
活
機
能
の
破

よ
、

何
た
る

闘
力
の
強
迫
よ
、
驀
進
よ
！

お
お
、
青
赤
黄
の
稲
妻
が

舞
す
る
、
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天
は
八
裂
け
に
な
り
て
火
の
海
に
な
る
！

地
上
の
闇
黑
を
か
け
廻
る
消
防
隊
、

警
備
團
、
あ
る
は
警
察
吏
、

市
民
は
防
空
の
洞
穴
に
潜
り
込
み
、

耳
を
抑
へ
、
目
を
つ
ぶ
り
、

急
に
思
い
出
し
た
神
様
へ
祈
禱
す
る
、

彼
等
は
從
來
の
誇
り
を
捨
て
た
穴
居
人
だ
、

彼
等
は
世
界
支
配
者
た
り
し
夢
の
精
算
を
強
ひ
ら
れ
た
敗
北
者
だ
、

私
は
今
庭
の
虫
を
聞
き
乍
ら
、
こ
の
光
景
を
想
像
し
て
悲
痛
に
打
た
れ
て

ゐ
る
。

昔
ネ
ロ
は
妻
を
殺
し
た
、
都
會
を

い
た
、

秦
の
始
皇
帝
は
學
者
無
數
を
穴
埋
め
に
し
た
、

そ
の
時
私
の
や
う
に
悲
痛
を
抱
い
て
、
秋
虫
を
聞
い
た
詩
人
が
ゐ
た
で
あ

ら
う
か
？

彼
等
も
新
秩
序
を
夢
見
る
當
然
の
行
為
で
あ
つ
た
か
は
知
れ
な
い
が
、

今
日
で
は
そ
の
暴
威
と
無
慈
悲
だ
け
が
人
に
記
憶
さ
れ
て
ゐ
る
、

そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
も
千
年
後
に
は
、
倫
敦
を

い
た
こ
と
だ
け
し
か

ら

な
い
か
も
知
れ
な
い
。

お
お
悠
悠
た
る
自
然
よ
、

變
轉
定
ら
な
い
人
生
よ
！

人
間
は
今
日
處
理
だ
け
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
か
？

曰
く
よ
ろ
し
、

私
共
は
現
實
に
生
き
る
も
の
、

明
日
の
こ
と
な
ど
、
神
様
か
犬
か
猿
に
、
食
は
せ
て
お
け
！

こ
れ
は
、
戦
争
を
賛
美
し
て
は
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
戦
争
批

判
を
申
し
立
て
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
大
義
名
分
が
あ
る
に
せ
よ
、
戦
争
や
制

裁
行
為
は
く
だ
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
「
削
除
」
扱

い
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、「
声
の
権
力
者
」
で
あ
る
は
ず
の
野
口
米
次
郎

の
こ
の
詩
が
、
反
戦
詩
・
時
局
批
判
の
一

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
。

こ
の
「
倫
敦
炎
上
」
の
他
も
、
詩
集
『
宣
戦
布
告
』
で
は
特
に
後
半
に
は
、

「
建
て
前
」
の
目
的
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
、
逸
脱
を
辞
さ
な
い
内
容
を
う
た
っ
た

詩

が
多
い
。

一
九
四
一
年
春
に
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
第
50
番
「
畝
火
山
の
鶯50

）
」
も
同
様
で
、

「
大
東
亜
戦
争
前
の
作
」
と
本
人
の
註
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
註
記
は
、
大
東

亜
戦
争
を
直
接
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
の
言
い
訳
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
は
三
つ
の
パ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
る
。
は
じ
め
は
、
庭
の
鶯
の

も
の

静
か

な

純
潔

な
声
に
耳
を
傾
け
る
。《
鶯
は
何
か
私
に
告
げ
ん
と
し
て

ゐ
る
、
╱
齎
ら
し
た
消
息
は
も
つ
と
豊
か
な
世
界
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
、》

と
鶯
の
声
に
対
す
る
描
写
が
続
く
。
次
の
パ
ー
ト
は
、
鶯
の
声
に
集
中
し
て
い
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る
う
ち
に
《
眼
前
が
ぱ
つ
と
》
開
け
て
、《
昔
の
世
界
が
詩
の
扉
を
開
け
》、

《
失
つ
た
人
間
に
崇
高
が
も
ど
つ
て
來
る
や
う
に
感
ず
る
、
╱
魂
の
混

が
淨

化
さ
れ
る
や
う
に
感
ず
る
。》
と
過
去
の
世
界
、
野
口
の
理
想
と
す
る
世
界
に

意
識
が
飛
ん
で
ゆ
く
。
野
口
が
鶯
の
声
と
と
も
に
空
想
す
る
昔
の
平
安
と
は
、

畝
傍
山
、
橿
原
の
宮
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
『
日
本
書
紀
』
に
は
、

「
初
代
」
と
さ
れ
る
神
武
天
皇
が
、
畝
傍
山
東
南
の
橿
原
宮
で
即
位
し
た
と
記

述
さ
れ
て
い
る
。
野
口
の
庭
へ
来
た
鶯
一
羽
は
、
そ
こ
か
ら
来
た
一
羽
で
あ
り
、

《
私
は
昔
橿
原
の
宮
を

え
た
聲
に
耳
を
そ
ば
た
て
て
ゐ
る
の
だ
、
╱
建
國
の

初
め
國
の
將
來
を

へ
た
聲
を
聞
い
て
ゐ
る
の
だ
。》
と
認
識
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
最
後
の
パ
ー
ト
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

物
的
争
奪
に
心
が
顚
倒
し
て
仕
舞
つ
た
、

世
界
は
血
の
池
地
獄
を
描
い
て
ゐ
る
、

昔
豫
言
者
だ
つ
た
為
政
者
は
大
衆
の
奴
僕
と
な
つ
て
仕
舞
つ
た
、

創
造
者
だ
つ
た
彼
等
は
模
倣
者
と
な
つ
て
仕
舞
つ
た
、

な
る
ほ
ど
、
彼
等
の
意
志
に
根

い
も
の
が
あ
る
か
知
れ
な
い
、

外
的
通
俗
性
に
若
干
の
價
値
も
あ
る
だ
ら
う
、

だ
が
私
は
も
つ
と
偉
大
な
も
の
を
期
待
し
て
來
た
、

恐
ら
く
彼
等
の
耳
に
、
鶯
の
聲
が
通
じ
な
い
で
あ
ら
う
。

庭
の
鶯
は
鳴
き
止
ん
で
仕
舞
つ
た
、

ど
こ
か
へ
行
つ
て
仕
舞
つ
た
、

あ
あ
、
二
度
と
私
の
庭
へ
來
な
い
か
も
知
れ
な
い
、

鶯
は
警
告
が
無
駄
だ
と
思
つ
た
か
も
知
れ
な
い
、

痺
れ
た
も
の
に
神
秘
の
音
信
は
分
ら
な
い
と
思
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

あ
あ
、
誰
が
今
朝
私
と
等
し
く
こ
の
聲
に
、

崇
高
な
暗
示
を
聞
い
た
で
あ
ら
う
か
、

だ
が
心
の
な
か
に
そ
れ
を
秘
め
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
、
私
獨
り
で
あ
ら
う

か
。

壮
大
な
時
間
空
間
を
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、
現
状
の
挫
折
を
絶
望
的
に
嘆
き
、
痛

烈
な
国
家
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
鶯
の
声
は
、
初
代
天
皇
の
建
国
理
念
と

平
和
の
理
想
が
、
現
在
全
く
異
な
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
警

告
す
る
声
で
あ
る
。
こ
の
一

は
、
鶯
の
批
判
と
忠
告
と
を
聞
き
な
が
ら
も
、

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
個
人
の
悲
哀
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
。
心
の
中
に

叫
び
た
い
認
識
と
理
性
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
人
に
も
語
ら
ず
無
言
で
生

き
る
詩
人
の
苦
悩
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
行
で
は
、
苦
悩
を
《
秘
め
》

て
い
る
の
は
《
私
獨
り
で
あ
ら
う
か
》
と
他
者
の
共
感
を
誘
い
、
多
数
の
覚
醒

を
促
そ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
第
52
番
「
海
」
を
挙
げ
て
み
た
い
。

血
に
塗
ら
れ
る
、
生
臭
い
、

嵐
に
苛
ま
れ
る
、
凄
絶
ま
た
凄
絶
、
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陸
は
ま
る
で
屠
殺
場
だ
、

神
は
こ
れ
を
豫
期
し
給
ひ
し
や
、

神
心
あ
ら
ば
、
陸
を
海
に
返
し
給
ふ
の
時
だ
。

死
骸
山
を
築
く
、

花
咲
く
春
を
培
う
役
に
立
た
な
い
、

飛
行
機
空
を
走
る
、

鳥
に
進
路
を
教
へ
る
の
で
な
い
、

あ
あ
、
世
は
刈
菰
と

れ
る
、
暗
い
、

人
間
は
ま
さ
に
血
迷
ふ
羊
だ
、

我
等
に
責
任
あ
れ
ど
、
是
正
の
路
を
知
ら
な
い
、

聲
小
さ
く
て
、
眞
理
を
語
る
に
無
力
だ
、

あ
あ
、
天
地
創
世
の
神

こ
そ
誤
り
給
ふ
た
、

陸
に
混
沌
へ
返
れ
と
叫
び
給
ふ
の
時
だ
。

（
以
下
略
）

こ
こ
に
戦
争
賛
美
を
み
る
の
は
無
理
な
相
談
だ
ろ
う
。
こ
の
一

は
、
戦
争

状
況
に
対
す
る
疑
問
と
嫌
悪
感
を
濃
厚
に
感
じ
さ
せ
る
詩
で
あ
る
。
戦
争
と
い

う
殺
戮
の
現
場
を
描
く
さ
ま
も
、
戦
意

揚
を
意
図
す
る
よ
う
な
性
質
で
は
な

い
。
こ
れ
は
、
雑
誌
『
文
藝
』（
一
九
四
一
〔
昭
和
十
六
〕
年
四
月
一
日
）
に
掲

載
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。

一
詩
集
と
し
て
の
『
宣
戦
布
告
』
に
は
、
こ
の
詩
に
対
し
て
、「
昭
和
十
五

年
冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
英
獨
死
の

を
心
に
思
つ
て
作
れ
る
も
の
」
と
の
注

記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
注
記
を
付
け
て
、
批
判
を
牽
制
し
て
い
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
日
本
で
は
な
く
、
英
独
の
戦
争

状
況
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
だ
と
言
っ
て
、
検
閲
者
に
対
し
て
弁
解
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
、『
宣
戦
布
告
』
の
最
後
の
二

「
青
い
お
椀
」「
壁
」
を
挙
げ

た
い
。「
青
い
お
椀
」
は
雑
誌
『
蝋
人
形
』（
一
九
四
一
年
三
月
一
日
号
）
に
、

「
壁
」
は
雑
誌
『
文
化
組
織
』（
一
九
四
〇
年
十
一
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
詩
の

収
録
で
あ
る
。

「
青
い
お
椀
」（
二
〇
四
｜
二
〇
六
頁
）

私
は
見
た
り
、
完
全
な
空
の
形
、

青
い
お
椀
、
大
地
を
ふ
せ
た
り
、

大
地
に
一
本
の
木
な
く
、
草
な
く
、

た
だ
赤
い
土
、
大
海
の
如
く
に
、

空
の
音
律
に
答
へ
た
る
の
み
。

今
日
本
に

り
て
、
私
は
見
る
、

山
嶽
高
く
空
に
迫
り
て
、
そ
の
髯
を
つ
き
、

樹
木
背
の
び
し
て
、
そ
の
乳
房
を
い
ぢ
る
。

あ
あ
汝
、
何
故
に
空
の
形
を
損
な
は
ん
と
す
る
や
、

わ
れ
故
國
の
自
然
を
禮
讃
し
來
れ
ど
、
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今
汝
の
無
體
を
罵
る
。

山
よ
、
ひ
れ
伏
し
て
平
面
の
土
に
か
へ
れ
、

樹
木
よ
、
自
ら
を
無
に
し
て
薪
に
な
れ
。

私
は
願
ふ
、
再
び
印
度
に
か
へ
り
、

ハ
イ
ド
ラ
バ
ツ
ト
の
海
の
岡
、

赤
き
砂
塵
に
身
を
埋
め
、

全
き
形
の
空
を
か
ぶ
つ
て
、

そ
の
朗
朗
た
る
音
律
に
和
し
、

赤
き
砂
塵
の
一
粒
た
ら
ん
こ
と
を
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
小
野
十
三
郎
が
雑
誌
『
文
化
組
織
』（
一
九
四
一
年
五

月
号
）
の
中
で
、「
日
本
を
大
き
く
す
る
も
の
は
、
野
口
の
詩
の
こ
の
憤
懣
だ

と
思
ふ
」
と
述
べ
て
推
奨
し
、
そ
れ
を
受
け
て
岡
本
潤
も
、
同
感
を
示
し
て
い

る51
）

。
岡
本
は
《
詩
は
理
屈
な
し
に
政
治
に
對
す
る
抵
抗
素
を
持
つ
も
の
で
あ

る52
）

》
と
主
張
し
て
い
た
者
で
あ
る
。

ハ
イ
ド
ラ
バ
ッ
ド

H
y
d
era

b
a
d

）
は
、
野
口
の
古
く
か
ら
の
友
人
サ
ロ
ジ

ニ
・
ナ
イ
ド
ゥ
の
自
宅
が
あ
る
イ
ン
ド
の
都
市
で
あ
る
。
サ
ロ
ジ
ニ
は
、
野
口

と
同
時
期
に
ロ
ン
ド
ン
詩
壇
で
評
価
を
受
け
た
女
性
詩
人
で
あ
り
、
こ
の
当
時

は
独
立
運
動
家
と
し
て
ガ
ン
ジ
ー
と
共
に
歩
調
を
進
め
て
い
た
。
野
口
は
か
ね

て
か
ら
、
ハ
イ
ド
ラ
バ
ッ
ド
の
風
物
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
お
り53

）
、
一
九
三
六

年
の
イ
ン
ド
訪
問
時
に
は
現
地
訪
問
を
果
た
し
て
い
る54

）
。「
ハ
イ
ド
ラ
バ
ッ
ド
」

に
は
、
言
葉
の
リ
ズ
ム
の
良
さ
だ
け
で
な
く
、
思
想
的
な
意
味
を
込
め
た
場
所

へ
の
追
慕
の
意
図
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
注
記
し
た
い
。

「
青
い
お
椀
」に
《
抵
抗
》
を
よ
み
と
っ
た
岡
本
潤
は
、
次
に
挙
げ
る
野
口
の

「
壁
」
と
い
う
作
品
に
つ
い
て
、《
歴
史
的
な
混
沌
の
な
か
に
身
を
さ
ら
し
、
精

神
の
危
機
の
如
き
も
の
を
通
過
し
つ
つ55

）
…
…
》、
そ
れ
を
密
度
と
陰
影
と
脈
動

を
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
、
と
し
て
高
い
評
価
を
示
し
て
い
る
。
岡
本
は
、

《
高
村
の
作
品
に
飽
き
足
ら
な
い
の
は
、
ち
や
う
ど
野
口
の
場
合
と
反
對
の
現

象
が
高
村
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
》
と
述
べ
て
い
る
。
高
村
の
詩
は
《
大

向
う
を
ね
ら
ふ
政
治
家
の
雄
辯
術
に
近
い
》《
ト
リ
ッ
ク
》
で
あ
り
、《
国
民
詩

人
ら
し
い
ゼ
ス
チ
ュ
ア
》
で
あ
り
、《
わ
れ
わ
れ
の
期
待
す
る
も
の
と
は
ま
る

で
反
對
の
も
の
で
あ
る
》
と
い
う
の
で
あ
る56

）
。
詩
歌
の
政
治
的
抵
抗
を
訴
え
る

岡
本
が
、
野
口
を
高
村
光
太
郎
と
は
全
く
異
な
る
方
向
の
詩
人
と
み
て
い
た
こ

と
は
、
重
要
視
し
た
い
。
そ
の
「
壁
」
と
い
う
作
品
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
壁
」（
二
〇
七
｜
二
〇
九
頁
）

確
に
私
の
詩
は
終
つ
た
、

疲
れ
て
ゐ
る
の
で
な
い
…
…

私
の
書
い
た
詩
が
何
だ
つ
た
か
を
辿
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

私
は
床
の
間
を
眺
め
て
坐
つ
て
ゐ
る
、

床
の
間
に
は
錆
色
の
壁
だ
け
で
何
物
も
な
い
、

開
い
た
部
屋
の
障
子
か
ら
庭
の
樹
木
が
見
え
る
、
そ
の
間
か
ら
青
空
が
見
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え
る
、

私
は
も
う
幾
時
間
坐
つ
て
、
壁
を
見
詰
め
た
か
を
知
ら
な
い
。

恐
ら
く
こ
の
部
屋
は
人
生
の
避
難
場
で
あ
ら
う
、

だ
が
私
は
神
の
譴
責
を
忘
れ
る
の
で
な
い
、

私
は
思
ひ
き
り
罪
を
犯
す
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。

血
と
後
悔
で
自
ら
の
價
値
を
高
め
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。

私
は
今
か
ら
床
の
間
を
見
詰
め
て
ゐ
る
と
、

壁
が
、
こ
の
壁
が
、
私
の
心
の
壁
で
あ
る
の
を
知
つ
た
。

（
中
略
）

私
は
澤
山
の
人
を
愛
し
た
、

最
も
愛
し
た
も
の
に
眞
實
を
語
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
、

私
は
詩
を
書
い
た
が
、
本
當
の
詩
は
書
け
な
か
つ
た
、

私
は
今
人
生
の
結
論
を
與
へ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
あ
る
、

心
の
壁
に
映
つ
た
影
の
場
面
は
一
つ
一
つ
消
え
て
ゆ
く
。

私
は
壁
の
彼
方
に
、
も
つ
と
廣
く
も
つ
と
深
い
人
生
が
あ
る
や
う
に
感
ず
る
、

私
は
壁
に
秘
密
の
門
が
あ
る
や
う
に
感
ず
る
、

私
は
立
つ
て
床
の
間
に
上
り
、
こ
れ
に

れ
よ
う
と
す
る
、

門
が
な
い
、
た
だ
平
た
く

つ
て
ゐ
る
の
み
だ
。

《
壁
》
を
前
に
し
て
、
大
き
な
挫
折
と
閉
塞
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
詩
で
あ
る
。

《
私
は
詩
を
書
い
た
が
、
本
當
の
詩
は
書
け
な
か
つ
た
》、
つ
ま
り
、
本
当
に
書

き
た
い
詩
を
書
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
書
け
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

た
と
え
ば
戦
時
下
で
富
士
山
麓
に
隠
れ
て
反
戦
の
意
志
を
密
か
に
書
き
つ
づ

け
た
金
子
光
晴
に
は
、
他
人
も
し
く
は
人
間
存
在
に
対
す
る
不
信
感
が
根
底
に

存
在
す
る
。
も
ち
ろ
ん
金
子
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、
著
名
人
で

あ
り
大
家
族
で
あ
っ
た
野
口
に
は
、
金
子
の
よ
う
に
一
人
息
子
を
徴
兵
か
ら
回

避
さ
せ
て
家
族
三
人
で
山
に
隠
れ
て
過
ご
す
よ
う
な
選
択
は
た
と
え
望
ん
で
も

で
き
な
か
っ
た
。
野
口
が
《
私
は
澤
山
の
人
を
愛
し
た
》
と
い
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
こ
そ
が
彼
の
本
懐
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
野
口
は
、
人
間
を
愛
し
、

家
族
を
愛
し
、
他
人
に
対
し
て
不
信
感
を
突
き
つ
け
ら
れ
な
い
人
間
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

既
に
老
成
し
た
野
口
の
場
合
、
世
俗
へ
の
反
抗
心
も
政
治
的
抵
抗
も
大
き
く

表
出
し
な
い
が
、
自
己
内
部
の
問
題
に
収
束
さ
せ
て
内
省
す
る
。
覚
醒
し
て
い

る
自
分
を
、
自
己
規
制
の
中
で
処
理
し
て
い
く
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。《
壁

に
秘
密
の
門
》
を
探
す
が
触
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
不
合
理
な

運
命
を
憂
う
る
敗
北
感
を
漂
わ
せ
る
。

「
壁
」
と
い
う
詩
の
モ
チ
ー
フ
に
限
定
し
て
類
例
を
み
る
な
ら
ば
、
同
じ
一

九
四
二
年
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
詩
人
の
壺
井
繁
治
は
、《
壁
い
つ
ぱ
い
に
張
ら
れ

た
る
世
界
地
図
╱
地
図
は
私
に
部
屋
の
狭
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
╱
ま
ん
ま
ん
と
潮

を
湛
え
た
る
太
平
洋
╱
お
お
、
壁
の
中
か
ら
浪
音
が
き
こ
え
て
来
る57

）
》
と
、
ア

ジ
ア
各
地
の
侵
略
に
《
こ
こ
ろ
躍
ら
》
せ
る
高
揚
感
を
う
た
っ
て
い
る
。
同
じ
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壁

に
向
か
い
な
が
ら
、
野
口
米
次
郎
は
、
壺
井
繁
治
と
は
全
く
違
う
感
情

を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
野
口
は
外
に
対
す
る
激
し
い
叛
逆
を
起
こ
す
よ
う
な

強
さ
は
持
た
な
い
。
だ
が
、
検
閲
の
制
限
の
あ
る
中
で
精
一
杯
の
叛
逆
を
し
て

い
る
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
作
例
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
本
節
の
最
後
に
、『
宣
戦
布
告
』

の
最
終
（
つ
ま
り
最
後
の
詩
「
壁
」
の
後
）
に
置
か
れ
て
い
る
「
跋
に
か
へ
て
」

に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
跋
に
か
へ
て
」
は
、
一
九
四
二
年
一
月
十
九
日

夜
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
に
よ
り
野
口
が
放
送
し
た
も
の
の
全
文
の
収
録
で
あ
る
。
大
東

亜
文
化
建
設
の
確
立
と
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
ラ
ジ
オ
用
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
い

え
る
が
、
従
来
の
指
摘
で
は
疎
か
に
さ
れ
た
局
面
も
み
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

野
口
は
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
の
「
御
詔
勅58

）
」
が
、
決
死
を
呼
び
か
け

た
《
宣
戦
布
告
》
で
あ
っ
た
の
は
事
実
だ
が
、
も
っ
と
重
要
な
意
味
は
《
八
紘

為
宇
の
大
義
》
と
《
東
亜
永
遠
の
平
和
》
を
期
し
た
点
だ
と
い
っ
て
い
る59

）
。
野

口
は
、《
神
は
成
功
を
の
み

讃
し
給
は
ず
失
敗
を
深
く
愛
し
み
給
ふ
と
い
ふ

言
葉
が
あ
る
が
、
こ
の
意
味
は
失
敗
の
中
に
成
功
以
上
の
教
訓
が
あ
る
、
失
敗

は
更
に
成
功
へ
と
進
む
重
要
な
一
階
段
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
相
違
な
い
。

（
中
略
）
私
共
の
大
事
業
、
大
東
亜
建
設
に
於
て
失
敗
を
見
る
場
合
、
私
共
は

失
敗
に
感
謝
し
て
更
に
勇
往
邁
進
の
道
を
切
り
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
ま
す
。

要
す
る
に
理
想
の
有
無
が
先
決
問
題
で
あ
る60

）
》
と
述
べ
て
い
る
。
対
米
英
開
戦

に
よ
っ
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
世
界
観
が
明
示
さ
れ
た
と
野
口
は
述
べ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
国
民
が
重
い
憂
鬱
か
ら
抜
け
て
、
興

奮
状
態
に
あ
っ
た
。
長
い
滞
米
生
活
の
経
験
を
も
つ
野
口
は
、
ア
メ
リ
カ
の
合

理
性
と
産
業
能
力
の
高
さ
を
見
知
っ
て
い
た
し
、
英
米
の
友
人
も
た
く
さ
ん
持

っ
て
お
り
、
対
米
英
開
戦
に
対
し
て
は
個
人
的
に
は
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
だ
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
、「
成
功
」
し
な
く
て
も
《
理
想
の
有
無
》
が

重
要
問
題
で
あ
る
、
と
述
べ
て
民
衆
に
語
り
か
け
た
の
で
あ
る
。

四

『
八
紘
頌
一
百

』
の
両
義
性

『
宣
戦
布
告
』
の
出
版
の
あ
と
も
、
野
口
の

戦
時
メ
ガ
フ
ォ
ン

的
役
割

は
も
ち
ろ
ん
続
き
、
益
々
拡
大
し
て
い
っ
た
と
考
え
て
も
良
い
。
し
か
し
、
そ

こ
へ
「
抵
抗
」
を
書
き
つ
け
る
こ
と
を
停
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

大
東
亜
文
学
者
大
会
で
は
、
初
日
「
發
会
式
」（
一
九
四
二
年
十
一
月
三
日
）

に
、
久
米
正
雄
の
開
会
挨
拶
後
に
、
情
報
局
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
翼
賛
会
か

ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
引
き
つ
づ
い
て
詩
歌
の
朗
読
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
朗
読
を
行
っ
た
の
は
野
口
米
次
郎
、
佐
佐
木
信
綱
、
高
浜
虚
子
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
野
口
は
近
代
詩
の
代
表
者
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
文
学
報
国
会
の
名
誉
会
員
で
も
あ
っ
た61

）
。
だ
が
野
口
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動

を
喜
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

一
九
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
随
筆
集
『
伝
統
に
つ
い
て
』
に
は
、
カ
ー

ラ
イ
ル
の
言
を
《「（
略
）
僕
は
不
愉
快
に
も
筆
を
握
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
元
来

僕
は
文
章
の
人
間
で
な
い
。
僕
の
本
領
は
人
を
指
導
し
命
令
す
る
に
あ
る
。
僕
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だ
っ
て
何
か
実
際
の
仕
事
が
出
来
る
筈
な
の
だ
が
…
…
政
府
は
人
を
使
う
道
を

知
ら
な
い
。」》
と
挙
げ
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

今
わ
が
日
本
に
於
て
は
大
政
翼
賛
会
が
若
干
の
文
化
人
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
政
府
の
肝
煎
り
で
文
学
報
國
会
が
出
来
て
、
私
共
文
筆
の
連
中
も
実

際
の
仕
事
に
参
加
し
て
忠
節
を
誓
つ
て
い
る
。
然
し
私
や
私
と
ほ
ぼ
同
年

配
の
友
人
達
が
カ
ー
ラ
イ
ル
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
名
誉
会
員
の
光

栄
を
蹴
つ
た
で
あ
ら
う
。
ま
た
文
学
報
國
会
の
全
会
員
が
三
千
名
も
あ
つ

て
は
、
歌
舞
伎
芝
居
の
顔
見
世
狂
言
に
見
る
並
び
大
名
な
ど
の
騒
ぎ
で
な

い62
）

。

要
す
る
に
、
く
だ
ら
な
い
と
言
い
、
政
府
の
や
り
方
を
批
判
し
て
い
る
の
で

あ
る
。『
伝
統
に
つ
い
て
』
は
、
別
稿
で
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
本
稿
で

は
扱
わ
な
い
が
、
戦
時
下
に
お
い
て
、
体
制
迎
合
や
国
策
宣
撫
と
は
著
し
く
異

質
な
言
論
を
含
ん
だ
著
作
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
著
も
戦

後
に
は
『
宣
戦
布
告
』『
八
紘
頌
一
百

』
と
と
も
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
没
収

さ
れ
た
本
で
あ
る
。

本
稿
で
は
次
に
、
そ
の
『
八
紘
頌
一
百

』（
冨
山
房
、
一
九
四
四
年
六
月
二

十
八
日
）
を
検
討
し
た
い
。

ま
ず
タ
イ
ト
ル
だ
が
、

八
紘
一
宇63

）

を
タ
イ
ト
ル
に
す
る
書
籍
は
、
当
時

に
あ
っ
て
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
一
九
四
〇
年
に
、
近
衛
内
閣
が

八
紘

一
宇

の
精
神
で
大
東
亜
新
秩
序
を
建
設
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る64

）
以
前
よ
り
、

こ
の
理
念
は
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
に
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り65

）
、
む
し
ろ
、

一
九
四
四
年
六
月
と
い
う
時
期
は
、
こ
の
種
の
タ
イ
ト
ル
の
書
物
と
し
て
は
最

後
の
時
期
と
い
っ
て
良
い
。「
頌
」
の
字
は
、「
褒
め
称
え
る
」
の
意
味
で
あ
り
、

八
紘
一
宇

の
思
想
を
褒
め
称
え
る
、
或
い
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
再
確

認
す
る
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
一
九
四
四
年
に
は
日
本
の
敗
戦
は
事
情
に
通
じ

た
識
者
た
ち
に
は
既
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
ラ
ジ
オ
に
関
わ
る
者

た
ち
は
、
既
に
敗
戦
を
実
感
し
て
い
た
。（
さ
ら
に
前
述
し
た
よ
う
に
野
口
は
最

初
か
ら
「
失
敗
」
を
暗
示
し
て
お
り
、
日
本
の
勝
利
に
は
疑
問
を
感
じ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。）
こ
の
詩
集
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
敗
色
濃
い
時
期
に
、

八
紘
一

宇

の
理
想
を
う
た
っ
た
日
本
の
戦
争
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
改
め
て
褒
め
称
え
よ

う
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
野
口
の
刊
行
書
籍
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
と
戦
局
の
推
移
の
中
で
ど
の
よ
う

な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ラ
ジ
オ
の
放
送
指
導
や
放
送
番
組
編
成
が
、

戦
局
の
推
移
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
論
じ
る
竹
山
昭
子
氏
は
、
こ
の
推
移
を

「
第
一
段
階
」

一
九
四
一
年
十
二
月
〜
四
二
年
五
月
‥
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
る

開
戦
、
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
英
戦
艦
を
撃
沈
、
グ
ア
ム
島
占
領
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
陸
。

東
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
西
は
ビ
ル
マ
、
南
は
ジ
ャ
ワ
島
に
い
た
る
広
大
な
地
域
を

占
領
し
、
日
本
軍
の
一
方
的
勝
利
の
段
階
）
、「
第
二
段
階
」（
一
九
四
二
年
五
月

〜
四
三
年
二
月
‥
五
月
に
珊
瑚
海
海
戦
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
軍
は
惨
敗
。
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八
月
に
米
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸
し
、
激
し
い
攻
防
戦
。
連
合
国
軍
の
反
撃

開
始
と
日
本
軍
の
戦
略
的
持
久
の
段
階
）、「
第
三
段
階
」（
一
九
四
三
年
二
月
〜
四

四
年
十
月
‥
二
月
に
日
本
軍
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
。
四
月
に
連
合
艦
隊
司
令
長

官
山
本
五
十
六
が
撃
墜
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ア
ッ
ツ
島
、
サ
イ
パ
ン
島
な
ど
次
々
と

玉
砕
の
悲
劇
が
展
開
さ
れ
る
段
階
）、「
第
四
段
階
」（
一
九
四
四
年
十
月
〜
四
五
年

八
月
‥
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
レ
イ
テ
海
戦
で
日
本
の
連
合
艦
隊
は
壊
滅
状
態
。
神
風
特
別

攻
撃
隊
の
出
撃
。
日
本
軍
の
絶
望
的
抗
戦
の
段
階
。）
と
分
類
し
て
い
る66

）
。
こ
れ
に

対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
野
口
の
『
宣
戦
布
告
』
は
第
一
段
階
、『
八
紘
頌
一
百

』
は
第
三
段
階
に
あ
た
る
。
で
は
、
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

『
八
紘
頌
一
百

』
は
、

三
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
が
四
二

、
第
二

部
が
二
九

、
第
三
部
が

三
〇

。「
百

」
と
い

い
な
が
ら
、
一
〇
一

の

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

扉
に
は
、
藤
田
嗣
治
の

「
嵐
」（
図
３
）
が
飾
ら
れ

て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
作
品
群
な

の
か
概
観
し
て
み
た
い
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
想
像
で
き
る
が
、
こ
れ
も
『
宣
戦

布
告
』
と
同
様
に
戦
時
色
の
色
濃
い
作
品
集
で
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
没
収
扱
い
を
受
け
る
。
第
一
部
は
、
全
て
が
戦
意

揚
詩
で
あ
り
、

松
竹
大
船
撮
影
所
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
や
、
ラ
ジ
オ
放
送
や
新
聞
向
け
の
戦

争
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
詩
で
あ
る67

）
。

た
と
え
ば
、「
マ
ニ
ラ
陥
落
」（
九
二
｜
九
四
頁
）
は
、
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
の
委
託
に

よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
九
四
二
年
一
月
三
日
夜
に
マ
ニ
ラ
陥
落
の
報
道
後
、

丸
山
定
夫
朗
読
で
全
国
に
放
送
さ
れ
た68

）
。
こ
の
詩
は
、『
女
性
時
代
』（
一
九
四

二
年
一
月
一
日
号
）
や
『
放
送
』（
一
九
四
二
年
二
月
一
日
号
、
日
本
放
送
協
会
が

発
行
す
る
雑
誌
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
（
一
）」
と

題
し
た
詩
は
「
読
売
新
聞
」（
一
九
四
二
年
一
月
十
六
日
）
に
掲
載
、「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
陥
落
（
二
）」
と
題
し
た
詩
は
、
一
九
四
二
年
二
月
十
六
日
に
Ｊ
Ｏ
Ａ

Ｋ
か
ら
全
国
放
送
さ
れ
た
陥
落
祝
賀
の
も
の
で
あ
る69

）
。「
蝉
丸
」
や
「
明
治
神

宮
参
拝
」
は
一
九
四
二
年
二
月
六
日
に
、
野
口
自
ら
が
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
で
朗
読
放
送

し
て
い
る
。
も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
、
ラ
ジ
オ
番
組
や
戦
況
報
道
と

密
接
に
繫
が
っ
て
い
る
野
口
の
詩
歌
が
、『
八
紘
頌
一
百

』
に
お
い
て
も
散

見
さ
れ
る
。

「
死
地
に
乘
入
る
二
千
數
百
」（
三
五
｜
三
八
頁
）
は
、
求
め
ら
れ
て
英
訳
も

行
っ
て
お
り
「T

W
O
 
T
H
O
U
S
A
N
D
 
IN
 
T
H
E
 
V
A
L
L
E
Y
 
O
F

 
D
E
A
T
H

」（
三
八
｜
四
〇
頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
註
に
は
、《
昭
和
十
八

年
五
月
三
十
日
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
山
崎
部
隊
長
以
下
二
千
有
餘
の
殉
國
勇
士
、

図３ 藤田嗣治 嵐 『八紘頌一百 』口絵、1944年、筆者蔵
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無
念
に
も
玉

せ
り
と
大
本
營
よ
り
發
表
さ
る
。
本
詩
は
同
盟
通
信
社
の
依

を
受
け
て
筆
者
自
ら
英
譯
し
、
南
方
諸
國
印
度
そ
の
他

米
に
も
、
電
送
さ
れ

た
。》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
海
外
で
も
著
名
な
日
本
詩
人
で
あ
る

野
口
は
、
日
本
の
国
際
放
送
戦
略
の
主
軸
と
し
て
活
躍
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
詩
の
冒
頭
は
《
最
後
の
命
は
下
つ
た
、
╱
彼
等
は
死
地
に
乘
入
つ
た
、》

と
始
ま
り
、《
我
等
が
米
英
撃
滅
の
決
、
╱
天
地
も
如
何
ぞ
そ
れ
を
奪
は
ん

や
。》
と
結
ば
れ
る
。
こ
の
部
分
が
英
訳
で
は
《T

h
e la

st o
rd
er w

a
s b

id
-

d
en
, /In th

e v
a
lley o

f d
ea
th th

ey ch
a
rg
ed
,

》、《O
h
,
o
u
r reso

lv
e to

 
cru

sh a
n
d co

n
q
u
er th

e en
em
y o

f th
e w

est, /
P
o
w
erless w

o
u
ld b

e
 

h
ea
v
en a

n
d ea

rth to b
id u

s to b
rea

k it.

》
と
な
っ
て
い
る70

）
。
日
本
語
詩

の
「
米
英
撃
滅
」
と
い
う
過
激
な
調
子
が
、
英
詩
に
な
る
と
失
わ
れ
て
お
り
、

「th
e en

em
y o

f th
e w

est

」
と
東
洋
対
西
洋
の
対
立
構
造
に
抽
象
化
・
概
念

化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
英
詩
の
最
後
の
行
が
「P
o
w
erless

」
で
始
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
、
日
本
語
詩
と
は
異
な
る
雰
囲
気
を
全
体
に
醸
し
出
し
て
い
る
こ
と

の
実
証
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
野
口
の
こ
の
ア
ッ
ツ
島
を

題
材
に
し
た
日
英
の
両
言
語
で
書
か
れ
た
詩
歌
は
、
藤
田
嗣
治
の
描
い
た
「
ア

ッ
ツ
島
玉
砕
」（
一
九
四
三
年
）
な
ど
と
共
に
、
戦
時
下
の
芸
術
と
表
象
と
い
う

点
か
ら
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
八
紘
頌
一
百

』
第
一
部
は
、
日
英
言
語
の
差
異
の
問
題
は

あ
る
と
し
て
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
向
け
の
戦
況
伝
達
を
兼
ね
た
戦
意

揚
詩
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
の
だ
が
、
第
二
部
に
な
る
と
、
し
か
し
趣
が
変
わ
っ
て
く
る
。

「
心
境
」（
一
七
二
｜
一
七
四
頁
）
と
い
う
詩
で
は
、《
表
現
を
禮
讃
に
の
み
限
つ

た
》
こ
と
に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
が
表
出
さ
れ
る
。《
誰
が
理
知
の
中
止
は

的

行
為
だ
と
い
ふ
、
╱
誰
が
想
像
の
羽
を

ち
切
る
は
殺
人
犯
だ
と
い
ふ
。（
中

略
）
私
は
今
三
で
あ
り
五
で
あ
る
豐
富
な
言
葉
の
資
産
を
捨
て
て
、
╱
あ
あ
と

お
お
の
貧
し
い
歎
聲
し
か
出
せ
な
い
唖
の
子
に
な
つ
た
か
も
知
れ
な
い71

）
。》
と

う
た
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
「
壁
」
と
同
様
の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
野

口
の
自
己
言
説
に
対
す
る
弁
解
と
悔
恨
は
、

一
宇

の
下
に
あ
る
諸
民
族
全

て
に
向
け
て
発
信
さ
れ
て
い
る
詩
に
も
み
え
か
く
れ
す
る
こ
と
に
注
目
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。「
諧
律
」（
一
七
五
｜
一
七
七
頁
）
で
は
、《
共
榮
圏
内
の
諸
民
族

よ
、》
と
呼
び
か
け
て
、
老
齢
の
松
の
描
写
や
桜
の
樹
木
を
燃
料
の
為
に
伐
採

し
た
こ
と
な
ど
に
還
元
し
て
、
共
存
共
栄
の
道
を
哀
切
な
調
子
で
説
い
て
い
る
。

「
破
壊
」（
一
七
八
｜
一
八
一
頁
）
は
、
燃
料
の
為
の
樹
木
伐
採
、
自
然
破
壊
を

深
く
後
悔
し
罪
悪
・
譴
責
を
感
じ
て
い
た
が
、
春
に
伐
採
し
た
樹
木
に
新
し
い

小
枝
が
芽
を
吹
き
復
活
し
て
い
る
こ
と
に
《
意
外
の
神
秘
を
見
た
》《
魔
法
》

を
見
た
、
と
感
動
す
る
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
《
破

》
さ
れ
て
も
《
復
活
》

す
る
自
然
の
摂
理
を
ひ
い
て
、
国
家
も
破
壊
な
く
し
て
は
《
新
體
》
が
有
り
得

な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
詩
で
あ
る
。
野
口
は
《
破

に
よ
つ
て
靈
的
脱
皮
を

遂
げ
る
で
あ
ら
う
。
╱
國
家
は
受
難
に
身
を
洗
つ
て
鏤
骨
の
路
を
求
め
る
で
あ

ら
う
。》
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
詩
は
、
自
然
の
摂
理
で
読
者
の
共
感
を
盛
り

上
げ
て
、
民
族
共
生
の
理
想
を
獲
得
す
る
た
め
の
戦
争
で
あ
り
破
壊
で
あ
る
、

と
巧
み
に
理
解
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
、
戦
争
遂
行
目
的
と
合
致
す
る
も
の
と
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も
受
け
取
れ
る
。
だ
が
、
自
ら
の
《
唖
》
ぶ
り
と
非
力
さ
を
う
た
う
詩
「
心

境
」
の
す
ぐ
後
に
置
か
れ
て
お
り
、
単
純
な
宣
撫
と
は
受
け
取
れ
な
い
。

『
八
紘
頌
一
百

』
第
三
部
に
な
る
と
、
さ
ら
に
こ
の
傾
向
、
つ
ま
り
戦
意

揚
詩
で
は
な
い
詩
歌
の
比
率
が
高
ま
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
も
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
第
三
部
の
最
後
の
三

を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
三

が
『
八
紘
頌
一
百

』
の
最
後
の
三

で
も
あ
り
、
単
純
な
戦
争
讃
美
と
は
い
え
な
い
強
い
印
象

と
深
い
余
韻
を
与
え
る
詩
で
あ
る
。

「
花
」（
二
八
七
｜
二
八
九
頁
）

花
よ
、

お
前
は
梅
で
も
牡
丹
で
も
な
い
、

私
に
永
劫
を
暗
示
す
る
神
秘
の
門
だ
…
…

お
前
は
二
つ
の
世
界
が
分
れ
る
所
、

目
標
と
な
つ
て
、

實
の
境
に
立
つ
て
ゐ
る
。

耳
あ
る
も
の
は
お
前
の
音
譜
を
聞
い
て
、

自
然
の
母
胎
に

る
で
あ
ら
う
、

目
あ
る
も
の
は
お
前
の
色
に

つ
て
、

夢
の
微
笑
に

れ
る
で
あ
ら
う
、

私
は
お
前
の
香
氣
を
嗅
い
で
、

人
語
の
賤
し
い
分
散
を
恥
ぢ
る
。

花
よ
、

私
は
お
前
を
眺
め
て
、

人
性
を
寸

し
、

土
壤
に
捨
て
て
、

風
と
共
に
、
胡
蝶
と
共
に
、

お
前
の

れ
た
門
を

つ
て
、

永
劫
の
旅
に
上
る
で
あ
ら
う
。

最
早
や
私
に
知
性
の
遊

は
な
い
、

感
情
の
起
伏
は
な
い
、

私
は

々
と
し
て
、

無
限
の
召
喚
に
答
へ
る
で
あ
ら
う
。

か
つ
て
「
秘
密
の
門
」
を
見
つ
け
ら
れ
ず
「
壁
」
の
前
に
絶
望
し
疲
弊
し
て
い

た
詩
人
が
、「
花
」
に
「
隠
れ
た
門
」
を
見
つ
け
て
い
る
。
死
と
生
、
虚
と
実
、

理
想
と
現
実
の
「
境
界
」
に
あ
る
「
花
」
を
前
に
し
て
、
人
間
性
を
捨
て
、
感

情
を
捨
て
、
知
性
を
捨
て
て
、
無
言
で
「
永
劫
の
旅
」
に
出
よ
、
と
喚
起
し
て

い
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
悲
劇
的
な
詩
は
、
い
わ
ゆ
る
戦
意

揚
詩
と
は
い
え
な

い
が
、「
死
」
と
「
破
壊
」
へ
の
悲
劇
的
讃
美
と
は
受
け
取
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

「
死
」
へ
の
欲
動
に
接
近
し
た
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム
礼
讃
は
、「
玉
砕
」
讃
美
で

あ
り
、
戦
争
協
力
に
な
り
う
る
。
で
は
、
こ
の
「
死
」
と
「
破
壊
」
衝
動
の
問

題
は
、
最
後
の
二

で
ど
う
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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「
笛
の
音
」（
二
九
〇
｜
二
九
二
頁
）

笛
の
音
は
私
を
呼
ん
で
い
る
、

更
け
ゆ
く
夜
の
書
齋
は
寂
し
い
、

私
は
讀
み
か
け
の
本
を
閉
ぢ
耳
を

て
る
。

笛
は
何
を
私
に
叫
ん
で
ゐ
る
だ
ら
う
か
、

暴
風
雨
來
を
警
告
し
て
ゐ
る
の
か
、

津
波
だ
津
波
だ
と
叫
號
し
て
ゐ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
人
性
の
破
産
を
豫
言
し
て
ゐ
る
の
か
、

信
念
の
缺
乏
を
嘲
つ
て
ゐ
る
の
か
、

本
能
の

落
を
嘆
い
て
ゐ
る
の
か
、

青
春
の
頽
廢
を
悼
ん
で
ゐ
る
の
か
。

笛
の
音
は
私
を
呼
ん
で
ゐ
る
、

私
は

々
と
机
の
前
に
坐
つ
て
耳
を

て
る
。

笛
は
何
を
私
に
叫
ん
で
ゐ
る
だ
ら
う
か
、

肉
體
の
老
を
悲
し
ん
で
ゐ
る
の
か
、

靈
の
涸
渇
を
戒
め
て
ゐ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
世
界
の
滅
亡
を
宣
言
し
て
ゐ
る
の
か
。

あ
あ
、
笛
の
音
は
恐
怖
か
脅
迫
か
、

そ
れ
と
も

喜
か
禮

か
。

私
は
立
つ
て
書
齋
の
窓
を
開
け
て
外
を
眺
め
る
、

闇
い
空
に
無
數
の
星
が
煌
い
て
ゐ
る
、

闇
い
庭
に
櫻
の
花
瓣
が
散
つ
て
雪
の
や
う
だ
。

「
笛
の
音
」
に
、
自
ら
を
嘲
笑
し
糾
弾
す
る
声
を
聞
き
、
自
ら
の
「
信
念
の
缺

乏
」、「
本
能
の
堕
落
」、「
青
春
の
頽
廃
」
を
悔
や
み
、「
恐
怖
」
と
「
脅
迫
」

を
感
じ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、「
世
界
の
滅
亡
」
が
「
恐
怖
か
脅

迫
か
、
そ
れ
と
も
歓
喜
か
礼
讃
か
」
と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ナ
テ
ィ

シ
ズ
ム
礼
讃
に
つ
な
が
っ
て
も
い
く
。
特
に
最
後
の
二
行
で
、
そ
れ
ま
で
切
々

と
訴
え
て
き
た
悔
恨
と
恐
怖
が
す
べ
て
「
破
滅
」
の
美
学
の
上
に
、
華
麗
な
ほ

ど
に
印
象
的
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
詩
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
虹
」（
二
九
三
｜
二
九
四
頁
）

私
は
手
足
を
崖
に
横
た
へ
る
、

人
は
私
の
格
好
の
い
い
の
を
褒
め
る
、

そ
し
て
い
ふ
、

『
な
ん
と
い
ふ
見
事
な
曲
線
だ
、
新
月
と
雖
も

ふ
こ
と
が
出
來
な
い
。』

私
は
影
を
海
上
に
流
れ
さ
す
、

こ
れ
が
棚
引
く
、
箒
星
の
や
う
な
動
き
を
み
せ
る
、

人
は
私
の
體
に
寄
り
添
つ
て
、

私
の
閃
め
く
胸
に

れ
る
、
い
い
氣
持
で
心
を
天
に
上
ら
せ
る
。

だ
が
、
お
お
だ
が
『
空
中
の
美

』
だ
な
ど
と
褒
め
る
こ
と
は
止
め
て
下
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さ
い
。

誰
が
精
神
を
盡
し
た
も
の
の
悲
し
い
犠
牲
を
知
つ
て
ゐ
よ
う
？

み
ぢ
め
な
も
の
、
こ
れ
が
私
だ
、
大
空
に
最
善
を
蕩
盡
し
て
、

人
々
の
餓
が
滿
た
さ
れ
た
が
最
期
、

私
は
無
言
に
消
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
虹
」
と
題
し
た
詩

で
は
、
自
ら
の
「
最
期
」
と
無
言
消
滅
を
確
か

に
述
べ
て
お
り
、「
崖
」「
海
上
」「
箒
星
」「
空
中
」
と
い
っ
た
単
語
だ
け
を
拾

い
集
め
れ
ば
「
玉
砕
」
讃
美
や
自
殺
幇
助
を
助
長
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
繫
が
る
詩

と
も
い
え
る
。
だ
が
、
こ
の
詩
の
主
題
は
あ
く
ま
で
も
「
詩
人
」
と
し
て
の
自

分
自
身
の
「
悔
恨
」
と
「
消
滅
」
と
を
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
単
純
な
「
玉

砕
」
讃
美
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
野
口
は
「
崖
」
の
よ
う
な
際
ど
い
地
点
に

体
を
横
た
え
て
詩
を
書
い
て
き
た
自
分
に
対
す
る
、
社
会
的
な
評
価
を
批
判
し

嫌
疑
を
か
け
る
。「
見
事
」
に
み
え
る
自
分
の
詩
歌
の
、
裏
の
「
犠
牲
」
と

「
欺
瞞
」
を
告
白
す
る
。
美
し
く
な
ど
な
い
、
た
だ
「
み
ぢ
め
」
だ
、
と
自
供

す
る
。「
人
々
の
餓
」
に
屠
ら
れ
て
、
つ
ま
り
社
会
的
要
求
を
満
た
す
た
め
の

詩
を
書
い
た
に
過
ぎ
な
い
自
分
は
、
も
は
や
無
言
の
う
ち
に
自
然
消
滅
す
る
、

と
自
覚
す
る
内
容
が
、「
虹
」
の
主
題
で
あ
る
。「
虹
」
の
よ
う
に
儚
い
虚
像
に
、

自
ら
が
「
み
ぢ
め
」
に
「
最
善
を
蕩
尽
」
し
、
ま
た
自
分
を
眺
め
る
読
者
も

「
蕩
尽
」
し
た
こ
と
を
、
詩
人
は
知
っ
て
い
る
。
そ
の
幾
重
も
の
人
間
の
精
神

と
欺
瞞
に
、
自
ら
を
奪
い
尽
く
さ
れ
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
是
と
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
を
宣
言
し
た
内
容
で
あ
る
。

こ
の
最
後
の
詩
に
関
し
て
も
、「
死
」
へ
の
悲
劇
的
讃
美
で
あ
り
、
破
滅
の

美
学
を
う
た
っ
た
も
の
、
と
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
い
く
ら
個
人
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
死
」
や
「
破
壊
」
の
悲
劇
的
な
感
情
を
う
た
う
こ
と

は
、
多
数
の
破
壊
衝
動
を
肯
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
戦
争
と
い
う
蛮
行
に
対
す

る
悲
劇
的
讃
美
や
美
化
に
な
り
え
る
。
ま
た
詩
の
内
容
が
ど
れ
だ
け
反
戦
的
・

厭
戦
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
刊
行
許
可
を
与
え
た
権
力
や
媒
体
が
、

そ
れ
を
戦
争
遂
行
目
的
に
合
致
し
た
も
の
と
し
て
許
容
し
た
瞬
間
に
、
詩
人
の

良
心
の
有
無
や
作
品
の
是
非
な
ど
は
無
意
味
と
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
重
要
な

こ
と
に
、
戦
争
詩
に
お
い
て
「
死
」
や
「
破
滅
」
を
う
た
う
こ
と
の
文
学
的
な

問
題
は
、
日
本
文
学
に
伝
統
的
に
培
わ
れ
て
き
た
敗
者
の
美
学
と
も
関
わ
り
、

近
代
に
形
成
さ
れ
た
日
本
主
義
と
も
関
わ
り
、
非
常
に
複
雑
で
深
淵
な
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
野
口
個
人
や
一
九
四
〇
年
代
の
戦
争
詩
に
限
定
し
て
総
体
的
解

決
が
導
け
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
『
八
紘
頌
一
百

』
の
最
後
の
三

が
、
本
書

の
前
半
の
、
使
い
廻
さ
れ
た
語
句
の
羅
列
に
過
ぎ
な
い
戦
意

揚
詩
と
は
完
全

に
異
質
な
詩
歌
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
野
口
の
肉
声
が
真
実
味
を
帯
び
て
聞
こ
え

て
く
る
、
と
い
う
こ
と
を
立
証
す
る
に
留
め
た
い
。
ラ
ジ
オ
で
は
「
頽
廃
的
な

も
の
」
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
が72

）
、
み
て
き
た
よ
う
に
刊
行
書
籍
の
中
に
は
、

「
頽
廃
」
や
「
厭
戦
」
や
「
死
」
と
悲
劇
性
が
詠
い
こ
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

『
八
紘
頌
一
百

』
の
中
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
野
口
に
は
見
ら
れ
な
い
、
野
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口
独
自
の
詩
歌
世
界
が
あ
る
。《
戦
争
屑
詩
》
と
一
括
し
て
捨
て
去
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
戦
時
下
の
詩
歌
と
文
化
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

刊
行
さ
れ
た
詩
集
を
手
に
し
た
国
民
や
詩
人
た
ち
の
中
に
は
、
ラ
ジ
オ
に
表

象
さ
れ
る
「
声
の
権
力
者
」
と
し
て
の
野
口
と
は
異
な
る
、
詩
人
の
実
像
を
見

て
い
た
者
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
に
顕
れ
な

い
詩
雑
誌
や
書
籍
の
出
版
と
い
う
も
の
が
、
戦
況
下
の
時
代
と
国
民
大
衆
に
ど

の
く
ら
い
反
映
し
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
し
か
し
日
本

に
お
け
る
音
声
と
文
字
の
比
率
は
、
た
と
え
ば
戦
時
期
メ
デ
ィ
ア
研
究
で
し
ば

し
ば
対
照
と
な
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る73

）
。

ま
と
め

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、
野
口
も
ま
た
内
部
に
両
面
性
を
持
た
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
近
代
日
本
の
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
と
い
っ
た
単
純
な
構
図
の

み
で
は
な
い
。
野
口
の
帰
国
（
一
九
〇
四
年
）
後
の
活
動
に
関
し
て
、
従
来
の

研
究
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
走
っ
て
戦
争
詩
を
書
い
た
」
と
い
う
一
面
的
評

価
で
終
始
し
て
き
た
。
だ
が
、
野
口
米
次
郎
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
「
戦

争
詩
」
執
筆
も
、
そ
ん
な
単
純
な
構
造
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、『
宣
戦
布
告
』
と
『
八
紘
頌
一
百

』
に
論
証
を
限
定
し
た
。
そ

の
た
め
野
口
の
戦
時
期
思
想
に
至
る
変
遷
の
全
体
が
な
お
論
じ
き
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
国
際
的
な
文
化
の
連
動
性
の
中
で
、
ま
た
日
本
主
義
・
ア
ジ
ア
主
義
の

経
緯
や
戦
時
期
戦
略
の
段
階
と
連
動
さ
せ
て
検
証
す
る
な
ら
ば
、
野
口
像
が
従

来
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
々
な
側
面
を
表
出
さ
せ
る
。

か
つ
て
吉
本
隆
明
は
、
高
村
光
太
郎
論
の
中
で
、《
高
村
が
反
抗
を
う
し
な

っ
て
、
日
本
の
庶
民
的
な
意
識
へ
と
屈
服
し
て
い
っ
た
と
き
、
お
そ
ら
く
日
本

に
お
け
る
近
代
的
自
我
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
典
型
が
く
ず
れ
さ
っ
た
の
で
あ

り
、
お
な
じ
内
部
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
人
道
主
義
も
、
共

産
主
義
も
、
崩
壊
の
端
緒
に
た
っ
た74

）
》
と
述
べ
た
。
ま
た
、《
現
実
社
会
に
お

こ
る
す
べ
て
の
矛
盾
や
混
乱
と
対
決
す
る
こ
と
を
や
め
て
、
い
わ
ば
伝
統
の
花

鳥
風
月
的
な
「
自
然
」
の
讃
美
に
ま
で
退
化
し
た
悲
惨
な
事
実75

）
》
を
、
高
村
の

詩
を
挙
げ
て
述
べ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
吉
本
が
い
っ
た
よ
う
な

伝
統
の
花

鳥
風
月
的
な
「
自
然
」
の
讃
美
に
ま
で
退
化
し
た
悲
惨

と
い
っ
た
文
学
史
観

は
、
後
世
か
ら
の
一
方
的
な
糾
弾
で
し
か
な
い
。

国
際
的
な
文
芸
思
潮
や
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
連
携
の
中
で
日
本
文
壇
や
詩
壇
が

求
め
て
き
た
「
伝
統
」
と
「
日
本
主
義
」
は
、
少
な
く
と
も
当
事
者
た
ち
に
と

っ
て
は
、
革
新
を
意
識
し
た
こ
と
で
こ
そ
あ
れ
、「
退
化
」
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
近
年
、
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
だ
が
、
野
口

米
次
郎
を
通
し
て
鑑
み
て
も
明
白
と
い
え
る
。
国
際
的
な
ラ
ジ
オ
の
時
代
が
来

て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
方
法
を
国
際
的
な
方
法
に
普
遍
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
の

時
代
が
来
て
、
世
界
戦
争
の
時
代
に
重
な
る
。
日
本
の
詩
人
た
ち
も
、
そ
の
方

策
を
試
み
、
実
験
し
模
索
し
て
い
っ
た
。
ま
た
時
局
に
制
限
が
あ
る
こ
と
は
自

覚
し
な
が
ら
も
、
戦
後
ま
で
を
見
据
え
る
視
点
を
も
っ
て
「
戦
争
詩
」
を
意
識

し
て
い
た
事
実
が
あ
っ
た
。
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現
在
も
、
戦
時
下
の
詩
歌
に
対
し
て
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
前
提
と
な
っ
て

い
る
評
価
認
識
に
と
ら
わ
れ
て
、
犯
罪
性
や
暴
力
性
や
公
共
性
を
抽
出
し
て
終

わ
る
傾
向
が
、
な
お
大
勢
を
占
め
て
い
る
。
戦
争
と
ラ
ジ
オ
、
ま
た
戦
争
と
朗

読
運
動
と
い
っ
た
方
法
か
ら
の
戦
争
詩
の
検
証
は
非
常
に
盛
ん
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
は
重
要
な
研
究
で
あ
る
が
、
た
だ
、
そ
こ
で
は
近
代
詩
歌
の
た
ど
っ
た
歴

史
観
へ
の
論
及
が
希
薄
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
詩
人
個
々
人
の
た
ど
っ
た
葛
藤

の
歴
史
が
抜
け
落
ち
て
い
く
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
注
意
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

本
論
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、「
帝
国
メ
ガ
フ
ォ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
野
口
米

次
郎
の
「
戦
争
詩
」
は
、
決
し
て
そ
の
全
て
が
「
熱
烈
な
戦
争
賛
美
詩
」
や

「
戦
意

揚
詩
」
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
声
メ
デ
ィ
ア
に

載
せ
た
詩
歌
や
論
説
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
表
現
が
、
詩
雑
誌
や
刊
行
著
作

な
ど
に
は
表
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
よ
り
精
緻
な
理
論
的
見
地
に
立
っ
た
再

検
証
に
値
す
る
だ
け
の
内
実
を
宿
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四

二
年
、
一
九
四
四
年
と
い
う
厳
し
い
出
版
制
限
の
中
で
刊
行
さ
れ
た
『
宣
戦
布

告
』『
八
紘
頌
一
百

』
に
は
、
確
か
に
多
く
の
ラ
ジ
オ
放
送
用
・
新
聞
用
に

作
ら
れ
た
戦
意

揚
詩
が
収
録
さ
れ
て
は
い
る
。
だ
が
、
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
、

挫
折
感
や
抵
抗
感
、
疑
問
や
矛
盾
の
心
境
を
う
た
っ
た
も
の
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
註
記
な
ど
の
手
段
に
訴
え
て
、
批
判
の
矛
先
を
か
わ
そ
う
と

す
る
痕
跡
は
残
し
つ
つ
も
、
し
か
し
印
象
的
な
配
置
に
よ
っ
て
、
詩
人
の
「
肉

声
」
を
響
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
詩
人
の
時
局
迎
合
や
愛
国
的
狂
信
と
い

っ
た
解
釈
に
は
と
て
も
収
ま
ら
な
い
だ
け
の
、
屈
曲
し
、
複
雑
で
、
奥
深
い
迫

力
を
も
っ
た
作
品
群
で
あ
る
。

注１
）

こ
の
言
葉
を
用
い
た
の
は
小
田
切
秀
雄
（
一
九
一
六
｜
二
〇
〇
〇
）
で
あ

る
。
小
田
切
は
野
口
米
次
郎
ら
二
十
五
名
を
名
指
し
で
糾
弾
し
、
戦
前
の
大
御

所
作
家
た
ち
の
文
学
者
生
命
を
駆
逐
す
る
こ
と
を
民
主
主
義
文
学
の
出
発
の
目

的
で
あ
る
と
宣
言
し
た
（
小
田
切
秀
雄
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
及
」

『
新
日
本
文
学
』
一
九
四
六
年
六
月
）。

２
）

野
口
や
佐
藤
春
夫
、
三
好
達
治
、
蔵
原
伸
二
郎
な
ど
を
挙
げ
て
《
戦
争
屑

詩
を
量
産
し
た
拙
劣
な
詩
人
》
は
、《
戦
前
╱
戦
中
╱
戦
後
に
（
変・
節・
こ
そ
あ

れ
）
変
質
は
な
か
っ
た
》
と
述
べ
て
い
る
（
坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭

日
本

近
代
詩
と
戦
争
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
、
一
六
一
頁
）。

３
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
二
一
六
頁
。

４
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
一
六
一
頁
。

５
）

拙
論
「
野
口
米
次
郎
の
英
国
講
演
に
お
け
る
日
本
詩
歌
論

俳
句
、
芭

蕉
、
象
徴
主
義
」『
日
本
研
究
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、
五
一
、
五
八
、
六
三
頁
。

６
）

た
と
え
ば
、『
帝
国
文
学
』
明
治
三
七
年
四
月
号
に
は
、
坪
井
九
馬
三
、

上
田
万
年
、
芳
賀
矢
一
、
土
井
晩
翠
が
、
五
月
号
に
は
夏
目
漱
石
が
『
従
軍

行
』
な
ど
の
戦
争
詩
を
書
い
て
い
る
。

７
）

た
と
え
ば
、
伊
藤
整
「
戦
争
と
神
秘
主
義
文
学
」（『
月
刊
文
章
』
一
九
三

七
年
十
一
月
）、
服
部
嘉
香
ら
十
八
名
に
よ
る
「
戦
時
に
際
し
て
の
感
想
」

（『
日
本
詩
壇
』
一
九
三
七
年
十
一
月
）、
草
野
心
平
「
戦
争
と
詩
壇
」（『
月
刊
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文
章
』
一
九
三
七
年
十
二
月
）
な
ど
。

８
）

以
下
、「
戦
争
と
文
学
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
寄
稿
を
し
た
人
物
と
雑

誌
媒
体
を
挙
げ
て
み
る
。
河
上
徹
太
郎
『
文
藝
春
秋
』、
室
生
犀
星
『
改
造
』、

本
多
顕
彰
『
新
潮
』、
西
村
伝
七
『
若
草
』（
以
上
、
一
九
三
七
年
十
月
）。
山

本
恵
一
『
詩
と
歌
謡
と
』（
一
九
三
七
年
十
二
月
）。
今
日
出
海
『
新
潮
』（
一

九
三
八
年
九
月
）。
保
田
与
重
郎
『
日
本
文
学
』（
一
九
三
八
年
十
一
月
）。
小

宮
豊
隆
『
日
本
評
論
』（
一
九
四
〇
年
四
月
）。

そ
の
他
、
青
野
季
吉
「
戦
争
と
文
学
に
つ
い
て
」（『
政
界
往
来
』
一
九
三
七

年
十
月
）
や
、
阪
本
越
郎
「
戦
時
の
詩
文
学
」（『
小
学
校
体
育
』
一
九
三
八
年

一
月
）、
新
居
格
「
戦
時
文
壇
推
進
力
」（『
月
刊
文
章
』
一
九
三
八
年
一
月
）

な
ど
も
あ
る
。

９
）

日
夏
耿
之
介
「
将
来
の
日
本
的
詩
歌
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
八
年
四

月
）、
徳
田
秋
声
他
「
時
局
と
文
学
の
使
命
（
座
談
会
）」（『
新
潮
』
一
九
三
八

年
十
月
）、
古
谷
綱
武
「
時
局
下
文
学
者
の
反
省
す
べ
き
こ
と
」（『
新
潮
』
一

九
三
八
年
十
二
月
）、
青
野
季
吉
ら
他
「
時
代
と
文
学
者
の
生
き
る
道
（
座
談

会
）」（『
新
潮
』
一
九
四
〇
年
九
月
）、
上
泉
秀
信
「
時
局
下
の
文
学
と
文
学

者
」（『
文
芸
情
報
』
一
九
四
〇
年
十
月
）、
河
上
徹
太
郎
他
「
文
学
と
新
体
制

（
座
談
会
）」（『
文
学
界
』
一
九
四
〇
年
十
一
月
）、
丹
羽
文
雄
他
「
転
換
期
に

お
け
る
作
家
の
覚
悟
」（『
新
潮
』
一
九
四
〇
年
十
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。

10
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
や
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
な
ど
の
英
文
学
に

造
詣
が
深
か
っ
た
モ
ダ
ニ
ス
ト
詩
人
（
ち
な
み
に
、
野
口
米
次
郎
が
ジ
ョ
イ
ス

を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
）。

11
）

雑
誌
『
蝋
人
形
』
は
西
條
八
十
が
主
宰
の
雑
誌
で
、
野
口
の
寄
稿
も
幾
つ

も
あ
る
（
編
集
後
記
な
ど
に
は
、
野
口
「
先
生
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
）。

12
）

安
藤
一
郎
「
戦
争
詩
と
い
ふ
も
の
」『
蝋
人
形
』
一
九
三
八
年
三
月
、
一

七
頁
。

13
）

安
藤
一
郎
「
戦
争
詩
と
い
ふ
も
の
」、
一
九
頁
。

14
）

岡
本
潤
「
今
日
の
詩
感
」『
蝋
人
形
』
一
九
三
八
年
五
月
、
二
二
｜
二
四

頁
。

15
）

一
九
二
六
年
の
中
央
亭
事
件
を
指
す
。

16
）

戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
の
研
究
は
、
佐
藤
巧
己
氏
や
竹
山
昭
子
氏
ら
の
仕
事
に

詳
し
い
。
た
だ
し
、
佐
藤
氏
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ラ
ジ
オ
戦
略
と
比
較
し
て
、

日
本
で
の
「
国
民
化
さ
れ
る
大
衆
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
で
の
声
の
力

に
よ
る
「
大
衆
の
国
民
化
」
を
、
日
本
の
そ
れ
に
単
純
に
当
て
嵌
め
る
こ
と
に

は
異
を
唱
え
た
い
。
日
本
の
場
合
の
「
帝
国
民
化
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ア

ジ
ア
主
義
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
で
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
化
を
指

し
た
し
、
当
時
の
日
本
国
民
の
識
字
率
の
高
さ
か
ら
い
っ
て
も
、
声
と
文
字
の

比
率
が
ド
イ
ツ
の
場
合
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

17
）

一
九
二
五
年
は
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
か
ら
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
祭
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
に
中
継
さ
れ
て
「
世
界
で
最
初
の
成
功
し
た
国
際
交
換
放
送
」
元
年
と
呼

ば
れ
た
（『
日
本
放
送
史
』
上
、
一
九
五
一
年
、
五
二
六
頁
）。

18
）

東
京
中
央
放
送
局

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
）が
仮
放
送
を
始
め
た
の
が
一
九
二
五
年
三

月
二
十
二
日
で
、
同
年
七
月
十
二
日
に
は
愛
宕
山
か
ら
本
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。

こ
の
放
送
は
、
本
来
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
海
外
（
ア
ラ
ス
カ
や

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
で
も
受
信
さ
れ
、
聴
取

報
告
が
届
い
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の
国
内
放
送
は
最
初
か
ら
国
際
性
を
も
ち
、

対
外
放
送
、
海
外
放
送
の
意
味
を
も
っ
た
。

19
）
「
ラ
ジ
オ
東
京
」
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
の
海
外
放
送
は
、
一
九
三
五
年
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六
月
一
日
に
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
て
、
満
州
、
朝
鮮
、

台
湾
な
ど
の
植
民
地
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
各
地
の
占
領
地
か
ら
、
海
外
放
送
、
対

敵
放
送
が
行
わ
れ
て
い
く
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、『
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ⅰ
』

（
北
山
節

著
、
田
畑
書
店
、
一
九
八
七
年
、
一
頁
）
な
ど
多
く
の
研
究
が
あ

る
。

20
）
《
六
月
十
五
日
及
び
十
七
日
に
日
本
の
自
然
詩
人
ヨ
ネ
・
ノ
グ
チ
氏
が
例

の
豊
か
な
氏
特
有
の
細
か
い
自
然
美
の
観
察
を
米
國
へ
贈
ら
れ
た
。
六
月
の
母

國
便
り
、
氏
の
自
然
美
へ
の
熱
心
な
探
求
と
、
海
外
人
に
日
本
の
自
然
の
み
が

も
つ
美
を
傳
へ
ん
と
す
る
詩
的
努
力
は
俗
人
は
知
ら
ぬ
な
が
ら
必
ず
や
詩
人
の

心
に
相

れ
た
と
思
ふ
》（
最
所
フ
ミ
子
「
海
外
放
送
」『
放
送
』
七
巻
七
号
、

一
九
三
七
年
七
月
、
六
三
頁
）。

21
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
一
六
三
｜
一
六
四
頁
。

22
）

坪
井
秀
人
に
は
『
声
の
祝
祭
』
の
他
、『
感
覚
の
近
代

声
・
身
体
・

表
象
』（
二
〇
〇
六
）、「

抒
情

と
戦
争

戦
争
詩
の
主
体
に
お
け
る
公
と

私
」『
動
員
・
抵
抗
・
翼
賛

岩
波
講
座

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
３
）』（
二
〇

〇
六
）
な
ど
が
あ
る
。

23
）

坪
井
の
よ
う
に
《
反
モ
ダ
ニ
ズ
ム
》
と
い
う
と
、
伝
統
回
帰
の
主
張
が

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
に
反
す
る
潮
流
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
敢
え

て
、
伝
統
回
帰
運
動
と
い
う
。

24
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
一
六
一
｜
一
六
二
頁
。

25
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
七
頁
。

26
）

た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
未
来
派
が
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
愛
好
し
て
騒
音
音
楽

を
生
み
出
し
、
あ
る
い
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
が

詩
の
朗
読
や
音
声
の
表
現
形
式
に
関
心
を
示
し
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
分
か

る
よ
う
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
「
音
」
を
重
視
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
志
向

性
と
無
縁
で
は
な
い
。

27
）

瀬
尾
育
生
『
戦
争
詩
論

一
九
一
〇
｜
一
九
四
五
』
平
凡
社
、
二
〇
〇

六
年
、
一
二
四
頁
。

28
）

瀬
尾
育
生
『
戦
争
詩
論
』、
七
八
｜
七
九
頁
。

29
）

一
九
二
四
年
十
月
十
九
日
、
築
地
小
劇
場
で
朗
読
会
「
詩
人
の
日
」（
小

山
内
薫
の
よ
び
か
け
・
詩
話
会
の
後
援
）
が
開
催
さ
れ
、
佐
藤
惣
之
助
、
島
崎

藤
村
、
与
謝
野
寛
、
与
謝
野
晶
子
、
野
口
米
次
郎
、
川
路
柳
虹
、
富
田
砕
花
、

福
田
正
夫
、
白
鳥
省
吾
、
尾
崎
喜
八
、
野
口
雨
情
、
深
尾
須
磨
子
、
山
田
耕
筰

ら
が
参
加
し
た
大
盛
会
だ
っ
た
。
ま
た
一
九
三
七
年
七
月
に
は
、
新
宿
大
山
で

「
詩
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
河
井
酔
茗
、
野
口
米
次
郎
、
佐
藤
惣

之
助
、
福
田
正
夫
、
白
鳥
省
吾
、
吉
田
一
穂
ら
が
参
加
し
た
（
当
然
な
が
ら
、

一
九
二
〇
年
代
以
降
は
、
こ
れ
以
外
に
も
多
数
の
朗
読
会
が
開
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
）。

30
）
「
大
東
亜
舞
台
芸
術
研
究
所
」は
、
伊
藤
道
郎
を
中
心
に
し
て
一
九
四
四
年

に
創
設
さ
れ
た
組
織
で
、
野
口
米
次
郎
、
山
田
耕
筰
、
藤
田
嗣
治
（
美
術
）
ら

が
顧
問
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
戦
局
の
厳
し
い
中
、
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
学
院
の
よ

う
な
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
舞
台
芸
術
を
一
つ
に
束
ね
る
よ
う
な
国
際
的
芸
術
学

校
の
建
設
が
夢
想
さ
れ
て
お
り
、

太
陽
の
劇
場

構
想
と
呼
ば
れ
た
。

31
）

一
九
三
六
年
十
一
月
十
六
日
発
行
よ
り
、
一
九
四
一
年
九
月
二
十
日
発
行

の
第
七
八
輯
ま
で
が
あ
る
（
も
と
も
と
大
阪
中
央
放
送
局
が
歌
謡
曲
を
「
浄

化
」
し
よ
う
と
し
て
始
め
た
も
の
で
あ
る
）。
楽
譜
の
頁
数
は
七
頁
で
、
多
く

が
二
曲
ず
つ
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
七
輯
の
よ
う
に
一
曲
の
み
収
録
の
も

の
や
、
三
曲
収
録
の
例
も
一
件
あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
最
初
の
頃
に
は
、
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第
三
輯
「
椰
子
の
実
」（
島
崎
藤
村
・
詞
）
や
第
一
六
輯
「
奥
の
細
道
」（
齋
藤

四
郎
・
詞
）
の
よ
う
に
、
戦
争
や
愛
国
を
直
接
的
な
主
題
に
し
な
い
も
の
の
方

が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
次
第
に
第
二
六
輯
「
愛
国
の
花
」（
福
田
正
夫
・
詞
、

古
関
裕
而
・
曲
）
や
第
三
三
輯
「
万
歳
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
」（
北
原

白
秋
・
詞
、
高
階
哲
夫
・
曲
）、
第
三
五
輯
「
遂
げ
よ
聖
戦
」（
柴
野
為
亥
知
・

詞
、
長
津
義
司
・
曲
）
と
い
っ
た
、
戦
時
を
反
映
し
た
曲
目
に
な
っ
て
く
る
。

32
）

信
時
潔
（
一
八
八
七
｜
一
九
六
五
）
は
、
戦
時
歌
謡
曲
「
海
ゆ
か
ば
」
な

ど
の
作
曲
家
。「
海
ゆ
か
ば
」
は
日
本
放
送
協
会
の
依
頼
に
よ
り
「
万
葉
集
」

の
大
伴
家
持
の
長
歌
の
一
節
に
曲
を
つ
け
た
も
の
で
、
一
九
三
七
年
十
月
か
ら

「
国
民
唱
歌
」
と
し
て
、
一
九
四
一
年
十
二
月
以
降
は
「
国
民
合
唱
」
と
し
て

放
送
さ
れ
、
戦
局
が
傾
く
と
日
本
軍
玉
砕
の
ニ
ュ
ー
ス
と
共
に
放
送
さ
れ
た

竹
山
昭
子
『
史
料
が
語
る
太
平
洋
戦
争
下
の
放
送
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇

五
年
、
一
八
二
頁
）。

33
）

一
九
三
九
年
の
欧
州
大
戦
勃
発
と
同
時
に
、
戦
時
下
の
国
民
生
活
の
刷
新

強
化
を
は
か
る
た
め
の
「
興
亜
奉
公
日
」
が
定
め
ら
れ
、
毎
月
一
日
に
行
わ
れ

た
。

34
）

北
山
節

『
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ⅰ
』、
三
〇
〇
頁
。

35
）
「
米
英
撃
滅
の
歌
」
コ
ロ
ム
ビ
アN

o
: 100902

（「
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド

流
行
歌
年
表
」（「
Ｃ
Ｄ
昭
和
の
流
行
歌
」

一
九
九
八
年
‥
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）

資
料
編
に
よ
る
）「
米
英
撃
滅
の
歌
」
と
い
う
同
タ
イ
ト
ル
の
も
の
は
一
九
四

三
年
に
、
矢
野
峰
人
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
、
伊
藤
武
雄
歌
、
で
別
作
品
が
存

在
す
る

コ
ロ
ム
ビ
アN

o
: 100761

）。

36
）
『
藝
術
殿
』（
一
九
四
二
年
）、『
詩
歌
殿
』（
一
九
四
三
年
）、『
文
藝
殿
』

（
一
九
四
三
年
）、『
想
思
殿
』（
一
九
四
三
年
）、『
伝
統
に
つ
い
て
』（
一
九
四

三
年
）、『
聖
雄
ガ
ン
ジ
ー
』（
一
九
四
三
年
）、『
起
て
よ
印
度
』（
一
九
四
二

年
）、
詩
集
で
は
『
宣
戦
布
告
』（
一
九
四
二
年
）、『
八
紘
頌
一
百

』（
一
九

四
四
年
）
が
あ
る
。

37
）

矢
野
貫
一
編
『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』
第
四
輯
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
五

年
七
月
十
日
、
一
三
七
頁
上
段
。

38
）

矢
野
貫
一
編
『
近
代
戦
争
文
学
事
典
』、
一
三
七
頁
下
段
。

39
）

拙
論
「
野
口
米
次
郎
の
一
九
二
〇
年
代
後
期
の
指
向
性

雑
誌
『
國

本
』
へ
の
寄
稿
を
中
心
に
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
八

年
三
月
、
八
七
｜
九
五
頁
）
を
参
照
。

40
）

野
口
米
次
郎
「
宣
戦
布
告
」
抜
粋
『
宣
戦
布
告
』、
七
頁
。（
こ
の
詩
の
丸

山
定
夫
に
よ
る
朗
読
は
、
坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』
に
収
録
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
の
中

に
収
め
ら
れ
て
い
る
）。

41
）

野
口
米
次
郎
「
一
億
の
決
死
隊
」
抜
粋
『
宣
戦
布
告
』、
一
〇
頁
。

42
）

絶
叫
調
の
朗
読
に
関
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
そ
れ
ま

で
の

淡
々
調

（
話
し
か
け
調
）
か
ら

雄
叫
び
調

に
変
化
し
た
の
は
一

九
四
一
年
一
二
月
の
開
戦
を
機
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
北
山
節

『
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ⅱ
』（
三
六
三
頁
）、
竹
山
昭

子
『
史
料
が
語
る
太
平
洋
戦
争
下
の
放
送
』（
一
二
〇
｜
一
二
四
頁
）
な
ど
に

詳
し
い
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
問
題
に
関
し
て
は
、
当
時
、
現
役
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
た

ち
が
雑
誌
『
放
送
研
究
』〔
一
九
四
二
｜
一
九
四
三
年
〕
で
議
論
を
尽
く
し
て

い
る
）。

43
）

野
口
米
次
郎
「
召
集
令
」
抜
粋
『
宣
戦
布
告
』、
四
三
｜
四
五
頁
。

44
）
「
解
説
・
召
集
令
」『
常
磐
樹
』
大
政
翼
賛
会
文
化
部
編
、
一
九
四
二
年
、

三
〇
頁
。
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45
）
『
常
磐
樹
』
は
五
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
、
野
口
の
他
十
二
名
の
詩
が

一

ず
つ
掲
載
さ
れ
、
高
村
光
太
郎
、
島
崎
藤
村
、
北
原
白
秋
、
萩
原
朔
太
郎
、

そ
し
て
宮
沢
賢
治
の
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

46
）
「
解
説
・
召
集
令
」『
常
磐
樹
』、
三
〇
頁
。

47
）

坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
二
一
六
｜
二
一
七
頁
。

48
）

野
口
は
自
ら
の
こ
と
を
「
二
重
国
籍
者
だ
、
笑
っ
て
の
け
ろ
」
と
詩
に
詠

い
、
地
域
主
義
者
で
あ
り
国
際
主
義
者
で
あ
る
と
論
説
し
、
常
に
境
界
者
の
立

場
を
重
要
視
す
る
議
論
を
続
け
て
き
た
詩
人
で
あ
る
。

49
）
『
宣
戦
布
告
』

道
統
社
、
一
九
四
二
年
三
月
十
五
日
）は
、
四
月
十
六
日
、

「
倫
敦
炎
上
」
が
削
除
処
分
と
な
っ
た
（「
近
代
出
版
側
面
史
」『
日
本
近
代
文

学
大
辞
典
・
索
引

』、
一
八
九
頁
）。

50
）

野
口
米
次
郎
「
畝
火
山
の
鶯
」
抜
粋
『
宣
戦
布
告
』、
一
九
〇
｜
一
九
四

頁
。

51
）

岡
本
潤
「
断
想
」『
蝋
人
形
』、
一
九
四
一
年
七
月
、
一
二
｜
一
五
頁
。

52
）

岡
本
潤
「
断
想
」、
一
二
｜
一
五
頁
。

53
）
《
百
合
の
花
は
、
一
花
瓣
一
花
瓣
私
の
心
の
血
で
織
ら
れ
》、《
小
さ
い
震

え
る

鳥
は
私
の
霊
が
音

と
権
化
し
た
も
の
》
で
《
重
々
し
い
香
氣
は
私
の

感
動
が
溶
解
し
て
空
氣
性
の
精
氣
と
な
っ
た
も
の
》
で
、《
こ
の
燃
え
る
緑
と

黄
金
の
空
は
「
眞
の
私
」
で
》
と
い
っ
た
サ
ロ
ジ
ニ
の
書
簡
を
紹
介
し
て
、
野

口
は
ハ
イ
ド
ラ
バ
ッ
ド
の
家
の
芸
術
的
風
物
を
想
像
し
て
い
た
（
野
口
米
次
郎

『
印
度
の
詩
人
』
第
一
書
房
、
一
九
二
六
年
、
八
二
頁
）。

54
）

野
口
米
次
郎
『
印
度
は
語
る
』
第
一
書
房
、
一
九
三
六
年
、
一
九
九
｜
二

〇
三
頁
。

55
）

岡
本
潤
「
渾
沌
の
な
か
の
素
朴
」『
蝋
人
形
』、
一
九
四
一
年
一
月
、
一
〇

頁
。

56
）

岡
本
潤
、「
断
想
」、
一
二
｜
一
五
頁
。

57
）

壺
井
繁
治
「
指
の
旅
」『
文
藝
』
一
九
四
二
年
七
月
、
第
十
巻
第
七
号
、

四
二
｜
四
三
頁
。（
も
ち
ろ
ん
、
壺
井
に
は
壺
井
独
自
の
詩
歌
の
系
譜
が
あ
る

の
で
、
こ
の
一

だ
け
か
ら
比
較
を
試
み
る
の
は
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
が
、

あ
く
ま
で
も
詩
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
対
照
し
て
い
る
。）

58
）

十
二
月
八
日
の
朝
七
時
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
で
米
英
と

の
開
戦
が
国
民
に
知
ら
さ
れ
、
正
午
に
「
宣
戦
の
詔
書
」
が
朗
読
さ
れ
た
。
そ

れ
に
続
い
て
、
東
条
英
機
首
相
の
「
大
詔
を
拝
し
奉
り
て
」
と
題
す
る
談
話
が

発
表
さ
れ
た
。

59
）

野
口
米
次
郎
「
跋
に
か
へ
て
」『
宣
戦
布
告
』、
二
一
九
｜
二
二
〇
頁
。

60
）

野
口
米
次
郎
、
前
掲
、
二
二
〇
｜
二
二
一
頁
。

61
）
「
日
本
文
学
報
国
会
」
は
太
平
洋
戦
争
開
戦
と
同
時
に
大
政
翼
賛
会
文
化

部
と
文
壇
側
と
が
協
議
を
重
ね
て
、《
挙
国
一
致
体
制
整
備
》
の
促
進
の
た
め

に
企
画
し
た
文
化
組
織
で
あ
る
。
徳
富
蘇
峰
を
会
長
に
、
各
部
会
に
分
か
れ
て

い
た
が
、
野
口
は
詩
部
会
の
名
誉
会
員
で
あ
り
、
外
国
文
学
部
会
の
会
員
と
な

っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
詩
部
会
の
部
会
長
は
高
村
光
太
郎
で
、
理
事
は
川
路
柳

虹
と
佐
藤
春
夫
、
野
口
の
他
の
名
誉
会
員
は
、
蒲
原
有
明
、
河
井
酔
茗
、
薄
田

泣
菫
、
土
井
晩
翠
の
四
名
で
あ
っ
た
（『
社
団
法
人

日
本
文
学
報
国
会
会
員

名
簿

昭
和
十
八
年
版
』、
新
評
論
、
一
九
九
二
年
五
月
）。

62
）

野
口
米
次
郎
『
伝
統
に
つ
い
て
』、
牧
書
房
、
一
九
四
三
年
五
月
二
十
日
、

二
五
三
｜
二
五
四
頁
。

63
）

八
紘
一
宇

は
、「
全
世
界
を
一
つ
の
家
と
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

大
東
亜
共
栄
圏

と
と
も
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
天
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皇
を
中
心
に
一
つ
の
家
と
す
る
と
い
う
意
味
に
も
、
日
本
を
中
心
に
ア
ジ
ア
世

界
を
一
つ
の
家
に
、
と
い
う
意
味
に
も
受
け
取
ら
れ
る
。
当
時
は
、
世
界
の
歴

史
性
を
意
識
し
た
家
族
の
序
列
（
親
子
関
係
や
兄
弟
関
係
）
を
ア
ジ
ア
民
族
に

当
て
は
め
て
、「
八
紘
一
宇
」
の
共
存
共
栄
の
在
り
方
を
説
い
て
い
た
。
大
東

亜
共
栄
圏
の
民
族
間
に
親
子
関
係
の
よ
う
な
指
導
の
在
り
方
は
存
在
す
る
が
、

支
配
被
支
配
の
構
造
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。

64
）

一
九
四
〇
年
に
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
が
、「
基
本
国
策
要
綱
」
を
決
定

し
、「
皇
国
の
国
是
は
、
八
紘
を
一
宇
と
な
す
肇
国
の
精
神
に
基
づ
く
」
と
発

言
し
た
。

65
）

同
じ
よ
う
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
没
収
さ
れ
た
本
と
し
て
、『
八
紘
一
宇
』

大
道
重

次
、
立
山
塾
、
一
九
三
八
年
六
月
三
日
）、『
八
紘
一
宇
之
精
神
』（
宇
都
宮

謙
・
藤
波
則
之
編
、
弥
栄
会
本
部
、
一
九
三
八
年
十
一
月
三
十
日
）、『
八
紘
一

宇
の
教
育
』（
川
崎
利
市
、
明
治
図
書
、
一
九
三
九
年
三
月
二
十
日
）、『
八
紘

一
宇
』

大
河
平
隆
光
、
人
生
創
造
社
、
一
九
三
九
年
九
月
十
五
日
）、『
八
紘

一
宇
』

里
見
岸
雄
、
錦
正
社
、
一
九
四
〇
年
二
月
八
日
）、『
八
紘
一
宇

附

戦
争
と
平
和
』

大
河
平
隆
光
、
大
日
本
法
令
出
版
、
一
九
四
〇
年
三
月
十
五

日
）、『
八
紘
一
宇
ノ
大
詔

紀
元
二
千
六
百
年
紀
元
節
ノ
詔
書
謹
解
』

三
浦

藤
作
、
東
洋
図
書
、
一
九
四
〇
年
九
月
二
十
日
）、『
八
紘
の
家
』

今
成
覚
禅
、

平
凡
社
、
一
九
四
〇
年
十
月
二
十
日
）、『
八
紘
為
宇
の
御
精
神
の
明
日
と
日

本
』

二
荒
芳
徳
、
湯
川
弘
文
社
、
一
九
四
一
年
六
月
五
日
）、『
八
紘
一
宇
史

の
發
足
』

加
藤
一
夫
、
龍
宿
山
房
、
一
九
四
二
年
四
月
二
十
日
）、『
八
紘
為

宇
の
大
籌
』

有
賀
成
可
、
日
本
文
化
研
究
会
、
一
九
四
三
年
二
月
十
一
日
）、

『
八
紘
為
宇
の
大
生
命
』（
本
間
俊
平
、
協
和
書
房
、
一
九
四
三
年
六
月
二
十

日
）
が
あ
る
。

66
）

竹
山
昭
子
『
史
料
が
語
る
太
平
洋
戦
争
下
の
放
送
』、
一
六
｜
一
七
頁
。

67
）

冒
頭
の
詩
は
「
神
風
萬
里
」、
二
番
目
は
「
祖
国
禮
讃
」（
こ
れ
は
、『
伝

統
に
つ
い
て
』

一
九
四
三
年
）の
序
詩
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
の
再
録
）
で
あ
る
。

三
番
目
の
、《
天
に
代
つ
て
、
敵
を
打
つ
（
中
略
）
米
英
撃
滅
、
時
は
今
、
╱

罪
膺
懲
の
、

は
鳴
る
。》
と
う
た
っ
た
「
米
英
撃
滅
歌
」

八
｜
一
〇
頁
）は
、

《
松
竹
大
船
撮
影
所
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
》
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩

「
米
英
撃
滅
の
歌
」
は
山
田
耕
筰
の
作
曲
で
歌
曲
に
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る

（『
戦
時
女
性
』
一
九
四
四
年
十
月
一
日
号
に
掲
載
）。
そ
の
他
、「
故
山
本
元
帥

挽
歌
」（
一
・
二
）
や
「
軍
神
加
藤
讃
仰
」（
一
・
二
・
三
）
な
ど
が
あ
る
。

68
）

情
報
局
次
長
奥
村
喜
和
男
が
「
マ
ニ
ラ
占
領
の
意
義
」
を
語
り
、
そ
の
後

に
野
口
米
次
郎
の
詩
「
マ
ニ
ラ
陥
落
」
が
丸
山
定
夫
に
よ
っ
て
朗
読
さ
れ
た

（
北
山
節

『
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ⅱ
』、
七
三
頁
）。

69
）

一
九
四
二
年
二
月
十
六
日
の
高
村
光
太
郎
と
野
口
米
次
郎
の
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
陥
落
」
の
朗
読
（
山
村
聰
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
の
最
初
の
報
（
前

日
の
夜
十
時
過
ぎ
）
の
翌
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
の
あ
と
に
放
送
さ
れ
た
。
そ
の
夜
は
、

谷
崎
潤
一
郎
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
に
際
し
て
」
を
和
田
信
賢
が
朗
読
し
、

一
七
日
の
夜
は
、
志
賀
直
哉
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
を
浅
沼
博
が
朗
読
し
、

一
八
日
に
は
、
室
生
犀
星
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
、
独
唱
伊
藤
武
雄
、
合
唱
放

唱
、
管
絃
楽
放
響

日
本
放
送
交
響
楽
団

、
指
揮
山
田
耕
筰
『
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥
落
す
』
の
豪
華
企
画
で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
で
は
祝
勝
番
組
が
連
続
で
放
送

さ
れ
た
（
北
山
節

『
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
Ⅱ
』、
一
〇
六
｜
一
〇
七
頁
）。

詩
の
言
葉
が
《
あ
た
か
も
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
ご
と
く
振

る
舞
っ
》
て
い
た
の
で
あ
り
、《
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
伝
達
の
速

度
性
に
あ
わ
せ
て
朗
読
詩
の
作
者
た
ち
》
も
素
早
い
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
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野
口
と
高
村
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
」
朗
読
は
、《
そ
の
最
初
の
顕
著
な
例
》

と
い
え
る
（
坪
井
秀
人
『
声
の
祝
祭
』、
二
四
五
頁
）。

70
）

野
口
米
次
郎
「
死
地
に
乘
入
る
二
千
數
百
」、「T

W
O
 
T
H
O
U
S
A
N
D

 
IN
 
T
H
E V

A
L
L
E
Y
 
O
F D

E
A
T
H

」
よ
り
『
八
紘
頌
一
百

』、
三
五
｜
四

〇
頁
。

71
）

野
口
米
次
郎
「
心
境
」
よ
り
『
八
紘
頌
一
百

』、
一
七
二
頁
。

72
）

一
九
四
二
年
十
月
に
は
東
京
都
市
逓
信
局
放
送
課
に
よ
っ
て
、「
頽
廃
的

な
る
も
の
」
は
厳
禁
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
竹
山
昭
子
「
資
料
編
」『
史
料
が

語
る
太
平
洋
戦
争
下
の
放
送
』、
二
五
二
頁
）。

73
）

江
戸
時
代
の
藩
校
・
寺
子
屋
の
制
度
に
つ
づ
い
て
明
治
期
の
学
制
発
布

一
八
七
二
年
）以
降
、
日
本
国
民
の
識
字
率
は
世
界
的
に
み
て
最
も
高
い
水
準

に
あ
っ
た
こ
と
が
、
戦
後
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
氏
（R
o
n
a
ld
 
D
o
re

）
の

C
ity L

ife in
 
Japan

,
1958

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

ド
ー
ア
著
、
青
井
和

夫
・
塚
本
哲
人
訳
『
都
市
の
日
本
人
』
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
店
、
一
五
一
｜

一
五
四
頁
）。

74
）

吉
本
隆
明
『
高
村
光
太
郎
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
一
四
五
｜
一

四
六
頁
（
こ
れ
は
『
吉
本
隆
明
全
著
作
集
８
』〔
一
九
七
三
年
〕
を
底
本
に
し

た
も
の
。
吉
本
の
『
高
村
光
太
郎
』
は
、
一
九
五
八
年
十
月
に
初
版
、
一
九
六

六
年
二
月
に
決
定
版
、
一
九
七
〇
年
八
月
に
増
補
決
定
版
が
出
て
い
る
）。

75
）

吉
本
隆
明
『
高
村
光
太
郎
』、
一
四
九
頁
。

附
記本

稿
は
、
日
文
研
・
共
同
研
究
会
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編

成
」
で
口
頭
発
表
し
た
「
野
口
米
次
郎
と
戦
争

ラ
ジ
オ
と
出
版
物
に
み
る

戦
争
詩
」（
二
〇
〇
六
年
十
一
月
十
八
日
）
と
、
日
文
研
・
横
断
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
戦
争
、
メ
デ
ィ
ア
、
ジ
ャ
ン
ル
」（
二
〇
〇
七
年
一
月
二
十
六
日
）
で
の

坪
井
秀
人
氏
「
記
憶
装
置
と
し
て
の
戦
争
詩

B
efo

re a
n
d
 
A
fter D

ec.

8
1941

」
へ
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
務
め
た
時
の
発
表
資
料
に
基
づ
き
、
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
御
教
示
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
た

い
。
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比
類
の
な
い
巧
み
な
群
衆
描
写
と
、
例
え
ば
、「
世
界
の
実
行
力
の
中
心
点

は
黄
色
人
種
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
」（「
二
八
」）
な
ど
の
よ
う
に
危
う

い
記
述
と
の
評
価
軸
の
間
で
多
く
の
批
評
の
栄
に
浴
し
て
来
た
「
上
海１

）
」（
昭

和
三
年
十
一
月
〜
六
年
十
一
月
、『
改
造
』）
は
、
し
か
し
、
そ
れ
が
仮
令
作
者
横

光
に
対
し
て
好
意
的
な
読
み
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
内
容
的
・
構
造
的
批
判
を

微
塵
も
随
伴
し
な
い
も
の
は
、
ほ
ぼ
絶
無
で
あ
っ
た
。

新
感
覚
派
的
描
写
法
の
達
成
、
否
そ
の
終
局
、
発
表
状
況
の
複
雑
さ
と
改
稿

の
問
題２

）
、「

〜

小
説
」
と
の
呼
称
の
付
与
の
困
難
性
、「
機
械
」（
昭
和
五
年
九

月
、『
改
造
』）
に
顕
在
化
す
る
自
意
識
点
描
の
萌
芽
、
史
実
と
の
一
致
と
不
一

致３
）

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
論
者
に
吐
露
さ
せ
つ
つ
も
、
そ
こ
に
非
難
の
要
素
を

含
ま
せ
る
事
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
上
海
」
は
、
前
記
評
価
の

揺
れ
を
前
景
化
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
読
者
を
多
く
「
論
ず
る
」
と
い
う
場
に
引

き
出
し
て
来
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
主
要
登
場
人
物
の
造
型
分
析
に
軸
心
を
置
き
つ
つ
、
先

行
研
究
が
言
及
し
て
い
な
い
諸
要
素
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
述
べ
て
行
き

た
い
。

一

確
証
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
中
心
人
物
は
、
恐
ら
く
参
木
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
参
木
と
作
者
横
光
と
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
と
の
見
解４

）
は
、
や
や

性
急
な
結
論
に
思
え
、
安
易
に
肯
定
出
来
な
い
。

参
木
の
特
性
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
だ
ん
だ
ん
と
死
の
魅
力
に

牽
か
れ
て
い
」
き
、「
一
日
に
一
度
、
冗
談
に
せ
よ
、
必
ず
死
ぬ
方
法
を
考
へ
」

（「
一
」）
て
い
る
人
物
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
人
生
の
中
に
積
極
的
に
生
き
る

目
的
を
見
出
せ
ず
、「

俺
の
生
き
て
ゐ
る
の
は
、
孝
行
な
の
だ
。
俺
の
身

体
は
親
の
身
体
だ
、
親
の
。
俺
は
何
ん
に
も
知
る
も
の
か
。

」（「
一
」）

異
郷
で
の
彷
徨

「
上
海
」
の
一
解
法

中

川

智

寛
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と
ま
で
割
り
切
っ
て
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
参
木
の
思
考
形
態
は
、
作
中

で
ほ
ぼ
一
貫
さ
れ
て
い
る
と
見
る
事
が
出
来
、
物
語
全
体
に
退
廃
的
な
気
配
を

充
溢
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
て
い
る
（
も
っ
と
も
、「
死
に
た
い
」
と
い
う
言
葉
は
、

参
木
の
影
響
を
受
け
て
か
、
お
柳
が
発
話
す
る
箇
所
も
あ
る
）。

ト
ル
コ
風
呂
（
原
文
通
り
）
の
店
主
お
柳
は
、
ど
こ
か
参
木
の
事
が
気
に
入

っ
て
い
る
様
子
で
も
あ
る
が
、
参
木
は
、「
ま
だ
一
度
も
お
柳
の
誘
ひ
を
赦
し

た
こ
と
が
な
い
」（「
三
」）。
一
方
、
お
杉
の
事
は
参
木
自
身
、
か
な
り
心
配
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
お
杉
に
対
し
て
も
、「
参
木
は
前
を
行
く
彼
女

の
身
体
に
手
が
延
び
さ
う
な
危
険
を
感
じ
」（「
一
〇
」）
る
と
、
お
杉
を
一
人

で
先
に
帰
ら
せ
る
な
ど
し
て
自
ら
の
身
を
律
し
て
お
り
、
あ
る
意
味
で
潔
癖
で

あ
る
と
言
え
る
。

当
初
勤
め
て
い
た
「
常
緑
銀
行
」
を
専
務
と
の
確
執
に
よ
り
馘
首
さ
れ
た
後
、

高
重
の
紹
介
に
よ
っ
て
「
東
洋
綿
糸
会
社
の
取
引
部
」
に
再
就
職
す
る
（「
一

九
」）。
あ
る
日
、
工
場
を
高
重
に
案
内
さ
れ
て
い
た
参
木
は
、
そ
こ
で
芳
秋
蘭

を
見
付
け
、
彼
女
に
つ
い
て
高
重
か
ら
説
明
を
受
け
る
。
そ
の
後
の
、
次
の
よ

う
な
記
述
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

参
木
は
そ
の
逆
巻
く
棉
に
と
り
巻
か
れ
る
と
、
い
つ
も
の
や
う
に
思
ふ

の
だ
。

生
産
の
た
め
の
工
業
か
、
消
費
の
た
め
の
工
業
か
、
と
。
さ

う
し
て
、
参
木
の
思
想
は
、
そ
の
二
つ
の
廻
転
す
る
動
力
の
間
で
、
へ
た

ば
つ
た
蛾
の
や
う
に
、
の
た
打
つ
の
だ
。（「
二
三
」）

単
に
退
廃
的
・
虚
無
的
と
見
え
て
い
た
参
木
の
胸
に
、
資
本
主
義
経
済
の
構

造
へ
の
深
い
懐
疑
の
念
が
封
じ
ら
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
こ
こ
で
、
参
木
は
、

「
支
那
（
原
文
通
り
｜
中
川
注
、
以
下
同
様
）
の
工
人
に
は
同
情
を
持
」
ち
つ
つ

も
、「
埋
蔵
さ
れ
た
原
料
を
発
掘
す
る
」
事
の
優
先
性
を
思
う
。
一
方
、「
工
人

達
」
の
「
反
抗
」
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
て
、
冷
静
な
視
点
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
。

ま
た
、
参
木
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
考
を
体
現
す
る
人
物
と
い

う
点
に
お
い
て
も
、
非
難
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
よ

う
な
記
述
。

彼
は
自
分
の
身
体
が
、
母
の
体
内
か
ら
流
れ
出
る
光
景
と
同
時
に
、
彼
の

今
歩
き
つ
つ
あ
る
光
景
を
考
へ
た
。
そ
の
二
つ
の
光
景
の
間
を
流
れ
た
彼

の
時
間
は
、
そ
れ
は
日
本
の
肉
体
の
時
間
に
ち
が
ひ
な
い
の
だ
。
そ
し
て

恐
ら
く
こ
れ
か
ら
も
。
し
か
し
、
彼
は
彼
自
身
の
心
が
肉
体
か
ら
放
れ
て

自
由
に
彼
に
母
国
を
忘
れ
し
め
よ
う
と
す
る
企
て
を
、
ど
う
す
る
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
彼
の
肉
体
は
外
界
が
彼
を
日
本
人
だ
と
強
ひ

る
こ
と
に
反
対
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
心
が
闘
ふ
の
で
は
な
く
、
皮
膚

が
外
界
と
闘
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
す
る
と
、
心
が
皮
膚
に
従
つ
て
闘
ひ

出
す
。（「
三
五
」）

す
る
と
、
彼
は
彼
を
し
て
空
腹
な
ら
し
め
て
ゐ
る
も
の
が
、
た
だ
僅
に
自
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身
の
身
体
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
も
し
今
彼
の
身
体
が
支
那
人
な

ら
、
彼
は
手
を
動
か
せ
ば
食
へ
る
の
だ
。
そ
れ
に

彼
は
領
土
が
、
鉄

よ
り
も
堅
牢
に
、
自
身
の
肉
体
の
中
を
貫
い
て
ゐ
る
の
を
感
じ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
か
つ
た
。（「
四
〇
」）

い
ず
れ
も
、
上
海
と
い
う
異
国
の
地
に
お
け
る
参
木
の
肉
体
感
覚
と
、「
領

土
」
へ
の
省
察
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
こ
れ
ま
で
こ
れ

ら
の
描
写
が
批
判
さ
れ
て
来
た
事
由
は
、
参
木
の
心
内
表
現
の
中
の
「
領
土
」

や
「
身
体
」
と
い
う
語
が
着
目
さ
れ
、
参
木
が
自
身
の
立
っ
て
い
る
そ
の
場
を

日
本
の
「
領
土
」
と
見
做
す
、
そ
の
よ
う
な
考
え
が
帝
国
主
義
的
で
あ
る
、
と

い
っ
た
よ
う
な
文
脈
が
そ
こ
に
見
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
特

に
後
者
の
引
用
部
前
後
を
精
読
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
に
簡
単
に
は
概
括
出

来
な
い
事
に
気
付
く
。
こ
れ
ら
の
場
面
に
お
い
て
参
木
が
発
す
る
「
領
土
」
と

い
う
語
は
、
中
国
か
ら
簒
奪
し
得
る
土
地
と
い
う
よ
う
な
単
一
的
な
意
味
で
は

な
く
、「
自
分
自
身
の
帰
属
す
べ
き
国
・
地
域
」
と
い
っ
た
意
も
含
め
た
、
よ

り
複
層
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

参
木
は
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
来
た
よ
う
な
、
一
語
（
例
え
ば
、「
ド
ン
・
キ
ホ

ー
テ
」
な
ど
）
で
統
括
可
能
な
人
物
で
は
な
く
、
様
々
な
ヴ
ェ
ク
ト
ル
を
包
摂

し
た
、
複
雑
な
人
物
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
関
係
と

い
う
点
に
お
い
て
も
、
真
に
想
っ
て
い
る
の
は
競
子
（
こ
れ
も
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
て
い
る
事
だ
が
、
こ
の
女
性
は
、
作
中
で
そ
の
実
際
の
姿
を
一
度
も
現
さ
な
い
）

で
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
芳
秋
蘭
に
一
目
惚
れ
し
た
り
、
結
末
近
く
で
は

か
な
り
お
杉
に
傾
斜
し
た
り５

）
と
い
う
風
に
定
ま
り
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
先
述
の

潔
癖
な
要
素
と
、
ど
こ
か
背
反
し
て
い
る
。

二

参
木
以
外
の
主
要
人
物
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
お
き
た
い
。

甲
谷
は
、
暗
闇
の
中
で
お
杉
の
貞
操
を
奪
っ
て
お
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
金

銭
で
解
決
出
来
る
と
信
じ
て
微
塵
も
疑
わ
ぬ
人
物
で
あ
る
。
銭
石
山
と
の
経
済

議
論
（「
二
八
」）
の
中
で
は
、
中
国
が
、
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い
る
と

の
見
解
を
示
し
（
こ
れ
に
は
銭
も
あ
る
程
度
同
調
し
て
い
る
）、
金
銭
の
権
化
で

あ
る
か
の
よ
う
な
描
か
れ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
こ
の
銭
と

の
応
酬
の
中
で
は
、
中
国
を
賞
揚
す
る
言
辞
と
批
判
す
る
言
辞
と
を
混
淆
さ
せ

て
応
戦
し
て
お
り
、
強
か
な
一
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
甲
谷
は
、
ど
こ
か
浮
薄
な
感
じ
が
否
め
ず
、
参
木
と
釣
り
合
う
程
の

描
写
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
後
年
の
所
謂
純
粋
小
説
群
、
ま
た
は
そ
れ
ら
以
後

の
横
光
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
こ
の
甲
谷
の
立
場
の
人
物
の
テ
ク
ス
ト
内
で
の
濃

度
が
高
め
ら
れ
、
主
人
公
と
対
等
の
位
置
に
立
っ
て
議
論
し
た
り
す
る
素
地
を

与
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
作
で
は
、
主
人
公
と
そ
れ
に
比
肩
す
る
ラ
イ

バ
ル
的
位
置
の
人
物
造
型
と
い
う
点
に
限
れ
ば
、
純
粋
小
説
群
へ
の
試
行
段
階

で
あ
っ
た
と
見
做
さ
れ
よ
う
。

甲
谷
は
更
に
、
宮
子
に
言
い
寄
る
際
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
行
っ
て
も
良
い
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と
話
す
な
ど
、
参
木
と
は
異
な
る
意
味
で
、
舞
台
上
海
に
は
根
差
し
て
い
な
い
。

お
杉
に
対
し
て
も
だ
が
、
上
海
と
い
う
生
活
の
地
自
体
を
、
極
め
て
軽
く
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

高
重
は
「
国
粋
主
義
」、
山
口
卓
根
は
「
ア
ジ
ヤ
主
義
」
の
役
割
を
そ
れ
ぞ

れ
割
り
当
て
ら
れ
（「
四
」）、
特
に
山
口
は
、
後
半
、
甲
谷
が
自
分
の
元
に
逃

げ
込
ん
で
来
た
時
に
、
地
下
の
死
体
に
溢
れ
た
「
製
作
所
」
を
披
露
す
る

（「
四
二
」）
な
ど
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
一
面
も
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
ど
こ
か
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
記
述
が
あ
る
事
も
否
め
ず
、
作
中
で
重
要
な
役
割

を
付
さ
れ
て
い
な
い
。
殊
に
高
重
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
後
半
で
今
少

し
盛
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
、
小
説
は
よ
り
精
彩
を
帯
び
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

お
杉
に
つ
い
て
は
、
貞
操
を
奪
わ
れ
た
直
後
の
段
階
で
は
、
そ
の
犯
人
が
参

木
か
甲
谷
か
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
謎
が
物
語
展
開
の
一
つ
の
軸

心
と
な
る
可
能
性
が
匂
わ
さ
れ
る
が
、
そ
の
犯
人
は
甲
谷
で
あ
る
事
が
程
な
く

作
中
で
明
か
さ
れ
る
為
、
そ
の
謎
の
要
素
も
消
滅
す
る
。
馘
首
に
レ
イ
プ
と
い

う
過
酷
な
運
命
を
強
い
ら
れ
た
お
杉
は
、
し
か
し
、
春
婦
と
な
る
事
を
自
分
で

決
意
し
て
か
ら
は
、
都
市
の
陥
穽
に
沈
降
す
る
か
の
よ
う
に
、
一
旦
作
中
で
描

か
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
結
末
近
く
（
加
筆
さ
れ
た
部
分
）
で
再
び
盛
ん
に

描
か
れ
る
事
に
な
り
、
参
木
の
想
う
対
象
が
お
杉
に
移
っ
て
行
っ
た
か
に
見
え

る
、
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
お
杉
に
つ
い
て
の
こ
の
加
筆
が
な

さ
れ
た
理
由
は
、
田
口
律
男
の
指
摘６

）
の
通
り
、
そ
こ
に
反
国
家
的
な
傾
向
を
植

え
付
け
る
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
亡
夫
（
お
杉
の
父
）
の
恩
給
で

辛
う
じ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
お
杉
の
母
が
、
突
如
と
し
て
支
給
「
不
正
当
」

と
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
恩
給
全
額
の
返
却
を
要
求
さ
れ
、
そ
れ
を
苦
に
し
て

自
裁
し
た
事
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
は
、
単
に
お
杉
の
人
物
像
の
悲
劇
的
色
彩

を
濃
く
す
る
為
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
恩
給
と
い

う
要
素
も
付
加
し
て
こ
の
よ
う
な
形
象
を
与
え
ら
れ
る
事
で
、
お
杉
は
、
参
木

や
甲
谷
と
は
ま
た
異
な
る
位
相
に
お
い
て
、
特
定
の
国
家
や
地
域
に
帰
属
し
な

い
（
出
来
な
い
）
根
な
し
草
と
し
て
の
立
場
を
明
瞭
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
改
稿
部
分
も
加
え
た
「
上
海
」
全
体
に
お
い
て
、
参
木
・
甲
谷
と
同
等

の
（
あ
る
い
は
、
甲
谷
に
対
し
て
は
そ
れ
を
凌
ぐ
か
も
知
れ
な
い
）
位
置
を
付
与

さ
れ
た
と
見
る
事
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
作
中
で
異
色
の
光
彩
を
放
つ
芳
秋
蘭
だ
が
、
暴
動
の
後
に
参
木
に

対
し
て
「
で
も
、
そ
れ
（
暴
動
・
罷
業

中
川
注
）
は
あ
た
く
し
た
ち
の
手

で
起
さ
な
け
れ
ば
、
あ
た
く
し
の
や
う
に
、
お
国
の
方
に
御
迷
惑
を
お
か
け
す

る
や
う
な
結
果
に
な
る
だ
け
だ
と
思
ひ
ま
す
の
」（「
二
四
」）
と
言
い
、
革
命

家
と
し
て
の
矜
持
と
自
尊
心
と
を
示
し
た
り
、
群
衆
描
写
の
際
に
多
く
介
在
し

た
り
と
い
う
風
に
、
物
語
の
大
き
な
駆
動
源
と
な
っ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
の
だ

が
、
高
重
同
様
、
後
半
で
そ
の
描
写
が
漸
減
化
し
て
行
っ
た
と
の
感
は
否
め
な

い
。
参
木
と
男
装
し
た
芳
秋
蘭
と
が
奇
跡
的
に
再
会
し
た
後
は
、
秋
蘭
の
死
の

情
報
だ
け
が
参
木
に
齎
さ
れ
、
そ
の
情
報
の
当
否
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま

に
物
語
は
終
わ
る
の
だ
が
、
生
き
る
方
途
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
参
木
と
、
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革
命
家
と
し
て
生
命
を
賭
し
て
い
る
芳
秋
蘭
と
の
遣
り
取
り
が
、
も
っ
と
ふ
ん

だ
ん
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

生
死
が
曖
昧
に
さ
れ
る
事
で
、
芳
秋
蘭
も
ま
た
、
帰
着
点
を
持
た
ず
に
一
瞬
一

瞬
を
生
き
て
行
く
人
物
と
し
て
点
描
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る７

）
。

芳
秋
蘭
と
は
描
か
れ
方
が
大
き
く
異
な
る
が
、「
モ
ス
コ
ウ
」
へ
の
郷
愁
の

念
を
露
わ
に
し
つ
つ
（「
一
二
」）、
後
半
（「
四
三
」）
で
も
そ
の
苦
難
の
逃
走
の

顚
末
を
甲
谷
に
話
す
オ
ル
ガ
も
、
舞
台
上
海
に
定
着
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら

の
脱
却
を
常
に
夢
見
て
い
る
事
が
、
特
性
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。

今
ま
で
に
挙
げ
た
人
物
達
と
比
べ
、
か
な
り
違
っ
た
描
か
れ
方
な
の
は
、
宮

子
で
あ
る
。
上
海
が
混
乱
の
極
み
に
達
し
て
い
る
事
を
甲
谷
か
ら
指
摘
さ
れ
、

共
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
逃
げ
る
事
を
求
め
ら
れ
た
際
の
、
宮
子
の
回
答
。

だ
つ
て
、
あ
た
し
に
や
此
の
街
ほ
ど
大
切
な
所
は
な
い
ん
で
す
も
の
。

あ
た
し
こ
こ
か
ら
出
て
い
つ
た
ら
、

の
乾
い
た
お
魚
み
た
い
よ
。
も
う

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
れ
ば
、
あ
た
し
死
ぬ
だ
け
。
あ
た
し
覚
悟

は
い
つ
だ
つ
て
し
て
る
ん
だ
け
ど
、
で
も
、
あ
た
し
此
の
街
は
や
つ
ぱ
り

好
き
だ
わ
。（「
三
七
」）

少
な
く
と
も
こ
こ
で
の
宮
子
の
発
話
か
ら
は
、
彼
女
が
上
海
と
い
う
土
地
に

か
な
り
拘
泥
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
小
説

「
上
海
」
の
主
要
登
場
人
物
は
作
品
の
舞
台
上
海
に
根
差
し
て
お
ら
ず
、
嫌
気

を
示
し
て
い
る
者
さ
え
い
る
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
感
情
を
発

露
す
る
宮
子
は
、
異
色
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
小
説
「
上
海
」
に
お
い
て
、
そ

の
舞
台
に
最
も
執
着
し
て
い
る
の
は
宮
子
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
、
そ
う
で
は

な
い
他
の
主
要
人
物
を
相
対
化
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。

三

以
上
見
て
来
た
よ
う
な
、
登
場
人
物
達
と
そ
の
作
品
舞
台
と
の
拮
抗
は
、
小

説
内
の
言
語
と
い
う
問
題
点
に
お
い
て
も
、
作
品
の
中
に
か
な
り
影
を
落
と
し

て
い
る
。

参
木
と
オ
ル
ガ
と
の
遣
り
取
り
の
中
で
、
オ
ル
ガ
が
あ
ま
り
英
語
が
得
意
で

な
い
為
、「
参
木
は
も
う
三
日
間
、
ブ
ロ
ー
ク
ン
な
英
語
の
整
理
に
疲
れ
て
ゐ

た
」（「
一
二
」）
と
の
記
述
が
現
れ
る
点
か
ら
は
、
参
木
が
日
常
会
話
程
度
の

英
語
（
勿
論
、
こ
こ
で
の
「
英
語
」
は
、
作
中
の
上
海
で
通
用
し
て
い
る
も
の
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
）
に
支
障
が
な
い
事
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
子
が
参

木
に
対
し
て
「
あ
た
し
、
甲
谷
さ
ん
の
好
き
な
所
は
、
御
自
分
の
英
語
の
間
違

ひ
も
御
存
知
に
な
ら
な
い
所
だ
け
よ
。
あ
れ
な
ら
き
つ
と
奥
さ
ん
に
お
な
り
に

な
る
方
だ
つ
て
、
お
幸
せ
に
ち
が
ひ
な
い
わ
」（「
二
九
」）
と
指
摘
す
る
箇
所

か
ら
は
、
参
木
と
は
対
照
的
に
、
甲
谷
が
英
語
を
不
得
意
と
し
て
い
る
事
が
窺

え
る
。

一
読
し
て
分
か
る
こ
れ
ら
の
要
素
以
外
に
も
、「
上
海
」
に
は
、
言
語
を
巡

る
様
々
な
戦
略
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
黒
田
大
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河８
）

が
登
場
人
物
達
の
身
体
性
の
問
題
と
関
連
付
け
た
指
摘
を
行
い
、
ま
た
、
金

薫９
）

に
よ
っ
て
、
関
わ
り
の
深
い
語
同
士
の
呼
応
関
係
が
見
出
さ
れ
た
り
と
い

っ
た
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
及
と
関
係
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
箇
所
と
し
て
、
数
例
を
引
く
。

①
此
の
馬
車
を
動
か
す
蒙
古
馬
の
速
力
は
、
刻
々
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン

ド
ン
の
為
替
相
場
を
動
か
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
馬
車
は
時
々
車
輪
を
浮

き
上
ら
せ
る
と
、
軽
快
な
ヨ
ッ
ト
の
や
う
に
、
飛
び
上
つ
た
。
そ
の
上
に

乗
つ
て
ゐ
る
仲
買
人
達
は
、
殆
ど
欧
米
人
が
占
め
て
ゐ
た
。
彼
ら
は
微﹅
笑﹅

と
敏﹅

捷﹅

と
の
武
器
を
も
つ
て
、
銀
行
か
ら
銀
行
を
駆
け
廻
る
の
だ
。

（「
七
」）

②
「
わ
れ
わ
れ
は
支
那
人
の
排
英
に
は
も
う
賛
成
し
ま
せ
ん
ね
。
支
那
人

に
出
来
る
の
は
、
排﹅
支﹅
だ
け
だ
。」

「
廃﹅
止﹅
か
。」（「
三
一
」）

③
「（
略
）
凡
そ
今
回
の
事
件
は
、
中
、
英
、
国
際
の
紛
争
に
非
ず
し
て
、

実
は
黄
白
消
長
の
関﹅

鍵﹅

で
あ
り
、
之
を
換﹅

言﹅

す
れ
ば
、
即
ち
、（
以
下

略
）」（「
四
三
」、
傍
点
い
ず
れ
も
中
川
）

①
は
「
微
笑
」
と
「
敏
捷
」、
②
は
「
排
支
」
と
「
廃
止
」、
③
は
「
関
鍵
」

と
「
換
言
」
と
い
う
風
に
、
意
味
は
全
く
異
な
り
な
が
ら
も
発
音
が
同
じ
（
ま

た
は
似
て
い
る
）
語
を
並
列
さ
せ
て
い
る
事
が
分
か
る
。

①
は
、
甲
谷
が
「
村
松
汽
船
会
社
」
へ
向
か
っ
て
い
る
車
の
中
か
ら
、「
並

列
し
た
銀
行
め
が
け
て
、
為
替
仲
買
人
の
馬
車
の
密
集
団
が
疾
走
し
て
ゐ
」
る

の
を
目
撃
す
る
箇
所
で
あ
り
、
後
の
罷
業
・
暴
動
の
場
面
程
に
は
大
々
的
で
な

い
が
、「
上
海
」
に
お
け
る
群
衆
描
写
の
一
環
と
見
る
事
が
出
来
る
。
甲
谷
は

こ
こ
で
、「
彼
等
の
株
の
売
買
の
差
額
は
、
時
々
刻
々
、
東
洋
と
西
洋
の
活
動

力
の
源
泉
と
な
つ
て
伸
縮
す
る
」
と
感
じ
、
そ
こ
に
国
際
的
な
経
済
活
動
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
取
し
て
い
る
（
し
か
も
甲
谷
は
、
こ
の
「
為
替
仲
買
人
に
な
る
の

が
理
想
で
あ
つ
た
」）。

②
は
、
前
者
が
ア
ム
リ
の
発
話
、
後
者
が
山
口
の
発
話
で
あ
り
、
山
口
の
方

が
文
字
通
り
の
ダ
ジ
ャ
レ
で
応
じ
た
も
の
で
あ
る
事
が
分
か
る
が
、
こ
の
遣
り

取
り
の
前
後
に
は
、
暴
動
の
原
因
と
な
っ
た
「
発
砲
」
の
犯
人
推
理
を
巡
る
会

話
が
あ
っ
た
り
、「
ガ
ラ
ス
台
の
下
の
宝
石
類
」
の
出
所
に
つ
い
て
の
話
が
あ

っ
た
り
と
、
複
雑
な
国
際
関
係
問
題
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
話
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
事
が
分
か
る
。

③
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
李
英
朴
か
ら
山
口
宛
て
の
手
紙
の
一
部
分
で

あ
る
。
甲
谷
が
「
名
文
」
と
評
価
す
る
そ
の
内
容
は
、
欧
米
の
帝
国
主
義
的
政

策
を
「
滅
種
計
画
」
と
し
て
鋭
く
非
難
し
、「
願
く
ば
君
吾
が
説
に
賛
成
す
る

あ
ら
ば
、
共
に
起
ち
て
こ
れ
を
図
り
、
併
せ
て
わ
が
民
族
の
救
援
に
つ
き
討
論

せ
ん
こ
と
を
請
ふ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
母
国
の
現
状
と
未
来
を
強
く
憂
慮
し

つ
つ
も
、
何
と
か
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

①
か
ら
③
は
、
い
ず
れ
も
緊
張
し
た
国
際
関
係
が
記
述
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
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あ
り
、
そ
こ
に
併
せ
て
前
記
の
よ
う
な
掛
詞
的
言
辞
が
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、

偶
然
と
言
う
よ
り
は
寧
ろ
、
作
者
横
光
の
強
い
意
図
が
そ
こ
に
籠
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。
地
の
文
・
会
話
文
・
手
紙
文
と
、
わ
ざ
わ
ざ

異
な
る
位
相
で
こ
の
よ
う
な
表
現
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
、
こ
の
小
説
の
言
説
レ

ヴ
ェ
ル
の
全
て
に
お
い
て
、
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
感
覚
を
動
員
し
、

自
ら
の
発
語
・
語
感
を
異
郷
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る
事
を
示
し
て
い
る
と
読

み
取
れ
る10

）
。
そ
れ
は
、
自
己
の
発
す
る
言
語
の
確
実
性
を
常
に
模
索
し
て
い
る

試
み
と
も
見
え
、
そ
の
要
素
が
ア
ム
リ
や
李
英
朴
な
ど
、
作
中
で
は
や
や
周
縁

的
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
人
物
に
も
据
え
ら
れ
て
い
る
点
に
、
注
意
の
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

主
要
登
場
人
物
が
自
分
達
の
帰
属
す
べ
き
場
所
を
求
め
続
け
て
い
る
様
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
発
す
る
言
語
面
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
更
に
は
地
の
文
に
お
い
て

も
示
さ
れ
て
お
り
、
作
中
で
し
ば
し
ば
記
述
さ
れ
る
切
迫
し
た
国
際
情
勢
と
対

応
す
る
形
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
光
自
身
の
文
字
へ
の
眼
差
し
が
顕
在
化
し
て
い
る
好

例
で
あ
る
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
横
光
は
、「
文
字
に
つ
い
て
｜
形
式
と
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
｜11

）
」
に
お
い
て
、

文
字
は
物
体
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
文
字
は
物
体
で
あ
る
以
上
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
へ
ば
、
内
容
を
持
つ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
、
そ
の
文
字

と
云
ふ
物
体
の
内
容
は
、
ど
こ
か
ら
測
定
す
る
か
。
即
ち
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
内
容
を
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
と
知
覚
と
に
従
つ
て
、
そ
の
文
字
で
あ

る
物
体
の
形
式
か
ら
、
山
な
ら
山
、
海
な
ら
海
と
云
ふ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
る
の
だ
。
そ
の
場
合
、
わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
文
字
で
あ
る
物
体
の
形
式

か
ら
、
何
の
特
別
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
感
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
感

じ
得
ら
れ
な
か
つ
た
そ
の
者
の
感
覚
と
知
覚
に
、
何
ら
か
の
欠
陥
が
あ
つ

た
の
で
、
そ
れ
は
そ
の
文
字
で
あ
る
物
体
と
し
て
の
形
式
そ
の
も
の
に
は
、

何
の
責
任
も
な
い
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

引
用
部
か
ら
、
横
光
が
、
文
字
に
対
し
て
自
律
性
と
質
料
性
の
双
方
を
認
め

る
と
い
う
、
独
特
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
事
が
分
か
る
。
こ
の
文
章
が
、
ま
さ

に
「
上
海
」
の
連
載
期
間
中
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
事
に
も
注
目
し
て
お
こ
う
。

「
上
海
」
に
お
け
る
先
述
の
よ
う
な
試
行
は
、
こ
の
論
理
の
直
線
的
な
実
践
と

い
う
よ
り
は
、
こ
れ
が
更
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
引
用
部
の
後
に
は
、

文
字
と
作
品
内
容
と
の
関
連
の
重
要
性
、
文
字
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
形
式
主
義
な

ど
へ
と
話
題
が
展
開
さ
れ
、
文
字
と
い
う
も
の
に
対
す
る
、
横
光
の
並
々
な
ら

ぬ
関
心
が
窺
え
る
。
こ
の
文
章
の
中
で
「
音
響
」
へ
の
言
及
が
あ
る
事
か
ら
も

分
か
る
通
り
、
こ
の
種
の
意
識
は
、「
雅
歌
」（
昭
和
六
年
七
月
一
日
〜
八
月
十
九

日
、『
報
知
新
聞
』）
な
ど
に
お
け
る
聴
覚
表
象
の
試
行
や
、「
旅
愁
」（
昭
和
十

二
年
四
月
〜
二
十
一
年
四
月
、『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』『
文
藝
春
秋
』

他
）
で
批
判
の
対
象
と
な
る
淫
祠
の
場
面
な
ど
と
も
、
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
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思
わ
れ
る
。

結

語

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、「
上
海
」
の
主
要
登
場
人
物
達
は
、
宮
子

を
例
外
と
し
て
、
舞
台
上
海
に
執
着
し
て
い
な
い
造
型
で
あ
る
と
い
う
事
が
指

摘
出
来
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
は
、
人
は
土
地
・
国
家
に
固
着
す
べ
き
存
在
で
は

な
い
と
い
う
事
を
描
出
し
よ
う
と
し
た
作
者
の
意
図
が
見
え
る
。

参
木
に
部
分
的
な
資
本
主
義
批
判
の
要
素
を
盛
り
込
み
つ
つ
も
、
そ
れ
を
巧

妙
に
オ
ブ
ラ
ー
ト
し
、
参
木
を
含
め
た
多
く
の
主
要
人
物
に
故
郷
喪
失
者
と
し

て
の
造
型
を
行
う
事
に
よ
り
、
作
品
は
そ
の
目
的
に
近
接
し
て
行
っ
た
。
そ
の

試
行
は
、
本
論
で
触
れ
た
言
語
面
の
描
写
、
あ
る
い
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
水
・
流
れ
の
記
述
、
そ
し
て
「
雛
」
や
「
子
供
」
の
死
体
の
描
写
（
こ
れ
ら

は
、
し
か
る
べ
き
場
所
に
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
）
な
ど
と
も
、

緊
密
に
対
応
し
て
い
よ
う
。

作
者
横
光
は
、
当
初
こ
の
物
語
に
「
上
海
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
冠
す
る
事

を
嫌
気
し
、「
あ
る
唯
物
論
者
」
と
し
た
い
心
算
で
あ
っ
た
と
い
う12

）
が
、
そ
の

理
由
の
一
端
は
、
こ
こ
で
論
及
し
て
来
た
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
窺
い
知
る

事
が
出
来
よ
う
。
上
海
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
小
説
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物

達
が
様
々
な
事
情
に
よ
っ
て
脱
却
を
模
索
し
て
い
た
場
所
を
示
し
て
お
り
、
彼

ら
に
取
っ
て
そ
こ
は
、
超
越
す
べ
き
も
の
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
主

要
人
物
の
多
く
が
執
着
を
見
せ
て
い
な
い
そ
の
地
名
を
表
題
に
す
る
の
は
、
相

応
し
く
な
い
と
横
光
が
考
量
し
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、

「
唯
物
」
の
要
素
は
参
木
ば
か
り
で
な
く
、
甲
谷
や
お
杉
に
も
見
ら
れ
る
事
か

ら
、「
あ
る
唯
物
論
者
」
の
方
が
適
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
は
あ

る
。ま

た
、
舞
台
で
あ
る
上
海
と
い
う
都
市
を
一
つ
の
器
と
見
立
て
た
場
合
、
そ

の
内
部
で
活
動
す
る
参
木
・
甲
谷
・
芳
秋
蘭
ら
に
作
用
す
る
時
間
と
、
そ
の
器

が

ま
れ
て
い
る
激
流
の
速
さ
と
で
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
の
速
度
が
異
な
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
当
然
の
事
な
が
ら
、「
上
海
」
と
い
う
小
説
の
描
写
対

象
は
主
と
し
て
前
者
に
置
か
れ
た
が
、
後
者
と
の
圧
力
差
に
よ
っ
て
、
小
説
全

体
の
軋
み
の
音
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
影
響
を

最
も
多
大
に
受
け
た
の
は
恐
ら
く
参
木
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
彼
の
描
か
れ
方
の

変
化
の
中
に
顕
現
し
て
来
る13

）
。
こ
の
、
作
品
舞
台
内
外
の
時
間
の
位
相
差
を
考

え
る
と
い
う
上
で
も
、「
あ
る
唯
物
論
者
」
と
い
う
題
の
方
が
好
適
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
。

今
日
で
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
で
通
用
し
て
い
る
「
上
海
」
と
い
う
言
説
空
間
に

対
し
、
様
々
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
読
解
を
試
み
な
い
と
、
読
書
行
為
そ
の
も
の
が

空
洞
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
も
、
こ
の
小
説
は
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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注１
）
「
上
海
」
の
引
用
は
、『
定
本

横
光
利
一
全
集
』
第
三
巻
（
昭
和
五
十
六

年
九
月
、
河
出
書
房
新
社
）
に
よ
る
が
、
同
書
の
「
上
海
」
の
底
本
は
、
昭
和

七
年
七
月
に
改
造
社
か
ら
出
さ
れ
た
初
刊
本
で
あ
る
。
引
用
に
当
た
っ
て
は
、

漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
原
文
を
尊
重
し
た
。
他
の
横
光
の

文
章
に
つ
い
て
も
、
同
全
集
に
よ
っ
た
。

２
）

昭
和
三
年
十
一
月
か
ら
昭
和
六
年
十
一
月
ま
で
『
改
造
』
に
連
載
さ
れ
、

昭
和
七
年
六
月
発
行
の
『
文
学
ク
オ
ー
タ
リ
ー
』
第
二
輯
に
「
午
前
」
が
発
表

さ
れ
た
。

昭
和
七
年
七
月
に
先
掲

1
）の
初
刊
本
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
初
出
と
初
刊
本

と
の
間
に
は
、
多
く
の
異
同
が
あ
る
。
昭
和
十
年
三
月
に
は
書
物
展
望
社
か
ら

も
刊
行
さ
れ
た
（「
定
本
版
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
が
、
初
刊
本
と
こ
の
書
物

展
望
社
版
と
の
間
に
も
、
異
同
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
、
諸
本
の
異
同
や
作
品
の
タ
イ
ト
ル
の
問
題
、
ま
た
は
そ
れ
ら
へ

の
作
者
横
光
の
意
図
を
考
え
る
文
献
と
し
て
は
、
保
昌
正
夫
「
編
集
ノ
ー
ト
」

（
昭
和
五
十
六
年
九
月
、『
定
本

横
光
利
一
全
集
』
第
三
巻
所
収
、
河
出
書
房

新
社
）、
和
田
義
一
「「
原
上
海
」
と
「
上
海
」
に
つ
い
て
」（
昭
和
三
十
八
年

十
二
月
、
福
井
大
学
『
国
語
国
文
学
』）、
江
後
寛
士
「
横
光
利
一
「
上
海
」
改

稿
の
意
味
」（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
、『
近
代
文
学
試
論
』）、
祖
父
江
昭
二

「『
上
海
』
論

初
出
と
初
版
本
と
の
比
較
を
中
心
に

」（
昭
和
六
十
一

年
十
月
、
伊
藤
虎
丸
・
祖
父
江
昭
二
・
丸
山
昇
編
著
『
近
代
文
学
に
お
け
る
中

国
と
日
本

共
同
研
究
・
日
中
文
学
関
係
史

』
所
収
、

古
書
院
）、

福
田
要
「
横
光
利
一
『
上
海
』
論

未
完

と
改
稿
に
お
け
る
政
治
的
意

味
」（
平
成
元
年
三
月
、『
南
山
国
文

論
集
』）
な
ど
が
あ
る
。

３
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
田
愛
「S

H
A
N
G
H
A
I
1925

都
市
小
説

と
し
て
の
『
上
海
』」（
昭
和
五
十
六
年
八
月
、『
文
学
』、
後
、
諸
本
に
収
録
）、

國
松
昭
「「
上
海
」
論
」（
昭
和
六
十
一
年
三
月
、『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』）、

舘
下
徹
志
「
横
光
利
一
『
上
海
』
の
五
・
三
〇
事
件

歴
史
叙
述
の
反
証
可

能
性

」（
平
成
十
年
九
月
、『
昭
和
文
学
研
究
』）、
同
「
横
光
利
一
『
上

海
』
に
お
け
る
「
在
華
紡
」

擬
制
と
し
て
の
受
難
╱
熱
情
の
発
動

」

（
平
成
十
五
年
二
月
、『
横
光
利
一
研
究
』）、
趙
夢
雲
『
上
海
・
文
学
残
像

日
本
人
作
家
の
光
と
影
』（
平
成
十
二
年
五
月
、
田
畑
書
店
、「
現
代
ア
ジ
ア
叢

書
35
」）
な
ど
に
考
察
が
あ
る
。

４
）

菅
野
昭
正
『
横
光
利
一
』（
平
成
三
年
一
月
、
福
武
書
店
）
な
ど
。

５
）

先
掲

３
）前
田
愛
は
、
そ
の
論
の
結
末
部
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
参
木
の
恋

愛
（
そ
の
感
情
も
含
め
て
）
対
象
と
な
っ
た
女
性
達
を
も
図
式
化
し
て
い
る
が
、

本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
参
木
は
、
あ
る
女
性
か
ら
次
の
女
性
へ
と
い
う
よ
う

に
対
象
を
規
則
正
し
く
変
換
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
様
々
な
女
性
に

想
い
を
残
し
つ
つ
も
そ
れ
ら
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
る
、
と
い
う
読
み
が
正
確

か
と
思
わ
れ
る
。「
上
海
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
実
際
の
地
名
が
「
四
川
路
八

号
十
三
番
の
皆
川
」
し
か
な
い
と
の
指
摘
な
ど
、
前
田
論
に
は
卓
見
と
評
価
さ

れ
る
示
唆
も
多
い
の
だ
が
、
肝
心
の
前
記
結
論
に
つ
い
て
は
同
意
し
か
ね
る
。

ま
た
、
参
木
が
「
表
層
か
ら
深
層
へ
」
と
移
動
し
て
行
く
と
い
う
見
解
に
も
、

疑
義
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、「
旅
愁
」
で
描
か
れ
た
よ
う
な
、
有

閑
階
級
の
神
学
論
争
的
な
不
毛
の
議
論
を
「
表
層
」
と
呼
ぶ
の
な
ら
と
も
か
く
、

「
上
海
」
の
主
要
人
物
達
は
、
一
貫
し
て
都
市
の
「
深
層
」
を
生
き
て
い
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
？

６
）

田
口
律
男
「
横
光
利
一
「
上
海
」
論
の
試
み

一
）

娼
婦

お
杉

の
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意
味

」（
昭
和
六
十
年
十
二
月
、『
近
代
文
学
試
論
』）。

７
）

沖
野
厚
太

「『
上
海
』
の
方
法
」（
昭
和
六
十
三
年
十
月
、『
文
芸
と
批

評
』）
は
、
同
時
期
の
ド
イ
ツ
映
画
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」（
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
グ

監
督
）
の
偽
マ
リ
ア
像
と
芳
秋
蘭
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
上
で
、「
上
海
」

に
横
溢
し
て
い
る
水
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
「
破
壊
」
と
「
建
設
」
の

両
義
、
即
ち
「
革
命
」
の
喩
え
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

ま
た
、
李
征
「
横
光
利
一
『
上
海
』
に
お
け
る
五
・
三
〇
運
動
の
描
写
を
め

ぐ
っ
て

同
時
代
関
係
史
料
と
の
比
較
を
と
お
し
て

」（
平
成
八
年
三

月
、

波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
『
文
学
研
究
論
集
』）
は
、
作
中
の
「
若

干
史
実
に
反
す
る
」
芳
秋
蘭
の
発
話
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
「
作
家
の
意
図
に
よ

る
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
配
慮
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

更
に
、
李
征
は
、「
身
体
性
の
表
現
と
小
説
の
政
治
学

横
光
利
一
『
上

海
』
に
お
け
る
外
国
人
表
象

」（
平
成
九
年
三
月
、

波
大
学
比
較
・
理

論
文
学
会
『
文
学
研
究
論
集
』）
に
お
い
て
、
銭
石
山
の
「
醜
悪
」
と
対
比
し

て
描
写
さ
れ
て
い
る
、
芳
秋
蘭
の
「
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
」
の
要
素
に
着
目
し
、
そ

の
造
型
法
の
中
に
、「
上
海
」
を
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
大
衆
小
説
と
し
て
も
読

ま
せ
た
い
と
い
う
横
光
利
一
の
ね
ら
い
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

８
）

黒
田
大
河
「『
上
海
』
試
論

身
体
と
言
語
を
め
ぐ
っ
て

」（
平
成

七
年
七
月
、『
阪
神
近
代
文
学
研
究
』）。

９
）

金

薫
「『
上
海
』
に
お
け
る
様
々
な
る

場

の
意
味

「
他
者
」

を
「
表
現
」
す
る
と
い
う
こ
と

」（
平
成
十
五
年
二
月
、『
横
光
利
一
研

究
』）
は
、「
金
の
相
場
が
銅
と
銀
と
の
上
で
飛
び
上
つ
た
」、「
悲
鳴
を
裂
い
て

鳴
り
続
け
た
」、「
沸
き
上
が
る
魚
の
や
う
に
、
沸
騰
し
た
」（
傍
線
い
ず
れ
も

金
）
な
ど
の
表
現
技
法
に
着
目
し
、「
前
の
こ
と
ば
が
後
の
こ
と
ば
が
生
成
す

る
源
泉
と
し
て
機
能
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
ば
と
こ
と
ば
の

相
互
結
合
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
比
喩
的
言
語
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
く
」
と
指

摘
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
用
例
が
「
二
三
」
章
に
頻
出
す
る
事
に
注
意
を
促
し

て
い
る
。

10
）

こ
こ
で
、
中
村
三
春
「
非
構
築
の
構
築

横
光
利
一
『
上
海
』
の
小
説

言
語

」（
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
弘
前
学
院
大
学
・
弘
前
学
院
短
期
大
学

『
紀
要
』）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、「
登
場
人
物
す
べ
て
が
等
し
く
分
有
し
て
い

る
逃
走
劇
」
と
い
う
要
素
を
気
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の

「
逃
走
」
と
は
、
稿
者
が
述
べ
て
来
た
よ
う
な
、
帰
属
す
べ
き
場
所
を
希
求
し

て
の
彷
徨
と
い
う
事
と
、
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
し
て
こ
れ
は
、
横
光
自
身
が
「
新
感
覚
論

感
覚
活
動
と
感
覚
的
作
物

に
対
す
る
非
難
へ
の
逆
説

」（
大
正
十
四
年
二
月
、『
文
芸
時
代
』、
原
題

は
「
感
覚
活
動
（
感
覚
活
動
と
感
覚
的
作
物
に
対
す
る
非
難
へ
の
逆
説
）」）
に

お
い
て
述
べ
て
い
た
、「
自
然
の
外
相
を
剥
奪
し
、
物
自
体
に
躍
り
込
む
主
観

の
直
感
的
触
発
物
」、
あ
る
い
は
、「
一
切
の
形
式
的
仮
象
を
も
含
み
意
識
一
般

の
孰
れ
の
表
象
内
容
を
も
含
む
統
一
体
と
し
て
の
主
観
的
客
観
か
ら
触
発
さ
れ

た
感
性
的
認
識
の
質
料
の
表
徴
」
な
ど
の
要
素
の
部
分
的
実
践
と
見
る
事
も
出

来
、「
上
海
」
に
お
い
て
新
感
覚
派
期
の
描
法
が
多
く
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
の
、
証
左
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

11
）

横
光
利
一
「
文
字
に
つ
い
て

形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

」

（
昭
和
四
年
三
月
、『
創
作
月
刊
』、
原
題
は
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い

て
」）。

こ
の
文
章
は
「
三
月
号
評
論
」
の
項
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
項
目

内
で
横
光
と
勝
本
清
一
郎
の
主
張
と
が
対
蹠
的
と
な
っ
た
事
に
つ
い
て
、「
編
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輯
後
記
」（「
発
行
兼
編
輯
人
」
で
あ
る
菊
池
寛
の
筆
か
）
で
は
、「（
略
）
該
主
（ママ）

義
の
主
張
論
者
と
反
対
論
者
と
が
期
せ
ず
し
て
相
対
峙
し
、
論
戦
に
火
花
を
散

ら
し
た
形
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
三
月
号
評
論
」
は
、
他
に
吉
村
鉄
太

郎
が
執
筆
。

12
）

水
島
治
男
『
改
造
社
の
時
代

戦
前
編

恐
慌
よ
り
二
・
二
六
事
件
ま

で
』（
昭
和
五
十
一
年
五
月
、
図
書
出
版
社
）。

13
）

十
重
田
裕
一
「
横
光
利
一

あ
る
長

の
覚
書
」（
平
成
元
年
五
月
、

『
繡
』）
は
、
当
初
そ
れ
程
目
立
っ
て
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
、
参
木
に
お
け

る
「

外
部

｜

内
部

の
関
係
」
が
、「
持
病
と
弾
丸
」
や
「
海
港
章
」
周

辺
で
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
こ
に
「
遠
近
法
の
関
係
」
や
参
木
の

「
見
る
」
行
為
を
関
連
付
け
て
い
て
示
唆
に
富
む
。
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一

は
じ
め
に

一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
中
国
共
産
党
政
府
は
平
和
共
存
原

則
に
基
づ
い
て
日
本
と
の
国
交
回
復
を
画
策
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
二

年
、
吉
田
茂
内
閣
が
米
国
の
圧
力
に
よ
り
台
湾
側
と
い
わ
ゆ
る
「
日
台
条
約
」

を
結
ん
だ
た
め
、
日
本
政
府
と
中
国
共
産
党
政
府
の
国
交
問
題
交
渉
の
門
戸
は
、

法
理
上
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
保
守
党
政
権
は
、
そ
の
後
一

九
七
〇
年
代
初
め
ま
で
、
対
中
政
策
と
日
中
関
係
問
題
処
理
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
の
戦
略
を
基
本
ラ
イ
ン
と
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
戦
後
の
日
本
社
会
に
は

幾
つ
か
の
政
党
や
団
体
に
よ
る
日
中
親
善
、
さ
ら
に
国
交
回
復
を
は
か
る
勢
力

も
存
在
し
た
。
中
で
も
対
中
政
策
へ
の
影
響
の
重
大
性
を
考
え
れ
ば
、
長
い
間

中
国
と
経
済
や
文
化
の
交
流
を
担
っ
た
自
民
党
の
一
部
国
会
議
員
の
役
割
に
は

特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
保
守
政
治
家
が
、
日
米
安
保
体

制
の
制
限
下
で
反
対
意
見
を
排
除
し
て
対
中
接
触
を
続
け
た
こ
と
は
、
日
中
間

の
貿
易
と
文
化
交
流
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
両
国
の
政
府
と
与
党
間
の
政
治
的

意
思
を
疎
通
さ
せ
る
面
に
お
い
て
も
、
自
民
党
政
権
の
対
中
パ
イ
プ
の
機
能
を

果
た
し
た
。
こ
の
パ
イ
プ
を
利
用
し
て
具
体
的
に
対
中
交
流
活
動
を
推
進
し
た

の
は
、
自
民
党
顧
問
で
あ
る
松
村
謙
三
を
は
じ
め
、
高
碕
達
之
助
、
古
井
喜
実
、

竹
山
祐
太
郎
、
田
川
誠
一
、
藤
山
愛
一
郎
ら
自
民
党
議
員
と
岡
崎
嘉
平
太
ら
実

業
家
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
す
る
対
外
団
体
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
筆
者
は
、
そ

れ
ら
を
称
し
て
「
松
村
謙
三
グ
ル
ー
プ
」
と
す
る
（
以
下
、
松
村
グ
ル
ー
プ
と

略
す
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
い
わ
ゆ
る
自
民
党
内
の
派
閥
政
治

グ
ル
ー
プ
と
は
同
義
で
は
な
く
、
主
に
、
相
前
後
し
て
松
村
の
下
に
集
結
し
対

中
経
済
や
文
化
交
流
に
参
与
し
、
松
村
の
死
後
も
そ
の
対
中
理
念
と
基
本
的
な

立
場
を
堅
持
し
て
日
中
関
係
の
正
常
化
に
尽
力
し
た
集
ま
り
を
指
す
。

松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
ま
ず
は
貿
易
振
興
、
そ
れ
に
続
い

松
村
謙
三
グ
ル
ー
プ
‥
自
民
党
政
権
の
対
中
パ
イ
プ

一
九
五
九
｜
一
九
七
二

新
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て
国
交
を
回
復
す
る
こ
と
を
対
中
活
動
の
基
本
方
針
か
つ
政
策
目
標
と
し
、
ま

た
、
漸
進
的
な
積
み
上
げ
方
式
に
よ
っ
て
日
中
関
係
の
発
展
を
進
め
る
こ
と
で
、

両
国
の
国
交
回
復
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
特
に
日
中
関
係
が
不
安
定
に
な
っ

た
時
期
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
両
国
の
政
府
と
与
党
の
間
に
あ
る
程
度
の
政
治
的

な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
パ
イ
プ
を
維
持
し
、
重
大
な
問
題
や
突
発
事
件
の

発
生
を
回
避
す
る
面
で
存
在
感
を
示
し
た
。
ま
た
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本

国
内
で
、
政
府
及
び
自
民
党
執
行
部
の
対
中
政
策
を
転
換
さ
せ
る
た
め
、
対
外

政
策
の
調
査
研
究
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
政
策
評
議
な
ど
の
形
で
外
交
政
策

制
定
の
主
体
に
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
、
著
書
や
講
演
な
ど
を
通
じ
て
対
中

理
解
と
日
中
国
交
回
復
を
支
持
す
る
世
論
を
起
こ
す
こ
と
に
も
寄
与
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
行
動
を
、
政
治
外
交
史
的
視
点
か
ら
総
合
的
に

分
析
し
、
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
両
国
の
関
係
正
常
化
問
題
の
歴
史
的
前
提
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
に
も
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
に
関
連
す
る
研
究
は

多
く
存
在
す
る１

）
。
最
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
添
谷
芳
秀
の
日
本
外
交
研
究

の
枠
組
み
で
な
さ
れ
た
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
氏
の
論
点
に
よ
れ
ば
、

自
民
党
親
中
派
で
あ
る
松
村
ら
に
よ
る
対
中
活
動
は
日
中
関
係
の
改
善
や
、
そ

れ
に
続
く
国
交
回
復
に
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
も
、

自
民
党
に
対
す
る
影
響
力
は
微
弱
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
に
協
調
す
る
立

場
を
と
っ
た
自
民
党
執
行
部
と
全
面
的
に
対
抗
す
る
力
に
は
ど
う
し
て
も
な
り

え
ず
、
そ
れ
が
日
中
関
係
を
好
転
さ
せ
た
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
自
覚
的

な
行
為
の
結
果
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
村
ら
と
自
民
党
政
権

が
対
立
す
る
側
面
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
交
回
復
ま
で
松
村
グ
ル
ー

プ
が
推
進
し
た
日
中
貿
易
の
性
格
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
常
に
そ
の
民
間
性
ま

た
は
経
済
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
交
流
活
動
に
内
在
し
た
政
府
や
与
党
と

の
関
連
性
は
弱
い
と
見
て
お
り
、
そ
の
対
中
活
動
の
動
機
を
解
釈
す
る
と
な
る

と
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
主
義
」
ま
た
は
「
親
中
的
感
情
」
の
影
響
を
受
け
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る２

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
松
村
グ
ル

ー
プ
の
対
中
活
動
の
背
後
に
あ
る
、
想
像
以
上
の
政
治
的
思
惑
お
よ
び
政
府
や

与
党
と
連
携
し
て
い
た
こ
と
を
看
過
し
て
そ
の
対
中
活
動
を
支
え
た
思
想
的
動

機
を
単
な
る
ア
ジ
ア
主
義
の
よ
う
に
捉
え
る
観
点
は
、
い
ず
れ
も
松
村
ら
の
国

際
情
勢
に
対
す
る
認
識
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
分
析
し
た
結
果
と
は
言
い
が
た

く
、
説
得
力
に
や
や
欠
け
る
。

本
稿
で
は
、
日
中
関
係
正
常
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
松
村
グ
ル
ー
プ
の
自

民
党
政
権
外
交
で
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
主
に
松
村
グ
ル
ー

プ
の
言
動
を
示
す
外
交
史
料
な
ど
の
一
次
資
料
を
利
用
し
て
同
グ
ル
ー
プ
の
対

中
活
動
を
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
と
日
中
関
係
正
常
化
の
過
程
の
中
に
据
え
、
そ

の
展
開
と
特
質
、
特
に
歴
史
的
役
割
お
よ
び
思
想
的
基
盤
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

二

松
村
グ
ル
ー
プ
の
登
場
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１

松
村
謙
三
の
早
期
の
対
中
認
識

一
九
五
〇
年
代
末
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
対
中
関
係
問
題
に
目
を
向
け
始
め
た

主
な
背
景
と
し
て
は
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
の
反
対
に
よ
り
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
会
議
に
参
加
で
き
ず
、
そ
の
後
日
本
政
府
が
台
湾
当
局
を
交
渉
相
手
に
し
、

ま
た
「
日
台
条
約
」
に
調
印
し
た
こ
と
で
、
長
ら
く
日
中
間
の
国
交
が
な
い
状

態
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
松
村
ら
は
な
ぜ

こ
の
時
点
で
対
中
関
係
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題

を
検
討
す
る
前
に
、
主
に
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
な

存
在
で
あ
っ
た
松
村
の
対
外
観
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
中
国
認
識
を
見
て
い
こ

う
。松

村
謙
三
は
一
八
八
三
年
富
山
県
西
礪
波
郡
福
光
町
（
現
・
南
砺
市
）
に
生

ま
れ
、
祖
父
と
父
が
漢
詩
人
と
い
う
環
境
で
育
ち
、
少
年
時
代
か
ら
中
国
文
化

に
惹
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る３

）
。
一
九
〇
四
年
十
二
月
、
早
稲
田
大
学
政
治
経

済
学
科
二
年
生
だ
っ
た
松
村
は
、「
早
稲
田
清
韓
協
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

中
国
語
講
師
青
柳
篤
恒
に
つ
い
て
大
陸
へ
の
修
学
調
査
旅
行
に
参
加
、
こ
れ
が

最
初
の
中
国
訪
問
と
な
っ
た
。
当
時
日
露
戦
争
中
で
あ
っ
た
た
め
、
訪
中
の
目

的
地
は
武
漢
、
上
海
な
ど
に
限
ら
れ
た
が
、
道
中
に
目
に
す
る
中
国
の
現
実
が

松
村
の
思
想
に
与
え
た
衝
撃
は
小
さ
く
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
松
村
の
中
国
の

古
代
文
明
に
対
す
る
憧
れ
が
完
全
に
覆
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
理
想
の
中
国
像

が
崩
壊
し
た
こ
と
で
、「
今
日
唯
無
意
味
に
清
国
の
保
全
を
説
け
る
の
人
よ
。

卿
等
は
か
か
る
獣
的
慾
望
の
外
何
等
高
尚
の
希
望
と
嗜
好
と
の
な
き
、
こ
の
国

民
が
果
し
て
保
全
せ
ら
る
る
を
得
る
を
信
ず
る
か
。
は
た
又
保
全
す
る
価
あ
り

と
す
る
か
。
支
那
清
国
を
保
全
す
る
は
此
れ
罪
悪
を
保
全
す
る
な
り
。
人
類
向

上
の
精
神
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば
、
吾
人
は
か
か
る
堕
落
極
ま
る
国
民
の
滅
亡

を
祈
ら
ざ
る
可
ら
ず
」
と
、
極
端
な
中
国
批
判
論
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
彼
は
中
国
の
鉱
産
物
質
の
豊
か
さ
や
日
中
貿
易
の
進
展
に
十
分
に

留
意
し
て
、
中
国
の
豊
富
な
資
源
と
市
場
の
価
値
を
再
確
認
し
た４

）
。
こ
の
よ
う

な
対
中
観
が
以
後
の
松
村
の
対
外
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
当
然
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
九
二
三
年
夏
、
富
山
県
議
会
議
員
だ
っ
た
松
村
は
再
び
大
陸
に
足
を
運
ん

だ
が
、
同
行
者
の
一
人
に
早
稲
田
大
学
の
先
輩
で
あ
る
永
井
柳
太
郎
が
い
た
。

前
回
の
訪
中
と
異
な
る
点
は
、
中
国
の
山
東
、
天
津
、
北
京
お
よ
び
東
北
地
方

で
目
に
し
た
政
治
腐
敗
や
道
徳
的
退
廃
に
対
し
て
、
今
回
は
冷
静
に
観
察
す
る

の
み
で
あ
り
、
憤
慨
絶
望
の
感
情
を
持
つ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

既
に
地
方
政
治
家
に
な
っ
て
い
た
松
村
の
対
外
問
題
に
対
す
る
視
点
は
、
大
学

時
代
の
そ
れ
と
は
根
本
か
ら
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
訪
中
に
お
い
て
松

村
が
最
も
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
日
本
と
欧
米
諸
国
が
中
国
市
場
を
め
ぐ
っ
て

激
し
い
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
松
村
は
、
当
時
中

国
に
蔓
延
し
て
い
た
日
本
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
反
日
風
潮
に

つ
い
て
は
考
慮
の
必
要
は
な
し
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
松
村
の
対
中
観
に
よ

れ
ば
、
そ
れ
は
国
民
国
家
の
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
各
軍
閥
が
民
心

を
争
奪
す
る
た
め
に
作
り
出
す
茶
番
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
中
国
の
中
央
政
治
の
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舞
台
で
主
導
権
を
争
っ
て
い
た
奉
天
派
と
直
隷
派
に
対
し
て
も
、「
然
し
て
今

日
支
那
の
政
治
上
の
此
の
二
派
を
支
配
す
る
も
の
は
日
本
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
英
も
駄
目
で
す
。
日
本
が
金
を
出
さ
な
く
と
も
、
又
兵
を
出
さ
な
く
と

も
、
一
方
に
加
担
し
た
と
声
明
す
る
な
ら
ば
他
は
潰
え
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う
情
勢
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る５

）
。
つ
ま
り
、
松
村
に
よ
れ
ば
、
欧
米
に

対
抗
す
る
た
め
に
は
「
日
支
提
携
」
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
中
国

に
対
す
る
支
配
を
前
提
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
の
松
村
の
時

局
認
識
は
、
米
英
な
ど
の
在
中
影
響
力
が
一
層
増
大
し
て
き
た
こ
と
に
対
す
る

危
機
感
は
相
当
強
く
な
っ
て
も
、
彼
の
考
え
る
日
中
関
係
の
構
図
で
は
、
依
然

と
し
て
欧
米
に
対
抗
す
る
た
め
の
日
中
連
盟
に
よ
る
ア
ジ
ア
主
義
的
原
則
と
、

日
中
両
国
間
で
日
本
側
の
支
配
を
堅
持
す
る
拡
張
主
義
原
則
と
い
う
二
つ
の
原

則
が
両
立
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
、
中
国
を
日
本
と
対
等
の
近
代
的
国
家

と
は
見
な
さ
ず
、
た
だ
利
用
価
値
の
あ
る
物
理
的
空
間
と
し
て
の
み
認
識
す
る

と
い
う
、
当
時
の
日
本
社
会
に
主
流
と
し
て
存
在
し
た
対
中
観
と
基
本
的
に
合

致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
一
九
年
中
国
の
五
四
運
動
勃
発
後
、

日
本
の
言
論
界
で
も
石
橋
湛
山
ら
が
中
国
民
衆
に
よ
る
列
強
へ
の
抵
抗
活
動
を

「
民
族
の
覚
醒
」
の
象
徴
と
し
て
肯
定
す
る
視
点
が
現
れ
た
こ
と
か
ら６

）
、
松
村

の
対
中
観
の
保
守
性
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。

松
村
の
三
度
目
の
訪
中
は
、
彼
が
民
政
党
の
衆
議
院
議
員
に
な
っ
て
間
も
な

い
一
九
二
八
年
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
政
友
会
政
権
を
非
難
す
る
た
め
の
政
治

闘
争
の
目
的
に
よ
る
出
張
で
あ
っ
た
が
、
済
南
事
件
を
詳
し
く
調
べ
た
松
村
は
、

そ
の
後
こ
の
件
に
関
し
て
書
い
た
も
の
の
中
で
、
日
本
軍
が
山
東
省
出
兵
で
起

こ
し
た
惨
事
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た７

）
。
ま
た
、
済
南
事
件
調
査

を
終
え
た
松
村
一
行
が
奉
天
を
経
由
し
て
帰
国
す
る
途
中
、
関
東
軍
の
大
佐
で

あ
る
河
本
大
作
ら
に
よ
る
張
作
霖
爆
死
事
件
が
発
生
し
た
が
、
早
稲
田
大
学
の

先
輩
で
あ
り
、
奉
天
総
領
事
で
も
あ
る
林
久
治
郎
か
ら
そ
れ
は
「
陸
軍
の
連
中

が
や
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
松
村
は８

）
、
こ
の
事
態
に
対
し

て
も
独
自
の
対
応
を
見
せ
た
。
帝
国
議
会
で
民
政
党
衆
議
院
議
員
の
中
野
正
剛
、

永
井
柳
太
郎
が
張
作
霖
爆
死
を
政
友
会
内
閣
の
重
大
な
失
政
と
し
て
猛
烈
に
追

及
し
た
の
に
対
し
て
、
逆
に
現
地
調
査
で
事
件
の
真
相
を
掌
握
し
た
立
場
に
あ

る
松
村
は９

）
、
密
か
に
民
政
党
総
裁
の
浜
口
雄
幸
に
報
告
す
る
に
と
ど
め
た
の
で

あ
る10

）
。
こ
こ
に
も
、
対
外
関
係
に
関
し
て
は
、
野
党
議
員
で
あ
っ
て
も
、
所
属

す
る
政
党
の
利
益
よ
り
国
家
全
体
の
利
益
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
と
い
う
松
村

の
政
治
姿
勢
が
特
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
、
翼
賛
政
治
会

の
政
務
調
査
会
長
を
務
め
た
松
村
は
、
国
の
代
表
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
満
州

国
」
成
立
十
周
年
と
食
糧
援
助
問
題
の
た
め
二
度
大
陸
に
渡
っ
た
が
、
そ
れ
は

い
ず
れ
も
政
治
的
訪
中
で
あ
っ
た11

）
。

戦
後
に
な
っ
て
松
村
が
対
中
問
題
に
関
心
を
示
し
た
こ
と
を
記
し
た
史
料
は
、

筆
者
の
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
非
常
に
少
な
い
。
一
つ
は
、
一
九
四
八
年
一
月
、

公
職
追
放
令
を
受
け
て
政
治
家
生
活
を
離
れ
た
松
村
が
、
わ
ざ
わ
ざ
ア
メ
リ
カ

人
と
親
交
を
持
ち
、
中
国
東
北
地
方
と
ソ
連
の
状
況
を
熟
知
し
た
高
碕
達
之
助

を
訪
ね
た
際
の
発
言
で
あ
る
。
会
談
中
、
国
民
党
側
の
勝
利
を
望
む
松
村
は
、
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中
共
の
政
権
奪
取
に
成
功
す
れ
ば
中
国
が
ソ
連
の
排
他
的
市
場
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
情
勢
判
断
に
立
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
蔣
介
石
援
助
で
全
く
の
無

力
を
露
呈
し
た
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
、
当
面
の
急
務
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
新
式

武
器
と
旧
日
本
軍
将
校
で
の
国
民
党
支
援
を
強
化
し
て
満
州
と
中
共
お
よ
び
ソ

連
と
の
繫
が
り
を
断
つ
べ
き
で
あ
る
と
高
碕
に
言
及
し
た12

）
。
そ
こ
で
も
相
変
わ

ら
ず
大
陸
市
場
に
対
し
て
高
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
の
一
九
五
七
年
一
月
で
あ
っ
た
。『
石
橋

湛
山
日
記
』
に
よ
る
と
、
松
村
は
石
橋
首
相
に
対
し
中
共
に
台
湾
の
独
立
を
認

め
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
訪
中
し
た
い
と
い
う
要
求
を
出
し
た
と
あ
る13

）
。
当
時
松

村
が
、
中
国
に
台
湾
独
立
を
是
認
さ
せ
る
よ
う
画
策
す
る
こ
と
を
日
中
関
係
正

常
化
実
現
の
前
提
に
し
よ
う
と
し
た
政
策
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
こ
の
点
で
、
彼
の
認
識
は
「
一
つ
の
中
国
」
を
主
張
す
る
中
国
の
立
場

と
の
間
に
距
離
が
あ
っ
た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
二
年
後
松
村
が
保
守
陣
営
で
同
志
を
集
め
対
中
交
流
活
動
に
努
め
る

よ
う
に
な
っ
た
理
由
が
主
と
し
て
当
時
の
日
本
国
内
の
情
勢
に
基
づ
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

２

松
村
が
対
中
活
動
に
転
身
し
た
原
因

一
九
五
九
年
の
自
民
党
総
裁
選
に
お
い
て
百
六
十
六
票
対
三
百
二
十
票
で
岸

信
介
首
相
に
完
敗
し
た
こ
と
が
、
松
村
が
権
力
争
奪
を
あ
き
ら
め
て
対
中
関
係

問
題
に
尽
力
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
外

に
、
以
下
の
よ
う
な
政
治
状
況
が
そ
の
決
意
を
固
め
さ
せ
た
と
考
え
て
も
よ
か

ろ
う
。

ま
ず
、
一
九
五
八
年
長
崎
国
旗
事
件
な
ど
に
よ
っ
て
日
中
両
国
の
経
済
と
文

化
の
交
流
が
中
断
さ
れ
た
後
の
情
勢
で
あ
っ
た
。
当
時
経
済
面
で
損
失
を
受
け

た
日
本
側
の
対
応
と
し
て
は
、
自
民
党
執
行
部
か
ら
政
府
当
局
に
至
る
ま
で
、

強
硬
論
と
い
わ
ゆ
る
「
静
観
」
と
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
何
ら
有
効
的
な
措
置

は
見
ら
れ
な
か
っ
た14

）
。
そ
し
て
、
日
本
の
外
交
当
局
に
よ
っ
て
、
台
湾
を
中
国

か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
大
陸
と
の
政
治
関
係
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
現
実

性
の
な
い
案
ま
で
も
が
考
え
出
さ
れ
た15

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
経
分
離
政
策
の

非
合
理
性
が
露
呈
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
民
党
政
権
と
中
国
共
産
党
政
府
と
の

間
に
両
国
関
係
問
題
を
取
り
扱
う
た
め
の
政
治
的
な
意
思
疎
通
を
図
る
パ
イ
プ

が
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
松
村
は
、
日
本
が

政
経
分
離
政
策
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
対
外
交
渉
の
体
制
と

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
対
中
交
流
の
脆
弱
性
を
克
服
し
、
率
直
に
中
国
側
に
日

本
の
訴
え
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
適
当
な
政
治
家
が
顔
を
出
し
、
両
国
の
指
導

者
の
間
で
橋
渡
し
の
役
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
示
し
た16

）
。

ま
た
、
一
九
五
九
年
八
月
、
松
村
が
当
時
中
国
側
の
対
日
関
係
担
当
幹
部
の
一

人
、
寥
仲
愷
へ
の
書
簡
の
中
で
、「
両
国
親
善
ノ
恢
復
、
世
界
平
和
ノ
保
持
ノ

為
二
多
少
ナ
リ
ト
モ
寄
与
シ
得
ル
ナ
ラ
バ
小
生
ノ
本
懐
此
レ
ニ
過
グ
ル
ハ
ナ
ク
、

全
力
ヲ
コ
レ
ニ
竭
ク
ス
覚
悟
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
、
こ
の
認
識
が
見
て
と
れ

る17
）

。
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次
に
、
日
本
側
が
以
上
の
よ
う
な
消
極
的
な
対
中
政
策
を
取
っ
た
原
因
と
し

て
は
、
岸
内
閣
に
と
っ
て
切
実
な
外
交
課
題
は
、
対
中
貿
易
を
禁
止
す
る
立
場

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
強
化
し
て
安
保
条
約
の
改
定
と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
に
あ
る
も
の
の
、
逆
に
日
中
関
係
が
あ
ま
り
に
も
悪
化
す
れ
ば
、

中
国
が
安
保
条
約
に
反
対
す
る
勢
力
を
支
持
す
る
こ
と
で
改
定
の
局
面
が
ま
す

ま
す
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
民
党
政
権
に
日
本
の

利
害
関
係
に
大
き
な
制
約
を
与
え
る
日
中
関
係
を
根
本
か
ら
調
整
す
る
こ
と
は

期
待
で
き
な
い
と
い
う
状
況
か
ら
、
安
保
条
約
の
必
要
性
も
否
定
し
な
か
っ
た

松
村
は
、
改
定
に
利
す
る
状
況
を
現
出
さ
せ
る
た
め
に
、「
安
保
条
約
ば
か
り

に
の
ぼ
せ
て
し
ま
っ
て
、
世
界
全
体
の
動
き
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

だ
め
だ
。
安
保
は
別
と
し
て
、
そ
れ
と
切
り
離
し
て
で
も
中
国
の
問
題
を
考
え

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
時
期
が
も
う
到
来
し
て
お
る
」
と
し
、
安
保
と
対
中
関
係

を
両
立
さ
せ
る
認
識
を
示
し
た
上
で
、
直
接
、
中
国
共
産
党
政
府
の
指
導
者
に

説
明
し
て
、
安
保
条
約
が
与
え
る
中
国
へ
の
刺
激
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

を
当
面
の
対
中
関
係
上
の
急
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る18

）
。
つ
ま
り
、

安
保
条
約
の
維
持
と
対
中
関
係
の
改
善
と
は
関
連
し
た
事
項
で
あ
る
と
い
う
の

が
松
村
の
認
識
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
松
村
は
、
日
米
安
保
条
約
改
定
後
、
岸
内
閣
が
長
く
存
命
す
る
こ
と

は
な
い
と
し
、
ポ
ス
ト
岸
時
代
に
は
対
中
関
係
調
整
が
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と

な
る
が
、
現
状
の
よ
う
に
、
日
中
関
係
に
問
題
が
あ
っ
た
際
、
常
に
民
間
人
や

野
党
が
前
面
に
出
て
交
渉
に
応
じ
る
の
は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
今
か
ら
そ
の

後
の
自
民
党
政
権
内
に
対
中
パ
イ
プ
を
設
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
て
い
る19

）
。
松
村
は
、
当
時
の
自
民
党
内
に
お
い
て
対
中
パ
イ
プ
作
り

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
の
は
、
石
橋
湛
山
と
自
分
を
お
い
て
他
に
は
い

な
い
と
考
え
た
が
、
石
橋
は
体
が
弱
く
、
ま
た
前
首
相
で
あ
り
既
に
政
治
の
表

舞
台
を
離
れ
た
人
物
で
あ
る
上
、
中
国
側
と
の
接
触
も
形
式
的
な
も
の
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
自
民
党
顧
問
と
し
て
幅
広
く
仕
事
が
で
き
る
条
件
を
備
え
た

自
分
こ
そ
が
対
中
関
係
上
で
よ
り
責
任
感
を
も
っ
て
与
党
内
の
他
の
者
が
で
き

な
い
仕
事
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
た20

）
。
こ
の
際
、
松
村
が
石
橋

か
ら
の
共
同
訪
中
の
要
請
を
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
の
違
い
が
あ
る
と
し
て
断
っ
た

理
由
も
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る21

）
。

３

松
村
グ
ル
ー
プ
の
形
成

松
村
グ
ル
ー
プ
が
一
体
い
つ
ご
ろ
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、

筆
者
は
、
一
九
五
九
年
と
推
定
し
、
そ
れ
は
、
松
村
ら
が
同
年
中
国
政
府
の
招

き
に
応
じ
て
戦
後
初
の
訪
中
を
実
現
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
主
な
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
松
村
ら
が
そ
の
後
長
ら
く
対
中
活
動
に
努
め
る
思
想
的
基
盤
と
な
っ

た
対
中
観
は
、
基
本
的
に
こ
の
訪
中
過
程
を
通
し
て
確
立
さ
れ
た
。
一
九
五
九

年
十
二
月
、
帰
国
後
間
も
な
く
松
村
は
、
岸
首
相
に
訪
中
報
告
を
し
た
際
、
そ

の
新
た
な
対
中
認
識
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
明
し
た
。
第
一
に
、
中
国
の
産

業
と
交
通
な
ど
の
発
展
状
況
か
ら
、
そ
の
中
央
集
権
的
国
家
は
統
一
が
強
化
さ
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れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
国
土
が
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
か
つ
民
族
的
意
識
が

非
常
に
高
揚
し
て
い
る
こ
の
国
を
国
際
社
会
が
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同

じ
く
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
日
本
が
こ
れ
を
無
視
す
る
理
由
は
特
に
見
当
た
ら
な

い
こ
と
。
第
二
に
、
現
在
中
国
問
題
の
解
決
を
避
け
て
い
て
は
世
界
の
情
勢
を

論
議
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
本
当
の
世
界
平
和
を
維
持
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
、
日
本
が
中
国
の
早
期
承
認
問
題
に
臨
む
場
合
は
そ
の
対
応

案
を
構
想
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
日
中
貿
易
の
み
を
推
し
進
め
る
の
で
は
な

く
、
世
界
諸
国
と
の
関
係
や
ア
ジ
ア
全
体
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と
い
う
広
い

視
野
か
ら
対
策
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
第
三
に
、
中
国
側
は
す
で

に
、
政
治
体
制
を
互
い
に
尊
重
し
、
内
政
干
渉
し
な
い
こ
と
を
基
本
に
日
中
間

の
経
済
交
流
と
文
化
交
流
の
振
興
を
認
め
て
い
る
と
い
う
三
点
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
確
実
に
両
国
の
政
治
体
制
を
尊
重
す
る
た
め
に
、
相
互
の
信
頼
関
係
が
基

礎
の
前
提
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。
日
中
間
に
は
誤
解
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
今

後
日
本
側
も
努
力
し
て
対
中
政
策
上
の
重
要
な
課
題
と
し
て
、
積
極
的
な
対
中

策
で
あ
る
相
互
信
頼
の
増
進
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る22

）
。

松
村
は
、
訪
中
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
の
対
中
政
策
観
に
お

い
て
、
日
中
の
国
交
回
復
の
具
体
的
日
程
や
進
行
方
式
な
ど
に
つ
い
て
は
直
接

明
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
が
、
対
中
関
係
問
題
が
日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
で

切
迫
し
た
外
交
課
題
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
誠
意
あ
る
対
話
が
双
方
の
信

頼
関
係
を
増
進
す
る
と
い
う
国
交
回
復
実
現
ま
で
の
比
較
的
現
実
的
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
示
し
た
。

次
に
、
こ
の
訪
中
に
よ
っ
て
松
村
の
周
辺
で
対
中
交
流
を
志
す
政
治
家
を
主

体
と
し
た
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
後
に
松
村
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
人
物
と
な
る

衆
議
院
議
員
の
古
井
喜
実
、
竹
山
祐
太
郎
、
田
川
誠
一
ら
が
松
村
と
一
緒
に
訪

中
し
た
が
、
他
に
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
重
要
人
物
と
し
て
、
衆
議
院
議
員
の
高

碕
達
之
助
、
企
業
家
の
岡
崎
嘉
平
太
ら
も
こ
の
時
点
で
松
村
と
約
束
し
、
か
つ
、

間
も
な
く
対
中
活
動
に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た23

）
。
そ
の
後
長
い
期
間
、
松

村
は
政
治
、
高
碕
は
経
済
を
扱
う
と
い
う
分
業
体
制
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、

具
体
的
に
対
中
交
流
お
よ
び
関
連
の
交
渉
活
動
を
推
し
進
め
て
き
た
の
で
あ
る24

）
。

三
番
目
の
理
由
と
し
て
、
松
村
ら
の
訪
中
か
ら
始
ま
っ
た
対
中
交
流
が
両
国

の
政
府
と
与
党
に
政
治
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
国
側
の
態

度
に
つ
い
て
は
、
周
恩
来
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
松
村
ら
の
訪
中
は
両
国

の
相
互
理
解
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
交
流
を
進
展
さ
せ
る
も
の
と
し

て
、
高
い
評
価
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た25

）
。
日
本
側
も
同
様
で
、
自
民
党
幹
事
長

の
川
島
正
次
郎
は
松
村
ら
の
訪
中
直
前
、
松
村
ら
の
訪
中
団
は
与
党
を
代
表
す

る
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
責
任
あ
る
保
守
党
政
治
家
と
し
て
、
日
中
関
係

に
困
難
が
生
じ
た
際
に
は
、
中
国
側
に
日
本
の
国
民
性
と
政
治
事
情
を
説
明
す

る
こ
と
で
「
日
中
両
国
の
た
め
に
な
る
」
と
い
う
趣
旨
を
含
む
見
解
を
発
表
し

た26
）

。
当
初
松
村
ら
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
政
策
目
標
は
、
両
国
の

与
党
と
政
府
の
政
治
的
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
に
仲
介
の
役
割
を
果
た
す
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
訪
中
を
通
じ
て
両
国
の
指

導
者
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
同
グ
ル
ー
プ
が
正
規
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
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て
出
発
し
た
と
判
定
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三

松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
と
そ
の
特
性

１

対
中
活
動
の
内
容

一
九
五
〇
年
代
末
、
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
に
登
場
し
た
松
村
グ
ル
ー
プ
が
日

中
国
交
回
復
ま
で
に
推
進
し
た
対
中
活
動
は
、
主
に
、
次
の
よ
う
な
領
域
に
及

ぶ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
中
国
側
と
協
議
し
て
総
合
貿
易
体
制
を
確
立
・
維
持
さ
せ
た
こ
と

で
あ
る
。
一
九
六
二
年
に
松
村
グ
ル
ー
プ
は
中
国
の
関
係
部
門
と
繰
り
返
し
交

渉
し
た
結
果
、
五
年
を
期
と
す
る
長
期
的
総
合
貿
易
（「
Ｌ
Ｔ
貿
易
」
と
い
う
）

体
制
を
正
式
に
定
め
た
協
定
に
調
印
し
た
。
こ
れ
は
、
漸
進
的
な
積
み
上
げ
方

式
で
両
国
関
係
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
、
具
体
的
な
取
引
の
条

件
や
品
目
、
数
量
な
ど
を
規
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
の
承
諾
や

延
べ
払
い
の
供
与
な
ど
の
優
遇
に
つ
い
て
も
明
文
化
し
て
中
国
側
に
示
し
た
も

の
で
あ
っ
た27

）
。
そ
の
後
、
こ
の
Ｌ
Ｔ
貿
易
は
友
好
的
団
体
に
よ
る
「
友
好
貿

易
」
と
一
緒
に
日
中
貿
易
の
二
つ
の
柱
と
な
り
、
両
国
間
の
経
済
貿
易
関
係
の

発
展
を
支
え
た28

）
。
特
に
、
中
国
の
対
日
貿
易
の
依
存
度
は
一
九
六
二
年
の
三
・

一
五
％
か
ら
一
九
六
五
年
の
一
二
・
六
九
％
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、
当
時
中
国

の
輸
出
入
業
全
体
や
国
民
経
済
に
対
し
て
極
め
て
大
き
な
役
割
を
持
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
一
九
六
八
年
以
後
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
中
国
側
と
何
度
も
交

渉
し
た
結
果
、
Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
は
一
年
間
を
期
限
と
す
る
短
期
的
総
合
貿
易

（「
覚
書
貿
易
」
と
い
う
）
体
制
に
変
わ
っ
た
。
当
時
の
両
国
の
国
内
事
情
と
日

中
関
係
の
緊
張
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
し
い
通
商
ル
ー
ト
を
通
し
た
両
国
間

の
貿
易
規
模
は
縮
小
し
た
が
、
こ
の
協
定
は
、
国
交
回
復
後
に
廃
止
さ
れ
る
ま

で
、
両
国
間
の
基
礎
的
交
流
事
業
と
し
て
日
中
関
係
の
発
展
に
お
い
て
無
視
で

き
な
い
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る29

）
。

第
二
に
、
日
中
両
国
に
通
商
代
表
部
の
設
立
と
記
者
の
相
互
交
換
を
実
現
さ

せ
た
。
通
商
代
表
部
の
設
立
で
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
に
松
村
ら
の
努
力
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
の
機
構
は
、
国
際
事
務
を
取
り
扱
う
機
能
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
単
に
通
商
事
務
を
処
理
す
る
窓
口
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
幅
広
く
両
国

関
係
問
題
を
取
り
扱
う
機
能
を
有
す
る
外
交
機
構
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
こ
れ
は
、
両
国
間
の
甚
だ
曖
昧
な
政
治
関
係
を
進
展
さ
せ
る
点
に
お

い
て
、
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
同
年
に
松
村
グ
ル
ー
プ
と
中
国

側
が
記
者
の
相
互
交
換
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
で
、
つ
い
に
日
中
両
国
の
長

期
に
わ
た
る
相
手
国
へ
の
新
聞
雑
誌
社
や
通
信
社
の
記
者
の
派
遣
が
実
現
し
た30

）
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
の
『
人
民
日
報
』、
新
華
社
な
ど
の
七
名
の
記
者
と
日

本
の
『
朝
日
新
聞
』、
共
同
通
信
社
な
ど
の
十
四
名
の
記
者
が
長
期
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た31

）
。
日
本
に
と
っ
て
初
め
て
の
社
会
主
義
国
へ
の
記
者
派
遣
は
、

日
本
社
会
、
特
に
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た32

）
。

第
三
に
、
訪
中
期
間
、
中
国
政
府
の
指
導
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
両
国
政

府
と
与
党
の
間
に
政
策
お
よ
び
政
治
的
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
橋
渡
し
を
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し
た
こ
と
で
あ
る
。
松
村
自
身
、
国
交
回
復
前
に
代
表
団
を
率
い
た
訪
中
を
五

回
も
実
現
し
、
そ
の
間
周
恩
来
ら
中
国
政
府
の
指
導
者
と
会
談
を
重
ね
た
が
、

松
村
の
後
に
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
と
な
っ
た
藤
山
愛
一
郎
も
ま
た
二
回
の
訪
中
期

間
、
何
度
も
周
恩
来
ら
と
会
談
し
腹
を
割
っ
た
対
話
を
行
っ
た
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
の
主
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
高
碕
達
之
助
、
古
井
喜
実
、
田
川
誠
一
、
岡
崎

嘉
平
太
ら
は
、
集
団
あ
る
い
は
単
独
、
両
方
の
方
法
に
よ
っ
て
中
国
政
府
の
指

導
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
と
く
に
国
交
回
復
の
前
夜
、
古
井
ら
は
田
中
角

栄
首
相
と
大
平
正
芳
外
相
の
依
頼
で
周
恩
来
と
国
交
回
復
関
係
の
事
項
に
つ
い

て
協
議
し
、
国
交
回
復
交
渉
を
順
調
に
推
進
す
る
こ
と
に
力
を
添
え
た33

）
。

松
村
グ
ル
ー
プ
が
国
内
で
日
中
関
係
正
常
化
に
利
す
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
行
っ
た
動
き
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
与
党
国
会
議
員
の
地
位
と
影
響
力
を
利
用
し
、
著
述
や
講
演
、
座
談

会
の
開
催
な
ど
の
形
式
で
、
対
中
関
係
改
善
問
題
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
り
積

極
的
に
世
論
形
成
と
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
六
年
、
松
村

は
、
政
経
分
離
政
策
を
と
っ
て
い
る
自
民
党
政
権
の
対
中
姿
勢
で
は
、
近
い
将

来
、
政
府
が
対
中
積
極
策
に
変
更
す
る
可
能
性
は
少
な
い
と
い
う
見
通
し
を
も

っ
て
、「
国
交
回
復
を
は
か
る
た
め
に
は
ま
ず
こ
れ
を
強
く
推
進
す
る
た
め
の

世
論
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
た34

）
。
同
年
の
六
回
目
の
訪
中
ま
で

に
、
こ
の
世
論
形
成
を
目
的
に
発
表
さ
れ
た
主
要
な
論
文
、
講
演
な
ど
は
次
の

通
り
で
あ
る35

）
。

講
演
と
論
文

「
中
国
帰
国
報
告
」
一
九
五
九
年
十
二
月
十
一
日
、
自
民
党
日
中
貿
易
特

別
委
員
会

「
中
国
よ
り
帰
り
て
」
一
九
五
九
年
十
二
月
十
一
日
、
早
稲
田
大
隈
講
堂

「
日
中
問
題
の
基
調
」
一
九
六
一
年
五
月
一
日

「
日
本
の
前
途
を
憂
え
る
」
一
九
六
二
年
二
月
二
十
六
日
、
ホ
テ
ル
・
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
東
新
館

「
中
国
の
現
実
を
見
て
」
一
九
六
二
年
十
一
月
十
五
日
、
永
楽
倶
楽
部

「
私
の
ア
ジ
ア
観
」
一
九
六
三
年
十
一
月
十
日

「
こ
れ
は
我
が
日
本
民
族
不
易
の
国
是
」
一
九
六
四
年
二
月
十
八
日

「
世
界
の
中
の
日
本
と
中
国
」
一
九
六
四
年
十
一
月
十
三
日

「
米
、
中
の
調
停
者
た
れ
」『
中
央
公
論
』
一
九
六
五
年
二
月
号

「
ア
ジ
ア
人
の
立
場
に
た
っ
て
」『
世
界
』
一
九
六
五
年
五
月
増
刊
号

対
談
と
座
談

「
中
国
訪
問
を
前
に
し
て
」（
松
村
謙
三
╱
堀
田
善
衛
）『
世
界
』
一
九
五

九
年
十
一
月
号

「
世
界
は
変
わ
っ
て
い
る
…
…
日
本
は
ど
う
進
む
べ
き
か
」（
松
村
謙
三

╱
河
野
一
郎
）『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
五
九
年
十
二
月
十
三
日

「
日
本
外
交
に
注
文
す
る
」（
松
村
謙
三
╱
岡
崎
嘉
平
太
╱
西
春
彦
╱
松
本

重
治
）『
世
界
』
一
九
六
三
年
六
月
号
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「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
日
本
の
立
場
」（
松
村
謙
三
╱
永
井
道
雄
）『
世
界
』

一
九
六
四
年
四
月
号

「
中
国
問
題
と
日
本
の
外
交
」（
松
村
謙
三
╱
岡
崎
嘉
平
太
╱
西
春
彦
╱
松

本
重
治
）『
世
界
』
一
九
六
四
年
七
月
号

「
日
中
関
係
へ
の
提
言
」（
松
村
謙
三
╱
岡
崎
嘉
平
太
╱
竹
山
祐
太
郎
）『
世

界
』
一
九
六
六
年
八
月
号

ま
た
、
一
九
七
一
年
五
月
、
国
交
回
復
を
支
持
す
る
勢
い
が
ま
す
ま
す
強
く

な
っ
た
こ
と
に
応
じ
て
、
藤
山
が
中
心
と
な
り
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟

を
創
立
し
た
。
こ
の
連
盟
は
中
国
側
と
の
交
流
を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
札
幌
、

仙
台
、
新
潟
、
金
沢
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
、
高
松
で
講
演

会
や
報
告
会
を
開
催
し
て
国
民
に
国
際
事
情
と
中
国
状
況
の
理
解
を
促
し
、
さ

ら
に
国
交
回
復
の
動
き
を
国
民
的
運
動
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
推
し
進
め
た36

）
。

次
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
、
自
民
党
の
非
主
流
派
ま
た
は

反
主
流
派
と
し
て
、
終
始
党
執
行
部
と
主
流
派
に
堅
持
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
追
随

と
中
国
軽
視
の
外
交
的
立
場
を
牽
制
す
る
た
め
、
党
内
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

問
題
研
究
会
や
外
交
調
査
会
な
ど
政
策
集
団
の
主
要
幹
部
と
な
る
機
会
を
利
用

し
て
、
自
民
党
の
幹
部
お
よ
び
国
会
議
員
に
説
得
を
行
い
、
自
ら
の
対
中
政
策

観
に
共
鳴
を
求
め
た37

）
。
た
と
え
ば
、
一
九
六
六
年
夏
、
松
村
は
公
に
「
積
み
上

げ
は
限
度
に
き
て
い
る
」
の
で
、
政
経
分
離
の
方
針
で
対
中
関
係
問
題
を
扱
う

の
は
も
は
や
時
代
遅
れ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
日
中
両
国
の
国
交
回
復
を

対
中
交
流
活
動
の
目
標
に
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
す
る
と
と
も
に38

）
、
対
中
外
交

の
調
整
を
政
策
論
争
の
焦
点
に
し
て
自
民
党
議
員
の
な
か
に
反
佐
藤
陣
営
を
集

結
し
よ
う
と
働
き
か
け
た
の
で
あ
る39

）
。
同
年
に
行
わ
れ
た
自
民
党
総
裁
選
で
松

村
グ
ル
ー
プ
の
支
持
を
受
け
た
藤
山
愛
一
郎
は
佐
藤
栄
作
に
八
十
九
票
対
二
百

八
十
九
票
で
敗
れ
た
が
、
与
党
内
で
一
定
の
支
持
を
得
た
こ
の
結
果
は
、
松
村

グ
ル
ー
プ
の
政
策
的
活
動
が
、
自
民
党
政
権
の
対
中
政
策
を
実
際
に
揺
る
が
す

ほ
ど
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
交
回
復
直
前
に
対
中
活
動
の
戦
略
を
転
換
し
、
日
中
関
係
正
常

化
を
目
指
す
超
党
派
の
活
動
を
展
開
さ
せ
た
。
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
長
い
間
与

党
以
外
の
政
治
勢
力
と
協
調
し
な
い
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
が
、
日
中
関
係
正
常

化
が
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
に
つ
れ
て
党
派
を
超
越
す
る
国
交
回
復
運
動
に
転

向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ク
ソ
ン
（N

ix
o
n
,
R
i-

ch
a
rd
 
M
.

）
大
統
領
の
訪
中
決
定
が
発
表
さ
れ
る
と
、
佐
藤
栄
作
首
相
は
早
速

対
中
関
係
を
重
視
し
、
さ
ら
に
中
国
大
陸
の
国
連
へ
の
加
盟
も
支
持
す
る
と
い

う
発
言
を
し
た
が40

）
、
同
年
開
か
れ
た
中
国
問
題
を
主
な
テ
ー
マ
と
す
る
臨
時
国

会
に
お
い
て
は
、
対
中
局
面
を
打
開
す
る
こ
と
に
関
し
て
新
た
な
政
策
を
作
り

出
す
意
向
は
何
ら
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
主
要
な
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟
理
事
で
も
あ
る
田
川
誠
一
は

「
日
本
国
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交
回
復
に
関
す
る
決
議
案
」
を
起
草
し

て
、
立
法
の
形
で
自
民
党
政
権
の
対
中
政
策
を
徹
底
的
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
こ
の
田
川
決
議
案
で
は
、
迅
速
に
中
国
と
の
国
交
回
復
を
実
現
さ
せ
る
こ
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と
、
両
国
間
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
、
間
も
な
く
開
か

れ
る
国
連
総
会
で
中
華
人
民
共
和
国
の
地
位
を
承
認
す
る
こ
と
が
核
心
の
内
容

で
あ
っ
た
の
で41

）
、
当
時
の
政
界
に
お
い
て
は
勇
気
を
示
す
対
中
政
策
案
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
こ
の
法
案
は
連
盟
内
の
意
見
の
ズ
レ
の
た
め
予
期
し
た
結
果
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
与
党
国
会
議
員
が
党
外
で
の
立
法
活
動
に
よ
っ
て
党
執

行
部
を
対
外
政
策
の
調
整
に
追
い
込
む
先
例
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一

年
秋
、
佐
藤
首
相
が
再
度
ア
メ
リ
カ
と
協
調
し
て
台
湾
を
国
連
か
ら
追
放
す
る

こ
と
に
反
対
す
る
態
度
を
示
す
と42

）
、
藤
山
ら
は
即
刻
日
中
国
交
回
復
促
進
議
員

連
盟
の
名
義
で
、
中
国
側
と
共
同
し
て
自
民
党
政
権
の
対
中
政
策
と
真
っ
向
か

ら
対
決
し
た
「
日
中
復
交
四
原
則
」
を
発
表
し43

）
、
国
交
回
復
を
推
し
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
佐
藤
首
相
に
退
陣
を
求
め
た44

）
。
こ
の
よ
う
に
与

党
国
会
議
員
と
し
て
国
内
外
の
政
治
舞
台
で
政
府
首
脳
の
辞
任
を
党
首
に
求
め

た
こ
と
は
、
自
民
党
史
上
で
も
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
然
な
が
ら
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
岸
内
閣
の
対
中
政
策
を
批
判
し
、
明
確
に

国
交
回
復
を
最
終
の
政
策
目
標
と
し
て
対
中
活
動
を
出
発
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は

こ
の
グ
ル
ー
プ
が
当
初
か
ら
自
民
党
政
権
の
対
外
政
策
と
完
全
に
対
立
す
る
立

場
を
と
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
松
村
グ
ル
ー
プ

も
長
い
間
政
経
分
離
の
方
針
と
政
策
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
と
中
国
大
陸

と
の
関
係
を
取
り
扱
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
り45

）
、
自
ら
提
出
し
、
あ

る
程
度
中
国
側
に
も
認
め
ら
れ
た46

）
漸
進
的
な
積
み
上
げ
方
式
に
よ
っ
て
両
国
関

係
を
発
展
さ
せ
る
パ
タ
ー
ン
の
背
後
に
は
、
政
経
分
離
を
政
経
不
可
分
を
実
現

す
る
前
提
と
過
渡
的
条
件
と
し
て
と
ら
え
る
政
策
観
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
村

グ
ル
ー
プ
が
こ
の
よ
う
な
政
策
的
選
択
を
行
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
保
守
党
政

治
家
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
た
め
、
対
中
政
策
の
出
発
点
や
利
害
判
断

の
根
本
に
お
い
て
、
自
民
党
政
権
の
認
識
と
実
質
的
に
差
が
な
か
っ
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
松
村
グ
ル
ー
プ
と
自
民
党
政
権
は
最
大
限
に
国
益
を
守
る
と
い
う

時
局
認
識
の
基
本
を
同
じ
く
し
、
日
本
が
西
側
諸
国
と
提
携
し
ア
メ
リ
カ
と
強

力
な
同
盟
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
、
同
じ
自
由
主
義
陣
営
に
属
す

る
台
湾
と
政
治
外
交
関
係
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
日
中
間
の
経
済
と
文
化

交
流
を
推
し
進
め
た
こ
と
は
、
保
守
政
界
の
タ
ブ
ー
を
犯
し
た
政
治
行
動
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
、
別
の
形
で
自
民
党
政
権
の
外
交
需
要
に
応
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
中
国
大
陸
と
あ
る
種
の
関
係
を
維
持
し
つ
つ
日
本
社
会
の
通
商

と
安
全
保
障
問
題
に
対
す
る
要
求
を
満
足
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
池
田

勇
人
首
相
も
自
分
自
身
が
ア
メ
リ
カ
に
向
け
た
「
顔
」
と
な
る
と
同
時
に
、
日

本
政
府
の
代
わ
り
に
、
松
村
ら
が
中
国
に
向
け
た
「
顔
」
と
し
て
活
動
す
る
よ

う
依
頼
し
た
こ
と
か
ら47

）
、
自
民
党
政
権
の
外
交
に
、
対
米
、
対
台
と
対
中
関
係

が
入
り
込
ん
だ
多
元
的
構
造
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、

松
村
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
対
中
活
動
は
自
民
党
政
権
の
外
交
構
造
の
中
で
日
本
の

対
米
外
交
と
対
台
外
交
を
均
衡
さ
せ
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
位
置
づ
け
も
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｌ
Ｔ
貿
易
の
体
制
形
成
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に
関
す
る
交
渉
計
画
は
ほ
と
ん
ど
事
前
に
日
本
の
外
務
省
に
よ
っ
て
周
到
に
検

討
さ
れ
た
上
で
作
成
さ
れ
た
が48

）
、
そ
の
後
の
「
覚
書
貿
易
」
体
制
を
め
ぐ
る
交

渉
お
よ
び
実
施
も
同
様
に
、
対
中
問
題
で
強
硬
な
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
た
佐
藤

首
相
の
支
持
を
得
て
い
た49

）
。
さ
ら
に
松
村
本
人
は
周
恩
来
と
会
談
し
た
際
、
中

国
側
に
批
判
さ
れ
た
日
本
政
府
の
「
中
国
敵
視
」
論
を
何
度
も
真
っ
向
か
ら
否

認
し
て
、
直
接
自
民
党
政
権
に
よ
る
対
中
政
策
を
代
弁
し
た50

）
。
古
井
も
交
渉
の

場
で
、
し
ば
し
ば
中
国
側
の
対
日
批
判
が
基
本
的
に
「
誤
解
」
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
見
方
を
示
し
た51

）
。
こ
の
よ
う
に
、
重
大
な
対
中
問
題
に
お
い
て
、

ま
さ
に
自
ら
を
自
民
党
政
権
の
立
場
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
国
側
と
政
治

的
な
意
思
疎
通
を
図
る
と
い
う
目
標
に
沿
っ
て
、
外
交
面
で
の
パ
イ
プ
の
役
割

を
確
実
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

２

対
中
活
動
の
特
質

と
こ
ろ
で
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
担
当
し
た
、
日
中
両
国
の
政
府
と
与
党
の
間

で
、
政
策
と
政
治
の
意
思
疎
通
を
図
る
と
い
う
役
は
、
主
に
直
接
中
国
政
府
の

指
導
者
と
会
談
し
、
ま
た
両
国
間
の
経
済
と
文
化
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
具
体
的
に
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
日
本
側
の
主
体
と
な
っ
た
松
村
グ

ル
ー
プ
は
、
常
に
二
重
の
身
分
を
持
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
政
府
と
与
党
の
正

式
な
交
渉
代
表
の
資
格
を
も
っ
て
い
な
い
一
方
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
多
く
は
与

党
国
会
議
員
の
政
治
的
地
位
を
有
し
て
お
り
、
自
民
党
政
権
と
の
特
別
な
関
連

性
を
有
し
て
い
た
。
日
中
間
に
国
交
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
動
が
民
間
的

な
性
格
を
も
つ
点
は
、
そ
の
政
策
目
標
を
政
治
過
程
で
達
成
す
る
際
に
も
都
合

の
よ
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
松
村
グ
ル
ー
プ
は
ま
さ
し
く
自
ら
の
国
際
社
会
に
お

け
る
特
殊
な
地
位
を
利
用
し
て
、
対
中
活
動
の
中
で
巧
み
に
そ
の
政
治
意
図
を

実
現
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
同
グ

ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
の
対
中
政
策
問
題
に
お
い
て
自
民
党
政
権
と
意
見
が
一
致

し
な
い
と
い
う
特
質
が
生
じ
た
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
特
質
に
関
し
て
、

次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
対
中
活
動
に
お
い
て
、
両
国
の
総
合
貿
易
体
制
を

維
持
す
る
た
め
、
国
際
情
勢
に
従
っ
て
、
自
民
党
政
権
に
よ
る
同
貿
易
体
制
に

対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
突
破
を
試
み
、
結
局
こ
の
貿
易
体
制
に
政
治
的
意
味

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
二
年
に
Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
に
関
し

て
協
議
し
た
際
、
外
務
省
が
交
渉
す
る
範
囲
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
の
反

対
に
配
慮
し
て
プ
ラ
ン
ト
の
輸
出
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し
な
い
と
い
う
原
則

を
定
め
た
が52

）
、
実
際
高
碕
ら
の
調
整
で
最
終
的
に
中
国
側
の
要
求
を
受
け
入
れ

て
調
印
さ
れ
た
覚
書
に
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
毎
年
中
国
に

総
額
約
百
万
ポ
ン
ド
も
の
プ
ラ
ン
ト
を
輸
出
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た53

）
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
外
務
省
が
設
定
し
た
交
渉
の
枠
組
み
と
規
制
を
超
え
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
一
九
六
八
年
以
後
、
覚
書
貿
易
の
延
長
に
関
す
る
交
渉
に
際
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
貿
易
ル
ー
ト
を
継
続
さ
せ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
古
井
と

藤
山
ら
は
自
民
党
執
行
部
か
ら
の
警
告
を
も
無
視
し
、
即
ち
台
湾
問
題
や
日
米

安
保
条
約
に
関
す
る
政
府
の
基
本
的
政
策
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
中
国
側

244



の
見
解
に
理
解
を
示
し
た
こ
と
で54

）
、
国
交
回
復
前
、
こ
の
貿
易
体
制
の
年
々
延

長
が
確
保
さ
れ
た
。

次
に
、
対
中
関
係
問
題
を
取
り
扱
う
際
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
基
本
的
に
自
民

党
政
権
の
外
交
原
則
に
則
っ
て
自
身
の
対
中
政
策
観
を
構
築
し
た
が
、
以
上
の

よ
う
な
限
ら
れ
た
範
囲
で
中
国
の
対
日
政
策
と
の
共
通
点
を
探
り
な
が
ら
、
両

国
の
指
導
者
間
で
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
た
側
面
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

池
田
内
閣
時
代
、
日
中
両
国
の
政
府
は
い
ず
れ
も
経
済
と
文
化
の
交
流
に
積
極

的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
主
と
し
て
政
経
分
離
政
策
の
枠
組

み
で
、
具
体
的
な
項
目
に
従
っ
て
確
実
に
活
動
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
専
念
し

た
。
し
か
し
、
佐
藤
内
閣
の
対
中
姿
勢
が
消
極
的
に
な
り
、
中
国
側
も
「
文
化

大
革
命
」
で
、
そ
の
対
日
認
識
お
よ
び
外
交
立
場
が
強
硬
に
な
っ
て
く
る
と
、

総
合
貿
易
体
制
の
断
絶
を
避
け
た
い
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
対
中
交
渉
の
場
面
で

次
の
よ
う
な
こ
と
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
松
村
グ
ル
ー
プ
が
、

中
国
側
の
政
策
や
立
場
に
完
全
に
妥
協
す
れ
ば
、
自
民
党
や
外
務
省
内
の
強
硬

派
の
反
対
に
よ
り
自
ら
の
対
中
交
渉
を
展
開
す
る
た
め
の
政
治
的
基
盤
を
弱
め

て
し
ま
う
が
、
中
国
側
の
意
見
や
立
場
を
全
面
的
に
拒
否
す
れ
ば
、
交
渉
そ
の

も
の
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

そ
の
パ
イ
プ
役
を
期
待
す
る
自
民
党
政
権
の
不
満
を
招
く
と
同
時
に
、
自
ら
の

対
中
交
流
事
業
の
活
動
の
舞
台
を
失
う
恐
れ
が
出
て
く
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

下
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
相
当
限
ら
れ
た
政
策
的
空
間
で
中
国
に
対
す
る
立
場

を
転
換
さ
せ
た
。
一
九
六
六
年
の
第
四
回
訪
中
後
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
自
民
党

政
権
の
総
合
貿
易
維
持
と
い
う
狙
い
を
利
用
し
て
、
同
貿
易
体
制
の
継
続
を
前

提
に
、
自
ら
長
く
堅
持
し
て
き
た
政
経
分
離
の
対
中
政
策
へ
の
調
整
を
主
張
し

つ
つ
、
中
国
側
が
強
調
す
る
政
経
不
可
分
の
原
則
を
受
け
入
れ
て
日
中
関
係
を

発
展
さ
せ
る
基
本
的
方
針
に
よ
る
考
え
を
示
し
た55

）
。
ま
た
、
こ
の
方
針
転
換
の

意
義
は
、
古
井
に
よ
っ
て
、
対
中
活
動
が
経
済
と
文
化
の
交
流
か
ら
両
国
の
国

交
回
復
を
目
指
す
国
民
運
動
へ
と
転
向
す
る
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
と
さ
れ
た56

）
。

但
し
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
中
国
に
対
す
る
方
針
転
換
を
読
む
に
あ
た
っ
て
は
、

転
換
し
た
中
国
に
対
す
る
立
場
の
具
体
的
な
内
容
よ
り
、
む
し
ろ
こ
の
方
針
転

換
の
出
発
点
と
目
標
の
方
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
松
村

グ
ル
ー
プ
は
あ
く
ま
で
日
中
間
の
総
合
貿
易
体
制
の
維
持
を
通
し
て
両
国
の
国

交
回
復
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
最
も
国
益
に
か
な
う
こ
と
と
認
識
し
、
そ
の
対

中
活
動
を
推
進
し
た
。
こ
の
点
で
、
こ
の
政
策
転
換
の
目
標
に
連
続
性
と
一
貫

性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
古
井
は
中
国
政
府
が
主
張
す
る
政
経
不

可
分
政
策
と
日
本
政
府
が
堅
持
す
る
政
経
分
離
政
策
と
の
間
に
、
両
国
関
係
を

促
進
さ
せ
た
点
で
相
違
は
な
い
と
し
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
、

対
中
政
策
に
お
い
て
原
則
そ
の
も
の
よ
り
、
も
っ
と
原
則
が
も
た
ら
す
社
会
的

結
果
と
い
う
価
値
判
断
基
準
を
重
要
視
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
、

松
村
グ
ル
ー
プ
と
自
民
党
政
権
と
の
間
の
対
中
政
策
観
に
関
す
る
相
違
点
と
、

中
国
側
へ
の
い
わ
ゆ
る
「
迎
合
」
性
を
相
対
化
さ
せ
る
と
い
う
分
析
の
視
点
を

も
つ
必
要
が
あ
ろ
う
。
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四

松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
の
意
義

以
上
の
よ
う
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
対
中
活
動
に
お
い
て
保
守
党
国
会
議
員

を
主
体
と
す
る
対
外
活
動
団
体
と
し
て
、
既
定
の
外
交
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た

め
に
自
民
党
政
権
の
対
外
政
策
と
む
し
ろ
一
致
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
革
新
勢
力
の
対
中
政
策
方
針
と
比
べ
る
と
そ
の
保
守

性
は
明
ら
か
に
見
て
と
れ
る
。
た
と
え
ば
社
会
党
は
、
対
中
関
係
問
題
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
な
二
つ
の
基
本
的
立
場
を
堅
持
し
て
い
た
。
第
一
に
、
中
国
の

政
経
不
可
分
の
原
則
を
採
択
す
る
こ
と
、
こ
の
た
め
に
ま
ず
「
日
台
条
約
」
を

撤
廃
し
「
二
つ
の
中
国
」
問
題
を
解
決
し
た
上
で
日
中
国
交
回
復
を
実
現
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
中
関
係
の
正
常
化
が
実
現
さ
れ
て
い
な

い
状
態
で
日
米
安
保
条
約
に
よ
る
両
国
の
同
盟
関
係
を
持
つ
こ
と
は
中
国
に
安

全
保
障
上
の
威
嚇
と
と
ら
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た57

）
。
こ

れ
に
対
し
て
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
長
い
期
間
、
政
経
分
離
の
原
則
及
び
漸
進
的

な
積
み
上
げ
方
式
を
も
っ
て
日
中
関
係
問
題
に
取
り
組
ん
だ
に
す
ぎ
ず
、
あ
く

ま
で
両
国
の
交
流
活
動
を
経
済
と
文
化
の
領
域
に
限
定
し
な
が
ら
、
日
中
関
係

と
日
米
安
保
問
題
を
並
行
さ
せ
て
取
り
扱
お
う
と
し
た58

）
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
主

な
メ
ン
バ
ー
が
つ
い
に
思
想
的
に
政
経
不
可
分
の
原
則
を
受
け
入
れ
、
台
湾
は

中
国
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
中
国
共
産
党
政
府
は
中
国
を
代
表
す
る
唯
一
の
合

法
的
な
政
権
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
認
め
た
の
は
、
一
九
六
六
年
の
四
回
目
の

訪
中
を
行
っ
た
際
の
こ
と
で
あ
る59

）
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
内
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
政
策
集
団
と
し

て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
国
家
外
交
に
参
与
し
た
影
響
は
、
野
党
や
一
般
的
民
間

団
体
に
は
と
う
て
い
及
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
の
戦
後
日
本
外
交
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い

て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
い
。

第
一
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
保
守
政
界
に
お
い
て
長
期
間
、
日
中
関
係
正
常

化
に
努
め
、
数
少
な
い
対
外
グ
ル
ー
プ
と
し
て
展
開
し
た
対
中
交
流
は
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
外
交
局
面
の
形
成
に
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
国
交
回

復
前
、
対
中
政
策
を
制
定
、
実
施
し
た
過
程
を
見
る
と
、
対
外
政
策
制
定
の
三

つ
の
主
体
と
い
わ
れ
た
自
民
党
、
官
僚
機
構
、
特
に
外
務
省
、
財
界
の
う
ち60

）
、

自
民
党
は
よ
り
積
極
的
だ
っ
た
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ

と
は
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
自
民
党
の
政
策
活
動
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
少
な
か

ら
ず
関
係
す
る
。
た
と
え
ば
、
池
田
内
閣
時
代
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
両
国
の

指
導
者
に
相
手
の
政
策
お
よ
び
外
交
的
立
場
を
説
明
し
、
互
い
の
認
識
の
相
違

を
縮
小
さ
せ
た
こ
と
で
、
池
田
内
閣
が
し
ば
し
ば
大
陸
に
接
近
す
る
動
き
を
見

せ
る
た
め
の
政
治
的
条
件
を
備
え
た
。
佐
藤
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
は
、
同
グ
ル

ー
プ
は
総
合
貿
易
体
制
を
守
る
た
め
に
、
中
国
側
の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
か

ら
出
発
し
て
、
自
民
党
政
権
に
中
国
に
対
す
る
立
場
の
転
換
を
促
す
だ
け
で
な

く
、
公
に
政
府
と
与
党
主
流
派
の
政
治
態
勢
批
判
さ
え
も
敢
行
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
参
加
以
後
も
、
日
中
間
に
問
題
は

絶
え
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
長
崎
国
旗
事
件
の
よ
う
に
一
旦
事
件
が
発
生
し
た

246



ら
交
流
関
係
が
即
断
絶
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
が
推
進
し
た
こ
と
に
よ
り
自
民
党
政
権
に
日
中
関

係
問
題
に
対
し
て
あ
る
程
度
関
心
を
持
た
せ
た
こ
と
は
、
日
中
関
係
の
現
状
に

不
満
を
持
つ
民
意
を
抑
え
る
こ
と
に
利
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
民
党
政
権
の
外

交
政
策
の
支
持
基
盤
の
強
化
に
も
繫
が
っ
た
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て

長
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
対
中
関
係
の
重
要
性
に
関
す
る
啓
蒙
や
宣
伝
は
、
国

内
で
日
中
関
係
正
常
化
の
実
現
に
と
っ
て
有
益
な
社
会
条
件
を
漸
進
的
に
積
み

上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
と
そ

の
影
響
は
、
あ
る
意
味
で
自
民
党
政
権
に
よ
っ
て
国
民
の
国
交
回
復
要
求
と
い

う
政
治
圧
力
を
緩
和
さ
せ
る
も
の
と
し
て
巧
み
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る61

）
。
こ

う
し
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
は
ア
メ
リ
カ
や
台
湾
に
傾
い
た
外
交
路

線
に
対
す
る
日
本
社
会
の
不
満
を
解
消
す
る
た
め
に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
す

ほ
か
、
自
民
党
政
権
と
国
民
と
の
間
で
特
定
の
対
外
政
策
を
め
ぐ
る
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
と
い
う
、
政
府
の
政
策
的
空
間
と
支
持
基
盤
を
広
げ
る
効
用
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

第
三
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
は
、
時
に
は
自
民
党
政
権
の
ア
メ
リ

カ
と
台
湾
を
牽
制
す
る
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
池

田
勇
人
が
首
相
に
な
る
前
後
、
日
本
が
六
億
も
の
人
口
を
持
つ
中
国
と
国
交
関

係
に
な
い
こ
と
は
正
常
と
は
言
え
ず
、
し
か
も
中
国
大
陸
が
国
連
に
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
す
で
に
時
間
の
問
題
の
み
で
あ
る
と
認
識
し62

）
、
組
閣
後
ま
も
な
く
、

台
湾
の
独
立
性
を
維
持
し
な
が
ら
大
陸
を
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
と
い
う
政

策
を
図
っ
た63

）
。
こ
の
政
策
構
想
に
対
し
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
と
中
国
側
に
で
き

た
Ｌ
Ｔ
貿
易
体
制
や
日
中
間
の
記
者
互
換
な
ど
は
、
次
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
た
。
つ
ま
り
、
池
田
内
閣
に
よ
っ
て
日
本
の
対
中
交
流
を
阻
止
す
る
ア
メ
リ

カ
に
対
抗
す
る
道
具
と
し
て64

）
、
自
ら
が
中
国
の
正
統
な
政
権
で
あ
る
と
の
立
場

を
堅
持
す
る
台
湾
当
局
に
、
現
実
的
で
は
な
い
時
局
観
の
放
棄
を
迫
る
こ
と
に

使
わ
れ
た
の
で
あ
る65

）
。

五

松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
の
思
想
的
基
礎

結
語
に
代
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
は
特
別
な
政
治
環
境
の
下
に

展
開
し
た
が
、
複
雑
な
外
部
条
件
に
基
づ
く
対
中
交
流
は
、
常
に
ジ
レ
ン
マ
に

直
面
し
た
。
主
に
与
党
国
会
議
員
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
自
民
党
政
権
の

政
策
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
は
、
中
国
側
に
よ
っ
て
日
本
の

政
府
と
反
中
勢
力
の
弁
護
者
と
批
評
さ
れ
る
一
方
で
、
政
府
の
方
針
の
限
度
内

で
政
策
的
空
間
を
広
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
国
内
の
一
部
か
ら
は
「
容
共
主
義

者
」
や
「
売
国
奴
」
と
攻
撃
さ
れ66

）
、
ま
た
国
際
的
に
も
「
排
他
的
ア
ジ
ア
主
義

者
」
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る67

）
。
し
か
し
、
松
村
グ
ル
ー
プ

は
、
様
々
な
交
渉
、
特
に
政
治
会
談
で
自
ら
の
政
治
生
命
を
犠
牲
に
す
る
リ
ス

ク
を
伴
い
、
さ
ら
に
中
国
側
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
妥
協
と
言
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
も
、
自
ら
の
原
則
を
譲
ら
ぬ
立
場
を
見
せ
た
。
た
と
え
ば
、
古

井
は
、
日
中
間
で
協
議
さ
れ
た
結
果
は
常
に
中
国
側
の
政
治
原
則
に
従
う
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
を
行
っ
た
が68

）
、
松
村
も
ま
た
自
ら
の
思
想
行
為
に
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レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
る
こ
と
に
反
発
し
、
自
分
が
「
親
中
派
」
で
は
な
い
こ
と

を
明
言
し
て
い
る69

）
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
言
動
に
見
ら

れ
る
矛
盾
し
た
事
象
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
活
動
を
支
え
た
思
想
面
の
動

機
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

確
か
に
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
の
発
展
の
必
要
性
か
ら
、
積
極
的
に
対

中
関
係
問
題
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
国
観
に
は
、
松
村
グ
ル

ー
プ
の
多
く
が
戦
前
あ
る
い
は
戦
中
、
大
陸
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
経
験

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
が
、
前
述
の
松
村
の
よ
う
に
、
中
華
人
民
共
和

国
成
立
後
の
社
会
的
変
動
に
感
銘
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
構
想
さ
れ

た
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
松
村
ら
が
指
摘
し
た
「
わ
れ
わ
れ
は
自
由

国
家
群
の
一
員
で
あ
る
と
同
時
に
感
情
や
生
活
に
共
通
性
を
も
つ
ア
ジ
ア
民
族

の
一
員
で
あ
り
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
繁
栄
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
わ
が
国
の
宿
命
で
も
あ
る70

）
」
や
、「
中
国
と
の
関
係
は
、
貿
易
が
目
的

で
、
す
べ
て
の
焦
点
を
そ
れ
に
合
わ
せ
る
つ
も
り
は
な
い
。（
中
略
）
だ
か
ら

中
国
と
常
に
『
君
子
の
争
い
』
を
す
る
。
中
国
も
負
け
な
い
だ
ろ
う
が
、
日
本

も
負
け
な
い
。
共
に
励
ま
し
合
い
つ
つ
、
ア
ジ
ア
の
中
心
に
ど
っ
か
り
と
位
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
日
本
の
運
命
だ
」
と
い
う
一
般
論
の
ほ
か71

）
、

中
国
の
共
産
主
義
理
念
は
ソ
連
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
違
い
、
あ
く
ま
で
一
種
の

高
揚
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
精
神
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
見
方
に
も
示
さ
れ
て
い

る72
）

。
松
村
グ
ル
ー
プ
の
中
国
社
会
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
読
み
は
、
も
ち
ろ
ん

冷
戦
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
回
避
し
て
自
ら
の
対
中
交
流
活
動
を
正
当
化

し
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
が
、
同
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
の
流
れ
か
ら
、

そ
れ
が
確
か
に
基
本
的
な
対
中
観
と
情
勢
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
あ
る
意
味
で
、
以
上
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
賛
美
し
た

と
こ
ろ
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
対
中
活
動
を
維
持
さ
せ
た
精
神
的
原
点
、
ま
た

は
中
国
側
と
の
付
き
合
い
を
前
向
き
な
姿
勢
で
推
進
し
た
思
想
的
接
点
が
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
活
動
の
出
発
点
と

政
策
観
を
根
本
的
に
決
定
づ
け
た
の
は
、
決
し
て
そ
の
ア
ジ
ア
主
義
的
な
発
想

や
観
念
で
は
な
く
、
現
実
的
な
政
治
と
国
益
か
ら
の
要
請
で
あ
っ
た
。

松
村
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
自
ら
の
政
治
家
生
涯
が
下
り
坂

に
あ
る
時
点
で
日
中
交
流
に
か
か
わ
り
始
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
対
中
活
動
は

彼
ら
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
活
動
と
は
違
う
意
味
で
、
そ
の
政
治
的
抱

負
と
社
会
貢
献
を
実
現
さ
せ
る
重
要
な
場
で
あ
り
、
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
い
う

意
義
を
も
っ
た
。
松
村
は
、
一
九
五
九
年
一
月
に
自
民
党
総
裁
選
で
落
選
し
た

直
後
、
政
治
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
対
中
交
流
事
業
に
注
ぐ
と
決
心
し
た
の
で

あ
る
が
、
一
方
で
、
自
ら
の
対
中
活
動
は
依
然
と
し
て
保
守
政
界
の
改
造
を
進

め
る
こ
と
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
つ
ま
り
、
日
中
交
流
の
実
績
を
積
み
上
げ

る
こ
と
を
通
し
て
、
政
策
面
に
お
い
て
自
民
党
執
行
部
お
よ
び
主
流
派
と
競
争

す
る
に
足
る
新
し
い
勢
力
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る73

）
。
松
村
に
次
い

で
同
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
と
な
っ
た
藤
山
も
ま
た
、
自
民
党
総
裁
選
で
二
度
も
佐

藤
栄
作
に
敗
れ
、
政
府
首
脳
ポ
ス
ト
争
い
を
放
棄
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
身
を

置
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
末
、
藤
山
が
こ
の
選
択
を
し
た
背
後
に
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は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
、
日
中
関
係
正
常
化
が
日
本
社
会
に
と
っ
て
必
ず

や
最
重
要
国
政
問
題
に
な
る
と
い
う
情
勢
判
断
が
あ
っ
た
の
で
あ
る74

）
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
、
対
中
活
動
に
転
向
す
る
諸
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
そ
れ
を
通
し
て
中

央
政
界
の
発
言
権
を
増
強
さ
せ
た
い
と
い
う
策
略
が
動
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
対
中
関
係
問
題
に
お
い
て
松
村
グ
ル
ー
プ
は
自
民
党
政
権
と

し
ば
し
ば
違
っ
た
認
識
と
姿
勢
を
見
せ
た
が
、
そ
の
政
策
論
争
は
あ
く
ま
で
党

内
に
お
け
る
政
策
集
団
と
し
て
自
ら
の
政
治
的
主
導
権
や
存
在
感
を
高
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
中
国
大
陸
が
経
済
と
安
全
保
障
に
お
い
て
日
本
に
対
し
て
絶
大

な
意
義
と
重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
確
信
し
た
松
村
グ
ル
ー
プ
も
、
対
中
交
流
活

動
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
利
用
し
て
対
米
一
辺
倒
で
あ
っ
た
自
民
党
政
権
の
対

外
政
策
に
時
に
牽
制
を
試
み
、
穏
健
に
外
交
局
面
を
処
理
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
、
松
村
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
対
中
交
流
と
自
民
党
政
権
に
よ
る
対
米
協

調
と
は
、
互
い
に
牽
制
し
あ
っ
て
日
本
の
外
交
を
展
開
さ
せ
る
に
あ
た
り
適
所

を
得
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
見
す
る
と
、
対
外
認
識
が
か
な
り
中
国
寄
り
に
思

わ
れ
る
保
守
政
治
家
を
主
体
と
し
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
に

追
随
し
て
「
二
つ
の
中
国
」
を
つ
く
る
活
動
に
参
加
し
な
い
立
場
を
堅
持
す
る

一
方75

）
、
他
方
で
日
米
の
提
携
を
日
本
国
家
の
基
本
的
戦
略
と
す
る
と
い
う
よ
う

な
重
大
な
問
題
に
及
ぶ
と
、
終
始
一
貫
し
て
日
米
安
保
条
約
を
肯
定
す
る
立
場

に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
松
村
グ
ル
ー
プ
は
、
中
米
が
対
立
し
て
は
日

本
の
安
全
保
障
が
確
保
さ
れ
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、
中
米
関
係
問
題
に
至
っ

て
は
、
中
米
間
に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
「
調
停
者
」
と
位
置
づ
け76

）
、
そ
れ
に

よ
っ
て
対
中
関
係
改
善
と
い
う
外
交
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
。
換
言
す
れ

ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
主
義
的
な
思
想
や
観
念
よ
り
、
ま

さ
に
政
治
過
程
の
中
で
日
米
関
係
と
日
中
関
係
を
並
行
し
て
進
め
つ
つ
、
前
者

を
対
外
政
策
の
基
盤
に
し
た
上
で
、
国
益
の
増
大
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
意
図

と
活
動
が
、
松
村
グ
ル
ー
プ
の
対
中
交
流
の
政
治
的
地
平
を
な
す
と
と
も
に
、

そ
の
対
中
政
策
観
の
射
程
を
も
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

注１
）

た
と
え
ば
、
古
川
万
太
郎
『
日
中
戦
後
関
係
史
』（
原
書
房
、
一
九
八
八

年
）、
添
谷
芳
秀
『
日
本
外
交
と
中
国

一
九
四
五－

一
九
七
二
』（
慶
応
通
信
、

一
九
九
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
）

添
谷
芳
秀
『
日
本
外
交
と
中
国

一
九
四
五－

一
九
七
二
』
一
八
七
頁
。

３
）

遠
藤
和
子
『
松
村
謙
三
』、
Ｋ
Ｎ
Ｂ
興
産
出
版
部
、
一
九
七
五
年
、
五
六

頁
。

４
）

木
村
時
夫
編
著
「
松
村
謙
三

明
治
三
十
七
・
八
年
中
国
旅
行
記
（
上
）」

『
早
稲
田
人
文
自
然
科
学
研
究
』
第
三
五
号
（
一
九
八
九
年
三
月
）。

５
）

木
村
時
夫
編
著
『
松
村
謙
三

伝
記
編
（
上
巻
）』
櫻
田
会
、
一
九
九
九

年
、
四
三
四－

四
三
七
頁
。

６
）

増
田
弘
編
『
小
日
本
主
義

石
橋
湛
山
外
交
論
集
』
草
思
社
、
一
九
八
四

年
、
七
八
｜
八
〇
頁
。

７
）

松
村
謙
三
『
三
代
回
顧
録
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
六
四
年
、
一
二
五
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頁
。

８
）

松
村
謙
三
、
前
掲
書
、
一
二
五
頁
。

９
）

木
村
時
夫
編
著
『
松
村
謙
三

伝
記
編
（
下
巻
）』
櫻
田
会
、
一
九
九
九

年
、
一
二
頁
。

10
）

松
村
謙
三
、
前
掲
書
、
一
二
八
｜
一
二
九
頁
。

11
）

木
村
時
夫
編
著
『
松
村
謙
三

伝
記
編
（
下
巻
）』
一
五
五
｜
一
六
三
頁
。

12
）

木
村
時
夫
、
前
掲
書
、
二
七
六
｜
二
七
九
頁
。

13
）

石
橋
湛
山
・
伊
藤
隆
編
『
石
橋
湛
山
日
記

下
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇

一
年
、
八
四
一
頁
。

14
）
「〞
静
観
〝
変
ら
ず
」『
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）』
一
九
五
八
年
六
月
二
十
日
。

「〞
中
共
静
観
〝
は
適
切
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
八
年
七
月
十
四
日
。

15
）
「
わ
が
国
の
対
中
国
政
策
（
長
期
基
本
政
策
）」（
一
九
五
九
年
七
月
十
四

日
）『
日
本
・
中
共
関
係
雑
集

第
三
巻
』、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。

16
）

政
策
研
究
大
学
院
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
・
オ
ー
ラ
ル
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

『
田
川
誠
一

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
上
巻
）』
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
二

〇
〇
一
年
、
一
二
二
頁
。

17
）

松
村
正
直
他
編
『
花
好
月
圓

松
村
謙
三
遺
文
抄
』
青
林
書
院
新
社
、

一
九
七
七
年
、
二
一
二
頁
。

18
）

松
村
謙
三
「
日
中
関
係
を
ど
う
打
開
す
る
か
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

二
巻
第
一
号
（
一
九
六
〇
年
一
月
）。

19
）

田
川
誠
一
『
松
村
謙
三
と
中
国
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
、
四
八
頁
。

20
）

田
川
誠
一
、
前
掲
書
、
七
六
｜
八
〇
頁
。

21
）

古
川
万
太
郎
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
原
書
房
、
一
九
八
一
年
、
一
七
四
｜

一
七
五
頁
。

22
）
「
松
村
氏
、
岸
首
相
に
報
告
」『
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）』
一
九
五
九
年
十
二

月
十
五
日
。

23
）

岡
崎
嘉
平
太
『
財
界
人
の
昭
和
史

２

終
り
な
き
日
中
の
旅
』
原
書
房
、

一
九
八
四
年
、
一
八
五
頁
。

24
）

高
碕
達
之
助
集
刊
行
委
員
会
編
纂
『
高
碕
達
之
助
集

下
』（
非
売
品
）

東
洋
製
罐
株
式
会
社
、
一
九
六
五
年
、
三
三
四
頁
。

25
）

田
桓
主
編
『
戦
後
中
日
関
係
文
献
集
一
九
四
五
｜
一
九
七
〇
』
北
京
‥
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
四
六
五
｜
四
六
六
頁
。

26
）
「〞
訪
中
は
結
構
〝
川
島
幹
事
長
談
」『
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）』
一
九
五
九
年

八
月
二
十
七
日
。

27
）

田
桓
主
編
『
戦
後
中
日
関
係
文
献
集
一
九
四
五
｜
一
九
七
〇
』
四
六
五
｜

四
六
六
頁
。

28
）

鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
現
代
日
本
の
外
交
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九

七
〇
年
、
二
九
九
｜
三
〇
〇
頁
。

29
）

田
桓
主
編
、
前
掲
書
、
七
四
六
頁
。

30
）
「
廖
承
志

事
処
和
高
碕
達
之
助

事
処
関
於
中
日
双
方
交
換
新
聞
記
者

的
会
談
紀
要
」『
人
民
日
報
』
一
九
六
四
年
四
月
二
十
日
。

31
）
「
日
本
と
中
共
、
月
内
に
記
者
交
換
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
九
月
二

十
六
日
。

32
）
「
日
中
記
者
交
換
と
貿
易
連
絡
員
の
駐
在
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
四

月
二
十
一
日
。

33
）

田
川
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録

田
川
日
記

一
四
年
の
証
言
』
毎
日
新

聞
社
、
一
九
七
三
年
、
三
六
六
｜
三
六
七
頁
。
古
井
喜
実
『
日
中
十
八
年

一

政
治
家
の
軌
跡
と
展
望
』
牧
野
出
版
、
一
九
七
八
年
、
一
二
八
頁
。
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34
）
「
積
重
ね
方
式
改
め
よ
、
村
松
氏
が
見
解
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
六

月
五
日
。

35
）

木
村
時
夫
他
編
『
松
村
謙
三

資
料
編
』
櫻
田
会
、
一
九
九
九
年
、
一
八

三
｜
四
六
八
頁
。

36
）
「
日
中
議
連
が
活
動
計
画
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
五
月
二
十
八
日
。

37
）
「
外
交
調
査
会
を
拡
充
自
民
松
村
・
藤
山
氏
ら
顧
問
に
」『
朝
日
新
聞
』
一

九
六
五
年
二
月
二
日
。

38
）

松
村
謙
三
「
私
の
意
見
」『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
六
六
年
六
月
六
日
。

39
）
「
積
重
ね
方
式
改
め
よ
、
村
松
氏
が
見
解
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
六

月
五
日
。

40
）
「
米
に
同
調
、
軌
道
修
正
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
七
月
二
十
二
日
。

41
）
「
日
中
国
交
回
復
の
決
議
案
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
七
月
二
十
一
日
。

42
）
「
共
同
提
案
に
踏
切
る
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
九
月
二
十
二
日
。

43
）
「
議
連
代
表
団
、
中
国
と
共
同
声
明
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
十
月
三

日
。

44
）
「
藤
山
氏
、
首
相
に
退
陣
を
要
求
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
一
年
十
一
月
二

十
八
日
。

45
）

松
村
謙
三
「
日
中
関
係
を
ど
う
打
開
す
る
か
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

二
巻
第
一
号
（
一
九
六
〇
年
一
月
）。

46
）
「
周
恩
来
総
理
重
申
中
日
両
国
関
係
的
原
則
」『
人
民
日
報
』
一
九
六
二
年

九
月
二
日
。

47
）

木
村
時
夫
編
著
『
松
村
謙
三

伝
記
編
（
下
巻
）』
櫻
田
会
、
一
九
九
九

年
、
四
二
八
｜
四
二
九
頁
。

48
）
「
外
務
省
の
日
中
貿
易
に
関
す
る
見
解
」『
高
碕
・
廖
覚
書
交
換
』
外
務
省

外
交
史
料
館
所
蔵
。

49
）
「
覚
書
貿
易
政
治
会
談
が
妥
結
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
〇
年
四
月
十
七
日
。

50
）

田
川
誠
一
『
日
中
交
渉
秘
録

田
川
日
記
｜
一
四
年
の
証
言
』
四
八
頁
。

51
）
「
古
井
氏
の
努
力
評
価
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
〇
年
四
月
二
十
日
。

52
）
「
外
務
省
の
日
中
貿
易
に
関
す
る
見
解
」『
高
碕
・
廖
覚
書
交
換
』
外
務
省

外
交
史
料
館
所
蔵
。

53
）

日
中
国
交
回
復
促
進
議
員
連
盟
編
『
日
中
国
交
回
復

関
係
資
料
集
』
日

中
国
交
資
料
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
二
一
二
頁
。

54
）

古
井
喜
実
「
日
中
隔
て
る
二
つ
の
山
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
九
年
四
月

九
日
。「
藤
山
氏
に
役
職
停
止
処
分
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
月
三
十
一

日
。

55
）

松
村
謙
三
「
私
の
意
見
」『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
六
六
年
六
月
六
日
。

56
）

古
井
喜
実
「
避
け
ら
れ
ぬ
政
経
不
可
分
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
八
年
三

月
八
日
。

57
）
「
石
橋
氏
、
日
中
打
開
を
強
調
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
九
年
九
月
二
十
七

日
。

58
）

松
村
謙
三
「
日
中
関
係
を
ど
う
打
開
す
る
か
」『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

二
巻
第
一
号
（
一
九
六
〇
年
一
月
）。

59
）

松
村
謙
三
「
私
の
意
見
」『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
六
六
年
六
月
六
日
。

60
）

細
谷
千
博
・
綿
貫
譲
治
編
『
対
外
政
策
決
定
過
程
の
日
米
比
較
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
、
五
頁
。

61
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
世
論
調
査
所
編
『
図
説

戦
後
世
論
史
』
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
七
五
年
、
一
八
三
頁
。

62
）

五
百
旗
頭
真
編
『
戦
後
日
本
外
交
史
』
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
、
一
二
八
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頁
。

63
）

外
務
省
ア
ジ
ア
局
「
対
中
共
方
針
（
方
案
）」（
一
九
六
一
年
三
月
三
日
）、

『
日
本
・
中
共
関
係
雑
集

第
四
巻
』
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。

64
）

遠
藤
和
子
『
松
村
謙
三
』
二
三
九
頁
。

65
）

外
務
省
ア
ジ
ア
局
「
池
田
、
ケ
ネ
デ
イ
会
談
要
領
（
案
）」（
一
九
六
一
年

四
月
六
日
）、『
池
田
総
理
米
加
訪
問
関
係
一
件
』
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
。

66
）

遠
藤
和
子
『
松
村
謙
三
』
二
四
〇
頁
。

67
）

松
村
正
直
他
編
『
花
好
月
圓

松
村
謙
三
遺
文
抄
』
三
三
四
頁
。

68
）

古
井
喜
実
「
避
け
ら
れ
ぬ
政
経
不
可
分
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
八
年
三

月
八
日
。

69
）

松
村
謙
三
「
中
国
問
題
と
日
本
外
交
」『
世
界
』
第
二
二
三
号
（
一
九
六

四
年
七
月
）。

70
）
「
松
村
氏
、〞
公
選
〝
へ
の
所
信
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
九
年
一
月
二
十

三
日
。

71
）

竹
山
祐
太
郎
『
自
立
』
竹
山
祐
太
郎
自
伝
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
、
三
四

一
頁
。

72
）

松
村
謙
三
「
中
国
帰
国
報
告
」
木
村
時
夫
他
編
『
松
村
謙
三

資
料
編
』

一
八
三
｜
一
八
九
頁
。

73
）

古
川
万
太
郎
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
二
五
〇
頁
。

74
）
「
古
井
氏
、
中
国
首
脳
と
会
っ
て
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
九
年
一
月
十
六

日
。

75
）

岡
崎
嘉
平
太
『
中
国
問
題
へ
の
道
』
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
、
二
九
一
｜

二
九
二
頁
。

76
）

松
村
謙
三
「
米
・
中
の
調
停
者
た
れ
」
木
村
時
夫
他
編
『
松
村
謙
三

資

料
編
』
一
八
三
｜
一
八
九
頁
。

付
記本

稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
上
海
交
通
大
学
外
国
語
学
院
の
鍋
倉
紀
子
先
生
に
日

本
語
表
現
に
つ
い
て
校
正
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。
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解

題

近
年
の
日
本
国
内
で
の
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
（
一
八
八
四
｜
一
九
五

五
）
研
究
の
進
展
や
武
士
道
ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
ヘ
リ
ゲ
ル
の
足
跡
を
見

直
す
動
き
が
み
ら
れ
る１

）
。
ヘ
リ
ゲ
ル
の
著
作
権
が
二
〇
〇
五
年
末
に
消
滅

し
た
こ
と
を
受
け
て
、『
弓
と
禅２

）
』（
一
九
四
八
）
を
『
無
我
と
無
私３

）
』（
二

〇
〇
六
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
新
た
に
翻
訳
し
直
し
た
本
が
出
版
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
末
の
時
点
で
二
六
〇
万
部
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
『
国
家
の
品

格４
）

』（
二
〇
〇
五
）
を
書
い
た
藤
原
正
彦
（
一
九
四
三
｜
）
が
監
修
し
、
夫

人
の
藤
原
美
子
が
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
稲
富
栄
次
郎

（
一
八
九
七
｜
一
九
七
五
）
ら
に
よ
る
旧
訳５

）
と
較
べ
て
現
代
人
に
は
読
み
や

す
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
新
訳
は
日
本
の
読
書
界

に
一
定
の
浸
透
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
旧
訳
を
下

敷
き
に
し
た
う
え
で
の
英
語
版
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
ゆ
え
に
、
旧
訳
で
の

誤
訳６

）
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
点
や
、「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
事
実
関
係

を
誤
認
し
て
い
る
点７

）
が
あ
り
、
学
術
的
な
意
義
は
疑
問
視
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
と
は
い
え
、「『
品
格
の
あ
る
日
本
人
』
に
出
会
え
る
感
動
の
書
！
」

（
同
書
帯
）
と
い
う
触
れ
込
み
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
品
格
ブ
ー
ム
」

「
武
士
道
ブ
ー
ム
」
に
安
直
に
反
応
す
る
人
口
が
日
本
国
内
に
増
え
て
い

て
、
そ
う
し
た
ブ
ー
ム
に
影
響
さ
れ
た
読
者
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

こ
と
ヘ
リ
ゲ
ル
に
か
ん
し
て
い
う
な
ら
ば
、
日
本
文
化
の
理
解
者
、
西

洋
へ
の
禅
の
紹
介
者
と
し
て
の
彼
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
彼
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
な
か
の
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
部
分
を
隠
蔽
し
て
成
立
し
て

き
た
も
の
だ
っ
た
。『
日
本
研
究
』
第
24
集
に
採
録
さ
れ
た
論
文
で
、
解

題
者
は
ヘ
リ
ゲ
ル
が
一
九
四
五
年
以
前
に
執
筆
し
た
論
文
の
う
ち
、
未
翻

訳
で
あ
り
か
つ
そ
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
を
指
摘８

）
し
た
。
そ
れ
ら
未
翻
訳
論
文
の
う
ち
、「
国
家
社
会
主
義
と
哲

学
」（
一
九
三
五
）「
サ
ム
ラ
イ
の
エ
ト
ス
」（
一
九
四
四
）
の
全
訳
と
解
題

が
『
日
本
研
究
』
第
32
集
に
掲
載
さ
れ
た９

）
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、

残
る
未
翻
訳
論
文
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、「
日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お

研
究
資
料

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
著

「
日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お
け
る
伝
統
」
全
訳
と
解
題

翻
訳
・
秋
沢
美
枝
子
、
解
題
・
山
田
奨
治
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け
る
伝
統
」（
一
九
四
二
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
先
に
訳
出
し
た
二

論
文
と
と
も
に
、
ヘ
リ
ゲ
ル
が
戦
中
に
表
明
し
て
い
た
日
本
文
化
観
を
あ

き
ら
か
に
す
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お
け
る
伝
統
」
は
、
リ
ハ
ル
ト
・
フ
ェ

ル
ス
タ
ー（

R
ich
a
rd F

o
erster,

1879-1952）

編
に
よ
る
『
文
化
大
国
・

日
本
』（
一
九
四
二
年10

）
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真
）。
編
者
の
フ
ェ
ル

ス
タ
ー
は
海
軍
の
軍
人
だ
っ
た11

）
。
一
九
三
三
年
に
海
軍
司
令
官
に
な
り
、

軍
を
退
役
し
た
の
ち
、
一
九
三
七
｜
四
五
年
の
あ
い
だ
ベ
ル
リ
ン
独
日
協

会
の
会
長
を
務
め
た12

）
。
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
自
身
に
は
日
本
文
化
に
か
ん
す
る

本
を
編
集
す
る
だ
け
の
経
歴
は
な
い
。
じ
っ
さ
い
に
編
集
し
た
の
は
独
日

協
会
に
所
属
し
て
い
た
無
名
の
担
当
者
で
、
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
名
前
は

「
お
飾
り
」
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
駐
ド
イ
ツ
大
使
だ
っ
た
大
島
浩
（
一
八
八
六
｜
一
九
七
五
）

が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
と
執
筆
者
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

ワ
ル
タ
ー
・
ド
ー
ナ
ト13

）
「
日
本

そ
の
民
族
存
在
の
原
理14

）
」

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
「
日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お
け
る
伝
統
」

カ
ー
ル
・
ハ
ウ
ス
ホ
ー
フ
ァ
ー15

）
「
文
化
大
国
・
日
本

文
化
大
国
と
し

て
の
日
本
の
政
治
的
歩
み16

）
」

レ
オ
ポ
ル
ド
・
Ｇ
・
シ
ャ
イ
デ
ル17

）
「
日
本

国
と
民
族18

）
」

マ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ン
ダ
ー19

）
「
日
本
人20

）
」

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ン
ダ
ー
ト21

）
「
日
本
文
学
作
品
の
頂
点22

）
」

オ
ッ
ト
ー
・
キ
ュ
ン
メ
ル23

）
「
日
本
の
芸
術24

）
」

守
屋
謙
二25

）
「
日
本
の
生
活
様
式
の
な
か
の
美
術
工
芸26

）
」

ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン27

）
「
日
本
の
音
楽28

）
」

ゼ
ン
イ
チ
・
ヤ
マ
ニ
シ29

）
「
日
本
の
演
劇
」

邦
正
美30

）
「
日
本
の
舞
踊31

）
」

ヨ
ハ
ネ
ス
・
バ
ル
ト32

）
「
日
本
映
画
界
の
動
向33

）
」

村
田
豊
文34

）
「
日
本
の
青
少
年
教
育35

）
」

マ
ッ
ク
ス
・
ト
レ
ー
プ
ス
ト36

）
「
ド
イ
ツ
の
な
か
の
日
本37

）
」

『
文
化
大
国
・
日
本
』
は
、
日
本
文
化
の
総
合
的
な
紹
介
本
と
し
て
作

ら
れ
て
い
る
。
数
多
く
の
写
真
を
掲
載
し
、
グ
ラ
フ
誌
の
よ
う
な
構
成
に

な
っ
て
い
る
が
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
を
強
調
し
た
図
版
ば
か
り
が
選
択
さ
れ

写真 Herausgegeben von Richard Foerster.
Kulturmacht Japan.Die Pause,1942.
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て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
あ
っ
て
ヘ
リ
ゲ
ル
論
文
は
、

日
本
文
化
の
伝
統
性
・
精
神
性
、
花
見
の
美
学
、
輪
廻
、
天
皇
崇
拝
、
犠

牲
死
の
賛
美
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
本
書
の
出
版
時
に
ヘ
リ
ゲ
ル
は
エ

ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
副
学
長
の
職
に
あ
り
、
本
論
文
は
ナ
チ
政
権
下
の
大
学

で
同
盟
国
・
日
本
の
国
家
体
制
を
独
特
の
解
釈
を
交
え
て
讃
え
る
内
容
に

終
始
し
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
彼
の
信
念
で
あ
っ
た
は
ず
の
日

本
文
化＝

禅
仏
教
論
に
は
触
れ
ず
に
、
そ
の
か
わ
り
に
国
家
神
道
を
日
本

文
化
の
精
神
的
な
支
柱
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
、
体
制
迎
合
的
な
姿
勢
を

と
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
ヘ
リ
ゲ

ル
の
し
た
た
か
さ
が
垣
間
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

本
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
本
の
タ
イ
ト
ル
が
『
文
化
大
国
・
日
本
』

で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
今
日
で
は
「
文
化
大
国
」
の
用
語
は
、「
軍

事
大
国
」
あ
る
い
は
「
経
済
大
国
」
の
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
軍
事
大
国
・
日
本
」
が
終
わ
り
、「
失
わ
れ
た
十
年
」
を
経
て
「
経
済
大

国

日
本
」
も
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は
「
文
化
大
国
・
日
本
」
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
論
調
を
よ
く
耳
に
す
る
。
平
成
十
三
年
に

設
置
さ
れ
た
文
化
審
議
会
の
第
一
回
議
事
要
旨
を
み
て
も
、「
諸
外
国
に

日
本
に
対
し
敬
意
と
友
情
を
抱
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
文
化
大
国
と
し

て
の
評
価
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
伝
統
文
化
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
万
国
共
通
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
文

化
を
伸
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
伝
統
文
化
に
限
ら
ず
、
現
代
の
文

化
や
、
お
茶
・
お
花
等
の
生
活
文
化
も
含
め
て
日
本
文
化
に
対
す
る
海
外

の
興
味
・
関
心
は
高
く
、
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
も
い
い
と
思
う
。
日
本

は
文
化
大
国
た
る
可
能
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
文
化
を
今
後
一
層

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
い
っ
た
発
言
が
み
ら
れ
る38

）
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
「
文
化
大
国
」
論
は
、
一
九
四
二
年
の
本
書
に
お
い

て
す
で
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。

『
文
化
大
国
・
日
本
』
を
み
る
限
り
、「
軍
事
大
国
」
と
「
文
化
大
国
」

と
は
共
存
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
一
九
四
〇
年
代
に
日
本
を
「
文
化
大

国
」
と
評
価
す
る
動
き
が
ド
イ
ツ
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
本
書
か
ら
窺
え
る
。

日
本
に
と
っ
て
「
文
化
大
国
」
と
い
う
評
価
は
過
去
の
栄
光
で
も
あ
り
、

決
し
て
未
来
志
向
の
政
策
標
語
と
は
言
い
切
れ
な
い
。「
軍
事
」「
経
済
」

「
文
化
」
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
が
、「
大
国
」
と
い
う
接
尾
語
が
喚
起
す
る

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
意
識
を
も
っ
と
自
覚
す
べ
き
で
は
な
い
か

『
文
化
大

国
・
日
本
』
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
歴
史
的
な
書

物
で
あ
る
。

日
本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
お
け
る
伝
統

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル

日
本
民
族
は
、
非
常
に
古
い
、
何
千
年
を
通
し
て
そ
の
存
在
が
一
度
も

根
底
か
ら
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
伝
統
の
あ
る
こ
と
を
当
然
誇

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
中
国
文
化
の
摂
取
や
、
ま
た
わ
ず
か
二
、
三

世
代
に
も
満
た
な
い
以
前
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
及
び
技
術
、
そ
し
て

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
活
様
式
の
摂
取
の
よ
う
な
、
日
本

民
族
の
生
活
様
式
を
根
本
か
ら
覆
す
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
時
代
で
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さ
え
も
、
こ
の
伝
統
の
深
部
に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
日
本
民
族
は
、
そ
の
並
外
れ
て
し
っ
か
り
し
た
本
能
で
、
自
分
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
摂
取
の
可
能
性
が
限
界
に
達
し
た
と
感
付
く
た
び
に
、

つ
ま
り
、
も
し
そ
の
限
界
を
超
え
る
と
、
外
国
の
新
し
い
も
の
が
一
つ
で

も
増
え
る
に
つ
れ
て
、
自
分
た
ち
固
有
の
も
の
を
失
う
と
い
う
代
価
を
支

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
感
付
く
た
び
に
、
気
力
を
奮
い
起
こ

し
て
、
そ
の
限
界
を
超
え
て
踏
み
出
し
た
最
後
の
一
歩
を
ひ
っ
こ
め
、
い

っ
そ
う
注
意
深
く
我
に
立
ち
帰
り
、
精
神
集
中
の
た
め
に
一
時
休
ん
だ
あ

と
で
、
自
分
の
道
を
見
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。
世
界
中
で
日
本
民
族
ほ
ど
、

疑
い
も
な
く
自
分
た
ち
の
伝
統
に
結
び
付
い
て
い
る
民
族
は
い
な
い
が
、

ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
こ
そ
、
日
本
民
族
の
強
さ
の
秘
密
と
、
自
分
た
ち
の
永

遠
な
る
使
命
へ
の
ゆ
る
が
ざ
る
信
念
の
秘
密
と
が
あ
る
の
だ
。

こ
こ
で
、
私
は
、
こ
の
「
と
こ
し
え
に
続
い
て
い
る
」
伝
統
に
つ
い
て

論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
。
こ
の
「
伝
統
」
の
か
た
わ
ら
に
、
歴
史
的
な
発

展
の
途
上
で
形
づ
く
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
特
別
な
「
伝
統
」
が
あ
る
の
は

自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
自
身
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
か
ら
の
み
理
解
が
出
来
、
か
て
て
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
て

変
化
し
た
意
味
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
二
、
三
の
例
を
あ
げ
る
と
、

手
工
業
、
芸
術
ま
た
宗
教
生
活
の
分
野
な
ど
に
み
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特

別
な
伝
統
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
究
明
す
る
の
は
魅
力
の
あ

る
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
別
な
特
殊
な
研
究
を
通
し
て
の
み
そ
れ
が

可
能
と
な
る
の
だ
。
そ
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
特
別
な
伝
統
か
ら
、
伝

統
の
日
本
的
な
概
念
を
著
し
く
豊
か
に
す
る
よ
う
な
、
そ
の
典
型
的
な
さ

ま
ざ
ま
な
特
徴
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
来
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
日

本
民
族
の
生
活
そ
し
て
日
本
文
化
の
す
み
ず
み
ま
で
光
を
当
て
る
こ
と
も

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
結
局
我
々
は
、
仏
教
に
起
源
を
も
つ
が
、

宗
教
生
活
以
外
に
も
行
わ
れ
て
、
そ
の
矛
盾
し
た
表
現
形
態
の
ゆ
え
に
局

外
者
に
は
全
く
近
寄
り
が
た
い
が
、
内
部
の
人
に
は
「
偉
大
な
芸
術
」
の

究

極

を

さ

と

ら

せ

る

よ

う

な
、
例

の
「
秘

伝
」（

“
g
e
h
e
im
e
”

T
ra
d
itio

n
en
）

の
諸
伝
統
を
も
詳
し
く
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
我
々
が
取
り
組
む
の
は
当
然
不

可
能
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
簡
単
に
輪
郭
を
描
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
だ
け

で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
も
た
ら
さ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
あ
る
程
度
読
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
非
常
に
詳
し
い
説
明
が

必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
ず
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
日

本
民
族
の
生
活
と
文
化
に
は
、
や
や
も
す
る
と
対
立
概
念
に
硬
直
化
し
か

ね
な
い
よ
う
な
教
条
主
義
的
な
規
定
を
本
能
的
に
避
け
る
よ
う
な
姿
勢
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
姿
勢
は

東
ア
ジ
ア
全
般
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
単
に
日
本
に
の
み
見

出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
を
見
る
と
、
そ
の
姿
勢
が
特

に
目
立
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学

問
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
概
念
の
き
び
し
い
識
別
の
必
要
性
を
も

徹
底
的
に
受
け
取
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
唯
一
の
国
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
人（

d
ie Ja

p
a
n
er ）

〔
訳
注
１
〕

は
、
そ
の
存
在
の
理
解
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（
S
ein
sv
ersta

n
d
n
is ）

に
お
い
て
根
本
の
と
こ
ろ
で
外
部
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
自
然
と
文
化
、
あ
る
い
は
自
然
と
人
間
の

精
神
と
を
は
っ
き
り
区
別
は
す
る
が
、
こ
の
便
利
な
概
念
的
区
別
が
現
実

の
区
分
に
つ
な
が
る
と
は
信
じ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
彼
ら
に
と
っ
て

文
化
と
は
自
然
と
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
つ
ま
り
自
然
全
体
よ
り
優
れ

て
い
る
人
間
の
精
神
の
王
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
自
然
の

切
れ
目
の
な
い
継
続
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
の
す

べ
て
の
文
化
的
な
行
い
は
、
結
局
、
自
然
が
糸
を
垂
れ
た
と
こ
ろ
で
そ
の

糸
を
拾
い
上
げ
、
自
然
を
た
だ
人
間
自
身
の
中
で
完
結
さ
せ
る
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ
て
人
間
の
精
神
と
い
う
も
の
は
、
い

わ
ば
た
だ
自
然
の
手
を
と
っ
て
、
し
か
も
自
然
を
、
精
神
が
自
然
そ
の
も

の
を
感
知
し
て
そ
れ
を
完
成
さ
せ
る
時
だ
け
、
正
し
く
導
く
と
言
え
る
の

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
、
日
本
人（

d
er Ja

p
a
n
er ）

〔
訳
注
２
〕

が
、
日
常
の
所

作
と
い
え
ど
も
精
神
的
な
も
の
を
強
調
す
る
と
い
う
、
日
本
人
に
際
立
っ

て
い
る
願
望
が
正
し
く
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
が
そ
う
す
る
の

は
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
物
足
り
な
い
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
所
作
に

本
質
と
し
て
潜
在
し
て
い
る
も
の
が
そ
こ
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
明
ら
か
に

さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
う
作
業
に
か
く
れ
て
い
る
も
の

は
、
特
に
活
発
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
ご
こ
ろ
の
造
形
衝
動
で
は
な
く
、

遠
慮
が
ち
な
補
助
だ
け
で
満
足
す
る
よ
う
な
う
や
う
や
し
い
観
照
の
姿
勢

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
文
化
生
活
と
精
神
生
活
の
崇
高
な
現
象
で

す
ら
も
、
種
々
の
段
階
で
そ
の
母
な
る
大
地
と
結
び
付
け
ら
れ
る
の
で
、

ど
こ
に
も
内
部
分
裂
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

さ
く
ら
の
花
の
美
し
さ
を
心
か
ら
賞
で
て
毎
年
行
わ
れ
る
花
見
の
宴
ほ

ど
、
こ
の
こ
と
が
美
し
く
ま
た
明
白
に
表
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
ま
る
で
さ
く
ら
の
花
を
咲
か
せ
る
力
が
人
間
の
精
神
に
乗
り
移
っ

た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
花
見
の
宴
は
、
全
く
各
自
が
自
由
で
、
少
し

も
強
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
讃
嘆
の
気
持
ち
を
共

同
で
味
わ
う
と
い
う
浮
き
浮
き
し
た
楽
し
み
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
振

る
舞
い
に
、
う
ら
や
む
べ
き
子
供
ら
し
さ
と
幸
せ
な
素
朴
さ
以
外
の
な
に

も
の
を
も
見
な
い
人
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
結
局
た
だ
単
に
自
然
に
向
か

っ
て
喜
ん
で
花
見
の
宴
を
「
催
す
」
人
間
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
思
い
誤
る

人
は
、
こ
の
喜
び
が
、
自
然
そ
の
も
の
の
祝
典
を
精
神
的
に
反
映
す
る
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
決
定
的
な
こ
と
を
見
過

ご
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
花
見
の
宴
を
た
び
た
び
そ
し
て
開
か
れ

た
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
経
験
す
る
こ
と
の
出
来
た
人
は
、
日
本
人
が
そ
の
宴

を
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
の
関
連
で
、
そ
の
伝
統
の
更
な
る
特
徴
が
指

摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
花
見
の
宴
が
さ
く
ら
の
花
の
美
し
さ

を
観
賞
す
る
に
尽
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
く
ら
の
花
が
爛
漫
と
咲

き
誇
っ
て
い
る
枝
に
手
を
か
け
て
折
り
取
る
者
な
ど
は
い
な
い
。
自
分
の

部
屋
を
木
の
花
や
草
花
で
飾
り
た
い
と
思
う
人
は
、
そ
れ
ら
を
て
い
ね
い

に
扱
う
花
屋
で
求
め
る
。
日
本
人
は
、
子
供
の
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
し
て
、
た
だ
花
を
賞
で
る
だ
け
で
気
持
ち
が
癒
さ
れ
る
こ
と
を
学
ん

で
い
る
。
日
本
人
は
、
す
で
に
実
行
さ
れ
た
確
実
な
行
動
が
あ
る
に
も
か
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か
わ
ら
ず
、
ま
た
緊
急
の
場
合
に
は
素
早
く
そ
し
て
容
赦
な
く
行
動
す
る

能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
観
想
的
気
質
を
捨
て
去
る
こ
と
な

く
、
観
想
と
行
動
を
こ
れ
以
上
な
く
う
ま
く
結
合
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
し
ば
し
ば
何
時
間
に
も
わ
た
る
精
神
の
集
中
と
沈
思
（
た
と

え
ば
茶
室
で
の
喫
茶
と
結
び
つ
い
た
）
の
後
に
き
わ
め
て
重
大
な
結
果
を
招

来
す
る
よ
う
な
決
定
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
無
理
な
く
説
明

で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
然
と
文
化
、
自
然
の
生
活
と
精
神
生
活
が
継
ぎ
目
の
な

い
統
一
を
形
作
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
人
が
そ
れ
以
外
に
も
通
常
の
規

定

区
別
を
す
る
こ
と
に
は
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
れ
程
世
間
で
さ
わ
が
れ

て
い
て
も
、
た
い
し
た
興
味
を
示
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、
実
生
活
で
は
そ

れ
を
ま
す
ま
す
顧
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
日
本
人
の
生
活
し
て
い
る
領
域
は
、
当
然
我
々
の
そ
れ
よ
り

も
は
る
か
に
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
代
わ
り
よ
り
豊
か
な
の
で
あ
る
。

日
本
人
は
生
が
こ
れ
以
上
な
く
満
た
さ
れ
た
、
ま
た
充
実
し
た
現
実
の
な

か
で
行
動
し
て
い
る
の
で
、
現
実
を
発
見
し
、
ま
た
現
実
に
関
与
す
る
た

め
に
ま
れ
に
訪
れ
る
霊
感
を
待
つ
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
の

日
常
の
生
活
が
生
の
現
実
を
彼
に
た
え
ず
は
っ
き
り
見
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
日
本
人
が
「
存
在
す
る
」
こ
と
は
、
た
だ
一
つ
の
輪
か

ら
輪
へ
と
将
来
に
連
な
っ
て
い
く
鎖
の
輪
の
ひ
と
つ
と
し
て
存
在
す
る
と

い
う
意
味
な
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
自
分
の
人
生
で
過
去
の
人
生
、
つ
ま

り
祖
先
の
そ
れ
を
生
き
、
引
き
続
き
ま
だ
未
知
で
あ
る
将
来
に
向
か
っ
て

そ
の
人
生
を
も
っ
て
い
く
。
だ
が
、
そ
の
際
日
本
人
は
、
祖
先
と
い
う
も

の
は
た
だ
影
の
よ
う
に
暗
い
過
去
か
ら
合
図
す
る
も
の
だ
と
は
思
わ
ず
、

自
分
を
そ
の
祖
先
よ
り
も
「
実
在
す
る
」
も
の
と
も
思
っ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
彼
は
そ
の
肉
体
的
実
在
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
実
際
は
た
だ
単
に

意
識
の
ひ
か
り
が
あ
て
ら
れ
た
ひ
と
つ
の
移
行
現
象
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
日
本
人
の
現
実
は
、
そ
の
肉
体
の
実
在
に
、
つ
ま
り
捉
え
ら

れ
、
ま
た
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
を
通
過
し
て

行
く
過
去
と
未
来
を
結
び
付
け
る
も
の
の
な
か
に
、
つ
ま
り
血
の
徳
と
精

神
の
も
ろ
も
ろ
の
力
の
中
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
。

祖
先
崇
拝
を
と
っ
て
も
、
も
し
そ
れ
を
た
だ
美
し
い
風
習
で
あ
る
と
か
、

敬
虔
な
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
か
、
象
徴
的
に
高
め
ら
れ
た
追
悼

で
あ
る
と
の
み
見
な
す
な
ら
ば
、
そ
れ
を
あ
ま
り
に
軽
く
理
解
し
て
き
わ

め
て
表
面
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
が

あ
ら
ゆ
る
面
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
啓
蒙
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祖
先
は

故
人
と
な
っ
て
消
え
た
も
の
で
な
く
、
生
き
て
現
存
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
祖
先
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
在
そ
の
家
族
生
活
を
担
う
人
た
ち
よ

り
も
よ
り
一
層
現
実
的
な
の
で
あ
る
。
現
在
の
人
た
ち
は
、
た
だ
す
で
に

し
か
れ
た
道
を
先
に
進
む
が
、
道
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
は
道

の
ほ
ん
の
一
部
を
な
す
だ
け
で
、
代
々
の
鎖
の
輪
に
輪
を
付
け
加
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
祖
先
の
現
実
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
、

祖
先
と
の
親
密
な
き
わ
め
て
「
人
間
的
な
」
交
わ
り
、
つ
ま
り
、
特
定
の

機
会
に
祖
先
に
家
族
に
関
す
る
す
べ
て
を
報
告
す
る
義
務
（
そ
う
し
な
け

れ
ば
祖
先
が
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
聞
き
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
こ

で
自
分
自
身
を
伝
え
る
こ
と
で
も
あ
る
生
き
生
き
し
た
繫
が
り
が
う
す
れ
な
い
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た
め
に
）、
結
局
、
こ
れ
ら
に
於
い
て
、
現
在
と
過
去
、
故
人
と
現
在
に

生
き
る
も
の
と
の
間
に
区
切
り
な
く
存
在
す
る
真
の
生
命
の
繋
が
り
が
維

持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
親
子
の
関
係
、
き
ょ
う
だ
い
同
士
の
関
係
、
ま
た
知
り
合

い
と
の
関
係
を
き
わ
め
て
真
剣
に
、
ま
た
良
心
的
に
保
と
う
と
す
る
義
務

感
を
抱
い
て
い
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
祖
先
に
対
す
る

責
任
は
、
そ
れ
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
祖
先

の
代
々
の
列
を
損
な
う
こ
と
な
く
続
け
る
こ
と
、
自
分
自
身
に
で
は
な
く

そ
の
代
々
の
列
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
、
日
本
人
の
心
を
占
め
る
最
大
の
心

配
事
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
自
分
は
列
の
た
だ
一
つ
の
輪
に
過
ぎ

な
い
ゆ
え
に
、「
自
分
で
あ
る
こ
と
」、
つ
ま
り
自
分
の
個
性
を
主
張
し
よ

う
と
す
る
誘
惑
に
か
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
、
な
に
よ
り
も
「
全
体
」

が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
先
賢
の
生
活
の
知
恵
を
肝
に
銘
じ
て
、

一
切
の
個
性
的
な
痕
跡
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
し
か
し
、
自
分
た
ち

が
生
命
の
流
れ
に
、
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
家
族
の
生
き
て
い
る
伝
統
に
溶

け
込
み
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
高
め
て
子
孫
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
、

そ
れ
が
日
本
人
に
は
自
分
の
人
生
の
真
の
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
も
し
名
誉
と
名
声
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て

も
、
そ
れ
ら
は
彼
ら
個
人
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も

し
罪
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
、
一
切
彼
が
個
人
的
に
責
任
を

負
っ
た
り
、
贖
っ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う

に
。と

こ
ろ
で
「
五
常
」（

fu
n
f B

ezieh
u
n
g
en
）

〔
訳
注
３
〕

の
第
一
は
、
臣
下
の
天
皇

に
対
す
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
天
皇
に
対
す
る
関
係
に
は
、
日
本
の
伝
統

に
従
え
ば
、
日
本
の
一
つ
一
つ
の
家
族
は
そ
の
中
心
を
自
分
の
な
か
に
も

っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
中
か
ら
生
き
て
行
動
す
る
の
で
も
な
い

と
い
う
基
本
的
な
事
実
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
家
族
の
真
の
中
心
は
天
皇

（
T
en
n
o
tu
m
）

〔
訳
注
４
〕

に
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
天
皇
は
、
そ
の
神
々
し
い
祖
先
の

列
を
続
け
て
、
日
本
民
族
全
体
の
神
々
し
い
起
源
の
代
表
と
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
起
源
の
ゆ
え
に
日
本
民
族
は
は
じ
め
て
自
分
を
「
民

族
」
と
感
じ
る
の
で
あ
り
、
天
皇
と
そ
の
神
々
し
い
使
命
の
ゆ
え
に
、
帝

国
は
日
本
民
族
に
と
っ
て
は
じ
め
て
真
に
「
帝
国
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

天
皇
は
彼
の
祖
先
に
民
族
の
運
命
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に

大
司
祭
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
聖
地
で
あ
る
伊
勢
に
大
司
祭

と
し
て
民
族
の
祈
願
を
述
べ
る
時
に
、
天
皇
と
民
族
の
こ
の
一
体
を
奉
じ
、

そ
の
統
一
に
よ
っ
て
民
族
は
た
だ
ひ
と
つ
の
家
族
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

天
皇（

T
en
n
o
tu
m
）

と
い
う
も
の
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、、
天
皇

の
伝
説
的
な
意
味
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
な
（
た
と
え
た
だ
心
中
ひ
そ
か

に
で
あ
る
と
し
て
も
）、
単
な
る
美
し
い
観
念
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
本

人
に
と
っ
て
、
天
皇
は
、
自
分
の
家
族
生
活
を
支
え
る
祖
先
崇
拝
と
同
じ

く
、
天
皇（

T
en
n
o
tu
m
）

と
結
び
つ
い
た
理
念
が
、
ひ
と
つ
の
現
実
そ

の
も
の
の
表
れ
で
あ
り
、
絶
対
的
な
存
在
の
象
徴
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
こ
に
も
、
そ
の
存
在
の
理
解（

S
ein
sv
ersta

n
d
n
is ）

の
根
底
に
、
す
で

に
何
回
も
強
調
し
て
き
た
、
自
然
的
な
も
の
と
神
的
な
も
の
が
一
致
す
る

と
い
う
統
一
の
観
照（

E
in
h
eitsch

a
u
）

が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
そ
の

趨
勢
が
未
知
数
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
す
る
軍
事
的
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諸
成
功
が
、
た
だ
単
に
兵
士
の
勇
敢
さ
と
指
導
部
の
深
謀
術
策
に
帰
せ
ら

れ
る
だ
け
で
な
く
、
天
皇
の
「
高
貴
な
徳
性
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
、
決
し
て
古
代
か
ら
引
き
ず
っ
て
き
た
言
い
ま
わ
し
と
し
て
で

は
な
く
、
最
も
活
気
あ
る
、
そ
し
て
最
も
誠
実
な
確
信
の
表
現
で
あ
る
と

見
る
べ
き
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
上
記
の
存
在
の
理
解
の
意
義
の
重
大
さ

が
最
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
天
皇（

T
en
n
o
tu
m
）

の
現
実
と
そ
の
神
々
し
い
高
み
か
ら
湧
き

出
る
生
の
大
河
に
、
こ
の
「
と
こ
し
え
に
続
い
て
い
る
伝
統
」
は
根
ざ
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
か
む
な
が
ら
の
道
が
同
時
に
天
皇
の
道
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
天
皇
の
道
は
全
日
本
民
族
の
道
と
な
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
自
然
の
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
必
然
の
こ
と
で
も

な
く
、
た
だ
民
族
が
自
分
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
身
分
、
つ
ま
り
天
皇
の
民

族
で
あ
る
と
い
う
信
念
を
表
明
し
、
そ
の
信
念
を
疑
い
の
な
い
服
従
と
絶

対
的
な
忠
誠
を
も
っ
て
確
証
す
る
場
合
に
の
み
な
の
で
あ
る
。
服
従
と
忠

誠
は
、
そ
の
背
後
に
こ
の
上
な
い
究
極
の
犠
牲
、
つ
ま
り
生
命
自
体
を
賭

す
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
い
う
覚
悟
の
あ
る
場
合
に
の
み
、
本
物
と
な
る
の

で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
以
前
武
士
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
た
武
士

的

軍
人
的
な
基
本
態
度
が
全
民
族
の
生
活
の
理
想
像
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
日
本
民
族
に
は
、
こ
の
疑
問
の
余
地
の
な
い
死
の
覚
悟
は
、
た
だ

の
可
能
な
限
り
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
本
的
な
思
想
な
の
で
は
な
く
、

自
明
の
行
動
と
な
る
ほ
ど
、
こ
の
理
想
は
現
実
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
生
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
そ
の
も
の
が

生
か
さ
れ
、
犠
牲
死
が
も
っ
と
も
実
り
尽
く
し
て
い
る
実み
で
あ
る
と
い
う

基
本
的
確
信
は
、
こ
の
思
想
と
行
動
の
統
一
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
生
に
対
す
る
お
ろ
か
な
無
関
心
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
生
の

こ
れ
以
上
な
い
充
足
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
死
の
恐
怖
を
知
ら
な
い
。

一
人
も
生
き
て
帰
れ
な
い
軍
事
行
動
に
参
加
す
る
の
は
、
日
本
の
兵
士
に

は
こ
れ
以
上
な
い
誉
れ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
日
本
の
と
こ
し
え
の
伝
統
は
、
二
本
の
柱
、
つ
ま
り
日

本
の
理
念
で
あ
る
伊
勢
と
武
士
的
・
軍
人
的
精
神
の
現
実
と
に
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

原
題E

u
g
en H

errig
el,

“D
ie T

ra
d
itio

n im
 
ja
p
a
n
isch

en V
o
lk
s -

u
n
d
 
K
u
ltu
rleb

en
.”
K
u
ltu
rm
ach

t Japan
.
H
era

u
sg
eg
eb
en
 
v
o
n

 
R
ich
a
rd F

o
erster.

W
ien
:
D
ie P

a
u
se,

1942,
p
p
.
14-15.

翻
訳

秋
沢
美
枝
子

解
題
注

１
）

謝
辞

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ャ
モ
ニ
氏

な
ら
び
に
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
氏
よ
り
多
大
な
ご
教
示
を
受
け

た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
朝
日
新
聞
二
〇
〇
七
年
二
月
六
日
の
夕
刊
の
記
事

「『
弓
と
禅
』
で
知
ら
れ
る
独
哲
学
者

ヘ
リ
ゲ
ル
に
再
び
脚
光
」
な
ど
。

２
）

E
u
g
en H

errig
el.

Z
en
 
in
 
d
er K

u
n
st d

es B
ogen

sch
iessen

s.

O
tto W

illh
elm

 
B
a
rth
-V
erla

g
,
1948.

３
）

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
（
藤
原
正
彦
監
修
、
藤
原
美
子
訳
）『
無
我
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と
無
私

禅
の
考
え
方
に
学
ぶ
』
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
、
二
〇
〇

六
年
。

４
）

藤
原
正
彦
『
国
家
の
品
格
』
新
潮
新
書
、
二
〇
〇
五
年
。

５
）

オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
（
稲
富
栄
次
郎
、
上
田
武
訳
）『
弓
と
禅
』

協
同
出
版
、
一
九
五
六
年
。（
現
在
は
福
村
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
。）

６
）

た
と
え
ば
、
藤
原
は

“G
ro
se L

eh
re”

の
語
を
稲
富
ら
の
訳
を
引

き
継
い
で
「
奥
義
」
と
し
て
い
る
が
（『
無
我
と
無
私
』
七
頁
）、
こ
の
語

は
ヘ
リ
ゲ
ル
の
師
匠
の
阿
波
研
造
（
一
八
八
〇
｜
一
九
三
九
）
の
独
自
思

想
だ
っ
た
「
大
射
道
」
と
訳
す
の
が
正
し
い
。

７
）

ヘ
リ
ゲ
ル
の
ベ
ル
リ
ン
独
日
協
会
で
の
講
演
を
一
九
三
九
年
、
阿
波

研
造
の
没
年
を
一
九
三
〇
年
と
し
て
い
る
点
（
正
し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九

三
六
年
、
一
九
三
九
年
）
は
誤
植
だ
と
し
て
も
、
講
演
の
演
題
が
「
弓
と

禅
」
だ
っ
た
と
し
て
い
る
点
、
岩
波
版
の
『
日
本
の
弓
術
』
を
改
訂
し
た

の
が
『
弓
と
禅
』
で
、
一
九
八
一
年
に
福
村
出
版
か
ら
出
た
と
し
て
い
る

点
は
誤
解
で
あ
る
。
ヘ
リ
ゲ
ル
の
一
九
三
六
年
の
演
題
は
「
騎
士
的
な
弓

術
」(“D

ie ritterlich
e K

u
n
st d

es B
o
g
en
sch

iessen
s” )

で
あ
り
、

そ
れ
を
邦
訳
し
た
も
の
が
岩
波
版
の
『
日
本
の
弓
術
』
で
あ
る
。『
弓
と

禅
』
は
『
日
本
の
弓
術
』
を
下
敷
き
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
と
は

独
立
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
『
弓
と
禅
』
の
初
版
は
一
九

五
六
年
で
、
協
同
出
版
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

８
）

山
田
奨
治
「
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
の
生
涯
と
ナ
チ
ス
｜
神
話
と
し

て
の
弓
と
禅
（
２
）」『
日
本
研
究
』
第
24
集
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
一
｜

二
二
六
頁
。

９
）

秋
沢
美
枝
子
、
山
田
奨
治
「
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
著
『
国
家
社
会

主
義
と
哲
学
』『
サ
ム
ラ
イ
の
エ
ト
ス
』
全
訳
と
解
題
」『
日
本
研
究
』
第

32
集
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
五
｜
三
一
五
頁
。

10
）

H
era

u
sg
eg
eb
en
 
v
o
n
 
R
ich
a
rd
 
F
o
erster.

K
u
ltu
rm
ach

t
 

Japan
.
D
ie P

a
u
se,

1942.

11
）

ち
な
み
に
、D

eu
tsch

e N
a
tio
n
a
l B

ib
lio
th
ek

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
は
、
同
姓
同
名
の
文
献
学
者
（
一
八
四
三
｜
一
九
二
二
）
と
混
同
さ
れ

て
い
る
。

12
）

D
eu
tsch

e
 
B
iograph

isch
e
 
E
n
zyklopad

ie
.
2n
d
 
ed
.
V
o
l.
3.

S
a
u
r,
2006,

p
. 41.

13
）

W
a
lter D

o
n
a
t
(1889-1970)

井
原
西
鶴
や
川
端
康
成
の
翻
訳

で
知
ら
れ
る
日
本
学
者
。

14
）

“Ja
p
a
n
-D
ie P

rin
zip
ien sein

er v
o
lk
isch

en E
x
isten

z.”

15
）

K
a
rl H

a
u
sh
o
fer

(1869-1946)

地
政
学
者
。
彼
の
理
論
は
ヒ
ト

ラ
ー
の
政
策
に
理
論
的
な
根
拠
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

16
）

“Ja
p
a
n
s p
o
litisch

er W
erd

eg
a
n
g a

ls K
u
ltu
rm
a
ch
t”

17
）

L
ep
o
ld G

.
S
ch
eid
l

18
）

“Ja
p
a
n
s L

a
n
d u

n
d V

o
lk
.”

19
）

M
a
x H

in
d
er

20
）

“Ja
p
a
n
er.”

21
）

W
ilh
elm

 
G
u
n
d
ert

(1880-1971)

東
洋
学
者
。
中
国
仏
教
、
日

本
仏
教
が
専
門
で
、『
碧
巌
録
』
の
独
語
訳
が
あ
る
。

22
）

“H
o
h
ep
u
n
k
te ja

p
a
n
isch

er D
ich
tu
n
g
.”

23
）

O
tto K

u
m
m
el
(1874-1952)
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24
）

“K
u
n
st in Ja

p
a
n
.”

25
）

美
術
史
学
者
（
一
八
九
八
｜
一
九
七
二
）。

26
）

“K
u
n
stg
ew
erb

e im
 
ja
p
a
n
isch

en L
eb
en
sstil.”

27
）

G
eo
rg S

ch
u
n
em
a
n
n

28
）

“M
u
sik in Ja

p
a
n
.”

29
）

生
没
年
不
明
。

30
）

舞
踊
家
、
本
名
は
江
原
正
美
（
一
九
〇
八
｜
二
〇
〇
七
）。

31
）

“Ja
p
a
n
isch

es T
h
ea
ter.”

32
）

Jo
h
a
n
n
es B

a
rth

(1891-1981)

33
）

“Ja
p
a
n
isch

es F
ilm

sch
a
ffen

.”

34
）

倫
理
学
者
（
一
九
〇
三
｜
一
九
九
七
）。

35
）

“Ja
p
a
n
isch

e Ju
g
en
d
erzieh

u
n
g
.”

36
）

M
a
x T

reb
st

37
）

“Ja
p
a
n in D

eu
tsch

la
n
d
.”

38
）

第
一
回
文
化
審
議
会
議
事
要
旨

h
ttp
: //211. 120. 54. 153/b

 
m
en
u
/sh

in
g
i /b
u
n
k
a
/g
ijiro

k
u
/001/

010201.h
tm

（
二
〇
〇
八
年
三
月
二
十
四
日
閲
覧
）。

翻
訳
注

〔
１
〕〔
２
〕

原
著
者
は
、
注
１
の
箇
所
で
日
本
人
を
「d

ie Ja
p
a
n
er

」

と
複
数
で
表
し
て
い
る
が
、
注
２
の
箇
所
か
ら
は
最
後
ま
で
一
貫
し
て

「d
er Ja

p
a
n
er

」
と
単
数
で
表
現
し
て
い
る
。
単
数
に
し
た
場
合
に
は
、

日
本
人
全
体
が
あ
た
か
も
一
個
の
人
格
を
も
つ
固
体
で
あ
る
か
の
よ
う
な

意
味
合
い
を
帯
び
て
く
る
。
し
か
し
翻
訳
で
は
そ
の
違
い
が
表
現
出
来
な

い
の
で
、
文
章
の
流
れ
か
ら
適
宜
「
日
本
人
」
ま
た
は
「
彼
」
と
翻
訳
し

て
お
い
た
。

〔
３
〕

ド
イ
ツ
の
中
国
学
で
は
、
以
前
か
ら
「
五
常
」
の
訳
語
と
し
て

fu
n
f B

ezieh
u
n
g
en

と
い
う
語
が
定
着
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
も
ち
ろ

ん
孟
子
の
説
く
人
間
関
係
で
守
る
べ
き
道
で
あ
る
儒
学
の
「
五
常
」
に
日

本
的
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
４
〕

ヘ
リ
ゲ
ル
は
、
天
皇
に
関
し
て
、K

a
iser,

T
en
n
o
,
T
en
n
o
tu
m

と
い
う
三
つ
の
異
な
る
語
を
用
い
て
い
る
。
前
二
語
の
訳
語
は
「
天
皇
」

で
問
題
な
い
が
、T

en
n
o
tu
m

の
訳
語
は
い
さ
さ
か
問
題
で
あ
る
。
こ
の

語
は
、
天
皇
に
ま
つ
わ
る
制
度
的
、
思
想
的
、
宗
教
的
な
こ
と
を
総
合
し

て
表
現
す
る
用
語
で
あ
り
、
い
ち
お
う
「
天
皇
制
」
と
い
う
語
が
訳
語
と

し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
政
治
的
意
味
合
い
の
つ
よ
い
こ
と
ば
で
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
「
天
皇
」
と
訳
し
た
。
し
か
し
、
原
文
にT

en
n
o
tu
m

と
あ
る

箇
所
は
そ
れ
を
明
記
し
た
。
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共
同
研
究
報
告

共
同
研
究
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」
報
告

二
）

鈴

木

貞

美

序
に
か
え
て

日
文
研
共
同
研
究
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
」（
二
〇
〇

四
｜
二
〇
〇
七
）
の
報
告
集
を
、『
日
本
研
究
』
第
37
集
の
小
特
集
、
共
同
研
究

報
告
（
一
）
に
つ
い
で
、
共
同
研
究
報
告
（
二
）
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

共
同
研
究
報
告
（
一
）
の
前
書
き
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
出
版
史
と
学
芸
ジ
ャ

ン
ル
史
と
を
総
合
す
る
共
同
研
究
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
有
意
義
な
報
告
が
な

さ
れ
た
も
の
の
、
出
版
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
編
成
の
変
化
に
焦
点
を
絞
っ
て
ゆ

く
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
（
二
）
も
、
学
芸
ジ
ャ

ン
ル
に
関
す
る
も
の
（
依
岡
論
文
）、
出
版
史
に
関
す
る
も
の
（
甘
露
論
文
）、

そ
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
も
の
（
小
谷
野
論
文
）
な
ど
統
一
感
の
な
い
も
の

に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
今
日
の
学
術
上
、
専
門
を
同
じ
く
し
、
ま
た
近

接
す
る
領
域
の
諸
氏
の
関
心
を
引
き
、
学
術
上
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
も
の
と

判
断
し
、
共
同
研
究
会
の
代
表
の
責
任
に
お
い
て
、
こ
こ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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は
じ
め
に

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、「
ハ
イ
ク
」
は
い
ま
や
詩
人
な
ら
一
度
は
試
み
た
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
、
抒
情
詩
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
最
近
で
も
、

詩
人
グ
リ
ュ
ー
ン
バ
イ
ン
が
二
度
来
日
し
、
俳
句
風
の
作
品
を
残
し
て
い
る
し１

）
、

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ス
の
最
近
の
詩
に
も
「
ハ
イ
ク
」
ら
し
き
短
詩
が
散
見
す

る
。
グ
ラ
ス
は
見
開
き
に
ア
ク
リ
ル
の
水
彩
画
に
自
筆
の
詩
も
書
き
込
ん
だ
詩

画
集
『
本
を
読
ま
な
い
人
へ
の
贈
り
物
』（
一
九
九
七
）
の
詩
を
「
ハ
イ
ク
的
」

な
詩
と
も
呼
ん
だ２

）
。
ま
た
、
単
に
日
本
学
の
研
究
領
域
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

一
般
市
民
の
愛
好
家
が
実
際
に
ド
イ
ツ
語
で
「
ハ
イ
ク
」
を
作
り
、
す
で
に
ハ

イ
ク
集
も
出
し
て
い
る
。
ケ
ル
ン
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
で
ハ
イ
ク
愛
好
グ

ル
ー
プ
も
結
成
さ
れ
た
り
、
学
校
で
教
育
の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

「
ハ
イ
ク
」
は
ド
イ
ツ
で
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
ハ
イ
ク
」
の
広
が
り
の
始
ま
り
は
、
十
九
世

紀
末
か
ら
の
ド
イ
ツ
人
日
本
学
者
に
よ
る
俳
句
紹
介
と
一
九
一
〇
年
代
か
ら
の

ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
受
容
を
通
し
て
、
俳
句
が
間
接
的

に
ド
イ
ツ
語
圏
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
や
が
て
俳
句
は
ド
イ
ツ
に
お
け

る
短
詩
形
式
の
抒
情
詩
と
融
合
し
、
独
自
の
「
ハ
イ
ク
」
と
な
り
、
近
代
詩
の

表
現
形
式
（
リ
ル
ケ
の
事
物
詩
、
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
ク
レ
ー
ト
・
ポ
エ

ジ
ー
な
ど
）
に
も
刺
激
を
与
え
て
い
っ
た
。

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
独

自
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
関
し
て
は
、

こ
う
し
た
「
ハ
イ
ク
」
の
広
が
り
の
割
に
研
究
が
少
な
い
。
他
の
国
に
お
け
る

俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
語
圏
の
そ
れ
と
は
ど
う
関
連
し
、
ど
う
違
っ
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
日
本
の
俳
句
に
触
発
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
い
う
「
モ
ダ

ン
」
な
詩
が
、
今
度
は
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
て
日
本
の
文
学
に
お
い
て
受
容
さ

れ
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
交
流
か
ら
、
新
た
に
「
ハ
イ
ク
」

共
同
研
究
報
告

ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生
成
と
俳
句
再
評
価

依

岡

隆

児
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の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
可
能
性
（
自
然
詩
・
生
活
詩
と
し
て
の
ハ
イ
ク
、
連

詩
的
「
座
」
の
形
式
）
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ

こ
で
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
と
日
本
に
お
け
る
文
学
の
交
流
（
交
感
）
の
あ
り

方
を
、「
ハ
イ
ク
」
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
を
通
し
て
考
察
し
、
モ
ダ
ン
と
伝

統
の
出
会
い
や
、
海
外
か
ら
の
評
価
を
き
っ
か
け
と
し
た
自
文
化
や
民
族
性
の

意
識
化
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
み
た
い
。
以
下
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳

句
受
容
を
概
観
し
、
次
に
「
情
調
」
と
「
象
徴
」
と
い
う
概
念
と
の
関
わ
り
を

中
心
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
評
価
を
基
に
し
た
日
本
に
お
け
る
俳
句
の
再

評
価
の
動
向
を
跡
づ
け
、
最
後
に
「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化
と
そ
の
近
代
詩
変
革

へ
の
影
響
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一

ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
ハ
イ
ク
」

俳
句
は
ド
イ
ツ
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
紹
介
と
模
倣
、
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
ハ
イ

カ
イ
」
経
由
の
影
響
、
さ
ら
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の

自
立
の
動
き
を
、
概
略
的
に
み
て
み
る
。

一－

一

俳
句
受
容
略
史

加
藤
慶
二
『
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
小
史３

）
』
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
で
の
最
初
の
俳

句
受
容
は
、
ア
ル
ノ
ー
・
ホ
ル
ツ
の
『
フ
ァ
ン
タ
ー
ゴ
ス
』（
一
八
九
八
｜
九

九
）
に
俳
句
的
表
現
を
使
っ
た
こ
と
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、

彼
は
「
ハ
イ
ク
」
を
作
っ
た
と
い
う
よ
り
、
俳
句
に
刺
激
さ
れ
て
書
い
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る４

）
。
俳
句
に
較
べ
れ
ば
彼
の
詩
は
雄
弁
で
あ

る
し
、
日
本
の
詩
人
の
詩
的
な
つ
つ
ま
し
さ
に
は
欠
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｐ
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
詩
集
『
ポ
リ
メ
ー
タ
ー
』（
一
八
九
八
）
に
も

ハ
イ
ク
の
影
響
が
あ
る
。

日
本
学
の
方
で
は
、
Ｋ
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
が
『
東
方
か
ら
の
詩
人
の
挨
拶

日
本
の
詩
集
』（
一
八
九
四
）
で
万
葉
集
・
古
今
集
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。
彼
は
後
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
日
本
学
科
主
任
教
授
に
な
り
、
弟
子
と
し
て

ツ
ァ
ハ
ル
ト
ら
を
育
て
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
イ
マ
ジ
ニ
ス
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す

荒
木
田
守
武
の
句
（「
落
花
枝
に
帰
る
と
見
れ
ば
胡
蝶
か
な
」）
を
紹
介
し
て
い
る

（
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文
学
史
』（
一
八
九
九
）
で
も
「
ハ
イ
カ
イ
」
が

紹
介
さ
れ
、
こ
こ
に
も
こ
の
荒
木
田
の
句
の
訳
が
あ
っ
た
）。
ち
な
み
に
、
フ
ロ
ー

レ
ン
ツ
の
『
日
本
文
学
史
』（
一
九
〇
九
）
か
ら
俳
句
の
三
行
形
式
で
の
独
訳

が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る５

）
。
さ
ら
に
、『
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
小
史
』
に
よ
る
と
、

ア
ン
ト
ン
・
ラ
イ
ザ
ー６

）
が
「
古
代
日
本
の
春
の
詩
」（
雑
誌
『
自
由
の
地
』
一
九

〇
四
年
六
号
）
で
俳
句
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ス
ト
ン
の
『
日
本
文

学
史
』
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
。
ま
た
ラ
イ
ザ
ー
は
日
本
の
感
情
と
想
念
を
誤
っ

て
判
断
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
Ｐ
・
エ
ン
ダ
ア
ー
リ
ン
グ
『
日
本
の
短

小

説
と
詩
歌
』（
一
九
〇
五
）
で
も
「
花
見
」
に
つ
い
て
の
誤
解
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
Ｏ
・
ハ
ウ
ザ
ー
『
日
本
の
文
学
』
は
一
九
〇
四
年
に
出
さ
れ
、
俳
句
を

紹
介
し
て
い
る
が
、
Ｊ
・
ク
ル
ト
『
過
去
千
四
百
年
間
の
日
本
抒
情
詩
』（
一

九
〇
九
）
は
、
日
本
人
の
協
力
で
書
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
短
歌
と
俳
句
は
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
学
研
究
者
で
は
な
か
っ
た
ク
ル
ト
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は
、
短
歌
（
ウ
タ
）
を
五
行
三
十
一
音
節
の
形
式
に
、「
発
句
・
俳
句
・
俳
諧
」

な
ら
ば
、
三
行
十
七
音
節
の
形
式
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
俳
句
を

三
行
で
訳
し
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
俳
句
を
警
句
（
エ
ピ
グ
ラ
ム
）
と
見
、
ハ
ウ

ザ
ー
は
芭
蕉
を
格
言
詩
人
と
呼
ん
だ７

）
。

そ
の
後
、
Ｊ
・
バ
ー
プ
や
ハ
ウ
ザ
ー
『
日
本
の
ウ
タ
』（
一
九
一
一
）
も
俳

句
を
扱
っ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
ン
ト
の
「
芸
者
お
仙
の
歌
」（
四
行
）（
一
九
一

八
）
は
、
ド
イ
ツ
語
の
ハ
イ
ク
風
の
短
詩
で
あ
る
。
療
養
中
に
知
り
合
っ
た
日

本
人
医
師
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。
彼
は
日
本
と
中
国
を
し
ば
し
ば
混
同
し
て
お

り
、
俳
句
と
は
程
遠
く
、
観
念
的
で
あ
る
。
Ｈ
・
ベ
ト
ゲ８

）
の
『
日
本
の
春
』

（
一
九
二
一
）
は
、
日
本
の
抒
情
詩
は
墨
絵
の
よ
う
で
あ
る
と
し
、
暗
示
す
る

力
、
印
象
主
義
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
が
、
個
々
人
の
性
格
は
強
く
表
現
さ

れ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
俳
句
は
中
国
の
文
芸
と
正
反
対
だ
と
み
な
し
て
い
た９

）
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
俳
句
受
容
の
初
期
に
は
、
外
国
経
由

の
間
接
的
な
も
の
が
あ
る
な
ど
、
不
完
全
な
紹
介
や
誤
解
が
多
く
、
体
系
だ
っ

た
紹
介
と
い
う
よ
り
は
、
東
洋
趣
味
の
一
種
と
し
て
、
も
し
く
は
短
詩
型
の
新

し
い
詩
形
式
の
ひ
と
つ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一－

二
フ
ラ
ン
ツ

ブ
ラ
イ
、イ
ヴ
ァ
ン

ゴ
ル
、ラ
イ
ナ
ー

マ
リ
ア

リ
ル
ケ

一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
の
俳
句
受

容
が
見
ら
れ
る
。
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
の
三
人
を
中
心
に
、
こ
の
時
代
の

ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
受
容
の
動
向
を
み
て
み
る
。

ゾ
ン
マ
ー
カ
ン
プ10

）
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
の
影
響
を
受
け
た

H
a
i -
K
a
i -
M
o
d
e

は
二
十
世
紀
初
め
、
リ
ル
ケ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
ら

に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
ゴ
ル
は
、
ハ
イ
ク
は
遊
び
を
有
し
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

な
三
行
詩
で
あ
る
と
し
た11

）
。
リ
ル
ケ
は
禅
に
近
づ
く
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ

カ
イ
に
出
会
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
は
ブ
ラ
イ
と
ゴ
ル
の
出
版
物
で

頂
点
に
達
し
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
三
人
は
ド
イ
ツ
語
圏
と
は
い
え
、
そ
の
周
縁
の
地
の
出
身

で
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
っ
た
点
で
共
通
点
を
持
つ
。
こ
う
し
た
「
周
縁
性
」
が

日
本
の
俳
句
を
新
し
い
刺
激
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー12

）
も
同
様
に
ド

イ
ツ
・
ハ
イ
ク
形
成
の
中
心
だ
っ
た
と
見
て
い
る
。
彼
女
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン

ス
の
印
象
主
義
の
ド
イ
ツ
文
学
へ
の
影
響
で
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
八
年
の
間

の
時
期
に
、
日
本
の
「H

a
i -K

a
i

」
詩
に
つ
い
て
の
知
識
が
ド
イ
ツ
へ
届
い
た

と
い
う
。「
ハ
イ
カ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
ク
を
推
進
し
て
い
た

ク
ー
シ
ュ
ー
、
ヴ
ォ
ー
カ
ン
ス
ら
は
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』（
一
九
二
〇
）
な

ど
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
と
関
係
を
持
っ
た
の
が
、
フ
ラ
ン

ツ
・
ブ
ラ
イ
（
一
八
七
一
｜
一
九
四
二
）
だ
っ
た
。
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー
は
ブ

ラ
イ
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
、「
ハ
イ
ク
の
背
景
に
、
私
た
ち
は
絵
に
通

じ
た
人
と
、
内
容
的
結
び
つ
き
と
形
式
的
な
構
造
に
対
す
る
繊
細
な
感
覚
を
感

じ
る
。
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ク
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ラ
イ
の
一
九

二
五
年
刊
行
の
論
文“H

a
ik
a
i”

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
は
ハ
イ
ク

に
つ
い
て
『
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
空
間
を
も
つ
小
さ
な
絵
に
よ
っ
て
三
行
、
も
し

く
は
二
行
で
も
、
的
を
射
た
ア
ク
セ
ン
ト
を
有
し
て
い
る
』（S

a
k
a
n
ish
i, 1978,
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S
. 45

）
と
す
る
。
彼
の
理
論
的
な
発
言
で
は
自
作
に
よ
る
例
示
が
な
さ
れ
て
い

た13
）

」。
こ
の
よ
う
に
、
ビ
ュ
ア
シ
ャ
ー
パ
ー
は
ブ
ラ
イ
の
ド
イ
ツ
語
圏
俳
句
受

容
の
先
駆
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
当
時
の
俳
句
受
容
を
め
ぐ
る
一
般

的
状
況
に
つ
い
て
、「
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、（
中
略
）
ド
イ
ツ
の
ハ

イ
ク
普
及
と
、
両
大
戦
間
の
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
若
者
た
ち
の
中
に
、
そ
れ
が

押
し
入
っ
て
き
て
、
作
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る14

）
」
と
し
て
い
る
。

イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
も
一
九
一
九
年
に
パ
リ
へ
行
き
、
日
本
の
詩
に
つ
い
て
示

唆
を
受
け
て
い
る15

）
。
ゴ
ル
は
世
界
大
戦
中
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
、
そ
し
て
、
一

九
一
九
年
に
パ
リ
へ
行
き
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
ブ
ル
ト
ン
、
自
動
筆
記
で
知
ら
れ

る
パ
ウ
ル
・
エ
ル
ワ
ー
ル
（
一
八
九
五
｜
一
九
五
二
）
と
知
り
合
っ
た
。
エ
ル

ワ
ー
ル
は
ハ
イ
カ
イ
詩
人
の
一
人
で
、
彼
に
日
本
の
詩
を
示
唆
し
た
と
さ
れ
る
。

ゴ
ル
は
『
ノ
イ
エ
・
ル
ン
ト
シ
ャ
ウ
』
誌
（
一
九
二
一
）
に
「
日
本
の
詩
は
世

界
を
表
明
す
る
た
め
に
、
僅
か
三
行
の
詩
句
で
事
足
り
る
」
と
書
い
て
い
る16

）
。

た
だ
し
彼
は
こ
こ
で
は
俳
句
と
は
言
わ
ず
、
日
本
の
短
歌
の
こ
と
と
し
て
述
べ

て
い
る
。
堀
口
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
紹
介
し
て
、

「
日
本
タ
ン
カ
の
簡
潔
性
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ー
ス
タ
ー
は
「
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
先
取
り
す
る
詩
は
今
日
で
は
さ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
は
な
い
。

し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
は

パ
リ
と
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
と
同

様
に

日
本
の
詩
の
力
を
借
り
て
、
自
分
た
ち
の
詩
を
改
良
し
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
翻
訳
、
翻
案
詩
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
創
作
プ
ロ
セ
ス
に
な
る17

）
」
と
し
て
、
ゴ

ル
が
日
本
の
「
タ
ン
カ
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ダ
ン
な
詩
の
運
動
に
対
し
て
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
ゴ
ル
は
「
ハ
イ
・
カ

イ
」（『
文
芸
世
界
』
四
十
六
号
、
一
九
二
六
）
で

“Z
w
o
lf
 
H
a
i -K

a
i’s
 
d
er

 
L
ieb
e”

を
含
む
自
作
の
「
ハ
イ
ク
」
を
披
露
し
、「
ハ
イ
ク
」
を
「
詩
的E

p
i-

g
ra
m
m

で
、
可
能
な
か
ぎ
り
少
な
い
言
葉
で
可
能
な
か
ぎ
り
集
中
し
た
イ
メ

ー
ジ
と
、
広
や
か
な
感
情
を
呼
び
起
こ
す
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
論
文
は
日
本
の
俳
誌
『
層
雲
』
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る18

）
。

「
ハ
イ
ク
」は
ラ
イ
ナ
ー
・
マ
リ
ア
・
リ
ル
ケ
（
一
八
七
五
｜
一
九
二
六
）
に

よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
た
。
リ
ル
ケ
は
北
斎
に
よ
っ
て
日
本
に
関
心
を
持
ち
、
一

九
〇
五
年
か
ら
十
年
間
東
京
で
暮
ら
し
た
ネ
ル
ケ
夫
人
や
そ
の
家
政
婦
松
本
朝

子
か
ら
俳
句
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
。『
茶
の
本
』
を
薦
め
ら
れ
て
も
い
る
。

そ
の
後
、
彼
は
『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』（
一
九
二
〇
年
九
月
号
）
と
ク
ー
シ
ュ
ー

の
『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』（
一
九
一
六
）
を
手
に
入
れ
、
フ
ラ
ン
ス
経
由

で
俳
句
を
知
り
、
自
ら
も
ハ
イ
ク
風
の
詩
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
ビ
ュ
ア
シ
ャ

ー
パ
ー
は
こ
れ
ら
の
「
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
形
式
的
・
内

容
的
判
断
基
準
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
し
て
い
る19

）
が
、
一

方
で
彼
女
は
、
リ
ル
ケ
だ
け
が
「
ハ
イ
ク
」
に
秘
め
ら
れ
た
禅
精
神
に
非
常
に

近
づ
い
て
い
っ
た
、
と
評
し
て
い
る20

）
。
リ
ル
ケ
が
禅
の
文
脈
で
ハ
イ
ク
を
捉
え

て
い
た
と
す
る
指
摘
は
興
味
深
い
。
リ
ル
ケ
の
ハ
イ
カ
イ
詩
（「
ハ
イ
ク
」）
は

一
九
二
〇
年
に
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
一
句
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一
句
、
二
六
年

に
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
一
句
の
計
三
句
だ
が
、
さ
ら
に
二
五
年
の
遺
書
に
あ
る

「
墓
碑
銘
」
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
ハ
イ
ク
」
と
見
な
す
説
も
あ
る
。

そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
ン
ト
は
「
ハ
イ
ク
」
を
書
く
と
い
う
意
図
の
も
と
す
で
に
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作
っ
て
い
た
自
作
の
詩
を
、「
日
本
人
の
抒
情
形
式
の
模
倣
」
と
呼
ん
だ
。
ま

た
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
日
本
で
俘
虜
と
な
っ
た
ハ
ン
ス
・
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス

（
一
八
八
七
｜
一
九
六
九
）
は
、
一
九
一
四
年
か
ら
二
〇
年
に
東
京
、
神
戸
に
住

み
、
ハ
イ
ク
を
試
み
て
い
る
と
い
う
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

一－

三

第
二
次
世
界
大
戦
後

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
展

開
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か21

）
。
ま
ず
、
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
が

『
愛
と
死
と
月
夜
』（
一
九
五
二
）
で
俳
句
の
独
訳
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
出
し
た
の

が
、
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
序
で
加
賀
の
千
代
女
の
句
を
引
き
、
電
報
の
よ
う

だ
、
こ
れ
が
詩
な
の
か
、
と
戸
惑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
俳
句
で
は
形
式

と
内
容
は
分
け
ら
れ
な
い
。
日
本
の
詩
の
特
性
は
象
徴
と
暗
示
で
あ
り
、
俳
句

が
そ
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
語
のD

ich
tu
n
g

も

圧
縮
す
る
も
の
が
「
詩
」
で
あ
る
こ
と
を
語
源
的
に
と
ど
め
て
い
る
、
と
述
べ
、

「
花
を
種
子
に
遡
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
精
神
の
土
壌
に
種
子
と
し
て
移
植
す
る
」

こ
と
が
こ
の
訳
詩
集
の
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
彼
は
日
本
と
西
洋
の
詩
形

式
の
比
較
を
し
な
が
ら
日
本
の
詩
を
象
徴
、
暗
示
と
い
う
点
で
捉
え
、
そ
れ
が

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
形
式
は
違
っ
て
も
詩
表
現
の
根
源
に
お
い
て
は
通
じ
合
え

る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
俳
句
選
集22

）
』
は
、
フ
ッ
ズ
ィ
の
博
士
論
文

「
ド
イ
ツ
近
代
抒
情
詩
と
東
ア
ジ
ア
」
か
ら
の
成
果
も
取
り
入
れ
て
、
日
独
両

サ
イ
ド
の
共
同
作
業
と
し
て
画
期
的
な
業
績
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」

に
つ
い
て
歴
史
的
に
概
観
す
る
エ
ッ
セ
イ
と
二
百
五
十
句
の
選
出
さ
れ
た
ハ
イ

ク
。
そ
れ
ら
の
句
に
は
ド
イ
ツ
語
の
原
文
と
二
人
の
俳
人
に
よ
る
日
本
語
訳
を

併
記
し
て
い
る
。
二
、
三
種
類
の
訳
を
俳
句
と
し
て
翻
案
し
て
訳
す
る
こ
と
で
、

相
対
化
し
つ
つ
、
詩
心
の
共
有
を
図
り
、
い
わ
ば
言
葉
を
超
え
た
連
句
的
試
み

を
行
っ
た
。「
ド
イ
ツ
俳
句
は
、
日
本
俳
句
を
も
っ
ぱ
ら
模
範
と
す
る
と
い
う

状
況
か
ら
解
放
さ
れ
、
今
日
か
な
り
自
立
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
俳
句
が
ド
イ

ツ
語
の
な
か
で
将
来
に
わ
た
り
一
層
磨
か
れ
育
て
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
確
か
で

あ
る
」（
ゲ
ロ
ル
フ
・
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
序
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、

現
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
自
立
の
証
と
し
て
、
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

は
意
図
さ
れ
て
い
た
。
第
二
部
は
「
季
節
ご
と
に
」
と
題
し
て
季
節
ご
と
に
句

を
並
べ
て
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
多
く
の
ド
イ
ツ
語
ハ
イ
ク
は
四
季
の
観

念
が
希
薄
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
た
え
た
日
本
の
刺
激
」
に

は
、
俳
句
か
ら
影
響
を
受
け
た
例
と
し
て
、
ビ
ー
ア
バ
ウ
ム
、
リ
ル
ケ
、
ク
ラ

ブ
ン
ト
、
モ
ン
ベ
ル
ト
、
ホ
ル
ツ
、
ダ
ウ
テ
ン
ダ
イ
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
、
ベ
ト

ゲ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
フ
ッ
ズ
ィ
は
、
形
式
と
し
て
世
界
最
小
の
抒
情
詩
形
式
が
ド
イ
ツ
の

詩
人
た
ち
に
は
と
く
に
魅
惑
的
だ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
語
ハ
イ
ク
が
ド
イ
ツ
人
の

耳
に
リ
ズ
ム
感
を
あ
た
え
る
こ
と
は
な
い
。
日
本
の
詩
は
無
韻
だ
か
ら
で
あ
る

と
述
べ
る
。
ま
た
、
翻
訳
・
移
植
に
際
し
て
は
、
二
行
の
格
言
的
短
詩

E
p
i-

g
ra
m
m

、一
行
の
短
唱
句

S
p
ru
ch

、叙
情
的
箴
言

L
y
risch

er A
p
h
o
rism

u
s

、

三
行
詩
の
リ
ト
ル
ネ
ル

R
ito
rn
ell

が
頼
り
う
る
足
場
と
な
る
だ
ろ
う
。
ブ

ル
ン
ス
や
ク
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
俳
句
の
形
式
理
論
も
あ
る
が
、
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第
二
次
世
界
大
戦
後
、
俳
句
へ
の
関
心
が
高
い
の
は
、
そ
の
凝
縮
、
簡
潔
、
具

象
、
自
然
と
の
密
着
、
透
明
感
、
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
暗
示
な
ど
に
よ
る
、
と

し
て
い
る
。
選
句
さ
れ
た
中
に
は
、
ホ
ル
ツ
、
モ
ン
ベ
ル
ト
、
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス

が
あ
り
、
ハ
イ
カ
イ
の
人
々
と
し
て
、
ブ
ラ
イ
、
ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
も
選
ば
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
四
〇
年
代
末
に
は
俳
句
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
様
々
な
グ
ル

ー
プ
が
出
現
し
て
い
る
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
ア
ル
ト
マ
ン
、
オ

コ
ペ
ン
コ
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ボ
ル
ン
な
ど
を
入
れ
て
い
る
。
日
本
に
来
た
こ
と
の

あ
る
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ヒ
の
「
ハ
イ
ク
」
も
入
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ど
の
詩

を
「
ハ
イ
ク
」
と
認
定
す
る
か
と
い
う
基
準
は
厳
密
で
は
な
い
し
、
必
ず
し
も

こ
こ
で
は
そ
れ
を
明
確
に
し
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。

最
近
で
は
、
特
に
俳
句
の
協
働
性
へ
の
関
心
が
ド
イ
ツ
で
も
高
ま
っ
て
い
る
。

文
学
活
動
を
朗
読
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
行
う
こ
と
を
好
む
ド
イ
ツ
で

は
、
閉
じ
ら
れ
た
文
学
空
間
か
ら
開
か
れ
た
空
間
へ
文
学
を
解
放
す
る
と
い
う

意
味
で
の
日
本
の
俳
句
が
新
鮮
で
あ
る
よ
う
で
、
実
際
に
そ
の
実
践
も
試
み
ら

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
連
詩
の
試
み
で
は
、
大
岡
信
、
カ
リ
ン
・
キ
ヴ
ス
、
川

崎
洋
、
グ
ン
ト
ラ
ム
・
フ
ェ
ス
パ
ー
に
よ
る
『
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
連
詩23

）
』
が
あ
る
。

ま
た
、
大
岡
信
、
谷
川
俊
太
郎
、
Ｈ
・
Ｃ
・
ア
ル
ト
マ
ン
（
ウ
ィ
ー
ン
・
グ
ル

ー
プ
）、
Ｏ
・
パ
ス
テ
ィ
オ
ー
ル
の
『
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
通
り
の
縄
ば
し
ご

ベ

ル
リ
ン
連
詩24

）
』
は
、
西
ベ
ル
リ
ン
市
ベ
ル
リ
ン
文
学
館
に
お
け
る
一
九
八
九
年

十
一
月
九
日
の
連
詩
創
作
の
記
録
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
ハ
イ
ク
」
を
生
活
詩
、

自
然
詩
と
位
置
づ
け
る
試
み
も
出
て
き
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
は
十
九
世
紀
末
か
ら
俳
句
は
紹
介
さ
れ
、
そ

の
後
、
一
九
二
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ハ
イ
カ
イ
・
ブ
ー
ム
の
影
響
で
ブ
ラ
イ
、

ゴ
ル
、
リ
ル
ケ
ら
が
「
ハ
イ
ク
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
近
代
詩
改
革
の

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
戦
後
は
五
〇
年
代
に
本
格
的
俳

句
受
容
が
あ
り
、
や
が
て
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
が
自
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

二

ド
イ
ツ
と
の
関
わ
り
で
見
た
日
本
に
お
け
る
俳
句

「
象
徴
」「
情
調
」
を
中
心
に

前
章
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
し
て
の
自
立

を
概
略
し
て
き
た
が
、
一
方
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
俳
句
受
容
と
関
連
し
て
、

日
本
で
の
俳
句
評
価
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の

連
動
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お

け
る
俳
句
受
容
の
情
報
が
日
本
に
も
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

萩
原
朔
太
郎
は
「
象
徴
の
本
質
」
で
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
俳
句
評
価
を
取
り
上
げ
、

ゴ
ル
の
言
葉
を
俳
句
の
前
衛
性
の
根
拠
と
し
、
表
現
主
義
の
詩
が
対
象
の
本
質

を
直
感
的
に
把
握
し
、
提
示
す
る
東
洋
の
象
徴
主
義
に
近
づ
い
て
い
る
、
と
解

釈
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る25

）
。
一
方
、
寺
田
寅
彦
は
、
西
洋
人
に
は

俳
句
は
理
解
で
き
な
い
と
し
て
、
俳
句
は
日
本
独
自
の
も
の
だ
と
主
張
し
、
岡

崎
義
恵
は
俳
句
を
「
情
調
象
徴
」
と
し
て
美
学
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。

こ
う
し
た
主
張
か
ら
は
俳
句
を
国
際
的
な
抒
情
詩
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
再
考
す
る
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こ
と
で
、
そ
れ
を
「
日
本
的
な
る
も
の
」
の
発
現
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
俳
句
界
で
も
、
た
と

え
ば
『
層
雲
』
が
ド
イ
ツ
系
の
新
ロ
マ
ン
主
義
を
介
し
て
象
徴
主
義
を
受
容
し
、

さ
ら
に
表
現
主
義
的
傾
向
も
俳
句
の
中
に
取
り
込
も
う
と
し
た
。
こ
こ
で
は
い

わ
ば
、
西
洋
的
前
衛
が
日
本
的
伝
統
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
詩
に
お
け

る
短
詩
型
ジ
ャ
ン
ル
の
革
新
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、

ド
イ
ツ
の
俳
句
受
容
と
関
連
さ
せ
て
、
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価
と
近
代
詩

の
成
立
・
発
展
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
。

二－

一

近
代
詩
と
し
て
の
俳
句

俳
誌
『
層
雲
』
と
ド
イ
ツ
系
象
徴
主
義
・
新
ロ
マ
ン
主
義
の
受
容

俳
誌
『
層
雲26

）
』（
一
九
一
一
｜
四
四
、
四
六
｜
）
の
明
治
・
大
正
期
で
は
、
主

宰
者
荻
原
井
泉
水
の
ほ
か
、
雪
山
暁
村
（
俊
夫
、
ド
イ
ツ
中
世
文
学
専
攻
）、
三

橋
麻
太
郎
、
小
牧
健
夫
（
海
潮
音
）、
青
山
郊
汀
（
延
敏
、
ド
イ
ツ
・
中
欧
抒
情

詩
専
攻
）
ら
が
ド
イ
ツ
情
報
、
特
に
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
学
動
向

を
紹
介
し
た
。
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
や
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
ル
な
ど
の
新
ロ
マ
ン

主
義
や
象
徴
主
義
的
傾
向
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
俳
句
を
象
徴
主
義
的
に
捉
え

よ
う
と
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
層
雲
』
に
は
最
初
の
一
年
だ
け
大
須

賀
乙
字
が
い
た
が
、
彼
は
二
句
一
章
論
を
展
開
、
碧
梧
桐
に
影
響
を
与
え
た
。

一
九
〇
八
年
の
「
俳
句
界
の
新
傾
向
」
で
彼
は
、
井
泉
水
か
ら
ド
イ
ツ
の
言
語

学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ル
の
『
言
語
学
概
論
』
に
お
け
る
「
言
語
は
暗
示
に
す

ぎ
ず
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
俳
句
は
「
暗
示S

u
g
g
estio

n

」
で
あ
る
、
と
主

張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
彼
は
漢
詩
の
素
養
が
あ
り
、

古
俳
句
の
造
詣
も
深
か
っ
た
。
伝
統
の
方
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
発
想
が
あ
る
な

か
で
、
彼
の
主
張
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
関
連
し
て
、

一
九
〇
六
年
、
島
村
抱
月
が
「
俳
句
的
標
象
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
十
月
一
日
）

で
、
客
観
を
合
図
と
し
て
主
観
の
深
さ
を
示
唆
す
る
こ
と
を
俳
句
的
と
し
た
。

こ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
象
徴
主
義
か
ら
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
層
雲
』
の
中
で
ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
事
情
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
と
し

て
は
、
第
十
五
巻
第
五
号
（
一
九
二
四
）
の
青
山
郊
汀
「
俳
句
の
欧
語
訳
に
就

い
て
」
と
第
十
六
巻
第
十
号
（
一
九
二
六
）
の
同
じ
く
青
山
の
「H

a
i -
K
a
i

（
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
）」
が
あ
る
。
前
者
は
俳
句
の
翻
訳
に
つ
い
て
の
文
章
で
、

言
葉
よ
り
も
リ
ズ
ム
、
内
容
よ
り
詩
、
概
念
よ
り
生
命
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
。

ま
た
、
最
近
の
流
行
の
一
連
詩
や
一
句
詩
、
表
現
派
や
ダ
ダ
の
詩
風
に
も
通
じ

る
も
の
が
あ
る
と
し
、
俳
句
の
世
界
文
学
と
し
て
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

後
者
は
、
前
述
し
た
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
の
論
文
の
訳
と
そ
の
解
説
で
あ
る
。

「
俳
句
は
日
本
の
も
の
の
み
で
は
な
く
、
世
界
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
実
」

を
認
め
て
い
こ
う
と
す
る
。
ま
た
、「
日
本
趣
味
に
捉
れ
な
い
で
、
世
界
的
で

あ
り
た
い
」
と
し
て
、
俳
句
を
日
本
と
い
う
民
族
性
か
ら
解
放
し
た
地
点
か
ら

表
現
す
べ
き
こ
と
を
、
こ
の
ゴ
ル
の
論
を
引
き
合
い
に
出
し
て
主
張
し
て
い
る
。

後
述
す
る
朔
太
郎
の
俳
句＝

日
本
性
と
い
う
民
族
主
義
的
方
向
で
の
ゴ
ル
解
釈

と
は
一
線
を
画
し
た
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
俳
句
理
解
と
い
え
る
。

『
層
雲
』
の
内
容
分
類
を
追
っ
て
い
く
と
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
ア
フ
ォ
リ
ズ

ム
や
断
片
が
目
に
付
く
。
ド
イ
ツ
系
の
作
家
た
ち
の
格
言
的
、
箴
言
的
断
片
集
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に
お
け
る
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
形
式
（
ゲ
ー
テ
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
、

ヘ
ッ
ベ
ル
、
ニ
ー
チ
ェ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ハ
イ
ネ
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
、

ク
ラ
ウ
ス
）
が
俳
誌
の
中
で
好
ま
れ
た
と
い
う
の
も
、
短
い
形
式
と
い
う
点
で

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
俳
句
を
受
け
皿
に
し
て
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
た
め
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、『
層
雲
』
の
構
成
は
「
感
想
、
論
（
評
論
）」「
俳
論
、
俳
談
」

「
小
説
、
紀
実
（
戯
曲
、
小
説
）」「
長
詩
、
短
歌
（
詩
歌
、
俳
句
）」「
俳
句
」「
紀

行
、
日
記
」「
漫
談
、
消
息
」「
雑
録
、
選
評
」
と
い
う
も
の
が
基
本
で
あ
る
。

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
は
「
長
詩
、
短
歌
（
詩
歌
、
俳
句
）」
の
項
目
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
彼
ら
の
主
張
す
る
自
由
律
俳
句
と
類
縁
な
も
の
と

し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
西
洋
の
近
代
詩
の
翻

訳
も
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
、
俳
句
を
短
詩
型
の
近
代
詩
と
位
置
づ

け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

二－

二

日
本
的
な
る
も
の＝

俳
句

萩
原
朔
太
郎
、
寺
田
寅
彦
、
岡
崎
義
恵

昭
和
期
に
な
る
と
、
萩
原
朔
太
郎
は
「
象
徴
の
本
質
」（『
詩
論
と
感
想
』、
素

人
社
、
一
九
二
六
）
で
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
を
引
用
し
、
日
本
文
芸
の
「
象
徴
」

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛
で
あ
る
表
現
主
義
と
近
似
性
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、『
詩
の
原
理
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
八
）
の
第
五
章
「
象
徴
」

で
は
、
日
本
に
は
早
く
か
ら
象
徴
が
発
達
し
て
い
た
。
西
洋
は
近
代
に
至
っ
て

初
め
て
象
徴
度
の
弱
い
浮
世
絵
を
通
し
て
は
じ
め
て
象
徴
に
目
ざ
め
た
。
本
物

の
象
徴
は
日
本
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
象
徴
主
義
は
偽
物
で
ま
だ
ま
だ
説
明
的

だ
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
寺
田
寅
彦
は
「
俳
句
の
原
理
」（
一
九
三
五
）
で
俳
句
に
お
け
る
日

本
独
特
の
自
然
観
、
季
題
の
重
要
性
、
民
族
的
記
憶
、
形
式
の
必
然
性
を
主
張

し
た
。「
連
句
の
独
自
性
」（
一
九
三
一
）
で
は
、
さ
ら
に
西
洋
人
は
俳
諧
を
理

解
し
え
な
い
、
特
に
ド
イ
ツ
人
は
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
、「
映
画

と
連
句
」（
一
九
三
二
）
で
は
映
画
が
連
句
と
同
じ
発
想
で
あ
る
こ
と
に
着
目

し
、
新
し
い
時
代
に
お
け
る
俳
句
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
も
い
る27

）
。

文
芸
学
者
の
岡
崎
義
恵
は
「
日
本
詩
歌
の
気
分
象
徴
」（
一
九
一
六
、
卒
論28

）
）

で
「
象
徴
」
の
訳
語
の
由
来
を
説
明
し
、「
情
調
（
気
分
）
象
徴
」
を
ヨ
ハ
ネ

ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
感
情
移
入
説
（『
悲
劇
美
の
美
学
』、
鷗
外
訳
「
審
美
新

説
」）
や
厨
川
白
村
の
『
近
代
文
学
十
講
』
を
参
照
し
て
、
論
じ
て
い
る
。「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
象
徴
思
想
の
移
入
と
伝
統
的
象
徴
精
神
の
覚
醒29

）
」
で
は
、
大
正
末
に

短
歌
・
俳
句
に
象
徴
主
義
が
浸
透
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
日
本

的
伝
統
を
生
か
す
一
つ
の
原
理
と
し
て
の
面
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
し
、
や

が
て
彼
は
日
本
固
有
の
象
徴
主
義
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
近
代
抒
情
詩
に

お
け
る
象
徴
主
義
的
傾
向
を
、『
新
古
今
』
か
ら
の
白
秋
、『
万
葉
』
か
ら
の
茂

吉
、
幻
想
的
・
音
楽
的
情
調
を
信
奉
す
る
朔
太
郎
、
水
穂
、
無
季
・
自
由
律
の

井
泉
水
、
イ
マ
ジ
ニ
ズ
ム
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
る
誓
子
、
と
分
類

し
て
い
る
。
ま
た
、「
俳
句
の
本
質
と
近
代
の
抒
情30

）
」
で
は
、
複
雑
な
現
代
に

対
し
て
、
簡
潔
、
ス
ピ
ー
ド
、
映
画
的
、
絵
画
的
な
形
式
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
に
俳
句
が
適
し
て
い
る
と
し
て
、
俳
句
の
近
代
的
ス
ピ
ー
ド
文
明
の
文
芸
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形
式
と
し
て
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
詩
人
や
ド
イ
ツ
系
理
論
を
受
容
し
た

文
学
者
・
文
芸
学
者
に
よ
る
俳
句
再
評
価
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お

け
る
俳
句
受
容
と
そ
の
「
ハ
イ
ク
」
と
し
て
の
展
開
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。『
層
雲
』
で
は
俳
句
を
西
洋
の
新
ロ
マ
ン
主
義
や
象
徴
主
義
、

あ
る
い
は
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
移
入
に
よ
っ
て
改
革
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か

が
え
る
し
、「
ハ
イ
カ
イ
」
の
紹
介
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
岡
崎
は
象
徴
精
神
に

お
い
て
俳
句
を
と
ら
え
、
西
洋
の
美
学
理
論
か
ら
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
。

朔
太
郎
は
俳
句
の
前
衛
性
を
、
ゴ
ル
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論
じ
て
い
る
。
こ

う
し
た
俳
句
の
「
モ
デ
ル
ネ
」
と
の
関
連
付
け
が
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価

に
投
影
さ
れ
、
日
本
的
な
る
も
の
の
意
識
化
を
ひ
き
起
こ
し
、
そ
の
核
と
し
て

の
侘
び
・
さ
び
・
幽
玄
の
強
調
、
あ
る
い
は
日
本
文
化
の
禅
的
理
解
、
象
徴
主

義
的
理
解
を
促
進
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
東
北
帝
国
大
学
に
は
芭
蕉
研
究
会
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
文
学
教
授

だ
っ
た
小
宮
豊
隆
が
『
芭
蕉
研
究
』（
一
九
三
三
）
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
じ
く
東
北
帝
国
大
学
に
一
時
期
い
た
木
下
杢
太
郎
は
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
系
新

ロ
マ
ン
主
義
を
受
容
し
た
が
、「
俳
諧
と
自
然
」（『
俳
句
研
究
』、
一
九
三
五
年

三
月
号
）
で
芭
蕉
を
自
然
詩
人
だ
が
、
人
間
も
閑
却
し
な
い
と
し
て
、
そ
の
描

写
は
し
ば
し
ば
高
級
の
象
徴
主
義
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
岡
崎
義
恵
も

東
北
帝
国
大
学
に
い
た
の
で
、
彼
ら
の
俳
句
理
解
に
関
連
性
が
あ
る
の
も
決
し

て
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

三

「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化
と
近
代
詩
の
変
革

国
際
化
が
進
む
な
か
、
日
本
の
俳
人
が
世
界
的
ハ
イ
ク
普
及
に
触
発
さ
れ
て
、

俳
句＝

ハ
イ
ク
の
世
界
性
・
国
際
性
を
強
調
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
性
の
主
張
と
試
み
を
概
観
し
、
俳
句
と
日
本
に
お
け
る
近

代
詩
の
変
革
と
の
関
連
を
中
心
に
、「
ハ
イ
ク
」
の
可
能
性
を
考
え
て
み
る
。

三－

一

「
ハ
イ
ク
」
の
国
際
化

高
浜
虚
子
は
一
九
三
四
年
渡
欧
し
た
。『
渡
佛
日
記
』（
一
九
三
六
）
に
よ
る

と
、
フ
ラ
ン
ス
で
詩
人
ヴ
ォ
ー
カ
ン
ス
に
会
う
が
、
ベ
ル
リ
ン
で
も
講
演
会
を

行
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
一
九
三
八
年
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
後
進
と
し
て
俳

誌
『
俳
諧
』
を
創
刊
し
、
そ
こ
に
「
外
国
に
於
け
る
俳
句
及
び
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｉ
」
の
項
を
設
け
る
。
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
山
口
青せい
邨そん
が
「
伯
林
便
り
」
も
連
載

し
た
。
虚
子
の
句
の
仏
、
英
、
独
語
に
よ
る
解
釈
と
翻
訳
が
出
さ
れ
、
独
訳
は

手
塚
富
雄
（
杜
美
王
）
と
ツ
ァ
ハ
ル
ト
が
担
当
し
た
。
ち
な
み
に
、
山
口
青
邨

の
「
ベ
ル
リ
ン
日
記
」
は
最
近
ド
イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
た
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
工

科
大
学
に
客
員
聴
講
生
と
し
て
留
学
、
ナ
チ
ス
の
ド
イ
ツ
を
体
験
し
て
い
る
。

虚
子
は
一
九
三
六
年
の
ド
イ
ツ
で
の
講
演
の
こ
と
を
、
こ
う
述
べ
て
い
る
、

「
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
日
本
語
学
科
の
教
師
や
生
徒
が
、
俳
句

の
話
を
聞
き
た
く
て
要
求
を
持
ち
出
し
ま
し
て
、
日
独
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た

ベ
ン
ケ
と
い
う
人
を
初
め
と
し
て
多
く
の
人
々
の
集
ま
っ
た
中
で
俳
句
の
話
を

し
ま
し
た31

）
」。
さ
ら
に
彼
は
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
「
ハ
イ
ク
」
に
つ
い
て
も
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考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
外
国
人
に
俳
句
を
教
え
る
際
に
一
番
難
し

い
の
は
「
季
題
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
西
洋
で
は
も
っ
ぱ
ら
音
節
の
数
の
こ

と
が
問
題
に
さ
れ
る
が
、
季
題
の
こ
と
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は

四
季
の
移
り
変
わ
り
や
自
然
の
変
化
が
世
界
的
に
見
て
も
日
本
ほ
ど
恵
ま
れ
た

所
は
な
く
、
日
本
で
は
国
民
の
間
で
四
季
や
風
景
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
高

い
た
め
で
あ
る
。「
そ
れ
が
つ
ま
り
風
景
美
で
あ
り
、
四
季
の
変
化
を
う
た
ふ

の
を
専
ら
に
し
て
ゐ
る
俳
句
と
い
ふ
も
の
を
生
ん
だ
原
因
」（「
日
本
独
特
の
俳

句32
）

」）
だ
か
ら
だ
、
と
す
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ハ
イ
ク
」

に
触
れ
る
こ
と
で
日
本
の
独
自
性
を
考
察
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
あ
ら
た

め
て
日
本
の
「
自
然
」
の
独
特
さ
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
渡
欧
前

に
は
虚
子
は
、
西
洋
人
が
俳
句
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、
否
定
し
て

い
た
。
む
し
ろ
、
日
本
人
で
誰
が
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
と
問
う
。
ま
た
、

過
去
、
西
洋
人
に
よ
っ
て
日
本
の
美
術
工
芸
の
価
値
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
挙

げ
、
西
洋
人
で
も
日
本
を
よ
く
理
解
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
俳
句
は
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
述
べ
て
い
た
（「
西
洋
人
に
俳
句
の
趣
味
は
判
ら
ぬ
か
」〔
一
九
三
〇

年
九
月33

）
〕）。
し
た
が
っ
て
、
渡
欧
に
よ
っ
て
虚
子
は
こ
う
し
た
俳
句
の
国
際
性

に
対
し
て
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
虚

子
の
ド
イ
ツ
旅
行
に
際
し
て
は
「
素
人
」
こ
と
、
独
文
学
者
の
藤
代
禎
輔
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
日
本
学
の
学
生

「
ビ
ュ
ル
ガ
姉
妹
」
と
も
め
ぐ
り
合
う
。
ま
た
そ
こ
で
、
日
本
に
来
て
「
パ
ン

の
会
」
に
関
わ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
大
分
と
習
志
野
の
俘
虜
収
容
所
に

い
た
フ
リ
ッ
ツ

ル
ン
プ
に
も
会
っ
て
い
る34

）
。

虚
子
は
こ
の
よ
う
に
、
俳
句
の
国
際
的
普
及
を
図
る
が
、
た
だ
季
題
・
季
語

の
希
薄
化
は
批
判
し
た
。
や
は
り
、
日
本
的
な
る
も
の
へ
の
こ
だ
わ
り
は
強
か

っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

戦
時
中
で
は
、
詩
に
よ
る
「
交
感
」
が
日
独
同
盟
と
い
う
政
治
的
背
景
の
も

と
に
起
こ
る
。
青
山
延
敏
（
郊
汀
）
編
著
『
日
獨
詩
盟
』（
南
山
堂
、
一
九
四
三
）

に
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
林
銑
十
郎
に
よ
る
序
が
つ
き
、
青
山
に
よ
る
「H

a
i

 
K
a
i

」、
川
路
柳
虹
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
るH

A
IK
A
I

」
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
青
山
は
、
ハ
イ
カ
イ
か
ら
日
本
文
化
や
民
族
性
、
伝
統
へ
ま
な
ざ
し
を
向

け
、
古
人
の
俳
境
を
継
ぐ
こ
と
を
主
張
、
日
独
の
詩
に
よ
る
交
感
を
こ
こ
で
演

出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
・「
ハ
イ
カ
イ
」
成
立
に
貢
献
し
た
者
と
し
て

ザ
イ
デ
ル
夫
人
、
ゴ
ル
、
ゲ
オ
ル
ゲ
を
挙
げ
て
い
る
。
青
山
は
詩
人
ゲ
オ
ル
ゲ

か
ら
直
接
、
教
え
を
受
け
た
と
述
べ
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
、
久
留
米
の
ド

イ
ツ
人
俘
虜
収
容
所
に
通
訳
と
し
て
勤
務
し
、
ド
イ
ツ
人
（
カ
ン
ツ
ィ
ウ
ス

か
？
）
と
「
ハ
イ
ク
」
を
試
み
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
ド
イ
ツ
と
日
本
の
ハ
イ
ク
交
流
と
そ
こ
に
通

底
す
る
情
調
的
結
び
つ
き
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

次
に
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
文
学
者
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
へ
の
評
価
を

み
て
み
よ
う
。『
俳
諧
』
の
ド
イ
ツ
語
訳
者
・
手
塚
富
雄
は
「
日
独
修
好
百
年

と
文
学
」
で
、「
若
い
ゴ
ス
マ
ン
氏
は
、
ド
イ
ツ
文
学
に
俳
句
の
ジ
ャ
ン
ル
を

立
て
よ
う
と
唱
導
し
、
実
行
し
て
い
る
。
翻
訳
す
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語

で
俳
句
的
発
想
の
短
詩
を
つ
く
る
の
で
あ
る35

）
」
と
述
べ
て
、「
ジ
ャ
ン
ル
」
と

し
て
の
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
質
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
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ま
た
、
同
じ
手
塚
富
雄
は
「
二
つ
の
詩
世
界
」（
一
九
五
八
、
初
出
未
詳
）
で

は
「
マ
ン
フ
レ
ー
ト
・
ハ
ウ
ス
マ
ン
が
日
本
の
伝
統
短
詩
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し

た
『
愛
と
死
と
月
夜
』（L

iebe,
T
od
 
u
n
d
 
V
ollm

on
d
n
ach

te
,
u
b
ertra

g
en

 
v
o
n M

a
n
fred H

a
u
sm
a
n
n
.
S
.
F
isch

er V
erla

g
1952

）（
…
…
）
私
た
ち
が
そ

れ
を
読
む
と
、
も
の
た
り
な
い
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
。
原
作
に
く
ら
べ
る
と
、

い
っ
た
い
に
ひ
か
ら
び
て
い
て
趣
き
が
な
い36

）
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
訳

は
エ
ピ
グ
ラ
ム
的
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
な
人
間
感
情
に
関
す
る
エ
ピ
グ
ラ

ム
で
あ
り
、
原
句
の
も
つ
特
殊
な
情
趣
は
す
べ
て
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

あ
る
の
は
普
遍
的
な
人
生
観
で
あ
る
、
と
し
て
い
る37

）
。
こ
の
よ
う
に
手
塚
は

「
ハ
イ
ク
」
に
対
し
て
、
や
は
り
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
お
り
、
逆
に
西
洋
的

発
想
と
の
違
い
の
大
き
さ
を
自
覚
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
的
な
る
も
の
の
再
評
価

へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
文
学
に
造
詣
が
深
い
が
故
に

彼
我
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
さ
が
人
一
倍
見
え
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ド

イ
ツ
の
近
代
詩
に
触
れ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
逆
に
、
日
本
の
詩
・
句
の
独
自
性

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
日
本
の
ド
イ
ツ
文
学
者
た
ち
の
姿
が
見
え
る
。

ま
た
、
同
じ
く
独
文
学
者
の
高
安
国
世
は
『
リ
ル
ケ
と
日
本
人38

）
』
の
中
の

「
リ
ル
ケ
と
日
本
人

補
遺
｜
リ
ル
ケ
と
俳
句
」
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
独
文
学
者

へ
ル
マ
ン
・
マ
イ
ヤ
ー39

）
が
『
繊
細
な
経
験
』
の
「
可
視
的
な
も
の
の
変
身
」
と

い
う
章
で
、
リ
ル
ケ
自
ら
が
俳
諧
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
と
、
リ
ル
ケ
最
晩
年

の
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
る
こ
と
を
、
紹
介
し
て
い
る
。

高
安
に
よ
る
と
、
リ
ル
ケ
が
も
っ
と
も
俳
句
に
関
心
を
示
し
た
の
は
一
九
二

〇
年
の
Ｎ
・
Ｒ
・
Ｆ
（『
新
フ
ラ
ン
ス
評
論
』）
九
月
号
で
あ
る
。
ク
ー
シ
ュ
ー

ら
十
人
の
詩
人
が
俳
諧
と
称
す
る
詩
を
発
表
し
、
巻
頭
に
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン

が
日
本
の
俳
句
紹
介
文
を
掲
載
し
て
い
た
。
リ
ル
ケ
は
そ
れ
に
刺
激
さ
れ
て
、

H
a
i
K
a
i

と
銘
打
つ
フ
ラ
ン
ス
語
の
三
行
詩
を
書
い
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

高
安
は
こ
れ
ら
の
句
に
日
本
の
俳
句
的
要
素
を
感
じ
な
い
し
、
手
塚
と
同
様
、

一
般
に
欧
米
の
ハ
イ
ク
に
は
日
本
の
俳
句
と
は
異
質
な
も
の
を
感
じ
、「
理
解

し
合
う
と
言
っ
て
も
、
結
局
は
自
分
の
体
質
に
か
な
っ
た
も
の
だ
け
を
摂
取
し
、

異
質
な
も
の
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か40

）
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
リ
ル
ケ
に
は
と
に
か
く
俳
諧
の
特
徴
を
、
彼
の
念
願
す
る
芸
術
の
究

極
的
な
価
値
や
使
命
に
合
致
す
る
も
の
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と

し
て
、
マ
イ
ヤ
ー
が
最
晩
年
の
リ
ル
ケ
の
フ
ラ
ン
ス
語
詩
の
特
質
を
、
一
見
形

式
で
は
貧
弱
に
み
え
て
も
、
単
純
な
ひ
か
え
め
な
形
の
中
に
充
実
が
ひ
ろ
が
り
、

超
地
上
的
な
輝
き
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
。
目
に
見
え
る
世
界
が
こ
こ
で
は
、
あ

と
か
た
も
な
く
精
神
的
な
も
の
へ
と
溶
か
さ
れ
、「
内
面
的
に
変
身
」
さ
せ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
目
に
み
え
な
い
も
のu

n
sich

tb
a
r

」
と
な

っ
て
い
る
と
解
釈
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
ル
ケ
自
身
も
最

晩
年
に
、「
目
に
見
え
る
も
の
が
ひ
と
つ
の
確
か
な
手
に
取
ら
れ
、
熟
し
た
果

実
の
よ
う
に
摘
み
と
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
す
こ
し
の
重
み
も
持
た
な
い
。

と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
そ
っ
と
下
に
置
か
れ
る
や
否
や
、
目
に
見
え
な
い
も
の

を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
強
い
ら
れ
る
」
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
高
安
は
こ
の
よ
う

に
、
リ
ル
ケ
の
晩
年
の
詩
に
俳
句
的
要
素
を
見
て
取
り
、
そ
こ
に
単
な
る
形
式

模
倣
で
は
な
い
、
深
い
照
応
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
俳
人
た
ち
は
俳
句
の
国
際
化
を
唱
え
な
が
ら
も
、
一
方
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で
俳
句
の
日
本
的
な
る
特
質
に
ま
す
ま
す
こ
だ
わ
っ
た
し
、
独
文
学
者
た
ち
は

ド
イ
ツ
の
「
ハ
イ
ク
」
の
実
践
に
つ
い
て
形
式
的
な
面
で
厳
し
い
評
価
を
示
し

が
ち
だ
が
、
リ
ル
ケ
研
究
の
進
展
な
ど
を
通
し
て
、
徐
々
に
「
ハ
イ
ク
」
の
近

代
詩
革
新
の
役
割
に
注
目
し
始
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三－

二

ハ
イ
ク
の
日
本
回
帰
と
詩
の
変
革

リ
ル
ケ
の

墓
碑
銘
」翻
訳
比
較
を
例
に

R
o
se,

o
h rein

er W
id
ersp

ru
ch
,
L
u
st

 
N
iem

a
n
d
es S

ch
la
f zu sein u

n
ter so

v
iel

 
L
id
ern

.

こ
の
リ
ル
ケ
の
「
墓
碑
銘
」
は
ハ
イ
ク
で
あ
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
一
九
二

五
年
の
遺
書
に
入
れ
ら
れ
た
こ
の
詩
は
、
作
ら
れ
た
の
が
リ
ル
ケ
が
「
ハ
イ

ク
」
を
試
み
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
し
、
内
容
的
に
も
対
象
に
拘
泥
し
、
内
と

外
、
生
と
死
の
合
一
を
表
現
し
て
い
て
、
日
本
の
俳
句
を
彷
彿
さ
せ
る
。
そ
こ

で
こ
こ
で
は
、
こ
の
リ
ル
ケ
の
「
墓
碑
銘
」
の
日
本
で
の
翻
訳
の
変
遷
を
例
に

と
り
、
そ
れ
を
リ
ル
ケ
受
容
と
の
関
わ
り
で
跡
付
け
、
ハ
イ
ク
が
日
本
の
近
代

詩
・
現
代
詩
の
変
革
に
も
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
た
い
。

戦
前
に
は
リ
ル
ケ
受
容
は
意
外
と
多
く
な
い
。
茅
野
蕭
蕭
の
『
リ
ル
ケ
詩

抄
』（
一
九
二
七
）
に
は
「
墓
碑
銘
」
は
入
っ
て
い
な
い
。
堀
辰
雄
の
「
リ
ル

ケ
年
表
」（
一
九
三
五
）
に
こ
の
詩
の
訳
が
あ
る
が
、
彼
は
こ
れ
を
二
行
で
訳

し
て
い
る
（「
薔

よ
、
お
お
、
純
粋
な
矛
盾
、
幾
重
も
の
瞼
の
下
に
、
╱
誰
れ
の

で
も
な
い
眠
り
を
味
つ
て
ゐ
る
悦
び
。」「
リ
ル
ケ
雑
記
」『
堀
辰
雄
全
集
』
第
三
巻
、

摩
書
房
、
一
九
七
七
。
初
出
「
リ
ル
ケ
年
譜
」『
四
季
』、
一
九
三
五
）。
た
だ
、

堀
は
リ
ル
ケ
を
西
洋
近
代
の
詩
人
と
し
て
理
想
化
す
る
ば
か
り
で
、
一
方
通
行

の
受
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
片
山
敏
彦
の
『
リ
ル
ケ
詩
集
』
で
も
二
行
で
翻
訳
し

て
い
る
（『
リ
ル
ケ
詩
集
』
新
潮
社
、
一
九
四
二
）（「
薔

の
花
よ
、
お
お
、
純
粋

な
矛
盾
よ
╱
た
く
さ
ん
の
瞼
の
下
で
、
誰
の
眠
り
で
も
な
い
こ
と
の
逸
楽
よ
。」）。

片
山
も
こ
れ
を
「
ハ
イ
ク
」
と
は
み
て
い
な
か
っ
た
が
、
リ
ル
ケ
自
身
の
東
洋

的
・
仏
教
的
背
景
は
指
摘
し
て
い
た
。
堀
と
片
山
が
二
行
詩
で
訳
し
た
の
は
、

一
時
期
こ
の
詩
を
ド
イ
ツ
語
で
二
行
で
出
版
し
た
詩
集
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
が
、
リ
ル
ケ
自
身
は
実
際
は
三
行
で
書
い
て
い
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
の

ハ
イ
カ
イ
が
三
行
で
書
か
れ
て
い
た
こ
と
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。

戦
後
に
な
る
と
特
に
六
〇
年
代
に
リ
ル
ケ
と
「
ハ
イ
ク
」
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
の
研
究
が
進
み
（
富
士
川
、
高
安
、
マ
イ
ヤ
ー
）、
訳
も
簡
潔
に
な
っ
て
い

く
。
た
だ
し
、
大
山
定
一
は
四
行
で
訳
し
て
い
た
（『
リ
ル
ケ
の
薔

』、
創
元

社
、
一
九
五
二
）（「
お
お
薔

純
粋
な
か
な
し
い
矛
盾
の
は
な
よ
╱
は
な
び
ら
と

は
な
び
ら
は

幾
重
に
も
か
さ
な
つ
て
眼
蓋
の
や
う
に
╱
も
は
や
誰
の
ね
む
り
で
も

な
い
寂
し
い
ゆ
め
を
╱
ひ
し
と
つ
つ
ん
で
ゐ
る
う
つ
く
し
さ
」）。

星
野
慎
一
は
最
初
の
訳
（『
リ
ル
ケ
詩
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
。『
晩
年
の

リ
ル
ケ
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
一
）（「
薔そうび
よ
、
お
お

き
よ
ら
か
な
矛
盾
よ
、

╱
誰た
が
夢
に
も
あ
ら
ぬ
眠
り
を

あ
ま
た
な
る
瞼
の
蔭
に
や
ど
す
╱
歓よろ
喜こび
よ
。」）
で

は
、
リ
ル
ケ
は
西
洋
の
詩
人
で
理
解
が
む
つ
か
し
い
と
述
べ
て
い
た
の
に
、
や
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が
て
こ
れ
は
「
ハ
イ
ク
」
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
も
リ
ル
ケ

と
日
本
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
神
品
芳
夫
は
「
ド
イ

ツ
と
俳
句
と
リ
ル
ケ
」
で
「
リ
ル
ケ
は
日
本
の
近
代
詩
に
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
た
人
だ
が
、
リ
ル
ケ
と
日
本
と
の
関
係
が
す
く
な
く
と
も
完
全
に
一
方
通

行
で
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
の
は
、
や
は
り
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
」（『
詩
と
自

然

ド
イ
ツ
詩
史
考
』
小
沢
書
店
、
一
九
八
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
訳
で
は
、

句
読
点
の
使
い
方
も
個
々
の
訳
者
で
違
う
し
、
漢
詩
調
の
も
の
も
あ
る
。

N
iem

a
n
d

の
訳
し
方
（「
誰
の
﹇
眠
り
﹈
で
も
な
い
」「
誰
で
も
な
い
も
の
の
﹇
眠

り
﹈」）
に
も
違
い
が
あ
る
。
富
士
川
英
郎
訳
で
は
（『
リ
ル
ケ
選
集
』
第
二
巻

詩
集
二
、
新
潮
社
、
一
九
五
四
。
手
塚
富
雄
編
『
リ
ル
ケ
』

摩
書
房
、
一
九
五
九
。

『
リ
ル
ケ
詩
集
』
新
潮
文
庫
、
一
九
六
三
。『
世
界
の
詩
29

リ
ル
ケ
詩
集
』
弥
生
書

房
、
一
九
六
五
。
富
士
川
英
郎
『
芸
術
と
人
生
』、
白
水
社
、
一
九
九
七
）（「
薔

お
お

純
粋
な
矛
盾

よ
ろ
こ
び
よ
╱
こ
の
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い
瞼
の
奥
で

な

に
び
と
の
眠
り
で
も
な
い
╱
と
い
ふ
」）、
三
行
目
を
「
と
い
ふ
」
と
し
て
余
情
を

残
す
こ
と
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
試
み
も
こ
の
詩
を
俳
句
的
に
訳
そ
う

と
す
る
意
図
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

俳
句
選
集
』
な
ど
の
よ
う
に
、
俳
句
に
翻
案
し
て
訳
す
と
い
う
試
み
も
見
ら
れ

る
（「
生
と
死
の
矛
盾
嬉
し
や
薔

の
花
」
内
田
園
生
〔『
世
界
に
広
が
る
俳
句
』
角

川
書
店
、
二
〇
〇
五
〕）。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ル
ケ
の
翻
訳
者
た
ち
は
リ
ル
ケ
が
代
表
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
近
代
詩
が
東
洋
的
・
日
本
的
要
素
と
交
感
し
あ
う
こ
と
の
再
評
価
の
過
程
で
、

自
分
た
ち
の
持
つ
詩
形
式
に
リ
ル
ケ
の
こ
の
詩
を
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
み
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
西
洋
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
「
ハ
イ

ク
」
の
実
践
が
日
本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本
の
詩
人
た
ち
が
自
ら

の
内
に
ハ
イ
ク
的
要
素
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
新
し
い
詩
や
翻
訳

に
導
入
し
よ
う
と
し
て
、
近
代
詩
自
体
を
「
日
本
的
な
る
も
の
」
に
し
て
い
っ

た
こ
と
も
、
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
俳
句
受
容
と
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
の
生

成
・
自
立
、
な
ら
び
に
そ
れ
と
連
動
す
る
日
本
に
お
け
る
俳
句
再
評
価
を
考
察

し
て
み
た
。
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
少
な
い
が
、
実
際
に

は
そ
れ
は
す
で
に
一
つ
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
独
自
な
形
で
定
着
し
て
い
る
。

必
ず
し
も
、
日
本
の
俳
人
た
ち
が
期
待
す
る
伝
統
的
俳
句
観
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
、
こ
う
し
た
「
ハ
イ
ク
」
の
展
開
を
み
な
が
ら
、
日

本
の
俳
句
が
よ
り
自
己
意
識
を
強
め
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
可
能
性
に
新

た
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
っ
た
し
（
座
と
し
て
の
文
学
、
自
然
詩
、
生
活
詩
と
し
て

の
俳
句
）、
と
き
に
日
本
回
帰
や
民
族
主
義
的
な
主
張
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
ま
た
そ
の
反
面
、
リ
ル
ケ
の
「
ハ
イ
ク
」
の
日
本
で
の
受
容
の
変
遷
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
ろ
過
さ
れ
た
ハ
イ
ク
的
特
性
が
よ
り
普
遍
的
な

形
で
日
本
に
回
帰
し
、
日
本
の
俳
句
、
な
ら
び
に
日
本
の
近
代
詩
を
革
新
し
て

い
く
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
日
本
の
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
の
俳
句
も
、「
ハ
イ
ク
」
に
よ
っ
て
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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日
独
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
と
「
ハ
イ
ク
」
の
発
展
に
み
る
よ
う
に
、
一
般

に
異
文
化
で
の
自
文
化
の
評
価
が
、
自
文
化
の
特
性
を
意
識
化
さ
せ
、
そ
れ
を

実
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
自
文
化
は
異
文
化
と
表

裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
文
化
は
相
互
の
影
響
と
交
流
に

お
い
て
相
互
照
射
す
る
こ
と
で
し
か
発
現
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
一
例
と
も

い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
双
方
向
的
影
響
関
係
を
み
る
試
み
は
、
文
化
同
士

が
相
互
照
応
し
な
が
ら
、
個
々
の
文
化
で
自
己
意
識
を
高
め
る
様
を
映
し
出
す

と
と
も
に
、
文
化
間
に
通
底
す
る
要
素
を
発
見
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
も
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注１
）

ド
ゥ
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ン
バ
イ
ン（

D
u
rs G

ru
n
b
ein
,
1962-）

は
旧
東

ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
生
ま
れ
の
詩
人
で
、
一
九
九
五
年
に
ド
イ
ツ
で
最
も
権

威
あ
る
文
学
賞
を
す
で
に
受
賞
し
た
ド
イ
ツ
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
詩
人
で

あ
る
。
彼
は
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
二
年
に
来
日
し
て
い
る
。
彼
は
日
本
の
印

象
を
俳
句
風
の
短
詩
に
し
て
発
表
し
て
い
る
。（『
ド
ゥ
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ー
ン
バ

イ
ン
詩
集

墓
碑
銘
・
日
本
紀
行
』
縄
田
雄
二
編
訳
、
中
央
大
学
出
版
部
、
二

〇
〇
四
）

２
）

G
u
n
ter G

ra
ss:

F
u
n
d
sach

en
 
fu
r
 
N
ich
tleser

.
G
o
ttin

g
en

1997.

田
舎
の
自
宅
で
の
四
季
の
風
物
に
か
こ
つ
け
て
心
境
を
短
詩
で
表
現
。
三
〜
五

行
が
多
い
。
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
い
る
。

３
）

加
藤
慶
二
『
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
ク
小
史
』、
永
田
書
房
、
一
九
九
六
。
な
お
、

シ
ュ
ー
ス
タ
ー
に
も
同
様
の
解
説
が
あ
る
。In

g
rid S

ch
u
ster:

C
h
in
a
 
u
n
d

 
Japan

 
in
 
d
er d

eu
tsch

en
 
L
iteratu

r 1
8
9
0
-1
9
2
5
.
B
ern

1977,
S
. 11～

S
.

55.

４
）

H
a
n
s D

ieter Z
im
m
erm

a
n
n
:
E
in K

u
k
u
k
 
ru
ft.

A
sia
tisch

e E
in
-

flu
sse in d

er L
y
rik v

o
n A

rn
o H

o
lz.In

:
T
ext ＋

K
ritik

121.

５
）

加
藤
、
前
掲
書
、
一
五
頁
。

６
）
『
イ
ン
ゼ
ル
』
に
狂
言
の
「
花
子
」
の
翻
訳
が
あ
る
。
一
九
〇
二
年
四
月

五
月
合
併
号
。『
イ
ン
ゼ
ル
』
の
編
集
者
の
一
人
で
、
か
つ
日
本
文
学
に
つ
い

て
の
紹
介
も
行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
ラ
イ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
？

７
）

加
藤
、
前
掲
書
、
一
四
｜
二
四
頁
。

８
）
『
層
雲
』（
復
刻
版
、
不
二
出
版
、
一
九
九
六
）
第
五
巻
第
三
号
「
詩
作
と

郷
土
」
に
ベ
ト
ゲ
「
フ
ス
ラ
ム
附
近
に
て
」
あ
り
。

９
）

加
藤
、
三
三
頁
。

10
）

S
a
b
in
e S

o
m
m
erk

a
m
p
:
D
ie d

eu
tsch

sprach
ige H

aiku
-D
ich
tu
n
g.

V
on
 
d
en
 
A
n
fan

gen
 
bis zu

r G
egen

w
art.

1984.

11
）

Iw
a
n G

o
ll:
H
a
i -K

a
i.In

:D
ie literarisch

e W
elt B

d
. 2.H

. 46. 1926,

S
. 3.

12
）

M
a
rg
ret

 
B
u
ersch

a
p
er:

D
as
 
d
eu
tsch

e
 
K
u
rzged

ich
t
 
in
 
d
er

 
T
rad

ition
 
japan

isch
er
 
G
ed
ich
tform

en
 
H
aiku

,
S
en
ryu

,
T
an
ka,

R
en
ga
.
G
o
ttin

g
en

1987.
13
）

B
u
ersch

a
p
er,a

.a
.O
.,
S
. 95.

14
）

E
b
d
.

15
）

V
g
l.S
ch
u
ster,a

.a
.O
.

16
）

Iw
a
n G

o
ll:
D
a
s W

o
rt a

n sich
.:
N
eu
e R

u
n
d
sch
au
.
N
r. 32.

B
erlin

 

278



 

u
.
L
eip
zig O

k
to
b
er
1921.

17
）

S
ch
u
ster,a

.a
.O
.,
S
52.

18
）
『
層
雲
』、
前
掲
書
、
第
十
六
巻
第
十
号
（
一
九
二
六
年
三
月
）

19
）

B
u
ersch

a
p
er,

a
.a
.O
.,S
. 94.

20
）

V
g
l.
S
o
m
m
erk

a
m
p
,
S
. 37.

21
）

ハ
イ
ク
実
作
者
の
ハ
イ
ク
集
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
加
藤
『
ド
イ
ツ
・
ハ

イ
ク
小
史
』
の
ほ
か
、
林
正
子
「
ド
イ
ツ
の
俳
句

ド
イ
ツ
語
圏
の
俳
句
受

容
と
ド
イ
ツ
語H

a
ik
u

の
展
開
」『
國
文
学
』（
特
集
「
俳
句

世
界
の

H
A
IK
U

」）、
学
燈
社
、
二
〇
〇
五
年
九
月
号
〔
第
五
巻
九
号
〕）
に
詳
し
い

の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

22
）

坂
西
八
郎
、
Ｈ
・
フ
ッ
ズ
ィ
、
窪
田
薫
、
山
陰
白
鳥
編
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

俳
句
選
集
』
デ
イ
リ
ー
マ
ン
、
一
九
七
九
。

23
）

大
岡
信
ほ
か
『
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
連
詩
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
。

24
）

大
岡
信
ほ
か
『
フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
通
り
の
縄
ば
し
ご

ベ
ル
リ
ン
連
詩
』
岩

波
書
店
、
一
九
八
九
。

25
）

参
照
、
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
平
凡
社
、
二
〇
〇

五
。

26
）
『
層
雲
』、
前
掲
書
。

27
）
『
寺
田
寅
彦
』
ち
く
ま
日
本
文
学
全
集
、
一
九
九
二
。

28
）

岡
崎
義
恵
『
日
本
詩
歌
の
象
徴
精
神
古
代

』（『
岡
崎
義
恵
著
作
選
』）、

宝
文
館
出
版
、
一
九
七
〇
。

29
）

岡
崎
義
恵
『
日
本
詩
歌
の
象
徴
精
神
現
代

』（『
岡
崎
義
恵
著
作
集
』
第

八
巻
）、
宝
文
館
出
版
、
一
九
五
九
。

30
）

岡
崎
義
恵
『
近
代
日
本
の
詩
歌
』（『
岡
崎
義
恵
著
作
集
』
第
十
巻
）、
宝

文
館
出
版
、
一
九
六
二
。

31
）

高
浜
虚
子
「
俳
句
の
講
演
」、『
俳
句
の
五
十
年
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四

二
。

32
）
『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』
第
十
四
巻
紀
行
・
日
記
集
、
毎
日
新
聞
社
、
一

九
七
四
、
二
四
二
頁
。

33
）

高
浜
虚
子
『
俳
談
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
、
五
五
頁
。

34
）
『
定
本
高
浜
虚
子
全
集
』
第
十
四
巻
紀
行
・
日
記
集
、
前
掲
書
。

35
）
『
手
塚
富
雄
著
作
集
』
第
五
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
、
四
二
二
頁
。

36
）
『
手
塚
富
雄
著
作
集
』
第
七
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
、
一
一
二
頁
。

37
）

同
書
、
一
一
四
頁
。

38
）

高
安
国
世
『
リ
ル
ケ
と
日
本
人
』
第
三
文
明
社
、
レ
グ
ル
ス
文
庫
、
一
九

七
二
。

39
）

参
考
、
リ
ル
ケ
と
ハ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、H

erm
a
n
 
M
ey
er (A

m
-

stelv
een

):
R
ilk
es
 
B
eg
eg
n
u
n
g
 
m
it
 
d
em
 
H
a
ik
u
.
In
:
E
u
ph
orion

.

Z
eitsch

rift fu
r
 
L
iteratu

rgesch
ich
te.

74.
B
a
n
d
2.
H
eft.

H
eid
elb
erg

1980.

で
、
マ
イ
ヤ
ー
が
リ
ル
ケ
の
詩
へ
の
日
本
の
俳
句
か
ら
の
影
響
に
つ
い

て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

40
）

高
安
、
前
掲
書
、
一
六
八
頁
。
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は
じ
め
に

明
治
二
十
四
年
十
一
月
、
田
口
卯
吉
は
、
明
石
孫
太
郎
『
新
体
支
那
歴
史
』

を
自
著
『
支
那
開
化
小
史
』
の
偽
版
で
あ
る
と
し
て
告
発
し
た
。
こ
の
事
件
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
ま
ず
大
家
重
夫
「
１
田

口
卯
吉
「
支
那
開
化
小
史
」
事
件
（
２
）（
刑
事１

）
）」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し

こ
れ
は
、
二
つ
の
書
物
の
類
似
点
に
つ
い
て
の
対
照
表
（
後
述
）
と
判
決
文
を

掲
載
す
る
に
止
ま
り
、
こ
の
訴
訟
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
吉
村
保
「
田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小

史
』
偽
版
告
訴
事
件２

）
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
吉
村
は
被
告
明
石
孫
太
郎
の
逆
転
勝

訴
と
な
っ
た
二
審
の
判
決
文
を
取
り
上
げ
、
判
決
の
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い

と
言
う
。
し
か
し
こ
の
訴
訟
の
公
判
記
録
は
一
部
を
除
い
て
『
東
京
経
済
雑

誌
』（
六
○
一
・
六
○
五
〜
六
○
七
・
六
三
一
・
六
五
五
）
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
記
録
を
読
め
ば
、
被
告
を
逆
転
勝
訴
へ
と
導
い
た
判
決
理
由
も
理
解
出
来

る
。こ

の
公
判
記
録
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
稲
岡
勝
「
蔵
版
、
偽
版
、
板
権

著
作
権
前
史
の
研
究３

）

」
で
あ
る
。
稲
岡
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
裁
判

は
「
意
匠＝

歴
史
の
見
方
に
つ
い
て
の
見
識
、
卓
見
」
の
剽
窃
を
め
ぐ
っ
て
争

わ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
稲
岡
の
関
心
は
、
明

石
と
書
肆
大
倉
保
五
郎
の
間
に
結
ば
れ
た
印
税
契
約
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、
稲
岡
の
論
考
に
お
い
て
指
摘
に
止
ま
っ
た
、
こ
の

事
件
に
お
け
る
「
意
匠
」
の
剽
窃
の
問
題
を
詳
し
く
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
時

期
、「
意
匠
」
は
美
術
・
文
学
・
歴
史
の
領
域
に
ま
た
が
り
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
歴
史
の
領
域
で
、
書
物
間
の
差
異
が
問
わ
れ
る
場
合
、
こ
の

「
意
匠
」
は
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
の
だ
ろ
う
か
（
資
料
を
引
用
す
る
に
際
し
、

通
行
の
新
漢
字
・
平
仮
名
を
用
い
、
私
に
句
読
点
を
補
っ
た
）。

共
同
研
究
報
告

歴
史
書
の
剽
窃

田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小
史
』
偽
版
訴
訟
事
件
の
考
察

甘

露

純

規
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一

田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小
史
』

田
口
卯
吉
『
支
那
開
化
小
史
』
は
、
経
済
雑
誌
社
か
ら
分
冊
出
版
さ
れ
た
。

一
巻
は
明
治
十
六
年
十
月
、
二
巻
は
十
八
年
四
月
、
三
巻
は
二
十
年
一
月
に
、

四
巻４

）
は
二
十
年
四
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
年
十
二
月
に
は
、
一
巻

か
ら
四
巻
ま
で
の
合
本５

）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
二
十
一
年
一
月
に
は
、
こ
の

合
本
に
五
巻
が
加
え
ら
れ
、
再
版
さ
れ
て
い
る６

）
。
ま
た
明
治
二
十
四
年
に
は

「
文
部
省
検
定
済
尋
常
中
学
校
教
科
用
図
書
╱
文
部
省
検
定
済
尋
常
師
範
学
校

教
科
用
図
書
」
と
し
て
再
版
さ
れ
て
い
る７

）
。

『
支
那
開
化
小
史
』
は
、『
日
本
開
化
小
史
』（
明
治
十
年
九
月
〜
十
五
年
十
月
）

の
姉
妹
編
で
あ
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
『
支
那
開
化
小

史
』
は
、
ギ
ゾ
ー
の
文
明
史
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
。『
支
那
開
化
小

史
』
の
序
言
を
見
て
み
よ
う
。

史
を
記
す
る
の
体
三
種
あ
り
。
曰
く
編
年
体
、
春
秋
の
類
是
な
り
。
曰
く

記
事
体
、
史
記
列
伝
の
類
是
な
り
。
曰
く
史
論
体
、
過
秦
論
、
封
建
論
の

類
是
な
り
。
此
諸
体
各
々
適
す
る
所
あ
り
。
封
建
潰
乱
の
事
実
を
表
示
す

る
は
編
年
体
に
如
か
ず
。
人
の
履
歴
を
記
す
る
は
記
事
体
に
如
か
ず
。
社

会
の
大
勢
事
情
変
遷
を
記
す
る
は
史
論
体
に
如
か
ず
。

史
と
論
と
は
異
な
り
、
論
は
所
見
を
述
ふ
る
も
の
な
り
。
史
は
事
実
を
記

す
る
も
の
な
り
。
故
に
支
那
の
史
家
史
論
体
を
以
て
史
と
称
せ
さ
る
な
り
。

（
中
略
）
蓋
し
此
等
の
事
実
は
歳
月
の
以
て
明
に
之
を
期
す
べ
き
な
く
、

且
つ
数
多
の
事
実
湊
合
し
て
一
顕
像
を
為
す
も
の
た
る
を
以
て
、
史
家

各
々
所
見
を
異
に
す
る
の
弊
あ
る
を
免
か
れ
ず
。
然
れ
ど
も
之
か
為
に
所

見
を
交
ふ
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
は
、
其
変
遷
を
記
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
な
り
。

則
ち
社
会
の
史
を
記
す
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
な
り
。
史
豈
に
論
と
異
な
ら
ん

や
。
共
に
所
見
を
述
ふ
る
も
の
ゝ
み
。（「
例
言
」『
支
那
開
化
小
史
』
一
｜

二
頁
）

こ
の
序
言
か
ら
は
、
従
来
、
事
実
の
叙
述
す
な
わ
ち

史

か
ら
、
個
人
の

所
見
つ
ま
り

論

と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
た
史
論
体
を

史

の
中
心
に
位

置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
歴
史
学
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
田
口
の
企
図

が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
田
口
の
企
図
は
、
明
治
二
十
年
前
後
に
お
け
る
、

年
代
記
と
歴
史
学
を
区
別
す
る
歴
史
改
良
論
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
っ
た８

）
。
こ
の

歴
史
改
良
論
の
中
で
は
、
諸
事
実
を
時
間
的
順
序
に
配
列
し
た
だ
け
の
年
代
記

は
単
な
る
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
、
事
件
の
原
因
と
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
観
点

か
ら
資
料
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
こ
そ
が
歴
史
学
だ
と
さ
れ
る
。
十
九
世
紀
の

欧
米
に
お
い
て
、
事
件
の
原
因
と
結
果
の
有
機
的
な
記
述
を
目
指
す
、
こ
う
し

た
歴
史
学
の
姿
勢
は
新
た
な
小
説
の
創
造
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た９

）
。
田
口
ら

の
歴
史
改
良
の
動
き
も
、
こ
う
し
た
欧
米
の
歴
史
学
の
動
き
に
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
っ
た
。

『
支
那
開
化
小
史
』
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。『
支
那
開
化
小
史
』
は
、
開
闢

か
ら
明
の
滅
亡
ま
で
の
中
国
の
歴
史
を
、
一
章
か
ら
一
五
章
に
分
け
て
記
述
し

て
い
る
。
例
え
ば
第
一
章
の
構
成
は
、
①
「
支
那
の
地
勢
」
②
「
封
建
の
起
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源
」
③
「
帝
都
の
変
遷
」
④
「
一
統
の
企
図
黄
帝
に
発
す
」
⑤
「
尭
舜
禹
の
政

略
」
⑥
「
夏
后
氏
諸
侯
を
制
す
る
能
は
ず
」
⑦
「
殷
室
諸
侯
を
制
す
る
能
は

ず
」
⑧
「
周
室
諸
侯
を
制
す
る
能
は
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
変
遷
を

政
治
・
宗
教
・
文
学
等
の
領
域
か
ら
総
合
的
に
捉
え
る
文
明
史
的
な
記
述
を
標

榜
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的
な
変
遷
の
み
を
記
述
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
こ
う
し
た
記
述
の
偏
り
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
島
田
三
郎
や
末
広
鉄

腸
か
ら
の
批
判
も
あ
っ
た
。
こ
の
批
判
に
対
し
て
、
田
口
卯
吉
は
次
の
よ
う
に

答
え
る
。

恐
ら
く
は
世
間
開
化
史
の
名
を
聞
き
、
専
ら
文
物
の
変
遷
を
記
す
る
も
の

な
り
と
誤
認
す
る
も
の
あ
ら
ん
、
故
に
茲
に
之
を
弁
ぜ
ざ
る
を
得
ざ
る
な

り
。
蓋
し
開
化
史
は
社
会
の
史
な
り
、
抑
々
人
間
社
会
に
は
大
理
あ
り
、

封
建
の
破
る
ゝ
ゆ
え
ん
、
郡
県
の
興
る
ゆ
え
ん
、
専
制
政
府
の
腐
敗
す
る

ゆ
え
ん
、
叛
民
の
蜂
起
す
る
ゆ
え
ん
、
衣
服
飲
食
住
宅
の
盛
衰
す
る
ゆ
え

ん
、
皆
な
源
因
な
く
し
て
発
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
而
し
て
是
又
他
の
源

因
と
な
ら
ざ
る
な
し
。
之
を
称
し
て
大
勢
と
い
ふ
。（
中
略
）
西
洋
に
於

て
は
此
大
勢
多
く
文
物
の
進
歩
の
元
素
を
有
し
、
支
那
に
於
て
は
多
く
政

治
権
力
の
元
素
を
有
す
。
是
れ
二
開
化
史
を
し
て
異
相
を
呈
せ
し
む
る
も

の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず10

）
。

一
般
の
文
明
史
理
解
と
田
口
の
理
解
に
は
隔
た
り
が
あ
る
。
田
口
が
依
拠
す

る
ギ
ゾ
ー
の
「
文
明
史
」
は
、
歴
史
的
な
変
遷
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て
政
治

的
な
要
因
を
最
も
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
『
支
那
開
化
小

史
』
は
ギ
ゾ
ー
の
「
文
明
史
」
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
書
物
で
あ
っ
た11

）
。
こ

う
し
た
「
文
明
史
」
理
解
と
、
社
会
の
発
展
が
政
治
に
よ
り
決
定
づ
け
ら
れ
る

と
い
う
、
田
口
の
中
国
理
解
を
考
慮
す
れ
ば
、『
支
那
開
化
小
史
』
は
政
治
史

で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
文
明
史
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
。

二

明
石
孫
太
郎
『
新
体
支
那
歴
史
』

明
治
二
十
四
年
五
月
、
明
石
孫
太
郎
『
新
体
支
那
歴
史

上
巻
』
が
大
倉
保

五
郎
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
著
者
明
石
孫
太
郎
は
安
政
三
年
に
熊
本
に
生
ま
れ
、

二
十
二
年
に
は
東
京
英
吉
利
法
律
学
校
に
学
び
、
こ
の
時
期
、
第
一
高
等
学
校

の
教
師
を
務
め
て
い
た12

）
。
こ
の
『
新
体
支
那
歴
史
』
は
、
そ
の
扉
を
見
る
と

「
中
学
校
及
師
範
学
校
用
書
」
と
銘
打
た
れ
て
お
り
、
中
学
校
や
尋
常
師
範
学

校
の
歴
史
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
序
言
を
見
て
み

よ
う
。西

洋
に
て
は
何
事
に
ま
れ
、
凡
て
の
事
物
に
原
因
結
果
あ
る
は
、
一
般
普

通
の
定
理
と
せ
り
。
故
へ
を
以
て
西
洋
古
代
の
史
乗
は
姑
ラ
く

く
も
、

近
古
以
来
の
歴
史
は
、
概
ね
皆
ナ
原
因
と
結
果
と
を
主
と
し
、
之
に
加
ふ

る
に
自
己
の
意
見
を
附
し
て
、
前
後
の
関
係
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
は
な
き

な
り
。
且
つ
夫
れ
古
今
の
事
跡
な
る
も
の
も
、
僅
カ
に
是
レ
王
家
の
日
誌

や
、
英
雄
豪
傑
の
軍
記
の
み
に
限
り
し
も
の
に
あ
ら
ず
、
普
く
社
会
万
般

の
事
物
に
渉
り
て
、
復
タ
遺
憾
す
べ
き
な
き
も
の
な
り
。（
中
略
）
輓
近
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英
国
に
て
有
名
な
る
史
学
家
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
エ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ン
の
歴

史
定
義
中
の
大
意
を
撮
挙
補
訳
せ
ん
に
曰
く
、「
歴
史
な
る
も
の
は
、
或

る
社
会
を
成
し
た
る
一
般
人
類
が
、
進
化
の
大
勢
に
棲
息
し
て
、
盛
衰
隆

替
せ
る
原
因
結
果
の
関
係
を
洗
発
す
る
に
足
る
べ
き
、
緊
要
な
る
事
実
を

選
択
歴
叙
す
る
も
の
な
り
」
と
。
予
が
将
に
叙
せ
ん
と
す
る
所
の
歴
史
も

亦
唯
た
斯
の
意
を
用
ふ
る
に
外
な
ら
ず
。（
同
書
三
｜
五
頁
）

『
新
体
支
那
歴
史
』
は
『
支
那
開
化
小
史
』
と
同
じ
く
、
歴
史
的
変
遷
の
原

因
と
結
果
を
記
述
す
る
新
た
な
歴
史
教
科
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
中
国

の
地
理
・
風
俗
の
記
述
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
太
古
か
ら
秦
・
漢
ま
で
の
歴
史
的

変
遷
を
一
章
か
ら
十
一
章
に
わ
た
り
記
述
し
て
い
る
。
例
え
ば
五
章
の
内
容
は
、

①
「
創
世
記
」
②
「
世
界
人
種
の
起
源
」
③
「
西
洋
最
古
の
邦
国
」
④
「
人
類

の
繁
殖
」
⑤
「
収
論
」
⑥
「
太
昊
氏
伏
義
氏
」
⑦
「
収
論
」
⑧
「
黄
帝
軒

氏
」
と
な
っ
て
い
る
。
続
く
六
章
は
、
①
「
文
字
」
②
「
政
治
」
③
「
刑
罰
」

④
「
礼
楽
」
⑤
「
兵
備
」
⑥
「
風
俗
」
⑦
「
食
物
」
⑧
「
衣
服
」
⑨
「
建
築
」

⑩
「
絵
画
」

「
数
学
」

「
天
文
学
」

「
暦
法
」

「
明
理
学
」

「
卜

筮
」

「
医
薬
」

「
器
物
」

「
貨
幣
」

「
結
論
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
支
那
開
化
小
史
』
が
政
治
史
に
記
述
が
偏
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
新
体
支

那
歴
史
』
は
宗
教
や
文
学
な
ど
社
会
万
般
の
変
遷
も
あ
わ
せ
て
記
述
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
後
の
訴
訟
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
『
新
体
支
那
歴

史
』
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ウ
ィ
ン
ト
ン
の
歴
史
教
科
書
に
範
を
と
っ
た
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
教
科
書
は
、
政
治
・
法
律
・
宗
教
・
文
学
な
ど
、
社
会
一
般
の
歴

史
的
な
変
遷
の
因
果
関
係
を
記
述
す
る
文
明
史
で
あ
り
、
明
治
十
九
年
六
月
に

は
植
田
栄
訳
『
須
因
頓
万
国
史
』（
岩
本
米
太
郎
刊
）
と
し
て
翻
訳
出
版
さ
れ
た
。

文
明
史
と
政
治
史
と
い
う
違
い
を
持
つ
一
方
で
、『
新
体
支
那
歴
史
』
は
、

『
支
那
開
化
小
史
』
の
記
述
を
文
中
何
の
こ
と
わ
り
も
な
く
借
用
し
て
い
る
。

『
支
那
開
化
小
史
』
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

蓋
し
漢
の
高
祖
能
く
世
の
群
雄
を
制
し
た
る
も
、
其
皇
后
呂
氏
を
制
す
る

能
は
ざ
り
き
。
呂
氏
敏
に
し
て
能
く
大
事
を
専
行
せ
り
。
韓
信
を
殺
し
た

る
も
呂
后
の
専
決
す
る
所
な
り
き
。
彭
越
を
殺
し
た
る
も
呂
后
の
専
決
し

た
る
所
な
り
き
。
去
れ
ば
高
祖
常
に
之
を
憚
か
り
其
権
を
殺
か
ん
と
欲
す

る
と
久
し
。
呂
后
の
生
む
所
の
太
子
柔
弱
な
る
を
以
て
之
を
廃
し
、
趙
王

如
意
を
以
て
太
子
と
為
さ
ん
と
欲
し
た
る
も
呂
后
の
権
強
き
を
以
て
俄
に

之
を
行
ふ
能
は
ざ
り
き
（『
支
那
開
化
小
史

巻
之
二
』
一
三
九
｜
一
四
○
頁
）

明
石
は
こ
の
『
支
那
開
化
小
史
』
の
字
句
を
借
用
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に

書
き
換
え
る
。

夫
レ
高
祖
の
力
、
能
く
秦
室
を
斃
し
、
能
く
項
氏
を
滅
し
、
又
能
く
天
下

の
群
雄
を
統
御
し
た
る
も
、
独
り
其
后
呂
氏
に
至
り
て
は
、
得
て
制
す
る

能
は
ざ
り
き
。
蓋
シ
呂
后
の
人
と
な
り
英
敏
に
し
て
果
敢
、
是
を
以
て
専

は
ら
能
く
大
事
を
処
せ
り
。
若
夫
ノ
韓
信
及
び
彭
越
を
殺
す
は
、
是
レ
長

男
子
の
難
ず
る
所
、
而
る
に
呂
后
は
、
婦
女
子
の
身
に
し
て
、
容
く
之
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を
な
し
た
り
。
呂
后
の
技
倆
凡
て
如
是
の
憚
る
べ
く
畏
る
べ
き
も
の
あ
る

を
以
て
、
高
祖
は
則
ち
其
権
を
殺
か
ん
と
欲
せ
し
や
已
に
久
し
。
高
祖
嘗

て
意
ら
く
、「
呂
后
生
む
所
の
太
子
盈
は
、
其
人
と
な
り
仁
弱
な
る
を
以

て
之
を
廃
し
、
戚
夫
人
生
む
所
の
趙
王
如
意
は
、
そ
の
己
れ
に
類
せ
る
を

以
て
、
立
て
ゝ
太
子
と
な
さ
ん
」
と
。
然
レ
ど
も
呂
后
の
権
強
き
と
、
大

臣
の
服
せ
ざ
り
し
と
を
以
て
、
之
を
止
め
た
り
き
（『
新
体
支
那
歴
史
』
二

三
三
｜
二
三
四
頁
）

訴
訟
に
お
い
て
、
明
石
は
こ
の
個
所
は
『
支
那
開
化
小
史
』
で
は
な
く
、

『
史
記
』
を
典
拠
に
し
た
も
の
だ
と
主
張
す
る13

）
。
し
か
し
『
史
記
』
の
左
の
該

当
個
所
を
見
て
み
る
と
、『
新
体
支
那
歴
史
』
の
記
述
と
の
類
似
点
は
少
な
い

こ
と
が
分
か
る
。

呂
太
后
は
、
高
祖
の
微
な
り
し
時
の
妃
な
り
。
孝
恵
帝
・
女
魯
元
太
后
を

生
む
。
高
祖
漢
王
と
為
る
に
及
び
て
、
定
陶
の
戚
姫
を
得
、
愛
幸
し
、
趙

の
隠
王
如
意
を
生
む
。
孝
恵
、
人
と
為
り
仁
弱
な
り
。
高
祖
以
為
へ
ら
く
、

我
に
類
せ
ず
、
と
。
常
に
、
太
子
を
廃
し
て
戚
姫
の
子
如
意
を
立
て
ん
と

欲
す
。
如
意
は
我
に
類
す
、
と
。
戚
姫
幸
せ
ら
れ
、
常
に
上
に
従
ひ
て
関

東
に
之
き
、
日
夜
啼
泣
し
、
其
の
子
を
立
て
て
太
子
に
代
ら
し
め
ん
と
欲

す
。

呂
后
、
年
長
じ
、
常
に
留
守
し
、
上
に
見
ゆ
る
こ
と
希
に
、
益
ゝ
疏
ん
ぜ

ら
る
。
如
意
、
立
ち
て
趙
王
と
為
る
。
後
幾
ど
太
子
に
代
ら
し
め
ん
と
す

る
者
数
ゝ
な
り
。
大
臣
之
を
争
ふ
と
、
留
侯
の
策
と
に
頼
り
、
太
子
、
廃

せ
ら
る
る
こ
と

き
を
得
た
り14

）
。

『
新
体
支
那
歴
史
』
は
『
支
那
開
化
小
史
』
と
異
な
る
編
纂
法
を
用
い
な
が

ら
も
、『
支
那
開
化
小
史
』
の
字
句
を
大
幅
に
無
断
借
用
し
て
書
か
れ
た
書
物

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

歴
史
書
の
「
意
匠
」

明
治
二
十
二
年
に
は
、
歴
史
書
の
剽
窃
事
件
が
頻
発
し
た
。
同
年
の
『
出
版

月
評
』（
五
月
二
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
、
大

子
は
、
那
珂

通
世
編
『
支
那
通
史
』（
同
年
五
月
、
中
央
堂
刊
）
と
市
村

次
郎
・
瀧
川
亀
次

郎
合
著
『
支
那
史
』（
同
年
四
月
、
吉
川
半
七
刊
）
に
つ
い
て
、「
何
ゾ
其
ノ
印

行
ノ
歳
月
ノ
相
近
ク
、
而
シ
テ
編
修
ノ
体
裁
ノ
相
似
タ
ル
ヤ
」
と
そ
の
類
似
性

を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
出
版
月
評
』
二
五
号
（
十
月
二
十
五
日
）
で
は
、

大

子
は
、
北
村
三
郎
著
『
支
那
帝
国
史
』（
五
年
二
月
、
博
文
館
刊
）
に
つ

い
て
、「
支
那
帝
国
史
ハ
前
二
著
（
※
『
支
那
通
史
』
と
『
支
那
史
』）
ヲ
生

踏

襲
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
則
支
那
帝
国
史
ノ
編
制
体
制
ハ
殆
ン
ド
前
二

著
ト
異
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
と
非
難
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
無
慮
散
人
（
志
賀
重
昻
）
は
、『
出
版
月
評
』（
十
二
月
二
十

七
日
・
翌
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
・
二
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
、
松
井
広
吉

著
『
日
本
帝
国
史
』（
二
十
二
年
八
月
、
博
文
館
刊
）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批

判
す
る
。
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此
書
ノ
嵯
峨
正
作
氏
編
ノ
日
本
史
綱
ト
酷
類
セ
ル
ヲ
知
レ
リ
。（
中
略
）

独
リ
以
為
ラ
ク
、
日
本
帝
国
史
ノ
意
匠
組
織
ハ
日
本
史
綱
ヨ
リ
脱
胎
ス
ル

者
ノ
如
ク
、
而
シ
テ
此
嫌
ヲ
避
ケ
ン
為
メ
、
日
本
帝
国
史
ノ
著
者
ハ
故
ラ

ニ
日
本
史
綱
ト
紀
事
排
置
ヲ
少
変
シ
、
時
ニ
或
ハ
蛇
足
ト
モ
想
フ
ベ
キ
自

家
ノ
意
見
ヲ
附
添
シ
（
後
略
）

こ
こ
で
は
歴
史
書
の
差
異
が
問
わ
れ
る
場
に
お
い
て
、「
意
匠
」
と
い
う
も

の
に
関
心
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。『
日
本
帝
国
史
』
の
著
者

松
井
は
、
後
年
、
こ
の
無
慮
散
人
の
批
判
の
背
景
に
は
、
廉
価
で
歴
史
書
そ
の

他
を
出
版
し
て
い
た
博
文
館
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る15

）
。
松
井
は

こ
の
批
判
に
対
し
て
、『
日
本
帝
国
史
』
を
絶
版
と
し
、
示
談
に
よ
っ
て
解
決

し
た
。
同
じ
博
文
館
出
版
の
『
支
那
帝
国
史
』
も
、
博
文
館
の
編
集
に
携
わ
っ

て
い
た
坪
谷
善
四
郎
と
相
談
の
結
果
、
や
は
り
示
談
で
処
理
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
博
文
館
出
版
の
歴
史
書
に
対
す
る
批
判
を
受
け
て
、
坪
谷
善
四
郎

は
、
明
治
二
十
五
年
三
月
十
日
、『
日
本
之
法
律
』
三
号
に
お
い
て
「
版
権
侵

害
を
誣
え
て
、
其
の
被
告
が
迷
惑
を
感
ず
る
を
奇
貨
と
し
、
之
に
よ
り
て
不
正

の
利
得
を
貪
ぼ
ら
ん
と
欲
す
る
者
亦
恕
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
し
た
上
で
、
次

の
よ
う
に
言
う16

）
。

元
来
、
歴
史
地
理
等
の
版
権
は
、
他
書
の
版
権
と
は
異
に
し
て
、
其
範
囲

は
稍
々
狭
か
る
べ
き
も
の
と
す
、
何
と
な
れ
ば
、
他
書
に
あ
り
て
は
其
の

書
す
る
所
の
事
実
と
、
議
論
と
、
文
章
と
、
将
た
全

の
構
成
に
至
る
ま

で
、
大
抵
著
者
の
脳
漿
中
よ
り
絞
り
出
す
所
の
学
識
に
よ
る
も
の
に
し
て
、

盡
く
之
を
私
有
す
べ
き
も
の
な
り
、
然
れ
ど
も
歴
史
地
理
に
至
て
は
、
其

の
記
す
る
所
の
大
部
分
は
全
く
事
実
に
し
て
、
世
人
の
一
般
に
共
有
す
る

所
の
も
の
な
り
（
中
略
）
然
れ
ど
も
其
の
之
を
記
せ
る
所
の
文
章
が
、
著

者
自
身
の
手
に
成
れ
る
も
の
な
る
と
き
は
、
他
人
故
な
く
之
れ
を
取
る
こ

と
を
得
ず
、
而
し
て
亦
た
其
事
実
を
排
列
す
る
に
も
、
斬
新
警

の
機
軸

を
出
し
、
之
れ
に
よ
り
て
便
を
読
者
に
与
ふ
る
と
き
は
、
其
の
意
匠
は
著

者
の
私
有
物
に
し
て
、
他
人
は
決
し
て
奪
ふ
こ
と
能
は
ず
、
況
ん
や
其
事

実
の
関
係
に
就
き
て
著
者
が
下
す
所
の
論
断
は
、
若
し
前
人
の
未
た
言
は

ざ
る
所
な
ら
ん
に
は
、
是
れ
著
者
の
創
意
な
り
、
此
の
創
意
は
亦
著
者
の

私
有
に
属
し
、
他
人
は
其
の
承
諾
を
得
ず
し
て
之
を
借
用
す
る
こ
と
を
得

べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
但
し
此
の
如
く
に
説
く
は
、
版
権
の
性
質
を
尤
と
も

厳
格
に
解
釈
し
た
る
も
の
な
り
、
故
に
唯
々
他
人
の
記
事
を
、
自
家
の
考

証
の
為
に
、
少
部
分
引
用
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
き
は
差
支
無
か
る
べ
し
。

坪
谷
に
よ
れ
ば
、「
意
匠
」
と
は
、
諸
事
実
の
間
に
結
ば
れ
た
創
造
的
な
関

係
を
指
す
。
こ
う
し
た
「
意
匠
」
へ
の
注
視
は
、
ま
ず
明
治
十
年
代
半
ば
に
美

術
の
領
域
で
行
わ
れ
た
。
美
術
の
領
域
で
「
意
匠
」
と
は
、
美
の
核
心
と
も
言

う
べ
き
、
形
式
と
内
容
双
方
に
実
現
さ
れ
た
各
部
分
の
有
機
的
な
関
係
を
指
し

た
。
こ
の
「
意
匠
」
へ
の
眼
差
し
は
、
明
治
二
十
年
前
後
に
文
学
の
領
域
に
も

取
り
こ
ま
れ
た
。
文
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、「
意
匠
」
と
は
、
場
面
や
登
場
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人
物
の
設
定
に
お
け
る
各
部
分
が
構
成
す
る
有
機
的
な
関
係
を
指
し
た
。
こ
う

し
た
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
動
き
は
田
口
に
と
っ
て
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

明
治
十
八
年
八
月
八
日
か
ら
九
月
十
二
日
に
か
け
て
『
東
京
経
済
雑
誌
』
上
で
、

田
口
は
演
劇
・
音
曲
・
文
学
・
工
業
・
風
俗
に
ま
た
が
り
、「
意
匠
論
」
を
展

開
し
て
い
る
。
田
口
も
小
説
の
「
意
匠
」
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

明
治
十
九
年
、
東
海
散
士
は
服
部
撫
松
『
通
俗
佳
人
之
奇
遇
』
を
自
作
の

『
佳
人
之
奇
遇
』
の
偽
版
で
あ
る
と
告
発
し
た
。
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
主
な
争

点
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
「
意
匠
」
の
剽
窃
で
あ
っ
た
。
こ
の
訴
訟
は
大
審
院

に
ま
で
上
告
さ
れ
、『
読
売
新
聞
』『
東
京
朝
日
新
聞
』
な
ど
に
よ
り
広
く
報
道

さ
れ
た
。
明
治
二
十
三
年
五
月
二
十
九
日
、
大
審
院
は
、『
通
俗
佳
人
之
奇
遇
』

を
「
意
匠
」
の
剽
窃
を
行
っ
た
偽
版
と
し
て
、
服
部
敗
訴
の
判
決
を
下
し
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
文
学
の
領
域
で
は
、
小
説
は
た
と
え
先
行
の
小
説
を
踏
襲
し

て
い
た
と
し
て
も
、
先
行
の
小
説
と
は
異
な
る
新
た
な
「
意
匠
」
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
先
行
の
小
説
と
同
じ
よ
う
に
差
異
を
持
つ
、
つ
ま
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
持
つ
と
認
め
ら
れ
る
が
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
先
行
の
小
説
の
盗
作
と
し
て

否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る17

）
。「
意
匠
」
は
小
説
間
の
差
異
を
計
る
主
要
な
物
差
し

と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
歴
史
書
の
差
異
が
問
わ
れ
る
場
で
、「
意
匠
」
と
い

う
も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
期
、
文
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う

に
「
意
匠
」
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
十
九
世
紀
の
欧
米
に
お
い
て
、
歴
史
学
が
諸
事
実
の
有
機
的
な
因
果

関
係
の
記
述
を
重
視
し
、
小
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
明
治
二
十
年

前
後
の
日
本
の
歴
史
改
良
論
も
、
こ
う
し
た
動
き
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
い
。
こ
の
時
期
の
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
改
良

が
す
す
む
一
方
で
、
文
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
欧
米
の
、
歴
史
学
か
ら
諸
事

実
の
有
機
的
な
因
果
関
係
の
記
述
を
学
ん
だ
小
説
に
範
を
と
り
な
が
ら
、
新
た

な
小
説
の
創
造
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
美
術
の
領
域
に
現
れ
た
、
諸

要
素
の
間
の
有
機
的
な
関
係＝

「
意
匠
」
へ
の
注
視
が
、
時
期
を
同
じ
く
し
て

歴
史
と
文
学
の
領
域
に
、
書
物
間
の
差
異
を
計
る
尺
度
と
し
て
取
り
こ
ま
れ
た

理
由
も
理
解
出
来
よ
う
。

し
か
し
坪
谷
の
反
論
に
話
を
戻
せ
ば
、
歴
史
の
領
域
に
取
り
こ
ま
れ
た
「
意

匠
」
は
、
文
学
の
領
域
の
そ
れ
と
は
扱
い
が
異
な
る
。
書
物
の
「
意
匠
」
は
創

造
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
作
者
の
所
有
の
対
象
と
な
る
。
が
、
歴
史
書
の
場
合
、

諸
事
実
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
間
に
発
見
さ
れ
た
「
意
匠
」
も
ま
た
事
実
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
こ
う
し
た
理
屈
を
厳
密
に
適
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ

に
は
同
時
期
に
歴
史
と
文
学
の
領
域
で
注
視
さ
れ
な
が
ら
も
、
所
有
の
対
象
と

は
な
り
得
な
い
、
歴
史
書
の
「
意
匠
」
の
特
殊
な
性
格
が
浮
か
び
上
が
る
。

四

一
審
と
訴
訟

明
治
二
十
四
年
七
月
十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
紙
上
に
、『
新
体
支
那
歴
史
』

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
批
評
が
載
せ
ら
れ
た
。

先
に
は
田
口
氏
日
本
開
化
小
史
の
著
あ
り
、
北
村
氏
支
那
歴
史
の
著
あ
り

た
れ
ど
も
、
何
れ
も
完
備
に
近
き
も
の
と
は
云
ひ
難
し
。
此
書
は
明
石
中
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和
氏
の
著
述
に
な
り
、
勉
め
て
新
体
の
編
纂
法
に
よ
れ
る
も
の
な
れ
ど
も
、

事
実
の
精
疎
編
述
の
順
序
等
に
関
し
て
は
多
少
不
完
全
の
所
な
き
に
あ
ら

ず
。
事
に
文
章
の
□
□
に
し
て
文
学
の
不
□
化
な
□
等
、
欠
点
を
挙
ぐ
れ

ば
随
分
少
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
西
洋
流
に
支
那
歴
史
を
書
き
た

る
も
の
の
少
き
今
日
に
あ
つ
て
は
、
先
づ
〳
〵
上
出
来
の
方
と
云
ふ
て
可

な
る
べ
し
。
殊
に
著
者
が
最
も
力
を
用
ひ
た
る
は
、
教
科
用
書
に
適
せ
し

め
ん
と
す
る
に
あ
り
た
る
が
如
く
な
れ
ば
、
初
学
者
の
為
に
便
益
あ
る
事

少
か
ら
ざ
る
べ
し
（『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
四
年
七
月
十
七
日
）

同
年
八
月
二
十
二
日
の
『
東
京
経
済
雑
誌
』（
五
八
六
号
）
の
「
新
体
支
那

歴
史
を
読
む
」
に
よ
れ
ば
、
田
口
は
こ
の
批
評
を
き
っ
か
け
と
し
て
『
新
体
支

那
歴
史
』
を
読
み
、
自
著
か
ら
の
無
断
借
用
に
驚
い
た
と
い
う
。
田
口
は
『
新

体
支
那
歴
史
』
を
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。

今
ま
其
著
者
明
石
中
和
氏
が
余
の
支
那
開
化
小
史
よ
り
文
章
を
抄
出
す
る

事
此
の
如
き
多
き
に
就
い
て
は
、
一
応
は
余
の
承
諾
を
求
む
る
こ
と
礼
な

り
。
然
ら
ざ
る
も
原
書
の
名
を
記
す
る
こ
と
は
至
当
の
手
続
な
る
べ
し
。

然
る
に
今
ま
明
石
氏
は
此
の
如
き
手
続
を
為
さ
ゞ
る
の
み
な
ら
ず
（
中

略
）
氏
は
必
ず
其
記
す
る
所
を
以
て
自
説
な
り
と
云
ふ
な
る
べ
し
。
然
ら

ば
則
ち
余
は
氏
と
共
に
此
思
想
の
権
利
を
争
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
単

に
史
を
記
す
る
は
易
々
た
る
の
み
、
然
れ
ど
も
従
来
記
す
る
所
の
事
実
に

因
り
、
社
会
の
大
勢
を
観
察
し
其
源
因
結
果
を
対
照
す
る
に
至
り
て
は
、

十
分
な
る
考
究
を
要
す
る
こ
と
な
り
。
余
の
支
那
開
化
小
史
に
於
け
る
思

想
を
費
や
し
た
る
所
は
実
に
之
に
あ
る
な
り
。

田
口
は
、
約
二
十
箇
所
に
わ
た
る
剽
窃
に
つ
い
て
両
書
の
対
照
表
を
作
成
し

た
。『
新
体
支
那
歴
史
』
に
対
す
る
田
口
の
批
判
は
単
に
誌
上
の
批
判
に
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
明
石
の
剽
窃
に
対
し
て
、「
意
匠
」
の
権
利
を
主
張
す
る
田
口

は
訴
訟
を
決
意
す
る
。
田
口
に
訴
訟
を
促
し
た
背
景
に
は
、
頻
発
す
る
歴
史
書

の
剽
窃
事
件
に
対
す
る
「
近
時
文
学
士
の
徳
義
地
に
墜
つ
る
を
悼
む
」
と
い
う

啓
蒙
的
な
意
識
の
他
に
、
前
述
の
教
科
用
図
書
と
し
て
再
版
さ
れ
た
自
著
の
売

上
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
、
一
回
目
の
公
判
は
東
京
地
方
裁
判
所
内

麹
町
区
裁
判
所
出
張
所
に
お
い
て
開
廷
さ
れ
た18

）
。
訴
訟
は
、
田
口
卯
吉
が
提
出

し
た
『
東
京
経
済
雑
誌
』
の
対
照
表
を
も
と
に
行
わ
れ
た
。
川
谷
勝
文
判
事
は

「
田
口
卯
吉
の
著
述
に
て
明
治
二
十
一
年
二
月
大
成
し
た
る
支
那
開
化
小
史
な

る
も
の
あ
る
が
其
方
は
見
た
る
こ
と
あ
り
や
」
と
問
う
が
、
明
石
は
「
見
し
こ

と
あ
り
、
併
し
其
れ
を
取
り
て
拵
へ
る
な
ど
ゝ
い
ふ
こ
と
は
致
し
ま
せ
ぬ
」
と

答
え
る
。

こ
の
対
照
表
を
も
と
に
判
事
と
検
事
は
性
急
に
審
議
を
行
お
う
と
す
る
。
川

谷
判
事
は
「
事
実
は
最
早
分
明
な
れ
ば
、
弁
護
人
の
請
求
す
る
が
如
き
取
調
の

必
要
な
し
と
思
ふ
」
と
言
い
、
川
村
亨
検
事
は
「
経
済
雑
誌
に
載
せ
た
る
点
を

以
て
す
る
も
、
田
口
卯
吉
の
申
す
如
く
被
告
に
於
て
剽
窃
せ
し
こ
と
は
十
分
明

な
ら
ん
」
と
断
言
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
石
の
弁
護
人
宮
城
浩
蔵
は
「
田
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口
卯
吉
の
開
化
小
史
は
史
論
体
に
し
て
論
理
に
渉
る
も
の
ゆ
へ
、
何
れ
か
意
匠

の
剽
窃
に
し
て
何
れ
か
文
章
の
剽
窃
な
り
と
明
示
さ
る
れ
は
弁
解
の
道
も
立
つ

次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
反
論
し
た
。

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
の
午
前
九
時
半
、
二
回
目
の
公
判
が
始
ま

っ
た19

）
。
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
編
纂
法
と
意
匠
の
問
題
で
あ
っ
た
。
明
石

は
次
の
よ
う
に
反
論
を
開
始
し
た
。

抑
も
支
那
開
化
小
史
は
政
治
部
内
の
一
部
分
に
於
て
、
即
ち
内
政
の
変
革

を
論
述
し
た
り
、
而
し
て
新
体
支
那
歴
史
は
内
政
は
勿
論
外
政
…
…
外
交

上
の
関
係
、
開
化
の
事
実
及
其
沿
革
等
一
々
記
述
せ
さ
る
は
無
く
、
天
下

の
広
き
盲
者
を
除
く
の
外
、
開
化
小
史
と
新
体
支
那
歴
史
と
同
一
な
り
と

云
ふ
も
の
は
万
々
之
れ
無
か
る
へ
し
、
若
し
あ
り
と
す
れ
は
是
れ
恰
も

「
ス
」
氏
の
万
国
史
と
「
ギ
」
氏
の
文
明
史
と
同
一
な
り
と
云
ふ
と
同
く

天
下
の

笑
を
免
れ
さ
る
へ
し
（
中
略
）
新
体
支
那
歴
史
は
「
フ
リ
ー
マ

ン
」
の
説
に
基
き
支
那
古
今
社
会
の
事
実
及
世
界
の
大
勢
を
洞
察
し
、
以

て
盛
衰
隆
替
に
関
す
る
原
因
結
果
の
関
係
を
明
に
す
べ
き
事
実
を
撰
取
し

編
述
し
た
る
も
の
に
し
て
、
毎

毎
章
其
原
因
結
果
の
由
る
処
を
明
に
し

て
大
勢
の
推
移
を
舒
べ
た
る
所
謂
大
領
観
察
な
り
（
中
略
）
支
那
開
化
小

史
は
史
論
体
に
よ
り
て
社
会
の
大
勢
事
実
の
変
遷
を
記
し
た
る
は
、
是
れ

開
化
小
史
の
謬
見
に
坐
し
た
る
も
の
に
し
て
其
観
察
た
る
や
一
個
観
察
な

り
、
其
訳
如
何
と
な
れ
は
開
化
小
史
は
社
会
の
大
勢
事
情
の
変
遷
を
一

個
々
々
に
舒
述
し
た
れ
は
な
り
、
是
れ
二
者
其
観
察
の
最
も
相
違
し
た
る

点
な
り
と
す
、
縦
令
意
匠
を
剽
窃
し
た
り
と
云
ふ
も
社
会
の
成
行
の
上
に

於
て
多
少
同
一
の
点
を
生
す
る
も
必
竟
一
定
不
易
の
事
実
に
付
き
述
ふ
る

の
結
果
な
り
、
又
其
事
実
と
て
も
政
治
の
変
遷
を
記
す
る
や
必
要
に
し
て

之
を
記
せ
さ
れ
は
社
会
の
成
行
を
記
す
る
歴
史
は
決
し
て
作
る
こ
と
能
は

さ
る
も
の
な
り

明
石
は
、『
支
那
開
化
小
史
』
は
、
政
治
的
な
変
遷
の
原
因
・
結
果
の
み
を

叙
述
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
新
体
支
那
歴
史
』
は
、
政

治
・
外
交
・
文
化
の
領
域
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
・
結
果
を
一
つ
一
つ
叙

述
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
編
纂
法
に
明
ら
か
な
違
い
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

ま
た
明
石
は
、『
新
体
支
那
歴
史
』
中
の
記
述
は
、
確
か
に
『
支
那
開
化
小
史
』

中
の
政
治
的
な
変
遷
の
因
果
関
係
の
記
述
を
剽
窃
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ

れ
は
二
つ
の
書
物
が
似
た
よ
う
な
先
行
の
歴
史
書
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
た
め

に
生
じ
た
、
必
然
的
に
避
け
ら
れ
な
い
「
類
似
」
だ
と
抗
弁
す
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、『
新
体
支
那
歴
史
』
は
『
支
那
開
化
小
史
』
中
の
記
述
を

無
断
で
借
用
し
て
い
た
。
が
、
明
石
は
そ
の
事
実
を
否
定
し
、
対
照
表
で
あ
げ

ら
れ
た
「
類
似
」
箇
所
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
ま
ず
『
支
那
開

化
小
史
』
を
見
て
み
よ
う
。

（
Ａ
）
人
口
漸
く
増
殖
し
邑
を
成
し
都
を
成
し
、
境
域
相
接
す
る
に
及
ひ

て
、
此
等
の
氏
族
の
内
、
干
支
を
制
す
る
を
以
て
尊
バ
れ
て
王
た
る
も
の

天
皇
氏
あ
り
。
歳
月
を
制
す
る
を
以
て
王
た
る
も
の
地
皇
氏
あ
り
。
九
州
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を
分
ち
君
臣
男
女
の
制
を
立
つ
る
を
以
て
王
た
る
も
の
人
皇
氏
あ
り
。
木

を
構
へ
て
巣
を
作
る
を
教
へ
た
る
を
以
て
王
た
る
も
の
有
巣
氏
あ
り
。
民

に
火
食
を
教
へ
結
縄
の
政
を
行
ふ
を
以
て
王
た
る
も
の
燧
人
氏
あ
り
。

（
中
略
）
蓋
し
此
渺
茫
た
る
広
野
に
散
在
せ
る
氏
族
の
中
に
て
、
最
も
智

力
あ
り
威
力
あ
る
も
の
、
交
々
立
ち
て
王
と
な
り
し
な
る
べ
し
。
伏
義
氏

よ
り
以
前
に
於
て
は
（
Ｂ
）
王
者
の
国
都
何
処
な
り
し
や
今
ま
知
る
べ
か

ら
ず
、
意
ふ
に
彼
の
二
水
の
間
に
介
せ
る
沃
野
の
内
に
住
居
せ
し
も
の
な

ら
ん
。（
Ｃ
）
司
馬
遷
、
貨
殖
伝
に
於
て
書
し
て
曰
く
「
楚
越
之
地
、
地

広
人
稀
、
飯
稲
羹
魚
、
或
火
耕
而
水

、
果

蛤
、
不
待

而
足
、
地

勢
饒
食
、
無
饑
饉
之
患
、
以
故

生
、
無
積
聚
而
多
貧
、
是
故
江
淮

以
南
、
無
凍
餓
之
人
、
亦
無
千
金
之
家
、

泗
以
北
、
宜
五
穀
桑
麻
六
畜
、

地
小
人
衆
、
数
被
水
旱
之
害
、
民
好
蓄
蔵
、
故
秦
夏
梁
魯
、
奴
農
而
重
民
、

三
河
宛
陳
亦
然
、
加
以
商

、
斉
趙
設
智
巧
仰
機
利
、
燕
代
田
畜
而
事

」
と
。
茲
に
江
淮
以
南
と
称
す
る
は
、
今
の
湖
北
、
安
徽
、
江
蘇
、
諸

省
以
南
の
地
に
し
て
、
江
水
の
南
北
一
帯
を
云
ふ
な
り
。
又
た

泗
以
北

と
は
今
の
山
東
、
河
南
、

西
、
以
北
の
地
に
し
て
河
水
の
南
北
一
帯
を

云
ふ
な
り
。
実
に
や
歴
代
の
帝
王
若
く
は
強
諸
侯
の
都
城
を
定
め
た
る
地

は
概
ね
河
水
の
沿
岸
に
あ
り
。
此
地
方
外
部
の
事
情
能
く
人
智
を
し
て
発

達
せ
し
む
る
も
の
あ
り
と
見
え
た
り
。（『
支
那
開
化
小
史

巻
之
一
』
三
｜

六
頁
）

こ
れ
に
対
応
す
る
『
新
体
支
那
歴
史
』
の
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一

（
Ｃ
）
江
河
二
水
の
間
は
土
壌
豊

に
し
て
、
中
和
温
暖
の
気
候
に

属
せ
る
が
故
へ
に
、
人
民
の
生
活
に
於
ケ
る
、
素
よ
り
天
授
の
場
所
柄
な

り
と
す
。
夫
レ
人
民
の
当
初
、
此
世
界
に
現
出
す
る
や
、
始
め
よ
り
食
ふ

べ
く
衣
る
べ
き
の
必
要
物
を
制
産
し
得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
必
ず
や
天

授
の
場
所
を
捜
求
し
て
、
天
授
の
品
物
を
仰
が
ざ
る
を
得
ざ
る
は
、
其
レ

猶
ホ
嬰
児
の
始
め
て
生
る
ゝ
や
、
誰
レ
教
ゆ
る
と
な
く
、
呱
々
と
し
て
母

氏
の
乳
房
を
捜
索
し
、
天
授
の
食
物
に
是
レ
依
る
が
如
く
な
る
べ
し
。

二

凡
そ
世
界
人
種
の
起
源
は
、
西
北
亜
細
亜
（
崑
崙
山
の
北
方
を
斥
す
）

に
在
り
と
云
ふ
は
、
西
洋
博
言
学
者
の
喋
々
し
て
止
ま
ざ
る
所
な
り
。
又

た
英
人
ケ
プ
テ
イ
ン
（
氏
は
嘗
つ
て
久
し
く
支
那
内
地
に
遊
び
し
人
に
し
て
、

最
も
史
学
に
精
し
く
、
随
つ
て
往
々
定
見
の
説
あ
り
と
云
ふ
）
の
説
に
云
ふ
、

（
Ｃ
）「
支
那
の
人
民
は
、
初
め
西
北
地
方
即
ち
崑
崙
山
の
北
方
よ
り
転
移

し
、
沙
漠
不
毛
の
地
を
過
ぎ
、
遂
に
黄
河
地
方
に
来
り
て
占
住
せ
り
」
と
。

（
中
略
）

四

斯
く
て
一
群
の
人
類
は
相
集
り
て
一
社
会
を
な
し
、
而
し
て
其
人
類

の
漸
く
繁
殖
す
る
に
従
ひ
、（
Ａ
）
其
中
に
て
最
も
智
力
あ
り
威
力
あ
る

も
の
、
交
々
立
つ
て
王
と
な
り
し
は
、
是
れ
自
然
の
勢
な
り
。
於
是
乎
干

支
を
制
す
る
を
以
て
、
推
さ
れ
て
王
た
る
も
の
あ
り
。
天
皇
氏
と
曰
ふ
。

歳
月
を
制
す
る
を
以
て
王
た
る
も
の
あ
り
、
地
皇
氏
と
曰
ふ
。
人
倫
を
制

す
る
を
以
て
王
た
る
も
の
あ
り
、
人
皇
氏
と
曰
ふ
、
作
巣
の
法
を
教
ゆ
る

を
以
て
王
た
る
も
の
あ
り
、
有
巣
氏
と
曰
ふ
、
火
食
の
術
を
教
ゆ
る
を
以
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て
王
た
る
も
の
あ
り
、
燧
人
氏
と
曰
ふ
。

五

（
Ｂ
）
以
上
五
帝
の
国
都
は
、
旧
史
に
之
を
記
載
せ
ず
と
雖
ヘ
ど
も
、

上
文
数
項
に
論
ぜ
し
所
を
以
て
考
ふ
れ
ば
、
矢
張
彼
ノ
二
水
の
間
に
介
せ

る
豊

地
内
に
住
居
せ
し
に
相
違
な
か
る
べ
し
。（『
新
体
支
那
歴
史
』
五

五
｜
五
九
頁
）

明
石
に
よ
れ
ば
、『
新
体
支
那
歴
史
』
と
『
支
那
開
化
小
史
』
は
確
か
に
同

一
の
字
句
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
を
用
い
て
お
り
、「
類
似
」
し
て
い
る
。
し
か
し

『
支
那
開
化
小
史
』
は
（
Ｂ
）
の
記
述
を
、（
Ｃ
）
の
「
貨
殖
伝
」
か
ら
導
か
れ

た
推
測
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
新
体
支
那
歴
史
』
は
（
Ｂ
）
の
記
述
を
、

（
Ｃ
）
と
い
う
、
社
会
学
の
道
理
か
ら
導
か
れ
た
推
測
な
の
だ
と
す
る
。
明
石

は
（
Ａ
）・（
Ｂ
）
は
、
同
一
の
字
句
を
用
い
非
常
に
「
類
似
」
し
て
い
る
が

「
双
方
の
思
想
及
據
り
所
の
異
な
る
」、
つ
ま
り
「
意
匠
」
が
異
な
る
の
だ
と
主

張
す
る
の
で
あ
る
。

弁
護
人
宮
城
浩
蔵
は
、
あ
く
ま
で
も
「
類
似
」
で
あ
っ
て
剽
窃
で
は
な
い
と

抗
弁
す
る
明
石
と
は
異
な
り
、
剽
窃
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
認
め
な
が
ら
、
偽
版

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
め
ぐ
り
弁
護
を
行
う
。
宮
城
は
、
歴
史
の
「
意
匠
」
は
個
人

的
な
所
有
を
許
さ
れ
な
い
事
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
意
匠
の
剽
窃
は
道
理
上

有
り
得
へ
か
ら
さ
る
こ
と
に
し
て
、
又
版
権
条
例
中
に
も
意
匠
の
剽
窃
は
立
法

者
の
眼
中
に
存
在
せ
さ
り
し
こ
と
を
断
言
す
べ
し
」
と
述
べ
る
。
宮
城
に
よ
れ

ば
「
第
一
条20

）
は
有
形
的
の
場
合
を
罰
す
る
も
の
な
ら
ん
、
茲
に
甲
の
書
籍
を
乙

の
書
籍
に
於
て
有
形
的
に
同
一
の
文
章
を
以
て
記
載
し
た
る
場
合
、
之
を
偽
版

と
云
ふ
」。
こ
う
し
た
偽
版
の
定
義
に
従
え
ば
、
字
句
の
剽
窃
を
即
偽
版
と
断

定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
な
の
だ
。
偽
版
と
は
あ
く
ま
で
も

版

の
権

利
に
対
す
る
侵
害
に
他
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
宮
城
は
「
文
章
相
同
じ
か
ら
ざ

れ
ば
こ
そ
、
言
を
卓
見
意
匠
等
の
文
字
に
仮
り
て
剽
窃
と
云
へ
る
な
ら
ん

」

と
、「
意
匠
」
の
剽
窃
を
訴
え
る
原
告
側
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

告
発
の
妥
当
性
を
ゆ
さ
ぶ
る
宮
城
の
弁
護
に
対
し
て
、
川
村
検
事
は
次
の
よ

う
に
反
論
す
る
。

譬
へ
は
有
名
な
る
画
工
が
、
月
痕
の
隈
を
巧
み
に
写
出
し
た
る
工
夫
を
窃

写
す
る
も
の
あ
れ
ば
、
詰
り
高
妙
な
る
意
匠
の
有
形
に
図
画
に
表
は
れ
た

る
も
の
を
剽
窃
し
た
る
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。
弁
護
人
は
無
形
の
物
は
盗

む
能
は
ず
と
云
ふ
も
変
し
て
有
形
に
文
章
若
く
は
図
画
と
な
る
以
上
は
、

之
を
剽
窃
す
る
に
容
易
な
る
も
の
な
り21

）
。

川
村
検
事
が
歴
史
書
の
「
意
匠
」
の
剽
窃
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
絵
画
を
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
点
は
、「
意
匠
」
を
注
視
す
る
眼
差
し
が
、
元

来
ど
の
よ
う
な
領
域
で
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
を
示
し
て
お
り
興
味
深

い
。
が
、
絵
画
の
「
意
匠
」
を
参
照
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
こ
の
反
論
は
、
川
村

検
事
に
と
っ
て
歴
史
書
の
「
意
匠
」
と
美
術
品
の
「
意
匠
」
が
明
確
に
分
節
化

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
川
村
検
事
は
「
本
件
は
必
竟

意
匠
の
剽
窃
と
編
纂
の
剽
窃
と
の
二
に
帰
着
す
べ
し
」
と
し
た
上
で
、
対
照
表

中
の
同
じ
字
句
を
「
御
一
覧
あ
れ
ば
、
自
ら
意
匠
の
剽
窃
其
中
に
あ
る
こ
と
を
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知
る
に
足
ら
ん
」
と
断
じ
る
。
川
村
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
版
権
条
例
第
十
九
条22

）

の
範
囲
で
、「
意
匠
」
を
支
え
る
字
句
の
剽
窃
は
十
分
罪
と
な
る
は
ず
な
の
で

あ
る
。
偽
版
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
「
意
匠
」
の
剽
窃
は
含
ま
れ
る
の
か
否
か
を
め

ぐ
り
、
検
事
と
弁
護
人
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
の
で
あ
る
。

五

二
審
と
判
決

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
麴
町
区
裁
判
所
は
被
告
敗
訴
の
判
決

を
下
し
た
。
明
石
や
宮
城
ら
の
反
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
新
体
支
那
歴
史
』

を
『
支
那
開
化
小
史
』
の
「
意
匠
」
の
剽
窃
と
考
え
る
川
谷
判
事
の
先
入
観
は

覆
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
判
決
文23

）
を
見
て
み
よ
う
。

右
版
権
侵
害
被
告
事
件
の
公
訴
審
理
す
る
に
、
被
告
明
石
孫
太
郎
は
明
治

廿
四
年
五
月
中
曾
て
田
口
卯
吉
が
著
述
し
た
る
支
那
開
化
小
史
を
骨
髄
と

し
、
之
れ
絵
画
を
加
へ
、
条
章
字
句
を
増
減
変
換
し
、
新
体
支
那
歴
史
と

題
す
る
同
一
種
の
歴
史
を
出
版
し
た
る
も
の
と
認
定
す
。
其
証
憑
は
田
口

卯
吉
代
理
人
高
梨
哲
四
郎
の
告
訴
証
拠
物
件
と
し
て
提
出
し
た
る
、
支
那

開
化
小
史
新
体
支
那
歴
史
東
京
経
済
雑
誌
第
五
百
八
拾
六
号
及
公
廷
の
弁

論
に
徴
し
充
分
な
り
。
之
を
法
律
に
照
す
に
其
所
為
版
権
条
例
第
十
九
条

第
廿
七
条24

）
に
照
し
、
被
告
を
罰
金
五
十
円
に
処
し
、
大
倉
保
五
郎
の
手
に

現
存
す
る
新
体
支
那
歴
史
百
五
十
冊
を
没
収
し
被
害
者
田
口
卯
吉
に
下
付

す
。

こ
う
し
た
被
告
の
敗
訴
と
い
う
判
決
に
は
、
前
述
の
東
海
散
士
『
佳
人
之
奇

遇
』
偽
版
事
件
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
裁
判
は
大
審
院
に
ま
で

上
告
さ
れ
、
そ
の
訴
訟
の
過
程
は
多
く
の
新
聞
に
よ
り
広
く
報
道
さ
れ
て
い
た
。

偽
版
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
抽
象
的
な
「
意
匠
」
の
剽
窃
も
含
ま
れ
る
と
い
う
判
断

を
示
し
た
こ
の
事
件
の
判
決
を
、
麴
町
区
裁
判
所
の
判
事
も
有
力
な
判
断
材
料

と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
説
の
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
こ
の
判
決

を
参
照
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
歴
史
書
の
「
意
匠
」
と
美
術
品
の
「
意
匠
」
を

分
節
化
し
な
い
前
述
の
思
考
が
大
き
く
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
歴
史

書
の
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
小
説
の
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
訴
訟
と
は
対

照
的
な
結
末
を
迎
え
る
。

こ
の
判
決
に
対
し
て
明
石
は
控
訴
を
決
め
る
。
争
い
の
場
は
東
京
地
方
裁
判

所
に
移
っ
た
。
二
審
は
明
治
二
十
五
年
七
月
一
日
に
開
廷
さ
れ
た
。
開
廷
ま
で

に
半
年
近
く
か
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
被
告
側
の
控
訴
の
準
備
期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
明
治
二
十
四
年
七
月
三
日
・
四
日
の
『
読
売
新

聞
』
で
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
事
務
の
渋
滞
が
常

態
化
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
裁
判
所
側
の
事
情
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
審
で
は
、
一
審
に
つ
い
て
「
此
被
告
事
件
は
ど
の
点
が
果
し
て
剽
窃
し
た

る
も
の
で
あ
る
か
、
ど
の
点
が
偽
版
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
始
め
か
ら
明
示

さ
れ
ぬ25

）
」
と
不
満
を
述
べ
る
被
告
側
の
主
張
に
鑑
み
、
湯
浅
裁
判
長
・
長
森
藤

吉
郎
検
事
は
、
一
審
が
性
急
に
判
決
を
下
し
た
点
を
考
慮
、
裁
判
の
や
り
直
し

が
行
わ
れ
た
。
明
石
は
あ
ら
た
め
て
一
審
で
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
。
現
在
の

調
査
で
は
、
七
月
六
日
以
降
の
公
判
記
録
は
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

292



が
、
二
審
の
展
開
は
明
石
側
の
主
張
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

明
治
二
十
五
年
十
二
月
十
七
日
、
東
京
地
裁
は
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。

被
告
人
孫
太
郎
ガ
明
治
二
十
四
年
五
月
中
印
刷
発
売
セ
ル
新
体
支
那
歴
史

卜
題
ス
ル
書
籍
ハ
、
其
行
文
字
句
ノ
間
ニ
於
テ
、
往
々
田
口
卯
吉
カ
版
権

所
有
ニ
係
ル
支
那
開
化
小
史
卜
同
一
又
ハ
類
似
ス
ル
所
ア
リ
ト
雖
モ
、
新

体
支
那
歴
史
ハ
其
全
体
ノ
編
制
方
法
ニ
於
テ
、
全
ク
支
那
開
化
小
史
ト
異

ニ
シ
テ
、
支
那
開
化
小
史
ヲ
骨
髄
ト
シ
、
条
章
字
句
ヲ
増
減
変
換
シ
、
之

レ
ニ
絵
画
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
版
権
条
例
第
九
条

（
※
十
九
条
の
誤
り
か
）
ヲ
通
用
ス
可
キ
モ
ノ
ニ
非
ズ
。（
中
略
）
原
判
決
ヲ

取
消
シ
、
更
ラ
ニ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。
被
告
人
明
石
孫
太
郎
ハ
無

罪26
）

。

こ
こ
に
お
い
て
明
石
の
主
張
は
認
め
ら
れ
、『
新
体
支
那
歴
史
』
は
編
纂
法

の
違
い
を
理
由
に
無
罪
が
宣
告
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
判
決
文
中
に
は
、「
意

匠
」
に
関
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
歴
史
書
の
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
論
争

は
、
ど
の
よ
う
に
決
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結

び

明
治
二
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
の
『
読
売
新
聞
』
が
報
じ
る
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
田
口
は
二
審
敗
訴
の
後
、
東
京
控
訴
院
に
上
告
し
た
と
言
う
が
、
現
在

の
調
査
で
は
、
田
口
が
実
際
に
上
告
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
、
明
ら
か
に
す
る

資
料
を
発
見
出
来
て
い
な
い
。

田
口
は
こ
の
事
件
の
顚
末
を
改
め
て
『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
五
二
号
（
明
治

二
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
）
と
『
史
海
』
一
九
巻
（
同
二
十
五
年
十
二
月
）
に

掲
載
し
た
。
そ
こ
で
田
口
は
二
審
判
決
に
対
す
る
不
満
を
激
白
す
る
。

蓋
し
古
書
の
字
句
を
抄
録
し
て
以
て
新
史
を
編
製
す
何
の
労
か
之
あ
ら
ん
。

一
写
字
生
の
任
の
み
。
然
れ
ど
も
旧
史
記
す
る
所
の
事
実
に
拠
り
、
社
会

の
大
勢
を
観
察
し
、
其
源
因
結
果
を
対
照
す
る
に
至
り
て
は
、
十
分
精
密

な
る
考
察
を
要
す
。
余
の
勤
労
は
専
ら
此
処
に
存
す
。（
中
略
）
且
つ
此

の
如
き
剽
窃
の
文
章
に
し
て
果
し
て
我
版
権
条
例
の
禁
制
す
る
所
と
な
ら

ざ
る
以
上
は
、
余
は
実
に
版
権
の
必
要
を
感
ぜ
ざ
る
も
の
な
り
。
夫
れ
編

制
方
法
を
変
換
す
る
が
如
き
は
易
々
た
る
の
み
。
文
士
の
最
も
苦
心
す
る

所
は
文
章
に
あ
る
な
り
。（
中
略
）
余
が
親
く
高
梨
氏
よ
り
聞
く
所
に
因

れ
ば
、
検
事
長
森
藤
吉
郎
氏
は
「
明
に
学
士
一
た
び
真
理
を
社
会
に
表
白

す
る
以
上
は
、
其
真
理
は
社
会
の
共
有
物
な
り
。
他
人
之
を
伝
唱
す
る
も

妨
げ
な
し
。
譬
へ
ば
宮
城
が
法
律
上
に
於
て
新
見
を
講
演
せ
ば
、
他
人
更

に
之
を
講
演
す
る
も
妨
げ
な
し
。
是
れ
社
会
の
公
利
な
り
」
と
論
告
し
た

り
と
云
へ
り
。
然
し
な
が
ら
版
権
条
例
は
然
ら
ざ
る
な
り
。
恰
も
専
売
特

許
条
例
と
同
一
に
し
て
、
一
定
の
年
限
間
は
之
を
発
明
者
の
専
有
と
な
す

こ
と
な
り27

）
。
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原
告
代
理
人
高
梨
哲
四
郎
が
伝
え
る
長
森
藤
吉
郎
検
事
の
発
言
は
、
こ
の
二
審

の
法
廷
に
お
い
て
、
歴
史
書
の
「
意
匠
」
を
め
ぐ
る
論
争
に
ど
の
よ
う
な
判
断

が
下
さ
れ
た
の
か
を
端
的
に
物
語
る
。
歴
史
家
が
最
も
心
血
を
注
ぐ
、
諸
事
実

の
有
機
的
な
因
果
関
係
の
記
述
の
剽
窃
を
憤
る
田
口
を
よ
そ
に
、
こ
の
二
審
で

は
、
歴
史
書
の
「
意
匠
」
は
、
前
述
の
坪
谷
の
主
張
の
よ
う
に
、
そ
れ
も
ま
た

歴
史
的
事
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
小
説
の
「
意
匠
」
と
は
異
な
り
所
有
の
対
象

と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
田
口
は
こ
の
判
断
に
対
し
て
、
専
売
特

許
条
例
下
の
発
明
品
の
保
護
を
あ
げ
な
が
ら
反
論
し
て
い
る
。
田
口
は
、
あ
ら

た
め
て
、
そ
の
創
造
性
に
よ
り
作
者
の
所
有
が
認
め
ら
れ
る
小
説
の
「
意
匠
」

と
歴
史
書
の
「
意
匠
」
を
分
節
化
し
な
が
ら
、
歴
史
書
の
「
意
匠
」
は
、
新
た

に
発
見
さ
れ
た
科
学
的
な
原
理
を
応
用
し
た
発
明
品
が
保
護
さ
れ
る
の
と
同
じ

意
味
で
保
護
さ
れ
る
べ
き
だ
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

注１
）

大
家
重
夫
『
最
新
著
作
権
関
係
判
例
集
Ⅵ
』（
一
九
九
○
年
三
月
、
ぎ
ょ

う
せ
い
）
七
二
｜
八
三
頁
。

２
）

吉
村
保
『
発
掘

日
本
著
作
権
史
』（
一
九
九
三
年
十
一
月
、
第
一
書
房
）

七
一
｜
七
七
頁
。

３
）
『
研
究
紀
要
』
二
二
号
（
一
九
九
二
年
三
月
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
）

八
二
｜
八
九
頁
。

４
）

稲
岡
勝
氏
所
蔵
本
・
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
（
請
求
記
号
７
８
｜
４
１
５
）

に
よ
る
。

５
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号37-144

）
に
よ
る
。

６
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号222. 01-T

a
157S

）
に
よ
る
。

７
）

谷
川
恵
一
氏
所
蔵
本
に
よ
る
。

８
）

吉
岡
亮
「
島
田
三
郎
『
開
国
始
末
｜
開
国
始
末
井
伊
掃
部
頭
直
弼
伝
』

歴
史
・
伝
・
小
説

（
前
）」（『
国
語
国
文
研
究
』
一
二
二
号
（
二
○

○
二
年
十
一
月
、
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会

）
四
四
｜
五
一
頁
。

９
）

亀
井
秀
雄
『
小
説
論

『
小
説
神
髄
』
と
近
代

』（
一
九
九
九
年

九
月
、
岩
波
書
店
）
五
三
｜
八
八
頁
。

10
）
『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集

第
二
巻
』（
一
九
二
七
年
七
月
、
大
島
秀
雄
）
二

九
〇
｜
二
九
一
頁
。

11
）

同
「
解
説
」
二
二
｜
三
四
頁
。

12
）
『
教
育
家
銘
鑑
』（『
教
育
人
名
辞
典
Ⅱ

下
巻
』〔
一
九
八
九
年
十
一
月
、

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
〕）
八
四
九
頁
。

13
）
『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
○
六
号
。

14
）
「
呂
后
本
紀
第
九
」（『
新
釈
漢
文
大
系

第
三
九
巻

史
記
（
二
）』（
一

九
七
三
年
四
月
、
明
治
書
院
）
五
八
八
頁
。

15
）

松
井
広
吉
『
四
十
五
年
記
者
生
活
』（
一
九
二
九
年
、
博
文
館
）
三
五
｜

三
八
頁
。

16
）

浅
岡
邦
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

17
）

拙
稿
「『
通
俗
佳
人
之
奇
遇
』
の
失
墜

戯
作
か
ら
「
盗
作
」
へ

」

（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
八
○
号
〔
一
九
九
七
年
七
月
〕
一
五
｜
二
八

頁
）
参
照
。
こ
の
事
件
に
対
す
る
博
文
堂
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
書
肆

に
偽
版
告
発
を
う
な
が
す
も
の

明
治
二
〇
年
前
後
の
博
文
堂
の
対
応
か
ら

見
え
る
も
の

」（『
中
京
大
学

図
書
館
学
紀
要
』
二
六
号
〔
二
〇
〇
五
年
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五
月
〕
六
六
｜
九
〇
頁
）
参
照
。

18
）
「
支
那
開
化
小
史
偽
版
告
訴
事
件
」（『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
○
一
号
〔
明

治
二
十
四
年
十
二
月
五
日
〕）。
以
下
掲
載
紙
誌
名
を
示
さ
な
い
も
の
は
同
記
事

に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
公
判
記
録
は
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
一

日
に
か
け
て
『
読
売
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

19
）
「
支
那
開
化
小
史
偽
版
告
訴
事
件
（
接
第
六
百
一
号
）」（『
東
京
経
済
雑

誌
』
六
○
五
号
〔
明
治
二
十
五
年
一
月
九
日
・
十
六
日
〕）。
以
下
掲
載
紙
誌
名

を
示
さ
な
い
も
の
は
同
記
事
に
よ
る
。

20
）

版
権
条
例
第
一
条
は
以
下
の
通
り
。「
第
一
条

凡
ソ
文
書
図
画
ヲ
出
版
シ

テ
其
利
益
ヲ
専
有
ス
ル
ノ
権
ヲ
版
権
ト
云
ヒ
、
版
権
所
有
者
ノ
承
諾
ヲ
経
ス
シ

テ
其
ノ
文
書
図
画
ヲ
翻
刻
ス
ル
ヲ
偽
版
ト
云
フ
」。

21
）
『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
〇
六
号
、
明
治
二
十
五
年
一
月
十
六
日

22
）

版
権
条
例
第
十
九
条
は
以
下
の
通
り
。「
第
十
九
条

版
権
所
有
者
ノ
承

諾
ヲ
経
ス
シ
テ
版
権
所
有
ノ
文
書
図
画
ヲ
翻
訳
シ
増
減
シ
、
註
解
附
録
絵
図
等

ヲ
加
ヘ
、
若
ク
ハ
其
未
タ
完
結
セ
サ
ル
部
分
ヲ
続
成
シ
テ
出
版
ス
ル
者
及
本
条

例
第
一
五
条
ニ
違
フ
者
ハ
偽
版
ヲ
以
テ
論
ス
。
他
人
ノ
講
義
又
ハ
演
説
ヲ
筆
記

シ
其
許
諾
ヲ
経
ス
シ
テ
出
版
ス
ル
者
亦
前
項
ニ
同
シ
」。

23
）
「
支
那
開
化
小
史
偽
版
告
訴
事
件
の
判
決
」（『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
○
七

号
（
明
治
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日
））。

24
）

版
権
条
例
第
二
十
七
条
は
以
下
の
通
り
。「
第
二
十
七
条

偽
版
者
及
情
ヲ

知
ル
ノ
印
刷
者
販
売
者
ハ
一
月
以
上
一
年
ノ
重
禁
錮
若
ク
ハ
二
十
円
以
上
三
百

円
以
下
ノ
罰
金
ニ
処
ス
╱
但
被
害
者
ノ
告
訴
ヲ
待
テ
其
罪
ヲ
論
ス
╱
偽
版
ニ
係

ル
刻
版
及
印
本
ハ
其
何
人
ノ
手
ニ
在
ル
ヲ
問
ハ
ス
之
ヲ
没
収
シ
其
既
ニ
販
売
シ

タ
ル
モ
ノ
ハ
其
売
得
金
ヲ
没
収
シ
テ
併
セ
テ
被
害
者
ニ
下
附
ス
」。

25
）
「
版
権
侵
害
事
件
」（『
東
京
経
済
雑
誌
』
六
三
一
号
〔
明
治
二
十
五
年
七

月
九
日
〕）。

26
）
「
明
石
孫
太
郎
著
新
体
支
那
歴
史
‥
対
‥
田
口
卯
吉
著
支
那
開
化
小
史
の

判
決
に
就
い
て
」（『
史
海
』
一
九
巻
〔
明
治
二
十
五
年
十
二
月
〕）。

27
）

前
掲
『
史
海
』
記
事
か
ら
。

付

記

本
稿
は
「
出
版
と
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成

近
世
か
ら
近
現
代
へ

」
第
二
回
共
同
研
究
会
（
二
○
○
三
年
六
月
二
十
二
日
・
於
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
の
口
頭
発
表
と
そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
数
々
の
御
教
示
に
基

づ
い
て
い
る
。
ま
た
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
浅
岡
邦
雄
・
稲
岡
勝
両
氏
に
多
く
の

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

本
稿
は
、
そ
の
後
『
日
本
出
版
史
料
』
九
号
（
二
〇
〇
四
年
五
月
）
に
掲
載
さ

れ
た
。
再
録
に
あ
た
っ
て
は
、
標
題
を
改
め
、
若
干
の
加
筆
を
行
っ
た
。
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一

田
山
花
袋
の
「
蒲
団
」
が
発
表
さ
れ
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
に
な
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
言
え
ば
、
昨
年
は
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
や
『
破
戒
』
百
年
だ
っ

た
わ
け
で
、
大
東
和
重
の
『
文
学
の
誕
生
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
〇
六
）

が
、
明
治
三
十
九
年
前
後
を
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
近
代
文
学
」
の
誕
生
の
時
期

と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、「
日
本
近
代
文
学
は
百
歳
に
な
っ
た
」

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
蒲
団
」
は
、
日
本
近
代
文
学
史
に
屹
立
す
る
短
編
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
評
価
は
、
今
な
お
、
ま
る
で
近
年
の
新
作
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
定
ま
る
こ

と
が
な
い
。
中
村
光
夫
は
こ
れ
を
、
日
本
近
代
文
学
の
方
向
を
歪
め
た
も
の
と

し
て
否
定
し
、
柄から
谷たに
行こう
人じん
は
、
花
袋
は
と
る
に
た
ら
な
い
こ
と
を
告
白
し
た
だ

け
で
あ
り
、
も
っ
と
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
は
ず
だ
と
述
べ
た
（『
日
本
近
代
文

学
の
起
源
』
一
九
八
〇
、
の
ち
講
談
社
文
芸
文
庫
）。
私
は
柄
谷
に
対
し
て
、
も
っ

と
悪
い
こ
と
と
は
何
か
、
そ
ん
な
も
の
は
あ
り
え
な
い
と
駁
論
し
、
花
袋
は
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
て
一
躍
文
壇
の
支
配
者
と
な
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
だ
と
書
い
た
（『

男
の
恋

の
文
学
史
』
朝
日
選
書
、
一
九
九
七
お
よ
び
、

『
明
治
の
文
学

田
山
花
袋
』
解
説
、

摩
書
房
、
二
〇
〇
一
）。
た
だ
し
後
段
は

平
野
謙
説
を
く
り
返
し
た
だ
け
だ
。
す
る
と
柄
谷
は
、
花
袋
は
そ
の
野
心
を
隠

し
た
の
だ
と
述
べ
た
（『
必
読
書
１
５
０
』
太
田
出
版
、
二
〇
〇
二
）。
私
は
追
っ

て
、
当
時
の
作
家
が
、
野
心
を
隠
す
必
要
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
と
反
駁
し
た
。

ど
う
や
ら
「
蒲
団
」
は
、
も
て
男
の
神
経
を
逆
撫
で
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

る
ら
し
く
、
ド
ン
・
フ
ァ
ン
的
人
間
で
あ
る
こ
と
を
自
認
す
る
ヨ
コ
タ
村
上
孝

之
は
『
色
男
の
研
究
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
）
で
、「
蒲
団
」
が
発
表

さ
れ
て
も
、
岡
田
美
知
代
は
自
分
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
、

と
ふ
し
ぎ
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
、
花
袋
の
「
恋
情
」
が
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
の
だ
が
、
そ
の
問
題
は
あ
と
に

譲
る
と
し
て
、
仮
に
花
袋
が
本
当
に
美
知
代
に
恋
慕
し
て
い
た
と
し
て
も
、
美

共
同
研
究
報
告

岡
田
美
知
代
と
花
袋
「
蒲
団
」
に
つ
い
て

小

谷

野

敦
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知
代
自
身
が
そ
れ
を
当
初
否
定
し
た
の
は
、
自
己
の
体
面
を
守
る
た
め
だ
っ
た

ろ
う
し
、
ヨ
コ
タ
村
上
の
よ
う
に
、
だ
か
ら
花
袋
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
欠
い
て
い
た
の
だ
と
途
方
も
な
い
結
論
へ
持
っ
て
い
く
の
は
、
論
外
で
あ

る
。「

蒲
団
」
は
、
ど
う
や
ら
、
冷
静
な
文
学
論
の
対
象
と
い
う
よ
り
、
個
々
の

読
み
手
の
、
人
間
と
し
て
の
本
性
を
剥
き
出
し
に
さ
せ
る
性
格
を
持
っ
て
い
る

ら
し
い
。
そ
れ
が
、
こ
の
作
の
名
品
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
な
お
つ
い
で
に
言

え
ば
、
小
林
信
彦
の
『
う
ら
な
り
』
に
対
し
て
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
泰
斗

と
も
言
う
べ
き
平
岡
敏
夫
は
、
そ
の
詩
集
『
明
治
』（
思
潮
社
、
二
〇
〇
六
）
で

怒
り
を
表
明
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
件
で
は
、
平
岡
の
側
に
立
つ
。

「
蒲
団
」
に
対
し
て
は
、
近
年
、「
喪
男
」
と
自
称
す
る
「
も
て
な
い
男
」
た

ち
が
、
密
か
な
関
心
を
抱
い
て
い
る
。「
横
山
芳
子
」
と
い
う
名
は
、
あ
た
か

も
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
の
よ
う
に
、
も
て
な
い
男
を
袖
に
す
る
女
の
代
名
詞
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
。
柄
谷
や
ヨ
コ
タ
村
上
が
、
こ
う
し
た
男
た
ち
に
抱
く
感
情

は
、
ち
ょ
う
ど
、
西
洋
人
が
日
本
人
に
対
し
て
抱
く
そ
れ
に
似
て
い
る
。
オ
ラ

ン
ダ
人
た
ち
は
、
日
本
人
の
よ
う
な
黄
色
人
種
が
、
自
分
た
ち
か
ら
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
奪
っ
た
こ
と
を
生
意
気
だ
と
感
じ
て
お
り
（
カ
ウ
ス
ブ
ル
ッ
ク
『
西
欧

の
植
民
地
喪
失
と
日
本
』
草
思
社
、
一
九
九
八
）、
イ
ス
パ
ニ
ア
の
独
裁
者
フ
ラ

ン
コ
は
、
第
二
次
大
戦
で
黄
色
人
種
を
や
っ
つ
け
た
と
い
う
の
で
、
英
国
首
相

チ
ャ
ー
チ
ル
を
尊
敬
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
じ
だ
。

「
蒲
団
」
に
描
か
れ
た
竹
中
時
雄
の
恋
慕
が
、
事
実
な
の
か
虚
構
な
の
か
に

つ
い
て
は
、
長
い
こ
と
議
論
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
様
子
は
、
加
藤
秀
爾

編
『
近
代
文
学
作
品
論
叢
書

田
山
花
袋
「
蒲
団
」
作
品
論
集
成
』
全
三
巻

（
大
空
社
、
一
九
九
八
、
以
後
「
集
成
」
と
略
）
に
詳
し
い
。
昭
和
十
四
年
六
月

の
『
中
央
公
論
』
に
は
、「
蒲
団
」
発
表
後
の
、
花
袋
と
美
知
代
の
両
親
と
の

間
に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
が
、
実
名
を
作
品
中
の
名
に
変
え
て
掲
載
さ
れ
（「
集

成
」
所
収
）、
平
野
謙
は
こ
れ
を
見
て
、
花
袋
の
恋
慕
が
事
実
で
あ
れ
ば
こ
ん

な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
論
じ
た
（『
藝
術
と
実
生
活
』「
田
山
花
袋
」
昭
和
三
十

一
年
）。
し
か
し
、
多
く
の
資
料
は
、
あ
ま
り
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。
モ
デ
ル
で
あ
る
岡
田
美
知
代
は
、
一
冊
分
に
な
る
ほ
ど
の
小
説
を
発
表
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
集
め
た
も
の
は
な
い
し
、「
田
中
秀
夫
」
の
モ
デ
ル
の
永

代
静
雄
に
つ
い
て
も
、『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
翻
訳
も
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
花
袋
研
究
学
会
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、
学

会
誌
を
出
し
て
い
る
の
も
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
館
林
市
の
田
山
花
袋
記
念
館
が

刊
行
し
て
い
る
資
料
も
、
知
ら
れ
て
い
な
い
。
な
か
ん
ず
く
、
二
〇
〇
三
年
に

同
市
が
出
し
た
『「
蒲
団
」
を
め
ぐ
る
書
簡
集
』（
以
下
、「
書
簡
集
」
と
略
）
は
、

驚
く
べ
き
資
料
集
で
あ
り
、
花
袋
研
究
の
第
一
人
者
た
る
小
林
一
郎
の
詳
細
な

解
題
が
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
ま
る
で
話
題
に
も
な
ら
ず
、
ヨ
コ
タ
村
上
の
よ

う
に
適
当
な
こ
と
を
書
く
者
が
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
資
料
を
踏
ま
え
て
、
改

め
て
岡
田
美
知
代
の
生
涯
を
辿
り
、「
蒲
団
」
の
事
実
と
虚
構
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。

二

美
知
代
は
、
明
治
十
八
年
、
広
島
県
甲こう
奴ぬ
郡
上
下
町
に
、
富
豪
の
岡
田
胖
十
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郎
、
美
那
夫
婦
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
は
桜
屋
と
い
う
老
舗
の
油
店
の

当
主
で
、
県
会
議
員
を
務
め
、
備
後
銀
行
を
創
設
し
、
の
ち
こ
れ
が
山
陽
銀
行

と
な
っ
た
。
土
地
の
有
力
者
で
あ
る
。
七
つ
年
上
の
兄
実じつ
麿まろ
は
、
同
志
社
、
慶

応
義
塾
を
卒
業
し
て
時
事
新
報
の
北
京
特
派
員
と
な
り
、
明
治
三
十
三
年
に
米

国
オ
ハ
イ
オ
州
オ
ベ
リ
ン
大
学
に
留
学
、
三
十
五
年
か
ら
神
戸
高
等
商
業
学
校

教
授
を
務
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
夏
目
漱
石
の
後
任
と
し
て
第
一
高
等
学
校
の

英
語
講
師
と
な
り
、
明
治
大
学
教
授
も
務
め
、
ポ
オ
、
シ
ェ
ン
キ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ
、

メ
リ
メ
な
ど
の
翻
訳
を
出
し
、
英
語
の
教
科
書
を
数
多
く
刊
行
し
て
い
る
。
次

兄
束つか
稲ね
は
出
来
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
、
妹
万ま
寿す
代よ
は
、
北
大
教
授
、
庄
原
市
長

を
務
め
た
八
谷
正
義
に
嫁
い
だ
。
ほ
か
に
弟
の
三さん
米べい
が
い
た
。
母
の
美
那
は
尾

道
市
の
豪
商
の
娘
で
、
同
志
社
に
学
ん
だ
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
と
い

う
。
つ
ま
り
素
封
家
で
も
あ
り
、
知
的
階
層
に
属
す
る
兄
も
あ
る
、
恵
ま
れ
た

境
遇
の
少
女
だ
っ
た
わ
け
だ
。
の
ち
夫
と
な
る
永
代
静
雄
は
一
つ
年
下
な
の
で
、

谷
崎
潤
一
郎
と
同
年
に
当
た
る
。

美
知
代
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
召
使
が
つ
い
て
い
く
と
い
う
お
嬢
様
育
ち
で
、

尋
常
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
、
神
戸
女
学
院
に
入
学
し
た
が
、
当
時
、
神
戸
山

手
通
に
あ
っ
た
女
学
院
へ
通
う
た
め
、
現
在
の
神
戸
市
兵
庫
区
に
あ
る
奥
平
野

の
兄
の
家
に
住
ん
で
い
た
。「
蒲
団
」
で
は
、
女
学
生
か
ら
入
門
志
願
の
手
紙

が
来
る
が
、
美
知
代
が
こ
れ
を
出
し
た
の
は
神
戸
か
ら
で
、
明
治
三
十
六
年
七

月
に
出
さ
れ
て
い
る
。
美
知
代
は
数
え
で
十
九
歳
、
神
戸
女
学
院
の
三
年
生
だ

っ
た
。
母
が
嫁
に
来
る
と
き
持
っ
て
き
た
『
女
学
雑
誌
』
や
『
小
公
子
』
を
読

む
こ
と
か
ら
文
学
に
関
心
を
深
め
た
が
、
当
時
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
学
校
の
こ

と
と
て
、
文
学
な
ど
は
堕
落
へ
の
道
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
美
知
代
に
は
窮
屈

だ
っ
た
よ
う
だ
。
美
知
代
は
こ
の
年
一
月
の
『
中
学
世
界
』
に
、
岩
谷
敏
雄
の

筆
名
で
「
小
使
」
と
い
う
作
品
を
投
稿
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

花
袋
田
山
録
弥
は
明
治
四
年
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
美
知
代
と
の
年
齢
差
は
十

四
で
あ
る
。
若
い
時
か
ら
、
柳
田
國
男
、
つ
い
で
国
木
田
独
歩
を
友
人
と
し
て

い
た
。
数
え
二
十
九
歳
で
、
太
田
玉ぎよく
茗めい
の
妹
里
さ
（
利
佐
子
、
り
さ
）
二
十
歳

と
結
婚
、
そ
の
頃
三
人
目
の
子
供
を
妻
が
懐
妊
し
て
い
た
。「
蒲
団
」
で
、
い

さ
さ
か
不
自
然
と
思
わ
れ
る
の
は
、
文
学
者
と
し
て
は
さ
し
て
名
も
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
竹
中
時
雄
に
、
地
方
の
少
女
が
弟
子
入
り
志
願

す
る
点
だ
が
、
花
袋
は
当
時
、
少
女
趣
味
と
も
言
う
べ
き
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

作
風
で
、
そ
れ
相
応
に
文
学
少
女
に
人
気
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
『
ふ

る
郷
』（
新
声
社
、
明
治
三
十
二
年
）
は
、
若
者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

お
り
、
こ
れ
は
の
ち
の
伊
藤
左
千
夫
の
「
野
菊
の
墓
」
の
原
型
の
よ
う
な
中
編

で
あ
る
。
ま
た
花
袋
は
、
西
洋
の
小
説
を
英
訳
な
ど
で
数
多
く
読
ん
で
い
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
晩
年
の
太
っ
た
写
真
ば
か
り
が
流
布
し
て
い
る
が
、

若
い
こ
ろ
の
花
袋
は
、
美
男
で
は
な
い
が
背
も
高
く
風
采
も
そ
う
悪
く
な
い
。

そ
れ
か
ら
花
袋
と
美
知
代
と
の
間
に
、
小
説
通
り
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
あ

り
、
翌
年
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
上
京
す
る
の
だ
が
、
三
十
六
年
暮
れ
に
は
、
美

知
代
は
手
編
み
の
毛
糸
の
シ
ャ
ツ
を
花
袋
に
送
っ
て
い
る
。
花
袋
は
、
東
京
で

女
子
大
学
に
入
学
し
た
い
と
い
う
美
知
代
の
た
め
に
、
日
本
女
子
大
学
校
の
規

則
書
な
ど
を
調
べ
て
い
る
。

た
だ
、「
蒲
団
」
で
も
『
縁
』
で
も
、
娘
は
思
い
の
ほ
か
美
し
か
っ
た
と
書
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い
て
あ
る
。
私
が
、「
蒲
団
」
に
描
か
れ
た
、
花
袋
の
恋
慕
は
虚
構
で
あ
る
と

論
じ
た
の
は
、
こ
れ
が
事
実
と
は
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
美
知
代
の

写
真
を
見
て
も
、
若
け
れ
ば
こ
そ
の
愛
ら
し
さ
は
あ
る
が
、
妻
子
あ
る
花
袋
が

本
気
で
迷
う
ほ
ど
の
美
貌
と
は
、
と
う
て
い
言
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
美
知
代
が
上
京
し
て
ほ
ど
な
い
三
十
七
年
三
月
か
ら
、
花
袋
は

日
露
戦
争
に
記
者
と
し
て
従
軍
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
「
蒲
団
」
か
ら
は
ま

っ
た
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に
、
花
袋
と
美
知
代
の
間
で
交

わ
さ
れ
た
書
簡
が
、「
書
簡
集
」
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
少
々
驚
く
べ

き
も
の
な
の
で
あ
る
。
三
月
二
十
八
日
付
で
、
広
島
に
滞
在
中
の
花
袋
に
宛
て

た
美
知
代
の
手
紙
は
、
候
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、

何
卒
〳
〵

御
身
を
い
と
は
せ
玉
ひ
面
白
き
材
料
を
沢
山
に
御
あ
つ
め
あ
そ
ば
し
て
一

日
も
早
く
御
帰
り
被
下
候
や
う
そ
れ
の
み
御
待
ち
申
候

か
な
し
か
り
き
さ
き
く
と
ば
か
り
も
の
云
は
ず
西
行
く
君
を
見
送
り
し
夕

未
来
に
栄
あ
る
君
の
御
い
で
た
ち
に
て
か
な
し
き
訳
は
な
き
筈
な
る
を
、

別
れ
と
い
え
ば
か
な
し
く
て
…
…
せ
め
て
涙
は
御
免
し
被
下
度
候
。（
略
）

そ
し
て
、「
一
入
師
の
君
恋
し
う
存
候
」「
君
は
今
西
へ
四
百
里
春
の
日
を
此

身
涙
に
も
の
思
ひ
暮
ら
す
」
な
ど
と
あ
る
の
を
、
小
林
は
「
恋
文
」
だ
と
い
う
。

こ
れ
に
花
袋
は
感
奮
し
、
長
い
返
事
を
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
封
筒
が
な
く

「
二
日
」
と
の
み
あ
る
の
で
四
月
二
日
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
「
如

何
な
る
縁
あ
り
て
御
身
と
わ
れ
と
か
く
ま
で
相
触
る
ゝ
師
弟
の
関
係
を
生
し
た

り
け
む
御
身
は
美
の
神
の
使
者

わ
れ
を
昔
の
う
つ
く
し
き
夢
の
さ
か
ひ
に

引
も
と
さ
ん
と
す
る
美
の
神
の
使
者
」
な
ど
と
し
て
い
る
が
、
後
で
気
が
さ
し

た
の
か
、
最
後
に
「
こ
の
手
紙
妻
に
も
御
見
せ
被
下
度
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

現
在
で
も
、
十
九
く
ら
い
の
女
子
大
生
が
、
三
十
代
前
半
の
教
師
に
対
し
て
、

尊
敬
の
念
を
取
り
違
え
る
よ
う
な
形
で
媚
態
め
い
た
も
の
を
示
し
た
り
、
そ
れ

を
恋
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
こ
の
時
は
、
出

会
っ
て
す
ぐ
、
ま
た
戦
時
下
で
あ
る
ゆ
え
に
、
両
者
と
も
興
奮
し
て
い
た
と
見

る
べ
き
だ
ろ
う
。
だ
が
、
引
き
続
い
て
の
書
簡
の
や
り
取
り
の
中
で
、
美
知
代

は
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
を
言
い
出
す
。
花
袋
が
、
引
き
受
け
た
ば
か
り
の
美

知
代
を
置
い
て
い
っ
て
し
ま
う
の
は
無
責
任
で
申
し
訳
な
い
と
丁
寧
に
書
い
た

の
に
対
し
て
、
美
知
代
は
、
候
文
で
は
な
い
、
口
語
文
で
「
愈
々
御
出
征
、
万

歳
！
万
歳
‼
万
々
歳
!!!

だ
が
拾
日
も
海
の
上
に
居
ら
つ
し
や
い
ま
し
て
は
、

嘸
か
し
御
疲
れ
遊
ば
し
た
で
せ
う
先
生
！

ど
う
か
国
家
の
た
め
、
我
文
壇
の

た
め
御
自
愛
あ
そ
ば
し
て
…
…
私
は
そ
れ
ば
か
り
を
祈
つ
て
居
ま
す
」
な
ど
と

始
ま
る
の
だ
が
、
最
後
に
突
然
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
で
も
起
こ
し
た
よ
う
に
、

泣
き
度
い
わ
、

先
生
の
御
手
紙
！

私
口
惜
し
い
の
よ

何
故
つ
て

先
生
、
無
責
任
だ
の
何
だ
の
と
、
私
存
ま
せ
ん
よ
、
あ
ん
ま
り
で
す
わ
、

水
臭
い
！
も
う
〳
〵
そ
ん
な
水
臭
い
こ
と
を
仰
る
ん
な
ら
、
私
死
ん
じ
ま

う
わ

私
は
先
生
を
、
…
…
却
つ
て
失
礼
で
せ
う
け
れ
共
師
の
君
だ
と
心

か
ら
身
も
魂
も
さ
ゝ
げ
て
事
へ
て
る
の
で
す
よ
、
私
の
不
束
な
た
め
先
生
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か
ら
あ
ん
な
水
臭
い
事
を
言
は
れ
る
の
で
せ
う

け
れ
共
私
は
口
惜
し
い
、

ど
う
か
先
生
再
び
あ
ん
な
事
を
仰
つ
て
私
を
お
泣
か
せ
被
下
い
ま
せ
ん
や

う
に
…
…
今
年
は
上
野
も
向
島
も
存
ま
せ
ん
で
花
を
散
ら
し
ま
し
た
が
、

来
年
は
お
と
も
さ
せ
て
頂
戴
な
、
ま
つ
て
居
ま
す
よ
、
で
は
呉
れ
〳
〵
も

御
自
愛
あ
そ
ば
せ
、
さ
よ
な
ら

と
い
う
の
だ
が
、
確
か
に
こ
れ
で
は
「
恋
文
」
だ
。
た
だ
、
美
知
代
が
逆
上

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
の
「
無
責
任
」
云
々
の
手
紙
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
よ

り
前
の
、「
美
の
神
の
使
者
」
と
書
き
な
が
ら
、
妻
に
も
見
せ
る
よ
う
に
と
書

い
た
手
紙
の
せ
い
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
対
す
る
花
袋
の
返
事
は
飽
く
ま

で
冷
静
だ
が
、
そ
れ
も
、
妻
が
見
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

美
知
代
の
こ
う
し
た
手
紙
を
み
て
初
め
て
、「
蒲
団
」
の
冒
頭
部
分
が
理
解
で

き
る
の
だ
。

…
…
あ
れ
だ
け
の
愛
情
を
自
分
に
注
い
だ
の
は
単
に
愛
情
と
し
て
の
み
で
、

恋
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
』

略
）
妻
が
あ
り
、
子
が
あ
り
、
世
間
が
あ
り
、
師
弟
の
関
係
が
あ
れ
ば

こ
そ
敢
て
烈
し
い
恋
に
落
ち
な
か
つ
た
が
、
語
り
合
う
胸
の
轟
、
相
見
る

眼
の
光
、
其
底
に
は
確
か
に
凄
じ
い
暴
風
が
潜
ん
で
居
た
の
で
あ
る
。

（
略
）

…
…
あ
の
熱
烈
な
る
一
封
の
手
紙
、
陰
に
陽
に
其
の
胸
の
悶
を
訴
へ
て
、

丁
度
自
然
の
力
が
此
身
を
圧
迫
す
る
か
の
や
う
に
、
最
後
の
情
を
伝
へ
て

来
た
時
、
其
謎
を
此
身
が
解
い
て
遣
ら
な
か
つ
た
。
女
性
の
つ
ゝ
ま
し
や

か
な
性
と
し
て
、
其
上
に
猶
露
は
に
迫
つ
て
来
る
こ
と
が
何
う
し
て
出
来

や
う
。

と
い
う
あ
た
り
で
あ
る
。「
蒲
団
」
は
、
芳
子
と
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
や

り
と
り
が
あ
っ
た
か
を
書
い
て
い
な
い
の
で
、
通
読
す
る
と
、
こ
こ
の
所
が
時

雄
の
妄
想
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
の
だ
が
、
美
知
代
が
現
に
こ
の
よ
う
な
手

紙
を
出
し
て
い
た
と
知
れ
ば
、
こ
の
書
き
出
し
の
意
味
は
は
っ
き
り
し
す
ぎ
る

ほ
ど
は
っ
き
り
す
る
。「
書
簡
集
」
が
明
ら
か
に
し
た
事
実
の
う
ち
、
最
も
重

要
な
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
花
袋
と
美
知
代
の
間
に
は
、
そ
の
よ
う
な
情
熱
的

な
何
ご
と
も
な
く
、
こ
れ
は
片
思
い
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
見
解
は
、
事
実
に
関

し
て
い
え
ば
、
こ
れ
で
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、「
蒲
団
」
に
も
、
芳
子
が
ほ
ど
な
く
竹
中
家
を
出
た
と
あ
る
が
、
実

際
に
は
こ
の
頃
、
美
知
代
は
夫
人
の
り
さ
の
姉
浅
井
か
く
の
所
に
転
居
し
て
い

る
が
、
そ
こ
か
ら
り
さ
宛
に
出
し
た
葉
書
の
文
面
が
、
妙
に
馴
れ
馴
れ
し
く
、

「
奥
様
先
日
は
失
敬
！
」
と
始
ま
り
「
思
し
召
の
品
を
調
へ
て
お
置
き
な
さ
い
」

と
終
わ
っ
て
い
る
。
小
林
も
言
う
と
お
り
、
美
知
代
は
、
自
分
が
花
袋
の
恋
人

で
あ
る
か
の
よ
う
な
気
分
に
陥
り
、
た
め
に
り
さ
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
も
、
花
袋
の
態
度
か
ら
と
い
う
よ
り
、
美
知
代
の
こ
う
し

た
姿
勢
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
り
さ
は
美
知
代
の
五
つ

年
上
で
、
ま
だ
二
十
代
で
、
客
観
的
に
は
美
知
代
よ
り
ず
っ
と
美
貌
で
あ
る

（
花
袋
や
妻
の
若
い
こ
ろ
の
写
真
は
、『
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

田
山
花
袋
』〔

摩
書
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房
、
一
九
六
八
〕
に
あ
る
）。
美
知
代
が
来
た
時
も
妊
娠
中
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

も
続
い
て
何
人
も
子
を
な
し
て
お
り
、
妻
の
妊
娠
中
は
花
袋
は
性
欲
に
苦
し
ん

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

美
知
代
は
津
田
英
学
塾
の
試
験
を
受
け
た
が
通
ら
ず
、
予
科
に
通
い
始
め
て

い
る
。
ま
た
そ
の
六
月
二
十
二
日
付
と
推
定
さ
れ
て
い
る
美
知
代
の
手
紙
に
、

森
田
と
い
う
青
年
が
「
美
知
代
と
い
ふ
女
は
我
儘
の
口
惜
し
か
り
の
負
け
惜
し

み
の
仕
方
も
な
き
女
殊
に
は
で
な
気
に
て
文
学
者
に
ハ
適
せ
ず
政
治
家
の
妻
君

よ
り
外
用
ひ
道
の
な
き
女
だ
と
申
さ
れ
候
由
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
性
格
を
よ

く
言
い
当
て
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
美
知
代
は
「
私
も
御
手
紙
さ
し
上

度
存
候
も
余
り
度
々
に
て
戦
争
の
処
へ
の
ん
き
ら
し
く
御
ら
ん
あ
そ
ば
し
候
が

う
る
さ
く
て
ハ
と
わ
ざ
と
差
ひ
か
え
居
候
ら
ひ
し
が
先
日
の
御
手
紙
に
て
ハ
左

様
に
て
も
な
き
や
う
故
こ
の
後
ハ
度
ゝ
さ
し
上
べ
く
候
も
し
御
い
そ
が
し
き
時

ハ
か
く
し
の
中
に
ま
ろ
め
お
き
て
淋
し
く
御
用
の
な
き
折
り
と
り
出
し
て
御
覧

被
下
度
そ
れ
に
て
私
も
満
足
致
し
候
」
と
花
袋
に
書
い
て
い
る
。
意
味
と
し
て

は
、
忙
し
く
て
手
紙
が
読
め
な
い
よ
う
な
ら
、
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
淋
し
く
」

な
ど
と
あ
る
か
ら
、
淋
し
く
な
っ
た
ら
私
の
手
紙
を
読
ん
で
慰
め
に
し
て
頂
戴

ネ
、
と
い
う
感
じ
で
、
や
は
り
恋
文
め
い
て
い
る
。
こ
の
後
美
知
代
は
、
予
科

が
夏
休
み
に
な
っ
た
た
め
上
下
町
に
帰
省
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
出
し
た
七

月
二
十
八
日
付
の
手
紙
は
、
花
袋
の
帰
国
が
近
い
の
を
知
っ
て
「
も
は
や
御
拝

眉
の
日
も
近
く
相
成
り
う
れ
し
く
嬉
れ
し
く
う
れ
し
く
候
ふ
昨
年
の
今
日
此
頃

ハ
失
礼
な
る
文
奉
り
て
、
御
返
事
を
今
日
か
明
日
か
と
ま
ち
侘
び
つ
ゝ
も
し
お

怒
り
遊
ば
さ
ば
如
何
に
等
案
し
煩
ひ
候
ら
ひ
し
が
、
今
年
の
今
日
ハ
斯
く
敬
愛

な
る
師
の
君
よ
と
仰
ぎ
て
文
奉
り
得
る
こ
と
、
思
へ
ば
う
れ
し
う
有
難
う
候
今

宵
は
わ
け
て
種
々
な
る
追
懐
に
眼
も
冴
え
て
眠
ら
れ
ず
師
の
君
恋
し
う
懐
し
と

思
ふ
情
ハ
恪ママ
も
潮
の
海
門
に
押
よ
せ
候
が
如
く
激
し
き
勢
も
て
胸
を
つ
き
、
ま

こ
と
堪
え
難
く
孤
燈
の
下
に
此
文
認
め
て
御
膝
下
に
さ
ゝ
げ
候
ふ
」
な
ど
と
あ

る
。若

い
娘
か
ら
こ
ん
な
手
紙
を
立
て
続
け
に
貰
っ
た
ら
、
た
い
て
い
の
男
は
意

馬
心
猿
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
逆
に
い
え
ば
、
の
ち
に
「
蒲
団
」
が
出
た
と

き
美
知
代
は
、
花
袋
に
こ
う
し
た
手
紙
を
握
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
う
し
た

手
紙
の
こ
と
ま
で
書
か
れ
て
は
大
変
だ
と
い
う
思
い
に
も
な
り
、
花
袋
と
友
好

な
関
係
を
続
け
る
こ
と
に
腐
心
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

花
袋
が
帰
国
し
て
東
京
に
着
い
た
の
は
九
月
十
九
日
で
、
美
知
代
の
上
京
の

日
付
は
不
明
だ
が
、
上
京
し
た
美
知
代
は
や
は
り
浅
井
方
に
寄
宿
し
て
お
り
、

十
二
月
二
十
四
日
付
で
花
袋
が
手
紙
を
出
し
て
お
り
、「
私
は
貴
嬢
を
す
く
れ

た
詩
人
に
為
た
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
ば
か
り
、
父
君
に
も
こ
の
事
は
よ
く
御

含
み
を
願
つ
た
筈
で
す
。

略
）
で
す
か
ら
、
私
が
貴
嬢
を
あ
し
か
れ
と
思
つ

た
こ
と
な
ど
は
少
し
も
な
い
の
で
、
も
し
其
女
（
学
生
）
と
か
が
そ
ん
な
風
な

こ
と
を
噂
し
て
、
貴
嬢
を
私
が
内
々
囲
つ
て
居
る
な
ど
ゝ
言
つ
た
の
が
知しれ
た
ら
、

そ
れ
は
、
ほ
ん
の
噂
、
歯
牙
に
か
け
る
ほ
ど
の
こ
と
も
無
い
の
で
す
か
ら
安
心

し
て
く
だ
さ
い
。（
略
）
そ
れ
か
ら
、
貴
嬢
に
一
つ
御
忠
告
し
度
い
の
は
、
あ

ま
り
深
く
も
性
質
を
知
ら
な
い
友
人
に
、
く
た
ら
ぬ
こ
と
を
言
は
ぬ
や
う
に
為

さ
い
。（
略
）
私
は
か
う
見
え
て
も
文
壇
の
上
で
は
清
い
健
全
な
考
を
抱
い
て

居
る
の
で
、
此
頃
よ
く
耳
に
す
る
や
う
な
手
合
と
は
訳
が
違
ふ
つ
も
り
で
す
」
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な
ど
と
あ
る
。
美
知
代
が
、
花
袋
と
の
関
係
を
割
に
軽
薄
に
友
人
に
話
し
、
愛

人
だ
と
い
っ
た
噂
を
聞
か
さ
れ
て
花
袋
に
訴
え
て
来
、
自
分
の
た
め
に
先
生
が

迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は
心
苦
し
い
か
何
か
言
っ
て
、
花
袋
に
甘
え
て
み
せ
た
の

だ
ろ
う
。

和
田
芳
恵
が
、
昭
和
三
十
二
年
、『
婦
人
朝
日
』
連
載
の
「
名
作
の
モ
デ
ル

を
訪
ね
て
」
で
、
妹
の
家
に
住
ん
で
い
た
美
知
代
を
訪
ね
て
聞
い
た
話
で
は
、

こ
の
当
時
、
や
は
り
投
書
家
の
文
学
青
年
の
、
春
潮
松
本
修
二
と
い
う
者
か
ら

呼
び
出
さ
れ
、
九
段
靖
国
神
社
の
大
村
益
次
郎
の
銅
像
の
と
こ
ろ
で
会
っ
た
が
、

春
潮
が
も
じ
も
じ
し
て
何
も
言
わ
ず
、
日
が
暮
れ
て
き
た
の
で
美
知
代
は
断
っ

て
帰
っ
て
し
ま
い
、
失
恋
し
た
春
潮
は
帰
郷
し
た
、
と
あ
る
（「
集
成
」
所
収
、

和
田
『
お
も
か
げ
の
人
々

名
作
の
モ
デ
ル
を
訪
ね
て
』〔
講
談
社
、
一
九
五
八
╱

光
風
社
書
店
、
一
九
七
六
〕
が
あ
る
）。

三

翌
明
治
三
十
八
年
に
、
美
知
代
が
永
代
静
雄
と
知
り
合
う
。
永
代
は
明
治
十

九
年
二
月
、
兵
庫
県
美
囊
郡
前
田
村
（
現
吉
川
町
）
に
、
天
津
神
社
神
官
長
谷

川
順
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
吉よ
川かわ
町
は
神
戸
の
北
隣
で
あ
る
。
明
治
三
十

一
年
、
父
の
死
に
伴
い
、
父
の
生
家
東
林
寺
の
住
職
だ
っ
た
永
代
義
範
の
養
子

に
な
っ
た
。
伯
父
永
代
義
融
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
長
兄
大
円
（
斎
）
と
と
も

に
大
日
本
進
学
会
を
結
成
し
、
雑
誌
「
千
代
の
誉
」
を
刊
行
し
て
い
た
と
い
う
。

ほ
か
に
次
兄
庸
雄
は
上
岡
家
の
養
子
と
な
り
、
母
と
妹
の
ぶ
え
は
近
藤
家
に
籍

を
置
い
た
。
三
十
五
年
に
牧
師
に
な
る
た
め
に
神
戸
に
出
て
神
戸
教
会
に
属
し
、

関
西
学
院
神
学
部
に
入
っ
た
が
、
翌
三
十
六
年
、
京
都
の
同
志
社
神
学
部
に
転

学
し
た
と
い
う
（
静
雄
に
つ
い
て
は
、
田
山
花
袋
記
念
館
の
「
永
代
静
雄
展
」〔
一

九
九
一
〕
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
た
）。
友
人
蕗
律
中
山
三
郎
の
「
花
袋
氏

の
作
『
蒲
団
』
に
現
は
れ
た
る
事
実
」（『
新
声
』
明
治
四
十
年
十
月
、「
集
成
」

所
収
）
に
よ
る
と
、
永
代
は
優
れ
た
伝
道
家
で
、
村
松
吉
太
郎
が
見
込
ん
で
同

志
社
へ
送
り
込
ん
だ
の
だ
と
い
う
。
神
官
の
家
に
生
ま
れ
、
寺
の
養
子
と
な
り

な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
道
を
選
ん
だ
わ
け
だ
が
、
美
知
代
も
神
戸
教
会
に
属
し

て
い
た
の
が
二
人
の
接
点
だ
っ
た
。

だ
が
、
二
人
が
正
確
に
ど
の
よ
う
に
知
り
合
っ
た
の
か
は
、
中
山
も
詳
し
く

は
知
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。
中
山
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
十
月
に
中
山

が
永
代
に
会
っ
て
、
美
知
代
が
花
袋
の
弟
子
に
な
っ
た
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
永

代
は
「
そ
う
か
い
、
あ
れ
が
そ
う
だ
っ
た
か
い
」
と
言
っ
た
が
、
翌
三
十
七
年

夏
、
神
戸
に
帰
省
中
の
永
代
に
会
い
に
行
っ
た
時
、
永
代
か
ら
広
島
へ
帰
省
中

の
美
知
代
宛
の
手
紙
の
投
函
を
託
さ
れ
て
驚
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
同
じ

夏
、
関
西
学
院
で
開
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
夏
季
学
校
で
二
人
は
出
会
い
、

「
密ママ
の
如
き
恋
を
二
人
は
囁
い
た
の
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
。
和
田
の
取
材
に
よ

れ
ば
中
山
は
十
四
歳
の
頃
か
ら
美
知
代
と
知
り
合
い
で
、
こ
の
時
二
人
を
引
き

合
わ
せ
た
と
い
う
か
ら
、
手
紙
の
や
り
取
り
の
み
あ
っ
て
、
実
際
に
会
っ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
の
語
ら
い
は
「
ラ
ブ
」
で
は
な
く
、

ラ
ブ
に
な
っ
た
の
は
そ
の
後
の
手
紙
の
や
り
取
り
の
中
で
だ
っ
た
と
、
和
田
の

取
材
に
答
え
て
美
知
代
は
言
っ
て
い
る
。

だ
と
す
る
と
、
美
知
代
か
ら
花
袋
宛
の
手
紙
の
恋
人
気
取
り
の
調
子
が
、
み
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ご
と
に
こ
の
三
十
七
年
夏
以
降
、
消
え
て
い
る
の
と
符
節
を
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
以
後
美
知
代
は
病
気
が
ち
に
な
り
、
三
十
八
年
五
月
に
は
上
下
町
へ
帰
っ

て
い
る
。
花
袋
は
六
月
七
日
、
美
知
代
に
宛
て
た
手
紙
に
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
長
い
詩
を
載
せ
、「
新
詩
一

入
御
覧
候
」
と
し
て
い
る
。
中
途
か
ら
引
く

と
、

さ
ひ
し
さ
の
わ
が
胸

あ
ゝ
さ
ひ
し
さ
の
わ
か
胸

白
き
其
影
今
行
く
よ

天
馬
の
手
綱
つ
め
の
お
と

も
え
る
るママ
血
汐
も
濁
る
黄
や

大
空
夢
も
地
の
闇

ひ
と
り
住
み
、
ひ
と
り
悶
へ
、
ひ
と
り
狂
ひ

み
だ
れ
御
魂
の
消
え
に
し
今
、

と
い
っ
た
具
合
で
、
小
林
は
、
花
袋
が
「
欲
情
」
を
ぶ
つ
け
て
お
り
、
美
知

代
は
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
し
て
い
る
が
、
事
態
は
明
白
で
、
恋
人
の
で

き
た
美
知
代
が
か
つ
て
見
せ
た
よ
う
な
媚
態
を
見
せ
な
く
な
り
、
梯
子
を
外
さ

れ
た
形
に
な
っ
た
花
袋
は
、
改
め
て
美
知
代
に
恋
慕
の
情
を
抱
き
始
め
た
の
で
、

よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
だ
が
、
美
知
代
は
こ
れ
に
答
え
な
い
。
二
十
日
の
絵
葉
書

で
は
「
岡
田
刈かる
萱かや
女
史
」
と
宛
名
を
書
い
て
い
る
。
説
経
節
「
か
る
か
や
」
は
、

加
藤
繁
氏
と
い
う
武
士
が
、
妾
を
迎
え
、
し
か
し
正
妻
と
妾
の
間
の
憎
み
あ
い

を
知
っ
て
出
家
し
刈
萱
道
心
と
名
乗
る
話
だ
か
ら
、
花
袋
は
妻
と
美
知
代
を
こ

れ
に
な
ぞ
ら
え
て
、
遠
回
し
に
恋
情
を
伝
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
後

で
永
代
も
美
知
代
宛
の
葉
書
に
「
か
る
か
や
」
と
書
い
て
い
る
。

花
袋
は
七
月
六
日
の
手
紙
で
も
、
よ
り
長
い
詩
を
書
い
て
お
り
、
何
と
か
美

知
代
と
の
間
の
恋
愛
遊
戯
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
間
、

六
月
に
、
花
袋
が
江
見
水
蔭
に
苦
悩
を
打
ち
明
け
た
こ
と
が
、
水
蔭
の
『
自
己

中
心
明
治
文
壇
史
』（
博
文
社
、
昭
和
二
年
）
に
書
い
て
あ
る
。
伊
香
保
で
の
文

学
会
に
出
て
、
汽
車
で
帰
る
途
次
で
あ
ろ
う
、「
車
中
で
花
袋
が
自
分
に
向
つ

て

人
生
の
寂
寞

に
就
て
煩
悶
に
耐
え
ぬ
。
何
ん
と
か
し
て
救
は
れ
る

道
は
あ
る
ま
い
か
、
と
訴
へ
た
。
╱
自
分
は
、
頭
脳
が
悪
い
の
で
、
そ
れ
は
何

か
趣
味
に
隠
れ
た
ら
好
い
だ
ら
う
。
我
々
の
遺
跡
探
検
に
加
入
し
給
へ
、
な
ん

ど
云
つ
て
慰
め
た
が
、
豈
に
図
ら
ん
や
此
時
代
に
は
、
例
の
『
蒲
団
』
事
件
の

最
中
な
の
で
、
彼
の
訴
へ
た
の
と
、
自
分
の
慰
め
た
の
と
は
、
全
然
喰
ひ
違
つ

て
ゐ
た
の
を
後
で
知
つ
て
『
何
ん
だ
、
馬
鹿
に
し
て
ゐ
や
ァ
が
る
。』
然
う
口

走
つ
て
苦
笑
し
た
の
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、「
蒲
団
」
は
虚
構
で
あ
る
と
い
う
私
の
意
見
は
、
や
は

り
修
正
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
始
め
に
猛
烈
に
働
き
か
け
た
の
は
美

知
代
で
、
そ
れ
が
ス
ト
ン
と
永
代
の
ほ
う
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
心
理
作

用
で
花
袋
が
失
恋
し
た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
と
い
う
留
保
つ
き
で
、
で
あ
る
。

そ
し
て
九
月
に
美
知
代
は
上
京
し
て
く
る
が
、
こ
の
時
、
神
戸
の
兄
宅
を
発
っ

た
の
が
十
日
、
東
京
へ
着
い
た
の
が
十
四
日
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
し
ま
い
、
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京
都
で
永
代
に
会
い
、
一
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
が
ば
れ
て
し
ま
う
。
美
知
代
の

上
京
は
、
日
比
谷
焼
打
事
件
の
五
日
後
で
あ
る
。
こ
の
後
は
、
ほ
ぼ
「
蒲
団
」

の
記
述
通
り
で
、
文
学
を
志
す
永
代
は
十
月
に
上
京
し
て
来
、
花
袋
に
会
う
。

こ
の
時
花
袋
は
、
美
知
代
の
父
宛
の
手
紙
で
、
永
代
と
の
間
に
体
の
関
係
は
な

い
と
主
張
し
た
が
、
父
親
は
そ
れ
を
疑
っ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
三
十
九
年
一
月

十
六
日
に
父
親
が
上
京
し
て
相
談
し
、「
蒲
団
」
で
は
芳
子
が
「
私
は
堕
落
女

学
生
で
す
」
と
い
う
、
京
都
で
肉
体
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
手
紙
を
花

袋
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
遙
か
後
年
の
昭
和
三
十
三
年
に
美
知
代
が

『
婦
人
朝
日
』
に
書
い
た
「
花
袋
の
『
蒲
団
』
と
私
」（『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢

書

自
然
主
義
文
学
』〔
有
精
堂
、
一
九
七
五
〕
所
収
）
で
は
、
そ
の
よ
う
な
文
言

の
な
い
手
紙
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
と
し
て
は
、
や
は
り
永
代
と
同
棲
し

た
い
、
末
ま
で
添
い
遂
げ
た
い
、
退
京
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
花
袋
が
、
永
代
を
、
何
度
か
「
処
女
の
節みさ
操ほ
を
破
っ
た
」

と
し
て
責
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
手
紙
が
現
物
そ
の
ま
ま
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
、
肉
体
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
告
白

さ
れ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

か
く
し
て
美
知
代
が
父
親
に
伴
わ
れ
て
郷
里
へ
帰
っ
た
の
は
一
月
二
十
日
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
、「
蒲
団
」
の
結
末
で
あ
る
。
小
林
が
詳
細
に
書
い
て
い
る

が
、「
蒲
団
」
の
結
末
近
く
、
駅
で
の
芳
子
の
出
発
を
陰
で
見
送
る
田
中
の
姿

に
、
時
雄
が
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
、
一
瞬
だ
け
視
点
が
時
雄
を
離
れ
る
場

面
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
事
実
で
あ
っ
た
。
永
代
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は

父
親
で
、
そ
れ
を
後
で
花
袋
宛
の
手
紙
で
知
ら
せ
て
き
た
こ
と
が
、
花
袋
の
手

紙
で
分
か
る
。

そ
の
三
月
、
花
袋
は
『
文
章
世
界
』
を
創
刊
す
る
が
、
こ
れ
が
の
ち
、
自
然

主
義
の
牙
城
と
し
て
、
文
壇
に
君
臨
す
る
花
袋
の
本
拠
地
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
創
刊
号
に
、
美
知
代
は
「
栞
女
史
」
の
名
で
創
作
「
戦
死
長
屋
」
を
載
せ

て
い
る
。
以
後
も
美
知
代
は
い
く
つ
か
の
創
作
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
年
代

順
に
載
せ
て
お
く
。

明
治
三
九
年
三
月
「
戦
死
長
屋
」
栞
女
史

『
文
章
世
界
』

四
月
「
雪
」

『
新
声
』

六
月
「
長
女
」

『
新
声
』

「
一
本
榎
」

『
文
章
世
界
』

九
月
「
下
賀
茂
の
森
」

『
新
声
』

十
月
「
森
の
黄
昏
」（「
下
賀
茂
の
森
」と
同
じ
）
『
文
藝
倶
楽
部
』

十
一
月
「
月
下
の
森
」

『
新
声
』

十
二
月
「
姑
ご
こ
ろ
」

『
文
藝
倶
楽
部
』

「
里
居
」

『
新
潮
』

四
〇
年
一
月
「
家
庭
」

『
新
声
』

三
月
「
籠
灯
籠
」

『
新
声
』

四
月
「
わ
か
草

処
女
の
日
記
よ
り
」
『
新
声
』

五
月
「
御
お
と
づ
れ
」

『
新
声
』

七
月
「
亀
さ
」（
岡
田
美
知
代
）
『
新
声
』

十
月
「
土
手
三
番
町
」（
岡
田
美
知
代
子
）
『
新
声
』
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「『
蒲
団
』
に
つ
い
て
」（
横
山
よ
し
子
）
『
新
声
』

四
一
年
四
月
「
老
嬢
」

『
文
章
世
界
』

四
三
年
九
月
「
あ
る
女
の
手
紙
」（
以
後
、
永
代
美
知
代
）『
ス
バ
ル
』

十
月
「
里
子
」

『
ス
バ
ル
』

十
二
月
「
一
銭
銅
貨
」

『
中
央
公
論
』

「
岡
澤
の
家
」

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

四
四
年
四
月
「
清
の
ぐ
る
り
」

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』

大
正
二
年
九
月
「
冷
い
顔
」

『
婦
人
評
論
』

三
年
一
月
「
郷
里
の
を
ん
な
」

『
婦
人
評
論
』

六
月
「
蛙
鳴
く
声
」

『
新
小
説
』

四
年
九
月
「『
蒲
団
』『
縁
』
及
び
私
」
『
新
潮
』

十
二
月
「
秋
立
つ
頃
」

『
希
望
』

『
新
声
』
は
、「
青
年
機
関
」
と
副
題
が
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
に
隆
文
館
か

ら
刊
行
さ
れ
、
明
治
四
十
三
年
ま
で
続
い
た
、
文
学
青
年
の
投
稿
雑
誌
で
あ
る
。

美
知
代
の
も
の
は
全
体
と
し
て
、
日
常
生
活
に
取
材
し
た
も
の
、
老
嬢
の
悲
し

み
や
儚
い
恋
の
物
語
程
度
の
も
の
だ
が
（
な
お
「
書
簡
集
」
解
説
で
「
処
女
の
日

記
よ
り
」
が
「
御
お
と
づ
れ
」
に
付
い
て
い
る
が
誤
り
）、「
御
お
と
づ
れ
」
は
、

花
袋
か
ら
の
手
紙
に
対
す
る
感
懐
を
描
い
て
い
る
。

さ
て
、
永
代
は
早
稲
田
入
学
を
志
し
、
こ
の
年
、
早
稲
田
高
等
予
科
文
科
に

進
学
し
て
い
る
。
当
時
、
正
式
な
大
学
に
入
る
に
は
、
高
等
学
校
を
出
る
か
、

予
科
に
学
ぶ
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
そ
の
一
方
、『
新
声
』
に
「
紫
津
夫
」
の

名
で
新
体
詩
な
ど
を
投
稿
し
、
五
月
に
は
『
新
潮
』
に
創
作
を
発
表
し
て
い
る
。

『
新
潮
』
は
そ
の
後
も
延
々
と
続
い
て
今
で
も
文
藝
雑
誌
の
最
老
舗
だ
が
、
当

時
は
こ
う
し
た
無
名
の
新
人
の
作
で
も
載
せ
て
い
た
。
そ
の
間
、
広
島
の
美
知

代
と
の
間
に
は
、
激
し
い
恋
の
書
簡
が
や
り
取
り
さ
れ
る
。
だ
が
永
代
は
苦
学

の
た
め
か
体
を
こ
わ
し
、
十
月
、
早
稲
田
を
除
籍
と
な
っ
て
い
る
。
花
袋
は
、

美
知
代
や
そ
の
両
親
に
し
ば
し
ば
書
簡
を
送
り
、
十
月
に
は
山
陰
旅
行
に
出
か

け
て
、
上
下
町
の
岡
田
家
に
二
日
滞
在
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
十
二
月
十
六
日

の
美
知
代
か
ら
花
袋
宛
の
手
紙
は
、
永
代
と
の
間
を
裂
か
れ
た
こ
と
を
悲
し
む

も
の
で
、「
果
し
て
恋
愛
が
這

風
な
も
の
と
す
れ
バ
、
ね
え
先
生
、
妾
本
当

に
悲
し
う
御
座
い
ま
す
。
永
代
の
目
的
の
定
ま
ら
ぬ
の
ハ
、
要
す
る
に
生
活
の

痛
さ
に
堪
え
切
れ
ぬ
か
ら
な
の
で
、
妾
に
ハ
よ
く
解
つ
て
居
ま
す
、
女
々
し
い

の
薄
志
弱
行
の
と
口
惜
し
が
つ
て
も
見
ま
す
け
れ
ど
、
考
へ
て
見
れ
バ
済
ま
な

い
の
は
、
け
つ
く
私
で
す
。
妾
の
た
め
に
永
代
も
散
々
苦
し
ん
で
、
あ
げ
く
の

果
ハ
如
何
で
せ
う
、
一
月
廿
日
の
彼
の
儚
い
別
れ
で
す
」
云
々
と
泣
き
言
を
並

べ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
花
袋
は
ひ
た
す
ら
永
代
に
嫉
妬
の
炎
を
燃
や
す
ば
か

り
で
、
美
知
代
は
自
分
が
花
袋
の
感
情
を
弄
ぶ
結
果
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
最
後
に
「
い
づ
れ
其
内
妾
も
死
ぬ

に
ハ
、

拙
い
な
か
ら
妾
等
二
人
を
種
の
小
説
で
も
書
き
ま
し
て
、
是
非
先
生
に
見
て
頂

く
つ
も
り
で
御
座
い
ま
す
」
と
あ
る
が
、
す
ぐ
に
、
小
栗
風
葉
の
『
青
春
』
に

倣
い
、
永
代
と
の
こ
と
を
描
い
た
「
青
春
譜
」
と
い
う
小
説
を
花
袋
に
送
っ
た

ら
し
い
。
明
け
て
明
治
四
十
年
の
花
袋
の
書
簡
で
、
見
た
け
れ
ど
も
こ
れ
を
書

く
に
は
ま
だ
客
観
性
が
持
て
て
い
な
い
、
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
い
う
意
味
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の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

美
知
代
は
相
変
わ
ら
ず
、
永
代
と
添
い
遂
げ
た
い
、
永
代
以
外
の
人
に
は
嫁

ぐ
つ
も
り
は
な
い
と
い
っ
た
手
紙
を
書
き
、
花
袋
は
四
月
三
十
日
付
の
手
紙
で
、

長
々
と
永
代
を
攻
撃
し
て
い
る
が
、
そ
の
筆
頭
に
来
る
の
が
「
処
女
の
節
操
を

破
り
た
る
こ
と
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
六
日
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、

美
知
代
の
母
・
ミ
ナ
宛
の
書
簡
（『
中
央
公
論
』
掲
載
）
で
は
、「
既
に
霊
肉
共

に
其
人
に
許
し
候
上
は
」「
今
の
や
う
に
山
中
に
空
想
的
不
健
全
な
生
活
を
送

ら
し
む
る
よ
り
は
」「
小
生
の
結
論
は
、
兎
に
角
二
人
を
し
て
東
京
に
新
生
活

を
始
め
し
め
」
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
小
林
が
、
こ
の
す

ぐ
後
の
五
月
二
日
の
手
紙
と
推
定
し
て
い
る
も
の
で
は
、
し
か
し
、
や
は
り
結

婚
に
は
反
対
だ
と
言
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
封
筒
も
な
く
、「
小
生
の
意

見
は
前
便
に
て
」
と
あ
る
の
を
、
三
十
日
の
書
簡
と
考
え
て
の
こ
と
で
、
内
容

か
ら
推
す
に
、
も
っ
と
早
い
時
期
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
一
方
静
雄
は
、

群
馬
で
新
聞
記
者
を
し
て
糊
口
を
凌
い
で
い
た
。

こ
う
し
て
、
花
袋
が
、
永
代
と
美
知
代
の
結
婚
を
許
し
て
も
い
い
と
思
い
始

め
た
頃
、
花
袋
の
「
少
女
病
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
七
月
末
に
、

『
新
小
説
』
の
山
岸
荷
葉
か
ら
小
説
を
依
頼
さ
れ
て
、
十
日
ほ
ど
で
書
い
た
の

が
「
蒲
団
」
な
の
で
あ
る
。『
新
小
説
』
は
、
反
自
然
主
義
を
掲
げ
る
後
藤
宙

外
が
主
宰
で
あ
り
、
そ
の
前
年
三
月
、『
文
章
世
界
』
創
刊
と
同
時
に
、
花
袋

の
旧
作
「
魔
国
」
を
無
断
掲
載
し
て
抗
議
を
受
け
て
い
る
。
た
だ
、
自
然
派
と

反
自
然
派
の
角
逐
と
い
う
の
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ
の
依
頼

も
や
や
不
思
議
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
花
袋
は
「
か
く
し
て
置
い
た
も
の
、

蔽
し
て
置
い
た
も
の
、
そ
れ
と
打
明
け
て
は
自
己
の
精
神
も
破
壊
さ
れ
る
か

と
思
は
れ
る
や
う
な
も
の
、
さ
う
い
ふ
も
の
を
も
開
い
て
出
し
て
見
や
う
と
思

っ
た
」（「
私
の
ア
ン
ナ
・
マ
ア
ル
」）
と
『
東
京
の
三
十
年
』（
大
正
六
年
）
で
回

想
し
て
い
る
。

私
の
ア
ン
ナ
・
マ
ア
ル
は
其
時
故
郷
の
山
の
中
に
帰
つ
て
ゐ
た
。
私
は

そ
れ
を
そ
の
前
の
年
の
秋
に
、
旅
行
の
途
次
訪
問
し
た
。
私
の
心
の
中
の

か
の
女
の
影
は
愈
濃
か
に
な
つ
た
。
書
か
う
か
。
書
け
ば
そ
の
恋
を
す
つ

か
り
破
つ
て
棄
て
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
書
く
ま
い
か
、

そ
し
て
そ
の
恋
の
時
機
の
来
る
の
を
待
た
う
か
。

長
い
間
こ
の
二
途
に
迷
つ
て
ゐ
た
が
、『
新
小
説
』
へ
の
約
束
の
期
限

と
、
何
か
し
つ
か
り
し
た
も
の
を
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
つ
た
ハ﹅
メ﹅

と
、
新
し
い
機
運
の
動
い
て
来
て
ゐ
る
の
と
が
、
私
に
そ
れ
を
書
か
せ
る

べ
く
決
心
さ
せ
た
。

こ
の
回
想
も
ま
た
、
事
実
な
の
か
、
そ
れ
と
も
虚
構
を
さ
ら
に
虚
構
で
固
め

た
も
の
な
の
か
問
題
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
ま
で
辿
っ
て
く
れ
ば
、
当
初
、

美
知
代
を
郷
里
へ
帰
し
た
花
袋
が
、
美
知
代
が
永
代
を
諦
め
、
ま
た
前
の
よ
う

な
恋
文
め
い
た
手
紙
を
書
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
、
妄
想
し
て
お
り
、
そ
れ

が
あ
り
え
な
い
と
分
か
っ
た
時
点
で
、
美
知
代
と
永
代
の
結
婚
を
認
め
、
か
つ

ま
た
自
然
主
義
の
頭
目
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
と
の
「
賭
け
」
の
意
味

も
込
め
た
作
を
書
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
書
け
ば
恋
を
破
っ
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て
棄
て
る
」
と
い
う
よ
り
、
既
に
望
み
が
な
い
と
分
か
っ
て
、
執
筆
に
踏
み
切

っ
た
の
だ
と
言
え
る
。

当
初
、「
恋
と
恋
」
と
い
う
題
を
考
え
て
い
た
が
、
小
杉
天
外
に
そ
の
題
の

も
の
が
あ
る
の
で
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
、
博
文
館
へ
宙
外
か
ら
電
話
が
あ
っ

て
題
を
訊
か
れ
た
の
で
、「
蒲
団
」
と
答
え
た
と
い
う
。「
蒲
団
」
の
載
っ
た

『
新
小
説
』
九
月
号
が
出
た
の
は
九
月
一
日
で
あ
る
。

四

美
知
代
は
、「
蒲
団
」
と
自
分
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
回
活
字
に
し
て
い

る
。
最
初
が
、「
蒲
団
」
発
表
直
後
の
『
新
潮
』
十
月
号
に
「
蒲
団
の
ヒ
ロ
イ

ン

横
山
よ
し
子
」
名
義
で
書
い
た
「『
蒲
団
』
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
「
新
小
説
を
開
い
て
目
録
を
見
ま
し
た
時
の
嬉
れ
し
さ
！

否
、
自
分
の
事

を
書
か
れ
て
る
な
ど
と
、
如
何
し
て
神
な
ら
ぬ
身
の
夢
更
知
ら
う
筈
が
あ
り
ま

せ
ん
。
…
…
併
し
一
頁
二
頁
三
頁
な
ら
ず
し
て
、
私
は
ハ﹅

ッ﹅

と
し
ま
し
た
。

段
々
読
み
行
く
に
従
つ
て
、
愈
々
酷
く
な
つ
て
来
ま
す
の
で
、
私
と
て
も
浦
若

い
女
の
身
で
す
。
恥
か
し
い
味
気
無
い
思
ひ
は
胸
一
杯
に
込
上
げ
て
嫌
な
嫌
な

嫌
な
気
持
ち
に
泣
き
ま
し
た
。
其
上
、
久
し
く
姉
妹
と
も
許
し
合
っ
た
親
し
い

親
し
い
友
達
か
ら
だ
し
ぬ
け
に
、
あ
な
た
の
や
う
な
女
を
姉
妹
と
し
た
か
と
思

ふ
と
口
惜
し
い
、
も
う
も
う
大
嫌
ひ
、
大
嫌
ひ
で
す
と
云
つ
た
調
子
で
絶
交
状

を
寄
せ
ら
れ
て
は
、
心
か
ら
情
け
な
く
」
と
続
き
、「
で
す
け
れ
共
考
へ
て
見

ま
す
と
、
藝
術
で
す
も
の
、
仕
方
が
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
へ
落
ち
着
く
。「
中
に
は
、
時
雄
が
芳
子
に
対
す
る
情
緒
、
そ
れ
を
直
ぐ

事
実
と
見
な
し
、
時
雄
は
即
ち
作
者
自
身
で
、『
蒲
団
』
は
実
に
花
袋
先
生
の

大
胆
な
る
表
白
で
あ
る
等
と
云
つ
て
居
る
人
も
あ
り
ま
す
相
で
、
馬
鹿
々
々
し

い
、
そ
ん
な
事
が
あ
つ
て
堪
る
も
の
で
す
か
」
と
、
こ
れ
が
虚
構
だ
と
主
張
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
友
達
の
絶
交
と
い
う
の
は
、
永
代
と
肉
体
関
係
を
持
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、「
蒲
団
」
の
「
あ
の
男
に
身
を
任
せ

て
居
た
位
な
ら
、
何
も
其
の
処
女
の
節
操
み
さ
を

を
尊
ぶ
に
は
当
ら
な
か
つ
た
。
自
分

も
大
胆
に
手
を
出
し
て
、
性
慾
の
満
足
を
買
へ
ば
好
か
つ
た
」
と
い
う
あ
た
り

が
、
美
知
代
の
両
親
か
ら
す
れ
ば
衝
撃
的
だ
ろ
う
。

「
私
の
ア
ン
ナ
・
マ
ア
ル
」に
は
、「
や
が
て
山
の
中
の
ア
ン
ナ
・
マ
ア
ル
か

ら
悲
し
む
や
う
な
泣
き
た
い
や
う
な
腹
立
た
し
い
や
う
な
手
紙
が
来
た
」
と
あ

る
。
た
だ
こ
れ
は
「
書
簡
集
」
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
、「
蒲

団
」
を
読
ん
だ
時
の
衝
撃
を
小
説
に
し
た
「
小
夜
子
」
が
花
袋
宛
に
送
ら
れ
て

い
る
。「『
あ
ゝ
最
う
先
生
！
』
と
悲
痛
な
調
子
で
、
小
夜
子
ハ
堪
ら
ず
読
み

か
ゝ
つ
た
雑
誌
の
上
に
打
伏
し
た
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、「
ふ
と
ん
」
を
読
み

進
め
て
「『
ア
ラ
ま
あ
如
何
し
や
う
私
、
書
か
れ
ち
ま
つ
た
わ
』
と
、
思
は
ず

斯
う
口
に
出
し
て
、
急
い
で
四
囲
を
見
返
つ
た
が
幸
聞
く
人
も
無
か
つ
た
の
で

わ
な
な
く
胸
に
し
つ
か
と
雑
誌
を
抱
え
た
ま
ゝ
」
云
々
と
あ
る
が
、
そ
の
後
、

「
け
れ
共
果
し
て
、
小
夜
子
の
関
係
し
た
男
、
か
り
に
田
中
と
呼
ば
れ
て
居
る

青
年
は
、
作
者
の
描
い
た
や
う
な
、
彼
様
な
イ
ヤ
ミ
沢
山
な
男
で
あ
ら
う
か
、

小
夜
子
は
こ
れ
が
不
平
で
、
自
分
の
よ
し
子
を
詩
化
し
過
ぎ
て
、
さ
も
〜
〜
立

派
な
美
し
い
女
の
様
に
か
い
て
あ
る
の
に
引
き
か
へ
、
こ
れ
は
又
余
り
酷
い
と

思
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」
と
し
て
い
る
の
は
、
大
正
四
年
の
「『
蒲
団
』
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『
縁
』
及
び
私
」
で
初
め
て
公
に
さ
れ
る
不
満
で
、
そ
の
後
も
美
知
代
が
不
満

と
し
続
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
蒲
団
」
に
は
、
い
く
つ
か
の
手
紙
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
赤
裸
々

に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
出
征
中
の
花
袋
に
美
知
代
が
出
し
た
手

紙
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
世
間
的
に
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
美
知
代

が
花
袋
に
出
し
た
手
紙
の
こ
と
は
、
満
天
下
に
二
人
し
か
知
ら
な
い
秘
事
で
あ

っ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
の
だ
。
そ
こ
か
ら
、
花
袋
と
美
知
代
に
実
事
が
あ

っ
た
と
想
像
す
る
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
永
代
が
「
処
女
の
節
操
を
破

っ
た
」
と
花
袋
が
非
難
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
、

美
知
代
宛
の
手
紙
に
花
袋
が
書
い
た
詩
が
恋
慕
の
情
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
く

ら
い
美
知
代
も
気
づ
い
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
虚
構
だ
と
美
知
代
が
書
い
て
い

る
の
は
、
世
間
体
の
た
め
で
し
か
な
い
。
美
知
代
か
ら
花
袋
宛
の
恋
文
を
省
い

た
こ
と
で
、
花
袋
は
美
知
代
に
貸
し
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
。
そ
の
一
方
、
美

知
代
自
身
が
書
い
た
「
青
春
譜
」
や
「
小
夜
子
」
は
、
花
袋
が
握
り
つ
ぶ
し
て

い
る
。
だ
が
後
者
に
は
、
師
に
対
し
て
尊
敬
と
信
頼
の
念
を
抱
い
て
い
た
が
、

「
そ
れ
は
実
際
普
通
以
上

恋
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
い
や
確
か
に
崇
拝

の
極
、
彼
女
は
満
身
の
愛
を
捧
げ
た
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
花
袋
が
発
表
し
て

し
ま
え
ば
、「
蒲
団
」
の
、
時
雄
の
滑
𥡴
な
片
思
い
と
い
う
側
面
は
削
ぎ
落
と

さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
花
袋
は
あ
え
て
そ
れ
を
せ
ず
、「
蒲
団
」
は
、
目

論
見
ど
お
り
評
判
に
な
っ
た
。

毀
誉
褒
貶
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
正
宗
白
鳥
に
よ
れ
ば
、
当
時
在
米
の
田
村

松
魚
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、「
蒲
団
」
を
読
ん
だ
友
人
が
「
二
階
か
ら
笑
ひ

こ
ろ
げ
て
下
り
て
来
て
、『
オ
イ
見
ろ
、
田
山
が
こ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
を
書
い

て
る
』
と
云
つ
て
、
雑
誌
を
突
き
つ
け
た
」
と
い
う
（『
自
然
主
義
盛
衰
史
』）。

花
袋
へ
の
個
人
攻
撃
も
激
し
く
、
雑
誌
の
六
号
活
字
で
「
色
情
狂
」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
る
。
だ
が
評
判
に
は
な
っ
た
し
、
花
袋
に
は
『
文
章
世
界
』
が
あ
る

か
ら
、
い
つ
で
も
、「
蒲
団
」
続
編
の
よ
う
な
形
で
、
美
知
代
か
ら
の
恋
文
を

披
露
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、
二
人
の
間
の
暗
黙
の
了
解
だ
か

ら
、
花
袋
は
謝
罪
の
手
紙
を
書
く
。「
蒲
団
」
は
、
す
べ
て
を
曝
け
出
し
て
い

る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
美
知
代
の
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
事
実
を
隠

蔽
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
花
袋
が
隠
し
て
い
た
こ
と
は
、
確
か
に
あ
っ
た
。
だ

が
そ
れ
は
、
美
知
代
と
の
実
事
で
も
、
野
心
で
も
な
く
、
美
知
代
か
ら
の
恋
文

め
い
た
手
紙
だ
っ
た
の
だ
。
美
知
代
は
同
じ
『
新
声
』
十
月
号
に
は
「
岡
田
美

知
代
子
」
の
署
名
で
、
浅
井
家
に
寄
宿
し
て
い
た
頃
の
思
い
出
を
書
い
て
い
る

が
、
同
誌
へ
の
投
稿
は
こ
れ
が
最
後
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

兄
の
実
麿
が
こ
の
秋
か
ら
一
高
に
英
語
講
師
と
し
て
赴
任
し
た
。
三
月
で
夏

目
漱
石
が
辞
職
し
て
朝
日
新
聞
社
員
と
な
っ
た
後
任
と
さ
れ
る
。
漱
石
は
「
蒲

団
」
発
表
当
時
、
初
の
新
聞
小
説
「
虞
美
人
草
」
を
連
載
中
だ
っ
た
。
さ
て
花

袋
は
そ
の
九
月
に
、
愛
人
と
な
る
芸
妓
飯
田
代よ
子ね
に
出
会
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
、
美
知
代
の
再
上
京
へ
向
け
て
の
動
き
が
始
ま
る
が
、
こ
の
間
、
美
知
代
が

永
代
と
引
き
裂
か
れ
た
苦
悩
か
ら
自
殺
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
花

袋
は
花
袋
で
、「
蒲
団
」
を
読
ん
だ
両
親
が
悪
く
と
っ
て
い
な
い
か
、
気
に
し

て
い
る
。
美
知
代
は
大
正
四
年
の
文
章
で
「『
蒲
団
』
の
副
主
人
公
だ
と
云
は

れ
た
た
め
に
、
永
代
は
い
ろ
ん
な
社
会
上
の
迫
害
を
被
つ
て
、
折
角
出
来
か
ゝ
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つ
た
職
業
な
ど
幾
度
崩
さ
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
」
と
恨
み
言
を
述
べ
て
い
る
が
、

昭
和
三
十
三
年
の
も
の
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
、
こ
の
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

「
就
中
残
念
だ
つ
た
の
は
、
当
時
東
京
読
売
新
聞
の
文
藝
主
任
、
正
宗
白
鳥
氏

か
ら
同
じ
理
由
で
断
ら
れ
た
、
そ
れ
で
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
白
鳥

は
そ
の
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
。
花
袋
は
『
縁
』
で
、
太
田
玉
茗
を
モ
デ
ル
と

し
た
友
人
と
の
会
話
で
、

『
君
が
あ
の
作
を
公
に
し
た
時
、
其
男
（
永
代
）
に
対
す
る
観
察
が
違
つ

て
居
る
と
か
、
あ
ん
な
男
ぢ
や
な
い
と
か
、
随
分
い
ろ
い
ろ
な
批
評
が
出

た
が
、
実
際
何
ん
な
男
な
ん
だ
え
？

有
望
な
男
か
え
？
』

『
さ
う
さ
ね
え
、
僕
に
も
よ
く
は
解
ら
ん
が
ね
え
。
し
か
し
出
来
の
悪
い

男
ぢ
や
な
い
ん
だ
ら
う
。
あ
の
作
に
は
無
論
其
男
が
十
分
に
書
け
て
居
な

い
』

と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
美
知
代
と
性
関
係
が
あ
っ
た
と
知
れ
る
前
の
美

知
代
の
両
親
宛
の
手
紙
で
は
、
花
袋
は
随
分
永
代
の
才
能
を
保
証
し
て
い
る
。

花
袋
と
し
て
は
、
嫉
妬
が
か
ら
み
つ
つ
も
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
た
と
い

う
印
象
を
受
け
る
の
だ
が
、『
縁
』
を
読
ん
で
な
お
、
美
知
代
は
恨
み
言
を
言

っ
て
い
る
。

翌
年
明
治
四
十
一
年
三
月
、
数
え
二
十
八
歳
の
森
田
草
平
が
、
二
十
二
歳
の

平
塚
明
子
と
塩
原
で
情
死
未
遂
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
草
平
は
こ
れ
を
も
と

に
、
師
の
漱
石
の
推
薦
で
「
煤
煙
」
を
新
聞
に
連
載
し
た
が
、
今
日
で
は
あ
ま

り
読
ま
れ
て
い
な
い
。
近
年
、「
蒲
団
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
か
、

こ
の
作
の
た
め
に
、
文
学
少
女
は
堕
落
女
学
生
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
か
い
う
文
章
を
見
か
け
る
が
、「
蒲
団
」
は
『
花
袋
集
』
に
収
録
さ
れ
た
だ

け
で
、
当
時
一
般
人
は
そ
ん
な
文
壇
小
説
は
読
ま
な
い
し
、
煤
煙
事
件
の
ほ
う

が
よ
ほ
ど
世
間
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
だ
ろ
う
。

四
月
、
美
知
代
は
再
上
京
し
、
兄
の
家
に
住
ん
で
、
永
代
と
行
き
来
し
て
い

た
。
四
月
に
は
『
文
章
世
界
』
に
美
知
代
の
「
老
嬢
」
が
投
稿
作
品
と
し
て
載

っ
て
い
る
。
四
月
か
ら
七
月
ま
で
、
花
袋
は
「
生
」
を
『
読
売
新
聞
』
に
連
載

し
た
が
、
六
月
に
は
、
親
友
国
木
田
独
歩
の
死
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。

事
件
と
い
う
の
は
、
独
歩
が
そ
の
前
に
出
し
た
短
編
集
『
運
命
』
が
、「
蒲
団
」

と
並
ん
で
自
然
主
義
の
傑
作
と
さ
れ
、
独
歩
の
死
は
あ
た
か
も
自
然
主
義
全
盛

の
二
つ
目
の
機
縁
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
年
後
に
花
袋
は
こ
の
時
期
の
こ

と
を
『
縁
』
に
描
い
て
い
る
。
八
月
、
美
知
代
が
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
九
月
に
は
永
代
と
二
人
で
失
踪
し
、
以
前
永
代
が
静
養
し
て
い
た
九
十
九

里
に
隠
れ
住
ん
だ
。
永
代
は
こ
の
年
、
実
業
之
日
本
社
の
『
少
女
の
友
』
の
一

月
号
か
ら
、「
須
磨
子
」
の
名
で
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
翻
訳
と
翻
案

を
翌
年
三
月
ま
で
十
二
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
。
最
初
は
、「
黄
金
の

鍵
」、「
ト
ラ
ン
プ
国
の
女
王
」、「
海
の
学
校
」
で
、
こ
れ
は
翻
訳
だ
が
、
そ
れ

以
降
の
「
森
の
魔
」、「
底
無
沼
」、「
幸しあ
福はせ
の
杖
」
な
ど
は
、
ア
リ
ス
を
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
た
永
代
の
創
作
で
あ
る
。
そ
の
後
は
「
ア
リ
ス
物
語
」
の
表
題
の

下
に
、「
嫉
妬
ね
た
み

の
神
」、「
真
珠
の
宮
殿
」、「
大
悪
龍
王
」、「
貞
操
み
さ
を

の
宝
」、「
宝

の
島
の
お
正
月
」、「
海
の
遊
び
」、「
最
後
の
勝
利
」
と
続
く
。
実
業
之
日
本
社
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専
属
の
挿
絵
画
家
で
ま
だ
無
名
の
川
端
龍
子
が
挿
画
を
付
け
て
い
た
（
楠
本
君

恵
『
翻
訳
の
国
の
「
ア
リ
ス
」』〔
未
知
谷
、
二
〇
〇
一
〕、
ま
た
「
ト
ラ
ン
プ
国
の
女

王
」「
嫉
妬
の
神
」
は
、『
明
治
翻
訳
文
学
全
集

サ
ッ
カ
レ
ー
╱
キ
ャ
ロ
ル
集
』〔
大

空
社
、
一
九
九
九
〕
に
複
製
が
載
っ
て
い
る
）。
永
代
は
そ
の
後
も
四
十
四
年
ま

で
、
こ
の
雑
誌
に
児
童
読
物
を
載
せ
て
い
る
。
名
義
は
、
永
代
新
川
の
ほ
か
、

最
後
は
本
名
で
「
幸
福
の
秘
密
」
が
あ
る
（
今
田
絵
里
香
「
少
女
雑
誌
に
み
る
近

代
少
女
像
の
変
遷
」『
北
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
〇
〇
）。
文
学
志
望

者
が
児
童
読
物
で
糊
口
を
凌
ぐ
の
は
、
昔
も
今
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。

花
袋
は
美
知
代
と
永
代
を
結
婚
さ
せ
る
ほ
か
な
い
と
考
え
、
家
柄
が
違
う
か

ら
と
反
対
す
る
美
知
代
の
父
を
、
自
分
が
責
任
を
と
る
か
ら
と
言
っ
て
説
得
し
、

美
知
代
を
花
袋
の
養
女
に
し
て
嫁
が
せ
る
こ
と
に
し
て
、
中
山
三
郎
が
彼
ら
の

居
場
所
を
教
え
、
年
末
に
二
人
は
帰
っ
て
き
た
。
永
代
は
東
京
毎
夕
新
聞
に
入

社
し
、
三
郎
と
三
人
で
同
居
を
始
め
た
の
が
大
晦
日
の
こ
と
で
、
年
が
明
け
た

四
十
二
年
一
月
に
二
人
は
結
婚
し
た
。
た
だ
し
入
籍
は
ず
っ
と
後
で
あ
る
。
美

知
代
は
数
え
で
二
十
五
に
な
っ
て
い
た
が
、
結
婚
挨
拶
状
で
は
「
田
山
み
ち

よ
」
と
な
っ
て
い
る
。
三
月
に
女
児
を
出
産
、
花
袋
が
千
鶴
子
と
名
づ
け
た
。

こ
の
年
永
代
は
『
新
島
襄
言
行
録
』
を
著
し
て
内
外
出
版
協
会
か
ら
刊
行
し
て

い
る
。
新
島
の
伝
と
論
で
あ
る
。
同
志
社
の
関
係
だ
ろ
う
。

『
縁
』
で
も
花
袋
は
、「
敏
子
」
と
し
て
登
場
す
る
美
知
代
に
、
未
練
が
あ
る

よ
う
な
こ
と
を
「
清
」
の
感
情
と
し
て
点
綴
し
て
い
る
が
、「
蒲
団
」
の
時
と

は
だ
い
ぶ
様
子
が
違
っ
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
既
に
『
生
』『
妻
』
な
ど
の
長

編
は
、
藤
村
の
『
春
』『
家
』
な
ど
と
同
様
に
、
事
実
を
少
し
変
え
て
淡
々
と

書
く
だ
け
の
退
屈
な
小
説
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
が
後
年
、
自
然
主
義

と
い
え
ば
退
屈
な
も
の
だ
と
思
わ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
五
月
に
、
水
野

仙
子
こ
と
服
部
貞てい
子
が
花
袋
に
入
門
し
た
。
明
治
二
十
一
年
の
生
れ
な
の
で
、

美
知
代
の
三
つ
下
だ
が
、
美
知
代
と
は
さ
ほ
ど
親
し
く
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

だ
が
永
代
と
の
夫
婦
生
活
は
う
ま
く
行
か
ず
、
十
一
月
に
は
破
局
を
迎
え
、

美
知
代
は
仙
子
と
同
居
し
て
千
鶴
子
を
育
て
る
よ
う
に
な
る
。
破
綻
の
経
緯
は

『
縁
』
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
美
知
代
が
家
事
が
ま
る
で
駄
目
で
、
一
緒
に
暮

ら
し
て
す
ぐ
赤
ん
坊
が
で
き
た
こ
と
、
二
人
の
未
熟
さ
な
ど
だ
ろ
う
が
、
伊
藤

整
『
日
本
文
壇
史
』
に
は
、
永
代
が
酒
に
溺
れ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
だ

が
美
知
代
は
、
翌
四
十
三
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
花
袋
が
『
毎
日
電
報
』
に
連

載
し
た
「
縁
」
に
描
か
れ
た
自
分
た
ち
の
姿
を
見
て
、
怒
り
を
爆
発
さ
せ
、
事

実
と
違
う
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、
和
田
の
取
材
で
は
、
静
雄
は
「
深
酒
を

あ
お
る
よ
う
に
な
り
、
酒
乱
の
狂
態
を
演
じ
」
た
と
あ
る
。
美
知
代
は
「
ラ
ブ

の
と
き
は
、
猫
を
か
ぶ
っ
て
い
る
し
…
…
」
と
言
っ
て
い
る
。『
縁
』
に
よ
れ

ば
、
永
代
（
馬
橋
）
と
別
れ
る
と
い
う
決
意
の
手
紙
を
花
袋
（
清
）
に
よ
こ
し

た
の
は
十
一
月
六
日
に
な
っ
て
い
る
。
永
代
は
そ
れ
か
ら
関
西
へ
戻
っ
た
が
、

四
十
三
年
三
月
、
花
袋
の
義
兄
の
太
田
玉
茗
が
千
鶴
子
を
自
分
の
籍
に
入
れ
、

寺
へ
里
子
に
出
し
た
。

こ
の
頃
、『
縁
』
の
連
載
が
始
ま
る
が
、
美
知
代
は
碌ろく
に
読
ま
な
か
っ
た
と

言
っ
て
い
る
。
四
月
に
永
代
が
、
仙
子
と
暮
ら
し
て
い
る
美
知
代
の
許
に
突
然

現
れ
た
が
、「
永
代
静
雄
展
」
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、「
美
知
代
、
静
雄
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
、
仙
子
と
福
島
に
身
を
隠
す
」
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
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『
縁
』
に
は
書
い
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
東
京
へ
戻
っ
て
、
仙
子
と
初
台
に
い

る
と
こ
ろ
へ
再
び
永
代
が
現
れ
、
二
人
の
縒
り
が
戻
り
、
永
代
は
富
山
新
報
の

記
者
と
な
っ
て
、
二
人
で
富
山
へ
行
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
九
月
、
美
知
代
は
初
め
て
、
花
袋
に
反
逆
す
る
。『
昴
』
に
掲

載
さ
れ
た
「
あ
る
女
の
手
紙
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
整
子
と
さ
れ
て
い
る
仙
子

と
同
居
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
佐
伯
と
さ
れ
て
い
る
永
代
が
突
然
や
っ
て
き
て
、

や
り
直
し
て
く
れ
な
い
か
と
迫
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、「
Ｋ
先
生
」

と
さ
れ
て
い
る
花
袋
の
最
近
の
放
蕩
ぶ
り
は
酷
い
、
と
書
き
始
め
る
。

私
が
初
め
て
Ｋ
家
へ
あ
が
つ
た
時
分
の
Ｋ
先
生
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
藝
術

の
権
化
か
と
も
思
は
れ
る
程
純
潔
な
方
で
し
た
が
、
此
頃
の
醜
態
は
如
何

で
せ
う
。
藝
者
狂
ひ
に
う
つ
つ
も
抜
け
た
か
、
毎
日
の
や
う
に
待
合
入
り

ば
つ
か
り
し
て
、
…
…

そ
し
て
、

…
…
先
生
が
恨
め
し
く
つ
て
堪
ら
な
い
。
恋
の
保
護
者
だ
と
自
分
か
ら
お

誓
ひ
な
さ
る
か
ら
、
此
方
は
一
し
よ
う
懸
命
其
つ
も
り
で
、
あ
ら
ゆ
る
秘

密
を
打
ち
明
け
て
手
頼
つ
て
居
る
と
、
如
何
で
す
、
突だし
然ぬけ
に
お
売
り
な
す

つ
た
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
の
有
名
な
先
生
の
出
世
作

で
何
も
彼

も
お
解
り
で
せ
う
か
ら
、
私
は
面
倒
臭
い
事
を
今
更
何
も
書
き
ま
せ
ん
け

れ
ど
、
あ
の
作
が
出
た
時
だ
つ
て
、
私
は
ま
だ
先
生
を
信
じ
切
つ
て
、
恋

の
保
護
者
と
頼
ん
で
居
た
ん
で
す
。
其
後
先
生
か
ら
の
お
手
紙
に
、「
自

分
が

に
書
い
た
自
分
の
心
持
は
本
当
の
事
だ
。」
と
書
い
て
、「
只
そ

の
心
持
に
支
配
さ
れ
て
了
ふ
自
分
か
、
自
分
で
な
い
か
は
貴
嬢
の
判
断
に

ま
か
す
。」
と
書
き
添
へ
て
あ
る
の
を
見
た
時
、
私
は
無
論
先
生
を
世
に

も
尊
い
藝
術
家
と
し
て
仰
ぎ
見
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
…
…

と
あ
る
。「
心
持
は
本
当
の
事
だ
」
と
書
い
た
手
紙
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
光
石
亜
由
美
「
自
然
主
義
の
女

永
与ママ
美
知
代

「
あ
る
女
の
手
紙
」
を
め
ぐ
っ
て

」（『
名
古
屋
近
代
文
学
研
究
』
一
九
九
九
）

と
い
う
論
文
が
あ
り
、
水
野
仙
子
の
回
想
で
は
、
当
時
、
花
袋
へ
の
復
讐
と
見

ら
れ
て
い
た
、
と
あ
る
（
た
だ
し
こ
の
論
文
は
、
全
体
に
お
い
て
永
代
が
永
与
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、「『
蒲
団
』
に
つ
い
て
」
の
掲
載
誌
を
『
太
陽
』
と
す
る
等
、
や

や
不
備
で
あ
る
）。

花
袋
の
許
を
離
れ
た
美
知
代
は
、
そ
れ
か
ら
半
年
ほ
ど
、『
ス
バ
ル
』、『
中

央
公
論
』、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
短
編
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
が
作
家
と

し
て
の
全
盛
期
だ
っ
た
ろ
う
。
翌
四
十
四
年
三
月
に
は
長
男
太
刀
男
が
生
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
の
年
、
千
鶴
子
が
脳
膜
炎
で
夭
逝
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
永
代

の
福
岡
、
大
分
へ
の
転
勤
に
従
っ
た
後
、
四
十
五
年
（
大
正
元
年
）
上
京
し
て

い
る
。
な
お
和
田
の
取
材
に
対
し
て
、
当
時
美
知
代
は
「
新
し
い
女
」
の
一
人

と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
、四
十
四
年
九
月
の
、平
塚
ら
い
て
う
の『
青

』創
刊
に

当
た
っ
て
も
入
会
の
勧
誘
状
と
執
筆
依
頼
が
来
た
が
断
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。

大
正
元
年
、
永
代
は
『
ア
リ
ス
物
語
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
前
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の
翻
訳
・
創
作
を
纏
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
二
年
、
永
代
は
ル
ネ
・
バ
ザ
ン
の

『
都
会
病
』
の
翻
訳
を
出
し
、
以
後
も
探
偵
小
説
な
ど
を
何
点
か
刊
行
し
て
い

る
。
以
下
、
永
代
の
刊
行
書
目
で
あ
る
。

大
正
二
年

逗
子
物
語

不
如
帰
小
説
叢
書
）

紅
葉
堂

五
年

黒
姫
物
語

少
女
小
説

三
芳
屋
書
店

女
皇
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

奈
翁

四
年

独
逸
工
業
の
発
達

新
知
識
叢
書
）

実
業
之
世
界
社

五
年

大
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
妻

実
業
之
日
本
社

七
年

透
視
液

探
偵
小
説

忠
文
堂
書
店

天
体
旅
行

自
学
奨
励
会
（
家
庭
自
学
文
庫
）

八
年

外
相
の
奇
病

神
秘
探
偵

実
業
之
日
本
社

大
正
二
年
に
永
代
は
東
京
毎
夕
新
聞
社
に
再
度
入
社
し
、
七
年
に
社
会
部
長
、

八
年
に
編
集
局
長
と
な
る
が
十
一
月
に
退
社
、
新
聞
研
究
所
を
設
立
し
て
い
る
。

こ
の
頃
、
広
津
和
郎
、
三
上
於

吉
ら
が
同
社
の
記
者
を
し
て
お
り
、
広
津
の

「
神
経
病
時
代
」
の
冒
頭
部
に
も
、「
社
会
部
長
の
斎
藤
」
と
し
て
永
代
が
登
場

し
て
い
る
。
だ
が
永
代
の
酒
癖
は
治
ら
ず
、
大
正
十
五
年
、
美
知
代
は
永
代
と

別
れ
、
太
刀
男
を
連
れ
て
渡
米
し
た
が
、
こ
れ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
い
と
こ

が
い
て
、
そ
の
夫
が
成
功
者
だ
っ
た
た
め
頼
っ
て
行
っ
た
の
だ
と
、
和
田
の
取

材
に
あ
る
。
の
ち
太
刀
男
は
結
核
の
た
め
単
身
帰
国
し
永
代
に
引
き
取
ら
れ
る

が
、
昭
和
七
年
、
数
え
二
十
二
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
美
知
代
は
邦
字
新
聞
の

記
者
を
し
た
り
教
師
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、
米
国
で
花
田
小
太
郎
と
再
婚
し

た
。
た
だ
し
、
永
代
の
籍
に
入
っ
た
の
は
大
正
六
年
、
除
籍
し
た
の
は
昭
和
十

九
年
で
あ
る
。

永
代
静
雄
は
昭
和
二
年
、
大
河
内
ひ
で
と
結
婚
、
八
年
こ
ろ
か
ら
伝
書
鳩
を

飼
い
始
め
、
通
信
手
段
と
し
て
の
伝
書
鳩
の
普
及
運
動
を
興
し
て
、
十
年
、
雑

誌
『
普
鳩
』
を
創
刊
、
八
年
続
い
た
。
美
知
代
は
、
昭
和
十
六
年
、
日
米
戦
争

勃
発
の
た
め
帰
国
し
、
庄
原
の
妹
の
許
に
住
ん
だ
。
十
九
年
、
戦
争
の
最
中
、

静
雄
は
数
え
五
十
九
歳
で
死
去
、
花
田
も
こ
の
年
死
ん
だ
。
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は
じ
め
に

和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
｜
一
九
六
〇
）
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』（
一
九
一
三
）

は
、
彼
の
哲
学
者
と
し
て
の
出
発
点
を
な
す
書
物
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
本
に

お
け
る
は
じ
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ニ
ー

チ
ェ（

F
ried

rich W
ilh
elm

 
N
ietzsch

e,
1844-1900）

の
研
究
書
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
第
一
章
「『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
立
場
、
方
法
、
意
図
」
で

は
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
、
和
辻
哲
郎
の
そ
の
後
の
歩
み
に
は
た
し
た
意
味
を
さ

ぐ
り
な
が
ら
、「
宇
宙
生
命
」
を
原
理
と
す
る
初
期
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
が
大

正
生
命
主
義
の
一
典
型
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
「『
ニ
イ
チ

ェ
研
究
』
ま
で
」
で
は
、
和
辻
哲
郎
の
最
初
期
の
著
作
に
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
接
近

の
跡
を
た
ど
り
、
第
三
章
「
内
的
経
験
、
暗
示
象
徴
、
永
遠
回
帰
、
宇
宙
生

命
」
で
は
、
そ
れ
ら
の
キ
イ
ワ
ー
ド
の
考
察
を
通
し
て
、
同
時
代
思
潮
と
の
関

連
を
さ
ぐ
り
、
あ
わ
せ
て
、
初
期
和
辻
の
哲
学
観
（
世
界
観
、
狭
義
の
哲
学
観
、

表
現
観
）
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。「
結
語
」
で
は
、
各
章
の
結
論
を

ま
と
め
、
そ
の
初
期
哲
学
が
、
和
辻
の
後
の
歩
み
に
、
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い

る
か
を
展
望
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
和
辻
哲
郎
の
「
哲
学
」「
芸
術
」
観
を
め
ぐ
る
点
に
お
い

て
、
日
本
に
お
け
る
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
概
念
編
成
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
を
期
す
。

ま
た
和
辻
哲
郎
の
「
宇
宙
生
命
」
観
念
の
形
成
過
程
を
さ
ぐ
る
点
に
お
い
て
、

二
十
世
紀
初
頭
の
日
本
の
生
命
観
、
と
り
わ
け
大
正
生
命
主
義
研
究
を
増
補
す

る
も
の
で
あ
る
。

一

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
立
場
、
方
法
、
意
図

一
九
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
彼
の
哲
学

者
と
し
て
の
出
発
点
を
な
す
書
物
で
あ
り
、
同
時
に
、
日
本
に
お
け
る
は
じ
め

て
の
ま
と
ま
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
研
究
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
本

論
第
一
第
一
章
の
冒
頭
に
は
、
和
辻
哲
郎
自
身
の
哲
学
観
が
披
瀝
さ
れ
、
そ
の

共
同
研
究
報
告

和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
、
生
命
観
、
芸
術
観

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
を
め
ぐ
っ
て

鈴

木

貞

美
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よ
う
な
哲
学
の
一
例
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を
あ
つ
か
う
こ
と
が
明
示
さ

れ
る
。

冒
頭
は

真
の
哲
学
は
単
に
概
念
の
堆
積
や
整
斉
で
は
な
く
、
最
も
直
接
な

内
的
経
験
の
思
想
的
表
現
な
の
で
あ
る

と
い
う
断
案
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
断

案
は

直
接
な
内
的
経
験
を
も
し
直
覚
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
こ
の
直
覚
は
「
生
命

そ
の
も
の
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る

と
受
け
ら
れ
、

も
と
よ
り

「
宇
宙
生
命
」
は
不
断
の
創
造
で
あ
る
か
ら
、
直
接
な
内
的
経
験
も
ま
た
創
造

的
に
活はた
ら
く
。
自
己
表
現
は
こ
の
創
造
で
あ
る
。
芸
術
や
哲
学
は
皆
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
る

と
つ
づ
く
。

そ
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
感
覚
思
惟
な
ど

も
ま

た

根
本
力
の
創
造

の
産
物
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
自
体
は

生
の
本
質
を
暗

示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

、
そ
れ
ゆ
え

哲
学
者
の
直
覚
の
表
現

は

暗

示
的
象
徴
的

に
な
る
、
と
述
べ１

）
、
そ
し
て
、「
真
の
哲
学
者
」
た
る
も
の
は

価
値
の
根
源
た
る
も
の
の
一
層
完
全
な
表
現
に
努
力
し
、
観
念
や
思
想
を
使

役
し
て
常
に
流
動
し
成
長
す
る
者
の
歩
む
新
し
き
道
を
開
く
の
で
あ
る

と
結

ぶ
。
そ
の
上
で
、
そ
の
一
例
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
あ
つ
か
う
こ
と
が
表

明
さ
れ
、

原
理
に
よ
っ
て
諸
概
念
に
統
一
を
与
え
る
体
系
哲
学

に
対
し
て
、

欲
動
の
力
の
体
系

か
ら
萌
え
い
で
た
も
の
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
対

置
し
、
和
辻
哲
郎
は
、
そ
の

欲
動
の
力
の
体
系

の
読
み
解
き
に
着
手
し
て

ゆ
く２

）
。

若
き
日
の
和
辻
哲
郎
が
、
い
か
に
早
熟
だ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
、
そ
れ
ほ

ど
参
考
に
な
る
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の
内
実
に
立
ち
入
っ
た
研
究
書
も
な
か
っ
た

と
き
に
、
一
見
、
逆
説
を
弄
し
て
、
人
を
欺
く
か
の
よ
う
な
戯
れ
に
満
ち
た
そ

の
文
章
を
、
よ
く
読
み
こ
な
し
、
そ
の
論
理
の
し
く
み
に
肉
迫
し
て
い
る
こ
と
、

し
か
も
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進
化
』
な
ど
と
の
比
較
も
、
微
妙
な
ち
が
い

ま
で
、
よ
く
理
解
を
と
ど
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
驚
く
ほ
ど
だ
。
し
か

し
、
そ
の
理
解
に
は
、
歴
史
的
限
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
和
辻
哲
郎
と
い
う
若

き
哲
学
者
の
も
つ
バ
イ
ア
ス
も
自
ず
と
生
じ
て
い
る
。
そ
の
分
析
を
通
し
て
、

彼
の
哲
学
観
の
特
徴
を
つ
か
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
立
場
、
方
法
と
意
図
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。一－

一

そ
の
立
場

和
辻
哲
郎
は
、「
直
接
な
内
的
経
験
」
は
「
直
覚
」
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る

な
ら
、「
生
命
そ
の
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
「
生
命
そ
の
も
の
」
は
「
宇
宙
生

命
」
を
根
源
に
も
つ
と
い
う
世
界
観
を
示
し
、
ニ
ー
チ
ェ
も
、
そ
う
し
た
世
界

観
に
立
つ
哲
学
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
述
べ
た
の
ち
、
す
ぐ
に
ベ
ル
ク
ソ
ン

『
創
造
的
進
化
』(H

en
ri B

erg
so
n
,
L
’evolu

tion creatrice
, 1907)

の
内
に
、
カ

ン
ト(Im

m
a
n
u
el K

a
n
t,
1724-1804）

を
批
判
し
た
条くだりを
参
照
し
、
カ
ン
ト
が

主
観
と
独
立
に
自
存
す
る
物
そ
の
も
の
と
世
界
と
の
関
係
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
、
彼
を
束
縛
す
る
科
学
の
知
識
が
、
彼
を
し
て
知
力
以
上

の
生
の
深
み
に
突
入
す
る
自
由
を
失
わ
し
め
た
か
ら
で
あ
っ
た

と
述
べ
て
い

る３
）

。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
が
カ
ン
ト
を
縛
っ
た
と

い
う
見
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
和
辻
哲
郎
の
哲
学
に
お
い
て
は
、「
生
の
深
み
」

に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
観
と
独
立
に
自
存
す
る
物
そ
の
も
の
と
世
界
と
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の
関
係

が
つ
け
ら
れ
る
。「
生
の
深
み
」
は
「
内
的
経
験
」
と
「
宇
宙
生
命
」

と
を
つ
な
ぐ
通
路
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
つ
ま
り
、
和
辻
は
、「
世
界
」
の

根
源
に
「
宇
宙
生
命
」
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
観
と

主
観
と
独
立

に
自
存
す
る
物
そ
の
も
の

を
と
も
に
、「
宇
宙
生
命
」
の
産
出
物
と
見
な
す

立
場
を
と
っ
て
い
る
の
だ
。

要
す
る
に
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、「
宇
宙
生
命
」
を
原
理
と
し
、
一
切
を

そ
の
産
出
物
と
す
る
世
界
観
に
立
ち
、「
真
の
哲
学
者
」
は
、
そ
の
現
れ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
直
接
な
内
的
経
験
」
を
表
現
す
る
者
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は

「
暗
示
的
象
徴
的
」
な
も
の
に
な
る
と
い
う
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観

世
界
観
、
狭

義
の
哲
学
観
、
表
現
観
）
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を
読
み
解
こ
う
と
し
た

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

一－

二

そ
の
方
法

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
方
法
は
、
著
者
が
改
訂
第
三
版

一
九
四
二
）
序
に

ニ
イ
チ
ェ
の
哲
学
を
体
系
的
に
叙
述
し
よ
う
と
試
み
た
も
の４

）

と
記
し
て
い

る
よ
う
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を
「
欲
動
の
力
の
体
系
」
と
し
て
把
握
し
よ
う

と
す
る
意
図
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
成
流
動
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
「
体

系
」
な
ら
ざ
る
世
界
を
、
な
お
「
体
系
」
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
言
語
矛
盾
な
い
し
は
形
式
論
理
上
矛
盾
す
る
こ
と
を
あ
え
て
行
う
試
み

の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
、
は
た
し
て
可
能
な
の
か
。
和
辻
哲
郎
は
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
全
体
は
、
序
論
、
本
論
第
一
「
新
価
値
樹

立
の
原
理
」、
本
論
第
二
「
価
値
の
破
壊
と
建
設
」
に
分
か
れ
て
い
る
。「
序

論
」
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
境
涯
と
と
も
に
、
そ
の
著
述
の
な
り
ゆ
き
に
つ
い
て

概
説
し
、
本
論
第
一
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
「
自
己
」
な
る
も
の
、
す
な
わ

ち
「
権
力
意
志
」
に
つ
い
て
、「
認
識
」「
自
然
」「
人
格
」「
芸
術
」
の
各
相
に

お
い
て
解
説
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
本
論
第
二
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
宗
教
批

判
」「
道
徳
批
判
」「
哲
学
批
判
」「
芸
術
批
判
」「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
批
判
」

「
新
し
い
価
値
標
準
」
を
展
開
す
る
。

和
辻
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
構
成
を
知
る
た
め
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
史
よ

り
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』(A

lso
 
sprach

 
Z
arath

u
stra

, 1883-

85)

執
筆
後
の
歩
み
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス

ト
ラ
』
を
執
筆
後
、
自
ら
の
哲
学
の
理
論
的
体
系
化
を
企
て
、『
権
力
へ
の
意

志

す
べ
て
の
価
値
転
換
』(D

er
 
W
iller zu

r
 
M
ach

t;
D
ie U

m
w
erth

u
n
g

 
aller

 
W
erth

e
)

を
次
の
よ
う
に
構
想
し
た
。

第
一

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
に
つ
い
て
」、
第
二

「
在
来
の
最
高
価
値

の
批
評
」、
第
三

「
新
し
い
価
値
樹
立
の
原
理
」、
第
四

「
人
を
鍛
錬
す
る

新
し
い
哲
学
」。

し
か
し
、
こ
の
第
一
構
想
は
、
第
一

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
変
更
さ
れ
、

次
に
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
、『
す
べ
て
の
価
値
転
換
』
と
題
す
る
シ
リ
ー
ズ

が
計
画
さ
れ
た
。

第
一

「
反
キ
リ
ス
ト
」

キ
リ
ス
ト
教
批
判
）
、
第
二

「
自
由
精
神
」

虚

無
的
運
動
と
し
て
の
哲
学
批
判
）
、
第
三

「
反
道
徳
家
」

道
徳
批
判
）
、
第
四

「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
」

永
久
回
帰
の
哲
学
）
。
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し
か
し
、
こ
の
計
画
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
堕
落
し
た
価
値
の
源
泉
と
論
じ
る

『
反
キ
リ
ス
ト
』(A

n
tich

rist )

を
ま
と
め
た
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
ニ
ー
チ
ェ
は
、

自
身
の
仕
事
を
振
り
返
る
自
伝
『
こ
の
人
を
見
よ
』(E

cce
 
h
om
o
)

な
ど
を
書

き
の
こ
し
た
と
こ
ろ
で
、
知
能
の
働
き
を
失
っ
て
し
ま
う
。
ニ
ー
チ
ェ
が
第
一

構
想
に
そ
っ
て
書
き
残
し
た
草
稿
群
は
、
歿
後
に
妹
の
手
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、

『
権
力
へ
の
意
志
』
と
名
づ
け
ら
れ
、
刊
行
さ
れ
た
。

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
第
一
構
想
の
う
ち
、
第
三

「
新
し
い
価
値
樹
立
の
原
理
」
を
、
本
論
第
一
と
し
て
展
開
す
る
。
本
論
第

二
は
、
縮
小
さ
れ
た
第
二
構
想
の
配
列
を
第
一

、
第
三

、
第
二

の
順
に

並
び
替
え
、
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
の
う
ち
に
散
乱
す
る
芸
術
論
の
諸
断
片
に
つ
い

て
の
解
説
を
「
芸
術
批
判
」
と
し
て
加
え
、
さ
ら
に
第
一
構
想
よ
り
第
一

、

第
四

を
加
え
て
構
成
す
る
。
つ
ま
り
、
和
辻
は
、
ニ
ー
チ
ェ
自
身
が
自
ら
の

思
想
の
体
系
化
を
企
て
た
と
き
の
意
図
を
忖
度
し
な
が
ら
、
ニ
ー
チ
ェ
作
品
群

の
底
を
な
す
「
体
系
」
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る５

）
。

一－

三

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
意
図
と
意
味

和
辻
哲
郎
は
、
初
版
「
自
序
」
に

自
分
が
ニ
イ
チ
ェ
を
読
む
時
自
ら
の
教

育
者
と
し
て
認
め
る
の
は
た
だ
ニ
イ
チ
ェ
だ
け
で
あ
る６

）

と
記
し
て
い
る
。
若

き
日
の
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
の
形
成
に
、
彼
が
ニ
ー
チ
ェ
を
読
ん
だ
経
験
が
大

き
く
与
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
ま
り
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ

ェ
研
究
』
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
読
書
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
自
ら
の
哲
学
観
に
よ
っ

て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
説
く
と
い
う
ト
ー
ト
ロ
ジ
カ
ル
な
し
く
み
に
な
っ
て

い
る
。

ニ
ー
チ
ェ
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
世
界
を
内
側

か
ら
食
い
破
る
よ
う
な
批
判
を
敢
行
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
似
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
企
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
和
辻
哲
郎

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
限
界
の
指
摘
が
行
わ
れ
て
は
い
る
も

の
の
、
そ
れ
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
こ
と
ば
は
芸
術
的
、
す
な
わ
ち
認
識
に
お
い
て

直
観
的
で
あ
り
、
表
現
に
お
い
て
象
徴
的
で
あ
り
、

体
系
的
連
絡
の
能
力

に
欠
け
て
い
る７

）
、
あ
る
い
は
、
感
情
に
ま
か
せ
て
、「
概
念
に
関
す
る
不
精
密
」

に
お
ち
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
終
始
し
て
い
る８

）
。
そ
う
し
た
限
界
の
指
摘

は
、
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン（

v
o
n R

u
d
o
lf E

u
ck
en
,
1846-1926）

が
『
大
思

想
家
の
人
生
観
』(D

ie
 
L
eben

san
sch
au
u
n
gen

 
d
er
 
grosen

 
D
en
ker

:
ein
e

 
E
n
tw
icklu

n
gsgesch

ich
te d

es L
eben

sproblem
s d

er
 
M
en
sch
h
eit von

 
P
lato

 
bis zu

r
 
G
egen

w
art,

1890)

で
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
学
者
と
し
て
の
無
能
力
」
を

指
摘
し
た
の
を
参
照
し
て
の
こ
と
だ
っ
た９

）
。

要
す
る
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
群
に
類
ま
れ
な
る
哲
学
的
思
考
と
芸
術
表
現

の
融
合
を
見
て
と
っ
た
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
自
身
が
体
系
化
で
き
な
か
っ

た
そ
の
世
界
を
、
ニ
ー
チ
ェ
の
身
に
な
り
か
わ
っ
て
「
体
系
的
に
叙
述
し
よ

う
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
え
ず
生
成
流
動
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界

を
、
体
系
化
を
拒
む
も
の
と
は
考
え
ず
、
そ
の
底
に
あ
る
体
系
性
を
想
定
し
、

感
情
に
ま
か
せ
て
逸
脱
し
た
り
、
曇
ら
さ
れ
た
り
す
る
芸
術
的
表
現
の
底
に
潜

ん
で
い
る
は
ず
の
概
念
を
整
序
し
、
論
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
論
証
し
て
み
せ
る
よ
う
な
作
業
と
な
る
。
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た
と
え
ば
、
ニ
ー
チ
ェ
世
界
の
キ
イ
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
権
力
意
志
」
に
つ
い

て
、
和
辻
は
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
を
た
ど
っ
て
、「
欲
動
」
の
語
が
『
曙
光
』

(
M
orgen

rote
, 1881)

あ
た
り
で
明
ら
か
に
な
り
、「
力
感
」「
力
感
の
欲
求
」

「
権
力
意
識
」「
権
力
の
愛
」「
権
力
へ
の
努
力
」
と
変
奏
さ
れ
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス

ト
ラ
』
に
お
い
て
「
権
力
意
志
」
に
確
定
し
た
と
整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
権
力
意
志
」
に
つ
い
て
は

力
の
最
も
深
奥
な
核
と
し
て
彼
の
内
的
経
験
を

表
現
す
る
の
に
用
い
た

と
解
説
し
て
い
る10

）
。

和
辻
哲
郎
が
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
の
底
に
「
宇
宙
生
命
」
と
い
う
概
念
を
想
定

し
、

欲
動
の
力
の
体
系

を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
企
図

に
発
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が
自
ら
体
系
化
を
は
た
し
え
な
か
っ
た

原
因
を
、
彼
の
思
考
法
の
傾
向
、
さ
ら
に
は
病
弱
や
神
経
症
に
帰
し
、
い
わ
ば

「
学
者
の
能
力
を
も
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
」
を
仮
想
す
る
も
の
だ
っ
た
。
若
き
和
辻

哲
郎
は
、
そ
れ
こ
そ
が
、
芸
術
鑑
賞
力
を
も
ち
、
か
つ
、
概
念
的
な
思
考
力
を

も
つ
哲
学
者
の
任
務
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
、
和
辻
哲
郎
が
、
そ
の
長
い
研
究
生
活

を
通
じ
て
、
ア
ー
キ
タ
イ
プ
を
想
定
し
た
り
、
一
種
の
構
造
主
義
的
方
法
を
見

せ
た
り
す
る
こ
と
の
芽
生
え
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、『
ニ
イ
チ
ェ
研

究
』
は
、
和
辻
哲
郎
の
歩
み
の
始
原
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
初
版
「
自
序
」
の
最
後
に
、
自
分
は

真
正
の
日
本
人
の
血
に
ニ
イ
チ
ェ
と
相
通
じ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て

い
る11

）

と
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
と
相
通
じ
る
も
の
を
、

最
奥
神
秘
な
る
生
の
本

質12
）

の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
普
遍
的
な
も
の
の
は
ず
で
、
日
本
に
限

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
ア
ポ
ロ
ン
的
な
明
る
い
秩
序
を
生
み
だ
す
地
盤
と
し
て
想
定
し
た
デ
ィ
オ
ニ

ソ
ス
的
観
念
、
す
な
わ
ち
熱
狂
し
、
陶
酔
し
、
破
滅
に
も
向
か
う
生
命
観
に
通

う
も
の
を
「
真
正
の
日
本
人
の
血
」
に
も
見
い
だ
し
う
る
と
考
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
想
定
が
、
や
が
て
彼
を
儒
学
や
仏
教
の
影
響
を
受

け
る
以
前
の
日
本
へ
、
ま
た
日
本
に
お
け
る
仏
教
文
化
へ
と
赴
か
せ
る
契
機
と

な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一－

四

な
ぜ
、
ニ
ー
チ
ェ
だ
っ
た
の
か

次
に
、
和
辻
哲
郎
が
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
史
上
の
意
味
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、

そ
の
研
究
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
探
っ
て
み
よ
う
。
当
時
の
日
本
で
は
、
思

想
と
し
て
は
「
超
人
」
の
観
念
が
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
よ
く
示
す
詩
作
品
と
し

て
は
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き
』
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
代
表
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』「
序
論
」
は
、『
ツ
ァ

ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
つ
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の

「
自
由
に
意
欲
す
る
自
己
」「
宇
宙

生
命
と
し
て
の
個
人
の
生
」
の
主
張
に
お
い
て
、
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
理
想
が
科

学
の
地
盤
の
上
に
輝
い
て
い
る13

）

と
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、「
自
由
に
意
欲
す
る
自
己
」
と
は
、
自
分
を
物
質
的
、
精
神
的
に
支

配
し
、
征
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
ど
も
か
ら
自
由
に
な
り
、
反
攻
す
る
力
を
発

揮
し
よ
う
と
す
る
意
志
、
す
な
わ
ち
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
「
権
力
意
志
」
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
異
論
は
出
な
い
は
ず
だ
。
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次
に
、「
宇
宙
生
命
と
し
て
の
個
人
の
生
」
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
。「
宇
宙

生
命
」
な
る
観
念
は
、
ニ
ー
チ
ェ
と
は
無
縁
で
あ
る
。『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』

の
、
い
や
、
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
群
の
ど
こ
に
も
登
場
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
和

辻
哲
郎
自
身
も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
世
界
に
し
て
も
自
己
に

し
て
も
、
活
動
そ
の
も
の
、
生
成
、
流
動
が
す
べ
て
で
あ
り
、
い
か
な
る
「
実

体
」
も
「
実
在
」
も
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
か
ら
だ14

）
。

和
辻
哲
郎
は
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
本
論
第
一
の
冒
頭
近
く
で
、

も
と
よ
り

「
宇
宙
生
命
」
は
不
断
の
創
造

と
述
べ
て
い
た
が
、「
宇
宙
生
命
」
な
る
も
の

は
、
和
辻
哲
郎
そ
の
人
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
世
界
の
原
基
に
す
え
た
実
体
概
念

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、「
宇
宙
生
命
」
は
宇
宙
の
創
造
性
、
活
動
性

を
概
念
化
し
た
も
の
で
、
実
体
概
念
で
は
な
い
と
い
う
反
論
が
な
し
う
る
。
し

か
し
、
ニ
ー
チ
ェ
は
『
権
力
へ
の
意
志
』
の
認
識
論
に
お
い
て
、「
概
念
」
も

存
在
の
本
質
に
ふ
れ
る
こ
と
が
な
い

も
の
と
し
て
い
る
。「
概
念
」
は
、

「
存
在
の
本
質
」
を
「
事
物
」
化
し
て
と
ら
え
る
認
識
の
方
法
と
考
え
る
か
ら

だ15
）

。と
こ
ろ
が
、
ニ
ー
チ
ェ
も
、
と
き
に
徹
底
し
え
な
い
。
和
辻
は
指
摘
し
て
い

る
。

永
久
回
帰
を
た
だ
思
想
と
し
て
論
理
的
に
検
す
れ
ば
、
ニ
イ
チ
ェ
が
そ

の
認
識
論
に
お
い
て
斥
け
た
多
く
の
概
念
を
再
び
宇
宙
の
生
に
注
入
し
て
い
る

の
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

と
。
同
一
、
因
果
、
必
然
、
制
限
な
ど
の
概

念
を
あ
げ
て
、
そ
う
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
和
辻
の
指
摘
の
と
お
り
だ
。
そ
れ

ゆ
え
、
和
辻
は

永
久
回
帰
は
思
想
と
し
て
は
ニ
イ
チ
ェ
自
ら
に
と
っ
て
も
未

熟

と
い
い
、
し
か
し
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
は
、
永
遠
回
帰
の
神
秘
に

ふ
れ
る

彼
の
直
接
な
、
彼
自
ら
に
と
っ
て
最
も
確
実
な
、
内
的
経
験

を
表

現
し
よ
う
と
し
た
跡
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る16

）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で

検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
和
辻
哲
郎
が
、

最
も
直
接
な

内
的
経
験
の
思
想
的
表
現

に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
「
失
策
」
を
救
っ
て
い
る

こ
と
を
見
て
お
け
ば
よ
い
。

和
辻
哲
郎
は

原
理
に
よ
っ
て
諸
概
念
に
統
一
を
与
え
る
体
系
哲
学

た
と
え
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
れ
ば
よ
い

に
対
し
て
、

最
も
直
接
な
内
的
経
験
の
思
想
的
表
現

と
し
て
の
哲
学
を
「
真
の
哲
学
」

と
し
て
対
置
し
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
も
、
そ
の
ひ
と
つ
だ
と
述
べ
て
い
た
。
実

際
は
、
そ
の
ひ
と
つ
と
い
う
よ
り
、
彼
の
考
え
る
「
真
の
哲
学
」
の
姿
に
最
も

近
い
も
の
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
群
と
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
き
ら

か
だ
。
和
辻
哲
郎
は
、
そ
の
よ
う
な
「
真
の
哲
学
」
た
る
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を
、

自
分
自
身
の
「
宇
宙
生
命
」
と
い
う

原
理
に
よ
っ
て
諸
概
念
に
統
一
を
与
え

る
体
系
哲
学

と
し
て
解
説
し
て
み
せ
る
と
い
う
、
論
理
的
に
は
実
に
ア
ク
ロ

バ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
と
を
企
て
、
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

一－

五

先
駆
者
、
ニ
ー
チ
ェ

和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
、「
宇
宙
生
命
」
を
原
理
と
し
、

最
も

直
接
な
内
的
経
験
の
思
想
的
表
現

で
あ
る
「
真
の
哲
学
」
の
ひ
と
つ
と
述
べ

て
い
た
。
そ
う
述
べ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
に
類
す
る
哲
学
の
流
れ
が
想
定
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
本
論
第
一
第
一
章
で
は
、ベ
ル
ク
ソ
ン
の
名
が
あ
が
っ
て
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い
た
。
和
辻
が
そ
こ
で
参
照
し
て
い
た
の
は
『
創
造
的
進
化
』
で
あ
る
。『
創

造
的
進
化
』
は
、
ま
ち
が
い
な
く
「
宇
宙
の
生
命
」
を
原
理
と
す
る
哲
学
体
系

で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
語
を
用
い
、
物
質
を
貫
き
な
が
れ

る
「
生
命
」
と
い
う
「
流
動
的
な
実
在
」（

la rea
lite

fru
id
e ）

を
「
宇
宙
の
生

命
」（

C
ell

［
la v

ie ］
d
e l’u

n
iv
ers ）

と
呼
ん
で
い
る17

）
。

和
辻
哲
郎
の
「
宇
宙
生
命
」
な
る
観
念
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
る
も
の
と
い

う
推
測
が
つ
く
。
だ
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
は

最
も
直
接
な
内
的
経
験
の

思
想
的
表
現

と
い
い
う
る
だ
ろ
う
か
。『
創
造
的
進
化
』
は
、
二
十
世
紀
へ

の
転
換
期
に
お
け
る
生
物
進
化
論
の
動
向
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
る
。

わ
た
し
は
若
き
哲
学
者
の
片
々
た
る
措
辞
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
だ
が
、
こ
と
は
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
の
根
幹
に
か
か
わ
る
。
ニ
ー
チ
ェ

『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
を
紹
介
す
る
和
辻
の
一
文
を
、
も
う
一
度
、
引
く
。

「
自
由
に
意
欲
す
る
自
己
」「
宇
宙
生
命
と
し
て
の
個
人
の
生
」
の
主
張
に
お

い
て
、
燃
ゆ
る
が
ご
と
き
理
想
が
科
学
の
地
盤
の
上
に
輝
い
て
い
る

。

理
想
が
科
学
の
地
盤
の
上
に
輝
い
て
い
る

と
は
、
宗
教
や
道
徳
の
支
配

に
対
し
て
自
然
科
学
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
虚
偽
性
を
暴
露
し
、
し

か
し
、
そ
の
自
然
科
学
の
限
界
を
も
指
摘
す
る
こ
と
で
、「
内
的
経
験
」
の
さ

ら
な
る
深
み
を
探
っ
て
い
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
の
志
向
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

和
辻
哲
郎
は
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
本
論
第
一
第
二
章
「
認
識
と
し
て
の
権
力
意

志
」
で
、
ミ
ツ
バ
チ
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
そ
れ
に
学
ん
だ
メ
ー
テ
ル

ラ
ン
ク（

M
a
eterlin

ck
 
M
a
u
rice,

1862-1949）

ら
、「
新
ロ
マ
ン
主
義
」
の

先
駆
者
と
し
て
の
位
置
を
、
ニ
ー
チ
ェ
に
与
え
て
い
る18

）
。

和
辻
は
、
ま
た
科
学
の
解
明
す
る
法
則
性
を
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
見
た
ニ
ー

チ
ェ
を
、『
創
造
的
進
化
』
に
お
い
て
目
的
論
と
機
械
論
と
を
も
ろ
と
も
に
超

え
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
先
駆
者
と
論
じ
て
い
る19

）
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
そ
こ
で
、
突

然
変
異
、
す
な
わ
ち
偶
然
性
を
原
理
に
し
て
も
、「
進
化
」
を
い
う
以
上
、
一

定
の
目
的
を
想
定
す
る
た
め
、
目
的
論
か
ら
の
完
全
な
超
越
と
は
い
え
な
い
と

こ
と
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
和
辻
は
、
闘
争
に
向
か
う
権
力
意
志

を
説
き
な
が
ら
、
進
化
と
い
う
「
物
語
」
を
説
か
な
か
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
を
、
よ

り
徹
底
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る20

）
。
そ
れ
は
、「
精
神
の
自
由
」
と
法
則
性

な
い
し
は
自
然
科
学
的
思
考
法
と
の
格
闘
の
歴
史
の
中
に
、
ニ
ー
チ
ェ
を
位
置

づ
け
、
評
価
す
る
ゆ
え
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
和
辻
哲
郎
は
、
主
我
主
義
の
よ
う
に
片
づ
け
ら
れ
た
り
、
狂
人
の

世
迷
い
ご
と
の
よ
う
に
さ
え
い
わ
れ
た
り
し
て
い
た
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
、
二

十
世
紀
初
頭
の
哲
学
や
思
潮
の
先
駆
と
見
、
評
価
し
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
に
和

辻
哲
郎
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
大
き
な
モ
チ
ー
フ
が
あ
っ
た
。

一－

六

意
識
に
つ
い
て

本
論
第
一
第
二
章
で
和
辻
哲
郎
は
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
流

れ
に
属
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ（

W
illia

m
 
Ja
m
es,

1842-1910）

の

考
え
と
ニ
ー
チ
ェ
の
そ
れ
と
の
類
似
を
も
論
じ
て
い
る
。

ニ
イ
チ
ェ
が
意
識

と
呼
ぶ
者
は
感
覚
か
ら
資
料
を
与
え
ら
れ
て
思
惟
に
よ
っ
て
整
理
せ
ら
れ
た

者

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
、
意
識
と
は

幻
影
的
な
、
生
の
本
質
と
何
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ら
触
る
る
所
が
な
い
も
の

と
述
べ
て
い
る
と
し
て
、
和
辻
は
、
こ
れ
を
ジ
ェ

イ
ム
ズ
が
「
内
部
活
動
」
そ
の
も
の
は
意
識
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て

い
る
こ
と
と
類
似
す
る
考
え
方
だ
と
い
う21

）
。
和
辻
の
い
う
「
直
接
な
内
的
経

験
」
の
性
格
に
も
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

和
辻
哲
郎
が
依
拠
し
た
の
は
、
遺
稿
『
権
力
へ
の
意
志
』
の
断
片
四
七
七

（
ク
レ
ェ
ー
ナ
ー
・
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
番
号
を
用
い
る
）
だ
ろ
う
。

私
た
ち
が
意
識

す
る
す
べ
て
の
も
の
は
、
調
整
さ
れ
、
単
純
化
さ
れ
、
図
式
化
さ
れ
、
解
釈
さ

れ
て
い
る
、

内
的
「
知
覚
」
の
ほ
ん
と
う
の
経
緯
は
、
諸
思
想
、
諸
感
情
、

諸
欲
望
の
間
の
、
主
観
と
客
観
と
の
間
の
因
果
的
結
合
は
、
私
た
ち
か
ら
ま
っ

た
く
隠
さ
れ
て
お
り

そ
し
て
お
そ
ら
く
は
一
つ
の
純
然
た
る
想
像
で
あ
ろ

う22
）

。こ
こ
で
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
意
識
は
、
認
識
内
容
を
つ
く
り
あ
げ
る
は
た
ら
き

を
指
し
て
い
る
。「
知
覚
」
自
体
に
、
本
人
の
自
覚
し
え
な
い
因
果
的
結
合
が

働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
断
片
四
七
四
に
は

私
た
ち
の
意
識
す
る
も
の

の
尺
度
は
、
意
識
化
の
粗
雑
な
有
用
性
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る

と
あ
り
、

断
片
四
七
六
に
は

私
た
ち
の
内
的
世
界
も
ま
た
「
現
象
」
で
あ
る23

）
！

と
あ

る
。ニ

ー
チ
ェ
は
、
因
果
律
も
一
つ
の
迷
妄
と
す
る24

）
の
で
、
断
片
四
七
七
の
「
因

果
的
結
合
」
は
、
何
ら
か
の
連
関
作
用

ど
の
よ
う
な
連
関
か
は
不
明
な

く
ら
い
の
意
味
で
考
え
て
よ
い
。
実
際
に
は
、
生
理
的
な
働
き
（
内
的
自

然
）
と
の
対
応
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ニ
ー
チ
ェ
は
、
科
学

的
思
考
を
導
入
し
、
形
而
上
学
の
世
界
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
暴
露

し
て
ゆ
く
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、「
知
覚
」
す
な
わ
ち
認
識
内
容
と
は
区
別
し
て
、
意
識
を
、

諸
思
想
、
諸
感
情
、
諸
欲
望
が
混
沌
と
し
て
働
く
場
の
よ
う
に
考
え
、
そ
し
て
、

い
わ
ば
「
意
識
以
前
」
の
も
の
と
し
て
の
「
本
能
」
と
連
続
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

そ
こ
に
、
彼
が
学
ん
だ
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
い
う
「
宇
宙
の
意
志
」
の
影

が
さ
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
ハ
ル
ト
マ
ン（

K
a
rl

 
R
o
b
ert E

d
u
a
rd v

o
n H

a
rtm

a
n
n
,
1842-1906）

の
無
意
識
の
哲
学
も
参
照
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
『
心
理
学
原
理
』(P

rin
ciples of

 
P
sych

ol-

ogy
,
1890）

は
、「
直
接
意
識
」
と
「
反
省
意
識
」
と
を
分
け
て
考
え
、
意
識

が
切
れ
目
な
く
流
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
意
識
の
断
片
を
取
り
だ
し
て
論

じ
て
も
、
意
識
を
論
じ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
、「
直
接
意
識
」

（「
直
接
経
験
」）
を
活
動
そ
の
も
の
と
し
た
。
そ
の
切
れ
目
の
な
い
意
識
の
流
れ

を
「
思
考
、
意
識
、
ま
た
は
生
命
の
流
れ
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
こ
こ
で
は
「
直
接
経
験
」(d

irect ex
p
erien

ces )

の
流
れ

何
か
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
意
識
の
状
態

を
抜
け
出
て
、
い
ま
ま
で
、

わ
た
し
は
ど
ん
な
意
識
状
態
で
い
た
か
と
振
り
か
え
っ
て
も
、
つ
ま
り
反
省
意

識
に
よ
っ
て
、
と
ら
え
う
る
の
は
印
象
の
断
片
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
い
の

で
、
そ
の
流
れ
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
意
識
の
ふ

た
つ
の
相
の
ち
が
い
に
着
目
し
、「
直
接
経
験
」
す
な
わ
ち
非
反
省
的
意
識

(n
o
n
-
reflectiv

e co
n
scio

u
sn
ess )

の
流
れ
の
内
容
は
反
省
的
意
識
で
は
と
ら

え
ら
れ
な
い
と
い
う
関
係
を
述
べ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
意
識
を
「
生
命
」
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現
象
と
し
て
考
え
る
と
こ
ろ
は
似
て
い
る
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の

よ
う
に
意
識
が
い
か
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
世
界
像
を
つ
く
る
か
、
意
識

の
欺
瞞
的
な
働
き
に
関
心
を
注
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

和
辻
哲
郎
は
、

ニ
イ
チ
ェ
が
意
識
を
表
象
や
概
念
の
み
の
世
界

に
限
り25

）
、

「
内
部
生
命
」
か
ら
隔
た
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る
が
、
和
辻
は

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
意
識
の
流
れ
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
方
向
で

理
解
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
意
識
す
な
わ
ち
感
覚
や
心
象
、
価
値
判
断
が
、

「
表
象
」
や
「
概
念
」、「
存
在
」
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
固
定
し
た
世
界
像
を

デ
ッ
チ
ア
ゲ
、
人
び
と
を
生
命
の
流
動
か
ら
疎
隔
し
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
よ

う
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
す
意
識
の
働
き
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
意
識
を
「
内
的
経
験
」
か
ら
分
離
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
、

ニ
ー
チ
ェ
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
虚
偽
を
つ
く
る
働
き
の
暴
露
を
通
じ
て
、

「
生
の
原
理
」
へ
の
接
近
が
な
し
う
る
唯
一
の
通
路
と
し
て
「
意
識
と
い
う
現

象
」
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
書
い
て
い
る
。

意
識
と
は

「
印
象
」
の
並
列
や
意
識
化
と
し
て
、
ま
っ
た
く
外
面
的
に
は
じ
ま
り
つ

つ

最
初
は
個
人
の
生
物
学
的
中
心
か
ら
最
も
遠
ざ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
お
の
れ
を
深
化
し
、
内
面
化
し
、
あ
の
中
心
に
た
え
ず
近
接
す
る
一

つ
の
過
程
の
こ
と
で
あ
る26

）

と
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
欺
瞞
的
な
働
き
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
は
ぎ

取
り
、
あ
る
が
ま
ま
の
意
識
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
の
も
意
識
が
行
う
こ
と
だ

か
ら
だ
。

生
物
学
的
中
心

と
は
、
さ
し
あ
た
り
、
中
枢
神
経
な
い
し
は

「
本
能
」、

あ
の
中
心

と
は
自
己
す
な
わ
ち
権
力
意
志
の
こ
と
と
考
え
て
お

け
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
意
識
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
よ
り
も
、
ニ
ー
チ
ェ

の
同
時
代
者
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ（

F
ra
n
z B

ren
ta
n
o
,
1838-1917）

が
、
物
理
現
象
に
は
見
ら
れ
な
い
心
理
現
象
に
固
有
の
性
質
と
し
て
、
意
識
は

何
ら
か
の
対
象
に
関
係
し
、
そ
れ
に
対
す
る
志
向
を
も
っ
て
い
る
と
説
い
た

「
対
象
志
向
性
」
の
問
題
に
近
接
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
問
題
か
ら
出
発
し

て
、
フ
ッ
サ
ー
ル（

E
d
m
u
n
d
 
H
u
sserl,

1859-1938）

は
、
現
象
学
へ
の
道
を

あ
ゆ
み
、
他
方
、
や
は
り
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ
に
心
理
哲
学
を
学
ん
だ
フ
ロ
イ
ト

（
S
ig
m
u
n
d
 
F
reu

d
,
1856-1939）

は
、「
意
識
の
志
向
性
」
の
問
題
を
、
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
無
意
識
の
底
に
見
と
ど
け
た
「
生
の
盲
目
的
意
志
」、
生

き
ん
と
す
る
欲
望
の
働
き
に
探
っ
て
、「
リ
ビ
ド
ー
」
の
観
念
を
立
て
て
ゆ
く

こ
と
に
な
る27

）
。

し
か
し
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
そ
れ
ら
も
ま
た
、
世
界
に
つ
い
て
の
解
釈
に
す
ぎ

な
い
と
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観

に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
な
世
界
解
釈
を
な
す
こ
と
自
体
を
、
彼
は
「
権
力
意

志
」
の
現
れ
と
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
和
辻
哲
郎
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
意
識
に
対
す
る

関
心
の
あ
り
方
に
注
意
を
払
い
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ら
の
関
心
の
あ
り
方
と
比
較
さ

せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
和
辻
哲
郎
自
身
の
ニ
ー
チ
ェ
理
解
の

方
向
は
、
す
べ
て
の
意
識
を
「
認
識
」
寄
り
に
理
解
す
る
も
の
で
、
そ
の
意
味

で
、
和
辻
哲
郎
の
い
う
「
直
接
な
内
的
経
験
」
と
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
直
接

323

和辻哲郎の哲学観、生命観、芸術観



経
験
」
の
語
を
半
ば
借
り
て
は
い
る
も
の
の
、
流
動
す
る
内
的
経
験
を
指
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
そ
し
て
和
辻
は
、
そ
の
「
内
的
経
験
」
を
「
人

格
」
と
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
に
向
か
っ
て
い
る
。

実
際
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』「
序
論
」
は
、

ニ
イ
チ
ェ
の
哲
学
は

…
…
直
接
な
る
内
的
経
験
の
表
出
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
概
念
や
思
想
の
奥
に
は

彼
の
人
格
が
強
い
必
然
的
な
動
力
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る

と
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
に

人
格
や
深
い
内
的
経
験

と
並
列
関
係
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
人
格
を
探
る
の
に
、
病
理
学
の
方
向
を
と
る
よ
う

な
研
究
は

邪
道

で
あ
り
、

行
き
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ28

）
、
ニ
ー

チ
ェ
の
哲
学
は
、
あ
く
ま
で
も
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
に
探
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る29

）
。

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
本
論
に
お
い
て
も
、
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
と

精
神
障
害
と
を
結
び
つ
け
る
見
解
を
極
力
退
け
て
い
る30

）
。

こ
れ
は
、
ニ
ー
チ
ェ
に
つ
い
て
の
病
理
学
的
な
「
研
究
」
が
ド
イ
ツ
で
出
て

い
た
か
ら
だ
。
そ
の
翻
訳
書
も
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
刊
行
さ
れ

る
一
カ
月
前
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た

Ｐ
・
メ
エ
ビ
ウ
ス
著
、
三
浦
白
水
抄
訳

『
ニ
イ
チ
エ
の
人
格
及
哲
学
』
警
醒
社
書
店
、
一
九
一
三
年
九
月
）
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
和
辻
は

友
人
の
医
者
に
そ
の
梗
概
を
聞
い
た
に
す
ぎ
な
い31

）

と
記
し
て

い
る
。

一－

七

真
理
に
つ
い
て

和
辻
哲
郎
は
、
ま
た
「
真
理
は
生
の
た
め
に
有
用
な
観
念
」
と
す
る
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ
ム
の
見
解
と
ニ
ー
チ
ェ
の
考
え
は
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
述
べ
て
い
る32

）
。

先
に
引
い
た
な
か
に
も
、
断
片
四
七
四
に

私
た
ち
の
意
識
す
る
も
の
の
尺
度

は
、
意
識
化
の
粗
雑
な
有
用
性
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る

と
あ
っ
た
。
が
、

は
た
し
て
、
こ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
論
文
集
『
信
じ
る
意
志
』（
一
八
九
七
）

で
、
知
的
領
域
で
真
偽
を
決
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
命
題
は
、
そ
れ
を
信
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
「
真
」
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
宗

教
の
価
値
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
い
た
と
き
に
、
信
仰
す
る
人
に
と
っ
て
、

宗
教
は
「
真
」
で
あ
り
、
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
端
的
に
説
い
た

の
で
、
国
際
的
に
広
く
知
ら
れ
た
。
こ
こ
に
も
「
真
理
」
の
相
対
化
が
な
さ
れ

て
い
る
の
は
た
し
か
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
有
用
性
を
め
ぐ
る
相
対
主
義
の

立
場
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
有
用
性
の
欺
瞞
を
暴
き
、「
真
理
」
と
は
、

所
詮
、
そ
ん
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
の
が
ニ
ー
チ
ェ
の
立
場
で
あ
る
。

「
真
理
」
の
相
対
化
と
そ
の
有
用
性
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ニ
ー
チ
ェ

は
、
ち
ょ
う
ど
正
反
対
の
位
置
に
い
る
の
だ
。

ニ
ー
チ
ェ
が
企
ん
だ
の
は
、「
真
理
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
志
向
す
る
こ
と

自
体
を
相
対
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
が
、
自
然
科
学
が
前
提
と
す
る

「
法
則
性
」
を
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
主
張
す
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
だ
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
ニ
ー
チ
ェ
が
権
力
意
志
の
「
真
実
性
」
を
説
く

こ
と
を
も
っ
て
、
和
辻
は
、「
権
力
意
志
」
を
ニ
ー
チ
ェ
の
「
絶
対
的
真
理
」

と
み
な
し
、
ニ
ー
チ
ェ
が
観
念
論
の
説
く
「
真
理
」
を
た
だ
「
真
理
」
と
し
て

攻
撃
す
る
の
は
、
用
語
法
と
し
て
は
混
乱
に
お
ち
い
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る33

）
。
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ニ
ー
チ
ェ
は
、
遺
稿
『
権
力
へ
の
意
志
』
の
「
認
識
と
し
て
の
権
力
の
意
志
」

の
章
で
、
観
念
論
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
ひ
と
が
、
そ
れ
ま
で
「
真
理
」
と
し
て

措
定
し
て
き
た
こ
と
を
、
水
準
や
位
相
や
角
度
を
変
え
て
、
次
つ
ぎ
に
相
対
化

し
て
ゆ
く
が
、
何
に
対
し
て
「
真
理
」
や
「
真
実
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
か

さ
え
考
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
読
み
わ
け
さ
え
す
れ
ば
、

読
者
は
混
乱
な
ど
し
な
い
。

た
と
え
ば
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
は

唯
一
の
真
理

の
語
が
登
場
す
る
。

そ
れ
は
、
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
が
自
ら
、
阿
呆
で
あ
り
、
詩
人
に
す
ぎ
な
い
と
嘆

く
歌
の
な
か
で
の
こ
と
。
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
が

あ
ら
ゆ
る
真
理
か
ら
、
追
放

さ
れ
た
身
の
上

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
を
指
し
て

唯
一
の
真

理

と
い
っ
て
い
る
の
だ34

）
。
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
が
発
狂
直
前
に
し
あ
げ
た
『
こ

の
人
を
見
よ
』(E

cce h
om
o
, 1888,

p
u
b
. 1908)

の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば

古

い
真
理
は
も
う
お
し
ま
い
だ35

）

と
か
、

数
千
年
に
わ
た
る

を
相
手
に
真
理

が
闘
う
の
だ
か
ら36

）

と
か
、

こ
れ
ま
で
「
真
理
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
す
べ
て

の
も
の
は
噓
の
最
も
有
害
で
、
最
も
陰
険
で
、
最
も
地
下
的
形
式
だ
と
看
破
せ

ら
れ
て
い
る37

）

な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
権
力
の
意
志
』
の
「
認
識
と
し
て
の
権
力
の
意
志
」
の
章
に
登
場
す
る

「
真
理
」
は
、『
こ
の
人
を
見
よ
』
か
ら
引
い
た
三
番
目
の

こ
れ
ま
で
「
真

理
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
す
べ
て
の
も
の

の
意
味
で
あ
り
、
み
な
カ
ッ
コ
つ
き

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
に
登
場
す
る
「
真
理
」
と
い
う
語
を
読
ん
で
、

概
念
が
混
乱
し
て
い
る
と
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が

「
真
理
」
を
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て
お
り
、
実
際
、
読
み
わ

け
て
い
な
が
ら
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
和
辻
は
そ
れ
を
概
念
の
「
混
乱
」
と
い

い
、
そ
れ
を
ニ
ー
チ
ェ
の

芸
術
家
的
直
覚38

）

の
な
せ
る
わ
ざ
と
す
る
。
同
一

の
用
語
を
多
義
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
混
乱
」
と
い
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
同
一
の
語
は
同
一
の
意
味
で
統
一
さ
れ
て
い
な
く
て
は
体
系
と

し
て
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
考
え
、
そ
し
て
、
体
系
に
は
唯
一
の
「
真
理
」
が

貫
い
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
、
そ
う
い
わ
せ
て
い
る
の
だ
。

つ
ま
り
、
そ
の
「
混
乱
」
を
「
混
乱
」
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
和
辻
哲
郎
の

「
体
系
」
と
い
う
も
の
に
対
す
る
考
え
方
の
方
な
の
だ
。

こ
れ
を
、
当
時
の
和
辻
哲
郎
の
年
齢
や
ニ
ー
チ
ェ
研
究
が
緒
に
つ
い
た
ば
か

り
と
い
う
歴
史
的
限
界
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
哲
学
の
「
体
系
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
和
辻
哲
郎
の
考
察
を
縛
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る

か
ら
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
和
辻
哲
郎
は
、
自
身
の
考
え
る
哲
学
「
体
系
」
の
う

ち
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
成
流
動
す
る
記
述
を
お
さ
め
て
し
ま
お
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

一－

八

生
命
主
義
の
哲
学

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
オ
イ
ケ
ン
の
ニ
ー
チ
ェ
論
が
参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
。
が
、
最
も
多
く
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ジ
ン
メ

ル（
G
eo
rg
 
S
im
m
el,

1858-1918）

の
『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
ニ
ー
チ

ェ
』(S

ch
open

h
au
er
 
u
n
d
 
N
ietzsch

e
,
1907)

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
示

さ
れ
た
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
は
、
全
体
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル(G

eo
rg W

ilh
elm

 
F
ried

rich H
eg
el,

1770-1831）

に
代
表
さ
れ
る
概
念
の
哲
学
に
対
し
て
、「
生
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の
哲
学
」(L

eb
en
sp
h
ilo
so
p
h
ie )

の
流
れ
に
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ヘ

ー
ゲ
ル
も
ま
た
、
実
は
「
生
の
哲
学
」
の
流
れ
と
無
縁
で
は
な
い39

）
の
だ
が
、
そ

れ
は
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

「
生
の
哲
学
」
の
流
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー（

A
rth
u
r

 
S
ch
o
p
en
h
a
u
er,

1788-1860）

、
ニ
ー
チ
ェ
を
先
駆
者
と
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ

（
W
ilh
elm

 
D
ilth

ey
,
1833-1911）

、
オ
イ
ケ
ン
、
ジ
ン
メ
ル
と
並
べ
る
の
が
一

般
的
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
代
表
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
和
辻
哲
郎

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
は
登
場
し
な
い
。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
絶
対
理
性
を
「
生
命
」
で
置
き
換
え
る
こ
と

を
主
張
し
、
新
し
く
精
神
科
学
の
構
想
を
立
て
た
人
で
、
東
京
帝
国
大
学
に
専

科
生
と
し
て
、
一
八
九
一
｜
九
四
年
に
籍
を
置
い
た
西
田
幾
多
郎
は
、『
善
の

研
究
』
を
前
後
す
る
時
期
か
ら
参
照
し
て
い
る
が40

）
、「
内
部
生
命
」
の
発
現
と

し
て
「
真
の
哲
学
」
を
考
え
る
和
辻
哲
郎
に
は
肌
が
あ
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

加
え
て
、
価
値
の
転
換
を
は
か
っ
た
哲
学
者
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
を
あ
つ
か
う

和
辻
哲
郎
の
態
度
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ー
チ
ェ
が
『
反
時
代
的
考
察
』(U

n
-

zeitgem
asse

 
B
etrach

tu
n
gen

,
1873-76)

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
退
廃
を
批

判
し
、
新
た
な
天
才
の
出
現
に
よ
る
価
値
転
換
を
唱
え
、
そ
し
て
、
そ
の
姿
勢

は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
、
新
カ
ン
ト
派
と
り
わ
け
西
南
ド
イ
ツ
派

受
容
期
の
日
本
の
哲
学
界
の
動
き
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
お
も

し
ろ
い
こ
と
に
、
新
カ
ン
ト
派
の
哲
学
者
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
リ
ッ
ケ
ル
ト

（
H
ein
rich

 
R
ick

ert,
1863-1936）

に
よ
る
「
生
の
哲
学
」（
一
九
二
一
）
は
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ニ
ー
チ
ェ
、
ハ
ル
ト
マ
ン
ら
ド
イ
ツ

の
「
生
の
哲
学
」
の
流
れ
の
一
部
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ア
メ
リ
カ

の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ

な
ど
を
一
括
し
て
、
生
物
と
し
て
の
生
命
を
根
本
に
お
く
思
想
、
す
な
わ
ち

“B
io
lo
g
ism

u
s”

（
生
物
学
主
義
）
と
一
括
し
、
そ
れ
自
体
は
文
化
的
な
価
値

を
生
ま
な
い
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
田
辺
元
（
一
八
八
五
｜
一
九
六

二
）
が
「
文
化
の
概
念
」（
一
九
二
二
）
で
紹
介
し
た
。

リ
ッ
ケ
ル
ト
は
精
神
文
化
の
価
値
を
説
く
た
め
に
、
否
定
的
な
意
味
で

“B
io
lo
g
ism

u
s”

の
語
を
用
い
た
の
だ
が
、
し
か
し
、
田
辺
元
は
、
そ
れ
を

「
生
命
主
義
」
と
翻
訳
し
、

現
代
の
思
想
を
支
配
す
る
基
調
と
し
て
生
命
の
創

造
的
活
動
を
重
ん
ず
る
傾
向
の
存
在
す
る
こ
と

を
認
め
、

生
命
主
義
の
立

場
に
於
け
る
文
化
の
意
味

を
説
い
て
い
る
。

自
然
の
一
成
員
と
し
て
の
人

間

が
精
神
、
物
質
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、
生
活
内
容
を
豊
富
に
し
、
心
身
の

欲
求
を
自
由
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
文
化
」
で
あ
る
と
い

う41
）

。
田
辺
元
は
、

生
命
主
義
」に
立
つ
「
文
化
主
義
」
を
唱
え
て
い
る
わ
け
だ
。

そ
の
う
え
で
、
社
会
的
な
不
公
正
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
闘
争
状
態
は
「
合
法

的
理
性
」
に
よ
っ
て
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
つ
け
加
え
て
い
る
。

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
が
、
田
辺
元
の
唱
え
る

生
命
主
義
」に
立
つ

「
文
化
主
義
」、
す
な
わ
ち
大
正
生
命
主
義
の
一
翼
を
担
い
、
そ
れ
を
先
導
し
た

書
物
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。
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二

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
ま
で

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、「
宇
宙
生
命
」
な
る
観
念
を
「
真
の
哲

学
」
の
淵
源
に
す
え
て
い
た
。「
宇
宙
生
命
」
な
る
観
念
は
、
い
っ
た
い
、
い

か
に
し
て
和
辻
哲
郎
の
う
ち
に
胚
胎
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
宇
宙
の
目
的
を
も
た

な
い
活
動
性
、
流
動
性
を
唱
え
る
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
か
ら
の
刺
戟
も
大
き
く
働

い
た
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
ら
の
刺
戟
、
そ
し

て
、
オ
イ
ケ
ン
、
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
が
働
い
て
い
た
こ
と
も
、

す
で
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
の
哲
学
的
個
性

を
築
い
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
ふ
く
む
「
生
の
哲

学
」
の
流
れ
や
「
新
ロ
マ
ン
主
義
」、「
新
カ
ン
ト
派
」
の
受
容
と
と
も
に
、
こ

の
時
期
の
日
本
の
哲
学
界
の
動
き
を
よ
く
映
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
こ
に
披
瀝
さ
れ
て
い
る
若
き
和
辻
哲
郎
の
哲
学
観
の
形
成
に
つ
い
て
、
彼
の

ニ
ー
チ
ェ
へ
の
接
近
の
軌
跡
と
い
う
観
点
か
ら
概
括
し
て
お
こ
う
。

日
本
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
紹
介
は
、
登
張
竹
風
（
一
八
七
三
｜
一
九
五
五
）

が
一
八
八
八
年
こ
ろ
に
先
鞭
を
つ
け
、
ニ
ー
チ
ェ
歿
後
、
一
九
〇
一
年
に
高
山

樗ちよ
牛ぎゆう
「
文
明
批
評
家
と
し
て
の
文
学
者
」
が
喧
伝
し
、
そ
の
年
、
桑
木
厳
翼

（
一
八
七
四
｜
一
九
四
六
）
が
概
説
書
を
ま
と
め
て
開
始
さ
れ
た
。
和
辻
哲
郎
の

出
発
期
の
著
作
に
、
こ
の
樗
牛
に
よ
る
喧
伝
の
こ
だ
ま
が
響
い
て
い
る
。

二－

一

高
山
樗
牛
か
ら
シ
ョ
ー
へ

和
辻
哲
郎
が
十
八
歳
の
と
き
、
第
一
高
等
学
校
の
『
校
友
会
雑
誌
』
に
寄
せ

た
エ
ッ
セ
イ
「
霊
的
本
能
主
義
」

一
九
〇
七
）
は
、
現
代
青
年
の
課
題
を
霊

性

精
神
性
）の
改
革
に
す
え
、「
個
性
の
宗
教
」
を
訴
え
、
低
俗
を
の
の
し
っ

た
が
、
そ
れ
に
は
、
高
山
樗
牛
（
一
八
七
一
｜
一
九
〇
二
）
が
、「
美
的
生
活
を

論
ず
」（
一
九
〇
一
）
で
「
肉
の
本
能
」
に
立
つ
こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
に
対

す
る
対
抗
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る42

）
。
樗
牛
の
主
張
は
、
和
辻
哲
郎
よ
り
六
歳
上

の
一
高
の
先
輩
、
阿
部
次
郎
（
一
八
八
三
｜
一
九
五
九
）
ら
に
は
、
ま
る
で

「
個
人
主
義
」
の
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た43

）
。
日
清
戦
争
前
後

か
ら
知
的
青
年
た
ち
を
襲
っ
た
「
人
生

な
い
し
は
人
性
、
人
間
の
本
質
）い
か

に
あ
る
べ
き
か
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
の
煩
悶
に
強
く
訴
え
る
高
山
樗
牛

の
筆
の
力
を
、
早
熟
だ
っ
た
和
辻
哲
郎
が
早
く
か
ら
指
標
と
し
て
意
識
し
て
い

た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。

そ
し
て
、
樗
牛
の
初
期
の
評
論
「
巣
林
子
の
人
生
観
」

一
八
九
五
）
は
、

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
を
題
材
に
し
て
、
情
死
こ
そ
、

幸
福
な
る
愛
の
最

後44
）

と
論
じ
て
い
る
が
、
和
辻
哲
郎
も
一
高
『
校
友
会
雑
誌
』
一
七
七
号
（
一

九
〇
八
年
六
月
）
の
「
前
号
批
評
」
欄
に
、

近
代
の
物
質
的
な
虚
無
な
思
想
の

煩
悶

を
書
く
「
自
然
主
義
」
は
、
現
代
日
本
に
は
ま
す
ま
す
必
要
だ
が
、
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
情
死
文
学
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
向
に
あ
り
、

す
べ
て
の

情
死
は
人
情
の
勝
利
で
あ
る
、
暗
黒
で
な
く
て
光
明
で
あ
る

と
記
し
て
い
る45

）
。

情
死
を
美
化
す
る
点
に
お
い
て
は
樗
牛
に
賛
同
し
つ
つ
も
、
高
校
時
代
の
和
辻

は
、
精
神
性
に
か
け
る
方
向
を
見
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
和
辻
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哲
郎
が
ニ
ー
チ
ェ
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
や
は
り
高
山
樗
牛
の
文
章
に
ふ
れ
て
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

和
辻
哲
郎
の
ニ
ー
チ
ェ
へ
の
関
心
は
、
一
九
一
〇
年
、「
シ
ョ
ー
に
及
ぼ
し

た
る
ニ
イ
チ
ェ
の
影
響
」
あ
た
り
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
帝
国
大
学
に
入
学
し

た
時
期
の
和
辻
哲
郎
は
、
小
説
や
戯
曲
を
書
き
、
ま
た
内
外
の
小
説
や
戯
曲
、

日
本
で
の
演
劇
上
演
に
つ
い
て
、
文
科
大
学
の
同
人
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
に
、

編
集
委
員
と
し
て
執
筆
し
て
い
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
イ
ギ
リ
ス
で
人
気
の
高

い
劇
作
家
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー（

G
eo
rg
e B

ern
a
rd S

h
a
w
,
1856-1950）

の
戯
曲
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
シ
ョ
ー
が
『
バ
ー
バ
ラ
少
佐
』(M

a
jo
r

 
B
a
rb
a
ra
,
1905）

の
序
文
で
、
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
を
否
定
し
て
い
る
こ
と46

）
に
ふ

れ
な
が
ら
、
し
か
し
、
シ
ョ
ー
の
『
人
と
超
人
』（

M
an
 
an
d
 
S
u
perm

an
,

1903）

に
し
て
も
『
バ
ー
バ
ラ
少
佐
』
に
し
て
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
す
べ
て
の

価
値
転
換
』
な
ど
を
念
頭
に
お
い
て
読
む
と
き
、
生
彩
を
放
つ
も
の
に
な
る
と

述
べ
て
い
る
。
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
遺
稿
を
妹
が
編
集
し
た
『
権
力
へ

の
意
志
』
な
ど
を
ナ
ウ
マ
ン
・
ポ
ケ
ッ
ト
版
（
全
十
巻
）
で
読
ん
で
い
た
と

『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
記
し
て
い
る47

）
。

歓
楽
の
子
、
狂
熱
的
な
個
性
主
義
に
憧
れ
る
和
辻
哲
郎
の
当
時
の
関
心
は
、

し
か
し
、
ニ
ー
チ
ェ
よ
り
も
、
シ
ョ
ー
の
方
が
勝
っ
て
い
た
。
以
後
、
和
辻
哲

郎
は
、
シ
ョ
ー
の
戯
曲
の
翻
訳
や
、
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
え
な
が
ら
、
恋
情
を
肯

定
す
る
戯
曲
や
小
説
を
試
み
て
ゆ
く
。
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ

ン
ズ（

A
rth
u
r
 
S
y
m
o
n
s,

1865-1945）

の
演
劇
論
、“T

h
ea
tre;

P
o
etry

 
a
n
d M

elo
d
ra
m
a
”

の
翻
訳
も
あ
る
。
一
九
一
一
年
に
、
演
劇
な
い
し
は
戯
曲
、

小
説
を
離
れ
た
関
心
と
い
え
ば
、「
象
徴
主
義
の
先
駆
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ

イ
ク
」（『
帝
国
文
学
』
二
月
号
）
と
「
田
中
王
堂
『
書
斎
よ
り
街
頭
へ
』
に
つ

い
て
」（『
帝
国
文
学
』
六
月
号
）
の
二

く
ら
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
両

者
と
も
に
、
ニ
ー
チ
ェ
が
登
場
す
る
。

前
者
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
イ
ギ
リ
ス
詩
壇
の
若
手
詩
人
、
批
評
家
、
ヒ
ュ
ネ

ッ
カ
ー（

H
u
n
eck

er,

不
詳
）
と
イ
エ
ー
ツ（

W
illia

m
 
B
u
tler Y

ea
ts,

1865-

1939）

に
よ
る
ブ
レ
イ
ク
論
の
翻
訳
紹
介
で
あ
る
。
イ
エ
ー
ツ
が
ブ
レ
イ
ク
と

ニ
ー
チ
ェ
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
条
に
和
辻
が
惹
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ

ろ
う
。

二－

二

ニ
ー
チ
ェ
へ
の
接
近

「
田
中
王
堂
『
書
斎
よ
り
街
頭
へ
』
に
つ
い
て
」
は
、
個
人
の
具
体
的
な
生

活
欲
を
基
礎
に
、
各
瞬
間
に
個
性
の
充
実
を
目
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
遍
的

な
価
値
で
あ
る
真
善
美
（
科
学
・
道
徳
・
芸
術
、
認
識
・
実
行
・
成
美
）
の
理
想

に
向
か
う
こ
と
を
説
く
田
中
王
堂
（
一
八
六
七
｜
一
九
三
二
）
の
著
書
の
書
評
。

田
中
王
堂
は
、
機
能
主
義
（
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
）
と
象
徴
主
義
（
サ
ン
ボ
リ
ズ

ム
）
を
あ
わ
せ
た
「
人
生
論
」、
生
活
欲
に
発
す
る
文
明
批
評
に
こ
の
こ
ろ
か

ら
活
躍
し
て
い
た
。「
人
生
論
」
は
、
日
清
戦
争
を
前
後
す
る
時
期
か
ら
盛
ん

に
な
る
「
修
養
」
ブ
ー
ム
の
な
か
で
流
行
を
見
せ
た
も
の
で
、
人
間
と
は
何
か
、

人
生
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
宇
宙
の
本
体
か
ら
生
活
の
些
事
に

わ
た
っ
て
、
哲
学
と
も
芸
術
論
と
も
道
徳
論
と
も
つ
か
な
い
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ

類
が
、
そ
う
呼
ば
れ
た
。
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和
辻
は
、
そ
こ
で
、
ま
ず
、『
書
斎
よ
り
街
頭
へ
』
が

世
の
健
全
な
る
方

面
を
代
表
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
識
者
の
一
団
に
対
し
痛
烈
な
る
打
撃
を
与
え
た

こ
と

に

熱
い
感
謝

を
述
べ
て
い
る48

）
。
王
堂
の

ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
、
ロ
ー

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
お
よ
び
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
見
解
は
、
暗
示
に
富
ん
だ
面

白
い
も
の49

）

と
も
い
う
が
、「
道
学
者
」
に
対
す
る
痛
罵
は
基
準
が
明
確
で
な

い
、
威
張
っ
て
い
る
わ
り
に
権
威
が
足
り
な
い
、
も
っ
と
痛
烈
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
要
望
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
派
へ
の
反
抗
の
姿
勢
、
そ
し
て
、

痛
烈
な
表
現
を
好
む
和
辻
の
姿
勢
は
、「
霊
的
本
能
主
義
」
か
ら
、
す
で
に
う

か
が
え
る
。

そ
し
て
、
和
辻
は
、『
書
斎
よ
り
街
頭
へ
』
に
「
四
」
と
し
て
収
録
し
て
あ

る
「
ニ
イ
チ
エ
の
ザ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
を
論
ず
」（
初
出
は
『
新
小
説
』
一
九
一
〇
年

九
月
号
）
に
着
目
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
の

“G
ru
n
d
stim

m
u
n
g
”

（
根
本
を
な
す
気
分
）
に
注
目
し
て
い
る
。
王
堂
の
「
ニ

イ
チ
エ
の
ザ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
を
論
ず
」
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
説
く
「
超
人
」
の
名
ば

か
り
が
流
行
し
て
、
そ
の
意
義
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
は
じ
め
て
は
い

る
が
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
つ
い
て
、
要
す
る
に
「
超
人
」
へ
の
憧
憬
ば

か
り
が
先
に
た
っ
て
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
は
ず
の
社
会
改
造
、
人
格
改
造
に
向

か
っ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る50

）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
和
辻
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の

立
場
に
は
種
々
の
矛
盾

が
あ
る
が
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
は

い
か
に
も

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
ド
グ
マ
で
は
な
い
か

、
王
堂
は
、
そ
の
芸
術
品
と
し
て
の

鑑
賞
を
怠
り
、
ニ
ー
チ
ェ
の“G

ru
n
d
stim

m
u
n
g
”

を
了
解
し
て
い
な
い
、「
超

人
」
も

な
お
、
思
想
を
形
造
る
に
至
ら
な
い
一
の

S
tim

m
u
n
g

で
は
な
い

だ
ろ
う
か

と
述
べ
て
い
る51

）
。

こ
の
と
き
、
和
辻
は
、
ま
だ
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
の
全
容
と
正
面
か
ら
取
り
組

ん
で
い
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
ろ
に
は
、
ド
イ
ツ
の
批
評
家

に
よ
る
ニ
ー
チ
ェ
論
も
少
し
ず
つ
翻
訳
さ
れ
、
生
田
長
江
（
一
八
八
二
｜
一
九

三
六
）
が
し
き
り
に
論
じ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
触
れ
つ
つ
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト

ラ
』
な
ど
を
覗
い
て
み
た
程
度
だ
っ
た
と
思
う
。

ほ
ぼ
半
年
後
、「
シ
ョ
ー
と
エ
デ
キ
ン
ト
と
の
比
較
」（『
帝
国
文
学
』
一
九
一

二
年
一
月
号
）
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
と
ド
イ
ツ
の
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ

ス
ム
ス
の
劇
作
家
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト（

F
ra
n
k
 
W
ed
ek
in
d
,
1864-1918）

を
並

べ
て
論
じ
た
ド
イ
ツ
の
評
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、
和
辻
哲
郎
は
た
め
ら
い
な
く

シ
ョ
ー
に
軍
配
を
上
げ
て
い
る
。
ふ
つ
う
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
は
ニ
ー
チ
ェ
の
影

響
を
受
け
て
、
性
欲
の
力
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
悲
劇
を
書
い
た
作
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
和
辻
は
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
の
思
想
が
性
欲
に
限
定
さ
れ
て
い
る

に
比
べ
て
、
シ
ョ
ー
は
ち
が
う
と
い
う
。

シ
ョ
ー
は
宇
宙
根
本
の
実
在
と
し

てlife fo
rce

と
い
う
も
の
を
認
め
た
。
彼
の
「
生
活
力
」
は
ち
ょ
う
ど
「
電

子
」
と
ニ
イ
チ
ェ
の
「
力
」
を
調
合
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
昔
の
人
の
信
じ
た

神
の
よ
う
な
勢
力
を
持
っ
て
い
る52

）

と
。

「
電
子
」
は
、
当
時
で
は
、
宇
宙
の
根
本
を
な
す
微
粒
物
質
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

シ
ョ
ー
は
宇
宙
根
本
の
実
在
と
し
てlife fo

rce

と
い
う
も
の
を

認
め
た

と
い
う
表
現
は
、
和
辻
哲
郎
の
脳
裏
に
「
宇
宙
生
命
の
力
」
と
い
う

観
念
が
宿
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

他
方
、
和
辻
は
、こ
の
と
き
、ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
の
原
理
と
し
て
、「
力
」、す
な
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わ
ち
「
権
力
」
を
認
識
し
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の
底
に
は
「
欲
動
の

力
」
が
あ
る
と
す
る
考
え
が
す
で
に
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
和
辻
は
、

そ
れ
を
「
生
活
の
力
」
な
い
し
は
「
生
命
の
力
」
の
よ
う
に
も
理
解
し
て
は
い

な
い
。
シ
ョ
ー
の
い
う“life fo

rce”

は
、
そ
れ
と
も
異
な
る
世
界
原
理
だ
と

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
と
き
の
和
辻
に
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
力
」
を

「
宇
宙
生
命
」
と
い
う
観
念
と
結
び
つ
け
る
考
え
は
芽
生
え
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
を
「
宇
宙
生
命
」
な
る
観
念
を
原
理
と
す
る
哲
学
の
流
れ

の
一
環
と
す
る
考
え
に
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ

う
。ち

な
み
に
和
辻
の
著
作
の
な
か
に

人
類
の
普
遍
的
生
命53

）

と
い
う
観
念
が

登
場
す
る
の
は
、「
イ
ブ
セ
ン
の
『
野
鴨
』
を
読
み
て
ま
さ
に
来
た
ら
ん
と
す

る
人
の
世
の
悲
劇
を
思
う
」（『
帝
国
文
学
』
一
九
〇
八
年
二
月
号
）
が
最
初
だ
ろ

う
。
一
切
の
虚
偽
を
打
破
し
て
個
性
に
生
き
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
思
想
を
展

開
す
る
な
か
で
、
そ
の
人
生
観
に
対
比
し
て
レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ（

L
ev
 
N
i-

k
o
la
ev
ich
 
T
o
lsto

y
, 1828-1910）

の
人
類
愛
を
見
て
い
た
。「
シ
ョ
ー
と
エ
デ

キ
ン
ト
と
の
比
較
」
に
お
い
て
、
和
辻
は
、
こ
の
個
性
と
、
そ
し
て
人
類
を
飛

び
越
え
た
「
宇
宙
生
命
」
と
い
う
絶
対
普
遍
の
観
念
を
、
シ
ョ
ー
の
思
想
の
う

ち
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
。

二－

三

ニ
ー
チ
ェ
研
究
へ

「
哲
人
主
義
の
価
値
｜
田
中
王
堂
先
生
に
」（『
帝
国
文
学
』
一
九
一
二
年
九
月

号
）
は
、
そ
れ
か
ら
、
半
年
以
上
の
ち
の
文
章
。
和
辻
哲
郎
は
、
王
堂
の
近
著

『
哲
人
主
義
』
を
紹
介
し
、
そ
の
主
張
の
全
般
は
認
め
ら
れ
る
と
し
な
が
ら
、

象
徴
的
表
現
で
、
外
形
的
な
一
般
論
に
す
ぎ
ず
、
欲
望
に
つ
い
て
も
生
理
学
や

心
理
学
の
説
明
は
な
い
し
、
身
体
と
の
関
係
も
説
か
な
い
、

欲
望
の
根
底
が

明
ら
か
で
な
い

、

内
的
経
験
を
顧
み
な
い54

）

、
宗
教
の
内
容
に
も
ふ
れ
な
い
、

内
的
直
観
を
尊
重
し
な
い
な
ど
と
批
判
を
な
ら
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
田
中
王

堂
に
よ
る
哲
人
主
義
は
、
多
数
者
の
愚
昧
に
有
効
に
働
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
す
で
に
ニ
ー
チ
ェ
の
著
作
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
で
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
よ
う
。『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
で
も
、「
哲
学
者
の
直
覚
の
表
現
」
は

「
暗
示
的
象
徴
的
」
に
な
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
限
界
、
す
な
わ
ち
概
念
の

混
乱
を
指
摘
し
て
い
た
。
批
判
の
型
と
し
て
は
似
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
来
、

「
現
象
界
の
総
合
的
関
係55

）
」
を
洞
察
す
る
天
才
者
の
鋭
い
直
覚
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
な
る
こ
と
ば
は
、
民
衆
に
は
届
か
な
い
と
い
う
意
見
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の

『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

王
堂
の
説
く
日
本
現
代
文
明
の
批
評
に
対
し
て
も
、
道
徳
の
改
造
、
新
道
徳

の
樹
立
を
い
う
の
は
よ
い
が
、「
忠
孝
」
や
儒
教
主
義
の
復
活
な
ど
、
個
々
の

特
殊
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
加
え
、
標
準
と
な
る
指
針
を
与
え
よ
と

注
文
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
、
岩
波
改
訂
版
『
全
集
』
第
二
一
巻
の

解
説
者
、
湯
浅
泰
雄
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
後
年
、
和
辻
哲
郎
の
倫
理
学
体
系

を
育
て
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
苗
床
、
つ
ま
り
国
民
道
徳
論
の
原
型
が
あ
る
と

い
っ
て
よ
い56

）
。

そ
し
て
、
一
九
一
二
年
、「
評
論
の
力
」（『
帝
国
文
学
』
十
月
号
）
は
、
高
山
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樗
牛
の
著
作
を
読
み
返
し
て
、

た
と
え
彼
の
評
論
の
内
容
が
幼
稚
で
あ
っ
た

に
し
て
も
、
彼
の
信
仰
と
態
度
に
は
彼
の
評
論
を
高
む
る
あ
る
尊
い
も
の
が
ひ

そ
ん
で
い
た57

）

と
述
べ
、
ひ
る
が
え
っ
て
今
日
の
批
評
家
に
つ
い
て
、
討
議
す

る
態
度
の
不
足
な
ど
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

樗
牛
の
「
美
的
生
活
を
論
ず
」（
一
九
〇
一
）
な
ど
は
、
登
張
竹
風
に
よ
っ

て
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
ニ
ー
チ
ェ
紹
介
の
一
端
を
自
己
流
に
解
釈
し
た
も
の
に

す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
の
和
辻
か
ら
見
れ
ば
「
幼
稚
」
の
一
言
で
か
た
づ
け
て
も
、

け
っ
し
て
不
遜
に
は
あ
た
ら
な
い
の
だ
が
、
着
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
と
き
、

和
辻
哲
郎
が
高
山
樗
牛
の
著
作
の
一
部
に
目
を
と
お
し
て
み
た
と
い
う
、
そ
の

一
事
で
あ
る
。
和
辻
哲
郎
の
ニ
ー
チ
ェ
と
の
取
り
組
み
が
本
格
化
し
、
あ
る
い

は
、
す
で
に
一
段
落
つ
い
た
の
ち
に
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
と
い
う
推
測
が
な
り

た
と
う
。
和
辻
哲
郎
は
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
と
格
闘
し
、
ほ
ぼ
、
そ
れ
を
了
解
し

た
と
思
っ
た
と
き
、
先
輩
、
高
山
樗
牛
を
踏
み
こ
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
、

そ
し
て
、
読
者
に
感
銘
を
与
え
る
樗
牛
の
筆
の
調
子
の
高
さ
に
讃
辞
を
贈
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
詩
的
な
散
文
の
魅
力
を
十
分
に
味
わ
っ
た

こ
と
の
影
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
年
、「
安
倍
能
成
氏
の
努
力
｜
オ
イ
ケ
ン
の
翻
訳
に
つ
い
て
」

が
書
か
れ
る
。
ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
、
二
十
世
紀

初
頭
の
哲
学
者
と
し
て
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
な
ら
ん
で
国
際
的
に
ひ
ろ
く
知
ら

れ
、
一
九
〇
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
日
本
で
も
注
目
さ

れ
て
い
た
。
自
然
主
義
思
潮
に
反
対
し
、
高
い
精
神
生
活
に
価
値
を
お
い
て

「
新
理
想
主
義
」
を
唱
え
た
オ
イ
ケ
ン
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
家
た
ち
の

精
神
生
活
史
と
も
い
う
べ
き
著
作
を
『
大
思
想
家
之
人
生
観
』（
一
八
九
〇
）

と
し
て
、
一
高
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
の
先
輩
、
安
倍
能
成
が
翻

訳
出
版
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
オ
イ
ケ
ン
の
著
書
が

内
生
活
に
窮
迫
を
持
っ

て
い
る
人
に

強
く
迫
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
翻
訳
が
待
た
れ
て
い
た
こ
と
、

内
面
的
情
調
が
ど
れ
ほ
ど
よ
く
翻
訳
せ
ら
れ
た
か

と
い
う
観
点
か
ら
讃
辞

が
述
べ
ら
れ
て
い
る58

）
。
そ
の
第
三

第
三
章
第
四
節
は
「
実
在
論
に
対
す
る
反

動
、
主
観
主
義
、
ニ
ー
チ
ェ
」
で
あ
る
。

和
辻
哲
郎
は
哲
学
科
の
卒
業
論
文
を
ニ
ー
チ
ェ
で
書
こ
う
と
し
て
、
主
任
教

授
、
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
五
｜
一
九
四
四
）
か
ら
許
さ
れ
ず
、
急
遽
、
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
論
（
英
文
）
に
変
更
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
、
一
九
一
二
年
の
う
ち
に
、
ニ
ー
チ
ェ
論
を
ま
と
め
る
用
意
は
、
整
っ
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
。

ま
だ
東
京
帝
国
大
学
が
九
月
入
学
、
七
月
卒
業
の
と
き
だ
か
ら
、
和
辻
の
著

作
の
途
切
れ
る
一
九
一
三
年
の
一
月
こ
ろ
か
ら
卒
業
論
文
の
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ア
ー
論
に
着
手
し
、
そ
れ
を
仕
上
げ
た
の
ち
、
シ
ョ
ー
の
戯
曲
「
恋
を
あ
さ
る

人
」
を
翻
訳
、
ま
た
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
原
稿
を
ま
と
め
て
、
十
月
に
上
梓

す
る
に
い
た
る
と
い
う
運
び
で
あ
る
。

三

内
的
経
験
、
暗
示
象
徴
、
永
遠
回
帰
、
宇
宙
生
命

和
辻
哲
郎
『
ニ
ー
チ
ェ
研
究
』
を
養
っ
た
の
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
、
オ
イ
ケ
ン
、
ジ
ン
メ
ル
ら
の
海
外
の
文
献
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
新
し

い
哲
学
の
動
き
な
く
し
て
は
、
高
山
樗
牛
が
そ
う
し
た
よ
う
に
ニ
ー
チ
ェ
を
生

331

和辻哲郎の哲学観、生命観、芸術観



物
本
能
主
義
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
幼
稚
と
退
け
、
い
か
な
る
宗
教
に

も
、
自
然
科
学
に
も
よ
ら
ず
に
、「
宇
宙
生
命
」
を
世
界
の
根
源
に
想
定
す
る
、

い
わ
ば
唯
生
命
論
こ
そ
が
哲
学
で
あ
る
と
宣
言
す
る
こ
と
な
ど
、
そ
し
て
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
を
解
釈
す
る
構
え
を
と
る
こ
と
な
ど
、
と
う
て
い

で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
不
断
の
創
造
で
あ
る
「
宇
宙
生
命
」
を

原
理
と
し
、
一
切
を
そ
の
産
出
物
と
す
る
世
界
観
に
立
ち
、「
真
の
哲
学
者
」

は
、
そ
の
現
れ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
直
接
な
内
的
経
験
」
を
表
現
す
る
者
で
あ

り
、
そ
の
表
現
は
「
暗
示
的
象
徴
的
」
な
も
の
に
な
る
と
い
う
和
辻
哲
郎
の
哲

学
観
（
世
界
観
、
狭
義
の
哲
学
観
、
表
現
観
）
に
よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を

読
み
解
こ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
直
接
な
内
的
経
験
」
に
つ
い

て
、
そ
し
て
、
そ
の
表
現
が
暗
示
的
象
徴
的
に
な
る
と
い
う
こ
と
、「
宇
宙
生

命
」
と
い
う
観
念
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
日
本
の
哲
学
・
思
想
に

お
け
る
位
置
を
考
察
し
、
和
辻
哲
郎
の
ニ
ー
チ
ェ
解
釈
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

和
辻
哲
郎
に
よ
る
哲
学
の
定
義
の
要
に
な
る
「
直
接
な
内
的
経
験
」
の
語
は
、

ニ
ー
チ
ェ
と
同
時
代
、
ま
た
和
辻
哲
郎
と
同
時
代
の
哲
学
者
た
ち
が
関
心
を
向

け
て
い
た
意
識
の
働
き
を
指
す
よ
り
も
、
流
動
す
る
内
的
経
験
の
総
体
を
指
し
、

和
辻
哲
郎
は
、
そ
れ
を
「
人
格
」
と
結
び
つ
け
て
語
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
傾
き
と

哲
学
者
の
直
覚
の
表
現

は

暗
示
的
象
徴
的

に
な
る
と
い

う
表
現
観
念
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
、
ニ
ー
チ
ェ

の
哲
学
の
ひ
と
つ
の
要
諦
を
な
す
「
永
遠
回
帰
」
と
は
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す

る
の
か
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
も
の
で
は
な
い
「
宇
宙
生
命
」
と

い
う
観
念
に
つ
い
て
、
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
の
キ
イ
ワ
ー
ド

を
な
す
、「
永
遠
回
帰
」
に
も
「
超
人
」
に
も
、
当
然
、
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三－

一

内
的
経
験
の
叙
述

和
辻
哲
郎
の
「
直
接
な
内
的
経
験
」
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

「
純
粋
経
験
」
の
問
題
意
識
を
受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
お
そ
ら

く
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
の
世
界
」(A

 
W
o
rld
 
o
f P

u
re E

x
p
erien

ces,

1904)

を
読
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
す
で
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
遺
稿
エ
ッ
セ
イ
集

『
根
本
的
経
験
論
』(E

ssays in R
ad
ical E

m
piricism

)

に
収
録
さ
れ
、
一
九
一

二
年
に
は
遺
稿
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
。

一
九
〇
七
年
、
一
高
時
代
の
和
辻
哲
郎
の
エ
ッ
セ
イ
「
霊
的
本
能
主
義
」
に

は
先
に
少
し
ふ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
内
的
生
命
」
の
語
が
登
場
し
て
い
る
。

吾
人
相
互
の
尊
卑
は
た
だ
内
的
生
命
の
美
醜
に
定
ま
る59

）

と
。

一
九
一
一
年
の
「
象
徴
主
義
の
先
駆
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
」
の
最
後

に
も
、

彼
の
内
部
生
命
を
輝て
ら
す
も
の
は
、
彼
自
身
の
ほ
か
に
は
な
い

と

あ
る
。
文
中
、

内
部
生
命（

E
ssen

tia
l ）

と
い
う
表
記
も
見
え
る60

）
が
、
日
本

語
の
「
生
命
」
に
は
、
も
の
ご
と
の
本
質
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
を
和
辻
が

利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、「
内
部
生
命
」
は“in

n
er life”

の
訳
語
だ
ろ
う
。
こ

れ
が
北
村
透
谷
「
内
部
生
命
論
」

一
八
九
三
）
に
発
す
る
こ
と
は
、
い
う
ま

で
も
な
い
。
そ
し
て
、「
安
倍
能
成
氏
の
努
力
」
に
は
、「
内
的
生
活61

）
」
な
い
し

は
「
内
生
活
」
が
登
場
し
て
い
る
。「
生
活
」
は
「
生
命
活
動
」
の
意
味
で
あ
る
。
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一
九
一
二
年
の
エ
ッ
セ
イ
で
も
、
田
中
王
堂
に
つ
い
て
の
「
哲
人
主
義
の
価

値
」
に
は
、
先
に
引
い
た
な
か
に
、「
内
的
経
験
を
顧
み
な
い
」
と
い
う
用
法

が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、「
外
的
経
験
」
に
対
す
る
語
で
、
こ
の

時
期
の
和
辻
哲
郎
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
を
指
す
も
の
と
し
て
こ
れ
ら
の
語
を
、
文

脈
に
よ
っ
て
適
当
に
使
い
分
け
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
和
辻
の
う

ち
で
、「
内
的
経
験
」
を
「
人
格
」
と
結
び
つ
け
る
方
向
は
、
す
で
に
固
ま
っ

て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
和
辻
哲
郎
の
「
直
接
な
内
的
経
験
」
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
の

こ
と
ば
つ
き
か
ら
し
て
、
阿
部
次
郎
の
い
う
「
内
生
活
直
写
」
が
響
い
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
和
辻
哲
郎
が
阿
部
次
郎
に
関
心
を
寄
せ
な
い
わ
け
は
な
い
。

阿
部
次
郎
は
、
安
倍
能
成
と
同
じ
で
和
辻
よ
り
六
歳
上
だ
が
、
一
高
文
芸
部
委

員
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
、
そ
し
て
『
帝
国
文
学
』
編
集
委
員
と
し
て
も
先

輩
で
、
一
九
〇
七
年
に
ス
ピ
ノ
ザ（

B
a
ru
ch d

e S
p
in
o
za
,
1632-77）

の
哲
学

に
つ
い
て
論
文
を
書
い
て
卒
業
し
、
歌
舞
伎
を
趣
味
と
し
、「
自
由
劇
場
」
を

創
始
し
た
小
山
内
薫
（
一
八
八
一
｜
一
九
二
八
）
と
親
交
を
も
っ
て
い
た
。
和

辻
哲
郎
の
初
期
の
著
作
に
は
、
歌
舞
伎
や
「
自
由
劇
場
」
に
つ
い
て
の
エ
ッ
セ

イ
も
あ
る62

）
。

一
九
一
一
年
八
月
、
阿
部
次
郎
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」
は
、
文
芸
を
作
品

の
造
形
に
心
を
砕
く
「
ア
ポ
ロ
ン
型
」
と
内
面
の
蠢
き
を
提
示
す
る
「
デ
ィ
オ

ニ
ソ
ス
型
」
の
ふ
た
つ
に
類
型
化
し
て
、
後
者
を
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」
と

呼
ん
で
、
内
側
か
ら
沸
き
あ
が
っ
て
く
る
も
の
の
表
出
に
か
け
る
方
向
を
訴
え

た
。
そ
し
て
、
翌
年
二
月
、「
内
生
活
直
写
の
文
学

再
び
）
」
に
よ
っ
て
、
先

の
主
張
を
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
た
。

「
ア
ポ
ロ
ン
型
」「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
型
」が
ニ
ー
チ
ェ『
悲
劇
の
誕
生
』（

D
ie

 
G
ebu

rt d
er T

ragod
ie
,
1872）

に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

作
品
制
作
の
意
識
の
向
き
を
読
者
に
向
け
る
外
向
性
と
、
創
作
主
体
の
内
奥
か

ら
の
表
出
と
い
う
意
味
で
の
内
向
性
と
の
ち
が
い
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
用
い

た
も
の
で
、
本
来
の
意
味
と
は
隔
た
っ
て
い
る
。
読
者
の
鑑
賞
に
た
え
う
る
よ

う
に
苦
心
す
る
よ
り
も
、
内
心
の
不
定
形
な
蠢
き
を
、
い
わ
ば
そ
の
ま
ま
外
に

出
す
こ
と
に
苦
心
す
る
と
い
う
の
が
「
直
写
」
の
意
味
で
あ
る
。

阿
部
次
郎
は
、
作
者
が
自
身
の
心
の
動
き
を
、
半
分
ほ
ど
造
形
し
て
提
示
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
「
浮
彫
り
」
に
対
し
て
、
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。「
浮

彫
り
」
は
、
も
と
よ
り
「
丸
彫
り
」、
す
な
わ
ち
登
場
人
物
を
そ
っ
く
り
客
体

と
し
て
造
形
す
る
の
に
対
し
て
、
作
家
の
身
の
半
ば
を
土
台
か
ら
浮
か
せ
て
造

形
す
る
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
で
、
要
す
る
に
、
作
家
そ
の
ひ
と
の
一
人
称

小
説
の
書
き
方
の
案
配
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
「
私
小
説
」
と
通
称

さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。

そ
の
「
浮
彫
り
」
に
対
し
て
、
阿
部
次
郎
の
い
う
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」

は
、

精
神
生
活
の
内
容

そ
の
も
の
に
価
値
を
認
め
て
、
直
接
性
を
重
ん
じ
、

自
分
の
感
興
を
直
接
盛
る
形
式
を
い
う
。
登
場
人
物
と
し
て
の
造
形
を
ほ
ど
こ

さ
な
い
か
ら
、
小
説
に
も
、

中
心
情
調

を
つ
く
る
工
夫
も
し
な
い
の
で
詩

に
も
、
も
ち
ろ
ん
論
文
の
形
式
に
も
適
合
し
な
い63

）
。

こ
の
「
情
調
」
は
、
ド
イ
ツ
の
感
情
移
入
美
学
に
基
づ
き
、
日
本
で
は
木
下

杢
太
郎
（
一
八
八
五
｜
一
九
四
五
）、
北
原
白
秋
（
一
八
八
五
｜
一
九
四
二
）
ら
が
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主
張
し
て
い
た
。
和
辻
哲
郎
が
田
中
王
堂
の
「
ニ
イ
チ
エ
の
ザ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
を

論
ず
」
を
批
判
し
た
際
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
超
人
」
も

な
お
、
思
想
を
形
造
る

に
至
ら
な
い
一
の

S
tim

m
u
n
g

で
は
な
い
だ
ろ
う
か64

）

と
述
べ
て
い
た
が
、

そ
の
「
気
分
」（

S
tim

m
u
n
g
）

と
あ
わ
せ
、「
気
分
情
調
」
を
つ
く
り
だ
す
こ

と
を
主
眼
と
す
る
詩
の
理
念
と
し
て
尖
端
的
な
人
び
と
の
あ
い
だ
で
は
流
行
語

に
な
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
阿
部
次
郎
の
い
う
「
内
生
活
直
写
」
は
、
や
が
て
彼
の
『
三
太
郎
の

日
記
』

一
九
一
四
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
随
想
シ
リ
ー
ズ
を
基
礎
づ
け
る

主
張
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
前
後
か
ら
の
修
養
書
の
流
行
を
背
景
に
、
哲
学
と

も
、
芸
術
論
と
も
つ
か
な
い
「
人
生
論
」
と
呼
ば
れ
る
随
想
が
さ
か
ん
に
書
か

れ
た
が
、
そ
れ
を
自
ら
の
内
面
の
吐
露
と
し
て
行
う
も
の
と
考
え
れ
ば
わ
か
り

や
す
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
作
家
の
手
に
な
る
と
、
欧
米
で
も
中
国
で
も
小
説
と

は
認
め
ら
れ
な
い
随
筆
型
の
、
そ
の
意
味
で
後
に
「
日
本
に
独
自
の
私
小
説
」

と
呼
ば
れ
る
「
心
境
小
説
」
の
流
れ
と
な
る
。
な
お
、「
三
太
郎
」
は
愚
鈍
の

代
名
詞
で
、
当
時
情
痴
小
説
と
罵
倒
さ
れ
た
「
私
小
説
」
に
顕
著
な
自
己
戯
画

化
（
セ
ル
フ
・
パ
ロ
デ
ィ
ー
）
の
意
匠
を
借
り
て
い
る
。
だ
が
、
青
春
の
愚
昧

を
自
称
し
た
題
名
に
と
ど
ま
り
、
内
容
と
文
章
に
、
そ
の
気
配
は
な
い
。

和
辻
哲
郎
が
、「
内
的
経
験
」
を
吐
露
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
作
品
群
に
、
哲
学

と
芸
術
の
融
合
を
見
て
、
こ
れ
こ
そ
が
「
真
の
哲
学
」
の
姿
と
論
じ
て
は
ば
か

ら
な
か
っ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
。

三－

二

暗
示
象
徴

和
辻
哲
郎
の
い
う
「
内
的
経
験
」
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ら
の
意
識
の
働
き
へ
の

関
心
よ
り
も
、
は
る
か
に
「
人
格
」
と
結
び
つ
く
も
の
に
向
か
っ
て
い
た
の
は
、

阿
部
次
郎
の
説
い
て
い
る
よ
う
な
意
味
で
の
「
内
生
活
」
と
同
じ
た
め
だ
ろ
う
。

阿
部
次
郎
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」
の
主
張
は
、
芸
術
や
哲
学
は

根
本
力
の

創
造

の
産
物
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
自
体
は

生
の
本
質
を
暗
示
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い

と
い
う
和
辻
哲
郎
の
主
張
に
は
、
直
接
か
さ
な
ら
な
い
が
、
内
心

の
動
き
を
あ
る
何
者もの
か
の
「
影
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
芸
術
を
暗
示
象

徴
と
見
る
見
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
限
り
で
は
、
田
中
王
堂
の
象
徴
主

義
人
生
論
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
も
う
少
し
ひ
ろ
げ
て
、
和
辻
哲
郎
が
「
霊

的
本
能
主
義
」（
一
九
〇
七
）
の
こ
ろ
か
ら
示
し
て
い
た
神
秘
に
向
か
う
関
心

の
傾
向
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
よ
い
。
和
辻
は
一
九
〇
八
年
、
先
に
ふ
れ
た

「
イ
ブ
セ
ン
の
『
野
鴨
』
を
読
み
て
…
…
」
の
な
か
で
、
こ
う
い
っ
て
い
る
。

科
学
は
す
べ
て
仮
説
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
仮
説
を
信
ず
る
の
は
吾

人
の
自
由
意
志
で
あ
る
。（
中
略
）
吾
人
は
光
の
波
や
、
音
響
の
波
や
分

子
の
力
な
ど
を
考
え
る
時
、
果
し
て
肉
眼
の
認
め
得
ざ
る
奇
し
き
力

神
秘
の
力
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
る
か
。
一
つ
の
電
燈
の
光
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
出
所
は
幾
万
年
以
前
の
太
陽
の
光
で
あ
る
か
解
ら
な
い
。
こ
の
時
と

空
間
と
の
「
無
限
」
は
神
秘
の
感
を
以
て
び
し
び
し
と
身
に
迫
る
よ
う
に

覚
え
る65

）
。
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自
然
科
学
の
仮
説
性
に
ふ
れ
て
、
神
秘
に
惹
か
れ
る
心
が
躍
動
す
る
。
和
辻

哲
郎
は
、
こ
の
よ
う
に
、
イ
プ
セ
ン（

H
en
rik Ib

sen
, 1828-1906）

や
メ
ー
テ

ル
ラ
ン
ク
ら
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
思
潮
の
精
髄
を
述
べ
て

い
た
。
メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
の
自
然
科
学
思
想
と
結
び
つ
い
た
神
秘
哲
学
に
つ
い

て
は
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
に
も
参
照
さ
れ
て
い
た
。
当
然
に
も
、
メ
ー
テ
ル

ラ
ン
ク
の
神
秘
的
な
象
徴
表
現
と
の
関
連
が
探
ら
れ
て
よ
い
。

そ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、

メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
思
想
上
の
兄
弟
分66

）

を

標
榜
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、「
生
々
欲
」
を
世
界
の
原
理
に
お
き
な
が

ら
、
刹
那
の
感
情
の
燃
焼
こ
そ
が
す
べ
て
と
説
く
岩
野
泡ほう
鳴めい
『
神
秘
的
半
獣
主

義
』（
一
九
〇
六
）
で
あ
る
。

三－

三

岩
野
泡
鳴
の
影

岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
は
、「
自
然
主
義
が
深
ま
る
と
神
秘
に
向

か
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る67

）
。
十
九
世
紀
後
半

に
自
然
主
義
の
流
れ
に
く
み
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
た
ち
が
、
イ
プ
セ
ン
に

し
ろ
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン（

G
erh

a
rt H

a
u
p
tm
a
n
n
,
1862-1946）

に
し
ろ
、
ユ

イ
ス
マ
ン
ス（

Jo
ris K

a
rl H

u
y
sm
a
n
s,
1848-1907）

に
し
ろ
、
み
な
神
秘
に

お
も
む
い
て
ゆ
く
の
を
見
て
と
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
動
き
を
ド
イ
ツ
の

美
学
者
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
が
『
美
学
上
の
時
事
問
題
』（
一
八
九

五
）
で
「
後
自
然
主
義
」（

N
a
ch
n
a
tu
ra
lism

u
s ）

と
名
づ
け
、
批
判
的
に
論

じ
、
こ
れ
を
森
鷗
外
『
審
美
新
説
』（
一
九
〇
〇
）
が
翻
訳
紹
介
し
て
い
た
。

し
か
も
、
泡
鳴
は
、
そ
の
神
秘
的
象
徴
主
義
か
ら
転
じ
て
、
刹
那
の
感
情
の
燃

焼
こ
そ
が
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
「
人
生
観
」
を
披
瀝
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
立
場
は
「
人
生
観
の
自
然
主
義
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、

泡
鳴
自
身
も
島
村
抱
月
に
な
ら
っ
て
、「
新
自
然
主
義
」
を
名
の
っ
た
。
が
、

表
現
論
と
し
て
は
実
質
的
に
象
徴
主
義
に
属
す
る
も
の
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
刹
那
の
感
情
の
燃
焼
も
「
絶
え
ざ
る
生
々
欲
」
の
現
れ
と
さ
れ
る
か
ら
だ
。

何
を
書
い
て
も
、
そ
れ
は
「
絶
え
ざ
る
生
々
欲
」
の
象
徴
と
な
る
。
そ
し
て
、

刹
那
の
情
念
の
充
実
に
か
け
る
岩
野
泡
鳴
は
、
ニ
ー
チ
ェ
と
と
も
に
極
力
、
概

念
化
を
嫌
っ
た
。
制
度
も
概
念
も
抜
け
が
ら
に
ひ
と
し
い
と
泡
鳴
は
い
う68

）
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
諸
も
ろ
の
観
念
で
塗
り
こ
め
ら
れ
た
汚
ら
わ
し
い
世
界
を
無

垢
に
戻
す
こ
と
を
企
て
た
。
何
も
か
も
が
、
す
な
わ
ち
世
界
は
、
個
々
人
の
生

の
意
欲
に
発
す
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
、
シ
ヨ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
「
宇
宙
の
意
志
」
な
る
も
の
を
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
内
へ
と
帰
す

営
み
だ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
の
「
超
人
」
の
観
念
が

「
内
在
超
越
」
と
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
、
泡
鳴
に

お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
と
取
り
組
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
と
え
、
そ
れ

が
な
し
え
た
と
し
て
も
、
瞬
時
の
感
情
が
す
べ
て
と
主
張
す
る
泡
鳴
の
方
が
、

ニ
ー
チ
ェ
よ
り
、
よ
ほ
ど
徹
底
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
和
辻
哲
郎
が
日
本
古
代
文
化
に
赴
い
た
こ
と
に
も
、
泡
鳴
の
影
が

働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に

真
正
の
日
本
人
の
血
に
ニ
イ
チ

ェ
と
相
通
じ
る
も
の
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る

と
い
う
『
ニ
イ
チ
ェ
研

究
』
初
版
「
自
序
」
の
最
後
の
一
言
を
引
い
た
。
そ
し
て
、
和
辻
哲
郎
に
は

武
士
道
と
報
徳
教
と
の
隆
勢
を
極
め
て
い
る
日
本69

）

へ
の
反
発
が
あ
り
、
湯
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浅
泰
雄
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
和
辻
哲
郎
に
は
加
藤
弘
之
、
穂
積
八や

束つか
、
筧
かけい

克
彦
ら
の
国
家
神
道
に
よ
る
家
族
国
家
論
と
の
対
峙
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た70

）
。

岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
ミ
ト
ノ
マ
グ

ワ
イ
を
生
々
欲
の
発
現
の
表
象
と
見
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
民
族
は
生
じ
た
と

す
る
見
解
を
と
る
。
そ
の
後
、
そ
れ
に
よ
っ
て
岩
野
泡
鳴
が
筧
克
彦
『
続
古
神

道
大
義
』（
一
九
一
五
）
に
食
っ
て
か
か
り
、「
筧
博
士
の
古
神
道
大
義
」（
一
九

一
五
、
の
ち
『
古
神
道
大
義
』）
を
も
の
し
て
ゆ
く
成
り
ゆ
き
を
、
和
辻
哲
郎
が

見
て
い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。

三－

四

永
遠
回
帰
を
め
ぐ
っ
て

若
き
和
辻
哲
郎
が

各
瞬
間
の
絶
対
価
値

を
も
っ
て
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の

頂
点
と
理
解
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
た
し
は
「
刹
那
の
絶
対
」
を
説
い
た
岩

野
泡
鳴
の
影
を
見
る
。
と
い
う
の
も
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
本
論
第

一
第
三
章
「
自
然
と
し
て
の
権
力
意
志
」
第
四
節
「
宇
宙
」
に
お
い
て
、
ニ
ー

チ
ェ
哲
学
の
頂
点
が
、
ニ
ー
チ
ェ
が
絶
対
に
し
な
い
よ
う
な
や
り
方
で
説
か
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

知
識
、
道
徳
、
宗
教
す
べ
て
の
自
由
な
生
を
抑
圧
す
る
も
の
を
追
い
払

い
、
永
久
の
渾
沌
、
争
闘
、
征
服
、
創
造
た
る
権
力
意
志
を
赤
裸
々
に
肯

定
し
、
こ
の
純
粋
な
生
と
し
て
、
す
な
わ
ち
宇
宙
の
本
質
と
合
一
し
た
生

と
し
て
、
生
き
る
所
に
、
こ
の
生
の
永
久
が
あ
る
。

か
く
の
ご
と
く
、
現
前
の
瞬
間
に
お
い
て
永
久
の
生
と
個
人
の
生
と
を

合
一
せ
し
め
よ
う
と
す
る
所
に
、
ニ
イ
チ
ェ
の
此
岸
教
が
あ
る
。
不
断
に

流
動
す
る
こ
の
生
活
に
対
し
て
の
強
烈
な
愛
情
、
絶
え
ず
経
過
す
る
各
瞬

間
の
絶
対
価
値
、

こ
れ
が
彼
の
哲
学
の
頂
点
で
あ
る71

）
。

和
辻
哲
郎
が
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
は
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
の

す
べ
て
の
刹
那
に
存
在
は
始
ま
る
。
す
べ
て
の
「
こ
こ
」
を
め
ぐ
っ
て
「
か

し
こ
」
の
球
は
回
転
す
る
。
中
心
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
永
遠
の
た
ど
る

小
道
は
曲
っ
て
い
る72

）

と
い
う
一
句
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
受
け
た

お
お
、

わ
が
魂
よ
、
わ
た
し
は
お
ま
え
に
、「
将
来
」
と
言
い
「
以
前
」
と
言
う
が
ご

と
く
「
今
日
」
と
い
う
こ
と
を
教
え
、
ま
た
一
切
の
こ
と
を
そ
こ
と
か
し
こ
を

越
え
て
お
ま
え
の
輪
舞
を
舞
い
行
く
こ
と
を
教
え
た73

）

と
い
う
一
句
に
つ
い
て

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
要
す
る
に
「
い
ま
、
こ
こ
」
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
を
説
い
た
条
で
あ
る
。

そ
し
て
、
和
辻
が
「
眼
前
の
瞬
間
」
の
意
義
を
大
き
く
考
え
た
の
は
、『
ツ

ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
第
三
部
２
「
幻
影
と
謎
に
つ
い
て
」
に
、「
見
よ
、
こ
の
瞬

間
を
！

瞬
間
と
い
う
名
の
こ
の
通
用
門
か
ら
、
一
本
の
長
い
永
遠
の
小
路
が

後
方
へ
走
っ
て
い
る
」
云
々
と
い
う
一
節74

）
に
着
目
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

瞬
時
に
永
遠
を
感
受
す
る
「
永
遠
の
今
」
に
気
づ
い
た
瞬
間
の
「
内
的
体
験
」

を
象
徴
的
に
記
述
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
世
界
を
流
動
す
る
相
貌
に
帰
す
こ
と
に
努
力
を
傾
け
た
ニ
ー
チ
ェ

が
、
あ
る
い
は
「
永
遠
回
帰
」
の
着
想
に
狂
喜
し
た
ニ
ー
チ
ェ
が

各
瞬
間
の

絶
対
価
値

な
ど
と
い
う
こ
と
を
い
う
だ
ろ
う
か
。
和
辻
哲
郎
が
着
目
し
た
と
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思
え
る
条
に
は
、
つ
づ
け
て
、
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
、
い
ま
だ

事
業
の
さ
な

か
に
あ
る

と
書
い
て
あ
る
。

ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
自
分
自
身
を
完
成
さ
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い75

）

と
。
彼
と
共
に

創
造
す
る
も
の
、
共
に
祝
う
者

を

見
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
彼
は
、
最
終
的
な
強
さ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
向
か
っ

て
ゆ
く76

）
。
つ
ま
り
、「
永
遠
の
今
」
の
感
受
は
、
き
っ
か
け
で
あ
っ
て
も
、
ニ

ー
チ
ェ
哲
学
の
頂
点
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
一
八
八
一
年
八
月
、
突
如
と
し
て
「
永
遠
回
帰
」
の
観
念
が
、

心
に
閃
き
、
恐
怖
の
戦
慄
を
覚
え
た
と
語
る
。
ま
る
で
突
然
の
啓
示
を
受
け
た

か
の
よ
う
に
。「
内
的
経
験
」
を
重
視
す
る
和
辻
哲
郎
は
、
そ
の
表
現
に
ひ
き

ず
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
内
的
経
験
を
疑
お
う
と
い
う
の
で

は
な
い
。
が
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
啓
示
に
類
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ

は
『
権
力
へ
の
意
志
』
断
片
一
〇
六
三
に
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
恒
存
の
原
理
は
永
遠
回
帰
を
要
請
す
る77

）
。

宇
宙
を
閉
鎖
系
と
考
え
、
そ
の
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
量
が
恒
久
不
変
で
あ
る

と
い
う
熱
力
学
の
絶
対
仮
説
が
ニ
ー
チ
ェ
の
「
永
遠
回
帰
」
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
は
疑
え
な
い
。
い
や
、
こ
の
言
い
方
は
、
自
然
科
学
の
解
明
す
る
法
則
を

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
ニ
ー
チ
ェ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
を
世
界
の
第

一
原
理
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
一
言
は
、
ニ
ー
チ
ェ

も
ま
た
、
世
界
を
ア
ト
ム
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
還
元
す
る
熱
力
学
の
時

代
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
映
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
ひ
ろ
め
た
の
は
ヘ
ッ
ケ
ル（

E
rn
st

 
H
ein
rich H

a
eck

el, 1834-1919）

で
あ
り
、
ヘ
ッ
ケ
ル
は
進
化
論
を
エ
ネ
ル
ギ

ー
保
存
則
と
同
様
に
宇
宙
の
第
一
原
理
と
し
て
い
た78

）
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
対

し
て
も
、
そ
れ
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
鋭
く
批
判
し
た
ニ
ー
チ
ェ
は
、
そ

れ
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
が
、
こ
の
よ
う
な
断
片
を
残
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
先

に
引
い
た
よ
う
に
、
和
辻
哲
郎
は

永
久
回
帰
は
思
想
と
し
て
は
ニ
イ
チ
ェ
自

ら
に
と
っ
て
も
未
熟

と
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存

則
と
い
う
熱
力
学
の
絶
対
仮
説
を
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
身
内
に
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
永
遠
の
今
」
お
よ
び
「
い
ま
、
こ
こ
」
の
生
の
普
遍
性

の
観
念
が
ニ
ー
チ
ェ
の
身
内
に
宿
っ
た
の
で
あ
る
。

三－

五

超
人
、
も
し
く
は
内
在
超
越

『
悲
劇
の
誕
生
』（

D
ie G

ebu
rt d

er T
ragod

ie
）

以
来
、経
験
を
超
え
る
こ
と

を
課
題
に
し
、「
始
原
の
一
者
」、「
存
在
の
深
み
」、「
存
在
の
根
源
」
を
求
め
、

絶
え
ず
超
越
を
心
が
け
て
き
た
ニ
ー
チ
ェ
が
、
そ
の
探
究
の
さ
な
か
に
、
こ
の

諸
々
の
生
の
瞬
間
が
同
一
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
観
念
に
行
き
あ
た
っ
た
と

き
、
彼
の
抱
く
超
越
を
目
指
す
「
自
己
」
の
観
念
も
ま
た
、
ま
っ
た
く
凡
庸
な

一
現
象
に
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
自
身
の
新
し
さ
の
叫
び
が
、
繰
り
か
え
さ
れ
る
凡

庸
な
新
し
さ
の
叫
び
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
。

「
い
ま
こ
そ
新
し
い
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
い
う
叫
び
を
、
ど
れ
ほ
ど
多
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く
の
人
び
と
が
叫
ん
で
き
た
か
、
そ
し
て
、
そ
の
叫
び
は
、
こ
れ
か
ら
も
繰
り

返
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
彼
ら
は
み
な
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
「
新
し
さ
」
を
主
張
し

な
が
ら
、「
新
し
さ
」
を
叫
ぶ
こ
と
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
だ
。
自

分
も
、
そ
の
一
人
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
が
自
ら
の
卑
小
さ
の
自
覚
と
な
り
、
深
淵
へ
の
下
落
の
感
じ
を
覚
え
た

と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
れ
は
、
自
身
に
対
す
る
「
吐
き
気
」、
下
賤
な

者
ど
も
に
対
し
て
覚
え
る
「
吐
き
気
」
と
同
じ
「
吐
き
気
」
を
も
よ
お
さ
ず
に

は
お
か
な
い
。「
永
遠
回
帰
」
に
伴
っ
て
、
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
の
覚
え
る
「
吐

き
気
」
の
表
象
は
、
自
己
の
凡
庸
さ
へ
の
下
落
に
よ
っ
て
起
こ
る
生
理
的
反
応

で
あ
る
こ
と
を
、
誰
し
も
が
認
め
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
そ
の
自
ら
の
卑
小
さ
を
自
覚
し
つ
づ
け
る
こ
と
、
そ
の

生
の
凡
庸
さ
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
己
の
生
は
普
遍
性
を
も
つ
も
の

と
な
り
、
自
由
を
獲
得
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う
論
理
に
移
っ
て
ゆ
く
。
超
越
志

向
の
は
て
に
、
訪
れ
た
生
の
普
遍
性
、
同
一
性
と
い
う
凡
庸
さ
に
行
き
つ
き
、

そ
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た
「
永
遠
回
帰
」
の
思
想
を
、
そ
れ
に
気
づ
か
ぬ

凡
俗
ど
も
か
ら
の
悪
罵
に
耐
え
て
説
き
つ
づ
け
る
「
超
人
」
の
観
念
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
。
善
悪
を
は
じ
め
と
す
る
諸
々
の
観
念
に
つ
き
ま
と
わ
れ
た
、

「
い
ま
、
こ
こ
」
の
自
己
か
ら
、
生
の
普
遍
性
の
自
覚
へ
と
至
り
つ
い
た
人
、

そ
れ
が
「
超
人
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
自
己
の
根
底
を
な
す
は
ず

の
普
遍
的
な
生
へ
の
内
在
超
越
と
な
る
。『
善
悪
の
彼
岸
』（

Jen
seits von

 
G
u
t

 
u
n
d
 
B
ose

,
1886）

が
説
く
の
は
、
こ
の
こ
と
だ
。

『
善
悪
の
彼
岸
』
を
書
き
終
わ
っ
て
も
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ

の
旅
を
つ
づ
け
た
。「
未
来
の
立
法
者
」
へ
向
か
う
旅
だ
。
つ
ま
り
、
ニ
ー
チ

ェ
の
哲
学
の
頂
点
は
、「
永
遠
の
今
」
の
感
受
に
は
な
い
。
そ
れ
は
、「
い
ま
、

こ
こ
」
の
瞬
間
が
永
遠
の
、
そ
の
地
点
が
無
限
の
ひ
ろ
が
り
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
、
き
わ
め
て
凡
庸
な
自
覚
の
訪
れ
に
す
ぎ
な
い
。「
今
を
生
き
よ
」

な
ど
と
、
凡
庸
な
こ
と
を
ニ
ー
チ
ェ
が
言
う
は
ず
も
な
い
。

三－

六

宇
宙
生
命
と
の
合
一

ニ
ー
チ
ェ
の
「
永
遠
回
帰
」
は
未
完
成
の
哲
学
と
し
、「
い
ま
、
こ
こ
」
の

普
遍
性
を
と
く
ニ
ー
チ
ェ
の
こ
と
ば
に

各
瞬
間
の
絶
対
価
値

を
読
み
取
り
、

そ
れ
を

ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
頂
点

と
見
て
と
る
和
辻
哲
郎
は
、「
現
前
の
瞬

間
」
に
お
け
る
「
永
久
の
生
と
個
人
の
生
と
の
合
一
」
を
説
く
。

い
か
な
る
人
と
い
え
ど
も
、
自
由
と
な
り
、
自
ら
生
き
、
宇
宙
生
命
と
合

一
し
て
生
き
る
時
に
は
、
真
の
個
人
と
な
る
。
こ
の
時
個
人
は
真
の
生
で

あ
り
、
全
生
命
で
あ
り
、
主
観
客
観
を
超
脱
し
て
永
久
に
価
値
あ
る
唯
一

実
在
と
し
て
生
き
る79

）
。

こ
れ
が
和
辻
哲
郎
の
説
く
「
生
の
深
み
」
の
意
味
だ
。
で
は
、

主
観
客
観

を
超
脱

す
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
可
能
な
の
か
。
和
辻
哲
郎
は
、
そ
れ
を

「
直
接
経
験
」
に
お
け
る
主
客
未
分
化
の
状
態
を
も
っ
て
説
い
て
い
る80

）
。

「
直
接
経
験
」、
つ
ま
り
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
に
、
禅
の
悟
り
と
の
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本
質
的
同
一
性
を
見
て
、
そ
れ
を
フ
ィ
ヒ
テ（

Jo
h
a
n
n G

o
ttlieb F

ich
te,
1762

-1814）
の
「
真
生
命
」
や
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ハ
ー（

F
ried

rich E
rn
st D

a
n
iel

 
S
ch
leierm

a
ch
er,

1768-1834）

の
「
神
と
の
一
瞬
の
合
一
」
の
観
念
を
媒
介

と
し
て
、
人
間
の
欲
望
の
最
高
位
と
し
て
の
「
神
と
の
合
一
」、
内
面
の
底
に

現
れ
る
宇
宙
の
「
永
遠
の
真
生
命
」
と
の
合
一
と
理
論
化
し
た
の
が
、
西
田
幾

多
郎
『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
対
し
て
、
当
時
、

東
京
帝
大
文
科
大
学
哲
学
科
大
学
院
生
の
俊
英
、
高
橋
里
美
（
一
八
八
六
｜
一

九
六
四
）
が
、「
意
識
現
象
の
事
実
と
其
意
味
」（
一
九
一
二
）
で
、『
善
の
研

究
』
の
意
義
を
十
分
に
認
め
つ
つ
も
、
西
田
が
す
べ
て
の
主
客
合
一
の
意
識
状

態
を
「
純
粋
経
験
」
の
展
開
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
イ

ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
と
の
ち
が
い
を
突
い
た
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、「
純
粋
経
験
の
世
界
」
で
は
、「
直
接
経
験
」
に
も
、
様
ざ

ま
な
相
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
景
色
を
見
な
が
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
記
憶
と
重
ね
て
、
同
一
性
を
確
認
し
た
り
、
差
異
を
認
識
し
た
り
、
他
者

に
も
経
験
可
能
な
知
識
に
仕
立
て
た
り
も
す
る
。
そ
こ
で
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
そ

れ
ら
を
互
い
に
隣
接
す
る
も
の
と
し
て
説
い
て
い
る
の
だ
。
西
田
幾
多
郎
が

「
直
接
経
験
」
と
宇
宙
の
「
永
遠
の
真
生
命
」
と
の
本
質
的
同
質
性
を
説
く
の

と
は
、
か
な
り
ち
が
う
。
高
橋
里
美
は
、
そ
の
点
を
突
い
た
の
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
、
西
田
は
「
高
橋
文
学
士
の
拙
著
『
善
の
研
究
』
に
対
す
る

批
判
に
答
ふ
」（
一
九
一
二
）
で
、
そ
れ
は
同
質
性
（
統
一
性
）
の
側
面
で
考
え

る
か
、
ち
が
い
（
差
別
）
の
側
面
で
見
る
か
、
そ
の
見
方
の
相
違
だ
と
弁
解
す

る
。「
多
即
一
」
の
論
理
に
よ
っ
て
論
難
を
逃
れ
た
の
だ
。
こ
の
や
り
と
り
は
、

当
時
の
哲
学
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た81

）
。

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が
自
己
の
分
裂
と
流
動
融
合

の
関
係
を
「
一
即
多
」
の
論
理
で
説
明
し
て
い
る
と
説
い
て
い
る82

）
。
こ
こ
に
登

場
す
る
「
直
接
経
験
」、「
永
遠
の
生
命
」
と
の
合
一
、「
一
即
多
」
論
理
と
い

う
道
具
立
て
は
、
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、

ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
説
く
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
へ
の
解

脱
を
逆
に
折
り
か
え
し
、
権
力
の
意
志
に
向
か
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
発
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
和
辻
の
読
み
解
き
に
も
、「
権
力
意
志
」
は
、
心
の

平
安
を
望
ま
ず
、

永
久
に
闘
う
者
そ
れ
自
身

と
記
さ
れ
る83

）
。
必
ず
し
も
、

和
辻
哲
郎
は
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
を
参
照
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進
化
』
に
も
「
宇
宙
の
生

命
」
や
「
一
即
多
」
の
論
理
は
、
そ
ろ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る84

）
。
し
か
し
、
そ

の
「
宇
宙
の
生
命
」
は
、
意
識
と
物
質
な
ど
一
切
の
本
質
的
同
一
性
と
し
て
想

定
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
つ
ま
り
、『
創
造
的
進
化
』
に
、
主
体
と
「
宇
宙
生

命
」
と
の
合
一
と
い
う
観
念
は
登
場
し
な
い
。

三－

七

美
に
つ
い
て

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
第
五
章
「
芸
術
と
し
て
の
権
力
意
志
」
は
、

花
を
見
て
美
し
い
と
感
ず
る
の
は
、
そ
の
瞬
間
に
花
の
生
命
と
鑑
賞
者
の
生

命
と
が
交
流
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
生
が
、
自
由
に
流
動
し
得
る

ほ
ど
強
烈
で
な
け
れ
ば
、
美
感
は
な
い85

）

と
説
い
て
い
る
。
そ
の
強
烈
さ
に

「
権
力
意
志
」
の
発
現
を
見
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
生
の
根
本
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的
な
性
格
で
あ
る
創
造
性
の
直
接
の
現
れ
と
し
て
芸
術
を
説
い
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
若
き
和
辻
哲
郎
に
起
こ
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
受
容
の
根
幹
を

示
し
て
い
る
。

路
傍
の
小
さ
い
草
花
を
見
て

、
そ
の
美
に
う
た
れ
、
ま
た

一

の
戯
曲
に
接
し
て
前
後
不
覚
の
歓
喜
に
入
る
と
い
う
ご
と
き
経
験

、
い

い
か
え
る
と
自
然
に
触
れ
、
芸
術
に
ふ
れ
て
味
わ
う
感
動
を
、
こ
れ
ほ
ど
よ
く

解
き
明
か
す
哲
学
は
な
い
と
感
じ
た
が
ゆ
え
に
、
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
自

ら
が
体
系
的
展
開
を
放
棄
し
、「
芸
術
的
」
表
現
と
し
て
残
し
た
世
界
の
論
理

体
系
を
再
構
成
し
て
み
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

和
辻
哲
郎
は
、
イ
プ
セ
ン
や
メ
ー
テ
ル
ラ
ン
ク
ら
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ

ム
と
呼
ば
れ
る
思
潮
に
惹
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、

路
傍
の
小
さ
い
草
花

を
見
て
、
瞬
間
的
に
宇
宙
生
命
と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご
と
き
境
地

を

よ
く
説
き
明
か
す
も
の
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
体
系
を
論
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
と
い
う
成
り
ゆ
き
で
あ
る
。

く
り
か
え
す
が
、
そ
も
そ
も
ニ
ー
チ
ェ
は
実
体
概
念
と
し
て
の
、
あ
る
い
は

活
動
概
念
と
し
て
の
「
宇
宙
生
命
」
な
ど
必
要
と
し
て
い
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
の

生
は
、
た
だ
の
人
間
の
生
命
活
動
し
か
意
味
し
な
い
。

も
し
和
辻
哲
郎
の
い
う
「
宇
宙
生
命
」
が
活
動
概
念
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
の

「
生
命
」
も
ま
た
活
動
概
念
と
な
り
、
そ
の
本
質
的
同
一
性
を
説
く
こ
と
は
で

き
る
。
が
、
あ
ら
た
め
て
「
合
一
」
せ
し
め
る
必
要
な
ど
生
じ
な
い
。

そ
し
て
、
オ
イ
ケ
ン
も
、
ジ
ン
メ
ル
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
を
普
遍
的
生
命
と

し
て
説
い
た
が
、
彼
ら
の
「
生
の
哲
学
」
の
流
れ
は
、
そ
れ
を
「
自
然
の
生

命
」
に
拡
張
す
る
。
た
と
え
ば
ジ
ン
メ
ル
は
『
カ
ン
ト
と
ゲ
エ
テ

近
代
世

界
観
の
歴
史
へ
の
一
寄
与
と
し
て
』（

K
an
t u
n
d G

oeth
e.
Z
u
r G

esch
ih
te d

er
 

m
od
ern

e W
eltan

sch
au
u
n
g
, 1906）

で
、
カ
ン
ト
が
外
部
の
素
材
に
形
式
を
与

え
る
主
観
を
論
じ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ゲ
ー
テ
は
、
そ
の
よ
う
な
主
客
の
対
立

を
は
じ
め
か
ら
超
え
て
い
た
と
し
、
そ
の
思
想
の
核
心
に
、
神
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
自
然
の
「
生
命
」
と
い
う
観
念
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
自

然
観
は
、
し
ば
し
ば
汎
神
論
的
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
ジ
ン
メ
ル
は
そ
れ
を
汎

「
生
命
」
論
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想

が
響
い
て
い
る
が
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
そ
の
普
遍
的
生
命
を
「
自
然
の
生
命
」
と

も
「
宇
宙
生
命
」
と
も
い
わ
な
い
。
和
辻
は
ニ
ー
チ
ェ
と
ベ
ル
ク
ソ
ン
や
ジ
ェ

イ
ム
ズ
と
の
哲
学
の
類
似
や
ち
が
い
を
考
察
し
な
が
ら
、
体
系
性
を
欠
い
た
ニ

ー
チ
ェ
の
哲
学
の
体
系
的
理
解
を
展
開
し
、「
宇
宙
生
命
と
の
合
一
」
を
理
想

化
す
る
体
系
に
達
し
た
の
だ
。
や
は
り
、
そ
の
傍
ら
に
は
、
岩
野
泡
鳴
『
神
秘

的
半
獣
主
義
』
や
、「
永
遠
の
真
生
命
と
の
合
一
」
を
説
く
西
田
幾
多
郎
『
善

の
研
究
』
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三－

八

生
命
主
義
芸
術
論
の
流
れ

例
へ
ば
牡
丹
の
花
の
生
命
に
触
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
其
の
牡
丹
の
旺
盛

に
し
て
爛
漫
た
る
本
性
に
自
己
の
心
を
同
化
さ
せ
る
の
で
あ
る86

）
。

自
然
界
の
現
象
は
、
た
ゞ
単
な
る
物
の
塊
り
で
は
無
い
。
一
木
一
草
、
一

石
一
葩ぱ
、
皆
尽
く
宇
宙
の
生
命
と
声
息
を
通
は
し
て
ゐ
る87

）
。
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こ
れ
ら
は
ま
る
で
、
和
辻
の
説
く

路
傍
の
小
さ
い
草
花
を
見
て
、
瞬
間
的

に
宇
宙
生
命
と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご
と
き
境
地

に
よ
く
通
う
よ
う
な

こ
と
ば
で
あ
る
。
だ
が
、
和
辻
哲
郎
の
こ
と
ば
で
は
な
い
。
和
辻
哲
郎
よ
り
ひ

と
ま
わ
り
ほ
ど
齢
上
の
歌
人
、
太
田
水
穂
（
一
八
七
六
｜
一
九
五
五
）
に
よ
る

も
の
で
、
前
は
「
心
の
静

を
保
つ
の
要
」

一
九
一
五
）、
後
は
「
万
象
の
生

意
と
詩
人
芭
蕉
の
心
」

一
九
一
六
）
よ
り
。
い
ず
れ
も
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ

チ
ェ
研
究
』
よ
り
の
ち
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
太
田
が
歌
の
作
法
と
し
て
説

い
て
い
る
心
は
「
心
の
静

を
保
つ
の
要
」
で
あ
り
、
ニ
ー
チ
ェ
の
い
う
権
力

意
志
の
闘
争
者
の
そ
れ
で
は
な
い
。

太
田
水
穂
は
、
日
本
歯
科
医
学
校
（
現
・
日
本
歯
科
大
）
の
倫
理
学
教
授
を

務
め
て
い
た
ひ
と
。
一
九
〇
七
年
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
で
「
文
芸
時
評
」
を

担
当
し
て
い
た
と
き
に
は
、
哲
学
、
思
想
界
の
動
き
を
視
野
に
お
さ
め
て
、
鋭

い
批
評
眼
を
発
揮
し
て
い
た
。
そ
の
「
文
芸
時
評
」
の
ひ
と
つ
に
「
宇
宙
の
妙

機
に
参
せ
よ
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
を
引
く
。

人
の
性
霊
が
絶
大
の
美
に
対
す
る
時
、
造
化
の
心
は
飽
く
迄
人
を
牽
引
し

左
右
し
遂
に
心
識
全
部
を
奪
取
せ
ず
ん
ば
止
ま
ざ
ら
ん
と
す
。
即
ち
人
は

此
の
刹
那
造
化
の
肚と
裏り
に
融
会
摂
取
せ
ら
れ
て
吾
が
心
直
ち
に
造
化
の
心

と
成
り
了
す
る
な
り88

）
。

「
性
霊
」
は
当
時
の
用
語
で
、
人
間
が
本
質
的
に
も
っ
て
い
る
精
神
く
ら
い
の

意
味
。
信
州
の
山
に
登
っ
て
感
じ
た
、
大
自
然
に
心
が
吸
い
こ
ま
れ
る
よ
う
な

気
持
を
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
す
ぐ
あ
と
に
、
そ
れ
を
真
、
善
、
美
の
極
致

と
し
、
芭
蕉
に
ふ
れ
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ソ
ン
（A

lfred
 
T
en
n
y
so
n
,

1809-1892

）、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
（W

illia
m
 
W
o
rd
sw
o
rth
,
1770-1850

）
の
自

然
観
照
に
つ
い
て
語
り
、
そ
し
て
聖
書
の
「
野
の
百
合
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ふ

れ
、
ま
た
釈
迦
に
権
威
や
権
力
、
豪
華
な
生
活
よ
り
も
自
然
を
尊
ぶ
姿
勢
を
見
、

そ
れ
ら
を

宇
宙
の
妙
機
に
参
す
る

こ
と
だ
と
ま
と
め
て
い
る
。
西
欧
ロ
マ

ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
な
い
し
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
受
容
し
て
、「
造
化
」
の

心
と
我
が
心
が
一
体
化
す
る
心
持
を
い
う
伝
統
的
観
念
を
「
真
・
善
・
美
」
の

調
和
な
い
し
一
致
と
い
う
新
カ
ン
ト
派
の
理
念
を
借
り
て
述
べ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

太
田
水
穂
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
ア
マ
ル
ガ
ム
の
な
か
か
ら
、「
宇
宙
の

生
命
」
と
の
合
一
こ
そ
が
美
の
神
髄
と
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
そ
れ
を
、

ま
ず
は
、
朱
子
学
を
借
り
て
理
論
化
し
て
ゆ
く89

）
。
そ
の
過
程
に
ニ
ー
チ
ェ
や
和

辻
哲
郎
の
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
影
響
が
、
働
い
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
、

判
定
は
む
つ
か
し
い
し
、
判
定
し
て
も
た
い
し
た
意
味
は
な
い
。
和
辻
哲
郎
よ

り
一
世
代
上
の
太
田
水
穂
の
西
欧
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
受
容
に
発
す
る
、
短

歌
の
「
自
然
詠
」
の
理
論
化
と
、
小
説
や
戯
曲
を
読
ん
だ
と
き
の
感
動
に
発
す

る
和
辻
哲
郎
の
芸
術
論
の
歩
み
と
が
、

路
傍
の
小
さ
い
草
花
を
見
て
、
瞬
間

的
に
宇
宙
生
命
と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご
と
き
境
地

を
説
く
と
こ
ろ
に

向
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
一
致
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
は
確
か

に
い
え
る
。

斎
藤
茂
吉
が
一
九
二
〇
年
四
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
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連
載
し
た
「
短
歌
に
於
け
る
写
生
の
説
」
は
、
正
岡
子
規
の
説
い
た
「
写
生
」

の
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
、「
写
生
」
の
語
を
中
国
古
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

生

気
の
気
、た
神ましひを
伝
へ
る
ぐ
ら
ゐ
の
意
味90

）

を
引
き
だ
し
、「
伝
神
写
心
」
の
観

念
を
原
義
と
し
た
。
そ
し
て
「
第
四
『
短
歌
と
写
生
』
一
家
言
」
に
、
和
辻
哲

郎
『
偶
像
再
興
』（
一
九
一
八
）
か
ら
、
ロ
ダ
ン（

F
ra
n
so
is
 
A
u
g
u
ste

 
R
en
e

R
o
d
in
,
1840-1917）

の
彫
刻
が
「
自
然
」
す
な
わ
ち
「
対
象
世
界
」
の

奥

に
活
躍
し
て
ゐ
る
生
そ
の
も
の
を
も
含
ん
で
い
る

と
述
べ
た
文
章
を
引
用
し

な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

実
相
に
観
入
し
て
自
然
・
自
己
一
元
の
生
を
写
す
。
こ
れ
が
短
歌
上
の
写

生
で
あ
る91

）
。

こ
こ
に
は
和
辻
哲
郎
の
哲
学
の
影
が
明
ら
か
だ
。
斎
藤
茂
吉
も
、
ナ
ウ
マ

ン
・
ポ
ケ
ッ
ト
版
で
ニ
ー
チ
ェ
を
読
ん
で
い
た
人
。
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研

究
』
に
も
接
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
斎
藤
茂
吉
は
伝
統
的
な
道
教
的
観

念
を
「
宇
宙
の
生
命
」
の
観
念
に
導
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
写
生
」
の

語
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
太
田
水
穂
に
論
駁
さ
れ
る
こ
と
に
な
る92

）
。

こ
れ
ら
は
、
西
欧
新
思
潮
を
、
伝
統
的
観
念
を
リ
セ
プ
タ
ー
と
し
て
受
け
と

り
、
ま
た
、
宗
教
的
観
念
や
形
而
上
学
を
「
宇
宙
の
生
命
」
と
い
う
観
念
に
よ

っ
て
統
一
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
内
部
に
様
ざ
ま
な
角
逐
を
は
ら
ん

で
展
開
す
る
大
正
生
命
主
義
の
、
ほ
ん
の
一
端
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ロ
ダ
ン
の
彫
刻
が
「
自
然
」
す
な
わ
ち
「
対
象
世
界
」
の

奥
に
活
躍
し
て

ゐ
る
生
そ
の
も
の
を
も
含
ん
で
い
る

と
す
る
和
辻
哲
郎
『
偶
像
再
興
』
の
一

節
は
、『
白
樺
』
ロ
ダ
ン
号
に
お
け
る
、
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
｜
一
九
七

六
）
ら
の
見
解
と
照
応
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
先

に
引
い
た
阿
部
次
郎
「
内
生
活
直
写
の
文
学
」
に
は
、
明
治
末
期
、
武
者
小
路

実
篤
、
木
下
杢
太
郎
ら
の
あ
い
だ
に
展
開
さ
れ
た
、
絵
画
表
現
と
そ
の
評
価
基

準
を
め
ぐ
る
「
絵
画
の
約
束
論
争
」、
制
作
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
享
受
者
を
措
定
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
論
議
の
さ

な
か
に
、
武
者
小
路
実
篤
の
い
う
「
自
己
の
た
め
に
描
く
」
を
応
援
す
る
か
の

よ
う
な
一
節
も
見
え
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、「
生
命
の
象
徴
」
と
し
て
絵
画

を
考
え
る
こ
と
を
共
通
の
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
か
わ
り
な
い
。
そ
し
て

同
時
代
の
木
下
杢
太
郎
、
北
原
白
秋
ら
が
主
張
し
て
い
た
「
気
分
情
調
」
も
、

ド
イ
ツ
観
念
論
美
学
に
立
ち
つ
つ
も
、
生
命
の
象
徴
表
現
と
い
う
観
念
と
密
接

に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
変
わ
り
な
い
。

結

語

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
不
断
の
創
造
で
あ
る
「
宇
宙
生
命
」
を

原
理
と
し
、
一
切
を
そ
の
産
出
物
と
す
る
世
界
観
に
立
ち
、「
真
の
哲
学
者
」

は
、
そ
の
現
れ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
直
接
な
内
的
経
験
」
を
表
現
す
る
者
で
あ

り
、
そ
の
表
現
は
「
暗
示
的
象
徴
的
」
な
も
の
に
な
る
と
い
う
彼
の
哲
学
観
に

よ
っ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
世
界
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、

原
理
に
よ
っ
て
諸
概
念
に
統
一
を
与
え
る
体
系
哲
学

に
、

欲
動
の
力
の
体

系

か
ら
萌
え
い
で
た
も
の
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
を
対
置
し
、
生
成
、
流
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動
し
、
体
系
性
を
欠
く
は
ず
の
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
に
体
系
性
を
構
築
す
る
試
み
だ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
主
我
主
義
の
よ
う
に
片
づ
け
ら
れ
た
り
、
狂
人
の
世
迷

い
ご
と
の
よ
う
に
さ
え
い
わ
れ
た
り
し
て
い
た
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
に
、
二
十
世

紀
初
頭
の
哲
学
や
思
潮
の
先
駆
と
い
う
位
置
を
与
え
よ
う
と
す
る
意
図
に
発
し

て
い
た
。
和
辻
哲
郎
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
と
と
り
く
ん
だ
き
っ
か
け
と
し
て

は
、
最
初
期
の
「
霊
的
本
能
主
義
」
に
顕
著
な
精
神
性
の
改
革
、
す
な
わ
ち

「
個
性
の
完
成
」
の
た
め
に
突
進
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
、
そ
こ
か
ら

必
然
化
す
る
「
衆
愚
と
少
数
者
」
の
対
立
な
ど
、
自
身
が
抱
え
て
い
た
問
題
意

識
と
の
同
一
性
を
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
の
な
か
に
見
出
し
た
こ
と
も
無
視
で
き
な

い
。
し
か
し
、
最
も
大
き
く
働
い
た
の
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
こ
そ
が

路
傍

の
小
さ
い
草
花
を
見
て
、
瞬
間
的
に
宇
宙
生
命
と
の
合
一
を
感
ず
る
と
い
う
ご

と
き
境
地
や
、
一

の
戯
曲
に
接
し
て
前
後
不
覚
の
歓
喜
に
入
る
と
い
う
ご
と

き
経
験

を
最
も
根
本
的
に
説
き
あ
か
す
も
の
だ
と
い
う
考
え
だ
ろ
う
。
そ
う

し
た
境
地
や
経
験
を
、
象
徴
の
美
学
と
し
て
論
じ
る
こ
と
が
、
当
時
の
芸
術
家

た
ち
の
あ
い
だ
に
お
こ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
和
辻
哲
学
が
原
理
と
す
る
「
宇
宙
生
命
」
と
い
う
観
念
は
、
生
の

活
動
性
そ
の
も
の
を
原
理
と
し
、
実
体
観
念
を
拒
否
し
、
一
切
の
概
念
を
「
事

物
化
」
と
考
え
る
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
れ
は
、
和
辻

哲
郎
の
著
作
の
う
ち
に
は
、
ま
ず
は
「
シ
ョ
ー
と
エ
デ
キ
ン
ト
と
の
比
較
」

（
一
九
一
二
）
の
う
ち
に
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
戯
曲
に
得
た
「
宇
宙
根

本
の
実
在
」
と
し
て
の“life fo

rce”

と
い
う
観
念
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
、
彼
が
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
と
と
り
く
む
う
ち
に
、
オ
イ
ケ
ン
や
ジ

ン
メ
ル
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
ら
の
哲
学
、
す
な
わ
ち
二
十
世
紀
へ
の
転
換
期
の
「
生

の
哲
学
」
の
流
れ
か
ら
汲
み
あ
げ
ら
れ
、
確
立
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
意

識
の
流
れ
を
生
命
の
流
れ
と
説
く
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
『
心
理
学
原

理
』
も
、
そ
の
形
成
に
は
寄
与
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
、
ま
た
、
ネ

オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
伝
統
観
念
で
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
大
正
生
命
主
義
の
流
れ
が
環
境
圧
の
よ
う
に
働
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
ふ
く
む
「
生
の
哲
学
」
の
流

れ
や
「
新
ロ
マ
ン
主
義
」、「
新
カ
ン
ト
派
」
の
受
容
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の

日
本
の
哲
学
界
の
動
き
を
よ
く
映
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

和
辻
哲
郎
の
「
直
接
な
内
的
経
験
」
と
い
う
表
現
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ

ェ
イ
ム
ズ
の
「
純
粋
経
験
」
よ
り
も
、
は
る
か
に
「
人
格
」
と
結
び
つ
く
も
の

に
向
か
っ
て
い
た
の
は
、
阿
部
次
郎
の
い
う
「
内
生
活
直
写
」
の
直
接
性
の
重

視
が
響
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
和
辻
哲
郎
が
「
内
的
経
験
」
を
直
接
吐
露

す
る
哲
学
こ
そ
「
真
の
哲
学
」
で
あ
る
と
考
え
た
背
景
に
は
、
日
清
戦
争
を
前

後
す
る
時
期
か
ら
さ
か
ん
に
な
る
、
個
人
の
心
身
を
鍛
え
る
た
め
の
修
養
書
の

流
行
が
あ
り
、
そ
の
展
開
と
し
て
「
人
生
論
」
が
さ
か
ん
に
な
り
、
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
著
者
自
身
の
内
面
の
動
き
を
「
直
写
」
す
る
阿
部
次
郎
『
三
太
郎

の
日
記
』
の
よ
う
な
随
想
が
あ
っ
た
こ
と
が
働
い
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

は
人
格
の
向
上
を
う
た
い
文
句
に
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
和
辻
は
、
意
識
の
働
き
の
向
き
に
は
無
頓
着
と
な
り
、
ニ
ー
チ
ェ
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哲
学
の
先
駆
性
を
説
き
た
い
と
い
う
動
機
も
働
き
、
有
用
性
に
傾
き
が
ち
な
意

識
の
働
き
に
着
目
し
、「
真
理
」
を
生
む
意
識
の
働
き
の
虚
偽
性
を
暴
く
ニ
ー

チ
ェ
と
、
直
接
経
験
の
把
握
の
困
難
性
を
説
く
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
の
類
似
を
指
摘

し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
真
理
」
の
相
対
的
な
有
用
性
を
と
く
ジ
ェ
イ
ム

ズ
と
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ち
ょ
う
ど
正
反
対
の
位
置
に
い
る
こ
と
を
度
外
視
す
る

結
果
に
な
っ
た
。

和
辻
哲
郎
は

現
前
の
瞬
間
に
お
い
て
永
久
の
生
と
個
人
の
生
と
を
合
一
せ

し
め
よ
う
と
す
る
所

に
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
神
髄
を
見
い
だ
し
、

各
瞬
間
の

絶
対
価
値

を
も
っ
て
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
頂
点
と
す
る
が
、
こ
れ
は
、
ニ
ー
チ

ェ
の
「
永
遠
回
帰
」、
時
間
的
に
は
「
永
遠
の
今
」
の
誤
解
で
あ
り
、
こ
こ
に

は
、
刹
那
の
感
情
の
燃
焼
に
絶
対
価
値
を
置
く
岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主

義
』
の
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
和
辻
哲
郎
が
「
真
の
哲
学
」
の
原
基
に
す
え
る
「
宇
宙
生
命
」
は
、

ニ
ー
チ
ェ
の
普
遍
的
生
と
い
う
観
念
の
、
い
わ
ば
形
而
上
化
で
あ
る
。
そ
の
観

念
は
、
ド
イ
ツ
の
「
生
の
哲
学
」
の
流
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
保

存
則
を
宇
宙
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と
転
換
し
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
『
創
造
的
進

化
』
よ
り
得
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
「
宇
宙
生
命
」

と
の
「
合
一
」
と
い
う
命
題
は
な
く
、
そ
こ
に
は
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』

が
宗
教
の
本
質
と
し
て
説
く
「
永
久
の
真
生
命
と
の
合
一
」
の
影
を
見
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
「
宇
宙
生
命
」
の
現
れ
で
あ
る
対
象
の
「
生
命
」
と
、
同
じ
く
鑑
賞
者

の
「
生
命
」
と
の
合
一
こ
そ
が
、
和
辻
哲
郎
の
考
え
る
美
の
本
質
、
芸
術
の
本

質
と
さ
れ
、
和
辻
哲
郎
に
よ
る
ニ
ー
チ
ェ
の
体
系
の
理
解
は
円
環
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
和
辻
哲
郎
の
「
宇
宙
生
命
」
を
原
基
に
お
く
哲
学
体
系
志
向
は
、

生
命
の
普
遍
性
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
」

像
を
想
定
し
、
そ
れ
に
類
似
の
も
の
を
、
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た
思
想
を
受
け

取
ら
な
い
以
前
の
「
真
正
の
日
本
人
」
像
を
探
ら
せ
た
り
、
ま
た
仏
教
彫
刻
の

底
に
、
類
似
の
観
念
を
探
る
方
向
に
和
辻
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前

者
に
は
、
や
は
り
、
イ
ザ
ナ
ミ
・
イ
ザ
ナ
ギ
の
ミ
ト
ノ
マ
グ
ワ
イ
に
普
遍
原
理

と
し
て
の
生
々
欲
の
現
れ
を
見
る
岩
野
泡
鳴
の
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
の
影
が

は
た
ら
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
和
辻
が
早
く
か
ら
、
加
藤
弘
之

の
家
族
国
家
論
、
穂
積
八
束
の
血
統
国
家
論
、
筧
克
彦
の
神
道
国
家
論
に
対
し

て
反
発
を
見
せ
、
ま
た
中
国
思
想
の
影
響
を
説
く
津
田
左
右
吉
の
古
代
日
本
論

に
対
し
て
も
反
発
し
、
独
自
の
古
代
日
本
論
を
形
成
す
る
と
こ
ろ
に
向
か
う
衝

動
と
、
そ
の
方
向
を
決
定
し
た
よ
う
に
想
わ
れ
る
。

和
辻
哲
郎
『
偶
像
再
興
』
は
、
ニ
ー
チ
ェ
が
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
お
い

て
、
国
家
が
作
り
出
す
「
新
し
き
偶
像
」
に
対
し
て
怒
り
を
こ
め
て
糾
弾
す
る

こ
と
を
ふ
ま
え
て
、「
新
し
き
偶
像
」
に
と
っ
て
か
わ
る
古
い
偶
像
を
復
興
す

る
企
て
だ
っ
た
。

ま
た
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
和
辻
哲
郎
の
体
系
化
志
向
に
は
、
方
法
と
し
て
は
、

ア
ー
キ
タ
イ
プ
を
抽
出
し
た
り
、
一
種
の
構
造
主
義
的
方
法
を
見
せ
た
り
す
る

こ
と
の
芽
生
え
が
見
て
と
れ
る
。
ア
ー
キ
タ
イ
プ
の
抽
出
と
は
、『
原
始
キ
リ

ス
ト
教
の
文
化
史
的
意
義
』（
一
九
二
六
）、『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』（
一
九
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二
七
）、『
孔
子
』（
一
九
三
八
）
と
続
く
仕
事
、
一
種
の
構
造
主
義
的
方
法
と
は
、

『
続
日
本
精
神
研
究
』（
一
九
三
五
）
で
、
他
地
域
と
日
本
と
を
相
対
的
に
比
較

す
る
そ
れ
ま
で
の
方
向
か
ら
転
じ
て
、
い
わ
ば
日
本
精
神
を
垂
直
に
降
り
る
よ

う
な
態
度
を
見
せ
、
そ
の
「
日
本
文
化
の
重
層
性
」
の
章
で
は
、
祖
先
崇
拝
や

神
社
崇
拝
と
仏
教
と
が

重
層
的
に
統
一

さ
れ
た
し
く
み
を
論
じ
て
い
る
こ

と
を
い
う93

）
。

要
す
る
に
和
辻
哲
郎
『
ニ
ー
チ
ェ
研
究
』
は
、
同
時
代
の
哲
学
・
思
想
を
た

っ
ぷ
り
吸
い
こ
み
な
が
ら
、
以
前
か
ら
持
ち
あ
わ
せ
て
い
た
彼
自
身
の
志
向
を

鍛
え
、
ま
た
日
本
の
芸
術
家
た
ち
に
要
求
さ
れ
て
い
た
象
徴
美
学
の
新
理
論
と

し
て
、
か
つ
当
代
哲
学
の
先
駆
と
な
る
哲
学
の
か
た
ち
を
開
示
す
る
も
の
と
し

て
企
て
ら
れ
、
彼
の
哲
学
の
体
系
に
あ
わ
せ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
学
的
な
文
芸

作
品
の
背
後
に
ひ
そ
む
概
念
を
整
序
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、

そ
の
後
の
和
辻
哲
郎
の
文
化
哲
学
の
歩
み
の
志
向
と
方
法
の
原
基
が
胚
胎
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
タ
リ
ス
ト
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
最
近
の
哲
学
の

動
き
に
照
ら
し
て
も
、
和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
は
興
味
深
い
位
置
と
意

味
を
も
つ
も
の
と
い
え
よ
う
。

注１
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
、
四
一
頁
。
本
稿

に
は
、
全
集
版
所
収
の
テ
ク
ス
ト
を
用
い
た
。
岩
波
版
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第

一
巻
の
金
子
武
蔵
「
解
説
」
に
は
、
改
訂
第
三
版
（
一
九
四
二
）
と
初
版
と
の

異
同
に
つ
い
て
、

誤
植
と
妥
当
で
な
い
措
辞
と
を
訂
正
す
る
こ
と
が
主
で
あ

っ
て
、
本
質
的
な
変
化
は
な
く
圏
点
に
い
た
る
ま
で
殆
ど
初
版
そ
の
ま
ま

（
六
八
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
全
集
版
『
ニ
ー
チ
ェ
研
究
』
は
第
三
版
を

底
本
と
し
、
新
字
新
仮
名
に
し
た
も
の
。

２
）

同
前
、
四
二
頁
。

３
）

同
前
、
四
三
頁
。

４
）

同
前
、
三
頁
。

５
）

な
お
、『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
改
訂
第
二
版
（
一
九
二
八
）
よ
り
、「
付
録

『
こ
の
人
を
見
よ
』
に
つ
い
て
」
が
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
我
等
』
一
九
二
八

年
二
月
号
に
「
ニ
ー
チ
ェ
の
自
己
観
察
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
。
改
訂
第

二
版
は
、
そ
の
ほ
か
に
は
誤
植
訂
正
を
行
っ
た
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。

６
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
七
頁
。

７
）

同
前
、
三
七
頁
。

８
）

同
前
、
三
九
頁
。

９
）

同
前
、
三
五
九
頁
。

10
）

同
前
、
四
七
頁
。

11
）

同
前
、
九
頁
。

12
）

同
前
、
九
二
頁
。

13
）

同
前
、
三
二
頁
。

14
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
二
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
二
、
二
七
頁
。

15
）

同
前
、
三
六
頁
。
原
佑
訳
。

16
）

同
前
、
一
四
八
頁
。

17
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究

重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』
作
品
社
、
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二
〇
〇
七
、
第
三
章
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

18
）

同
前
、
七
九
頁
。

19
）

同
前
、
八
九
頁
。

20
）

同
前
、
一
二
一
｜
一
二
二
頁
。

21
）

同
前
、
五
五
頁
。

22
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
二
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
二
、
一
七
｜
一
八
頁
。

原
佑
訳
。

23
）

同
前
、
一
七
頁
。

24
）

同
前
、
七
二
頁
。

25
）

同
前
、
五
七
頁
。

26
）

同
前
、
三
六
頁
。

27
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』、
前
掲
書
、
第
三
章
五
節
３
を
参
照
さ
れ

た
い
。

28
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
二
巻
、
前
掲
書
、
一
七
頁
。

29
）
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』
の
時
点
で
、
和
辻
哲
郎
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
書
簡
に
立

ち
入
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
和
辻
の
作
品
世
界
を
重
ん
じ
る
態
度
を
示
し
て

い
る
。
和
辻
の
場
合
、
ニ
ー
チ
ェ
の
人
格
研
究
の
「
行
き
過
ぎ
」
は
排
除
し
て

も
、
彼
の
人
格
が
現
れ
た
書
簡
の
研
究
ま
で
を
退
け
る
も
の
で
は
な
く
、
一
九

一
六
年
に
書
簡
の
翻
訳
に
着
手
し
、
順
次
、
雑
誌
に
発
表
、
翌
年
に
は
岩
波
書

店
よ
り
、『
ニ
イ
チ
ェ
書
簡
集
』
と
し
て
刊
行
し
て
い
る
。

30
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
二
巻
、
前
掲
書
、
三
三
八
頁
。

31
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
三
八
二
頁
。

32
）

同
前
、
九
二
、
九
六
頁
。

33
）

同
前
、
九
二
｜
九
三
頁
。

34
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
九
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
九
、
四
七
六
頁
。

35
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
四
巻
、
理
想
社
、
一
九
六
七
、
一
二
九
頁
。

36
）

同
前
、
一
四
二
頁
。

37
）

同
前
、
一
五
一
頁
。

38
）

同
前
、
九
六
頁
。

39
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
二
章
九
節
２
を
参
照
さ
れ
た

い
。

40
）

同
前
、
四
二
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

41
）
『
田
辺
元
全
集
１
』

摩
書
房
、
一
九
六
四
、
四
二
七
｜
四
二
八
頁
。
鈴

木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
四
七
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

42
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
三
五
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

43
）

同
前
、
三
四
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

44
）

高
山
樗
牛
「
巣
林
子
の
人
生
観
」（「
近
松
巣
林
子
が
人
生
観
」）『
樗
牛
全

集
』
第
二
巻
、
博
文
館
、
一
九
〇
五
、
八
五
頁
。

45
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
増
補
改
訂
一
九
九
一
、
八

四
頁
。

46
）

シ
ョ
ー
は
『
バ
ー
バ
ラ
少
佐
』
序
で
、
自
分
は
ニ
ー
チ
ェ
の
キ
リ
ス
ト
教

批
判
の
文
章
を
読
ん
で
い
な
い
と
言
明
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
に
つ

い
て
「
金
髪
の
野
獣
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
ふ
く
む
文
章
ば
か
り
が
流
布
し
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
同
じ
よ
う
に
生
贄
に
さ
れ
て
い
る
と
い
い
、
ま
た
ニ

ー
チ
ェ
が
、
わ
が
ま
ま
な
ご
ろ
つ
き（

selfish
 
b
u
lly
in
g
）

を
人
生
の
原
理
と

し
て
無
意
味
に
称
賛
す
る
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
世
評
を
得
て
い
る
こ
と
と
、

「
超
人
」
と
い
う
一
語
の
も
つ
強
さ
と
の
平
仄
が
あ
っ
て
い
る
と
述
べ
、
自
分

が
「
超
人
」
の
語
を
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
借
り
た
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
よ
う
な
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「
超
人
」
的
な
独
裁
者
か
ら
社
会
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の

に
対
す
る
昔
ふ
う
の
熱
狂
の
馬
鹿
ら
し
さ
を
注
意
深
く
指
摘
し
た
は
ず
だ
、
と

弁
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
、
そ
の
隆

勢
を
一
時
期
の
も
の
と
す
る
バ
ッ
ク
ル（

H
en
ry T

h
o
m
a
s B

u
ck
le,

1821-

62）

の
進
歩
発
展
史
観
や
、
ニ
ー
チ
ェ
と
と
も
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
な
ど
の

名
を
あ
げ
て
論
じ
て
い
る
。M

ajor B
arbara

,
P
en
g
u
in B

o
o
k
s,
1960,

p
p
.

12-13.

47
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
三
八
〇
頁
。

48
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
岩
波
書
店
、
増
補
改
訂
一
九
九
一
、
三

五
三
｜
三
五
四
頁
。

49
）

同
前
、
三
五
四
｜
三
五
五
頁
。

50
）
『
日
本
人
の
ニ
ー
チ
ェ
研
究
譜
』
ニ
ー
チ
ェ
全
集
別
巻
、
白
水
社
、
一
九

八
二
、
三
九
七
｜
四
〇
五
頁
に
抄
録
。

51
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
前
掲
書
、
三
五
五
頁
。

52
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
一
巻
、
岩
波
書
店
、
増
補
改
訂
一
九
九
一
、
九

頁
。な

お
、
シ
ョ
ー
の“life

 
fo
rce”

は
、『
人
と
超
人
』A

ct
 
T
h
ree

で
、D

o
n

 
Ju
a
n

がT
h
e D

ev
il

と
交
わ
す
や
り
と
り
の
な
か
で
、“L

ife F
o
rth
”

な
い
し

は“F
o
rth
 
o
f L

ife”

と
し
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、“th

e
 
u
n
iv
er-

sa
l crea

tiv
e en

erg
y
”

と
言
い
か
え
ら
れ
て
も
い
る
。“In th

e sex rela
tio
n

 
th
e u
n
iv
ersa

l crea
tiv
e en

erg
y
,
…
…
o
v
errid

es a
n
d sw

eep
s a
w
a
y a

ll
 

p
erso

n
a
l co

n
sid
era

tio
n
”.

と
い
う
よ
う
に
。M

an
 
an
d
 
S
u
perm

an
;
A

 
C
om
ed
y an

d
 
a P

h
ilosoph

y
,
P
en
g
u
in B

o
o
k
s,
1946,

p
. 161.

53
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
前
掲
書
、
一
四
七
頁
。

54
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
一
巻
、
前
掲
書
、
一
八
｜
一
九
頁
。

55
）

同
前
、
二
三
頁
。

56
）

同
前
、
四
〇
七
頁
。

57
）

同
前
、
三
八
頁
。

58
）

同
前
、
四
八
｜
四
九
頁
。

59
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

60
）

同
前
、
二
八
七
｜
二
八
八
頁
。

61
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
一
巻
、
前
掲
書
、
四
七
頁
。

62
）

な
お
、
阿
部
次
郎
は
一
九
一
九
年
に
『
ニ
イ
チ
ェ
の
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ

解
釈
並
び
に
批
評
』
を
刊
行
、
一
九
三
〇
年
に
は
「『
悲
劇
の
誕
生
』
｜
そ
の

体
験
及
び
論
理
」
を
著
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
な
お
、
和
辻
の
著
作
の
な
か
に

阿
部
次
郎
の
名
が
現
れ
る
の
は
『
ゼ
エ
レ
ン
・
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
オ
ル
』（
一
九
一

五
）
自
序
な
ど
が
あ
る
。
和
辻
は
阿
部
次
郎
と
長
い
親
交
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る

が
、
安
倍
能
成
は
、
そ
の
は
じ
ま
り
を
和
辻
の
大
学
卒
業
後
の
こ
と
と
し
て
い

る
。
安
倍
能
成
「
解
説
」、『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

六
三
、
四
六
三
頁
。

63
）
『
明
治
文
学
全
集
』
七
五
、

摩
書
房
、
一
九
六
八
、
八
九
頁
。

64
）

同
前
、
三
五
五
頁
。

65
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。

66
）

岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
一
九
〇
六
、『
岩
野
泡
鳴
全
集
９
』
臨

川
書
店
、
一
九
九
五
、
四
頁
。

67
）

岩
野
泡
鳴
『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
前
掲
書
、
二
六
頁
。

68
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
七
章
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

69
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
〇
巻
、
前
掲
書
、
二
一
五
頁
。
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70
）

湯
浅
泰
雄
「
解
説
」、『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
一
巻
、
前
掲
書
、
四
〇
七

頁
を
参
照
。

71
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。

72
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
三
四
二
頁
。

73
）

同
前
、
三
四
九
頁
。

74
）

同
前
、
二
四
六
頁
。

75
）

同
前
、
二
五
一
頁
。

76
）

同
前
、
二
五
二
、
二
五
三
頁
。

77
）
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
二
巻
、
前
掲
書
、
四
六
一
頁
。

78
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
二
章
九
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

79
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
一
七
五
頁
を
参
照
。

80
）

同
前
、
五
九
頁
。

81
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
四
一
六
｜
四
一
七
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

82
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
五
九
頁
。

83
）

同
前
、
二
五
五
頁
。

84
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
三
章
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

85
）
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
一
巻
、
前
掲
書
、
二
〇
六
頁
。

86
）
『
太
田
水
穂
全
集
』
第
三
巻
、
近
藤
書
店
、
一
九
五
七
、
本
の
友
社
復
刻

版
、
一
九
九
九
、
一
二
頁
。

87
）

同
前
、
二
八
頁
。

88
）
『
太
田
水
穂
全
集
』
第
五
巻
、
近
藤
書
店
、
一
九
五
九
、
本
の
友
社
復
刻

版
、
一
九
九
九
、
二
二
頁
。

89
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
八
章
五
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

90
）
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
七
六
七
頁
。

91
）

同
前
、
八
〇
四
頁
。

92
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
第
八
章
四
節
６
を
参
照
さ
れ
た

い
。

93
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
前
掲
書
、
六
一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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A Study on Nietzsche written in 1913 by Watsuji Tetsuro (1889-1960) represents the starting
 

point of his career as a philosopher and it is known as the first academic publication on Frie-

drich Wilhelm Nietzsche (1844-1900) in Japan. In addition, Watsuji’s thought as seen in this
 

work had great relevance to his later development.

In the first chapter of this paper, Watsuji’s position, method, and aims in A Study on Nietzs-

che are analyzed, and it is revealed that his idea of philosophy during his early years, based
 

on the concept of uchu seimei (“life of the cosmos”)was a typical example of Taisho Seimei
 

Shugi (“Taisho Vitalism, or Life-centrism”). In the second chapter“Until A Study on Nietzs-

che,”I traced his approach to Nietzsche in his early writings, and in the third chapter I con-

sidered the meaning of some key concepts such as naiteki keiken (“inner life”), anji shotyo

(“suggestive symbol”), eien kaiki (“eternal recurrence”) or uchu seimei (“life of the cosmos”)

and surveyed their relationship with contemporary ideas. In these two chapters, the formative
 

process of his philosophy (the concept of philosophy, expression, and worldview) is revealed. In
 

the last chapter, the conclusions of each chapter are summarized and the extent to which his
 

early philosophy influenced his later work is discussed.

This research will shed light on the formation of conceptual systems in Japan at the begin-

ning of 20th century through examining the relation between shuyo (“self-improvement”) and
 

jinseiron (“view of human life”) in regard to Watsuji’s concept of philosophy and art. In addi-

tion, it will fill the lacunae in the previous research concerning the idea of life early in the
 

twentieth century, especially Taisho Seimei Shugi by means of surveying his concept of uchu
 

seimei and its formative process.
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model of Yokoyama Yoshiko in Futon, and rethink how Katai sincerely loved or desired Mi-

chiyo.

In Futon its narrator and hero Takenaka Tokio confessed his love or desire for his female
 

desciple Yoshiko after she was brought with her father to her hometown in Chugoku District.

For a long time, literary critics and scholars argued whether Katai really loved Michiyo or
 

whether it was just a fiction. The critic Hirano Ken examined the published letters between
 

Katai and Michiyo’s father after the publication of Futon, and concluded it could not be real
 

love, but rather a fabrication.

Certainly, after the publication of Futon, Michiyo came back to Tokyo, and by aid of Katai
 

got married to Nagayo Shizuo, who was the model of Tanaka in Futon, as Katai’s adopted
 

daughter. But after a few years, she came to criticize Futon and Katai, mainly for its de-

piciton of Tanaka. Nagayo was a Christian and wanted to become a man of letters, translated
 

Lewis Carrol’s Alice’s Adventures in Wonderland for the first time in Japan, and wrote some
 

books, and worked as a journalist. But in the final year of the Taisho era, Michiyo and
 

Nagayo divorced.

In 1993, however, Tayama Katai Memorial Museum of Literature in Tatebayashi city,

Gunma prefecture issued a book Letters Around Futon, edited by Kobayashi Ichiro, the author-

ity of Katai. It had been known that soon after Michiyo came to Katai’s house, Katai went to
 

the Korean peninsula as a war correspondent during the Russo-Japanse War, although Futon
 

omitted this fact. However, this book revealed Michiyo and Katai’s correspondece during this
 

term, in which Michiyo wrote love letters to Katai. Katai’s letters were formal and always
 

added they should be shown to his wife. One of Michiyo’s letters says Katai is“mizukusai”

namely“reserved.”After Katai came back, however, Michiyo once went to her hometown and
 

met Nagayo at a meeting at a church in Kobe and fell in love. Michiyo lived with her elder
 

brother Jitsumaro who worked as a teacher of English in Kobe. But since Michiyo left Kobe,

it took three days to travel to Tokyo, though it usually takes one day. Therefore, she was
 

suspected to have made some overnight rendezvous with Nagayo. In Futon, Yoshiko admited
 

that she had slept with Tanaka and left Tokyo.

On the other hand, Michiyo’s love letters to Katai stopped after she met Nagayo, and Katai
 

began to write letters containing amorous poems addressed to Michiyo. From this sequence, it
 

can be concluded that at first Katai only had caused interest for the young girl, but after the
 

girl’s love letters, ceased, Katai abruptly came to feel desire for her.

Katai afterwards wrote a short story“Pistol,”in which the hero’s wife witnessed the word

“mizukusai”in her female disciple’s letter and accuses him. However, the content of the letter
 

had not been published. Michiyo seems to have been unsatisfied with Katai’s attitude, but he,

feeling jealous of Nagayo, did his best to have them married. And Michiyo, in her late years
 

tried to deny the carnal relationship with Nagayo at Kyoto, but her explanation is not persua-

sive.
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The Formation of German Haiku and the New Appreciation of Japanese Haiku

 

YORIOKA Ryuji

(Professor, Tokushima University, Tokushima, Japan)

Key Words； HAIKU, CULTURAL EXCHANGE, SYMBOLISM, TONE, GERMAN LITERATURE, COMPARATIVE STUDY,

MODERNISM, LITERARY GENRE, CONCEPT, MODERN POETRY

 

The Beginning of German Haiku lies in the introduction of Haiku by German Japanologists
 

and the reception of French Haikai. Haiku then became mixed with short style poetry to
 

eventuate in an original German poetic form, which came to stimulate modern poetry in Ger-

many. Meanwhile, German Haiku have been received in Japan as a symbolic expression. Such
 

exchange has brought to Japan new possibilities of Haiku as a literary genre. My paper deals
 

with such literary exchange between German Haiku and Japanese modern poetry, within which
 

the encounter of modernity and tradition will be considered.

Taguchi Ukichi and Plagiarism

 

KANRO Junki

(Faculty of Letters in Chukyo University, Nagoya, Japan)

Key Words；AUTHORSHIP, PLAGIARISM

 

In the twenty fourth year of the Meiji era, Akashi Magotaro was accused of plagiarizing
 

Taguchi Ukichi’s Shina-kaika-syoshi. The text in question Shintai-shina-rekishi created a gap
 

between the traditional idea of authorship and the new one. This paper, based on both claims
 

of Taguchi and Akashi, highlights the cultural meaning of this case of plagiarism.

Did Tayama Katai Really Love Okada Michiyo?

KOYANO Atsushi

(Novelist, Japan)

Key Words； FUTON , TAYAMA KATAI, OKADA MICHIYO, NAGAYO SHIZUO, FICTION, SHI-SHOSETSU, LETTERS, BIOG-

RAPHY

 

Some scholars have made comments on Futon by Tayama Katai without referring to the
 

important biographical researches, which are not generally known. In this paper, I recast the
 

process of the formation of Futon, the relationship between Katai and Okada Michiyo, the
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features in the story, and pointed out complex aspects about Sanki, who has a nihilistic char-

acter with unstable feelings for women. As for other characters, I especially focused on
 

Miyako.She had a great attachment to the land of Shanghai.Through her existence in the story,

other important characters become more objective. I also pointed out the similarities in pronun-

ciation which are often used in the story, which contributes to the molding of characters.

Matsumura Kenzo Group: Japan’s Diplomatic Pipe to China:1959-1972

ZHAI Xin

(Associate Professor, Shanghai Jiaotong University, Shanghai, China)

Key Words； MATSUMURA KENZO GROUP, THE LIBERAL DEMOCRATIC PARTY GOVERNMENT, THE DIPLOMATIC
 

PIPE TO CHINA, THE NORMALIZATION OF CHINA-JAPAN RELATIONS

 

To break the ice of diplomatic relations before the reestablishment, the political group organ-

ized by the representative of the Liberal Democratic Party, Matsumura Kenzo, had become the
 

most significant power in the Japanese conservative camp during the normalization of China-

Japan relations, due to its practice of economical and cultural intercourse with China and com-

munication of political views between governments and ruling parties from both sides. He
 

advocated that Japan should establish long-term and stable relations with China based on the
 

Japan-US Security Treaty, and to serve the best interests of the nation. This stratagem funda-

mentally informed the whole of Japan’s policy toward China.

Eugen Herrigel’s“Die Tradition im japanischen Volks -und Kulturleben”:

Japanese Translation and a Comment

 

AKISAWA Mieko and YAMADA Shoji

(Independent researcher/Associate Professor, International Research Center for Japanese Studies, Kyoto, Japan)

Key Words； EUGEN HERRIGEL, ZEN IN THE ART OF ARCHERY, NAZISM, CULTURAL SUPERPOWER

 

Together we translated and examined an unknown article of Eugen Herrigel, published during
 

World War II. The article discusses the tradition and spirituality of Japanese culture, the aes-

thetics of cherry blossom-viewing, metempsychosis, Mikado adoration, and the praise of self-

sacrifice. His article is notable because he ranked State Shinto as the highest expression of the
 

spirit of Japanese culture, while he remained silent on the theory of Japanese culture/Zen Bud-

dhism, which was included among his own beliefs.
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The War Poetry of Yone Noguchi: 『宣戦布告』(1942)and

“ - - ”『八紘頌一百 』(1944)

HORI Madoka

(The Graduate University for Advanced Studies, Kyoto, Japan)

Key Words；WAR POETRY, PATRIOTIC POETRY, NATIONAL EPIC, BROADCAST BY RADIO, MEDIA, MODERNISM, DEC-

LAMATION, DECLARATION OF WAR『宣戦布告』(1942),ON TRADITION『伝統について』(1943), CONGRATU-

LATIONS ON THE“HAKKOU-ICHI-U”『八紘頌一百 』(1944)

Being labelled“the writer of War Poetry”brought harsh assessment in the postwar era to all
 

the Japanese-language-poetry by Yone Noguchi (1875-1947). Reading his wartime poetry has
 

often been done in the light of his engagement with the media of the same era, such as his
 

radio broadcasts, and it has been used to measure his“guilt,”in terms of its devious manipula-

tion of the public (and its tendentious use as political propaganda during that imperialist era).

It is true that the period of World War II and of the mass production of War Poetry was con-

current with the development of radio broadcasting. From the viewpoint of the relationship
 

between the new media and War Poetry, all (that can be found) is a kind of“scissors-and-

paste”poetry (the so called,“Rubbish Poetry”)with a brute, political voice-power. Whereas
 

this“war poetry”is nowadays regarded as belonging to a single category, during the war it
 

was referred to under various terms, such as“war poetry”,“patriotic poetry”,“the national
 

epic,”and at the time the poets engaged in discussion of the various roles fulfilled by that
 

wartime poetry. Furthermore, poets, even one such as Yone Noguchi, known for being actively
 

propagandist, provided clear pacifist imagery in their work, and also were critical toward
 

national politics in their poetry.

This paper aims to investigate both the well-known aspects and the unknown aspects of
 

Yone Noguchi’s wartime poetry. While Yone Noguchi wrote in concert with his broadcast by
 

radio and was involved in contributing to National policy, he also wrote poetry showing a
 

degree of resistance and desperation, which fell foul of the censor. This paper discusses his
 

Declaration of War『宣戦布告』(1942), and his Congratulations on the“Hakkou-ichi-u”『八紘頌

一百 』(1944), which were both confiscated by GHQ right after the end of the war.

A Wanderer in a Foreign Country:A Study on

 

NAKAGAWA Tomohiro

(Nagoya Economical University Ichimura High School, Nagoya, Japan)

Key Words；YOKOMITSU RIICHI, SHANGHAI, FOREIGN COUNTRIES, WANDERING, IDENTIFICATION, INTERNATIONAL
 

SITUATION, MATERIALISM, ELABORATION

 

This article treats Shanghai written by Yokomitsu Riichi, in which I analyzed the characters’
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period also saw the decline of politically-connected businessmen as well as the appearance in
 

the Tairen economy of leading business intellectuals and Japanese firms like the South Man-

churian Railway Company. This new information network promoted the formation of a prag-

matic new community in Tairen. It should also be said that the effects of the Tairen Industrial
 

Exhibition were not limited only to Tairen city, but this period also corresponded with the
 

time when public opinion came to its boiling point in calling for the unification of Mongolia
 

and Manchuria by the Japanese government in Machuria, and necessitated a radical new per-

ception of Manchuria and Mongolia.

Change in Guding’s Thought as Seen in his Translations

 

MEI Dinge

(The Graduate University for Advanced Studies, Kyoto, Japan)

Key Words； GUDING, TRANSLATION, MANCHUKUO, THE CHINESE LEAGUE OF LEFT-WING WRITERS, THE GREAT
 

EAST ASIAN WAR, RACIAL HARMONY

 

Guding translated Japanese works into Chinese throughout his life. His translations can be
 

divided into three periods:the Beiping period, the Manchukuo period, and the People’s Repub-

lic of China period. As this article is concerned with his translations in the Manchukuo period,

Beiping period translations are mentioned, although those of the People’s Republic period are
 

not treated.

After the Manchurian Incident, Guding escaped to Beiping and joined The Chinese League of
 

Left-Wing Writers. He translated works of Japanese proletarian literature as he supported the
 

struggle of Chinese workers who were organized by the Chinese communists.

In Manchukuo, Guding translated some anti-socialist works such as Sad Toyd by Ishikawa
 

Takuboku (1937). These translations display Guding’s attempt to maintain hope in the midst of
 

difficult circumstances. His response to the left wing atmosphere highlights the extent of the
 

Manchukuo’s repression of left-wing activity.

During the period of 1938-1941he translated literary works such as Natsume Soseki’s novel,

Kokoro. Guding’s attempt to master literary technique and reform the Chinese language can be
 

seen in these translations.

During the period from 1942 to 1945Guding translated works such as The History of Amer-

ican and English Aggression in East Asia, which are thought to have contributed to the propa-

ganda of the Great East Asian War. These translations indicate that while Guding was aiding
 

the Japanese cause, he was doing so with reluctance.

However, as seen in Guding’s suggestion to form The National Institute of Translation and
 

employ the Chinese pronunciation system Zhuyinfuhao, his efforts to protect and preserve
 

Chinese culture against the policy of Japanese colonial cultural directives must be recognized.
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ning. Between the success of department stores in Nihonbashi like Mitsukoshi and the closing
 

of Shinbashi Station following the 1914opening of Tokyo Station, Ginza was facing an unprec-

edented crisis. Shinzo made several pivotal proposals to allow the stores of Ginza to coexist
 

and mutually prosper, including:a plan to create a“Greater Ginza”by doubling the number of
 

blocks officially designated as“Ginza”from four to eight； plans for turning Ginza into a shop-

ping arcade； and a proposal for Ginza stores to cooperate by improving the appearance of the
 

district’s buildings and streets and working together to replenish stock.

Most of Shinzo’s proposals received newspaper coverage and were highly influential. Starting
 

with the“Greater Ginza”plan, several of his projects came to fruition, laying the foundation
 

for today’s Ginza. At the same time, Shinzo stressed that each of Ginza’s stores should become
 

highly specialized and have a unique character. He argued that Ginza would only be able to
 

compete with the department stores by transforming into an assemblage of distinctive shops.

Shiseido itself made an effort to draw customers to Ginza by selling cosmetics and taking a
 

variety of measures that emphasized its own unique ambience and that of Ginza, such as open-

ing the Shiseido Gallery and the Shiseido Parlor.

Fukuhara Shinzo was clearly aware of the power that a city’s image could lend to the
 

image of corporations and products. While paying close attention to the design and formulation
 

of cosmetics, he worked hard to elevate the image of urban Ginza. The“Ginza”image, cur-

rently one of Shiseido’s most significant intangible assets, is founded on the efforts Fukuhara
 

Shinzo made with Ginza in mind.

Historical Research on the Industrial Exhibition in Tairen,

Held in the Northeast of China (Old Manchuria)in 1925:

The Presentation of Manchuria and Mongolia in Mass Media

 

TAKEMURA Tamio

(Former Professor of Osaka Industrial University, Japan)

Key Words； TAIREN, INTERNATIONAL EXHIBITION, SOUTH MANCHURIAN RAILWAY COMPANY, COLONY, TOURISM,

RADIO

 

The Tairen Industrial Exhibition was held in Tairen city on August 10, 1925. The exhibition
 

highlighted the broad outlines concerning the connection between international exhibitions and
 

colonialism. The exhibition was held in the same year (1925) that the new municipalization of
 

Tairen had commenced. In addition, it also coincided with the May 30Movement in Shanhai
 

as well as the period of fierce international competition in capital investment in Manchuria.

This crisis in Imperial Manchuria led to a shift in policy to a so-called“cultural control”com-

bined with a“pragmatic”policy in Manchuria and Mongolia.

The Tairen Industrial Exhibition symbolized these contemporaneous phenomena. It also serv-

ed as the occasion for the emergence of new modes such as tourism, radio, film, neon light,

etc. that linked Japan, Manchuria, and Korea, as well as information on the nighttime orna-

mentation of urban space and other cultural accoutrements. Also speaking economically, this
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This paper discusses the theme of the“Octopus and the Female Diver,”the most famous shun-

ga of Hokusai, and I attempted to analyze the picture’s artistic expression. First, I supply a
 

genealogy chart of the pictures that included the motif of“Octopus and the Female Diver.”I
 

then applied the expressive methods of KABUKI and JORURI to the genealogy chart of the
 

pictures. Through my research, I discovered that this Shunga includes the structure of SEKAI

(a myth) and SHUKO (a device). At the same time, we can understand that the expressive
 

structure of this Shunga is composed of elements of an old legend and many well-known folk-

tales. This paper differs from previous Shunga research that tends to focus on sexual elements.

Thus, it is hoped that this paper will reveal a new side of Shunga.

The Birth of“Tokyo Ginza Shiseido”:Fukuhara Shinzo and
 

the Construction of Ginza’s Image

 

TOYA Riina

(The Graduate University for Advanced Studies, Kyoto, Japan)

Key Words； SHISEIDO, GINZA, SHINBASHI, FUKUHARA SHINZO, FUKUHARA ARINOBU, TOKYO CITY PLANNING,

GOTO SHINPEI, BRAND IMAGE

 

Shiseido is the epitome of the many famous stores in Ginza. The“Tokyo Ginza Shiseido”

trademark is widely recognized in Japan and overseas, but Shiseido was known as“Tokyo
 

Shinbashi Shiseido”after Fukuhara Arinobu established the company as Japan’s first Western
 

pharmacy in 1872. Arinobu’s third son Shinzo, who took over as company president, began sell-

ing cosmetics in earnest and adopted the“Tokyo Ginza Shiseido”trademark in 1921. Subse-

quently, a powerful image associating Shiseido with Ginza took hold. This article examines the
 

circumstances behind the changing of the Shiseido trademark.

At that time, Fukuhara Shinzo was an energetic spokesman for Ginza, advocating for the
 

district’s stores with Tokyo City and Home Ministry officials in charge of Tokyo city plan-
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2．募集原稿 原稿の種類は、次のとおりとする。

⑴ 研究論文：オリジナルな研究を論文としてまとめたもの

⑵ 研究ノート：研究の中間報告、覚書など

⑶ 共同研究報告：国際日本文化研究センター（以下「センター」という）における共同研究の成

果

⑷ その他：研究展望、研究資料、調査報告、書評等

3．投稿資格 本誌に投稿することができる者は、次のとおりとする。

⑴ センターの専任教員並びに客員教員

⑵ センターが受け入れた共同研究員、外来研究員、特別共同利用研究員、及び、総合研究大学院

大学国際日本研究専攻の学生

⑶ 外国人の日本研究者、あるいは、海外在住日本人の日本研究者

⑷ その他、編集委員会が適当と認めた者

4．執筆要領 原稿の執筆に当たっては、別に定める「『日本研究』執筆要領」による。

5．原稿の提出 投稿する場合は、原稿とその要旨（400語程度の英文および和文の要旨にそれぞれ10語

程度のキーワードを添付のこと）各３部に所定の様式の送付状を添えて編集委員会宛に送付する。手書

き原稿の場合は、必ずコピーをとっておくこと。

送付先：〒610-1192 京都市西京区御陵大枝山町３丁目２番地

国際日本文化研究センター

『日本研究』編集委員会

6．掲載の決定 投稿された原稿は、査読委員の審査を経て、編集委員会が掲載の可否を決定する。編集

委員会は、掲載に当たって最終的に原稿の種類を判定するとともに、著者に補筆や修正を求めることが

できる。

7．著者校正 著者校正は、原則として初校のみとし、誤植等の修正にとどめ、文章等、内容上の変更は

行わない。

8．本誌の配布 センターは、刊行した本誌を広く国内外の日本研究機関等に配布する。

9．抜刷り等 著者には、原稿掲載誌を３冊、及び抜刷りについては、50部までの希望部数を配付する。

10．著作権 掲載された論文等の著作権は、本センターに帰属するものとする。他の出版物への転載又は、

翻訳・出版する場合には、その旨を編集委員会に連絡して承認を得るとともに当該論文等に初出は本誌

であることを明示すること。

11．掲載論文等のデータベース化 センターは、内外の研究者の利用に供するため、本誌に掲載された論

文等をデータベース化し、公開することができる。

※投稿希望者は、「『日本研究』執筆要領」及び「原稿送付状」の用紙を編集委員会に請求してください。

あるいは日文研のホームページからダウンロードすることもできます。

http：//www.nichibun.ac.jp/
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